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研究領域等名： 遺 伝 子 生 化 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当領域では，生化学的，分子遺伝学的手法を用いて，行動・代謝・神経可塑性の日周リズムの形成機構・制御機
構の解明，神経変性疾患の発症機構の解明，腫瘍等の血管新生を阻害する物質の探索，悪性中皮腫の遺伝子異常に
着目した治療法の開発ならびに新たな病理診断法の開発と普及を行っている。これらの研究成果が，健康増進，各
種疾患の予防，診断，治療につながることを願っている。研究活動への参加に基づく大学院教育を行うとともに，
学部教育では生化学の講義，実習を分担している。講演等を通じて，研究成果を一般市民に理解してもらうことに
も務めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　学部教育では，2 年次学生に対する「生化学」の講義・実習を分担した。また，スカラーシッププログラム（3
年次 2 名，2 年次 1 名），基礎医学ゼミ（4 年次 5 名）の学生指導を行った。
・大学院教育

　修士課程「先端生命科学特論」の講義と，博士課程「遺伝子生化学」の特論講義・演習・実習を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　非常勤講師として宮崎大学医学部で生化学の講義を担当した（瀧口）
　非常勤講師として千葉市青葉看護専門学校で生化学の講義を担当した（岩瀬）
　非常勤講師として植草学園大学保健医療学部で生化学の講義を担当した（芦野）

●研　究
・研究内容

・行動，代謝，神経可塑性の日周リズムの形成機構，制御機構の研究を行った。
・神経変性疾患の発症機構の解明の研究を行った。
・腫瘍等の血管新生を阻害する物質の探索を行った。
・悪性中皮腫の遺伝子異常に着目した治療法の開発ならびに新たな病理診断法の開発と普及を行った。
・研究業績
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　国際学会　2 回
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「栄養と運動によ
る代謝と行動の日周リズム形成における階層的制御
機構」代表者：瀧口正樹　2016-2020

2 ．受託研究　ニチアス株式会社「中皮腫に対する新規
遺伝子医薬品の研究開発」：瀧口正樹、田川雅敏、
廣島健三、守屋彰悟　2018-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「ノックインゼブ
ラフィッシュを用いたヒトα - シヌクレインの炎症
応答性の解析」代表者：守屋彰悟　2019-2021

4 ．日本医療研究開発機構次世代がん医療創生研究事業
「新規マーカーによる悪性中皮腫の精密・早期診断
の開発」分担者：廣島健三　2017-2021	

5 ．（公財）土屋文化振興財団「概日リズム制御に関与す
る神経ペプチドの作用機序の解析」代表者／分担
者：岩瀬克郎／芦野洋美　2020

6 ．公益財団法人ちば県民保健予防財団「パーキンソン
病の発症機構の解明－効果的な予防・治療法確立を
目指して」代表者：守屋彰悟　2020

　・その他
　　国際交流：
　　Vaudois 大学　Olivier Braissant の研究グループと

共同研究
　　曁南大学　王昊副主任医師と共同研究

●その他
（芦野洋美）日本応用藻類学会学術誌　［Algal Resources］ 編集委員
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研究領域等名： 認 知 行 動 生 理 学
診療科等名： 　

●はじめに
　本研究室は、ストレス社会、情報化社会における、脳とこころの健康の維持、促進のメカニズムを、基礎医学と
臨床医学の両面から研究している。基礎的観点からは、人を対象とした脳画像技術を用いて精神疾患発症のメカニ
ズム探索と新規治療の開発を行っている。臨床的観点からは、子どものこころの発達教育研究センター、医学部附
属病院認知行動療法センターと共同し、科学的根拠に基づく心理療法である「認知行動療法」の人材育成に取り組
むとともに、その効果検証研究を推進している。パニック症、社交不安症、強迫症、うつ病、摂取障害、慢性疼痛、
不眠症、自閉スペクトラム症等を対象疾患とし、病態の解明とデジタル・セラピューティックスと呼ばれる IT 技
術を用いた新しい治療法の開発に取り組んでいる。当研究室は、医師、看護師、薬剤師、公認心理師、作業療法士、
理学療法士、言語聴覚士、精神保健福祉士などの多職種の大学院生を受け入れ、それぞれの特徴を活かした研究を
進めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　本教室の行った教育活動は、①医学部2年生に対する行動科学ユニット、②医学部2年生に対する生理学ユニッ
ト、③医学部 3 年生に対する基礎医学ゼミ、④医学部 1～3 年生を対象としたスカラーシップ、④医学部 1 年生
に対する導入 PBL チュートリアル、⑤医薬看 3 学部の 1 年生に対するチーム医療 I（IPE I）ユニットである。
・卒後教育／生涯教育

　2020 年 11 月・12 月と、ウェルネス柏で、NPO 法人認知行動療法推進協会に協力し、認知行動療法サポーター
養成講座「柏市自殺予防ゲートキーパー養成研究（発達障害編）」を開催した。大学院において、認知行動療法
の人材養成に努めた。
・大学院教育

　大学院修士課程、及び、博士課程の学生を対象に、各種精神疾患を対象とした脳機能画像研究、メンタルヘル
スの問題の WEB でのスクリーニング研究、認知行動療法のデジタル技術を用いた臨床研究等に従事させ、指導
を行った。また、展開講義科目全専攻系特論の神経機能構造学特論において講義を行った。科目等履修生として、
博士課程：認知行動生理学（演習）、修士課程：臨床精神心理学（演習）の受講生の受け入れを行った。また、
文部科学省の課題解決型高度医療人材養成「メンタルサポート医療人とプロの連携養成」事業を推進し、メンタ
ルヘルスサポート学特論講義、エクセルシオール認知行動科学演習演習を担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　医薬看 3 学部合同のチーム医療 I（IPEI）ユニットのチュートリアル形式授業、薬学部での機能形態学の授業、
および千葉県立保健医療大学で生理学総論の授業を行った。

●研　究
・研究内容

　強迫症、パニック症、社交不安症のオンライン認知行動療法の二次解析研究、自閉スペクトラム症の認知行動
療法の研究、強迫症の国際的な脳画像研究、強迫症の認知行動療法の治療反応予測の研究、強迫症の症状評価尺
度の研究、過食症の脳血流の研究、マウスの性周期の画像による深層学習判別の研究、社交不安症の神経心理学
的検査の研究等の発表論文は、国内外に原著 21 本である。学会発表は、国外 3 演題、国内 22 演題であった。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Koike H, Tsuchiyagaito A, Hirano Y, Oshima 

F, Asano K, Sugiura Y, Kobori O, Ishikawa R, 
Nishinaka H, Shimizu E, Nakagawa A. Reliability 
and validity of the Japanese version of the 
Obsessive-Compulsive Inventory-Revised （OCI-R）. 
Curr Psychol, 2020; 39: 89-95. 2020/02.

2 ．Numata N, Hirano Y, Sutoh C, Matsuzawa D, 

Takeda K, Setsu R, Shimizu E, Nakazato M. 
Hemodynamic responses in prefrontal cortex and 
personality characteristics in patients with bulimic 
disorders: a near-infrared spectroscopy study. Eat 
Weight Disord, 2020;25:59-67, doi: 10.1007/s40519-
018-0500-7. 2020/02/25.

3 ．Shimoyama I, Hayashi F, Hayashi A, Yoshida A, 
Yugeta T, Shimizu E, Kobayashi Y. Iconic Memory 
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for Senile Dementia after Five Minutes Distraction 
with a Necker's Cube. International Medical 
Journal Vol. 27, No. 2, pp.1-4. 2020/04.

4 ．Hiramatsu Y, Asano K, Kotera Y, Sensui T, Endo A, 
Shimizu E, Basran J, Goss K. Development of the 
Japanese version of the Other As Shamer Scale 
using item response theory. BMC Res Notes （IF: 
1.29; Q2）, 2020; 13: 200. 2020/04/05.

5 ．Matsumoto K, Hamatani S, Nagai K, Sutoh C, 
Nakagawa A, Shimizu E. Long-Term Effectiveness 
and Cost-Effectiveness of Videoconference-
Delivered Cognitive Behavioral Therapy for 
Obsessive-Compulsive Disorder, Panic Disorder, 
and Social Anxiety Disorder in Japan: One-Year 
Follow-Up of a Single-Arm Trial. JMIR Mental 
Health, 2020, 7（4）: e17157. 査読有 . 2020/04/23.

6 ．Mastumoto K, Hamatani S, Makino T, Uemura T, 
Suzuki F, Shinno S, Ikai T, Hayashi H, Shimizu 
E. Guided Internet-Based Cognitive Behavioral 
Therapy in Japanese Patients With Obsessive-
Compulsive Disorder: Protocol for a Randomized 
Controlled Trial. JMIR Research Protocols, 2020, 9

（6）: e18216. 査読有 . 2020/06/24.
7 ．Shi ina A, Ni itsu T, Kobori O, Idemoto K, 

Hashimoto T, Sasaki T, Igarashi Y, Shimizu E, 
Nakazato M, Hashimoto K, Iyo M. Relationship 
between perception and anxiety about COVID-19 
infection and risk behaviors for spreading infection: 
A national survey in Japan. Brain Behav Immun 
Health （Report missing IFs）, 2020 Jul;6:100101. 
2020/07/06.

8 ．Kimura Y, Hamatani S, Matsumoto K, Shimizu E. 
Cognitive Behavioral Therapy for Three Patients 
with Bipolar II Disorder during Depressive 
Episodes: A Case Series. Hindawi Case Reports in 
Psychiatry, 2020, 3892024, 1-4. 査読有 . 2020/07/14.

9 ．Sano K,  Matsuda S ,  Tohyama S ,  Komura 
D, Shimizu E, Sutoh C. Deep learning-based 
classification of the mouse estrous cycle stages. Sci 
Rep 10:11714. 査読有 . 2020/07/16.

10．Hamatani S, Tsuchiyagaito A, Nihei M, Hayashi 
Y, Yoshida T, Takahashi J, Okawa S, Arai H, 
Nagaoka M, Matsumoto K, Shimizu E & Hirano Y. 
Predictors of response to exposure and response 
prevention-based cognitive behavioral therapy for 
obsessive-compulsive disorder. BMC Psychiatry, 
20: 433, 2020. 査読有 . 2020/09/04.

12．Fumiyo Oshima, Mandy William, Noriko Takahashi, 
Aki Tsuchiyagaito, Hitoshi Kuwabara, Akihiro 
Shiina, Mikuko Seto, Minako Hongo, Yui Iwama, 

Yoshiyuki Hirano, Chihiro Sutoh, Kayoko Taguchi, 
Tokiko Yoshida, Yohei Kawasaki, Yoshihito Ozawa, 
Jiro Masuya, Noriyuki Sato, Shizuka Nakamura, 
Masaru Kuno, Jumpei Takahashi, Toshiyuki 
Ohtani ,  Daisuke Matsuzawa, Naoko Inada, 
Miho Kuroda, Mika Ando, Arinobu Hori, Akiko 
Nakagawa, Eiji Shimizu. Cognitive-behavioral 
family therapy as psychoeducation for adolescents 
with high-functioning autism spectrum disorders: 
Aware and Care for my Autistic Traits （ACAT） 
program study protocol for a pragmatic multisite 
randomized controlled trial . Trials 2020;21（1）814 . 
2020/09/29.

13．Bruin W, Taylor L, Thomas R, Shock J, Zhutovsky 
P, Abe Y, Alonso P, Ameis S, Anticevic A, Arnold 
P, Assogna F, Benedetti F, Beucke J, Boedhoe P, 
Bollettini I, Bose A, Brem S, Brennan B, Buitelaar 
J, Escalona RC, Cheng Y, Cho KI, Dallaspezia 
S, Denys D, Ely B, Feusner J, Fitzgerald K, 
Fouche JP, Fridgeirsson E, Gruner P, Gursel D, 
Hauser T, Hirano Y, Hoexter M, Hu H, Huyser C, 
Ivanov I, James A, Jaspers-Fayer F, Kathmann 
N, Kaufmann C, Koch K, Kuno M, Kvale G, 
Kwon JS, Liu Y, Lochner C, Lazaro L, Marques 
P, Marsh R, Martinez-Zalacain I, Mataix-Cols 
D, Menchon J, Minuzzi L, Moreira P, Morer A, 
Morgado P, Nakagawa A, Nakamae T, Nakao T, 
Narayanaswamy J, Nurmi E, O'Neill J, Pariente J, 
Perriello C, Piacentini J, Piras F, Piras F, Reddy Y, 
Rus-Oswald O, Sakai Y, Sato J, Schmaal L, Shimiziu 
E, Simpson H, Soreni N, Soriano-Mas C, Spalletta G, 
Stern E, Stevens M, Stewart SE, Szeszko P, Tolin 
D, Venkatasubramanian G, Wang Z, Yun JY, van 
Rooij D, ENIGMA-OCD Working-Group, Thompson 
P, van den Heuvel O, Stein D, van Wingen G. 
Structural neuroimaging biomarkers for obsessive-
compulsive disorder in the ENIGMA-OCD 
consortium: medication matters. Transl Psychiatry, 
in press. 2020/10/08.

14．Okawa S, Hamatani S, Hayashi Y, Arai H, Nihei 
M, Yoshida T, Takahashi J, Shimizu E, Hirano Y. 
Neuropsychological comparison between patients 
with social anxiety and healthy controls: Weak 
central coherence and visual scanning deficit. 
Neuropsychiatr Dis Treat, 2020; 16: 2849-2855. 
2020/11/25.

【雑誌論文・和文】
1 ．沼田法子，清水栄司．自閉スペクトラム症の特性を

基盤に持つ難治の精神疾患に対する新しい心理療
法〜神経性やせ症に対する認知機能改善療法〜．科
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学評論社　36 巻　01 号，P70-76．2020/01．
2 ．佐藤大介，関沢洋一，須藤千尋，平野好幸，大川

翔， 廣瀬素久，竹村亮，清水栄司．不眠を対象とし
たインターネット認知行動療法と「3 つの良いこと」
エクササイズの有効性の検証（3 群ランダム化比較
試験）．RIETI Discussion Paper Series，2020；20-J-
019．2020/04．

3 ．清水栄司．認知行動療法師の教育研修と公認心
理師等による外来認知行動指導（案）の単位制． 
認 知 行 動 療 法 研 究，2020 年 46 巻 2 号 P59-66． 
2020/05/31．

4 ．松本一記，濱谷沙世，清水栄司，吉野晃平，白山
幸彦，佐藤康一．強迫症の認知行動療法デジタル
教材：ケースシリーズ．不安症研究，2020，vol.12 
No.1．In-press．査読有．2020/11/30．

【単行書】
1 ．清水栄司，永田忍．オンライン診療の手引き　不安

症（パニック症、不安症）、強迫症の認知行動療法．
今日の治療指針 2020 電子版（分担執筆）． 医学書院．
東京．2020/01．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．清水栄司．「うつと不安の最近の話題認知行動療法

と薬物療法．京都精神科医会学術講演会　京都．
2020/01/18．

2 ．清水栄司．「適応障害に、問題解決法等の低強度
の認知行動療法を活用する」．千葉産業保健総
合支援センター・専門的研修セミナー，千葉．
2020/01/23．

3 ．田中麻里．ストレスに向き合う心の整え方～マイン
ドフルネスを使って～．江東区深川保健相談所， 東
京．2020/02．

4 ．清水栄司．特別講演「心身医学（不安症、不眠症、
身体症状症）における認知行動療法の最近の話題」．
第 131 回日本心身医学学会関東地方会．東京大学弥
生講堂一条ホール，東京．2020/02/09．

5 ．清水栄司．総括講演「プロジェクトの今後、子ども
たちの未来のために」．子どもみんなプロジェクト
報告会．千葉大学亥鼻キャンパスゐのはな記念講
堂，千葉．2020/02/20．

6 ．清水栄司，中川彰子，松澤大輔，大島郁葉．「認知
行動療法の概要と高機能自閉スペクトラム症者への

適用」．千葉大学子どものこころの発達教育研究セ
ンター，千葉．2020/07/23．（オンライン）

7 ．清水栄司（座長）．不安症・強迫症の診療ガイドラ
イン．NPBPPP2020 合同年会 ONLINE，日本不安
症学会推薦シンポジウム 29．Live 配信．日本． 
2020/08/21-08/31．

8 ．佐原佑治．学習支援における発達障害との関わり．
柏市自殺予防認知行動療法サポーター養成講座（発
達編）．ウェルネス柏．千葉．2020/11/1．

9 ．廣瀬素久．認知行動療法とその実践．柏市自殺予防
認知行動療法サポーター養成講座（発達編）．ウェル
ネス柏．千葉．2020/11/1．

【学会発表数】
　国内学会　6 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学科学研究費補助金「うつ不安の患者登録サ
イトでの費用対効果見える化と Stepped Care の誘
導」代表者：清水栄司　2017-2021

2 ．その他預かり科学研究費補助金「仕事を原因とした
精神疾患の発症により労災認定を受けた長期療養者
に対する治療と並行して行う効果的な社会復帰支援
に関する研究」代表者：清水栄司　2020-2021

3 ．学術研究助成基金助成金「不眠症に対する認知行動
療法を用いた早期リハビリテーションプログラムの
予防効果」代表者：佐藤大介　2019-2022

4 ．学術研究助成基金助成金「精神医学・疫学における
ビッグデータの利活用法の探索」代表者：須藤千尋　
2018-2022

5 ．学術研究助成基金助成金「肥満症における遠隔マイ
ンドフルネス実践による実用可能性と有効性の検
討」代表者：松本淳子　2019-2022

6 ．学術研究助成基金助成金「医学的に説明できない身
体症状（MUPS）への本邦で段階的ケア体制の開発」
代表者：清水栄司　2019-2022

7 ．学術研究助成基金助成金「ネット依存症者の保護者
に対する遠隔認知行動療法のパ色とランダム化比較
試験」代表者：清水栄司　2020-2023

8 ．学術研究助成基金助成金「不眠症における保険薬局
薬剤師による遠隔服薬指導の実用可能性と有効性の
検討」代表者：廣瀬素久　2020-2023

●地域貢献
・船橋市自殺予防対策連絡会議委員長
・千葉市精神保健福祉審議会副会長
・千葉県自殺対策連絡会議委員
・柏市自殺予防対策連絡会議委員
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研究領域等名： 機 能 形 態 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当教室は、2017 年に生殖生物医学教室（旧解剖学第二）と神経生物学教室（旧解剖学第三）が統合し、機能形
態学教室が発足したものである。現在の学部教育は、これまで両教室が担当していた組織学・神経解剖学を引き続
き担当し、加えて肉眼解剖学の実習に参加している。研究内容も両教室の研究テーマを引き継ぎ、生殖生物医学と
神経生物学グループの 2 研究グループ体制で行っている。生殖生物医学グループは、主に生殖細胞の発生・分化・
成熟から受精・初期発生に至る現象の解析と不妊症発症機構の解析をメインテーマとして分子細胞生物学的研究を
行っている。神経生物学グループは、脳梗塞・神経変性疾患・末梢神経障害の病態解明を、動物モデルの作成・解
析および分子生物学的に行っている。また、ヒト脳の白質解剖による連合線維の解析を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　1 年次の導入 PBL テュートリアル　90 分× 6 コマ、1 年次の正常構造と機能　組織学ユニットの講義・演習
90 分× 15 コマ、2 年次の正常構造と機能　形態学総論ユニットの講義・実習　90 分× 11 コマ、神経科学ユニッ
トの実習　90 分× 19 コマ、3 年次の正常構造と機能Ⅱ　組織学ユニット講義・実習　90 分× 30 コマ、基礎医
学ゼミユニット　90 分× 8 コマ、1 － 3 年次　スカラーシッププログラム、2 年次　肉眼解剖学実習　180 分×
28 コマを担当した。
・大学院教育

　修士課程講義「先端生命科学特論」の講義　90 分× 2 コマ、修士課程講義「臨床医科学特論」の講義　90 分
× 1 コマを担当した。

●研　究
・研究内容

　生殖生物医学グループは、主に遺伝子改変動物を用いて Equatorin と Odf2 および Odf4 を中心に精子に局在
する受精機能分子の解析をすすめている。令和元年度開始の文部科学省研究費基盤研究（C）「遺伝子改変動物を
用いた雄性不妊症発症の分子細胞学的解明と臨床への応用」（研究代表者　伊藤千鶴）の研究を継続している。平
成 30 年度より文部科学省研究費基盤研究（B）「メタボロミニクスから見た敗血症時のオートファジー動態・新
規バイオマーカーの検索」（代表　渡邊栄三教授、分担研究）の研究に参加している。また、神経生物学グループ
は、ヒト脳の白質解剖による連合線維の解析、脳梗塞の病態解析および筋萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、
ギランバレー症候群などの末梢神経障害などの病態解析を行っている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Yamaguchi A, Jitsuishi T, Hozumi T, Iwanami J, 

Kitajo K, Yamaguchi H, Mori Y, Mogi M, Sawai 
S. Temporal expression profiling of DAMPs-
related genes revealed the biphasic post-ischemic 
inflammation in the experimental stroke model.Mol 
Brain. 2020;13（1）:57. 

2 ．Jitsuishi T, Yamaguchi A.Identification of a distinct 
association fiber tract "IPS-FG" to connect the 
intraparietal sulcus areas and fusiform gyrus by 
white matter dissection and tractography. Sci Rep. 
2020;10（1）:15475.

3 ．Okitsu Y, Nagano M, Yamagata T, Ito C, Toshimori 
K, Dohra H, Fujii W, Yogo K. Dlec1 is required for 
spermatogenesis and male fertility in mice. Sci Rep. 
2020;10（1）:18883.

4 ．Yamatoya K, Kousaka M, Ito C, Nakata K, Hatano 
M, Araki Y, Toshimori K. Cleavage of SPACA1 
regulates assembly of sperm-egg membrane fusion 
machinery in mature spermatozoa. Biol Reprod. 
2020;102（3）:750-757.

5 ．Saito M, Tatsumi T, Nakasuji T, Ibayashi M, 
Harada T, Mutoh T, Ito C, Komiya A, Hiraoka 
K, Kawai K. Successful pregnancy and delivery 
achieved following intracytoplasmic sperm 
injection using teratozoospermic sperm exhibiting 
marked dysplasia of the fibrous sheath: a case 
report. Transl Androl Urol. 2020;9（2）:800-806.

6 ．Sawai S, Mori M, Makino T, Nakano Y, Kuwabara 
S, Kamitsukasa I. Severe orthostatic hypotension 
associated with lesions of the area postraema 
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in neuromyelitis optica spectrum disorder. 
eNeurological Sci, 2021;23:100335.

7 ．Shibuya K, Sawai S, Sugiyama A, Koide M, 
Nishiyama A, Aoki M, Kuwabara S. Facial onset 
amyotrophic lateral sclerosis with K3E variant in 
the Cu/Zn superoxide dismutase gene. Amyotroph 
Lateral Scler Frontotemporal Degener. 2021; 
22:144-6.

8 ．Shibuya K, Misawa S,  Uzawa A, Sawai S , 
Tsuneyama A, Suzuki YI, Suichi T, Kojima Y, 
Nakamura K, Kano H, Prado M, Kuwabara S. Split 
hand and motor axonal hyperexcitability in spinal 
and bulbar muscular atrophy. J Neurol Neurosurg 
Psychiatry. 2020;91（11）:1189-94.

9 ．Kakinuma S, Beppu M, Sawai S, Nakayama A, 
Hirano S, Yamanaka Y, Yamamoto T, Masafumi 
C, Aisihaer X, Aersilan A, Gao Y, Sato K, Sakae 
I, Ishige T, Nishimura M, Matsushita K, Satoh M, 
Nomura F, Kuwabara S, Tanaka T. Monoamine 
oxidase B rs1799836 G allele polymorphism is a 
risk factor for early development of levodopa-
induced dyskinesia in Parkinson's disease. 
eNeurological Sci. 2020;19:100239.

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．澤井摂　自律神経障害をきたす疾患の新規治療 分

子標的・遺伝子治療の幕開　Fabry 病の酵素補充療
法と今後の治療の展望．第 73 回日本自律神経学会
総会．2020 （シンポジウム）

【学会発表数】
　国内学会　5 回（うち大学院生 3 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「遺伝子改変動物
を用いた雄性不妊症発症の分子細胞学的解明と臨床
への応用」代表者：伊藤千鶴　2019-2021

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「メタボロミク
スから見た敗血症時のオートファジー動態－新
規バイオマーカーの検索－」分担者：伊藤千鶴　
2018-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「脱髄型ギラン・
バレー症候群の新規標的分子の探索と分子相同性に
よる発症機序の解明」代表者：澤井摂　2019-2021
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研究領域等名： 精 神 医 学
診療科等名： 精神神経科／こどものこころ診療部

●はじめに
　21 世紀は脳とこころの時代と言われている。我が国でも精神疾患治療の重要性が指摘されており、精神疾患が、
がんや脳卒中と同様に 5 大疾病として医療計画に盛り込まれた。
　我々は「目の前の患者さんに最善の医療を提供し、将来さらによい医療が提供できるよう努力する」をモットー
に、こころの病の臨床・教育・研究に取り組んでいる。
　世界標準の精神医療を地域に提供し、これをさらに発展させ、未来を担う良き精神医療従事者を育成するのが
我々の使命である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 1～3 年生に対して、スカラーシッププログラムの学生を 1 年生 1 名、2 年生・3 年生 5 名、計 11 名を
指導した。
　医学部 3 年生に対して、3 名× 1 日の医師見習い実習を行った。
　医学部 4 年生に対して、 7 コマの精神神経ユニット講義、3 コマの臨床入門（医療面接）、精神神経ユニット
テュートリアルで 8 名× 5 グループの指導、OSCE（医療面接）での評価者（2 名）を担当した。
　医学部 5 年生に対して、4 週 12〜14 名× 5 グループのコア・クリニカルクラークシップの実習指導を行った。
　医学部 6 年生に対して、4 週 6 名のアドバンスト・クリニカルクラークシップの実習指導を行った。
　亥鼻 IPE Step2 プログラムにおいては、医薬看護学部 2 年生を 1 回各 4 名、計 8 名を受け入れ、附属病院精神
科病棟での多職種連携の実習を行った。
・卒後教育／生涯教育

　精神神経科ローテート中の初期研修医 36 名（1 年生 12 名、2 年生 24 名）に対し研修指導をした。また、初期
研修プログラムのオプショナルコースである精神科コースを運営し、7 名を研修指導し、3 名に修了証を授与した。
外来診療では初診時に医学生や研修医に予診を担当させ、入院診療ではいわゆる屋根瓦式の診療チームを編成し
て、教育体制を充実させている。初期研修医、後期研修医を対象に、計 38 回のクルズスを開催している。
　当科の後期研修は、基礎的な精神科医療を実践できるレベルの基礎課程（ベーシックコース）と、当科の特
色ある精神医療と指導を実践できるレベルの上級課程（アドバンストコース）とに分け、段階的な研修とその
フィードバックを特徴としている。基礎 9 名、上級 4 名、計 13 名の精神科医が修了している。
　第 1 回千葉大学精神科措置診察研修会（ハイブリット方式）を令和 2 年 11 月 27 日（金）にクリニカルスキル
ズセンターで行った。
・大学院教育

　文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム（精神関連領域）に千葉大学が選定され、当教室は「メン
タル・サポート医療人とプロの連携養成（メンタルヘルスエクセルシオールプログラム）」のうち、メンタル・
プロフェッショナル（メンプロ）養成本科（フロンティア）コースを企画運営している。令和 2 年度は 7 名の大
学院生を登録し指導した。
　大学院生は各担当指導教官の下、難治性・治療抵抗性精神疾患の病態解明および治療法の開発を目的に、臨床
精神医学研究および基礎研究に従事した。
　令和 2 年度は博士課程に大学院生 14 名（うち 1 名留学生）が所属し、うち博士課程 4 年生の 4 名（井手本啓太、
木村允、関亮太、宮澤惇宏）が学位審査を経て医学博士号を取得した。研究進捗報告会を 16 回開催した。研究
に必要なスキルを指導するため、研究方法論等に関するクルズスを 14 回開催した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

伊豫雅臣：千葉大学　【2020 現代医学】「不安と気分の障害について」音声付きスライドのアップロード
伊豫雅臣：千葉大学　（医学薬学府・修士課程）令和 2 年度「臨床精神心理学特論」スライドのアップロード
伊豫雅臣：千葉大学　（医学薬学府）「医学薬学研究序説・生命倫理学」スライドのアップロード
伊豫雅臣：千葉大学　（医学薬学府）薬物療法情報学特論「精神科薬物療法」スライドのアップロード
伊豫雅臣：千葉大学　（法科大学院）「精神医学と法」音声付きスライドのアップロード
椎名明大：国際医療福祉大学　「司法精神医学」平成 31 年度国際医療福祉大学講義「総合臨床医学」前年度講義
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をオンライン配信
椎名明大：国際医療福祉大学　「精神保健福祉 1」平成 31 年度国際医療福祉大学講義「公衆衛生学」前年度講義

をオンライン配信
東都大学　ヒューマンケア学部看護学科　2020 年度後期　講義「メンタルヘルスと精神医学」伊豫雅臣、石川

雅智、佐々木剛、新津富央、小松英樹、長谷川直、小田靖典、木村敦史、高橋純平

●研　究
・研究内容

　当教室は以下のテーマに関して、世界水準の基礎研究、臨床研究、自主臨床試験を推進してきている。平成
30 年度からは千葉大学グローバルプロミネント研究基幹、「心理学・精神科学の文理横断橋渡し研究拠点（心理
精神科学）」にも参加し、心理精神科学の世界的レベルの研究拠点化へ向けた取り組みを強化している。学内に
おいては、社会精神保健教育研究センター、子どものこころの発達教育研究センター、認知行動生理学、認知行
動療法センターなどと協働している。学外においては、理化学研究所などの研究機関や、千葉県を中心に関東一
円の精神科医療機関との協働により研究を推進している。

【研究テーマ】
1 ）治療抵抗性統合失調症・ドパミン過感受性精神病（DSP）の病態解析と新たな薬物治療戦略の開発
2 ）気分障害における血中バイオマーカーによる診断方法と薬物治療戦略の開発
3 ）認知機能障害に対する治療方法の開発
4 ）fMRI による脳形態・機能画像による精神疾患の診断方法の開発
5 ）児童思春期における精神疾患の病態解明および新しい診断・治療方法の開発
6 ）司法精神鑑定に関する実態調査、司法精神医学教育効果の研究
7 ）周産期メンタルヘルスに関する研究
8 ）気分障害患者のライフイベント に関する研究
9 ）COVID-19 に対する感染防御行動とメンタルヘルスに関する研究

・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Oishi K, Niitsu T, Kanahara N, Hashimoto T, 
Komatsu H, Sasaki T, Takase M, Sato Y, Iyo 
M. Genetic combination risk for schizophrenia. 
Schizophr Res. 2020 Jan;215:473-474. 

2 ．Kudva KG, El Hayek S, Gupta AK, Kurokawa S, 
Bangshan L, Armas-Villavicencio MVC, Oishi K, 
Mishra S, Tiensuntisook S, Sartorius N. Stigma 
in mental illness: Perspective from eight Asian 
nations.Asia Pac Psychiatry. 2020 Jan 10:e12380

3 ．Kudo N, Yamamori H, Ishima T, Nemoto K, 
Yasuda Y, Fujimoto M, Azechi H, Niitsu T, 
Numata S, Ikeda M, Iyo M, Ohmori T, Fukunaga M, 
Watanabe Y, Hashimoto K, Hashimoto R. Plasma 
levels of matrix metalloproteinase-9 （MMP-9） are 
associated with cognitive performance in patients 
with schizophrenia.Neuropsychopharmacol Rep. 
2020 Feb 5.

4 ．Numata N, Hirano Y, Sutoh C, Matsuzawa D, 
Takeda K, Setsu R, Shimizu E, Nakazato M. 
Hemodynamic responses in prefrontal cortex and 
personality characteristics in patients with bulimic 
disorders: a near-infrared spectroscopy study. Eat 
Weight Disord. 2020 Feb;25（1）:59-67.

5 ．Hirano S, Shimizu K, Murayama N, Ishikawa M, 

Furukawa S, Kojima K,  Ishikawa Ai, Shimada 
H, Shinotoh H, Kashiwado K, Sasaki T, Iyo M, 
Kuwabara S. Relationship between person with 
dementia and adolescents: A preliminary survey of 
the Association Between Children and Dementia 
Elders （ABCDE） Project Nurs Palliat Care, 2020.

6 ．Kusui Y, Nishizawa D, Hasegawa J, Uno K, 
Miyanishi H, Ujike H, Ozaki N, Inada T, Iwata 
N, Sora I, Iyo M, Yamada M, Kondo N, Won 
MJ, Naruse N, Uehara-Aoyama K, Ikeda K, 
Nitta A. A Medical Marker for Diagnosis of 
Methamphetamine Addiction - DNA Methylation 
of SHATI/NAT8L Promoter Sites from Patient 
Blood. Curr Pharm Des. 2020;26（2）:260-264.

7 ．Tachibana M, Hashimoto T, Tanaka M, Watanabe 
H, Sato Y, Takeuchi T, Terao T, Kimura S, 
Koyama A, Ebisawa S, Shizu Y, Nagase T, 
Hirakawa J, Hatta K, Nakazato M, Iyo M. Patterns 
in Psychiatrists' Prescription of Valproate for 
Female Patients of Childbearing Age With Bipolar 
Disorder in Japan: A Questionnaire Survey. Front 
Psychiatry. 2020 Apr 15;11:250.

8 ．Kanahara N, Nakata Y, Iyo M. A preliminary 
exome sequence in three patients with tardive 
dystonia.Psychiatr Genet. 2020 Apr;30（2）:57-59.
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9 ．Kanahara N, Nakata Y, Iyo M. A preliminary 
exome sequence in three patients with tardive 
dystonia. Psychiatr Genet. 2020 Apr;30（2）:57-59.

10．Takase M, Kimura H, Kanahara N, Nakata Y, Iyo 
M. Plasma monoamines change under dopamine 
supersensitivity psychosis in patients with 
schizophrenia: A comparison with first-episode 
psychosis. J Psychopharmacol. 2020 May;34（5）: 
540-547.

11．Kobayashi R, Oda Y, Hayatsu R, Ohki N, Akutsu 
M, Oiwa T, Komatsu H, Niitsu T, Sasaki T, Iyo 
M. Successful rechallenge with paliperidone after 
clozapine treatment for a patient with dopamine 
supersensitivity psychosis. SAGE Open Med Case 
Rep. 2020 Jun7;8:2050313X20929561. 

12．Kudo N, Yamamori H, Ishima T, Nemoto K, 
Yasuda Y, Fujimoto M, Azechi H, Niitsu T, 
Numata S, Ikeda M, Iyo M, Ohmori T, Fukunaga M, 
Watanabe Y, Hashimoto K, Hashimoto R. Plasma 
levels of matrix metalloproteinase-9 （MMP-9） are 
associated with cognitive performance in patients 
with schizophrenia. Neuropsychopharmacol Rep. 
2020 Jun;40（2）:150-156.

13．Shi ina A, Ni itsu T, Kobori O, Idemoto K, 
Hashimoto T, Sasaki T, Igarashi Y, Shimizu E, 
Nakazato M, Hashimoto K, Iyo M. Relationship 
between perception and anxiety about COVID-19 
infection and risk behaviors for spreading infection: 
A national survey in Japan. Brain Behav Immun 
Health. 2020 Jul;6:100101.

14．Okato A, Hashimoto T, Tanaka M, Saito N, Endo 
M, Okayama J, Ichihara A, Eshima S, Handa S, 
Senda M, Sato Y, Watanabe H, Nakazato M, Iyo 
M. Inter-agency collaboration factors affecting 
multidisciplinary workers' ability to identify child 
maltreatment. BMC Res Notes. 2020 Jul 6;13（1）: 
323.

15．Shirayama Y, Fujita Y, Oda Y, Iwata M, Muneoka 
K, Hashimoto K. Allopregnanolone induces 
antidepressant-like effects through BDNF-TrkB 
signaling independent from AMPA receptor 
activation in a rat learned helplessness model 
of depression. Behav Brain Res. 2020 Jul 15;390: 
112670. 

16．Nakata Y, Kanahara N, Kimura A, Niitsu T, 
Komatsu H, Oda Y, Ishikawa M, Hasegawa T, 
Kamata Y, Yamauchi A, Inazumi K, Kimura H, 
Iyo M. Autistic traits and cognitive profiles of 
treatment-resistant schizophrenia. Schizophr Res 
Cogn. 2020 Jul 27;22:100186.

17．Muneoka K, Oda Y, Iwata M, Iyo M, Hashimoto K, 
Shirayama Y. Monoaminergic balances predict non-
depression-like phenotype in Learned Helplessness 
Paradigm. Neuroscience. 2020 Aug 1;440:290-298.

18．Yoshino K, Oda Y, Kimura M, Kimura H, Nangaku 
M, Shirayama Y, Iyo M. The alterations of 
glutamate transporter 1 and glutamine synthetase 
in the rat brain of a learned helplessness model of 
depression. Psychopharmacology （Berl）. 2020 Aug; 
237（8）:2547-2553.

19．Niitsu T, Hata T, Nishimoto M, Hosoda Y, Kimura 
A, Oda Y, Suzuki M, Takase N, Seki R, Fujita K, 
Endo M, Yoshida T, Inoue M, Hattori N, Murakami 
T, Imamura Y, Ogawa K, Fukami G, Sato T, 
Kawasaki Y, Hashimoto T, Ishikawa M, Shiina 
A, Kanahara N, Iyo M; ROADS Study Group. A 
randomized-controlled trial of blonanserin and 
olanzapine as adjunct to antipsychotics in the 
treatment of patients with schizophrenia and 
dopamine supersensitivity psychosis: The ROADS 
study. Asian J Psychiatr. 2020 Oct;53:102369.

20．Tanemura N, Sasaki T, Sato J, Urushihara H. Real 
World Survey of Patient Engagement Status in 
Clinical Research: The First Input from Japan. 
Patient. 2020 Oct;13（5）:623-632.

21．Kanahara N, Takase M, Sasaki T, Honma M, Fujita 
Y, Tadokoro S, Suzuki H, Yamanaka H, Noda S, 
Yanahashi S, Saiga T, Komatsu N, Simoyama T, 
Iyo M. The effectiveness of very slow switching 
to aripiprazole in schizophrenia patients with 
dopamine supersensitivity psychosis: a case series 
from an open study. Int Clin Psychopharmacol. 
2020 Nov;35（6）:338-344.

22．Yuka K, Nishizawa D, Hasegawa J, Uno K, 
Miyanishi H, Ujike H, Ozaki N, Inada T, Iwata 
N, Sora I, Iyo M, Yamada M, Kondo N, Won MJ, 
Naruse N, Uehara-Aoyama K, Ikeda K, Nitta 
A. A Single Medical Marker for Diagnosis of 
Methamphetamine Addiction - DNA Methylation 
of SHATI/NAT8L Promoter Sites from Patient 
Blood. Curr Pharm Des. 2020;26（2）:260-264.

【雑誌論文・和文】
1 ．橘真澄、橋本佐：特集 / 妊娠・出産と精神科臨床

アップデート「妊娠可能年齢にある女性気分障害
患者への薬物療法ーバルプロ酸ナトリウムを中心
にー」．臨床精神医学 第 49 巻 第 7 号．2020/7

2 ．木村允、南学正仁、木村大、小田靖典、伊豫雅臣：
電気けいれん療法によるドパミン過感受性状態の
解除作用．日本精神薬学会誌．2020　Vol.4 No.1 
2020/9
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3 ．椎名明大：うつ病による被害妄想等の強い影響によ
る犯行が心神喪失と認定された事件 精神科医のコ
メント．季刊刑事弁護．104 134-135．2020/10

4 ．古郡規雄、西村勝治、久住一郎、新津富央、稲田健、
上野雄文、木下利彦、三村將、中込和幸、下田和孝、
橋本亮太：クロザピンモニタリング制度における学
会での活動．臨床精神薬理、Vol.24．Issue3．295-
302．2021/3

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．椎名明大：措置入院の告知をめぐる諸問題　～患

者、指定医、行政、司法の認識のズレに注目して～
（委員会シンポジウム「措置入院制度を見直す－告
知の視点から」）、第 116 回日本精神神経学会学術総
会、オンライン開催、2020/9/28

2 ．椎名明大：市民の COVID-19 に対する認識と不安、
感染予防行動等に関する国際比較調査研究、千葉県
精神科医会 2020 年度総会及び学術集会、2020/10/ 
29

3 ．新津富央：新型コロナウイルス感染症に対する防御
行動と心理状態との関連：院内アンケート調査、千
葉県精神科医会 2020 年度総会及び学術集会、2020/ 
10/29

【学会発表数】
　国内学会　39 回（うち大学院生 10 回）
　国際学会　 3 回（うち大学院生 2 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．AMED「うつ症状の神経基盤モデルに基づく診断・
治療法の開発－皮質・側坐核・中脳系への着目」分
担者：伊豫雅臣　2020

2 ．AMED「精神疾患レジストリの構築・統合により
新たな診断・治療法を開発するための研究」分担
者：伊豫雅臣　2020

3 ．厚生労働省科学研究費「New Long Stay 防止統合
プログラムの有用性」代表者：伊豫雅臣　2020

4 ．受託研究費・委任経理金（アカデミア主導型受託
研究契約）「ドパミン過感受性症状を有する統合
失調症患者におけるブロナンセリンとオランザピ
ンの有効性に関するオープンラベル、無作為化
割付による検討：Replacement with the Optimal 
Antipsychotic for Dopamine Supersensitivity 

（ROADS study）」代表者：伊豫雅臣　2020
5 ．文部科学省科学研究費「子どもの摂食障害、発達障

害の脳ハビリテーション法の開発；認知特性と神経
基盤の解明」代表者：中里道子　2020

6 ．厚生労働省科学研究費「New Long Stay 防止統合
プログラムの有用性」分担者：渡邉博幸　2020

7 ．公益財団法人一般用医薬品セルフメディケーション
振興財団助成金「精神作用を有する一般薬に対する
国民の意識、関心及びニーズに関する調査研究」代

表者：椎名明大　2020
8 ．公益財団法人民事紛争処理研究基金「令和 2 年度研

究助成」代表者：椎名明大　2020
9 ．公益財団法人三菱財団助成金「周産期から取り組む

包括的児童虐待防止システム構築のための調査研
究」代表者：橋本佐　2020

10．その他「令和 2 年度千葉県子どもの心の診療ネット
ワーク事業」代表者：佐々木剛　2020

11．受託研究費・委任経理金（シオノギ製薬株式会社）
「インチュニブ錠長期使用に関する特定使用成績調
査（小児期）」代表者：佐々木剛　2020

12．受託研究費・委任経理金（シオノギ製薬株式会社）
「ビバンセカプセル長期使用に関する特定使用成績
調査（小児期）」代表者：佐々木剛　2020

13．厚生労働省科学研究費「治療抵抗性統合失調症薬の
安全性の検証による望ましい普及と体制構築に向け
た研究」分担者：新津富央　2020

14．文部科学省科学研究費「高用量抗精神病薬によるグ
リア損傷および電気けいれん療法によるその修復」
代表者：小田靖典　2020

15．文部科学省科学研究費「N-メチル-D-アスパラギン
酸受容体作動薬による治療抵抗性統合失調症治療の
再検討」代表者：木村大　2020

16．厚生労働省科学研究費「New Long Stay 防止統合
プログラムの有用性」分担者：木村大　2020

17．厚生労働省科学研究費「New Long Stay 防止統合
プログラムの有用性」分担者：小松英樹　2020

18．受託研究費・委任経理金（田辺三菱製薬）「MT-5199
の遅発性ジスキネジア患者を対象とした検証的試験
及び継続投与試験」代表者：小松英樹　2020

19．受託研究費・委任経理金（日本ベーリンガーインゲ
ルハイム）「統合失調症患者を対象に BI425809 の 4
用量を 1 日 1 回 12 週間経口投与した場合の有効性
及び安全性を検討する第Ⅱ相、ランダム化、二重盲
検、プラセボ対照、並行群間比較試験」代表者：木
村敦史　2020

20．文部科学省科学研究費「気分障害患者のライフイベ
ントに関連した心理的苦悩症状のための尺度開発」
代表者：佐藤愛子　2020

21．文部科学省科学研究費「治療抵抗性統合失調症にお
けるオキシトシン / バソプレシン系システムの包括
的検討」代表者：仲田祐介　2020

22．文部科学省科学研究費「被虐待歴を持つ妊婦のオキ
シトシン系システムの検討」代表者：橘真澄　2020

23．日本うつ病学会「国際双極性障害学会（ISBD）2020
助成金」代表者：井手本啓太　2020

24．文部科学省科学研究費「患者レジストリを二次利用
した潜在的患者ニーズの自動抽出方法の検討」代表
者：種村 菜奈枝　2020
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【受賞歴】
1 ．伊豫雅臣：第 116 回日本精神神経学会学術総会、優

秀発表賞、2020/9/28-9/30、Web 開催、急性増悪
期の統合失調症患者を対象としたルラシドンのプラ
セボ対照二重盲検比較による第 3 相検証的試験成績

2 ．新津富央：第 116 回日本精神神経学会学術総会、優
秀発表賞、2020/9/28-9/30、Web 開催、ドパミン
過感受性を有する統合失調症患者におけるブロナン
セリンの実薬対照無作為化試験（ROADS study）

3 ．井手本啓太：第 5 回グローバルプロミネント研究基

幹シンポジウム、優秀発表賞、2020/11/18、千葉県
（千葉大学）、新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）に対する防御行動と心理状態との関連：院内ア
ンケート調査

4 ．小田靖典：第 6 回千葉大学医学部スカラーシップ指
導者賞、2021/1/5

5 ．南学正仁：第 6 回千葉大学医学部スカラーシップ奨
励賞、2021/1/5

6 ．井手本啓太：令和 2 年度　大学院医学薬学府　学府
長表彰、2021/3/25、大学院博士課程

●診　療
・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）
【外来診療】
　精神神経科：外来新患 490 名、外来再来延べ 20,844 名。
　こどものこころ診療部：外来新患 58 名、外来再来延べ 2,083 名。
　院内リエゾン・コンサルテーション依頼 553 件対応。
　緩和ケアチームの精神症状担当医として、239 件対応。
　病院内のせん妄ラウンドチームのコアメンバーとして精神科医 1 名、リエゾン看護師 1 名、薬剤師 1 名、臨床
心理士 1 名、作業療法士 1 名、理学療法士 1 名が活動した。
　当科・部は精神疾患全般を診療対象とし、特に治療抵抗性精神疾患や児童思春期症例を積極的に診療してい
る。診断には国際的診断基準や各種検査を用いて包括的に評価している。治療には国際的ガイドラインを用いた
薬物療法と認知行動療法を活用し、特に治療抵抗性統合失調症に対するクロザピン療法を計 31 例に提供してい
る。精神科訪問看護・指導、各種集団療法も提供している。
　新患・再来ともに完全予約制であるが、地域の医療機関からの検査・診療依頼には柔軟に対応している。認知
行動生理学とこどものこころの発達教育研究センターが運営する認知行動療法専門外来に、外来診療スペースを
提供した。

【入院診療】
　精神神経科の病棟は開放病棟 10 床、閉鎖病棟 31 床、保護室 4 床の計 45 床から成る。
　当科病棟入院患者総数は 347 名、平均在院日数は 35.1 日であった。機能の全体的評定尺度（Global 
Assessment of Functioning ： GAF）平均は、入院時が 33.3 だった。無けいれん電気療法を延べ 368 件、治療抵
抗性統合失調症に対するクロザピンの新規導入を 6 例行なった。（2020 年 3 月までの累計は、60 例）こどものこ
ころ診療部と連携して小児（16 歳未満）の入院患者 21 名を入院治療した。
　司法精神医療にも貢献しており、医療観察法に基づく鑑定入院 1 件、刑事訴訟法に基づく鑑定留置 4 件を受け
入れた。
　当科は治療抵抗性精神疾患の診療に重点をおき、無けいれん電気療法や治療抵抗性統合失調症に対するクロザ
ピン療法、認知行動療法、集団精神療法、生活技能訓練療法を実施している。また、身体合併症を持つ精神障害
者については、精神症状が身体状態より重篤な場合に限り精神科病棟で受け入れ、身体科医と協働で診療してい
る。

【その他（先進医療等）】
　我々は治験、医師主導臨床試験、バイオマーカー探索、予後調査等、各種臨床研究も積極的に推進している。
経頭蓋的磁気刺激療法、光トポグラフィー、光照射療法等の技術を研究目的で活用している。唯一の治療抵抗性
統合失調症治療薬であるクロザピン治療を千葉県下の精神科医療機関と連携して取り組む、「千葉クロザピン・
サターンプロジェクト」を主導しており、厚生労働省からモデル事業として注目されている。
　新津富央、高瀬正幸、渡辺健太、貝塚伴子：千葉県災害派遣精神医療チーム（DPAT）の新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）に関する派遣の検討会：2020/7/23
　佐々木剛、新津富央、仲田祐介：千葉大学病院院内メンタルヘルス支援事業：院内スタッフケアセンターとの
協働で COVID-19 による院内スタッフのメンタルヘルス支援に従事
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●地域貢献
1 ）地域精神保健、精神保健行政、実施指導、措置診察など
　　千葉県の精神医療審査会や精神科病院の実地指導に精神科医を派遣。
　　千葉県および千葉市内の措置診察依頼に対して、精神科医を派遣。
　　（実施件数）
　　伊豫雅臣：千葉県認知症対策推進協議会委員委員会　3 回
　　伊豫雅臣：千葉県精神障害者保健福祉手帳及び自立支援医療（精神通院）申請審査委員委員会　14 回
　　伊豫雅臣：令和 2 年度精神科救急医療システム連絡調整会議　1 回
　　伊豫雅臣：外部評価委員会 外部評価委員会　1 回
　　伊豫雅臣：千葉療護センター第 69 回入院審査委員会　 1 回
　　椎名明大：精神医療審査会医療委員として意見聴取　9 件
　　佐々木剛：千葉県教育支援委員会　副座長　5 回
　　佐々木剛：千葉市教育委員会いじめ等の対策及び調査委員会委員　4 回
　　佐々木剛：千葉県子どものこころ診療ネットワーク事業受託（令和 2 年度より）
　　長谷川直：実地指導　3 件
　　長谷川直：個別指導　3 件
　　（措置診察件数）
　　新津富央：3 件、小松英樹：1 件、鎌田　雄：1 件、佐藤愛子：3 件、関　亮太：3 件、大迫鑑顕：4 件、
　　石井宏樹：29 件、山﨑史暁：16 件、廣瀬祐紀：18 件
2 ）司法精神医療、医療観察法鑑定、精神保健審判員、刑事精神鑑定など
　　伊豫雅臣：厚生労働省　社会保障審議会医療観察部法部会臨時委員
　　伊豫雅臣：厚生労働省　障害者等欠格事由評価委員会委員
　　伊豫雅臣：千葉県認知症対策推進協議会委員委員
　　伊豫雅臣：千葉県地方精神保健福祉審議会委員委員
　　伊豫雅臣：医療観察法病棟外部評価会議外部委員
　　伊豫雅臣：千葉県精神障害者保健福祉手帳及び自立支援医療（精神通院）申請審査委員委員
　　伊豫雅臣：千葉県病院局職員健康管理審議会委員
　　伊豫雅臣：千葉県障害者施策推進協議会委員委員
　　伊豫雅臣：千葉県医療観察法病棟外部評価会議外部委員会　1 回
　　（実施件数）
　　・医療観察法審判
　　　伊豫雅臣：1 件、椎名明大：2 件
　　・刑事嘱託鑑定
　　　椎名明大：5 件、佐々木剛：1 件
　　・刑事意見書
　　　椎名明大：1 件
　　・刑事簡易鑑定
　　　椎名明大：22 件
　　・医療観察法鑑定
　　　小松英樹：1 件
　　・精神保健審判員
　　　新津富央：4 件、長谷川直：2 件、小松英樹：1 件、小田靖典：3 件
3 ）公開講座、啓発活動など

新津富央：令和 2 年度　千葉市　防災ライセンス講座　「災害時のメンタルヘルスケアについて」講師、千葉
市中央コミュニティーセンター、2020/11/29

4 ）製薬企業等の講演会・研究での発表
伊豫雅臣：43 件、佐々木剛：10 件、新津富央：5 件、長谷川直：14 件、木村大：4 件、小田靖典：4 件、木村
敦史：1 件
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●その他
【行政、学会等役職】
伊豫雅臣：日本精神科救急学会　①副理事②代議員
伊豫雅臣：日本精神神経学会代議員
伊豫雅臣：日本臨床精神神経薬理学会評議員
伊豫雅臣：日本アルコール・アディクション医学会代議員
伊豫雅臣：日本脳科学会理事長
伊豫雅臣：日本認知療法学会幹事
伊豫雅臣：日本神経精神薬理学会学術賞選考委員
伊豫雅臣：日本司法精神医学会評議員
伊豫雅臣：千葉大学精神医学教室同門会副会長
伊豫雅臣：千葉大学医師会裁定委員
伊豫雅臣：千葉県医師会精神科医会会長
伊豫雅臣：千葉認知症研究会代表幹事
伊豫雅臣：東京精神医学会理事
伊豫雅臣：日本総合病院精神医学会（JSGHP）評議員
伊豫雅臣：厚生労働省　社会保障審議会医療観察部法部会臨時委員
伊豫雅臣：厚生労働省　障害者等欠格事由評価委員会委員会
椎名明大：日本司法精神医学会評議員
椎名明大：千葉医学会評議員
佐々木剛：日本精神神経学会　小児精神医療委員会委員
佐々木剛：千葉医学会評議員
佐々木剛：日本神経精神薬理学回：統合失調症薬物治療ガイドライン作成委員会委員
佐々木剛：千葉県子どもの心の診療ネットワーク事業実務担当者
新津富央：日本統合失調症学会評議員新津富央：千葉医学会評議員
新津富央：千葉災害派遣精神医療チーム（DPAT）運営会議構成員
新津富央：千葉県医師キャリアサポーター
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研究領域等名： 眼 科 学
診療科等名： 眼 科

●はじめに
　当科では、失明に直結する危険性の高い網膜硝子体疾患および重篤で緊急性を要する緑内障に重点を置いた診療
を行っている。加えて、こちらも失明の原因となる増殖糖尿病網膜症や裂孔原性網膜剥離、黄斑円孔や黄斑前膜な
どに対する網膜硝子体手術を多数施行している。2020 年度の硝子体注射を除いた眼科総手術件数は約 1,300 件であ
り、その中でも硝子体手術は約 440 件で、関東有数の治療件数を維持している。ここ数年、日帰り外来手術へと移
行している白内障手術に関しては、2020 年度約 590 件程度であった。また緑内障手術にも力を入れており関東で
も有数の症例数（約 200 件）である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　千葉大学医学部学生に対する臨床実習は 1 グループ 5 日間（約 5 人ずつ）と集中しているため密度の高い実習
が必要となる。このため医学生であっても、第 1 助手としての手術に積極的に参加していただき、また入院患
者の主治医見習いとして診察・ミーティングでのプレゼンテーションを行っている。さらに common disease 習
得のために関連病院での外来・手術実習など、指導教官による監督下で実際の医療現場に即した形で行なってい
る。専門外でも医師として知っておくべき眼科の知識や、糖尿病網膜症など全身疾患による眼合併症の予防に関
わる教育に力を注いでいる。臨床実習は眼科のユニット講義 から時間が経過しているため、実習期間中にも毎
グループに対して多くのミニレクチャーを各専門分野の医師が行って、眼科の知識の再確認と国試対策も図って
いる。ここ数年は、国際医療ツーリズムに向けて、朝ミーティング言語をすべて英語とし、研修医はもちろんの
こと学生にも英語でプレゼンテーションやディスカッションに参加してもらっている。
・卒後教育／生涯教育

　初期臨床研修の選択科として希望する研修医を受け入れ、一般臨床医として必要な眼科的知識、手技につい
ての教育を行なっている。後期研修医は 2020 度は、3 名を迎えて眼科専門医取得へ向けた教育を開始している。
当科においては、手術件数が多いために、研修医みずからの白内障手術の執刀機会も多く、比較的短期間で多く
の手技を習得している。また診察技術の習得後に、比較的早期に上級医にコンサルトしながら大学病院の外来診
療も行っている。ここ数年では、眼科入局希望者も増加しており、研修医の仕事量が減り、研修医の QOL が増
す一方で、研修医が一年間で経験できる症例数が減ってしまい、このバランスを見直すことが課題になってきて
いる。
・大学院教育

　毎年数名の大学院生を受け入れ、豊富な症例を活用した臨床研究（加齢黄斑変性に対する抗 VEGF 薬による 
治療法とマイクロペリメトリーを用いた機能評価、OCT アンギオグラフィーを用いた糖尿病網膜症での視神経
網膜循環評価、POEMS 症候群での視神経乳頭の形態変化と血中 VEGF 濃度の関係など）、電気生理学的研究

（経皮電気刺激による視神経障害の治療）、あるいは神経保護を対象とした基礎的研究の指導を行っている。 緑
内障は進行性の視神経軸索障害に起因する神経細胞死と考えられ、神経保護作用を有する複数の低分子化合物 

（citicoline、TUDCA）および神経栄養因子 NT-4 に着目し、視神経軸索障害モデルマウスにこれらの混合剤を点
眼投与することで神経細胞死の抑制・軸索再生を行っている。今後、NT-4 の受容体である TrkB 分子に着目し、
より効果の高い神経保護作用を有する治療薬の開発に向け研究中である。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉大学看護学部（フィジカルアセスメント）での眼科疾患の実践的な講義、千葉大学工学部・教育学部での
眼疾患の一般的な講義、千葉市社会福祉事業団の主催する「ことぶき大学校」での眼科疾患講義や、千葉県眼科
医会との共同での市民公開講座などの教育活動を行っている。

●研　究
・研究内容

　臨床研究、基礎研究ともに「成果を患者に還元できる研究」を目的に行なっている。 現在まで治療法のない
進行性の網膜変性疾患である網膜色素変性に関して、視力回復に向けたプロジェクトを 臨床試験部と協力しな
がら医師主導治験で進めている。 「眼と老化」をテーマに、老年内科学との共同研究で、ヒト老化モデルであ



― 17 ―

る Werner 症候群において、網膜・脈絡膜の形態変化・機能変化に焦点をあて研究を進めている。高齢化に伴い
増加する加齢黄斑変性に関しては、自主臨床試験として抗 VEGF 薬での治療前後の視機能の試験を行っている。
従来治療評価には視力が用いられてきたが、視力は黄斑周辺のある一点の視機能をみているに 過ぎず、患者の
自覚症状との乖離がしばしば経験されている。このためより多元的な視機能解析を目的に、眼底 直視下網膜感
度測定や黄斑部電気応答などの新手法を用いて治療効果評価の検討を進めている。また網膜機能温存を目的とし
た神経保護に関する基礎的研究も精力的に進めており、緑内障は進行性の視神経軸索障害に起因する神経細胞死
と考えられ、神経保護作用を有する複数の低分子化合物 （citicoline、TUDCA）および神経栄養因子 NT-4 に着
目し、視神経軸索障害モデルマウスにこれらの混合剤を点眼投与することで神経細胞死の抑制・軸索再生を行っ
ている。今後、NT-4 の受容体である TrkB 分子に着目し、より効果の高い神経保護作用を有する治療薬の開発
に向け研究中である。
・研究業績
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1 ．山本修一．これからの眼科医療を考える．眼科 

2020；62：247-253
2 ．山本修一．医師の働き方改革のゆくえ．精神科臨床

Legato 2020；6：58-9．
3 ．山本修一．患者に寄り添う網膜色素変性の治療

（第 73 回日本臨床眼科学会特別講演）．臨床眼科　
2020；74：535-44．

4 ．山本修一．国立大学病院は働き方改革を乗り切れる
のか．病院経営 Master 2020；vol 7．3：34-6．

5 ．馬場隆之．病的近視に対する眼底視野計の有用性を
教えてください．眼底イメージング 2020　Q&A．
あたらしい眼科 2020；37：232-236．

6 ．馬場隆之．黄斑偽円孔・分層黄斑円孔　手術適応と
基本手技．臨床眼科 2020；74：1523-1527．

7 ．三浦玄．従来の薬物療法（ヘレニエン、ビタミン A、
ニルバジピン、ウノプロストンなど）．眼科 2020；
62（7）：635-640
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Animal Models. In: Chhablani J ed. Choroidal 
Neovascularization. Springer Nature, 2020:37-46

2 ．馬場隆之．術後黄斑パッカを生じた裂孔原性網膜剥
離の症例．眼科診療ビジュアルラーニング5． 網膜・
硝子体．中山書店　東京　2020：291-294

3 ．馬場隆之．内境界膜フラップを用いた硝子体手術を
行った黄斑円孔の症例．眼科診療ビジュアル ラー
ニング 6．黄斑部．中山書店　東京　2020：280-284．

4 ．馬場隆之．健康なからだ図鑑　「目」ひまわり倶楽
部　2020；6

5 ．三浦玄．膠原病による網膜症　血管性病変／膠原病
による網膜症　眼科診療ビジュアルラーニング　5． 
網膜、硝子体診療編．中山書店　東京 2020；8

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．山本修一．網膜色素変性、諦めない！．岩手眼科集

談会．2020/1/18　盛岡
2 ．山本修一．大学病院の向かうところ．大学病院薬剤

師学術交流会 in 九州．2020/1/25　福岡
3 ．山本修一．診療報酬改訂、大予測．硝子体手術

フォーラム．2020/2/7　ルスツ
4 ．山本修一．国立大学病院の向かうところ．国立大

学協会新規理事・事務局長就任予定者研修会．　
2020/3/13　東京

5 ．山本修一．これからの日本の眼科医療を考える．第
124 回日本眼科学会総会シンポジウム　2020 年に考
える日本医療のグランドデザインと眼科．2020/4 
WEB 開催

6 ．山本修一．大学病院の向かうところ．第 67 回全国
国立大学法人病院検査部会議．2020/7/31　千葉

7 ．山本修一．大人の ERG．第 74 回日本臨床眼科学会
インストラクションコース　ERG、どうとる？ど
う読む？．2020/10/16　東京（WEB 開催）

8 ．山本修一．ロービジョンケアは眼科医療の品格を上
げる．第 74 回日本臨床眼科学会インストラクショ
ンコース　眼科診療に欠かせないロービジョンケ
ア．2020/10/16　東京（WEB 開催）

9 ．山本修一．遺伝性網膜疾患に対する新規治療の診
療報酬．第 74 回日本臨床眼科学会シンポジウム．
2020/10/16　東京（WEB 開催）

10．山本修一．医師の働き方改革の向かうところ．第 53

回中国・四国整形外科学会特別講演．2020/11/28　
松山（WEB 開催）

11．馬場隆之．諦めかけた円孔閉鎖．硝子体手術フォー
ラム．2020/2/8　ルスツ

12．馬場隆之．手術に役立つ網膜・脈絡膜の解剖、眼科
手術に役立つ解剖学．第 124 回日本眼科学会総会 
2020/4 東京（WEB 開催）

13．馬場隆之．うんちくビトレクトミー　－教科書には
載ってない達人のこだわり　その 4 －　水晶体の取
り扱い．第 124 回日本　眼科学会総会 2020/4　東
京（WEB 開催）

14．馬 場 隆 之． 黄 斑 円 孔　 最 近 の 話 題．Chiba 
Ophthalmologists Collaboration Online Academy．
2020/12/3　千葉

15．辰巳智章．硝子体手術併用バルベルトインプラント
の術後合併症．2020/2/8　ルスツ

【学会発表数】
　国内学会　14 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働省科学研究費「視機能障害認定のあり方に
関する研究」代表者：山本修一　2018-2020

2 ．厚生労働省科学研究費「早老症の医療水準や QOL
向 上 を 目 指 す 集 学 的 研 究 」 分 担 者： 忍 足 俊 幸　
2018-2020

3 ．受託研究（バイエル薬品）　代表者：山本修一　
2016-2022

4 ．受託研究（中外製薬）「新生血管を伴う加齢黄斑変
性患者を対象とした FARICIMAB の有効性及び安
全性を検討する第Ⅲ相多施設共同ランダム化二重遮
蔽実薬対照比較臨床試験（TENAYA）」代表者：山
本修一　2019-2022

5 ．厚 生 労 働 省 科 学 研 究 費　 分 担 者： 山 本 修 一　
2020-2022

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）　代表者：馬場隆
之　2020-2022

7 ．文部科学省科学研究費　若手　代表者：清水大輔　
2020-2023

8 ．文部科学省科学研究費　若手　代表者：岩瀬雄仁　
2020-2023

●地域貢献
　学外の眼科勤務医、開業医の生涯教育、地域連携を目的に、「千葉眼科集談会」と「千葉臨床眼科フォーラム」
を 一年で各2回ずつ開催し、毎回100名前後の県内からの参加者を得ている。このほか「千葉眼科手術懇話会」、「硝
子体手術ビデオセミ ナー」、「VR ネットワーク」を世話人として主催し、手術技術の向上や教育、地域連携に貢献
している。千葉市および近郊の開業医・関連病院の先生との病診連携を図るため、毎年 Ophthalmology Network 
In Chiba（ONIC）の会を開催して、角膜疾患、 糖尿病網膜症、加齢黄斑変性など紹介のタイミングや術後フォロー
の注意点などをディスカッションしている。
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研究領域等名： 脳 神 経 内 科 学
診療科等名： 脳 神 経 内 科

●はじめに
　当教室には多数の脳神経内科専門医がおり、神経免疫疾患、末梢神経疾患、パーキンソン病、認知症、脳血管障
害等幅広い神経疾患に関し専門的な診療・研究・教育活動を行っています。
　診療に関しては、神経疾患全般に対して最新・最善の医療を提供できるよう心掛けています。また、研究に関し
ては、新規治療の開発につながる研究を目標に、最新の神経画像技術、分子生物学的・神経生理学的手法などを組
み合わせた多面的なアプローチを行っています。さらに、教育に関しては、医学部生・初期研修医・後期研修医の
教育に精力的に取り組み、地域医療に貢献できる医師、国際的な研究を行える医師の育成を目指しています。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　クリニカルクラークシップ：4 週× 4 グループ行った。
　チュートリアル：3 日× 3 名で担当（杉山・荒木など）（2021 年 6 － 7 月に振り替え）
　臨床入門：臨床医学総論講義（1 コマ）、臨床入門実習（杉山・荒木・神経診察× 3 回 2 月）
　ユニット講義：精神・神経ユニットを担当し 7 コマの講義を行った。（11 月～12 月）
　 IPE クリニカル step2 代替メールインタビュー（荒木）、IPE step4（コンサルテーション担当、荒木 9 月）
・卒後教育／生涯教育

　卒後研修セミナー：初期・後期研修医を対象に、90 分× 21 コマを行った。
　卒後研修：後期研修医を対象に、神経生理学的検査、ボツリヌス治療、神経画像の特別研修（3ヶ月）を4回行っ
た。
・大学院教育

・4 名の大学院生が卒業し、学位を授与された。
・博士課程の講義を計 7 コマ行った。（難治性疾患診断学特論　1 コマ）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

・看護学部大学院のフィジカルアセスメント神経　1 コマ
・薬学部学（疾病学 I：講義 90 分× 2 コマ
・現代医学（教養展開科目）1 コマ

●研　究
・研究内容

　臨床神経生理・末梢神経、多発性硬化症、重症筋無力症、自律神経、神経核医学、画像、認知症等の研究グルー
プに分かれ、末梢神経疾患、神経免疫疾患、神経変性疾患を対象に基礎・臨床における多岐にわたるテーマに取
り組み、成果を国際誌に公表した。

・研究業績
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【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Shigeki Hirano. 2020 Beij ing International 

Nerurodegenerative Disease Confernce & 8th 
Annual Confernce of China Neurodegenerative 
Disease Association にて講演

2 ．Kazumoto Shibuya. Philippine General Hospital 
Ground Rounds にて招待講演

3 ．桑原聡．CIDP Expert Seminar にて講演
4 ．鵜沢顕之．Epilepsy Symposium in CHIBA にてディ

スカッション
5 ．山中義崇．チーム医療で診るパーキンソン病診療 

Update にて特別講演
6 ．森雅裕．第 4 回千葉県神経免疫研究会にて基調講演
7 ．平野成樹．Takeda Parkinson's Disease Therapeutic 

Symposium 2020 にて講演
8 ．平野成樹．Takeda Parkinson's Disease Therapeutic 

Symposium 2020 にてディスカッション
9 ．山中義崇．第 1 回千葉県パーキンソン病診療 Web

セミナーにて講演
10．三澤園子．リリカ　インターネットシンポジウムに

て講演
11．三澤園子．第 61 回日本神経学会学術大会にて日本

神経学会 2019 年度学会賞受賞者講演
12．三澤園子．第 61 回日本神経学会学術大会にてシン

ポジウム
13．三澤園子．第 61 回日本神経学会学術大会にてラン

チョンセミナー
14．平野成樹．オンジェンティス KICK OFF MEETING

にてコメンテーター
15．桑原聡．第 14 回神経免疫の集いにて特別講演
16．杉山淳比古．第 31 回日本末梢神経学会学術大会に

てシンポジウム
17．澁谷和幹．第 31 回日本末梢神経学会学術大会にて

シンポジウム
18．鵜沢顕之．埼玉 MG フォーラム Skype にて特別講

演
19．三澤園子．第 32 回日本神経免疫学会にて臨床教育

講演
20．鵜沢顕之．第 32 回日本神経免疫学会にてランチョ

ンセミナー
21．鵜沢顕之．第 13 回東北免疫性神経疾患治療研究会

にて特別講演
22．桑原聡．宮城 CIDP Web セミナーにて講演
23．枡田大生．Chiba MS Treatment Seminar 2020 に

て講演
24．澁谷和幹．第 38 回日本神経治療学会学術集会にて

優秀演題セッション
25．枡田大生．第 38 回日本神経治療学会学術集会にて

医師口演
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26．山中義崇．第 38 回日本神経治療学会学術集会にて
シンポジウム

27．森雅裕．エンスプリング発売記念 WEB フォーラム 
in 千葉にて講演

28．平野成樹．第 31 回関東パーキンソン病勉強会にて
講演

29．平野成樹．第 73 回日本自律神経学会総会にてラン
チョンセミナー

30．鵜沢顕之．神奈川県西部神経免疫疾患セミナー MG 
エキスパートフォーラムにて特別講演

31．桑原聡．第 50 回日本臨床神経生理学会学術大会に
て教育講演

32．三澤園子．第 50 回日本臨床神経生理学会学術大会
にてベーシックレクチャー

33．桑原聡．第 50 回日本臨床神経生理学会学術大会に
てシンポジウム

34．馬場広子，小池春樹，澁谷和幹，桑原聡．第 50 回
日本臨床神経生理学会学術大会にて関連学会合同シ
ンポジウム

35．澁谷和幹，東原真奈，能登祐一，青木正志．第 50
回日本臨床神経生理学会学術大会にて関連学会合同
シンポジウム

36．北國秀治，中村圭吾，三澤園子．第 50 回日本臨床
神経生理学会学術大会にてワークショップ

37．鵜沢顕之．首都圏 MS 治療検討会にて講演
38．桑原聡．CIDP Web 講演会にて講演
39．鵜沢顕之．m3. com Web 講演会にて講演
40．平野成樹．第 35 回日本老年精神医学会にてシンポ

ジウム
41．荒木信之．第 1430 回 千葉医学会例会にて特別講演
【学会発表数】
　国内学会　8 学会　51 回（うち大学院生 32 回）
　国際学会　3 学会　 4 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「SEREX 法と
FACS 法を融合させた新手法による神経免疫疾患の
網羅的自己抗体検索」代表者：森雅裕　2018-2020

2 ．文部科学省科学研究費　若手「脳構造画像と脳機
能イメージングによる多系統萎縮症における中
枢性呼吸障害の病態解明」代表者：杉山淳比古　
2018-2020

3 ．文 部 科 学 省 科 学 研 究 費　 基 盤（C）「POEMS 症
候群の至適治療戦略の構築」代表者：三澤園子　
2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「重症筋無力症の
革新的治療 AChR-Fc の臨床応用へ向けた生体内で
の作用機構の解明」代表者：鵜沢顕之　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費　若手「重症筋無力症におけ
る補体の網羅的解析と補体標的治療」代表者：小澤
由希子　2019-2020

6 ．文部科学省科学研究費　若手「筋萎縮性側索硬化症
における皮質運動ニューロン興奮性測定システムの
確立と治療薬開発」代表者：鈴木陽一　2019-2020

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「末梢神経軸索興
奮性、脳機能画像による神経障害性疼痛の病態解明
と個別化治療の確立」代表者：桑原聡　2020-2022

8 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「運動ニューロン
疾患における神経興奮性検査を用いた新規治療薬開
発」代表者：澁谷和幹　2020-2022

9 ．文部科学省科学研究費　若手「POEMS 症候群にお
けるサイトカインプロファイル解析と臓器特異的治
療点の探索」代表者：水地智基　2020-2022

10．文部科学省科学研究費　基盤（C）「すくみ足に対
するニューロモジュレーションテクニクスによる
革新的リハビリテーション」代表者：山中義崇　
2020-2022

11．文部科学省科学研究費　基盤（C）「PET を用い
た認知症脳病態の多様性評価に基づく新規診断・
治療戦略確立に関する研究」分担者：平野成樹　
2018-2022

12．厚生労働省科学研究費「神経免疫疾患のエビデン
スに基づく診断基準・重症度分類・ガイドライ
ンの妥当性と患者 QOL の検証」代表者：桑原聡　
2020-2022

13．厚生労働省科学研究費「神経免疫疾患のエビデン
スに基づく診断基準・重症度分類・ガイドライン
の妥当性と患者 QOL の検証」分担者：三澤園子　
2020-2022

14．厚生労働省科学研究費「運動失調症の医療水準，患
者の QOL の向上に資する研究班」分担者：桑原聡　
2020-2022

15．厚生労働省科学研究費「神経変性疾患領域の基盤的
調査研究」分担者：桑原聡　2020-2022

16．厚生労働省科学研究費「HPV ワクチン接種後に生
じた症状に関する診療体制の整備のための研究」分
担者：桑原聡　2019-2020

17．厚生労働省科学研究費「スモンに関する調査研究」
分担者：山中義崇　2020-2022

18．日本医療研究開発機構　難治性疾患実用化研究事業
「抗 Neurofascin155 抗体陽性慢性炎症性脱髄性多発
神経炎の診断基準・治療ガイドライン作成のための
エビデンスの創出」分担者：桑原聡　2018-2020

19．日本医療研究開発機構　臨床研究・治験推進研究事
業「IgG4 自己抗体陽性の慢性炎症性脱髄性多発神
経炎（CIDP）患者を対象としたリツキシマブの有効
性と安全性評価に関する多施設共同臨床試験」分担
者：桑原聡　2018-2020

20．日本医療研究開発機構　臨床研究・治験推進研究事
業「大量メチルコバラミン筋注による ALS の治療
薬開発研究」分担者：桑原聡　2017-2020
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21．日本医療研究開発機構　臨床研究・治験推進研究
事業「高用量 E0302 の筋萎縮性側索硬化症に対す
る第Ⅲ相試験－医師主導治験－」分担者：桑原聡　
2017-2021

22．日本医療研究開発機構　橋渡し研究戦略的推進プロ
グラム「多系統萎縮症の革新的治療法の開発研究」
分担者：桑原聡　2020

23．日本医療研究開発機構　「統合医療」に係る医療の

質向上・科学的根拠収集研究事業「軽度アルツハイ
マー型認知症を対象とする八味地黄丸の認知機能に
対する有効性と安全性を確認する探索的オープン標
準治療対照無作為化割付多施設共同試験」分担者：
平野成樹　2020-2021

【受賞歴】
1 ．澁谷和幹．第 38 回日本神経治療学会学術集会　優

秀演題賞受賞

●診　療
・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　2020 年度の外来診療における新患外来総数は 1412 名であった。主な内訳は末梢神経疾患が 222 名、機能性疾
患（頭痛、てんかん、不随意運動）が 178 名、認知症が 175 名、脊椎・脊髄疾患が 117 名、神経筋接合部・筋疾
患が 108 名、パーキンソン病・パーキンソン症候群が 106 名であった。COVID-19 により外来受診患者が全体に
減少するなか、セカンドオピニオン外来を 11 名（パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症、POEMS 症候群など）
受けた。
　述べ 416 名の入院診療を行った。入院患者の主な疾患は、末梢神経疾患、多発性硬化症などの神経免疫疾患、
神経変性疾患（パーキンソン病およびパーキンソン症候群、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症など）、脳血
管障害、中枢神経炎症性疾患、筋疾患などであった。

●地域貢献
　2020 年 3 月にウェブ上でパーキンソン病市民公開講座を開催し、延べ 361 名の参加があった。子供に対して認
知症教育啓発活動を行う「認知症こども力プロジェクト」を行っており、2020 年度は主にホームページなどのイ
ンターネットでの刑事や動画再生などで活動を行った。
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研究領域等名： 脳 神 経 外 科 学
診療科等名： 神 経 外 科

●はじめに
　2020 年の手術件数は直達手術 318 件と血管内手術 122 件 の合計 440 件であり、毎年確実に治療件数が増加して
きております。　神経膠腫などの悪性脳腫瘍、下垂体腺腫に代表される良性脳腫瘍は県内外からの紹介が着実に増
加しております。また、包括的脳卒中センターの稼働に伴う院内外の脳卒中救急患者に対する治療件数が確実に増
加しており、現時点では病床数を限界まで稼働させながら、積極的で効率的な治療を各医師が念頭に置いて診療に
従事しております。さらに、看護師、リハビリテーション科スタッフ、病棟薬剤師、栄養管理師など多数のメディ
カル・スタッフとの密な連携を心掛けながら、より良いチーム医療をめざした 1 年でした。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 4 年生に対する臨床入門授業および精神・神経ユニット講義、実践形式に診断の基本を学ぶ臨床チュー
トリアル、医学部 5、6 年生に対するクリニカル・クラークシップ（CC）が医学部生への教育活動の主体でした。
また医療従事者として1歩目を踏み出した医学部や看護学部、薬学部の1年生から3年生のIPE（Interprofessional 
Education）（専門職連携教育）にも積極的に参加し、早い時期から専門的な医療に触れることの大切さを説いて
きました。
　実際の医療の現場に足を踏み入れる CC では、必ず手術症例を受け持つようにし、診察、診断および治療の一
連のプロセスを学びながら、加えてプレゼンテーション（英語も含む）の仕方、カルテの書き方等教官による指
導が施されました。
　残念ながら、一部実習が COVID-19 の影響で中止となりました。
・卒後教育／生涯教育

　2020 年は 2 名の後期研修医が脳神経外科医としての第 1 歩を踏み出しました。医員とともに、手術件数も多く、
忙しい病棟および手術業務をこなしていくことにより、確実に成長していきました。研修医に対しては医員から
のマンツーマンの指導に加え、4 月から 8 月にかけて週 1 回 2 時間程度のレクチャーが行われました。最初の数
回が診察の仕方や各種病棟での処置の仕方、救急対応のイロハを学べるよう、後半にかけては脳血管障害、脳腫
瘍など各領域におけるより専門的知識を身につけられるよう、当施設のみならず関連病院からも講師を招いて講
義が行われました（COVID-19 の影響で一部は WEB 対応としました）。1 年間経験して会得した知識は、12 月
に千葉大学脳神経外科医会研究会において学会形式で発表してもらいました。初期研修医に対しては 1 － 2ヶ月
のローテト期間でしたが、できるだけ実際の手術に関わってもらうようにし、研修の最終週に症例に基づいた研
修成果発表を行ってもらいました。
・大学院教育

　2020 年の大学院においては悪性脳腫瘍に対する免疫療法の探究、脳機能疾患に対する姿勢制御の研究、下垂
体病変に対するマルチオミクス解析に基づいた病態解明、脳虚血疾患に対する発症予測診断など多岐の分野にわ
たって研究が行われており、大学院生に対しては大学教官及び基礎医学研究の様々な研究室と協力し、研究・教
育を行いました。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　市立青葉看護学校や県立鶴舞看護専門学校に向けた講座等、教育活動も行いました。

●研　究
・研究内容

　悪性脳腫瘍に対する免疫療法の探究、脳腫瘍患者における脳機能ネットワーク解明、機能性脳疾患に対する生
理学的な研究、下垂体病変に対するマルチオミクス解析に基づいた病態解明、脳虚血疾患に対する発症予測診断
を行っております。
・研究業績
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体腺腫の血行動態－手術治療の選択を含めて．日本
内分泌学会雑誌　96：55-57，2020

8 ．小島以織，下里倫，林基高，飯島明：椎骨動脈急性
期閉塞に伴う脳底動脈先端部症候群に対して経皮
的血管形成術と機械的血栓術を行った 1 例．JNET 
14：215-221，2020

【単行書】
1 ．堀口健太郎：プロラクチノーマ　下垂体 MRI．平

田結喜緒，成瀬光栄，桑鶴良平，田辺晶代，山田
正三：内分泌画像検査・診断マニュアル　改訂第 2
版．診断と治療社，東京，2020，pp. 38-42

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．樋口佳則：第 59 回日本定位機能神経外科学会　シ

ンポジウム
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2 ．樋口佳則：第 40 回日本脳神経外科コングレス総会　
プレナリー

3 ．樋口佳則：第 25 回日本脳腫瘍の外科学会　シンポ
ジウム

4 ．樋口佳則：第 32 回日本頭蓋底外科学会　シンポジ
ウム

5 ．樋口佳則：第 79 回日本脳神経外科学会総会　シン
ポジウム

6 ．樋口佳則：第 29 回日本聴神経腫瘍研究会　指定演
題

7 ．松谷智郎：第 25 回日本脳腫瘍の外科学会　シンポ
ジウム

8 ．堀口健太郎：第 6 回下垂体セミナー　教育講演
9 ．堀口健太郎：若手下垂体医師の会　特別講演
10．堀口健太郎：第 30 回日本間脳下垂体腫瘍学会　シ

ンポジウム
11．堀口健太郎：第 30 回日本間脳下垂体腫瘍学会　ラ

ンチョンセミナー
12．堀口健太郎：第 25 回日本脳腫瘍の外科学会　シン

ポジウム
13．堀口健太郎：第 29 回脳神経外科手術と機器学会学

術総会　シンポジウム
14．堀口健太郎：The 15th Asian-Oceanian International 

Congress on Skull Base Surgery　シンポジウム
15．堀口健太郎：第 27 回日本神経内視鏡学会　シンポ

ジウム
16．廣野誠一郎：第 25 回日本脳腫瘍の外科学会　シン

ポジウム
17．吉田陽一：第 17 回日本脳神経血管内治療学会関東

地方会　シンポジウム
【学会発表数】
　国内学会　32 学会　54 回（うち大学院生 23 回）
　国際学会　 3 学会　 4 回（うち大学院生 1 回）

【外部資金獲得状況】
1 ．科学研究費　基盤研究（C）「光感受性ナノキャリア

を用いた脳腫瘍のウイルス療法」代表者：岩立康男　
令和元年度～令和 3 年度

2 ．科学研究費　基盤研究（C）「経頭蓋電気刺激による
脳神経疾患での姿勢制御異常に対する新規治療開
発」代表者：樋口佳則　令和 2 年度～

3 ．科学研究費　基盤研究（C）「新プロテオミクス解析
から捉える下垂体腫瘍における遺伝子型－表現型連
関の解明」代表者：堀口健太郎　令和 2 年度～令和
4 年度

4 ．科学研究費　若手研究「NKT 細胞を用いた膠芽腫
プレシジョン医療の確立」代表者：原彩佳　令和元
年度～令和 2 年度

5 ．科学研究費　若手研究「膠芽腫に対する iPS 細胞由
来 NKT 細胞を用いた新規複合免疫療法の開発」代
表者：小林正芳　令和 2 年度～令和 3 年度

6 ．科学研究費　若手研究「安静時 fMRI を用いた脳腫
瘍患者の脳内ネットワークの機能的結合の解析」代
表者：廣野誠一郎　令和 2 年度～令和 4 年度

7 ．科学研究費　若手研究「脳梗塞に対応する血清抗体
マーカーによる発症予測と病型診断」代表者：吉田
陽一　令和 2 年度～令和 4 年度

8 ．産学連携「自己免疫性疾患のバイオマーカーの探索
およびその評価」代表者：日和佐隆樹　平成29年～
令和 2 年

9 ．産学連携「強迫症血中タンパク質マーカーの探索」
代表者：日和佐隆樹　令和元年～2 年

【受賞歴】
1 ．第 25 回脳腫瘍の外科　会長賞　廣野誠一郎
2 ．第 30 回臨床内分泌代謝 Update　優秀ポスター賞　

高躍

●診　療
・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　2020 年度の延外来患者数は 13032 名でした。外来新患は「完全紹介予約制」でしたが、多くの県内外施設より、
悪性脳腫瘍、下垂体腫瘍、脳血管障害、パーキンソン病、脊椎脊髄疾患、水頭症、てんかん患者など当科の特色
に併せた患者が数多く紹介されました。外来治療では悪性脳腫瘍に対する化学療法も数多く行いました。また、
水頭症に対する髄液排除試験、脊椎病変に対する保存的加療も数多く行いました。
　2020 年度の入院患者 643 名、手術件数は観血的手術 315 件、血管内治療 102 件、計 417 件となりました。新型
コロナウイルスによる手術制限もある中で、手術件数は何とか 400 件を超えることができました。悪性・良性に関わら
ず脳腫瘍に対する手術全般を行ないました。下垂体腺腫などの傍鞍部腫瘍に対しては内視鏡を用いた低侵襲手術を
行ない、頭蓋底部の腫瘍も含めて経鼻的な腫瘍摘出術を積極的に行ないました。また、脳神経内科、リハビリテーショ
ン科、精神神経科と協力し、進行期パーキンソン病、難治性不随意運動に対して脳深部刺激療法を行ないました。さ
らに、片側顔面けいれんや三叉神経痛で、原因となっている血管の圧迫を解除する手術も電気生理学的モニタリング
を駆使し、治療を行ないました。脳血管病変に対しては内頚動脈狭窄には経皮的頚動脈ステント留置術、破裂・未破
裂脳動脈瘤に対してはコイル塞栓術などの血管内治療またはクリッピン手術などの直達手術を行ないました。血管奇形
に対する塞栓術・手術も行ないました。正常圧水頭症に対するシャント術を内視鏡も時に併用し施行しました。脊椎脊
髄変性疾患や脊髄腫瘍に対しても脊椎脊髄専門医の下、安定した手術を行ないました。
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研究領域等名： 整 形 外 科 学
診療科等名： 整 形 外 科 ／ 材 料 部

●はじめに
　整形外科は、22 名の教官と 79 名の医員・大学院生・研究生で診療と研究を行いました。
　専攻医は、令和 2 年 4 月に 22 名が入局し、大学および関連病院で研修を行いました。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　卒前教育では、臨床入門、ユニット講義、ベッドサイドラーニング、クリニカルクラークシップを担当してい
ます。ユニット講義では外部講師も招聘し、学生が整形外科に興味を惹かれるような講義を心がけています。ま
た、ベッドサイドラーニングでは東千葉医療センター、千葉県こども病院、千葉県がんセンター、船橋整形外科
の協力を得て、学外実習も行っています。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医を選択科目として受け入れています。専攻医は 22 名が入局し、 2 ヶ月間医学部附属病院で研修を
行った後に関連病院に出向し研修を行っています。特に教育スタッフが充実し、症例数が豊富な総合病院を中心
に研修カリキュラムを組み立てております。
・大学院教育

　大学院教育では、基礎研究を中心に取り組んでいます。基本的な実験手技の習得や研究デザインの立案、結果
の解析などを学びます。定期的にミーティングを行い、実験の進捗状況を確認し、討議しています。国内外の学
会発表を経験し、英語論文執筆を行い、学位取得を目指します。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　スタッフに対する教育として、翌週の手術症例のカンファレンスと術後症例のプレゼンテーションを毎日行っ
ています。また、定期的に病棟・外来看護師を対象とした勉強会を行っています。週一回、医局会を利用して最
新の論文の抄読会と大学院生の研究発表を行っています。日本整形外科学会総会や日本整形外科学会基礎学術集
会の前には予演会を行います。その他、千葉大学教育学部保健学科、千葉大学工学部、千葉大学国際教養学部で
の講義を整形外科教官が担当しています。

●研　究
・研究内容

　基礎研究は、大学院生がそれぞれの研究テーマを持ち、教官の指導のもとに研究を行っています。椎間板性腰
痛の機序の解明、腰痛における疼痛伝達の分子レベルでの仕組み、関節疼痛の伝達機序の解明、体外衝撃波によ
る疼痛の除去、脊髄損傷の治療・脊髄再生、AI 技術を応用した画像研究、人工関節の開発、軟骨再生、末梢神
経障害における疼痛発生機序の解明および薬物治療の検討、手術療法への応用を目的とした屍体を用いた解剖学
的検討などの研究が行われています。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Akimoto K, Ochiai N, Hashimoto E, Sasaki Y, 

Nojima D, Kajiwara D, Matsuura Y, Sasaki Y, 
Yamaguchi T, Kijima T, Ohtori S. Influence of a 
nerve injury proximal to the suprascapular nerve 
on healing of repaired rotator cuff tear. J Orthop 
Sci. 2020;25（1）:96-103. 

2 ．Miyakoshi N, Kudo D, Matsuyama Y, Yamashita T, 
Kawakami M, Takahashi K, Yoshida M, Kaito T, 
Imagama S, Ohtori S, Taguchi T, Haro H, Taneichi 
H, Yamazaki M, Inoue G, Nishida K, Yamada H, 
Kabata D, Shintani A, Iwasaki M, Ito M, Murakami 
H, Yonenobu K, Takura T, Mochida J. Impact of 

Consultation Length on Satisfaction in Patients 
with Chronic Low Back Pain: A Nationwide 
Multicenter Study in Japan. Spine Surg Relat Res. 
2020;29;4（3）:208-215.

3 ．Yoshino K, Nakamura J, Hagiwara S, Suzuki T, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Anatomical Implications 
Regarding Femoral Nerve Palsy During a Direct 
Anterior Approach to Total Hip Arthroplasty: A 
Cadaveric Study. J Bone Joint Surg Am. 2020;15; 
102（2）:137-142.

4 ．Isogai N, Hosogane N, Funao H, Nojiri K, Suzuki S, 
Okada E, Ueda S, Hikata T, Shiono Y, Watanabe 
K, Watanabe K, Kaito T, Yamashita T, Fujiwara 
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H, Nagamoto Y, Terai H, Tamai K, Matsuoka Y, 
Suzuki H, Nishimura H, Tagami A, Yamada S, 
Adachi S, Ohtori S, Orita S, Furuya T, Yoshii T, 
Ushio S, Inoue G, Miyagi M, Saito W, Imagama S, 
Ando K, Sakai D, Nukaga T, Kiyasu K, Kimura 
A, Inoue H, Nakano A, Harimaya K, Kawaguchi 
K, Yokoyama N, Oishi H, Doi T, Ikegami S, 
Shimizu M, Futatsugi T, Kakutani K, Yurube T, 
Oshima M, Uei H, Aoki Y, Takahata M, Iwata 
A, Seki S, Murakami H, Yoshioka K, Endo H, 
Hongo M, Nakanishi K, Abe T, Tsukanishi T, Ishii 
K. The Surgical Outcomes of Spinal Fusion for 
Osteoporotic Vertebral Fractures in the Lower 
Lumbar Spine with a Neurological Deficit. Spine 
Surg Relat Res. 2020;29;4（3）:199-207.

5 ．Kinoshita H, Orita S, Inage K, Fujimoto K, Shiga 
Y, Abe K, Inoue M, Norimoto M, Umimura T, Ishii 
T, Yonemoto T, Kamoda H, Tsukanishi T, Suzuki 
M, Hirosawa N, Akazawa T, Ohtori S. Freeze-
Dried Platelet-Rich Plasma Induces Osteoblast 
Proliferation via Platelet-Derived Growth Factor 
Receptor-Mediated Signal Transduction. Asian 
Spine J. 2020;14（1）:1-8. 

6 ．Inoue G, Uchida K, Miyagi M, Saito W, Nakazawa 
T, Imura T, Shirasawa E, Akazawa T, Orita 
S, Inage K, Takaso M, Ohtori S. Occupational 
Characteristics of Low Back Pain Among Standing 
Workers in a Japanese Manufacturing Company. 
Workplace Health Saf. 2020 Jan;68（1）:13-23. 

7 ．Kawarai Y, Orita S, Nakamura J, Miyamoto 
S, Suzuki M, Inage K, Hagiwara S, Suzuki T, 
Nakajima T, Akazawa T, Ohtori S. Analgesic Effect 
of Duloxetine on an Animal Model of Monosodium 
Iodoacetate-Induced Hip Osteoarthritis. J Orthop 
Res. 2020;38（2）:422-430. 

8 ．Fujimaki H, Uchida K, Inoue G, Matsushita O, 
Nemoto N, Miyagi M, Inage K, Takano S, Orita 
S, Ohtori S, Tanaka K, Sekiguchi H, Takaso M. 
Polyglycolic acid- collagen tube combined with 
collagen-binding basic fibroblast growth factor 
accelerates gait recovery in a rat sciatic nerve 
critical-size defect model. J Biomed Mater Res B 
Appl Biomater. 2020;108（2）:326-332. 

9 ．Yamazaki A, Matsuura Y, Kuniyoshi K, Suzuki 
T, Akasaka T, Ozone E, Matsuyama Y, Mukai 
M, Yamazaki T, Ohara T, Sasho T, Ohtori S. A1 
pulley stretching treats trigger finger: A1 pulley 
luminal region under digital flexor tendon traction. 
Clin Biomech （Bristol, Avon）. 2020;72:136-140. 

10．Inoue M, Orita S, Inage K, Suzuki M, Fujimoto 

K, Shiga Y, Kanamoto H, Abe K, Kinoshita H, 
Norimoto M, Umimura T, Sato T, Sato M, Suzuki 
M, Enomoto K, Eguchi Y, Akazawa T, Aoki Y, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Objective evaluation of 
postoperative changes in real-life activity levels in 
the postoperative course of lumbar spinal surgery 
using wearable trackers. BMC Musculoskelet 
Disord. 2020;4;21（1）:72. 

11．Hosogane N, Nojiri K, Suzuki S, Funao H, Okada 
E, Isogai N, Ueda S, Hikata T, Shiono Y, Watanabe 
K, Watanabe K, Kaito T, Yamashita T, Fujiwara 
H, Nagamoto Y, Terai H, Tamai K, Matsuoka Y, 
Suzuki H, Nishimura H, Tagami A, Yamada S, 
Adachi S, Ohtori S, Orita S, Furuya T, Yoshii T, 
Ushio S, Inoue G, Miyagi M, Saito W, Imagama S, 
Ando K, Sakai D, Nukaga T, Kiyasu K, Kimura 
A, Inoue H,Nakano A, Harimaya K, Kawaguchi K, 
Yokoyama N, Oishi H, Doi T, Ikegami S, Shimizu 
M, Futatsugi T, Kakutani K, Yurube T, Oshima 
M, Uei H, Aoki Y, Takahata M, Iwata A, Seki 
S, Murakami H, Yoshioka K, Endo H, Hongo M, 
Nakanishi K, Abe T, Tsukanishi T, Ishii K. Reply 
to the Editor: Surgical Treatment of Osteoporotic 
Vertebral Fracture with Neurological Deficit-A 
Nationwide Multicenter Study in Japan. Spine Surg 
Relat Res. 2020;31;4（3）:292-293.

12．Suzuki T, Matsuura Y, Yamazaki T, Akasaka 
T, Ozone E, Matsuyama Y, Mukai M, Ohara T, 
Wakita H, Taniguchi S, Ohtori S. Biomechanics 
of callus in the bone healing process, determined 
by specimen-specific finite element analysis. Bone. 
2020;132:115212. 

13．Eguchi Y, Enomoto K, Sato T, Watanabe A, Sakai 
T, Norimoto M, Yoneyama M, Aoki Y, Suzuki 
M, Yamanaka H, Tamai H, Kobayashi T, Orita S, 
Suzuki M, Inage K, Shiga Y, Hirosawa N, Inoue 
M, Koda M, Furuya T, Nakamura J, Hagiwara S, 
Akazawa T, Takahashi H, Takahashi K, Ohtori 
S. Simultaneous MR neurography and apparent 
T2 mapping of cervical nerve roots before 
microendoscopic surgery to treat patient with 
radiculopathy due to cervical disc herniation: 
Preliminary results. J Clin Neurosci. 2020;74: 
213-219.

14．Kitamura M, Maki S, Koda M, Furuya T, Iijima 
Y, Saito J, Miyamoto T, Shiga Y, Inage K, Orita S, 
Takahashi H, Matsumoto K, Masuda Y, Yamazaki 
M, Ohtori S. Longitudinal diffusion tensor imaging 
of patients with degenerative cervical myelopathy 
following decompression surgery. J Clin Neurosci. 
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2020;74:194-198. 
15．Aoki Y, Takahashi H, Nakajima A, Kubota G, 

Watanabe A, Nakajima T, Eguchi Y, Orita S, 
Fukuchi H, Yanagawa N, Nakagawa K, Ohtori 
S. Prevalence of lumbar spondylolysis and 
spondylolisthesis in patients with degenerative 
spinal disease. Sci Rep. 2020;21;10（1）:6739.

16．Nawata K, Nakamura J, Hagiwara S, Wako Y, 
Miura M, Kawarai Y, Sugano M, Yoshino K, Inage 
K, Orita S, Ohtori S. Predictive value of magnetic 
resonance imaging for multifocal osteonecrosis 
screening associated with glucocorticoid therapy. 
Mod Rheumatol. 2020;30（3）:586-591.

17．Maki S, Furuya T, Horikoshi T, Yokota H, Mori 
Y, Ota J, Kawasaki Y, Miyamoto T, Norimoto M, 
Okimatsu S, Shiga Y, Inage K, Orita S, Takahashi H, 
Suyari H, Uno T, Ohtori S. A Deep Convolutional 
Neural Network With Performance Comparable 
to Radiologists for Differentiating Between Spinal 
Schwannoma and Meningioma. Spine. 2020;15;45

（10）:694-700. 
18．Miyamoto S, Otsuka M, Hasue F, Fujiyoshi T, 

Kamiya K, Kiuchi H, Tanaka T, Nakamura J, Orita 
S, Ohtori S. Short-term mortality and risk factors 
associated with reoperation after emergency 
amputation of the lower limbs. J Orthop Sci. 
2020;25（3）:435-440. 

19．Sugano M, Hagiwara S, Nakamura J, Matsuura Y, 
Suzuki T, Wako Y, Miura M, Kawarai Y, Nawata K, 
Yoshino K, Konno K, Yoh S, Ohtori S. Comparison 
study of bone strength of the proximal femur 
with and without hip osteoarthritis by computed 
tomography-based finite element analysis. J 
Biomech. 2020;22;105:109810. 

20．Kotani T, Sakuma T, Nakayama K, Iijima Y, 
Watanabe K, Isogai N, Akazawa T, Sato K, Asada 
T, Kishida S, Muramatsu Y, Sasaki Y, Ueno K, 
Katogi T, Minami S, Inage K, Shiga Y, Ohtori 
S. Patients majoring in a healthcare field after 
scoliosis surgery: Comparison with the national 
census in Japan. J Orthop Sci. 2020;25（3）:394-399. 

21．Kanamoto H, Norimoto M, Eguchi Y, Oikawa Y, 
Orita S, Inage K, Abe K, Inoue M, Kinoshita H, 
Umimura T, Matsumoto K, Masuda Y, Furuya T, 
Koda M, Aoki Y, Watanabe A, Takahashi K, Ohtori 
S. Evaluating Spinal Canal Lesions Using Apparent 
Diffusion Coefficient Maps with Diffusion-Weighted 
Imaging. Asian Spine J. 2020;14（3）:312-319.

22．Watanabe S, Yamaguchi S, Kimura S, Sadamasu 
A, Ono Y, Akagi R, Sasho T, Ohtori S. Indirect 

drainage using hindfoot endoscopy for the 
treatment of recurrent ganglion cysts of the hallux 
associated with ankle osteoarthritis: A report of 
two cases. J Orthop Sci. 2020;9:S0949-2658（20）
30140-8. 

23．Enomoto T, Akagi R, Ogawa Y, Yamaguchi S, 
Hoshi H, Sasaki T, Sato Y, Nakagawa R, Kimura 
S, Ohtori S, Sasho T. Timing of Intra-Articular 
Injection of Synovial Mesenchymal Stem Cells 
Affects Cartilage Restoration in a Partial Thickness 
Cartilage Defect Model in Rats. Cartilage. 2020;11

（1）:122-129.
24．Eguchi Y, Orita S, Yamada H, Suzuki M, Yamanaka 

H, Tamai H, Inage K, Narita M, Shiga Y, Inoue 
M, Norimoto M, Umimura T, Sato T, Suzuki M, 
Enomoto K, Koda M, Furuya T, Maki S, Hirosawa 
N, Aoki Y, Nakamura J, Hagiwara S, Akazawa T, 
Takahashi H, Takahashi K, Shiko Y, Kawasaki Y, 
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　国際学会　 7 学会　 14 回（うち大学院生 6 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「加齢
に伴う終末糖化産物の蓄積が腰痛関連神経経路に及
ぼす影響に関する臨床・基礎研究」代表者：折田純
久　2017-2020

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「重
度末梢神経障害治療を可能とする Hybrid Vein 
Wrapping 法の開発」分担者：國吉一樹　2017-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「凍結
乾燥多血小板血症の薬理作用の解明と新規骨形成材
料の開発」代表者：鈴木昌彦　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「機能拡
張型血小板を用いた骨癒合技術の開発」代表者：江
藤浩之　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「体幹
筋を基盤にしたサルコペニアの定義の提唱と腰痛等
の臨床症状との相関に関する研究」代表者：大鳥精
司　2019-2022

6 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「iPS
細胞由来多血小板血漿の開発と骨癒合促進効果に関
する研究」代表者：志賀康浩　2019-2022

7 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「体幹
筋を基盤にしたサルコペニアの定義の提唱と腰痛等
の臨床症状との相関に関する研究」代表者：大鳥精
司　2019-2022

8 ．令和 2 年度 JA 共済交通事故衣料研究助成「人工知
能を用いた radiomics による急性期脊髄損傷の予後
予測」代表者：沖松翔　2020

9 ．令和 2 年度三井住友海上福祉財団　研究助成　高齢
者福祉部門「拡散テンソル ADC map を用いた腰部
脊柱管狭窄症の定量評価法の確立」代表者：乗本将
輝　2020

10．内視鏡医学研究振興財団「MR neurography/T2 
mapping 同時撮像法を用いた神経病変の可視化と
内視鏡手術における 有用性の検討に関する研究」
代表者：江口和　2020

11．British Council Japan IELTS 奨学金大学院留学奨
学金代表者：貞升彩　2020

12．公益財団法人整形災害外科学研究助成財団【基礎的
研究】「先進的 MRI による腰痛の可視化」に関する
研究代表者：乗本将輝　2020

13．研究費獲得促進プログラム（多様型 A）「終末糖化
産物蓄積と体組成が高齢者慢性腰痛の病態に及ぼす
影響の臨床・基礎医学的検討」関連研究代表者：折
田純久　2020

14．ちば県民保健予防基金事業助成金「Muse 細胞投与
による関節軟骨損傷修復の検討－変形性膝関節症の
予防－」代表者：渡邉翔太郎　2020

15．一般社団法人日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会（JOSKAS）2019 年度研究助成事業「ウサギ膝関
節軟骨損傷モデルにおける、Muse 細胞静脈投与に
よる損傷部位への遊走および軟骨損傷修復効果の検
討」代表者：佐粧孝久　2020

16．公益財団法人整形災害外科学研究助成財団【臨床的
研究】「3D MR neurography を用いた低侵襲股関節
手術における大腿神経の解剖学的検討」に関する研
究代表者：萩原茂生　2020

17．Fonds de la recherche en sante Quebec （FRQS） 
Postdoctoral training award 「Lombalgie: de 
l'analyse du profil de methylation de l'ADN vers 
une intervention therapeutique a l'echelle du 
genome」代表者：Kawarai Y　2020-2022

18．文部科学省科学研究費　若手研究「日本人におけ
る逆置換型人工肩関節の研究 ~ 肩甲骨形態から
インプラントデザインまで ~」代表者：橋本瑛子　
2020-2022

19．「先端がん医療」研究助成 「人工知能を用いた CT
による転移性脊椎腫瘍の自動検出と原発巣の推定プ
ログラムの開発」代表者：牧聡　2020-2022

20．日本損害保険協会　2020 年度交通事故医療研究助成
「MR Neurography/T2 mapping 同時撮像法による
脊髄神経の定量評価」代表者：佐藤崇司　2020-2022

21．日本損害保険協会　2020 年度交通事故医療研究助
成「大腿骨近位部骨折のための純国産人工股関節の
開発」に関する研究代表者：中村順一　2020-2022

22．日本損害保険協会　2020 年度交通事故医療研究助
成「有限要素解析を用いた高齢者における股関節周
囲脆弱性骨折のリスク評価と治療方法の検討」に関
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する研究代表者：萩原茂生　2020-2022
23．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）（一般）「バイ

オミメティック Veing Wrapping による末梢神経
障害治療法の確立」に関する研究代表者：井上玄　
2020-2023

24．ちばぎん研究開発助成制度 2020「頚椎椎弓形成術
に使用する医療用手術器具の開発」に関する研究代
表者：古矢丈雄　2020

25．令和 2 年度 AMED 難治性疾患実用化研究事業「後
縦靭帯骨化症患者レジストリの構築」に関する研究
代表者：古矢丈雄　2020

26．令和 2 年度厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等
政策研究事業「脊柱靭帯骨化症に関する調査研究」
に関する研究代表者：古矢丈雄　2020

27．AO SPINE Asia Pacifio　2020 AO Spine National 
Research Grant「Deep learning-based radiomics 
can predict the neurological prognosis of acute 
cervical spinal cord injury」代表者：Maki Satoshi　
2020

28．NPO 法人医療・福祉ネットワーク令和 2 年度先端
がん医療研究助成「人工知能を用いた CT による
転移性骨腫瘍の自動検出と原発巣の推定プログラム
の開発 」に関する研究代表者：牧聡　2020

29．令和 2 年度日本整形外科学会プロジェクト研究事業
「AI（Radiomics）を用いた整形外科疾患の機能予後
予測」に関する研究代表者：牧聡　2020

30．令和 2 年度 JA 共済交通事故医療研究助成「人工知
能を用いた radiomics による急性期脊髄損傷の予後
予測」に関する研究代表者：沖松翔　2020

31．ひまわりベンチャー育成基金「健康寿命を向上させ
る！生涯歩くための携帯型股関節手術台と大学発純
国産インプラントの萌芽的研究」代表者：中村順一　
2020

32．ちば創業応援助成金「セメントで固定する次世代型
人工股関節の開発」代表者：中村順一　2020

33．ちばぎん研究開発助成「千葉大学発！純国産人工股
関節をより使いやすくする手術器械の改良」代表
者：中村順一　2020

34．NEDO NEP タイプ B「健康寿命を伸ばす純国産人
工股関節の社会実装」代表者：中村順一　2020

35．千葉大学 VBL 研究プロジェクト「千葉大学発　純
国産人工股関節の社会実装をめざした研究開発」代
表者：中村順一　2020

36．日本股関節研究振興財団「令和 2 年度股関節海外
研修助成」「Transitional changes in the incidence 
of osteonecrosis  in systemic lupus erythematosus 
patients: focus on immunosuppressant agents and 
steroids」代表者：中村順一　2020

37．日本股関節研究振興財団　研究助成「健康寿命を延
ばす純国産人工股関節の研究開発」代表者：中村順

一　2020
38．日本損害保険協会　交通事故医療・一般研究助成

「大腿骨近位部骨折のための純国産人工股関節の開
発」代表者：中村順一　2020

【受賞歴】
1 ．Financial Aid Award In the 2020 IASP World 

Congress on Pain. 「The effect of voluntary running 
exercise on low back pain, global DNA methylation, 
and mRNA expression of epigenetic regulatory 
genes in intervertebral discs in SPARC-null mice」

（Yuya Kawarai, Seonho Jang, Stephanie Gregoire, 
Miyako Suzuki, Seunghwan Lee, Lucas Topham, 
HyungMo Kang, Raquel Farias, Magali Millecamps, 
Laura S Stone.）

2 ．第 63 回日本手外科学会学術集会　ベストペー
パーアワードセッション基礎 最優秀演題賞「Vein 
wrapping による痛覚過敏抑制効果、神経保護効果
は vein 由来液性因子と wrapping 効果により誘導
される」（向井務晃， 内田健太郎， 廣澤直也，  松浦佑
介，  村上賢一， 國吉一樹， 井上玄，  髙相晶士， 大鳥
精司）

3 ．第 22 回日本骨粗鬆症学会　高評価演題賞「脆弱性
椎体及び大腿骨近位部骨折患者における、骨格筋量
と嚥下障害発生頻度の関係」（須関馨，新井翔太郎，
千頭秀美，引間千恵，藤木裕子，小林恵，岡村千尋，
小宮宏一郎，山下正臣，大鳥精司，高相晶士）

4 ．日本骨粗鬆症学会　2020 年度研究奨励賞「スマー
トフォンアプリケーションによる骨粗鬆症マネー
ジャーサポートツールの開発 －骨粗鬆症マネー
ジャー介入による患者 QOL 改善効果に関する多施
設前向き研究－」（稲毛一秀，大鳥精司，江口和，折
田純久，志賀康浩，川﨑洋平，小谷俊明，加藤木丈
英）

5 ．2020 年 度 千 整 会 奨 励 賞（ 論 文 部 門 ）若 手 部
門「Automated classification of hip fractures 
using deep convolutional neural networks with 
orthopedic surgeon-level accuracy: ensemble 
decision-making with antero-posterior and lateral 
radiographs」（Yamada Y, Maki S, Kishida S, Nagai 
H, Arima J, Yamakawa N, Iijima Y, Shiko Y, 
Kawasaki Y, Kotani T, Shiga Y, Inage K, Orita S, 
Eguchi Y, Takahashi H, Yamashita T, Minami S, 
Ohtori S. ）

6 ．第 1409 回千葉医学会整形外科例会 基礎部門 アワー
ド「疼痛慢性期における脊髄の遺伝子発現プロファ
イルの特徴と CDKL5 の機能に関する検討」（穂積崇
史，山口　淳，澤井摂，北城敬子，實石達也，折田
純久，稲毛一秀，江口和，志賀康浩，成田都，大鳥
精司）

7 ．千葉大学医学部スカラーシップ指導者賞（折田純久）
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8 ．第 53 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会　
優秀口演賞「MRI 画像による深層学習を用いた転
移性脊椎腫瘍と骨粗鬆症性椎体骨折の鑑別」（牧聡）

9 ．The International Spinal Cord Society 59th Annual 
Scientific Meeting 2020 Early Career Scholar 
Award「A deep convolutional neural network 
with performance comparable to radiologists for 
differentiating between spinal schwannoma and 
meningioma」（Satoshi Maki）

10．NEDO TCP 最優秀賞「健康寿命を伸ばす 携帯型手
術台と純国産人工股関節の社会実装」（中村順一）

11．未来 2020 三井化学賞「健康寿命延伸をめざして！ 
生涯歩くための股関節専用手術台と純国産インプラ

ントの萌芽」（中村順一）
12．Japan Challenge gate2020 中小企業庁長官賞「生涯

歩くために携帯型手術台と純国産人工関節で健康寿
命を伸ばす」（中村順一）

13．CHIBA ビジコン協賛企業賞（TENT 幕張賞）「筋肉
を切らない手術で健康寿命をのばそう！ちば発の股
関節手術台とインプラント」（中村順一）

14．みたかビジネスプランコンテスト最優秀賞「純国産
人工股関節で生涯歩き続けられる社会と健康寿命を
実現したい」（中村順一）

15．スタートアップいしかわ優秀起業家賞「純国産人工
股関節と携帯型手術台で 生涯歩きつづけられる社
会を実現し健康寿命を延ばす」（中村順一）

●診　療
・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）
【外来診療】
　外来は主に関連病院、近隣診療所、院内他科からの紹介患者の治療を中心に行っています。
　脊椎外科（腰椎グルーフ、 頚椎脊髄グループ）、関節外科（膝関節グループ、スポーツグループ、手外科グルー
プ、リウマチ股関節グルーフ、肩関節グループ、足の外科グループ）などの各診療グループがそれぞれ特殊専門
外来を開設し、最先端の専門的医療を提供し得る体制をとっています。小児疾患に関しては千葉県こども病院、
骨・軟部腫瘍 に関しては千葉県がんセンターに在籍する非常勤講師と連携し治療に当たっています。

【入院診療】
　手術および特殊検査を入院にて行っています。主な治療対象疾患としては頚椎・胸椎・腰椎椎間板ヘルニア、
腰部脊柱管狭窄症、頚髄損傷、頚椎症性脊髄症、後縦靭帯骨化症、脊髄腫瘍、転移性脊椎腫瘍などを脊椎外科グ
ループが扱っています。変形性膝関節症、膝靭帯損傷、半月板損傷、手指外傷、手指変性疾患、肩関節腱板損傷、
変形性股関節症、大腿骨頭壊死症、関節リウマチなどを関節外科グループが扱っています。限られた手術枠、ベッ
ト数の中で医学部附属病院という特徴を最大限に生かすべく、他病院や院内他科からの紹介を中心に、難治例・
高リスク症例・希少疾患を中心に診療を行っています。

【その他（先進医療等）】
　慢性腰痛に対する薬物療法、新規の骨粗鬆症治療薬など複数の企業治験が行われています。慢性腰痛に対する
再生医療の治験を行っています。頚椎人工椎間板手術のプロタクター施設に認定されています。体外衝撃波療法
を足底腱膜炎やテニス肘に対して行っています。

●地域貢献
　学会研究会主催　1．千葉県病診連携セミナー　2．千葉スポーツ医学研究会　3．千葉関節外科研究会　4．千葉
県整形外科医会 夏期卒後研修会　5．千葉医学会整形外科例会　6．千葉整形外科画像研究会　千葉県の取り組み
として超音波を用いた野球肘検診を行っています。  学校医（千葉大学教育学部附属小学校、千葉大学教育学部附
属中学校、千葉大学教育学部附属特別支援学校、千葉大学教育学部附属幼稚園）を担当しています。2019 年度よ
り御宿町で運動器の住民コホート研究をスタートさせました。
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研究領域等名： 薬 理 学
診療科等名： 　

●はじめに
　医学部 3 年次学生に対する薬理学講義（30 回）に加え、大学院・スカラーシッププログラム・学外機関での教
育活動を積極的に実施している。薬理学実習では実験動物を用い、学生が個体全体を視野に入れた薬物作用を理解
するように工夫している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

＜医学部学生＞
　薬理学（3 年生）：安西・橋本・平山及び非常勤講師が講義（90 分× 36 回）を行った。実習（180 分× 4 回）
は安西、霊園、北村、非常勤講師及び大学院生が担当した。基礎医学ゼミ（3 年生）：安西が（90 分× 8 回）を行っ
た。
　スカラーシッププログラム（1・2 年生）：安西が英文医学雑誌の購読、研究会への参加をスカラーシッププロ
グラムとして実施している。
＜普遍教育＞
　「クスリとからだ」（1 年生）：講義 90 分× 3 回を安西が行った。
・大学院教育

< 大学院修士課程 >
　「薬物療法情報学特論」：講義 90 分× 2 回を橋本が行った。
< 大学院博士過程 >
　「薬理学特論」「薬理学演習」: 各 90 分× 2 回を安西が行った。「薬理学実習」：90 分× 1 回を安西が行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

< 大学院博士課程 >
　医学薬学府共通講義「薬物学特論」：講義 90 分× 2 回を安西が行った。
　薬理学教室以外にも学内他教室や他大学から大学院生（博士課程）・研究生を受け入れ研究指導を行った。教
室内では、英語論文抄読会、研究報告会を定期的に実施している。
　安西が非常勤講師として獨協医科大学医学部・金沢大学医学部で「薬理学」、杏林大学医学部で「分子生物学」、
福井大学医学部で「腎臓内科」、日本医科大学医学部で「生化学」を担当した。橋本・平山・北村が非常勤講師
として船橋市立看護専門学校、東都大学看護学部で「薬理学」を担当した。

●研　究
・研究内容

　主な研究テーマはトランスポーターである。共同研究費、基盤研究（C）（研究代表者：安西）の補助により、
トランスポーター（アミノ酸、尿酸）をターゲットとした分子標的創薬研究を行った。2020 年 4 月 1 日に着任
して以降「ペプチドの中枢性摂食および飲水調節機構の解明」「加齢時における神経ぺプチドの役割の解明とその
応用」についての研究を行っている（橋本）。2019 年 10 月 1 日に着任して以降、「アストロサイト依存的脳虚血
耐性の分子メカニズム解析」と「脳虚血障害におけるミクログリア VNUT の役割」についての研究を行ってい
る（平山）。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ohbuchi T, Saito T, Yokoyama T, Hashimoto 

H, Maruyama T, Suzuki H, Ueta Y.Osmotic 
perception of GABAergic synaptic transmission in 
the supraoptic nucleus of rats. IBRO Rep.9:58-64. 
2020

2 ．Otani N, Kurata Y, Maharani N, Kuwabara M, 
Ikeda N, Notsu T, Li P, Miake J, Yoshida A, 

Sakaguchi H, Higaki K, Nakasone N, Tsuneto M, 
Shirayoshi Y, Ouchi M, Ninomiya H, Yamamoto 
K, Anzai N, Hisatome I.Evidence for Urate 
Uptake Through Monocarboxylate Transporter 
9 Expressed in Mammal ian Cel ls  and Its 
Enhancement by Heat Shock.Circ Rep.2（8）:425-432. 
2020

3 ．Okunushi K, Furihata T, Morio H, Muto Y, Higuchi 
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K, Kaneko M, Otsuka Y, Ohno Y, Watanabe Y, 
Reien Y, Nakagawa K, Sakamoto S, Wakashin H, 
Shimojo N, Anzai N.JPH203, a newly developed 
anti-cancer drug, shows a preincubation inhibitory 
effect on L-type amino acid transporter 1 function.J 
Pharmacol Sci.144（1）:16-22. 2020

4 ．Hisaka A, Yoshioka H, Hatakeyama H, Sato H, 
Onouchi Y, Anzai N.Global Comparison of Changes 
in the Number of Test-Positive Cases and Deaths 
by Coronavirus Infection （COVID-19） in the 
World. J Clin Med.9（6）:1904. 2020

5 ．Mishima E, Anzai N, Miyazaki M, Abe T.Uric 
Acid Elevation by Favipiravir, an Antiviral Drug.
Tohoku J Exp Med.251（2）:87-90. 2020

6 ．Otani N, Ouchi M, Kudo H, Tsuruoka S, Hisatome I, 
Anzai N.Recent approaches to gout drug discovery: 
an update.Expert Opin Drug Discov.15（8）:943-954. 
2020

7 ．Gottier Nwafor J, Nowik M, Anzai N, Endou H, 
Wagner CA.Metabolic Acidosis Alters Expression 
of Slc22 Transporters in Mouse Kidney.Kidney 
Blood Press Res.45（2）:263-274. 2020

8 ．Misawa K, Hasegawa T, Mishima E, Jutabha P, 
Ouchi M, Kojima K, Kawai Y, Matsuo M, Anzai 
N, Nagasaki M.Contribution of Rare Variants of 
the SLC22A12 Gene to the Missing Heritability 
of Serum Urate Levels.Genetics. 214（4）:1079-1090. 
2020

9 ．Asuka Morita 1, Motoshi Ouchi 1, Keitaro Satoh 2, 
Misao Terada 3, Hiroe Kon 3, Hidefumi Wakashin 4, 
Keitaro Hayashi 1, Naohiko Anzai 1 5, Kenzo Oba 
6, Akira Shimizu 7, Tomoe Fujita .Development of 
an organ bath technique for isolated rat pancreas 
preparations to assess the effect of 1,5-AG on 
insulin secretion Exp Anim.24;69（2）:127-134. 2020

10．Morio H, Reien Y, Hirayama Y, Hashimoto H, 
Anzai N. Protein kinase C activation upregulates 
human L-type amino acid transporter 2 function. J 
Physiol Sci.71（1）:11. 2021

11．Kaneko M, Reien Y, Morio H, Fukuuchi T, Kaneko 
K, Hirayama Y, Hashimoto H, Kuwata N, Mitsuya 
H, Anzai N. Effects of islatravir （4'-ethynyl-2-fluoro-
2'-deoxyadenosine or EFdA） on renal tubular cells 
and islatravir's interactions with organic anion 
transporters.J Pharmacol Sci.146（2）:82-87. 2021

12．Ando K, Sakamoto S, Saito S, Maimaiti M, 
Imamura Y, Sazuka T, Sato N, Komiya A, Anzai 
N, Ichikawa T.Prognostic Value of High-Sensitivity 
Modified Glasgow Prognostic Score in Castration-
Resistant Prostate Cancer Patients Who Received 

Docetaxel.Cancers （Basel）. 13（4）:773. 2021
13．Sato M, Harada-Shoji N, Toyohara T, Soga T, 

Itoh M, Miyashita M, Tada H, Amari M, Anzai N, 
Furumoto S, Abe T, Suzuki T, Ishida T, Sasano 
H.L-type amino acid transporter 1 is associated 
with chemoresistance in breast cancer via the 
promotion of amino acid metabolism.Sci Rep.11（1）: 
589. 2021

14．Sugiura M, Sato H, Okabe A, Fukuyo M, Mano Y, 
Shinohara KI, Rahmutulla B, Higuchi K, Maimaiti M, 
Kanesaka M, Imamura Y, Furihata T, Sakamoto 
S, Komiya A, Anzai N, Kanai Y, Luo J, Ichikawa 
T, Kaneda A.Identification of AR-V7 downstream 
genes commonly targeted by AR/AR-V7 and 
specifically targeted by AR-V7 in castration 
resistant prostate cancer.Transl Oncol.14（1）: 
100915. 2021

【雑誌論文・和文】
1 ．安西尚彦， 大内基司　臓器間ネットワーク制御：異

種細胞組織構築モデルから病態生理へ　臓器連関と
その評価系開発の必要性　腎臓生理学の視点から　
臨床薬理 51（3）：168-170，2020

【総　説】
1 ．安東賢太郎，安西尚彦【高血圧学 上－高血圧制圧

の現状と展望－】多面的研究・診療が必要な高血圧
学の現状と展望　薬学および薬理学領域における
高血圧学の現状と展望　日本臨床 78（増 1）117-122

（2020）
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．平山友里、小泉修一、安西尚彦 第 63 回日本神経化

学会大会シンポジウムにて「アストロサイト性虚血
耐性の分子メカニズム解析」を講演（Web）東京薬
科大学（2020.9.10）

2 ．安西尚彦　順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学合
同ゼミにて「尿細管トランスポーターと腎毒性発症
機序」を講演（Web）順天堂大学（2020.6.16）

3 ．安西尚彦　生理研研究会 上皮膜輸送の多様性・調
和機構を基盤とする異分野融合研究の創出　シンポ
ジウムにて「選択的 LAT1 阻害薬 JPH203 前暴露に
よるアミノ酸輸送阻害効果」を講演（Web）岐阜薬
科大学 （2020.9.4）

4 ．安西尚彦　第30回埼玉東部腎臓臨床勉強会にて「腎
臓の尿酸輸送：URAT1 revisit を講演（Web）大宮
ソニックシティ（2020.9.17）

5 ．安西尚彦　SURI フォーラム in Chiba にて「血清尿
酸値制御機序としての腎尿酸トランスポーター」講
演（Web）オークラ千葉ホテル（2020.11.6）

6 ．安西尚彦　第 51 回日本消化吸収学会総会合同シン
ポジウムにて「ヒトの尿酸代謝：腸腎連関の解明に
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向けて」講演（web）東京女子医科大学（2020.11.21）
7 ．安西尚彦　トランスポーター研究会第 5 回関東部会

にて「ポストコロナ時代の日本を生き抜こう！：大
学、学会、トランスポーター研究」講演（Web）東
京大学医学部附属病院（2020.11.21）

8 ．安西尚彦　病院マーケティングサミット 2020 【近
未来ハイスクール合同企画】シンポジウムにて「オ
ンライン授業時代の大学教育の問題点と未来展望」

（Web）（2020.12.1）
9 ．安西尚彦　病院マーケティングサミット 2020 Meet 

the president 1「ポストコロナ時代の大学再生〜ユ
ニバーシティが進化させる大学組織〜」シンポジウ
ムにて　イントロダクション（Web）（2020.12.4）

10．安西尚彦　第 94 回日本薬理学会年会　with/after
コロナ時代の薬理学教育 シンポジウムにて「今後
の薬理学教育への学会の取り組みに向けた提言」を
講演（Web）札幌コンベンションセンター（2021.3.9）

11．安西尚彦　第 126 回日本解剖学会総会・全国学術集
会 / 第 98 回日本生理学会大会　合同大会 シンポジ
ウムにて「基礎医学間における水平統合：実例と課
題」を講演（Web）名古屋大学（2021.3.28）

【学会発表数】
　国内学会　 8 学会　15 回（うち大学院生 11 回）
　国際学会　 0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．2020 年 度 武 田 科 学 振 興 財 団 医 学 系 研 究 助 成    
「ATP トランスポーター VNUT を介する脳虚血障
害保護作用のメカニズムの解明」代表者：平山友里  　
2020 年度

2 ．2020 年度アステラス病態代謝研究会研究助成「脳
虚血障害における乳酸輸送担体 MCT1 の役割の解
明」代表者：平山友里　2020 年度

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「構造活性相
関に基づく新規腎尿細管尿酸トランスポーター
MCT9 を分子標的とする創薬」代表者：安西尚彦　
2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「精子機能に重要
な SLC 輸送体研究の展開：創薬や受精能獲得機構
の解明に向けて」分担者：安西尚彦　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「膵癌に対する近
赤外線イメージングによる個別化外科治療法の開発
と創薬への応用」分担者：安西尚彦　2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「ながはまコ
ホートおよび佐渡コホートのゲノム情報解析に
よる、尿酸値関連変異の探索」分担者：安西尚彦　
2020-2022

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「抗酸化作用を介
した膵内外分泌から紐解く食品含有 1，5-AG の生
理機能」分担者：安西尚彦　2020-2022

8 ．公益財団法人痛風・尿酸財団助成金「尿酸・有機酸
トランスポーター MCT9（SLC16A9）の細胞内結合
内タンパク質同定と輸送機能制御機構解明」代表
者：安西尚彦　2020 年度

【受賞歴】
1 ．森尾花恵　第 18 回氷川フォーラム 氷川賞（2020.11.14）
【出　版】

1 ．安西尚彦　編集：エース薬理学（1 版）　南山堂　
（2020.8.1）
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研究領域等名： 診 断 病 理 学
診療科等名： 病 理 診 断 科 ／ 病 理 部

●はじめに
　診断病理学教室の研究概要：主な研究テーマは、1）悪性腫瘍における幹細胞的マーカーに立脚した研究、2）希
少疾患の外科病理学的、細胞診断学的研究、3）種々の悪性腫瘍の分子生物学的、臨床病理学的研究、4）病理デジ
タル画像の収集基盤整備である。
　病理診断科・病理部の診療・研究概要：診断病理学教室と病理診断科／病理部は一体となって、附属病院の組織
診断・細胞診断・病理解剖業務にあたっている。診断・研究に力を入れてきた分野は、呼吸器病理分野および血液
病理分野（悪性リンパ腫などの組織診断と臨床病理学的、分子病理学的研究）である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部においては、医学入門、病理学総論、病理学各論（呼吸器、循環器）、病理組織実習を担当した。実習
はバーチャルスライドを用いた病理組織実習を行っている。基礎医学ゼミ講義 4 コマ、スカラーシップ教育を
行った。病理部アドバンスト CC 各 1 週間× 28 グループを行った（新型コロナウイルス感染症流行のため一部
グループ変更あり）。
・卒後教育／生涯教育

　解剖症例の検討会：CPC（Clinico-Pathological Conference）を月に 2～4 回程度開催し、院内合同 CPC を年に
1～2 回、他科と合同で主催している。臓器別病理臨床カンファレンスを婦人科、呼吸器内科・外科、小児科・
小児外科と月 1 － 2 回程度行っている。がん診療における多職種会議であるキャンサーボードに参加し、意見交
換を行っている。がんゲノム医療連携病院としてエキスパートパネルに参加している。
・大学院教育

　修士課程講義　臨床医科学特論 90 分× 1 コマ、外科系大学院生対象の病理診断学実習を行った。

●研　究
・研究内容

　主な研究テーマは、1）悪性腫瘍における幹細胞的マーカーに立脚した研究、2）希少疾患の外科病理学的、細
胞診断学的研究、3）種々の悪性腫瘍の分子生物学的、臨床病理学的研究、4）病理デジタル画像の収集基盤整備、
である。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Hata A, Nakajima T, Matsusaka K, Fukuyo M, 

Morimoto J, Yamamoto T, Sakairi Y, Rahmutulla B, 
Ota S, Wada H, Suzuki H, Matsubara H, Yoshino I, 
Kaneda A. A low DNA methylation epigenotype in 
lung squamous cell carcinoma and its association 
with idiopathic pulmonary fibrosis and poorer 
prognosis. Int J Cancer;146（2）:388-399. 2020 Jan.

2 ．Ohshima K, Nojima S, Tahara S, Kurashige 
M, Kawasaki K, Hori Y, Taniguchi M, Yutaka 
Umakoshi Y, Okuzaki D, Wada N, Ikeda JI, 
Fukusaki E, Morii E. Serine racemase enhances 
growth of colorectal cancer by producing pyruvate 
from serine. Nat Metab;2（1）:81–96, 2020 Jan.

3 ．Kurokawa T, Nakagawa T, Matsusaka K, 
Masaki F, Mima M, Misawa K, Rahmutulla B, 
Ikeda JI, Hanazawa T, Okamoto Y, Kaneda A. 
Establishment of epigenetic markers to predict 

irradiation efficacy against oropharyngel cancer. 
Cancer Sci;111（4）:1407-1416, 2020 Apr.

4 ．Asakawa Y, Okabe A, Fukuyo M, Li W, Ikeda 
E, Mano Y, Funata S, Namba H, Fujii T, Kita 
K, Matsusaka K, Kaneda A. Epstein-Barr virus-
positive gastric cancer involves enhancer activation 
through activating transcription factor 3. Cancer 
Sci;111（5）:1818-1828, 2020 May.

5 ．Nakagawa T, Matsusaka K, Misawa K, Ota S, 
Fukuyo M, Rahmutulla B, Kunii N, Sakurai D, 
Hanazawa T, Matsubara H, Okamoto Y, Kaneda A. 
Stratification of HPV-associated and HPV-negative 
oropharyngeal squamous cell carcinomas based on 
DNA methylation epigenotypes. Int J Cancer;146

（9）:2460–2474, 2020 May.
6 ．Sata Y, Nakajima T, Fukuyo M, Matsusaka K, 

Hata A, Morimoto J, Rahmutulla B, Ito Y, Suzuki H, 
Yoshino I, Kaneda A. High expression of CXCL14 
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is a biomarker of lung adenocarcinoma with 
micropapillary pattern. Cancer Sci;111（7）:2588-2597, 
2020 Jul

7 ．Yashima S, Takaoka H, Iwahana T, Takahashi 
M, Kondo Y, Ueda H, Saito A, Ito Y, Motomura 
Y, Hiruta N, Ikeda J, Matsumiya G, Kobayashi Y. 
Coexistence of Marfan-Like Connective Tissue 
Disease with Morphologic Left Ventricular Non-
Compaction. Intern Med;59（23）:3039-3044, 2020 
Aug.

8 ．Okabe A, Huang KK, Matsusaka K, Fukuyo M, 
Xing M, Ong X, Hoshii T, Usui G, Seki M, Mano Y, 
Rahmutulla B, Kanda T, Suzuki T, Rha SY, Ushiku 
T, Fukayama M, Tan P, Kaneda A. Cross-species 
chromatin interactions drive transcriptional 
rewiring in Epstein-Barr virus-positive gastric 
adenocarcinoma. Nat Genet;52（9）:919-930, 2020 Sep.

9 ．Yamamoto Y, Matsusaka K, Fukuyo M, Rahmutulla 
B, Matsue H, Kaneda A. Higher methylation 
subtype of malignant melanoma and its correlation 
with thicker progression and worse prognosis. 
Cancer Med;9（19）:7194-7204, 2020 Oct.

10．Usui H, Sato A, Ota M, Ikeda JI, Shozu M. 
Androgenetic Complete Hydatidiform Moles With 
p57KIP2-Positive Immunostaining. Am J Clin 
Pathol;154（6）:776-783, 2020 Nov.

11．Suzuki S, Minamidate T, Shiga A, Ruike Y, 
Ishiwata K, Naito K, Ishida A, Deguchi H, Fujimoto 
M, Koide H, Tatsuno I, Ikeda JI, Yamazaki Y, 
Sasano H, Yokote K. Steroid metabolites for 
diagnosing and predicting clinicopathological 
features in cortisol-producing adrenocortical 
carcinoma. BMC Endocr Disord;20（1）:173, 2020 
Nov.

12．Ota M, Nakatani Y, Nakajima T, Hiroshima 
K, Motoi N, Yoshino I, Ikeda JI. Pulmonary 
microinvasive small cell carcinoma with extensive 
in situ component identified after photodynamic 
therapy for 'squamous cell carcinoma in situ': A 
case report. Histopathology. 2020 Nov 30.

13．Muroyama Y, Tamiya H, Tanaka G, Tanaka W, 
Huang AC, Oldridge DA, Matsusaka K, Takazawa 
Y, Jo T, Ushiku T, Nagase T. Alpha-Fetoprotein-
Producing Lung Hepatoid Adenocarcinoma with 
Brain Metastasis Treated with S-1. Case Rep 
Oncol;3（3）:1552-1559, 2020 Dec

【学会発表数】
　国内学会　21 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科研費（基盤研究 A）「食道胃腸摘出標本に対する
マルチモーダル計測による高次マクロ病理情報の獲
得と解析」分担者：池田純一郎　2020

2 ．公益財団法人篷庵社研究助成「治療標的となるがん
幹細胞の可塑性に関与する因子の検討」代表者：池
田純一郎　2020

3 ．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
「病理診断支援のための人工知能（病理診断支援 AI）
開発と統合的「AI 医療画像知」の創出」分担者：
池田純一郎　2020

4 ．科研費（基盤研究 C）「マイクロサテライト不安定性
胃癌におけるゲノム・エピゲノム異常の相互作用と
本態解明」代表者：松坂恵介　2019-2021

5 ．科研費（基盤研究 C）「呼吸器内視鏡を中核とする次
世代肺がん外科へのプレシジョン診断の確立」分担
者：太田昌幸　2020

【受賞歴】
1 ．Pathology International High Citation Award 受賞

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　病理診断科／病理部の主要な業務として組織診断・細胞診断・病理解剖があり、2020 年の検体数は、組織診
13620 件（うち術中迅速診断 689 件）、細胞診 11461 件、病理解剖 29 件であった。また、がん遺伝子パネル検査
等の遺伝子検査や治験のための未染標本作製を 528 件行った。

●地域貢献
　千葉県内の病理医不在の病院より病理解剖の依頼を受け、剖検診断およびCPCを行っている。2020年は32件行っ
た。千葉県内の臨床検査技師向けの卒後教育／生涯教育として、病理診断に関する講演を行った。
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研究領域等名： 呼吸器内科学／先端肺高血圧症医療学寄附講座／難治性呼吸器疾患・肺高血圧症研究寄附講座
診療科等名： 呼 吸 器 内 科 ／ 肺 高 血 圧 症 セ ン タ ー

●はじめに
　2020 年 2 月、COVID-19 患者を千葉大学病院で受け入れて以来、呼吸器内科坂尾誠一郎准教授が本院の「コロ
ナ診療チームリーダー」となり医局スタッフとともに、感染症内科 / 感染管理制御部・救急科 / 集中治療部・看護
部・薬剤部・リハビリテーション部ほか各中央診療部との連携を密に、経験とともに更新される「病態ステージ毎
の Covid-19 の臨床症状と治療戦略」情報を共有し治療にあたった。未知のウィルスからの感染、ヒト宿主の反応、
作用機序を考慮した治療薬の選択、重症化対策としての早期介入臨床試験の推進、ゲノム分子疫学調査はじめ世界
中に発信される最新知見に学びながらの１年であった。感染者急増時には国、千葉県からの要請に応じ、コロナ対
策本部と議論を重ね、最良の診療体制で臨めるよう努力した。
　2020 年 3 月に巽浩一郎教授が定年退任された。COVID-19 感染流行初期、感染対策に配慮し実施した最終講義
のテーマ「Inspire the Next! 研究マインドを持った呼吸器臨床」、巽教授が歩まれた道のりと後進へのメッセージ
が集約されたこのテーマを軸に、「退任記念誌」を７月に発刊した。
　2021 年 3 月 1 日、呼吸器内科第４代鈴木拓児教授が就任。
　留学されたシンシナティ大学は米国における Rare Lung Disease Consortium- 希少肺疾患のネットワーク拠点と
して、肺胞蛋白症、リンパ脈管筋腫症、ヘルマンスキー・パドラック症候群、嚢胞性線維症といった疾患の臨床及
び基礎研究に大きな役割を持つ機関であった。同学で Principle Investigator として研究従事、遺伝性肺胞蛋白症
の原因遺伝子変異の発見、バイオマーカーの同定、患者由来 iPS 細胞の樹立と病態解明、マクロファージ肺移植と
いう新規細胞治療・ゲノム編集技術の応用といった最先端の研究手法を得、成果を積まれた。『共感性、多様性、
国際性ある教室創り、研究マインドをもつ次世代の physician scientist の育成』を掲げた鈴木拓児教授が主宰する
新千葉大学呼吸器内科がスタートした。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　コロナ感染症流行下の緊急事態宣言発令をうけ、全学生のキャンパスへの入構制限、自宅待機から始まる異例
の新年度を迎えた。5月よりオンラインによるメディア授業を導入、3年次学生に「病態と診療：呼吸器ユニット」、

「症候学・診断学ユニット」「細菌学ユニット」、「臨床病態治療学：和漢診療学ユニット」講義を行った。
　スカラーシッププログラムでは「全身性疾患としての呼吸器疾患を考える・内科学の基礎を学ぶ」をテーマと
したプログラムを作成、EBM 教育を交えた指導を行い、呼吸器内科学教育への導入指導を行った。その総括と
して 3 年次学生に、稀な呼吸器疾患症例や呼吸器疾患に関する重要な論文のまとめをポスターおよび web 発表
させ、TA の大学院生・教官が指導にあたった。
　2 年次学生に医薬看合同亥鼻 IPE Step2 実習、3 年次学生に「見習い実習」を行った。3，4 年次それぞれの学
生に呼吸器チュートリアルを 2 クール、5 年次学生には臨床実習（4 週間× 11 回）を行った。
　臨床実習では Zoom、Moodle を使ったオンラインにて教育担当者と模擬臨床実習を実施した。
　千葉大学病院にて COVID-19 診療を主に担当している呼吸器内科の臨床実習では、実際に個人防護用具の着
脱を伴う COVID-19 患者対応の模擬診療を行い、また COVID-19 に対する文献をまとめた講義を実施した。そ
の後のアンケート調査では、実際の診療の一部を模擬体験することで感染予防を要する診療の負担を知り、また
講義で正確、かつ適切な情報を得ることで、COVID-19 診療への不安・緊張が軽減する可能性が示唆された。
　医学教育法の研究には引き続き積極的に取り組んでいる。
　Kasai H et al. 「The positive effect of student-oriented clinical clerkship rounds employing role-play and peer 
review on the clinical performance and professionalism of clerkship students. Med Teach. 2020;42:73-78.」
　では、クリニカルクラークシップ実習時、ロールプレイ、ピアレビューを加えることで、医学部生のプロフェッ
ショナリズムが高まり、いろいろな観点での患者ケアの重要性の認識に役立つこと考えられ、導入の効果を裏付
ける結果を得た。

「笠井大、他 クリニカルクラークシップ中の医学生における文献検索の現状と文献検索方法の講義によるリテラ
シー向上についての検討．医学教育 2020；51：389-399．」と 2 本の原著論文を公表した。医学生への学会発表・
論文指導では 6 年生が筆頭著者となる原著論文「気管支鏡検査時の鎮静法における塩酸ペチジン単独投与とミタ
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ゾラム併用の有用性の比較検討－患者満足度調査を用いた post hoc 解析」が気管支学 2021；43：103-111 に掲載
された。

【学生指導実績：学会発表と受賞一覧】
1 ．千葉大学学術研究活動賞（学長表彰）受賞：医学部 6 年生　田村有
2 ．第 117 回日本内科学会講演会（2020.8.7-9）医学生・研修医の日本内科学会ことはじめ
　　優秀演題賞：医学部 6 年生　田村有・指導教官賞：笠井大
　　「血液疾患治療後に Pleuroparenchymal fibroelastosis を発症し，気胸を繰り返しながら急速に進行した 3 例」
3 ．第 178 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関東支部学会 / 第 241 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会

（2020.9.12）医学生・初期研修医セッション
　　最優秀賞：医学部 5　馬場理紗子・優秀指導医賞：齋藤合
　　「診断に難渋した 16 歳男性の肺原発ホジキンリンパ腫の一例」
4 ．第 662 回日本内科学会関東地方会（2020.9.13）
　　医学部 5 年生　深谷拓巳
　　「胸部手術を契機に多量胸水貯留を呈した黄色爪症候群の 2 例」
・卒後教育／生涯教育

　新内科専門医制度に依る研修制度に基づき当科では 22 名の専攻医が日本専門医機構と日本内科学会の示す指
針に準拠した千葉大学附属病院「内科専門研修プログラム」研修を始めている。総合内科専門医、呼吸器内科専
門医資格取得を目標に多くのコモンディジーズを経験し、様々なプライマリ・ケアを実践できるよう研修連携施
設の指導者とともに研修指導を行っている。
　医学生・研修医の症例発表や学習の機会を設けているが、2020 年度は 6 月 12 日『COVID-19 正しい知識と経
験で挑む』を開催、千葉大学より「COVID-19 のわかっていること、いないこと　〜 Infodemic な状況で正しく
行動する秘訣〜（齋藤合・笠井大）」、国際医療福祉大学成田病院より「COVID-19 の臨床経過と胸部 CT 画像〜
県内最多受入施設および複数の臨床試験・治験の診療経験から」、君津中央病院より「COVID-19 発生期、発熱
患者にどう対応する？〜正しい情報と標準予防策で恐るるに足らず！〜」を発信した。
　第 1 派を経たばかりの時期、千葉県近域の日本呼吸器学会認定施設や千葉大学附属病院の医学部生・初期研修
医・後期研修医に向けた実践的なレクチャーとなるよう企画した本 WEB 講演には、多くの視聴者が参加した。
　年間を通し、呼吸器疾患に関する教育講演、情報交換会を千葉県医師会などと共催企画し、呼吸器病学の啓蒙・
普及に積極的に取り組み、生涯教育としている。主に WEB での開催となったが、本年も可能なかぎり間質性肺
炎、肺癌、肺循環領域での講演会を開催し、呼吸器疾患の理解を深め、地域の呼吸器診療の向上に寄与した。

【研修医指導実績：学会発表と受賞一覧】
1 ．第 177 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関東支部学会 / 第 238 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会

（2020.2.15）医学生・初期研修医セッション
　　優秀賞：初期研修医　荒野貴大
　　「遺伝性肺動脈性肺高血圧症（HPAH）の加療中に肺動静脈瘻（PAVM）の合併が明らかになった一例」
2 ．第 663 回日本内科学会関東地方会（2020.10.17）
　　初期研修医　秋元裕人
　　「巨大粘液型脂肪肉腫による悪性大静脈症候群に対して IVC ステントを留置して改善が得られた 1 例」
3 ．第 242 回日本呼吸器学会関東地方会（2020.11.21）医学生・初期研修医セッション
　　奨励賞：初期研修医　横田英博
　　「免疫正常者に発症した両側びまん性浸潤影を呈したニューモシスチス肺炎の一例」優秀賞：初期研修医 松

崎 拓哉「肺結核治療後に発症し VRCZ で改善が得られた Chrysosporium zonatum（C. zonatum）による肺
真菌症の 1 例」

4 ．第 179 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関東支部学会 / 第 243 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会
（2021.2.13）医学生・初期研修医セッション

　　最優秀賞：初期研修医　塩谷優・優秀指導医賞：勝又萌
　　「重粒子線治療後に器質化肺炎様陰影を来たした放射線肺臓炎の一例」
5 ．第 179 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関東支部学会 / 第 243 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会

（2021.2.13）医学生・初期研修医セッション
　　優秀賞：初期研修医　中村尚人
　　「肺動脈と肺静脈にシャントを有し肺内血腫を呈した気管支動脈蔓状血管腫の一例」
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6 ．荒野貴大　千葉大病院指導医評価賞（2020.3.16）
7 ．塩谷優　千葉大病院 ベスト研修医・指導医評価賞（銀賞）・看護師評価賞（銀賞）（2021.3.18）

【研修医指導実績：論文発表】
Saito M, Kasai H, Urushibara T, Maruyama K, Ikeda H, Hashimoto Y, Inoue Y, Shinozaki T. A Case of Diffuse 
Alveolar Hemorrhage Accompanied by Pneumococcal-positive Bronchial Casts. 気管支学 2020;42:408-413.
・大学院教育

　新入生 8 名を含む博士課程大学院生 30 名、修士課程大学院生 1 名、研究生 1 名が在籍した。このうち博士課
程 1 名は革新医療創生 CHIBA 卓越大学院プログラムに学んでいる。
　2020 年度、博士課程修了者 5 名に学位（医学博士）、修士過程修了者 1 名に修士号が授与された。他、乙号の
論文博士（医学博士）取得者 1 名。
　医学薬学府修士課程では、薬物療法情報学特論「呼吸器疾患における薬物療法」を、医学薬学府博士課程では、
呼吸器内科学特論、呼吸器内科学演習、呼吸器内科学実習、特別研究、発表論述方法論、臨床医科学演習、特別
実験、呼吸循環生理研究方法論を担当した。
　本年全員留学を掲げた「千葉大学グローバル人材育成戦略 “ENGINE”」がスタートした。
　当教室の大学院生の 2020 年学会発表の実績は、国際学会での筆頭演者としての発表件数は 7（共同演者とし
ての発表件数は 9）、国内学会での筆頭演者として発表件数は 8（共同演者としての発表件数は 25）であった。
COVID-19 の感染拡大の影響で、開催が中止になった、あるいは縮小された学会が多数あり、2020 年は発表の
機会に恵まれなかったことを追記する。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

学内
　普遍教育　教養展開科目 生命コア現代医療（対象全学部 1 年生）
　「肺結核と非結核性抗酸菌症」
薬学部
　疾病学 1・疾病学 2（薬学部 3 年生）、漢方治療学（薬学部薬学科 4 年生）
看護学部
　健康障害・看護 2・ナーシング・フィジカルアセスメント（看護学部 2 年生）

●研　究
・研究内容
【基礎研究】
　呼吸調節（呼吸生理・呼吸機能）といった病態生理学を楚に研究を発展させてきた当教室では、現在 分子病
態学的アプローチで肺動脈性肺高血圧症、慢性血栓塞栓性肺高血圧症、慢性閉塞性肺疾患、間質性肺疾患、急性
肺障害、広義の炎症性肺疾患などを対象に、発症機序と治療に関する研究に取り組んでいる。医学研究院 疾患
生命医学、免疫発生学、人口知能（AI）学はじめ、学内 真菌医学研究センター 呼吸器生体制御研究部門、社会
精神保健教育研究センター病態解析研究部門、学外 富山大学 和漢医薬学総合研究所研究開発部分複雑系解析分
野、かずさ DNA 研究所、筑波大学生存ダイナミクス研究センターゲノム情報生物研究室との共同研究が進み、
AI、遺伝子・RNA 解析等最先端の研究手法を導入し、再生医学にも研究領域を広げている。

【臨床研究】
　肺動脈性肺高血圧症、慢性血栓塞栓性肺高血圧症、慢性閉塞性肺疾患、間質性肺疾患、睡眠時無呼吸、胸部悪
性腫瘍（特に肺がん、胸膜中皮腫）の診断・治療に関して、新規治療法の開発を目指し、多施設共同研究にて多
数の臨床治験に参画し、臨床データの集積に努力している。
　当院放射線部、放射線科、画像診断センター、千葉大学フロンティア医工学センターとともに取り組む画像診
断に関する共同研究は多くの研究論文となっている。
　医師主導治験では AMED 採択の「レジストリを活用した慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するエドキサバンの
適応拡大のための第Ⅲ相医師主導治験」はじめ「X 線動画像に基づく肺循環障害評価法に関する研究」「肺動脈性
肺高血圧症の胸部 X 線画像検査診断を支援する AI ソフトウェアの開発研究」「気管支肺胞洗浄の危険性探索と
バルーンカテーテルを用いた気管支肺胞洗浄法の開発」など、医療機器開発・創薬事業に関わる研究課題に複数
取り組んでいる。また、がん領域では多数の多施設共同の特定臨床研究、医師主導臨床研究に参加、新規治療の
開発に努力している。とくに最新の治療薬である「免疫チェックポイント阻害薬の免疫介在性有害事象、その危
険因子の同定と病態解明」はがん免疫療法の進歩を支持する研究として文科研費を得て進めている。
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　2020 年、COVID-19 診療に関わる研究「新型コロナウイルス肺炎の非挿管患者における腹臥位療法の安全性
を検討する前向き介入研究」、日本呼吸器学会主導多施設共同研究「COVID-19 後遺症に関する実態調査（中等
症以上対象）」、東京大学との共同研究「肺炎を有する新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者を対象とし
たファビピラビルとナファモスタットメシル酸塩の併用療法の有効性及び安全性を検討する多施設共同単盲検ラ
ンダム化比較試験」には、医療界のみならず社会的にも大きな意義・影響力があるため、スピード感を持って取
り組んだ。
研究テーマ：
・肺高血圧症の病態解析と治療戦略に関する研究
・肺血栓塞栓症の慢性化機序・病態解析・治療戦略に関する研究
・急性肺障害の発症機序・修復機転に関する研究
・びまん性肺疾患の病態および治療戦略に関する研究
・肺胞蛋白症（PAP）に対する GM-CSF 吸入療法
・慢性閉塞性肺疾患の病態解析と治療戦略に関する研究
・呼吸を科学する呼吸調節研究
・睡眠時無呼吸と動脈硬化の関係に関する研究、睡眠と低換気の関係に関する研究
・肺がんおよび悪性胸膜中皮腫の治療
・古くて新しい医学教育
・呼吸器感染症の基礎的・臨床的検討
・気管支鏡検査時の安全性の確保および臨床応用

【海外留学】
　University of Toronto, University Health Network （UHN）, Toronto General Hospital（Canada）Amsterdam 
University Medical Center（Netherland）
　Universite Laval（Canada）に教室員が留学中である。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Suda R, Tanabe N, Terada J, Naito A, Kasai H, 

Nishimura R, Sanada TJ, Sugiura T, Sakao S, 
Tatsumi K. Pulmonary hypertension with a low 
cardiac index requires a higher PaO2 level to avoid 
tissue hypoxia. Respirology. 2020;25:97-103. 

2 ．Takeyasu R, Tamura Y, Abe K, Goda A, Satoh 
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Tatsumi K.  Psychometric validation of a Japanese 
version of the emPHasis-10 questionnaire, a 
patient-reported outcome measure for pulmonary 
hypertension –Multicenter study in Japan–. Circ 
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発表は除く）】
1 ．第 10 回茨城県央・県北肺癌研究会（2020.1.9　水戸）
　　岩澤俊一郎．がんと血栓－これからの基礎知識－．
2 ．第 1406 回千葉医学会例会 / 第 19 回呼吸器内科例会

（2020.1.13　千葉）
　　巽浩一郎．教育講演 1：COPD の病態と治療戦略．
3 ．第 1406 回千葉医学会例会 / 第 19 回呼吸器内科例会

（2020.1.13　千葉）
　　巽浩一郎．教育講演 2：気管支喘息における Type2

炎症．
4 ．第 1406 回千葉医学会例会 / 第 19 回呼吸器内科例会

（2020.1.13　千葉）
　　巽浩一郎．特別シンポジウム：2019 IPF のトピッ

クス．
5 ．第 1406 回千葉医学会例会 / 第 19 回呼吸器内科例会

（2020.1.13　千葉）
　　安部光洋．特別シンポジウム：IPF 診療の実際と課

題～間質性肺炎外来で見えてきたもの～．
6 ．第 1406 回千葉医学会例会 / 第 19 回呼吸器内科例会

（2020.1.13　千葉）
　　吉岡慶一朗．特別シンポジウム：サルコイドーシス

最近の知見．
7 ．癌と静脈血栓塞栓症を考える会（2020.1.17　熊本）
　　岩澤俊一郎．がんと血栓－これからの基礎知識－．
8 ．Cancer VTE 講演会 in 大網（2020.1.20　大網白里）
　　岩澤俊一郎．がんと血栓－これからの基礎知識－．
9 ．Chiba Practical Conference on Respiratory system 

tumor by Web（2020.1.22　千葉）
　　岩澤俊一郎．EGFR-TKI の選択と、その後の、ICI

をふくめた治療戦略は？．
10．Breast Cancer Symposium in Chiba（2020.1.23　 千

葉）
　　岩澤俊一郎．irAE と適切におつきあいするために

－他がん腫での現状から－．
11．九十九里がん治療セミナー（2020.1.24　山武）
　　岩澤俊一郎．がんと血栓－これからの基礎知識－．
12．Lilly Breast Cancer Web Conference（2020.1.28　千

葉）
　　岩澤俊一郎．間質性肺炎とはなにか？－抗がん薬に

よる肺障害とその対応－．
13．睡眠時無呼吸症候群ラウンドテーブルミーティング

（2020.1.29　千葉）
　　寺田二郎．いびきに潜む睡眠時無呼吸症候群の診断

と治療～地域クリニックと専門施設との連携～．
14．長崎肺がん病病連携講演会（2020.1.29　長崎）
　　岩澤俊一郎．PACIFIC study から Practice へ イミ

フィンジ活用のために．
15．フ ァ イ ザ ー PH イ ン タ ー ネ ッ ト シ ン ポ ジ ウ ム

（2020.1.30　千葉）
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　　巽浩一郎．ガイドラインから考える肺高血圧症． 
指定難病　肺動脈性肺高血圧症の申請を踏まえて．

16．第 6 回肺癌診断コンソーシアム（2020.1.31　千葉）
　　岩澤俊一郎．本当に直近に加わった新規治療の使い

どころ．
17．Lilly Breast Cancer Web Conference（2020.2.5　 千

葉）
　　岩澤俊一郎．間質性肺炎とはなにか？－抗がん薬に

よる肺障害とその対応－．
18．千葉肺高血圧症セミナー（2020.2.8　千葉）
　　巽浩一郎．ガイドラインから考える肺高血圧症
19．千葉肺高血圧症セミナー（2020.2.8　千葉）
　　田邉信宏．呼吸器疾患に合併した肺動脈性肺高血圧

症の治療と済生会習志野病院肺高血圧症センターの
現況．

20．オプジーボ WEB ライブセミナー（2020.2.10　東京）
　　岩澤俊一郎．ICI mono， combo －分かってきたこ

と 分からないこと－．
21．神戸肺高血圧症講演会（2020.2.14　神戸）
　　田邉信宏．肺動脈性肺高血圧症の診断と治療 ～千

葉大学の症例を踏まえて～．
22．旭川肺高血圧症講演会（2020.2.14　旭川）
　　坂尾誠一郎．肺高血圧症：病態の理解から実臨床ま

で．
23．大鵬薬品工業株式会社社内研修会（2020.2.18　千葉）
　　岩澤俊一郎．肺癌化学療法について．
24．第 491 回富士宮市医師会学術講演会（2020.2.20　富

士宮）
　　巽浩一郎．喘息合併 COPD の診断と治療．
25．京都漢方医学研究会 2019 年度特別講演会（2020.2.22　 

京都）
　　巽浩一郎．日常臨床で役立つ実践漢方治療．
26．オプスミット Web セミナー（2020.4.7）
　　坂尾誠一郎．検証！肺動脈性肺高血圧症治療の今．
27．バイエル WEB カンファレンス（2020.5.14）
　　巽浩一郎．パンドラの箱から脱出した COVID-19 

胸部 CT の有用性と早期治療介入の可能性．
28．新潟県肺高血圧症講演会（2020.5.26　Web 開催）
　　坂尾誠一郎．肺高血圧症：病態の理解から実臨床ま

で．
29．千葉 COPD オンラインセミナー（2020. 6. 3　Web 開催）
　　伊狩潤．今日から使える COPD 治療法 ～そうだっ

たんだトリプル製剤～．
30．プライマリケアにおける肺高血圧症 Web セミナー

（2020.6.3）
　　坂尾誠一郎．肺高血圧症：病態の理解から実臨床ま

で．
31．千 葉 Respiratory Online meeting（2020.6.24　Web

開催）
　　伊狩潤．COPD 最近のトピックスと今後の展望～

トリプル製剤はどう使う～．
32．肺癌診断コンソーシアム第 7 回定例会（2020.7.3　Web

開催）
　　寺田二郎．国際医療福祉大学成田病院における

COVID-19 の診療について．
33．肺癌診断コンソーシアム第 7 回定例会（2020.7.3　Web

開催）
　　岩澤俊一郎．COVID-19 と “ がん ” いまある知見か

ら、どのように対応すればよいか．
34．第 20 回関東肺移植研究会（2020.7.3　Web 開催）
　　北原慎介，岡谷匡，関根亜由美，川﨑剛，重田文子，

稲毛輝長，和田啓伸，鈴木秀海，吉野一郎．特発性
肺動脈性肺高血圧症の一例．

35．COVID-19 情勢下の肺癌診療に関する WEB 講演会
（2020.7.10）

　　岩澤俊一郎．COVID-19 下での肺癌治療を考える 
～各学会からのリコメンデーションを踏まえて～．

36．第 26 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会
（2020.7.18-19　Web 開催）

　　稲垣武，寺田二郎，田邉信宏，須田理香，重田文子，
川田奈緒子，杉浦寿彦，坂尾誠一郎，巽浩一郎，村
田淳．シンポジウム：肺高血圧症に対する適切な運
動療法．

37．アストラゼネカ株式会社社内研修会（2020.7.24）
　　伊狩潤．難治性喘息について．
38．第 5 回 Chiba Practical Conference on Respiratory 

system tumor by Web（2020.7.29）
　　岩澤俊一郎．肺がんか？そうでないのか？多重がん

なのか？転移なのか？正しい診断を求めるために．
39．千葉県オフェブ PF-ILD 適応追加記念 Web 講演会

（2020.7.31）
　　安部光洋．進行性線維化を伴う間質性肺疾患

（PF-ILD）の概念と治療の変化．
40．第 94 回日本感染症学会総会・学術講演会（2020.8.19-

21　東京・Web 開催）
　　巽浩一郎．教育講演 13：漢方薬の感染症に対する

効果．
41．日本新薬株式会社社内研修会（2020.8.20　千葉）
　　関根亜由美．千葉大学での PH 診療～紹介から確定

診断まで～．
42．第 1 回 irAE を考える会 in 福島（2020.8.21　福島・

Web）
　　岩澤俊一郎．irAE と適切におつきあいするために 

－他がん腫での現状から－．
43．協和キリン株式会社社内研修会（2020.8.25　Web 開

催）
　　岩澤俊一郎．Standards & Guidelines Under COVID-19
44．AZ Online Meeting 新型コロナウイルスとの共存を

どうするか（2020.8.27）
　　伊狩潤．そうだったのか ACO、COPD トリプル治
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療～ COVID-19 流行下の話題も含めて～．
45．ヤンセンファーマ株式会社社内レクチャー（2020.9.2　

Web 開催）
　　杉浦寿彦．当院での肺高血圧診療の実際
46．アストラゼネカ株式会社社員教育企画（2020.9.4　千

葉）
　　岩澤俊一郎．小細胞肺癌治療における変遷．
47．Kampo Web Seminar 横浜（2020.9.9）
　　巽浩一郎．感染症と漢方．
48．バイエル薬品株式会社社内勉強会（2020.9.9　千葉）
　　杉浦寿彦．COVID-19 と血栓症．
49．I-0 Professional Seminar（2020.9.13　Web 配信）
　　岩澤俊一郎．間質性肺障害 適切におつきあいする

ために．
50．BRZ1 周年記念講演会（2020.9.14　Web 開催）
　　伊狩潤．今日から使える COPD 治療法～そうだっ

たんだトリプル製剤～．
51．Breast Cancer Web Seminar（2020.9.14）
　　岩澤俊一郎．長期生存が得られる時代の支持療法－  

嘔気・末梢神経障害への適切な対応とは？．
52．With COVID-19 WEB symposium －肺塞栓症－
　　（2020.9.16）
　　杉浦寿彦．COVID-19 と肺塞栓症．
53．ヤンセンファーマ株式会社社内レクチャー（2020.9.17　

Web 開催）
　　重田文子．肺高血圧症診療の実際～難病に対して私

達のできること～．
54．Lung Cancer Conference in Western Saitama

（2020.9.18　Web 開催）
　　岩澤俊一郎．EGFR 変異陽性非小細胞がんの 1st 

line は一択か？．
55．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　

Web 開催）
　　坂尾誠一郎，川﨑剛，三輪秀樹，巽浩一郎，加藤史

照，西村倫太郎．シンポジウム（S9-2）：肺血管リモ
デリングと肺動脈性肺高血圧症：病態機序の解明を
目指して．

56．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　坂尾誠一郎，猪狩英俊．緊急企画（HT-5）：肺の微
小血栓の存在とその臨床．

57．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　坂尾誠一郎．ランチョンセミナー（LS18）：COPD は肺血
管も壊れるんです！－ COPD と肺高血圧症－．

58．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　坂尾誠一郎．コーヒーブレイクセミナー（CS10）：間質性
肺疾患と肺高血圧症 / 肺動脈性肺高血圧症， そして
膠原病－アンメットニーズは解決できるか－．

59．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　猪狩英俊．教育講演（EL18）：低蔓延化時代の結核
の治療， 診断， ガイドライン．

60．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　寺田二郎．会長企画シンポジウム（PS1-4）：肺胞低
換気症候群．

61．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　重田文子，田邉信宏，寺田二郎，坂尾誠一郎，巽浩
一郎．共同企画（日本呼吸器外科学会）（JP4-3）：肺
高血圧症患者のブリッジング　先を見据えた移植登
録から移植までの管理．

62．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　伊狩潤．コーヒーブレイクセミナー（CS8-2）：肺
線維芽細胞組織修復機構における receptor for 
advanced glycation end-products（RAGE）の役割．

63．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　岩澤俊一郎．若手シンポジウム（YIS5-1）：抗がん薬
治療と循環器合併症．

64．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　安部光洋，津島健司，吉岡慶一朗，酒寄雅史，平澤
康孝，川﨑剛，伊狩潤，寺田二郎，巽浩一郎．ミニ
シンポジウム（MS91）：抗線維化薬投与中の特発性
肺線維症急性増悪の検討～ピルフェニドンとニンテ
ダニブの比較～．

65．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　肺胞蛋白症 GMCSF 吸入製剤多施設共同二重盲検
比較試験（PAGE）研究班：小田未来，石井晴之，北
村信隆，鈴木雅，大河内眞也，高田俊範，巽浩一郎，
泉信有，三上礼子，山口悦郎，井上義一，新井徹， 
半田知宏，富井啓介，江田良輔，森本浩之輔，田中
健之，赤坂圭一，坂上拓郎，田中崇裕，田澤立之，
中田光．ミニシンポジウム（MS96）：自己免疫性肺
胞蛋白症における CT 値測定による定量的評価の解
析．

66．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会（2020.9.20-22　
Web 開催）

　　PAGE 試験スタディグループ：田澤立之，上田隆
宏，安部光洋，巽浩一郎，江田良輔，近藤正太郎，
森本浩之輔，田中健之，山口悦郎，高橋歩，小田未
来，石井晴之，泉信有，杉山温人，中川淳，富井啓
介，鈴木雅，今野哲，大河内眞也，東出直樹，半田
知宏，平井豊博，井上義一，新井徹，朝川勝明，坂
上拓郎，橋本淳史，田中崇裕，高田俊範，三上礼子，



― 63 ―

北村信隆，中田光．ミニシンポジウム（MS98）：肺
胞蛋白症に対する GM-CSF 吸入の多施設共同医師
主導治験（PAGE 試験）．

67．呼吸器疾患勉強会 ～ COVID-19 の現状と喘息治療
の最前線～（2020.9.25　千葉）

　　巽浩一郎．喘息治療を考える．
68．呼吸器疾患勉強会～ COVID-19 の現状と喘息治療

の最前線～（2020.9.25　千葉）
　　伊狩潤．喘息治療における LAMA の位置付け．
69．呼吸器疾患勉強会～ COVID-19 の現状と喘息治療

の最前線～（2020.9.25　千葉）
　　 齋 藤 合． 臨 床 医 と し て 冷 静 に な っ て 考 え る

COVID-19．
70．千葉 irAE セミナー on ZOOM（2020.9.26　Web 開催）
　　岩澤俊一郎．ICI と間質性肺疾患〜その基礎知識〜．
71．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　

Web 開催）
　　坂尾誠一郎．シンポジウム．The thrombus organization 

process of CTEPH in representative European and 
Japanese patients．

72．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　坂尾誠一郎．シンポジウム．肺高血圧症は必要悪
か？－低酸素性肺血管攣縮から IPF-PH の病態にせ
まる－．

73．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　坂尾誠一郎．Pro/Con．PVOD は 1 群とは異なる 1’
群である．

74．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　重田文子．会長特別企画．肺高血圧症の未来を拓く 
Part II．

75．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　須田理香．教育講演．日常診療における肺高血圧症
PRO 指標の活用方法．

76．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　須田理香．シンポジウム．呼吸器疾患に伴う肺高血
圧症における肺血管拡張薬有効例の特徴．

77．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　須田理香．奨励賞受賞講演．組織低酸素を防ぐため
の肺高血圧症酸素療法に関する検討．

78．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　
Web 開催）

　　西村倫太郎．奨励賞受賞講演．肺高血圧症モデルに
おける肺血管内皮細胞の増殖能・形質変化の解析．

79．第 5 回 日 本 肺 高 血 圧・ 肺 循 環 学 会（2020.9.26-27　

Web 開催）
　　寺田二郎．第 2 回肺高血圧診断スキルアップセミ

ナー．特徴的なすりガラス影を示し、脳死肺移植に
より最終診断に至った難治性肺高血圧症の一例．

80．第 37 回西横浜喘息・COPD 懇話会（2020.10.1　横
浜・Web 開催）

　　伊狩潤．今日から使える COPD 治療法～そうだっ
たんだトリプル製剤～．

81．第 79 回日本癌学会学術総会（2020.10.1-3　広島）
　　下村巌，熊崎実南，多田裕司，巽浩一郎，落谷孝

広，山本雄介．シンポジウム（S16-6）：KRAS 変異
肺がんにおける小胞体ストレス誘導を介した新規治
療開発．Selective Targeting to KRAS-driven Lung 
Tumorigenesis via Unresolved ER stress．

82．大鵬薬品工業株式会社社内研修会（2020.10.6　Web
配信）

　　伊狩潤．気管支喘息診療 UP-TO-DATE．
83．Lung Cancer Symposium in North Chiba（2020.10.8）
　　寺田二郎．COVID-19 と肺がん診療．
84．COVID-19 Online Conference in Choushi（2020.10.8　

Web 開催）
　　伊狩潤．そういうことだったんだ COPD ACO ～ト

リプル製剤はどう使う～．
85．Lung Cancer National Web Symposium2020

（2020.10.10　Web 開催）
　　 岩 澤 俊 一 郎．EGFRm+ の 切 除 不 能 ま た は 再 発

NSCLC 患者に対してどのような EGFR-TKI を使う
べきか．

86．オプスミット ®Web セミナー（2020.10.16）
　　坂尾誠一郎．検証！肺動脈性肺高血圧症治療の今．
87．山形非小細胞肺癌カンファレンス（2020.10.16　Web

開催）
　　岩澤俊一郎．PACIFIC レジメンによる根治治療へ

の期待．
88．Janssen PAH Virtual Month（2020.10.19　Web 開

催）
　　田邉信宏．PAH 治療～最近の動向～．
89．大鵬薬品工業株式会社社内研修会（2020.10.20）
　　寺田二郎．睡眠時無呼吸症候群．
90．大分肺高血圧症講演会（2020.10.22　Web 開催）
　　重田文子．呼吸器内科医の立場からの肺高血圧症診

療．
91． 呼 吸 器 疾 患 診 療 連 携（ パ ー ト ナ リ ン グ ）の 会

（2020.10.23　Web 開催）
　　伊狩潤． 難治性喘息治療に関する最新の話題

~COVID-19 下の呼吸器疾患管理 ~．
92．第 58 回日本癌治療学会学術集会（2020.10.23　京都）
　　岩澤俊一郎．宿命としての irAE －適切にお付き合

いするためには－．
93．第 8 回埼玉県北部肺癌研究会（2020.10.23　Web 開
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催）
　　岩澤俊一郎．切除不能 III 期進行 EGFR 変異陽性肺

がんの治療を “ 現実的 ” に考えてみる．
94．Chiba COPD Summit 2020（2020.10.24　千葉，Web

配信）
　　巽浩一郎．It’s Time To Revise COPD Treatment 

Algorithm ～ Beyond Border ～．
95．グラクソ・スミスクライン株式会社 臨床専門医に

よる MR 勉強会（2020.10.26　Web 配信）
　　伊狩潤．COPD・喘息診療のコツ．
96．浜松肺高血圧症講演会（2020.10.28　浜松，Web 配

信）
　　杉浦寿彦．呼吸器内科医が診る肺高血圧症．
97．相模原呼吸器疾患セミナー（2020.10.28　Web 開催）
　　岩澤俊一郎．大海に乗り出した肺がん免疫療法．
98．AstraZeneca On-line Seminar for Lung Cancer

（2020.10.29　Web 配信）
　　岩澤俊一郎．大海に乗り出した小細胞肺がん～

with COVID-19 も考えながら～．
99．郡山医師会学術 Web 講演会（2020.10.30）
　　巽浩一郎．感染症と漢方．
100．Lung Cancer Young Expert Meeting 2020

（2020.10.30　Web 開催）
　　齋藤合．化学療法の歴史から考える高齢者肺癌～な

ぜ高齢者に配慮が必要なのか、どう考えればよいの
か～．

101．印旛市郡オンライン医療連携会（2020.11.4　Web 開
催）

　　伊狩潤．そういうことだったんだ COPD ACO ～ト
リプル製剤はどう使う？～．

102．Hematologic Cancer Expert WEB Meeting
（2020.11.6）

　　岩澤俊一郎．長期生存が得られる時代の支持療法－
嘔気・末梢神経障害への適切な対応とは？－．

103．冬場に役立つ実践漢方セミナー東京（2020.11.9　千
葉）

　　巽浩一郎．呼吸器領域における漢方薬の有用性～感
染症・感冒・咳嗽を中心に～．

104．サノフィ株式会社社内研修会（2020.11.10　Web）
　　伊狩潤．難治性喘息治療に関する最新の話題　バイ

オ製剤の使い方．
105．第 61 回日本肺癌学会学術集会（2020.11.12-14　岡山，　

Web 開催）
　　岩澤俊一郎．ワークショップ（WS20-1）：PS 不良症

例に対する薬物療法～細胞障害性抗がん剤の観点か
ら～．

106．PLATINUM Forum（2020.11.15　Web 配信）
　　伊狩潤．喘息治療における LAMA の位置付け．
107．リウマチ・PAH Bridging Seminar（2020.11.18　Web

配信）

　　巽浩一郎．膠原病の肺合併症を含む間質性肺炎～肺
高血圧症スペクトラム

108．リウマチ・PAH Bridging Seminar（2020.11.18　Web
配信）

　　田邉信宏．PAH 治療における諸問題．
109．エリキュースVTE エリア WEB セミナー（2020.11.18）
　　岩澤俊一郎．がんと血栓　そのエビデンスと標準治

療．
110．COVID-19 Online Conference in 旭・匝瑳（2020.11. 

19　Web 開催）
　　伊狩潤．そういうことだったんだ ACO ～トリプル

製剤はどう使う～．
111．日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社社内講演

会（2020.11.19　Web 配信）
　　川﨑剛．肺線維症の予後・効果予測因子研究最前

線．
112．埼玉西部産婦人科血栓塞栓症研究会 WEB セミナー

（2020.11.20　Web 開催）
　　杉浦寿彦．静脈血栓塞栓症の最新療法について－肺

動静脈に対するカテーテル治療も交えて－．
113．リウマチ・膠原病カンファレンス in 岡山 2020

（2020.11.21　Web 開催）
　　巽浩一郎．肺血管障害を伴う間質性肺疾患の病態生

理から分子病態．
114．バイエル薬品株式会社社内勉強会（2020.11.24　千

葉）
　　重田文子．千葉大学における肺高血圧症診療～難病

に対して私達ができること～．
115．第 2 回 WEB 講演会（2020.11.25）
　　杉浦寿彦．悪性大静脈症候群～当院での院内連

携～．
116．喘息フォーラム 2020 千葉（2020.11.26　千葉）
　　伊狩潤．喘息治療を成功させるためのデバイス選

択．
117．第 21 回関東肺移植研究会（2020.11.27　Web 開催）
　　川目千晶，川﨑剛，坂尾誠一郎，稲毛輝長，和田啓

伸，鈴木秀海，中島崇裕，吉野一郎．Hermansky-
Pudlak 症候群に伴う進行性線維化性間質性肺炎．

118．Web Seminar ～脳卒中と COVID-19～（2020.11.27）
杉浦寿彦．COVID-19 と血栓症．

119．多摩乳がんチーム医療ワークショップ（2020.11.28　
Web 開催）

　　岩澤俊一郎．irAE と適切にお付き合いするために
は ～他がん種での原状から～．

120．Scientific Exchange Meeting in Tochigi（2020.12.1　
Web 開催）

　　巽浩一郎．COPD の病態と治療戦略．
121．第 6 回 Chiba PCR by Web（2020.12.2）
　　岩澤俊一郎．がんゲノム医療ってなんだ？ 検査法

まで適応を考えなければならない時代に．
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122．第 6 回 Chiba PCR by Web（2020.12.2）
　　齋藤合．千葉県でドライバー遺伝子を持つ患者さん

に最適な治療をとどけるために～希少 ROS1 融合遺
伝子の検出から考える～．

123．呼吸器病薬連携セミナー A（2020.12.4　Web 配信）
　　安部光洋．間質性肺炎診療の実際と服薬指導のポイ

ント～治療継続率を上げるために～．
124．Lung Cancer Precision Medicine Online Forum in 

Chiba（2020.12.4）
　　鹿野幸平．NGS における検体採取のポイント．
125．PH Expert Seminar in TOKYO（2020.12.5　品川）
　　須田理香．特発性肺線維症加療中に肺高血圧を発症

した症例．
126．呼吸器漢方セミナー名古屋（2020.12.5　Web 配信）
　　巽浩一郎．日常診療で役立つ実践漢方治療～感染

症・感冒・咳嗽を中心に～．
127．GSK 重症喘息 Web セミナー（2020.12.07）
　　伊狩潤．重症喘息の治療戦略とメポリズマブの位置

づけ．
128．虎の門病院 地域連携講演会（2020.12.8　Web 配信）
　　巽浩一郎．日常臨床で役立つ実践漢方治療．
129．PAH Web Seminar（2020.12.10）
　　重田文子．呼吸器内科医の立場からの肺高血圧症診

療．
130．呼吸器病薬連携セミナー B（2020.12.11　Web 配信）
　　安部光洋．間質性肺炎診療の実際と服薬指導のポイ

ント～治療継続率を上げるために～．
131．日本新薬株式会社社内研修会（2020.12.16　千葉）
　　杉浦寿彦．新型コロナ禍での PH 診療について．
132．令和 2 年度（2020 年度）難治性疾患政策研究事業 難

治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 第
二回班会議（2020.12.8）

　　寺田二郎．睡眠時無呼吸外来診療における肺胞低換
気症候群 / 睡眠関連低換気障害について～ PSG 検
査連続 212 例における日中覚醒時動脈血液ガス・夜
間経皮 CO2 モニタリング評価 - 単施設解析～．

133．NS Web カンファレンス（2020.12.18）
　　重田文子．原因不明の息切れに潜む肺動脈性肺高血

圧～早期発見で患者さんを救いましょう～．
【学会発表数】
　国内学会　11 学会　142 回（うち大学院生 30 回）
　国際学会　 4 学会　 64 回（うち大学院生 15 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働省科学研究費「難治性呼吸器疾患・肺高血
圧症に関する調査研究」分担者（補助事業者）：巽浩
一郎　2020－2022

2 ．厚生労働省科学研究費「難治性呼吸器疾患・肺高血
圧症に関する調査研究」分担者：田邉信宏　2020
－2022

3 ．厚生労働省科学研究費「難治性呼吸器疾患・肺高血

圧症に関する調査研究」分担者：坂尾誠一郎　2020
－2022

4 ．厚生労働省科学研究費「難治性呼吸器疾患・肺高血
圧症に関する調査研究」分担者：寺田二郎　2020
－2022

5 ．厚生労働省科学研究費「難治性呼吸器疾患・肺高血
圧症に関する調査研究」分担者：杉浦寿彦　2020
－2022

6 ．日本医療研究開発機構研究費「薬剤性間質性肺炎・
重症薬疹に関するバイオマーカー候補の適格性確認
と規制要件案の作成に関する研究」分担者：巽浩一
郎　2020－2022

7 ．日本医療研究開発機構研究費「薬剤性間質性肺炎・
重症薬疹に関するバイオマーカー候補の適格性確認
と規制要件案の作成に関する研究」分担者：安部光
洋　2020－2022

8 ．日本医療研究開発機構研究費「慢性血栓塞栓性肺高
血圧症に対する肺動脈バルーン形成術の有効性と安
全性に関する研究」分担者：巽浩一郎　2020-2022

9 ．日本医療研究開発機構研究費「全国患者レジストリ
Japan PH Registry のデータを利活用し肺動脈性肺
高血圧症に対する Precision Medicine を実施するた
めのコンセプト策定研究」分担者：巽浩一郎　2020

10．日本医療研究開発機構研究費「慢性血栓塞栓性肺高
血圧症に関する多施設共同レジストリ研究」分担
者：巽浩一郎　2018－2021

11．日本医療研究開発機構研究費「レジストリを活用し
た慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するエドキサバン
の適応拡大のための第Ⅲ相医師主導治験」分担者：
巽浩一郎　2020－2023

12．文部科学省科学研究費基盤（B）「GFP 発現ラットに
よる肺移植および骨髄移植技術を用いた肺高血圧症
の包括的研究」代表者：坂尾誠一郎　2019－2021

13．文部科学省科学研究費基盤（B）「GFP 発現ラットに
よる肺移植および骨髄移植技術を用いた肺高血圧症
の包括的研究」分担者：西村倫太郎　2019－2020

14．文部科学省科学研究費基盤（B）「GFP 発現ラットに
よる肺移植および骨髄移植技術を用いた肺高血圧症
の包括的研究」分担者：三輪秀樹　2019－2020

15．文部科学省科学研究費基盤（C）「好中球 NETs に着
目した慢性閉塞性肺疾患の病態解明」代表者：伊狩
潤　2020-2022

16．文部科学省科学研究費基盤（C）「腸内細菌叢の変容
が肺高血圧症の病態に関与する機序の解明と臨床応
用のシーズ探索」代表者：田邉信宏　2020－2022

17．文部科学省科学研究費基盤（C）「腸内細菌叢の変容
が肺高血圧症の病態に関与する機序の解明と臨床応
用のシーズ探索」分担者：重城喬行　2020－2022

18．文部科学省科学研究費基盤（C）「肺動脈性肺高血圧
症における組織常在マクロファージの役割と治療応
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用」代表者：重田文子　2019－2022
19．文部科学省科学研究費基盤（C）「肺動脈性肺高血圧

症における組織常在マクロファージの役割と治療応
用」分担者：巽浩一郎　2019－2022

20．文部科学省科学研究費基盤（C）「肺動脈性肺高血圧
症における組織常在マクロファージの役割と治療応
用」分担者：坂尾誠一郎　2019－2022

21．文部科学省科学研究費基盤（C）「AlphaLISA 法によ
る免疫介在性有害事象に特異的な自己抗体の探索」
代表者：岩澤俊一郎　2019－2021

22．文部科学省科学研究費基盤（C）「自己抗体マーカー
による睡眠時無呼吸症候群の脳梗塞・心筋梗塞発
症予測とモニタリング」代表者：寺田二郎　2019
－2023

23．文部科学省科学研究費基盤（C）「慢性閉塞性肺疾患
における呼気ガス分析を用いた診断システムの探
索」代表者：川田奈緒子　2019－2021

24．文部科学省科学研究費若手「CTEPH 血管リモデリ
ングの病態解明から新規治療へ；血管内皮細胞に着
眼して」代表者：須田理香　2018－2021

25．文部科学省科学研究費若手「CD26/DPP-4 を介した
難治性呼吸器疾患の新規治療戦略」代表者：川﨑剛　
2019－2021

26．文部科学省科学研究費若手「気管支肺胞洗浄の危険
性探索とバルーンカテーテルを用いた気管支肺胞洗
浄法の開発」代表者：安部光洋　2019－2021

27．文部科学省科学研究費若手「重症肺高血圧症モデル
マウスにおける内皮血球転換と肺血管リモデリング
機構の解明」代表者：関根亜由美　2019－2022

28．文部科学省科学研究費若手「難治性肺動脈性肺高血
圧症と骨髄由来細胞に関連はあるか？」代表者：三
輪秀樹　2019－2020

29．文部科学省科学研究費研究活動スタート支援「塩化
鉄誘導肺線維症モデルにおけるマクロファージ・中
皮細胞を標的とした病態成立機構」代表者：見上英
樹　2020－2021

30．コニカミノルタ株式会社　共同研究費「X 線動画像
に基づく肺循環障害評価法に関する研究」代表者：
坂尾誠一郎　2019－2022

31．コニカミノルタ株式会社　共同研究費「X 線動画像
に基づく肺循環障害評価法に関する研究」分担者：
杉浦寿彦　2019－2022

32．MSD 生命科学財団海外留学助成金「三次元血栓モ
デルを用いた慢性血栓塞栓性肺高血圧症の内皮細
胞・血小板の機能異常解析および病態機序解明」代
表者：重城喬行　2019－2020

33．宇部興産㈱　共同研究費「新規培養細胞とその応用
に関する研究」代表者：川﨑剛　2019－2021

34．MSD 生命科学財団海外留学助成金「三次元血栓モ
デルを用いた慢性血栓塞栓性肺高血圧症の内皮細
胞・血小板の機能異常解析および病態機序解明」代
表者：重城喬行　2019－2020

35．GSK ジャパン研究助成金「CD26/DPP4 を介した間
質性肺疾患の新規治療戦略」代表者：川﨑剛　2019
－2020

36．ちば県民保健予防基金助成金「ヒト肺検体を用いた
難治性呼吸器疾患の発症予防策の検討」代表者：川
﨑剛　2020

37．ちば県民保健予防基金助成金「間質性肺炎の認知度
調査と認知度向上に向けた啓発活動」代表者：安部
光洋　2020

38．上原記念生命科学財団研究奨励金「肺高血圧症疾患
モデルにおける内皮血球転換機構の解明」代表者：
関根亜由美　2020

39．亥鼻奨学金「間質性肺炎患者の周術期リスク因子の
探索研究」代表者：安部光洋　2020

【受賞歴】
1 ．伊狩潤．日本呼吸器学会学術講演会 2016 年度グラ

クソ・スミスクラインジャパン研究助成呼吸器疾
患分野最優秀賞「肺線維芽細胞組織修復機構にお
ける receptor for advanced glycation end-products

（RAGE）の役割．」．
2 ．須田理香．2020 年度 日本肺高血圧・肺循環学会 学

会奨励賞（臨床研究賞）
　　組織低酸素を防ぐための肺高血圧症酸素療法に関す

る検討
3 ．西村倫太郎．2020 年度 日本肺高血圧・肺循環学会 

学会奨励賞（基礎研究賞）
　　「肺高血圧症モデルにおける肺血管内皮細胞の増殖

能・形質転換の解析」
4 ．今井俊．第 12 回呼吸機能イメージング研究会学術

集会　優秀演題賞
　　「多発肺動静脈瘻に前毛細血管性肺高血圧症を合併

した一例．」

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

【外来診療】
　本年は COVID-19 感染流行に伴い、新患外来の制限があり、新規受診者数が大幅に減少した。
　その中でも、専門外来を設け、多岐にわたる呼吸器領域の疾患について、倫理指針に基づく臨床研究を施行し、
最新最良の医療を提供するよう努力した。
　特に稀少疾患、指定難病となっている難治性呼吸器疾患は、厚生労働省科学研究費補助金「難治性呼吸器疾患・



― 67 ―

肺高血圧症に関する調査研究」班の研究で得られた最新のエビデンス、策定された診療ガイドラインに基づく診
断法・治療法を試みている。
　本年特筆すべきは、
1 ）これまでの研究手法、厚生労働省より提供される臨床個人調査票による疫学調査に加え、上記「難治性呼吸

器疾患・肺高血圧症に関する調査研究」班をプラットフォームに展開する複数 AMED 研究費による開発研
究で Japan Pulmonary Hypertension Registry を運用、all Japan の臨床データ集積を継続している。呼吸器
内科 / 肺高血圧センターの診療実績もここに登録している。all Japan のデータを解析することが可能とな
り、2020 年には２本の論文にて、有効な治療法を示すことができた。

　　慢性血栓塞栓性肺高血症に対する sGC 刺激薬、NO 供給剤 Riociguat の日本の Real World における市
販 後 有 用 性 と 安 全 性（Tanabe et al. Safety and effectiveness of riociguat for chronic thromboembolic 
pulmonary hypertension in real-world clinical practice: interim data from post marketing surveillance in 
Japan. Pulm Circ. 2020;10:2045894020938986. doi:10.1177/2045894020938986. eCollection Jul-Sep 2020.）、 慢
性血栓塞栓性肺高血症に対する PGI２受容体刺激薬 Selexipag の Phase II study. （Tanabe et al. Selexipag 
for chronic thromboembolic pulmonary hypertension in Japanese patients - A double-blind, randomized, 
placebo-controlled, multicenter phase II study.  Circ J. 2020;84:1866-1874. doi: 10.1253/circj.CJ-20-0438.）

2 ）稀少疾患、難治疾患の遺伝的素因を解明し、多様性を持つ臨床病態の成立機序を探索する研究に着手した。
遺伝子解析は患者臨床データと連結解析し、やがて疾患の診断が明確になることを目的としている。県外医
療機関からの問い合わせもあり、その成果への期待は大きい。遺伝子異常が確定した時には、家族発症の可
能性を含めて遺伝カウンセリングが必要となると考え、遺伝学的検査に関するガイドラインを遵守し、患者
さんに対し最大限の配慮をした診断フローの構築も討議している。

3 ）小児から成人への移行期医療が課題となっている先天性中枢性肺胞低換気症候群（CCHS）の病因・病態
解明研究を小児 CCHS 研究班ととも取り組んでいる。遺伝子変異（PHOX ２B 変異）の有無の同定が重要
だという CCHS 診断に寄与する成果を得た。（Hino A, Terada J, Kasai H, Shojima H, Ohgino K, Sasaki A, 
Hayasaka K, Tatsumi K.  Adult cases of late-onset CCHS and PHOX2B-mutation carriers: an additional 
case report and pooled analysis. J Clin Sleep Med. 2020 Online ahead of print. doi:10.5664/jcsm.8732）

4 ）がん領域では遺伝子パネル検査が保険収載され患者検体のゲノム情報を基に治療法を選択するゲノム医療が
実地診療に導入されている。千葉大学病院は「地域がん診療連携拠点病院」としてゲノム医療 遺伝子パネ
ル検査を用いたがん診療に取り組んでおり、呼吸器内科でもエキスパートパネルの一員として臨床経験を積
んでいる。がん細胞の増殖に関与する遺伝子、ドライバー遺伝子を持つ患者さん・持たない患者さんに最適
な治療をとどけるために、近隣の関連施設と定期的に開催する web カンファレンスにおいて、各施設から
の症例を検討すると共に急速に進歩している抗がん剤薬治療についての議論を重ねている。

5 ）県内外の医療機関から患者紹介が多いのは肺高血圧症と並び、びまん性肺疾患（特発性間質性肺炎、サルコ
イドーシス、膠原病肺、肺胞蛋白症）の専門外来である。患者さんには病因解明、診断法・治療法の確立を
目指すバイオマーカー探索研究のための検体採取、レジストリ研究のための臨床症例集積に同意をいただい
ている。

6 ）本邦の移植医療は、外科医が中心となって発展してきた経緯から内科医の参画は十分でない現状にある。肺
移植待機症例は増加傾向にあり、移植後の５年生存率は 70％、10 年生存率は 60％以上と長期に生存可能と
なってきており、肺移植医療の円滑な発展のためには、呼吸器内科医の関与を促進し、呼吸器外科医との連
携を強化することが極めて重要である。当施設では肺移植適応評価の窓口を呼吸器内科が担当し、移植後の
全身管理についても呼吸器外科と交互に対応するなど、呼吸器内科医の肺移植医療への積極的関与に取り組
んでいる。呼吸器外科をはじめ当科、看護師（移植コーディネーター）、リハビリテーション部、薬剤部等
で構成される肺移植チームは、毎月定例で「肺移植アセスメントミーティング」を開催し、肺移植の適応評
価、肺移植待機中、移植後患者についての細やかな情報共有、勉強会などを通じて、高度な連携を要する医
療の提供に尽力している。2020 年、本院では 10 例目（肺気腫症例）の脳死肺移植を実施し、5 名の新規臓
器移植ネットワークへの待機登録を行った。また日本移植学会総会、日本肺および心肺移植研究会、関東肺
移植研究会にも参加し、呼吸器外科との共同発表などにも努めた。引き続き、難治性呼吸器疾患患者に貢献
できるよう、また肺移植医療における呼吸器内科医の関与の在り方ついて本邦肺移植施設のモデル施設とも
なれるよう、多職種と協力して尽力したい。
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【検査実績】
1 ）気管支鏡　266 件

「気管支鏡検査時の，8% リドカインスプレーによる口腔咽頭麻酔の忍容性についての検討」研究を実施、
新型コロナウイルスをはじめとした感染症伝播の危険を最小限とするため、喉頭麻酔から、エアロゾルの発
生が少ない口腔咽頭麻酔に変更、その効果等の検証をしている。他、気管支鏡の手技・診断の向上のため
の検討を続けている。（Shikano K et al : Spondylodiscitis and spinal epidural abscess related to long-term 
placement of an airway stent for malignant central airway obstruction. J Thorac Cancer. 2020;11:2343-2346. 
doi:10.1111/1759-7714.13530. Shikano K et al：Feasibility and accuracy of rapid on-site evaluation of touch 
imprint cytology during transbronchial biopsy.  J Thorac Dis. 2020;12:3057-64. doi: 10.21037/jtd-20-671.）

2 ）心エコー検査数　357 件
3 ）右心カテーテル検査　77 件

これまで施行した検査のデータ1,500 件より組織低酸素を防ぐための肺高血圧症酸素療法を検討した。（Suda 
R et al : Pulmonary hypertension with a low cardiac index requires a higher PaO2 level to avoid tissue 
hypoxia.　Respirology. 2020;25:97-103. doi:10.1111/resp.13574.）

4 ）IVR（血管内画像下治療）施行　99 件
肺動脈バルーン拡張術（BPA）40 件、気管支動脈塞栓（BAI/BAE)11 件、
肺動静脈瘻（RAVM）コイル塞栓 33 件 46 病変（うち外科的切除 2 件）、
下大静脈フィルター 3 件、ヒックマンカテーテル留置術 5 件、IVC ステント留置術 1 件

【入院診療】
　2020 年の入院患者総数は年間 959 名、そのうち Covid-19 17％、感染症 26％（前年 9％）、全体の 41.5％とな
る緊急入院患者数が 398 名、（前年 308 名、全体の 30％強）となった。Covid-19 診療の詳細については後述のと
おりである。
　腫瘍性肺疾患 20％（前年 18％）、肺循環障害 15％（前年 20％）、びまん性肺疾患 8％（前年 6％）、閉塞性肺疾
患 8％（前年 2％）。経気管支肺生検、気管支肺胞洗浄、超音波気管支鏡下縦隔リンパ節穿刺、高リスク呼吸器内
視鏡検査のための入院患者が全体の 18％（前年 28％） 、睡眠呼吸障害、睡眠時無呼吸症候群に対する夜間ポリ
ソムノグラフィー施行の入院患者が患者全体の 8％（前年 11％）、本年のほとんどの期間で Covid-19 患者の受け
入れを優先に入院制限をしていたが、これまで構築してきた近隣の医療機関との連携で患者さんに不利益のない
医療を維持するよう努めた。
　本年の平均在院日数は 11.2 日であった。在院日数短縮、DPC I+II 期間退院割合の 70％以上維持（81.9％）、
高い病床稼働率（87.1％）を維持しており、Covid-19 感染流行下で病棟再編が繰り返されて呼吸器一般診療が大
きく制限される中でも、呼吸器内科として病院経営向上のために努力した。

【COVID-19 診療】
　2020 年度当科は主に他院では対応困難な中等症以上の新型コロナウイルス感染症 (COVID19) 患者の治療を、
感染症内科 / 感染症制御部・救急科 / 集中治療部・看護部・薬剤部・リハビリテーション部と密に連携を取りな
がら積極的に行った。特定機能病院としての責務を果たしながら、2020 年度は 290 人の COVID19 患者の入院
診療にあたり、社会的ニーズに応えた医療を地域へ提供出来たと考えている。
　2020 年秋までに当科教官全員が COVID19 専従診療経験を有し、2020 年 12 月～2021 年 1 月の第 3 波は当科
から 8 名の医師を動員して乗り切った。今回得られた経験をもとに、一般診療と COVID19 診療両立が求められ
る with COVID19 時代を見据えた、安全かつ効率的な COVID19 診療体制の構築にも努めた。また、COVID19
診療に関わる症例報告、また臨床試験にも積極的に取り組んだ。
COVID19 関連の論文発表

Urano A, Kasai H, Murai Y, Ikeda H, Urushibara T.　Short-Term corticosteroid therapy for early 
exacerbation of COVID-19 pneumonia: A Case Report.　Am J Case Rep. 2020;21:e924476. doi: 10.12659/
AJCR.924476.
Shionoya Y, Taniguchi T, Kasai H, Sakuma N, Imai S, Saito G, Nakata T, Igari H,  Sakao S, Suzuki, T. 
Possibility of deterioration of respiratory status when steroids precede antiviral drugs in patients with 
COVID-19 pneumonia. In press.

臨床試験
「新型コロナウイルス肺炎の非挿管患者における腹臥位療法の忍容性を検討する前向き介入研究」（研究代表者 
鹿野幸平）
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「重症化新型コロナウィルス感染症におけるバイオマーカーの探索」（研究代表者 中山俊憲）
日本呼吸器学会主導多施設共同研究「COVID-19 後遺症に関する実態調査（中等症以上対象）」
東京大学との共同研究「肺炎を有する新型コロナウイルス感染症（COVID-19）患者を対象としたファビピラ
ビルとナファモスタットメシル酸塩の併用療法の有効性及び安全性を検討する多施設共同単盲検ランダム化比
較試験」

●地域貢献
【社会貢献】
　これまで地域医療連携セミナー・勉強会に数多く参加し、発表や討論を通し病診連携の構築に努めた。千葉県の
医療の向上を図るため千葉県内基幹病院との連携も重視し、情報交換の場には積極的に参加している。さらに院内
セミナーを通じ、院内における多職種連携にも積極的に取り組んでいる。本年は Covid-19 流行下、WEB によるセ
ミナーが主となったが、呼吸器疾患の理解と治療に関する最新の知見の情報提供、情報交換を行った。医療機関の
みならず、製薬会社にも勉強会の必要があり講演の依頼があった。例年同様、難病疾患を含む各種呼吸器疾患診療
の進歩を目指して多数の発信を行ったが、とくに本年は当科の Covid-19 の診療経験からの発信を下記のように積
極的に行った。
　「COVID-19 と “ がん ” いまある知見から、どのように対応すればよいか．」肺癌診断コンソーシアム第 7 回定
例会（2020.7.3 web 開催）、「COVID-19 下での肺癌治療を考える ～各学会からのリコメンデーションを踏まえ
て～ .」COVID-19 情勢下の肺癌診療に関する WEB 講演会（2020.7.10）、「そうだったのか ACO、COPD トリ
プル治療 ～ COVID-19 流行下の話題も含めて～．」Online Meeting 新型コロナウイルスとの共存をどうするか

（2020.8.27）、「COVID-19 と血栓症」バイエル薬品株式会社社内勉強会（2020.9.9 千葉）、「COVID-19 と肺塞栓症．」
With COVID-19 WEB symposium －肺塞栓症－（2020.9.16）、呼吸器疾患勉強会 ～ COVID-19 の現状と喘息治療
の最前線～（2020.9.25 千葉）、「COVID-19 と肺がん診療．」Lung Cancer Symposium in North Chiba（2020.10.8）、
COVID-19 Online Conference in 旭・匝瑳（2020.11.19 開催）、Web Seminar ～脳卒中と COVID-19～（2020.11.27）
等多数。

●その他
【国際交流 / 国際共同研究】
　Research Fellow として当教室員が研究留学をしている、留学していた、あるいは予定している以下の大学との
交流はアクティブに継続している。
　Vanderbilt University Medical Center、University of Illinois at Chicago、University of Miami、University of 
California Los Angeles（USA） 、University Medical Center, the Netherlands （Netherland）、Toronto General 
Hospital（Canada）、French Pulmonary Hypertension Center（France）、nstitut Universitaire de Cardiologie et 
de Pneumologie de Québec –Université Laval（Canada）など。
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研究領域等名： 循環器内科学／不整脈先端治療学寄附講座
診療科等名： 循環器内科／冠動脈疾患治療部

●はじめに
　循環器内科および冠動脈疾患治療部では、数十名の医局員が臨床・研究・教育について精力的に活動している。
特に虚血性心疾患の病態解明・カテーテル治療、不整脈や重症心不全の病態解明と治療、デバイスを用いた致死性
不整脈や重症心不全に対する治療、エコー、CT、MRI、PET、RI などの循環器画像診断、心筋・血管再生、トラ
ンスレーショナル研究、弁膜症に対するカテーテル治療に力を入れている。
  大動脈弁狭窄症に対するカテーテル治療の件数が増加し、昨年度から開始した僧帽弁逆流症に対するカテーテル
による弁形成術も件数を伸ばしている。また不整脈診療では、ペースメーカーなどの植え込み型デバイスの感染症
例などに対するリード抜去術が当施設でも可能となった。さらには昨年度心臓外科との合同チームによって第 1 例
目の心臓移植を成功させ、本年度も症例を重ねている。これにより今後も重症心不全症例の積極的な受け入れや、
植え込み型補助人工心臓の治療などが順調に進められている。これらの活動は地域医療に還元するのみならず、医
療技術の向上・普及に貢献し、各分野の将来をリードする人材を育成することにもつながると考えている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　4 年生にはテュートリアル （1 クール）、心音及び心電図の臨床入門講義を行った。また、今年度は 3 年生に向
けて循環器ユニット講義 （年間 16 回）を行った。また、客観的臨床能力試験 （OSCE）試験官 （2 名）を担当した。
本年度は新型コロナウイルス感染症の影響によって教育活動も大きな制限を受けたが、心電図・心エコーにおけ
るディスカッション授業（アクティブラーニング）をリモートで行った。これに加えて有志希望者を対象に、心
エコーハンズオンセミナーも開催した。5 年生にはコア・クリニカルクラークシップ （臨床実習Ⅰ）として循環
器内科臨床実習（通年）を行った。6 年生の志望者にアドバンスト CC（臨床実習Ⅱ）としての臨床実習を行った。
学生実習においてはシミュレーターを活用し、知識の習得だけでなく手技を体験することも重視した。また臨床
教育のみならず、学生による学会発表と論文執筆を指導した。また循環器に興味のある学生に対しては、学会発
表の指導も行い、日本循環器学会の地方会や日本内科学会地方会において積極的に学会発表を経験させ、一部の
学生は学会賞を獲得できた。
・卒後教育／生涯教育

　当院および千葉大関連病院の研修医に対して、心エコーセミナーを施行した。毎週 2 回のカンファレンスや、
症例検討会を通じて、初期／後期研修医に対して専門的な指導を行っている。また、毎週心電図・心エコー読影
等専門領域に関するミニレクチャーを施行している（新型コロナウイルス感染症の影響で中止を余儀なくされ
た）。また学内カンファレンスのみならず、日本内科学会などで学外での学会発表の経験を積めるようよう努め
ている。本年度は NPO 法人千葉医師研修支援ネットワーク後援のもと心エコーハンズオンセミナーを行い、院
内では心不全・心電図に関して看護師に対する教育講義を行った。新型コロナウイルス感染症禍においても教育
活動を継続すべく、初期研修医（および医学部生）を対象とした循環器領域に関するウェブセミナーを開始し、
2 回の開催にいたった。教育学部養護教諭養成課程講義 2 回も行った。
・大学院教育

　大学院修士課程講義 （先端治療学特論 2 回）を行った。また、博士課程大学院生に対しては講義に加えて臨床
データ解析、基礎実験指導を精力的に行い、定期的に教授や指導教官とともに研究検討会を行っている。また、
国内外の学会で、臨床研究を中心とした研究発表を指導しており、そうした研究内容から卒業論文作成の指導も
行っている。薬物療法情報学特論（薬学部修士課程）講義 1 回も行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　大学病院看護部セミナー　（公開講座）として、心電図講義　（1 回）を行った。亥鼻祭での心エコーブース出
展にあたり担当学生に指導を行った。 看護学研究科においても平成 30 年度　博士前期課程　ナーシング・フィ
ジカル・アセスメント　1 コマ（90 分）を担当した。千葉大学薬学部薬学科：6 年制コースにおいて、4 年次　
薬物治療学 II　心臓および血管性疾患 2　不整脈  1 コマ （90 分）を担当した。
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●研　究
・研究内容

①心血管疾患の診断・治療を目指し、様々な遺伝子改変マウスなどを用いた心臓発生・分化・心肥大・心不全・
再生医療・血管老化などをテーマとした基礎研究、電気生理学的検査や治療デバイスを用いた不整脈診断治療
の研究、各種画像診断や循環機能評価を駆使した虚血性心疾患・動脈硬化・心不全・高血圧関連の臨床研究を
行っている。また、CT およびエコー画像診断を中心に多くの研究・症例を英文誌に報告し、またフロンティ
ア医工学センターとの協同で AI による画像解析を行い、シンポジウムなどでの発表も行っている。DPC など
ビックデータベースを使用した医療政策研究での学会・論文発表も行っている。

② Co-worker の研究・発表にも力をいれており、臨床工学技士の発表が日本循環器学会で最優秀発表および最
優秀論文となり、病院の広報でも紹介された。また当科の指導により、当院診療放射線技師が日本心臓核医学
会学会賞を受賞した。

・研究業績
【雑誌論文・英文】
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【雑誌論文・和文】
1 ．加藤賢「たこつぼ症候群における合併症と予後」週

刊医学のあゆみ 2020 年 1 月 18 日（Vol.272 No.3）
2 ．加藤賢「石原論文に対する Editorial Comment」心

臓 2020 年 3 月（Vol.52 No.3）
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3 ．加藤賢「COVID-19 患者における急性冠症候群 / た
こつぼ症候群」心臓 2020 年 10 月（Vol.52 No.10）

4 ．齋藤佑一、小林欣夫「検査値を読む 2020」『臨床雑
誌内科』、南江堂、125 巻 4 号（2020 年 4 月増大号）

5 ．北原秀喜、小林欣夫「安定狭心症」『今日の治療指針』
医学書院（2020 年 1 月）
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ジカルビュー（2020 年 11 月）
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9 ．小野亮平， 北川泉「シリーズ：一目瞭然！目で診る
症例」日内会誌 109： 1153-1154， 2020．
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11．江口紀子「SLE，強皮症」医学書院　循環器ジャー
ナル　第 68 巻 2 号

12．星佳佑， 宮内秀行， 平野賢一， 小林欣夫．中性脂肪
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【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
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2 ．小林欣夫　第 171 回日本循環器学会東北地方会（令
和2年12月5日、Web開催）共催学術セミナー1「2020
年 JCS ガイドラインフォーカスアップデート～冠
動脈疾患患者における抗血栓療法～」

3 ．齋藤佑一「ISCHEMIA 試験を考える」第 57 回日本
臨床生理学会総会

4 ．齋藤佑一「ISCHEMIA Evaluation」第 85 回日本循
環器学会学術集会

5 ．加藤賢「知っておきたい心筋疾患「たこつぼ心筋症
の最新知見」」第 57 回日本臨床生理学会総会

6 ．加藤賢「U40 が発信する臨床研究「海外での臨床研
究経験を share しよう」」第 24 回 日本心不全学会
学術集会

7 ．加藤賢「New Insights from the InterTAK Registry
（ 会 長 特 別 企 画 29 （HF/CM） Best Knowledge of 
Takotsubo Syndrome）」第 85 回日本循環器学会学

術集会
8 ．仲野美代「ICD 症例における脳塞栓のリスク因子

について」不整脈 Symposium in Chiba2020/1/10
9 ．宮澤一雄「脳梗塞を起こさせないための抗凝固療法」

International AF Symposium in Chiba 2020/1/30
10．近藤祐介．宮澤一雄パネリスト「WATCHMAN™

の適応患者を考える」International AF Symposium 
in Chiba2020/1/30

11．近藤祐介「Unknown traces　解答者「直感を生
かす」「第 12 回 植え込みデバイス関連冬季大会
2020/2/6～8

12．近藤祐介「Unknown traces　座長「ペーシング部
位と効用／問題点」「第 12 回 植え込みデバイス関連
冬季大会 2020/2/6～8

13．近藤祐介「Debate．心機能低下の AVB ： CRT」日
本不整脈心電学会夏季 EP Web 講演会 2020/8/21～
23

14．宮内秀行「中性脂肪蓄積心筋血管症（TGCV）の診断
と臨床像を考える」第 45 回ニュータウンカンファ
レンス

15．宮内秀行「腎臓病患者における中性脂肪蓄積心筋血
管症の臨床像」第 10 回日本腎臓リハビリテーショ
ン学会学術集会

16．宮内秀行「中性脂肪蓄積心筋血管症 （TGCV）」第
57 回日本臨床生理学会総会

17．宮内秀行「 その方は “ 中性脂肪蓄積心筋血管症 
（TGCV） ” かもしれません」旭川心疾患画像診断セ
ミナー2020

18．宮内秀行「123I-BMIPP シンチグラフィから考え
る心不全の原因疾患－ TGCV を中心に－」北陸
Heart Imaging Conference

【学会発表数】
　国内学会　17 学会　53 回（うち大学院生 32 回）
　国際学会　 5 学会　11 回（うち大学院生 4 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．2020 年度千葉大学研究費獲得促進プログラム「ラッ
トのたこつぼ心移植術モデルにおける左室壁運動異
常回復過程の探求」代表者：加藤賢　2020

2 ．公益財団法人鈴木万平糖尿病財団　海外留学助成　
代表者：佐藤真洋　2020

3 ．文部科学省科学研究費　若手研究「急性心筋梗塞後
の心不全の発症・進展における IL-21 の作用メカニ
ズムの解明」代表者：久保田暁彦　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費　若手研究「植込型 VAD
装着後の運動耐容能低下に関する器質的・血行動
態学的・分子生物学的解析」代表者：岩花東吾　
2019-2021

5 ．（公財）先進医薬研究振興財団　血液医学分野　一般
研究助成「新規心血管リスクとしての進行性軽度血
小板減少症；血小板の Heterogeneity に関する探索
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的研究」代表者：舘野馨　2019-2020
6 ．富士フイルム富山化学　産学連携共同研究「虚血性

心疾患患者に対する負荷血流シンチ検査における
cardioREPO の性能評価に関する検討」代表者：宮
内秀行　2020-2024

7 ．厚生労働省難治性疾患政策研究事業「中性脂肪蓄積
心筋血管症の診療体制の構築」分担者：宮内秀行　
2020-2024

8 ．日本医療研究開発機構（AMED）難治性疾患実用化
研究事業「中性脂肪蓄積心筋血管症に対する中鎖脂
肪酸を含有する医薬品の開発」分担者：宮内秀行　
2019-2020

9 ．日本医療研究開発機構（AMED）難治性疾患実用化
研究事業「中性脂肪蓄積心筋血管症の診療に直結す
るエビデンス創出研究」分担者：宮内秀行　2020-

10．国立研究開発法人日本医療研究開発機構　難治性疾
患実用化研究事業「難治性心血管疾患におけるマル
チオミックス解析による病態解明と精密医療」分担
者：小林欣夫　2020

【受賞歴】
1 ．加藤賢第 12 回（2020 年度）千葉医学会奨励賞
2 ．田村有、神田真人、小林欣夫「各抗 VEGF 抗体療

法が短期循環変動におよぼす影響に関する検討」第
256 回日本循環器学会関東甲信越地方会 2020 年 7
月 Student Award 優秀賞

3 ．高橋愛、髙岡 浩之、太田丞二、小須田玲花、小名
木佑来、横田元、堀越琢郎、森康久仁、藤本善英、
須鎗弘樹、小林欣夫「冠動脈 CT 画像の深層学習
は、機能的有意狭窄の予測に有用である」第 255 回
日本循環器学会関東甲信越地方会 Clinical Research 
Award 優秀賞

4 ．渡辺祥伍，髙岡浩之，高橋愛，小林欣夫．「心臓
MRI が鑑別に有用だったアドリアマイシン心筋症
の 1 例」第 9 回千葉大学病院 臨床研究報告会　プ
レゼンテーション賞金賞

5 ．髙岡浩之「心臓 MRI が鑑別に有用だったアドリア
マイシン心筋症の 1 例」第 9 回千葉大学病院 臨床
研究報告会　指導医賞

6 ．小野亮平，福島賢一，高橋秀尚，堀泰彦，小林欣
夫「肺塞栓症及び中枢型深部静脈血栓症に対する
アピキサバン投与における抗 Xa 活性の検討」第
257 回 日本循環器学会関東甲信越地方会　Basic・
Translational Research Award 優秀賞

7 ．小野亮平，山﨑達朗，高橋秀尚，堀泰彦，福島賢一，
岩井雄太，五月女隆「ニボルマブの免疫関連副作用
により自己免疫性心筋炎と重症筋無力症様症状を呈
した抗横紋筋抗体陽性の一例」第 256 回 日本循環
器学会関東甲信越地方会　Case Report Award 優
秀賞 

8 ．Ryohei  Ono ,  Kenichi  Fukushima,  Tatsuro 
Yamazaki, Hidehisa Takahashi, Yasuhiko Hori.
The correlations between anti-factor Xa activity 
values and PT/APTT at peak and trough times in 
patients with venous thromboembolism using high 
dose of apixaban European Society of Cardiology 
Congress2020　Best ePosters 　

9 ．小野仁［遠隔モニタリングシステムを利用した心房
細動に対する ICD 不適切作動に関連するリスク因
子の検討」心臓賞　研究部門最優秀賞 日本心臓財
団・日本循環器学会

【その他】
　本邦で発見された新規循環器病である中性脂肪蓄
積心筋血管症（TGCV）の厚生労働省難治性疾患政
策研究事業研究班ならびに日本医療研究開発機構

（AMED）難治性疾患実用化研究事業研究班として、
診断基準委員、重症度分類委員として作成の中心と
なった。また厚生労働省先駆け医薬品指定を受けた治
療薬 CNT-01 の次相試験の治験計画委員会委員を務め
た。産学連携にも力を入れており、共同研究 1 件、放
射性医薬品の第 2 相試験（治験）1 件を行った。

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

外来診療・入院診療・その他（先進医療等）
　外来診療については、当科では総勢数十名の循環器内科医が日夜診療にあたっており、一般診療だけでなく、
急性疾患に対する 24 時間体制での救急医療も行っている。心臓カテーテルでは日帰り冠動脈造影検査を行って
おり、カテーテルインターベンション治療件数は国内大学病院の中でトップクラスであり、ロータブレータなど
の先進治療についても認定施設となっている。
　不整脈に対する各種カテーテルアブレーション、植え込み型除細動器 ICD などの不整脈ハイパワーデバイス
の認定施設であり、治療件数も大学病院でトップクラスである。リードレスペースメーカーや左心耳閉鎖術など
先進的な治療も国内適応早期から導入しており、各施設に指導を行う立場である。また植え込み型デバイス症例
の感染時などにおけるデバイス抜去術に関して、県内の症例の多くを引き受けている。さらに心臓血管外科と共
同で、心移植術を見据えた重症心不全への内科的・外科的治療を行っている。特に重症心不全患者においては、
本年度より在宅診療・在宅看護と協力したネットワークが広がりつつある。CT や MRI を用いた循環器疾患の
画像診断レベルも我が国で最高水準であり、臨床研究も盛んに行えている。当科はこのように、他院で治療困難
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な循環器疾患患者に対する先進治療を提供できている。
　入院診療については、関連病院や診療所、開業医との連携を密接にし、とくに逆紹介率の向上に力を入れると
ともに、緊急時の診療・入院依頼に迅速に対応するなど、地域医療の向上に努めている。また高い病床稼働率お
よび短い平均在院日数を維持している。新来患者数は大学病院群のなかでも上位となっている。
　心臓血管外科との合同プロジェクトとして、昨年より当施設が心臓移植施設認定施設となり、重症心不全症例
を他院から積極的に受け入れた上、心臓外科と協力して植え込み型補助人工心臓留置、心移植へとつなげる流れ
を形成できている。
　また、不整脈診療グループの人数増加もあり、今回不整脈デバイスの植え込み件数が国立大学群でトップをほ
こる。重症大動脈弁狭窄症に対するカテーテル治療は、有意なトラブルなく順調に成果を上げ、僧帽弁閉鎖不全
症に対してもカテーテル治療も順調に症例数を伸ばしている。令和 4 年度診療報酬改定提案に、心筋脂肪酸代謝
シンチグラフィの新規技術について、提案者として技術評価書を作成し、日本循環器学会、日本核医学会、中性
脂肪学会の 3 学会を提案学会として厚生労働省に申請した。

●地域貢献
　平成 26 年 4 月より循環器内科診療を開始した東千葉メディカルセンターへは、当科出身の特任教授・副センター
長の他に常勤医師 4 名および非常勤医師 2 名を派遣している。
　同様に県立循環器病センターや君津中央病院、成田赤十字病院など、過疎地域の県内中核病院および地域の中核
病院へ当科出身医師の常勤および当科大学院生を中心とした非常勤の医師を当教室より派遣している。また心不全
患者の包括的診療を展開するにあたり地域の訪問看護施設との連携を強化している。県内各地域および近隣都県で
開催される循環器系勉強会・セミナー・医師会講演会において当科医師が講演を行い、循環器診療の最新の知見の
普及とともに病診連携および地域連携の推進に努めている。心電図学習についても、毎年当科医師により主に若手
看護師を対象に公開講座を開催している。
　将来的に千葉県で循環器診療を行う希望のある初期研修医に対しては積極的に診療見学の受け入れを行ってい
る。

●その他
　循環器系への進路を希望する初期研修医および医学部生を対象に、当院での診療見学を夏季を中心に積極的に
行った。
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研究領域等名： 呼 吸 器 病 態 外 科 学
診療科等名： 呼 吸 器 外 科

●はじめに
　2020 年は新入局者が 2 人加わり、また大学病院スタッフも一部異動し、診療・教育・研究面のさらなる充実を
目指した 1 年となった。千葉大学呼吸器外科では、診断から手術、化学療法に至るまで一貫した診療を行っている
ことが特徴であり、新たな治療法にも積極的に取り組んでいる。特に手術に関して、集学的治療を含めた進行肺癌
への積極的な外科療法や、手術支援ロボットを用いた低侵襲手術など多岐にわたる治療戦略を実践している。近年
は市井の肺癌患者の増加に伴い症例数の伸びは著しかったものの、2020 年に関してはコロナウイルスの流行によ
る手術自粛とあわせ歯止めがかかった。例年に引き続き、間質性肺炎や心疾患など、治療選択が難しい合併症を有
する肺癌に対しても、より安全な治療法開発に努めている。診断では従来からの最先端内視鏡診断技術に基づいた
最適な治療方針選択を行っているほか、内視鏡的治療も広く行っており、遠方からの紹介症例も多い。化学療法に
おいては、種々の分子標的薬治療や、免疫チェックポイント阻害薬を含めた最先端の化学療法を積極的に導入して
いる。当科は脳死肺移植認定施設であり、肺移植待機患者登録数は増加し待機期間中や肺移植後症例の外来管理も
増加している。2020 年末までに 10 例目の生体および脳死肺移植を施行しており、今後肺移植手術症例の増加が予
想される。全国的な臨床試験グループ（JCOG、WJOG、NEJ 等）に所属するほか、国際臨床試験にも積極的に参
加しており、間質性肺炎合併肺癌の治療では我が国をリードする立場にある。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・3 年次：医師見習い体験として、医師に付き添い業務の見学実習を行い、また、患者にインタビューを行わせ
ている。今年度はコロナ禍であり、Zoom を併用して医師へのインタビューを行うことで代用した。

・3 年次：ユニット講義（呼吸器疾患）・チュートリアル（呼吸器疾患）を呼吸器内科と共同で担当している。
・4，5 年次：ベットサイドラーニングを行う。1 組約 10 名の学生を呼吸器内科と共同で合計 4 週間ずつ教育する。

呼吸器外科をメインとする学生は 1ヶ月間、手術患者を複数名受け持ち、医師と共に手術前後の評価検討を行
い、術後報告・詳細な治療記録および症例に関連したレポートを提出させている。その他、初診外来、病棟回
診、検査（気管支鏡・CT ガイド下生検）を見学させ、最終日に習得状況を把握するための口頭試問を行って
いる。呼吸器内科と共同で講義を組んで呼吸器内科・外科についての理解を深めてもらっている。

・卒後教育／生涯教育
＜初期研修教育＞
　希望者に、1ヶ月～2ヶ月間の初期研修医研修を指導した。
　タイムテーブル：朝の病棟報告より、回診・包交、午前中の検査、手術、術後管理、回診。
　気管支鏡検査：後半に初歩的な操作を指導し、気管支鏡の挿入・観察まで指導している。
　手術：開胸・閉胸操作までを習得させた。1ヶ月で約 10 例の手術に参加させ指導している。
＜後期研修教育＞
　希望者に、1～12ヶ月間に多くの手術症例において手洗いを経験させ、あらゆる検査の術者として実績を積ま
せている。抄読会で英語論文の発表を指導し、学会発表を筆頭演者として行わせている。
＜生涯教育＞
　3D 肺モデルを用いたドライラボ、ブタ摘出肺を用いたウェットラボ、CAL（Clinical Anatomy Laboratory）
による手術シミュレーションを定期的に行い、段階的に肺葉切除から気管支・肺動脈形成術、さらに肺移植まで
手術トレーニングを行っている。
・大学院教育

①肺再生、肺移植に関する研究
②呼吸器悪性腫瘍の病理、遺伝子異常に関する研究
③ NKT 細胞、免疫療法に関する研究
④新規呼吸器内視鏡開発および気管支鏡生検検体を用いた分子生物学的研究
⑤肺癌手術に関連する臨床研究、低侵襲手術法の開発
⑥肺気腫や間質性肺炎などの呼吸器基礎疾患を有する肺癌に関する研究
⑦手術関連疼痛に関する研究
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⑧肺癌治療への人工知能の応用
　上記のテーマについて上級医とのディスカッションを重ね研究を進め、当該テーマについて学会、研究会での
発表及び英語論文の作成を指導している。大学院生全体のユニット講義として、呼吸器外科の総論・各論につい
てと肺移植に対する外科領域を担当して講義を行っている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

＜ Journal Club ＞
　毎週水曜日開催。基礎的なことから臨床まで幅広い領域における知識の習得と応用を目指して実施している。
＜呼吸器腫瘍カンファレンス＞
　毎週木曜日に呼吸器内科、腫瘍内科、放射線科、薬剤部で合同カンファレンスを実施している。
＜肺移植カンファレンス＞
　毎月第 2 金曜日に呼吸器内科、移植コーディネーター、感染症内科、リハビリテーション部、薬剤部、臨床栄
養部で合同カンファレンスを実施している。
＜他学部・普遍教育＞
　生命コア「外科治療と疾患」

●研　究
・研究内容

＜臨床研究＞
　以下のような臨床研究に精力的に取り組んでいる。
1 ．NSCLC 完全切除後Ⅱ～Ⅲ期の EGFR 変異陽性例に対する CDDP-VNR 療法を対象としたゲフィチニブの術

後補助化学療法のランダム化比較第Ⅲ相試験（ 他施設共同医師主導治験：WJOG6410L）
2 ．高悪性度神経内分泌肺癌完全切除例に対するイリノテカン + シスプラチン療法とエトポシド + シスプラチ

ン療法のランダム化比較試験（JCOG1205/1206）
3 ．PIT1；縦隔リンパ節転移を有する IIIA 期非扁平上皮非小細胞肺癌に対する術前導入療法としての CDDP+ 

PEM+BEV 併用療法もしくは、CDDP+PEM ＋同時胸部放射線照射後の手術のランダム化比較第 II 相試験
4 ．PIT2；縦隔リンパ節転移を有する IIIA 期肺原発扁平上皮癌に対する術前導入療法としての CDDP+TS-1 ＋

同時胸部放射線照射（45Gy）後の手術の第 II 相試験
5 ．PIT-3：縦隔リンパ節転移を有する IIIA 期ヒト上皮成長因子受容体（EGFR）遺伝子変異陽性非小細胞肺癌

に対するエルロチニブによる術前導入療法後の外科的切除第 II 相試験
6 ．肺尖部胸壁浸潤がん（Superior sulcus tumor）に対する術前導入療法としてのシスプラチン + ティーエス

ワン + 同時胸部放射線照射（66Gy）後の手術の有効性検証試験
7 ．肺野末梢小型非小細胞肺癌に対する肺葉切除と縮小手術（区域切除）の第Ⅲ相試験（JCOG 0802）
8 ．胸部薄切 CT 所見に基づく肺野型早期肺癌に対する縮小切除の第Ⅱ相試験（JCOG0804）
9 ．胸部薄切 CT 所見に基づくすりガラス影優位の cT1N0 肺癌に対する区域切除の非ランダム化検証的試験

（JCOG1211） 
10．肺悪性腫瘍根治切除によける肺静脈切離断端血栓形成および術後脳梗塞発症に関する多施設調査研究＊肺癌

術後の肺静脈血栓形成と術式との関係、術後脳梗塞発症との関係が疑われ、日本呼吸器外科学会でも大規模
な後ろ向き検討が行われたが、本試験は当科が中心となって企画した多施設前向き研究で、肺葉切除の部位
と術後肺静脈血栓形成の有無、脳梗塞の発症との関連について登録観察していくもの。

11．高齢者肺癌に対する外科治療の安全性と有効性を評価するための多施設共同前向き調査研究
12．非小細胞肺癌における次世代シークエンサーを用いた Multiplex 体細胞遺伝子変異解析と各種変異陽性例の

予後解析研究（WJOG7914LTR）
13．原発性肺癌における再生検症例データベースの構築
14．転移性肺腫瘍に対する肺切除症例データベース作成のための多施設共同コホート研究
15．胸部疾患に対する気管支鏡検査の有効性に関する前向き臨床研究
16．臨床病期Ⅰ / Ⅱ期非小細胞肺癌に対する選択的リンパ節郭清の治療的意義に関するランダム化比較試験

（JCOG1413：多施設共同研究）
17．特発性肺線維症（IPF）合併非小細胞肺癌に対する周術期ピルフェニドン療法の術後急性増悪抑制効果に関

する第Ⅲ相試験（NEJ034）
18．臓器移植における抗体関連拒絶反応の新規治療法の開発に関する研究
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19．特発性肺線維症（IPF）合併臨床病期 I 期非小細胞肺癌に対する肺縮小手術に関するランダム化比較第 III 
相試験（JCOG1708）

20．肺切除後肺瘻のない患者に対する胸水排液量によらない胸腔ドレーン抜去の有用性・安全性の検証：他施設
共同無作為化比較試験（RCT2 トパーズ）

21．肺切除後肺瘻に対するデジタルモニタリング胸腔ドレナージ法の至適胸腔内圧の検証：他施設共同無作為化
比較試験（RCT3 トパーズ）

22．切除可能 discreteN2 Ⅲ A-B 期非小細胞肺癌に対する導入化学放射線療法に術前術後の免疫療法を加えた
Quadruple-modality 治療の有効性と安全性に関する第Ⅱ相試験

23．病理学的 N2 非小細胞肺癌に対する術後放射線治療に関するランダム化比較第 III 相試験（JCOG1916） 
24．肺葉切除高リスク臨床病期 IA 期非小細胞肺癌に対する区域切除と楔状切除のランダム化比較試験（JCOG1909）
25．第 8 次事業全国肺癌登録（胸腺上皮性腫瘍症例の前方視的データベース研究）
26．第 9 次事業全国肺肺癌登録（悪性胸膜中皮腫の前方視的データベース研究）
27．第 11 次事業全国肺癌登録（原発性肺癌症例の前方視的データベース研究）
28．切除可能 discreteN2 Ⅲ A-B 期非小細胞肺癌に対する導入化学放射線療法に術前術後の免疫療法を加えた

Quadruple-modality 治療の有効性と安全性に関する第 II 相試験（SQUAT trial）
29．未切除の I 期又は IIA 期の非小細胞肺癌患者を対象に MK-3475 の併用又は非併用下で体幹部定位放

射線治療（SBRT）を実施した際の安全性及び有効性を評価する無作為化プラセボ対照第 III 相試験
（KEYNOTE-867 試験）

30．切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌（NSCLC）または進展型小細胞肺癌（ED-SCLC）患者に対するアテ
ゾリズマブ併用療法の多施設共同前向き観察研究（J-TAIL-2：Japanese-Treatment with Atezolizumab  In 
Lung Cancer-2）

31．ALK 陽性 NSCLC 患者に対するアレクチニブ術後療法の試験（ALINA 試験）
32．上皮成長因子受容体（EGFR）変異陽性・切除可能非小細胞肺癌患者の術前補助療法におけるオシメルチニ

ブ単剤又は化学療法との併用を標準化学療法単独と比較する第 III 相無作為化多施設国際共同 3 群比較試験
（NeoADAURA）

33．WJOG12219LTR： がん幹細胞系マーカー及び Tumor mutation burden と術後再発の関連性を評価する後
ろ向き観察研究

＜呼吸器内視鏡領域＞
　呼吸器内視鏡関連の研究では、超音波気管支内視鏡（EBUS）を中心に、周波数解析技術による画像診断の開
発、生検検体のバイオマーカー診断への最適化及びマルチプレックス遺伝子変異解析および超高感度転移診断法
の開発を継続して行っている。新規分子標的薬の登場により再生検精度の向上が課題となっており、これらに対
するデータ収集や生検法の確立を目指した前向き試験を準備している。呼吸器インターベンションでは、気管支
内腔塞栓材（EWS）や新規ステントを用いた臨床研究を行っている。新機器の開発も含めた産学官連携共同研
究を推進している。
＜肺移植・再生領域＞
・ラット肺移植モデルで様々な拒絶反応に関する研究を行ってきており、その後マウス肺移植モデルに移行し

慢性拒絶モデルを確立し、さらにその病態解明を行うため網羅的遺伝子解析やリンパ節からの早期診断の研究
や、抗体関連拒絶反応に対するモデル作成や免疫チェックポイント分子の関与に関する研究も開始している。

・臨床の肺移植症例に対しても特徴的な症例に対し症例報告を行っている。
・ラット肺全摘モデルにおける代償性肺成長の遺伝子解析により分子機構を明らかにし、さらに詳細に検証する

ためマウスでの肺全摘モデルを確立し、遺伝子解析による機械的牽引による肺組織の成長を証明している。さ
らに臨床でも肺移植や肺癌患者、さらに間質性肺炎症例、漏斗胸など様々な疾患を対象に代償性肺成長に関す
る研究を行ってきた。

・人、及びマウスの II 型上皮細胞を分化させるための基礎実験として iPS 細胞の培養や II 型上皮細胞への分化
に向けて実験を継続している。マウスの iPS から II 型上皮細胞の分化に成功し、移植肺に対し経気道的投与
などを行い、細胞治療に向けた研究を行っている。

・研究業績
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2 ．吉野一郎．「12．肺腫瘍　良性腫瘍」最新ガイドラ
インに基づく呼吸器疾患診療指針　2021-'22．弦間 
昭彦（編），東京，総合医学社，2020：391395．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．中島崇裕．「EBUS-TBNA による縦隔リンパ節診

断」第 43 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会　北海
道　2020.6.25　教育講演

2 ．鈴木秀海，清水大貴，今林宏樹，植松靖文，伊藤祐
輝，小野里優希，松本寛樹，海寳大輔，椎名裕樹，
佐田諭己，山本高義，田中教久，坂入祐一，和田 
啓伸，中島崇裕，吉野一郎．「呼吸器外科領域の手
術を安全に行うための取り組みと課題」第 120 回日
本外科学会定期学術集会　web 開催　2020.8.14　特
別企画

3 ．新谷康，木浦勝行，高橋和久，滝口裕一，永安武，
中西良一，山本信之，遠藤俊輔，千田雅之，淺村
尚生，宮岡悦良，奥村明之進，鈴木秀海，吉野一
郎，伊達洋至：肺癌登録合同委員会．「肺癌登録
合同委員会」第 60 回日本呼吸器学会　web 開催　
2020.9.20-27　特別報告

4 ．鈴木秀海，山本高義，今林宏樹，植松靖文，清水
大貴，伊藤祐輝，松本寛樹，小野里優希，海寳大
輔，大橋康太，佐田諭己，椎名裕樹，田中教久，坂
入祐一，和田啓伸，中島崇裕，吉野一郎．「肺がん
外科治療における血栓症」第 60 回日本呼吸器学会　
web 開催　2020.9.20-27　若手シンポジウム

5 ．吉野一郎，中西良一，滝口裕一，山本信之，永安
武，高橋和久，木浦勝行，遠藤俊輔，千田雅之，淺
村尚生，宮岡悦郎，新谷康，鈴木秀海，伊達洋至． 

「肺癌登録事業の年次報告：新しい登録事業につい
て」第 37 回日本呼吸器外科学会学術集会　web 開
催　2020.9-29-10.12　企画プログラム（肺癌登録合同
委員会報告）

6 ．佐藤幸夫，遠藤俊輔，岡田克典，近藤晴彦，新谷康，
豊岡伸一，中村廣繁，星川康，芳川豊史，吉野一郎． 

「NCD 呼吸器外科専門領域の現況と展望」第 37 回
日本呼吸器外科学会学術集会　web 開催　2020.9-
29-10.12　企画プログラム（NCD 委員会報告）

7 ．多根健太，坪井正博，中島崇裕，坂入祐一，岩﨑昭
憲，大出泰久，大政貢，岡見次郎，八柳英治，山下 
眞一，眞庭謙昌，土田正則．「診療ガイドライン普
及率インターネットアンケート調査結果より：肺癌
周術期治療に関して～」第 37 回日本呼吸器外科学
会学術集会　web 開催　2020.9-29-10.12　企画プロ
グラム（ガイドライン委員会報告）

8 ．坂入祐一，中島崇裕，坪井正博，多根健太，岩﨑昭
憲，大出泰久，大政貢，岡見次郎，八柳英治，山下

眞一，眞庭謙昌，土田正則．「診療ガイドライン普
及率インターネットアンケート調査結果より：ガイ
ドライン順守率と肺癌術式に関して～」第 37 回日
本呼吸器外科学会学術集会　web 開催　2020.9-29-
10.12　企画プログラム（ガイドライン委員会報告）

9 ．海寳大輔，中島崇裕，今林宏樹，植松靖文，清水大
貴，伊藤祐輝，小野里優希，松本寛樹，大橋康太，
佐田諭己，椎名裕樹，山本高義，田中教久，坂入
祐一，和田啓伸，鈴木秀海，吉野一郎．「肺移植術
後の呼吸機能と胸腔内容量の関連」第 37 回日本呼
吸器外科学会学術集会　web 開催　2020.9-29-10.12　
シンポジウム

10．鈴木秀海，松本寛樹，今林宏樹，植松靖文，清水大
貴，伊藤祐輝，小野里優希，海寳大輔，大橋康太，
佐田諭己，椎名裕樹，山本高義，田中教久，坂入祐
一，和田啓伸，中島崇裕，吉野一郎．「ロボット支
援手術におけるヒヤリハットとその対策」第 37 回
日本呼吸器外科学会学術集会　web 開催　2020.9-
29-10.12　ビデオワークショップ

11．吉野一郎．「切除可能肺癌の集学的治療における分
子標的薬と免疫チェックポイント阻害薬」第 58 回
日本癌治療学会学術集会　京都およびオンデマンド 　
2020.10.22-24（12/25 まで配信）　シンポジウム

12．新谷康，中西良一，木浦勝行，高橋和久，門倉光
隆，川口知哉，遠藤俊輔，千田雅之，淺村尚生，宮
岡悦良，鈴木秀海，吉野一郎，伊達洋至（肺癌登録
合同委員会）．「肺癌登録合同委員会の成果と今後」
第 58 回日本癌治療学会学術集会　京都およびオン
デマンド　2020.10.22-24（12/25 まで配信）　シンポ
ジウム

13．坂入祐一，太枝帆高，西井開，松本寛樹，小野里優
希，伊藤祐輝，海寳大輔，大橋康太，豊田行英，稲
毛 輝長，田中教久，石橋史博，鈴木秀海，中島崇
裕，吉野一郎．「」第 58 回日本癌治療学会学術集会 
京都およびオンデマンド　2020.10.22-24（12/25 まで
配信）

14．福本紘一，森正一，新谷康，岡見次郎，伊藤宏
之，大塚崇，豊岡伸一，森毅，渡辺俊一，淺村尚
生，千田雅之，伊達洋至，遠藤俊輔，永安武，中西
良一，宮岡悦良，奥村明之進，吉野一郎．「非小細
胞肺癌切除例の術前 Body Mass Index と術後合併
症・周術期死亡との関連に関する検討～第 7 次肺
癌登録事業のデータを用いて～」第 73 回日本胸部
外科学会定期学術集会　web 開催（オンデマンド）　
2020.10.29-11.1　優秀演題

15．平間崇，前田寿美子，中島崇裕，狩野孝，中島大
輔，杉本誠一郎，早稲田龍一，松本桂太郎，佐藤 
雅昭．「移植実施施設における肺移植内科医の役割」
第 56 回日本移植学会オンライン総会　web 開催　
2020.11.1-30　学会委員会企画
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16．鈴木秀海，吉野一郎，全国肺癌登録合同委員会．
「肺癌登録事業の年次報告：新たな事業について」
第 61 回日本肺癌学会学術集会　web 開催，岡山 
2020.11.12　報告

17．増田健，剱持広知，仁保誠治，坪井正博，若林
将史，石井源一郎，駄賀晴子，田中洋史，齋藤春
洋，青景圭樹，高橋利明，毛受暁史，笠井尚，吉
野一郎，湊浩一，岡田守人，浅村尚生，大江裕一
郎，渡辺俊一．「高悪性皮神経内分泌肺癌完全切除
例に対するIP 療法と EP 療法のランダム化比較試験：
JCOG1205/1206」第 61 回日本肺癌学会学 術集会　
web 開催，岡山　2020.11.12　アンコールセッション

18．坂入祐一．「画像所見で術前に非浸潤癌をどこまで
検出できるのか？」第 61 回日本肺癌学会学術集会　
web 開催，岡山　2020.11.13　ワークショップ

④．学会発表数
【学会発表数】
　国内学会　17 学会　80 回（うち大学院生 16 回）
　国際学会　 0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「腫瘍
クローンの追跡に基づいた肺癌治療体系構築への
挑戦」代表者／分担者：吉野一郎／中島崇裕， 鈴木 
秀海　2019-2020

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「免疫療法に
反応した肺癌患者における標的 T 細胞エピトープ
探索システム」代表者／分担者：鈴木秀海／吉野一
郎， 中島崇裕　2017-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「肺移植後急
性・慢性拒絶反応を抑制する IL-2 複合体の臨床応
用に向けた研究」代表者／分担者：山田義人／吉野
一郎，本橋新一郎　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「GFP 発現
ラットによる肺移植および骨髄移植技術を用いた肺
高血圧症の包括的研究」分担者：吉野一郎， 鈴木秀
海， 椎名裕樹　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「肺癌腫瘍局
所の免疫応答理解に基づく NKT 細胞標的免疫療法
の開発」代表者：本橋新一郎　2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　若手研究「肺癌幹細胞の解

析に基づく新規治療戦略の開発」代表者：坂入祐一　
2018-2020

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「肺移植における
抗体関連拒絶反応に対する免疫グロブリン分解酵素
による脱感作療法」代表者：松本寛樹　2020-2021

8 ．国立がん研究センター研究開発費「呼吸器悪性腫瘍
に対する手術を含む標準治療確立のための多施設共
同研究」分担者：吉野一郎　2020

9 ．日本医療研究開発機構委託研究開発費　革新的がん
医療実用化研究事業「高悪性度神経内分泌肺癌切除
例に対する術後補助化学療法の標準治療確立のため
の研究」分担者：吉野一郎　2020-2021

10．厚生労働科学研究費補助金　厚生労働科学特別研究
事業「全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制
の整備とその試行、臨床データベースに基づく臨床
研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に
関する研究」分担者：吉野一郎　2019-2021

11．ちば県民保健予防財団　令和 2 年度ちば県民保健予
防基金事業助成金「抗体関連拒絶反応に対する免疫
グロブリン分解酵素による予防」分担者：松本寛樹　
2020

【受賞歴】
1 ．伊藤祐輝，田中教久，山本高義，坂入祐一，和田

啓伸，鈴木秀海，中島崇裕，吉野一郎，「嚢胞切除
が有用であった感染性巨大気腫性肺嚢胞の 1 手術
例」第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会　web
開催・名古屋　2020.10.29-11.1　Case Presentation 
Awards 呼吸器

2 ．清水大貴，坂入祐一，今林宏樹，伊藤祐輝，小野
里優希，松本寛樹，海寳大輔，佐田諭己，椎名裕
樹，山本高義，田中教久，和田啓伸，鈴木秀海，中
島崇裕，吉野一郎．「気管背側へ回り込む縦隔内甲
状腺腫の一例」第 73 回日本胸部外科学会定期学術
集 会　web 開 催・ 名 古 屋　2020.10.29-11.1　Case 
Presentation Awards 呼吸器

【その他】
　吉野一郎は、日本肺癌学会常任理事、日本呼吸器外
科学会理事、日本胸部外科学会理事を務め、呼吸器診
療における学術的・社会的活動に従事している。

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　呼吸器悪性腫瘍を中心に、幅広い呼吸器外科診療を行っている。
　対象疾患は、原発性肺癌や転移性肺腫瘍を中心とした腫瘍性疾患、気胸等の嚢胞性疾患、縦隔腫瘍、重症筋無
力症、胸腺および胸壁腫瘍、膿胸、肺移植が必要な慢性進行性呼吸器疾患などである。
　特に肺癌に関しては、半世紀以上の診療実績を元に、常に最新の治療法を取り入れている。また内視鏡診断（超
音波気管支内視鏡、蛍光気管支鏡）やインターベンションにより、正確な診断と術前評価を行い、局所進行肺癌
に対する集学的治療、早期肺癌に対するレーザー治療を高品質で行っている。安全・正確な組織採取は、術前や
再発時の治療選択（分子標的治療、免疫療法など）に大きく貢献しており、近隣施設からの紹介も多い。
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　呼吸器インターベンション（レーザー、ステント、ブジー、異物除去など）により、難治性気道疾患の治療を
積極的に行っており、特に小児気道異物や高難易度の気管・気管支ステント留置は関東一円から紹介がある。
肺移植外来では、移植の適応評価、移植後の管理を行っている。
　一般病院で治療管理が困難な重症疾患（降下性壊死性縦隔炎、膿胸、感染性肺疾患など）や他臓器疾患の合併
症例（慢性腎不全 維持透析や虚血性心疾患等）に対しては、集中治療部や疾患部位の当該科との協力の上、最
適な診療を提供している。また、セカンドオピニオン外来を開設している。
　肺癌、転移性肺腫瘍、縦隔腫瘍、胸壁腫瘍、胸膜腫瘍、気胸・嚢胞性肺疾患、重症筋無力症、膿胸等に対する
手術を中心とした入院加療を行っている。
　集学的治療の一環として、肺癌、胸膜中皮腫等に対する術前術後の化学療法、放射線療法も入院で行っている。
　呼吸器インターベンション技術による気管気管支腫瘍の切除および気道狭窄に対するステント（ハイブリッド
ステント含む）治療を行っている。
　中枢型早期肺癌症例に対する、光線力学的治療による低侵襲治療を行っている。
　脳死肺移植の認定施設となり、予後不良の慢性肺疾患に対する肺移植が施行可能である。これまでは肺移植を
11 例行い、当院で登録した待機患者数も増加中である。

（手術）
2020 年（令和 2 年）の手術総数：379 例
・疾患内訳：原発性肺癌 181 例、転移性肺腫瘍 48 例、嚢胞性肺疾患 20 例、悪性胸膜中皮腫 3 例、縦隔腫瘍 30 例、

重症筋無力症 4 例、炎症性疾患 15 例など。
・術式内訳：肺葉切除および区域切除 222 例、部分切除 47 例、縦隔腫瘍摘出術 30 例、胸壁腫瘍手術 3 例、肺移

植 1 例、など。
・手術症例は増加し、手術枠の制限因子により飽和状態にある。ロボット支援下手術、胸腔鏡を使用した低侵襲

手術、肺機能を温存するための複雑形成術や縮小手術のほか、必要により積極的な拡大手術を行っている。最
先端の内視鏡システム等を用いた正確な術前診断、科学的根拠と患者の生活の質（QOL）を重視した治療法
を選択している。

（当科で可能な治療）
・早期肺癌に対する低侵襲胸腔鏡下手術、光線力学的内視鏡治療。
・進行期肺癌症例に対する術前導入放射線化学療法、および拡大手術。
・前縦隔腫瘍・重症筋無力症に対する胸腔鏡による腫瘍切除術、胸腺摘除術。
・低侵襲なロボット支援下手術。
・気道狭窄に対するステント留置など。
・予後不良な慢性肺疾患に対する肺移植。

●地域貢献
・吉野一郎　千葉県がん診療連携協議会　肺がん部会　部会長、クリティカルパス・臓器別腫瘍専門部会委員
・中島 崇裕・鈴木秀海・和田啓伸　日本臓器移植ネットワーク　メディカルコンサルタント
・ 連携病院への医師派遣（千葉県がんセンター、千葉医療センター、千葉労災病院、君津中央病院、国際医療福

祉大学熱海病院、国際医療福祉大学成田病院、重粒子医科学センター病院、東京女子医科大学八千代医療セン
ター、松戸市立病院、日産厚生会玉川病院、都立墨東病院、成田赤十字病院、千葉県済生会習志野病院、鎗田病院）

・肺癌健診の支援　（君津健康センター、（財）ちば県民保健予防財団）

●その他
　千葉大学呼吸器外科では、肺や気管・気管支などの一般的な呼吸器領域だけでなく、頚胸境界領域、縦隔・胸膜、
横隔膜など心・大血管、食道を除く胸部臓器全般を対象としている。最も多い対象疾患は肺癌をはじめとする胸部
悪性腫瘍だが、肺移植認定施設であり肺高血圧症やびまん性汎細気管支炎などの内科的疾患や ECMO などの補助
循環にも密接に関わっている。基礎疾患を有し、他の施設では治療が困難な症例の治療を行うことも多く、内科系
診療科や集中治療科を含めた診療科連携を密に行い、手術では心臓血管外科、頭頚部外科、食道胃腸外科、形成外
科、整形外科などと共同で行うこともある。また他科手術時のサポートも積極的に行っている。
　我々は 21 世紀に生きる呼吸器外科医として、悪性腫瘍に対しては Surgical Oncologist のあるべき姿を追求し、
さらには Academic Surgeon として癌・移植・再生医療など研究面でも大きく展開できるよう日々研鑽を積んでい
る。
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研究領域等名： 心 臓 血 管 外 科 学
診療科等名： 心 臓 血 管 外 科

●はじめに
　近年、心臓血管疾患罹患率の増加とともに心臓血管外科手術は増加の一途をたどっています。特に病変の複雑
化・重症化、高齢化、様々な合併症など、手術の危険性が高い症例が増加しており、他科と連携し総合的に診療に
あたることができる千葉大学心臓血管外科が果たす役割は大きいと考えています。完全血行再建を目指した冠動脈
バイパス術、可弓的に自己弁を温存する弁形成術、心房細動に対するメイズ手術、左室形成術など、症例ごとに適
応を詳細に検討して適切で質の高い外科治療を行っております。またステントグラフト手術、経カテーテル弁膜症
手術の導入により開胸 / 開腹手術の危険性が高い患者さんに対してもより侵襲の低い治療を行うことができるよう
になりました。さらに重症心不全治療に関しては千葉県のセンター的機能をはたしており、外科手術に加え補助人
工手術を含む種々の機械的補助循環を組み合わせた高度医療を行っています。2018 年から全国で 11 施設のみ認定
されている心臓移植実施施設となりました。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　学部教育 / 卒前教育においては、各年次において講義および実習を行いました。
　1 年次はスカラーシップ・ベーシックプログラムの一部分で「外科の海外臨床」についての講義、
　2 年次は肉眼解剖学の一部分で「胸部（心臓）」についての講義および実習、
　3 年次はユニット講義（循環器ユニット）を循環器内科の先生方と協力し循環器疾患についての教育、臨床
チュートリアル（呼吸器・循環器）の循環器の一部分を担当し、循環器疾患に対する教育を行いました。
　4 － 5 年次の臨床実習Ⅰおよび 5 － 6 年次のアドバンスト CC では心疾患の病態生理、手術適応決定に関する
理論、循環を含む全身管理に関する基礎的知識を習得のために、1 組約 5 名の学生を 1 週間ずつ指導しました。
受け持ち患者の術前・術後カンファレンス、手術手洗い、患者の疾患について文献を検索しレポートを作成させ、
口頭試問を行いました。
　新型コロナウイルス流行によりメディア授業に切り替えたため、通常とは異なる実習に満足いく指導が行うこ
とが出来なかったが、当科では年間を通じて豚の心臓を用いた心臓手術手技実習（WETLAB）を行っているた
め、予約制ではあるが 1 回あたり数人程度ですが、臨床解剖・心臓血管外科手術基本手技に関する実習を行いま
した。
・卒後教育／生涯教育

　心臓血管外科では外科専門医・心臓血管外科専門医、その他各種実施医・指導医を取得するために、心臓大血
管手術及び末梢血管手術を経験するカリキュラムの一環として、術前・術後カンファ、抄読会などを通じ、心臓
血管外科手術の適応・手術手技・術後管理に関する教育・指導を行っています。

（初期研修医教育）
　1 年目 1 名、2 年目 2 名に 1ヶ月の研修でカンファレンス、回診、処置、手術手技、術後管理を指導しました。

（後期研修医教育）
　心臓血管外科入局者 2 名においては、1 年間大学病院での研修期間中に多くの手洗いを経験させ、各学会や研
究会などで筆頭演者として発表指導を行いました。
　外科系診療科入局者 3 名（各 2ヶ月ずつ）においては、当科入局者と同様に指導を行いました。
・大学院教育

　当科所属の大学院生には通常の診療業務に加え、研究指導を行い「心臓血管外科特論」「心臓血管外科学演習」
「心臓血管外科学実習」「特別研究」を行っています。
　他科所属の博士課程卒業予定者 8 名の学位審査において、主査・副査を担当しました。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育科目の外科学の 1 コマ「心臓血管外科」についての講義、工学部メディカルシステム工学科で「臨床
医学概論」の講義の 1 コマを担当しました。
　また、千葉県立保健医療大学看護学科の必修科目「病態学Ⅱ（外科系疾病論）」の講義を担当しました。
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●研　究
・研究内容

・虚血性心疾患に対する外科的治療
・心臓弁膜症に対する外科的治療
・大血管および末梢血管疾患に対する外科的治療
・心不全に対する外科的治療法の開発
・心筋虚血再還流障害の制御
・心臓移植における急性，慢性拒絶反応の制御
・心臓血管疾患の再生治療
・人工心臓を用いた循環制御
・肺血栓塞栓症に対する外科的治療
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Takaoka H, Kitahara H, Ota J, Suzuki-Eguchi N, 

Sasaki H, Mori N, Takahashi M, Iida Y, Matsuura K, 
Nakayama T, Matsumiya G, Kobayashi Y. Utility 
of computed tomography in cases of aortic valve 
stenosis before and after transcatheter aortic valve 
implantation. Cardiovasc Interv Ther. 2020 Jan;35

（1）:72-84.
2 ．Kinugawa K, Nishimura T, Toda K, Saiki Y, 

Niinami H, Nunoda S, Matsumiya G, Nishimura 
M, Arai H, Morita S, Yanase M, Fukushima 
N, Nakatani T, Sakata Y, Ono M; J-MACS 
investigators. The second official report from 
Japanese registry for mechanical assisted 
circulatory support （J-MACS）: first results of 
bridge to bridge strategy. Gen Thorac Cardiovasc 
Surg. 2020 Feb;68（2）:102-111.

3 ．Inui T, Kohno H, Matsuura K, Ueda H, Tamura 
Y, Watanabe M, Inage Y, Yakita Y, Matsumiya G. 
A case of left ventricular assist device application 
for chemotherapy-related cardiomyopathy caused 
by trastuzumab and anthracycline. J Artif Organs. 
2020 Sep;23（3）:270-274.

4 ．Inui T, Kohno H, Kawasaki Y, Matsuura K, Ueda 
H, Tamura Y, Watanabe M, Inage Y, Yakita Y, 
Wakabayashi Y, Matsumiya G. Use of a Smart 
Watch for Early Detection of Paroxysmal Atrial 
Fibrillation: Validation Study. JMIR Cardio. 2020 
Jan 22;4（1）:e14857. 

5 ．Sawa Y, Matsumiya G, Miyagawa S, Tatsumi E, 
Abe T, Fukunaga K, Ichiba S, Taguchi T, Kokubo K, 
Masuzawa T, Myoui A, Nishimura M, Nishimura 
T, Nishinaka T, Okamoto E, Tokunaga S, Tomo 
T, Tsukiya T, Yagi Y, Yamaoka T. Journal of 
Artificial Organs 2019: the year in review : Journal 
of Artificial Organs Editorial Committee. J Artif 
Organs. 2020 Mar;23（1）:1-5.

6 ．Iwahana T, Okada S, Kanda M, Oshima M, Iwama 

A, Matsumiya G, Kobayashi Y. Novel myocardial 
markers GADD45G and NDUFS5 identified by 
RNA-sequencing predicts left ventricular reverse 
remodeling in advanced non-ischemic heart failure: 
a retrospective cohort study. BMC Cardiovasc 
Disord. 2020 Mar 5;20（1）:116.

7 ．Imamura T, Ono M, Kinugawa K, Fukushima N, 
Shiose A, Matsui Y, Yamazaki K, Saiki Y, Usui A, 
Niinami H, Matsumiya G, Arai H, Sawa Y, Uriel 
N. Hemocompatibility-related Adverse Events 
Following HeartMate II Left Ventricular Assist 
Device Implantation between Japan and United 
States. Medicina （Kaunas）. 2020 Mar 13;56（3）. pii: 
E126.

8 ．Matsuura K, Jin WW, Liu H, Matsumiya G. 
Computational fluid dynamic study of multiple 
sequential coronary artery bypass anastomoses in 
a native coronary stenosis model. Coron Artery 
Dis. 2020 Aug;31（5）:458-463.

9 ．Inui T, Ishida K, Kohno H, Matsuura K, Ueda 
H, Tamura Y, Watanabe M, Inage Y, Yakita Y, 
Matsumiya G. Pulmonary Embolectomy for Acute 
Pulmonary Embolism: A Word of Caution. Ann 
Vasc Dis. 2020 Mar 25;13（1）:96-99. 

10．Handa K, Yoshioka D, Toda K, Yokoyama JY, 
Samura T, Suzuki K, Miyagawa S, Matsumiya G, 
Sakaguchi T, Fukuda H, Sawa Y; OSCAR Study 
Group. Surgical Results for Infective Endocarditis 
Complicated With Cardiogenic Shock. Circ J. 2020 
May 25;84（6）:926-934.

11．Sakata T, Mogi K, Sakurai M, Tani K, Hashimoto M, 
Shiko Y, Kawasaki Y, Matsumiya G, Takahara Y. 
Impact of Tricuspid Annuloplasty on Postoperative 
Changes in the Right Ventricular Systolic and 
Diastolic Function: A Retrospective Cohort Study. 
J Card Surg. 2020 Jul;35（7）:1464-1470.

12．Wada H, Nakajima T, Suzuki H, Ishida K, 
Matsumiya G, Yoshino I. Successful Pulmonary 
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Embolectomy With Central Extra-Corporeal 
Membranous Oxygenation for Acute Pulmonary 
Thromboembolism. Surg Today. 2020 Dec;50（12）: 
1712-1715.

13．Fujimura N, Imazuru T, Matsumura H, Shibata T, 
Furuyama T, Kaneko K, Uchiyama H, Morikage 
N, Uchida T, Teshima E, Yamaoka T, Masuhara 
H, Ueda H, Arakawa M, Norimatsu T, Obara H, 
Onitsuka S. Two-Year Results of a Multicenter 
Prospective Observational Study of the Zenith 
Spiral-Z Limb Deployed in the External Iliac 
Artery During Endovascular Aneurysm Repair. 
Circ J. 2020 Sep 25;84（10）:1764-1770.

14．Yashima S, Takaoka H, Iwahana T, Takahashi 
M, Kondo Y, Ueda H, Saito A, Ito Y, Motomura 
N, Hiruta N, Ikeda JI, Matsumiya G, Kobayashi 
Y. Coexistence of Marfan-like Connective Tissue 
Disease with Morphologic Left Ventricular Non-
Compaction. Intern Med. 2020 Dec 1;59（23）: 
3039-3044. 

15．Imamura T, Kinugawa K, Ono M, Fukushima 
N, Shiose A, Matsui Y, Yamazaki K, Saiki Y, 
Matsumiya G, Arai H, Sawa Y. Bridge-to-Bridge 
Left Ventricular Assist Device Implantation 
Strategy vs. Primary Left Ventricular Assist 
Device Implantation Strategy. Circ J. 2020 Nov 25; 
84（12）:2198-2204.

【雑誌論文・和文】
1 ．伊東千尋，上田秀樹，黄野皓木，松浦馨，田村友

作，渡邉倫子，松宮護郎「真腔閉鎖を伴った慢性
B 型大動脈解離に対して外科的開窓後に偽腔への
ステントグラフト内挿術（TEVAR）を施行した 1
例」　日本心臓血管外科学会雑誌，2020；49 巻 6 号： 
380-384．

2 ．山田隆煕，上田秀樹，黄野皓木，松浦馨，渡邉倫
子，乾友彦，焼田康紀，柴田裕輔，山本浩亮，松
宮護郎「胸腹部大動脈置換術後に生じた visceral 
aortic patch aneurysm に対し 2 期的に hybrid aortic 
repair を施行した 1 例」日本心臓血管外科学会雑誌，
2020； 49 巻 6 号： 385-389．

【単行書】
1 ．黄野皓木，松宮護郎「【ハイリスク胸部外科手術】

心臓血管領域　肝硬変合併症例と周術期管理」胸部
外科，南江堂，2020；73 巻 10 号：770-774．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．松宮護郎　第 63 回関西胸部外科学会学術集会（2020

年 8 月 3 日～31 日　WEB）教育セミナー EDS1-1「高
度機能性三尖弁逆流に対する手術」

2 ．渡邉倫子　第 50 回日本心臓血管外科学会学術総

会（2020 年 8 月 17 日～19 日　WEB）シンポジウム 
SY10-1「植込型 VAD 術後の大動脈弁閉鎖不全症の
検討」

3 ．松宮護郎　第 25 回日本心臓血管麻酔学会学術大会
（2020 年 9 月 21 日～23 日　WEB）大会企画特別シ
ンポジウム「心臓血管手術時の肺動脈カテーテル使
用の関するアンケート調査とガイドライン策定」

4 ．松宮護郎　第 73 回日本胸部外科学術定期学術集会
（2020 年 10 月 29 日～11 月 1 日　WEB）テクノアカ
デミー CTA9-4「機能性僧帽弁、三尖弁逆流に対す
る弁下修復手技を加えた弁形成術の中期遠隔成績」

5 ．黄野皓木　第 58 回日本人工臓器学会大会（2020 年
11 月 12 日～11 月 14 日　高知県）シンポジウム 
SY2-5「当院における 60 歳以上の植込型 VAD 治
療の検討：DT 成績に影響しうる医学的問題点の抽
出」

6 ．渡邉倫子　第 58 回日本人工臓器学会大会（2020 年
11 月 12 日～11 月 14 日　高知県）委員会特別企画 
CP2-1「教育の場に起きた変化とそこから得たもの」

7 ．第 183 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（2020
年 7 月 16 日～8 月 7 日　WEB）　会長 松宮護郎

8 ．第 39 回日本心臓移植研究会学術集会（2020 年 10 月
16 日　WEB）　当番世話人 松宮護郎

9 ．松浦馨　弁膜症カンファレンス in 千葉（2020 年 8
月 27 日　千葉市）特別講演「ガイドライン改訂から
弁膜症治療と抗血栓療法を考える」

【学会発表数】
　国内学会　6 学会　34 回（うち大学院生 8 回）
　国際学会　1 学会　 1 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（C）「CFD を用いた CABG 患者個別最適化モデル
の構築と 3D printer による応用」代表者：松浦馨　
2017-2020

2 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（B）「心停止下ドナー心移植におけるドナー心評価
法と虚血再灌流障害制御法の確立」代表者：松宮護
郎　2020-2022

3 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　若手研究
「スマートウォッチを利用した機械学習による発作
性心房細動診断アルゴリズム開発研究」代表者：乾
友彦　2020-2021

4 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　若手研究
「Vector flow mapping を用いた非侵襲的心拍出量
測定法の開発」代表者：諫田朋佳　2020-2021

5 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　若手研究
「インターロイキン-11 による温阻血ドナー心筋保護
効果」代表者：坂田朋基　2020-2021

6 ．日本医療研究開発機構　難治性疾患実用化研究事業
（研究代表機関：東北大学）「植込型補助人工心臓装
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着予定患者を対象とした出血性合併症リスクの事前
予測に基づいた個別化精密医療・最適化補助人工心
臓治療の実現」分担者：松宮護郎　2020-2022

7 ．日本医療研究開発機構　難治性疾患実用化研究事業

（研究代表機関：東京大学）「難治性心血管疾患にお
けるマルチオミックス解析による病態解明と精密医
療」分担者：松宮護郎　2020-2022

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

【外来診療】
　2020 年の外来患者数は 5,417 名でうち新患は 419 名でした。手術を希望する患者さんの診察や当科で手術を
行った患者さんの術後の経過観察などを行っています。

【入院診療】
　2020 年の入院患者総数は 8,307 名、手術件数 416 件、病床数 25 床、病床稼働率 91.1％、平均在院日数 17.8 日。
ベッドマネージャーを配置し、病床稼働、入退院の調整を図り、他院からの転院患者、緊急入院を受け入れられ
る体制を整えています。

【その他（先進医療等）】
　2018 年から心臓移植実施施設に認定され、現在までに 5 例の移植を実施しました。お陰様で、移植を受けら
れた 5 名の患者様は全員とても元気に過ごされています。
　2020 年植込型補助人工心臓装着が 3 例あり、現在千葉大学では植込型補助人工心臓を装着し心臓移植待機を
している患者が 22 名おり、コーディネーターと連携を図り定期的に外来にて患者の体調管理をしています。
2017 年 1 月より経カテーテル大動脈弁置換術（TAVR）を導入し、2019 年 11 月からは専門施設となり、有意な
トラブルなく順調に成果をあげており、2020 年では 81 例実施しました。
　また、2019 年 5 月には経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設に認定され、2020 年では 7 例実施しました。

●地域貢献
・関連病院への医師派遣（千葉県救急医療センター、千葉県循環器病センター、君津中央病院、成田赤十字病院、

東千葉メディカルセンター、船橋市立医療センター、千葉県済生会習志野病院）
・県内各地域及び近隣都県で開催される勉強会・セミナーにおいて当科医師が講演を行い、心臓血管外科の最新の

診療・知見の普及とともに、病診連携および地域連携の推進に努めています。
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研究領域等名： 麻 酔 科 学
診療科等名： 麻酔・疼痛・緩和医療科／周術期管理センター／緩和ケアセンター

●はじめに
　当科はその名称のように、麻酔、疼痛治療、緩和医療を提供する事を目的としている。特に麻酔管理において
は、千葉県内医療施設から、他院では管理しきれない重症合併症を有する症例や高度の外科治療を必要とする症例
が当院に集約し、麻酔科医としての専門的能力が要求されている。麻酔管理症例数は約 5800 件で、コロナ禍にあっ
た 2020 年度も例年と比較して変わらない件数であった。手術件数・麻酔管理症例数が年々増加する中、2020 年 1
月には手術室が中央診療棟に移動し部屋数が 20 室に増加した。慢性的な麻酔科医不足の中で、麻酔専従医師の確
保に努め、最近 3 年間で 29 名が新たに入局した。学生教育では特にクリニカルクラークシップに力を入れ、麻酔
科医の重要性と魅力を伝えるように努めている。また 2006 年より入院患者を対象とした緩和ケア支援チームの活
動を、2008 年より外来患者を対象とした緩和ケア相談外来と緩和ケア病床での入院患者の受け入れを開始した。
2015 年からは緩和ケアセンターとしてこれらの活動を総括した多職種連携をおこなっている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　生体の生理学的、薬理学的反応を中心とした麻酔学全般にわたる講義・実習・研修を通して基礎医学的知識を
臨床医学へ応用することの有用性と麻酔科学の重要性の理解を目指している。医学部 3 年次に対する統合講義で
は緩和医療を担当し、医学部 4 年次に対するユニット講義（麻酔・救急ユニット）では、様々な呼吸循環などの
合併症を有する臨床例に対し小グループごとに麻酔計画を立て発表する参加型の授業を実施した。医学部 5 年次
からのクリニカルクラークシップ教育では、手術室での臨床麻酔見学・体験とともにシミュレーション機器を用
いての気道管理、全身管理実習を、疼痛・緩和医療外来や病棟においては、慢性疼痛やがん性疼痛の機序とその
管理法を中心に指導している。また医学部 6 年次のアドバンス CC 学内選択者には、麻酔科医と一緒にマンツー
マンで実際の麻酔や患者全身管理を含めた経験を行えるよう積極的な指導を行なっている。コロナ禍における緊
急事態宣言下では、オンラインでの講義やレポート提出を通じて実際の患者の全身管理や疼痛の管理を総合的に
指導した。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医に対しては、臨床麻酔講義の後、手術患者に対する麻酔や呼吸循環管理の実施を指導している。初
期研修医 2 年目では、卒後臨床研修プログラムの中の緩和医療プログラムとして、悪性腫瘍などの生命を脅かす
疾患に罹患している患者・家族の QOL 向上のための緩和医療を学ぶため、緩和ケア外来、緩和ケア支援チーム
及び緩和ケア病床での研修を行っている。後期研修医（専攻医）に対しては、様々な全身合併症を有する患者の
麻酔管理や、小児麻酔・産科麻酔・心臓血管外科麻酔などの特殊麻酔、緩和医療研修として緩和ケア外来、緩和
ケア支援チーム及び緩和ケア病床での研修を行い、麻酔科専門医や学位取得を目標に積極的な指導を行ってい
る。週 1 回行われる勉強会では各々の麻酔をブラッシュアップすべく、麻酔の基礎から特殊麻酔、緩和医療、統
計学などのテーマで専門医が講義し活発な意見交換を行っている。
・大学院教育

　15 名の大学院生が、Physician Scientist を目指し、後述する麻酔科学に関係する基礎研究、臨床研究を精力的
に行っている。研究テーマを分け合うのではなく、それぞれが独自の研究テーマを持ち独自の研究モデルが完成
できることを目指している。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　看護学部で麻酔科学の講義を担当している。また、亥鼻専門職連携教育（IPE）の活動に積極的に協力してい
る。日本麻酔科学会などの関連学会において、評議員や学術会議のシンポジストや司会など中心的役割を担っ
ている。麻酔科学、集中治療学、疼痛学、生理学、睡眠医学、分子生物学など国内外の医学雑誌に投稿される
論文の査読者として、あるいは医学雑誌の編集委員（磯野史朗：Journal of Applied　Physiology， Journal of 
Anesthesia など）として、医学の発展に貢献している。
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●研　究
・研究内容

　生理学的、薬理学的手法を用いた基礎的臨床的研究と分子生物学的手法を用いた基礎研究を行なっている。
　臨床研究では、全身麻酔導入時と全身麻酔覚醒時気道管理の安全性向上を目的とした研究を積極的に行ってい
る。研究成果は、睡眠時無呼吸患者の周術期気道管理方法確立、日本麻酔科学会気道管理ガイドライン作成に大
きく貢献している。ベッドセンサーを用いた生体情報モニター開発を産学連携で行っており、製品開発を目指す
とともに、緩和ケア病棟や外科病棟での臨床研究を実施している。
　基礎研究では、手術侵襲などに対する細胞レベルでのストレス反応の一つである、小胞体ストレス反応に着目
しており、小胞体分子シャペロン BiP の遺伝子変異マウスを作製し、小胞体ストレス反応が様々な疾患の発症
に関与する可能性を報告している。オピオイド耐性疼痛行動の異常や吸入麻酔薬の神経毒性などとの関係につい
ても研究を進めている。さらに最近では、当科で開発したマウスへの気管挿管方法を実験方法に取り入れて、麻
酔薬の薬理作用を活用した生体保護機能のメカニズム解明を目指している。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Son K, Yamada T, Tarao K, Kitamura Y, Okazaki 

J, Sato Y, Isono S. Effects of cardiac surgery and 
salvaged blood transfusion on coagulation function 
assessed by thromboelastometry. J Cardiothorac 
Vasc Anesth. 2020;34:2375-2382.

2 ．Nozaki-Taguchi N, Ueda Y, Inada A, Son K, Isono 
S A report of three cancer patients on opioid 
analgesia receiving spinal anesthesia: abrupt pain 
elimination without respiratory depression.  JA 
Clin Rep. 2020 Jul 1;6（1）:49.

3 ．Nishino T, Jin H, Nozaki-Taguchi N, Isono S. A 
high concentration of sevoflurane induces gasping 
breaths in mice. Respir Physiol Neurobiol. 2020 
Aug;279:103445

4 ．Nozaki -Taguchi N,  Hayashida T,  Isono S . 
Qualitative measurement of opioid effects on pain 
and dyspnea: gender difference in the sensitivity. 
JA Clin Rep. 2020 Oct 20;6（1）:85

5 ．Kanogawa N, Ogasawara S, Ooka Y, Inoue M, 
Wakamatsu T, Yokoyama M, Maruta S, Unozawa 
H, Iwanaga T, Sakuma T, Fujita N, Koroki K, 
Kanzaki H, Maeda T, Kobayashi K, Kiyono S, 
Nakamura M, Kondo T, Saito T, Motoyama T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, Chiba T, Arai 
M, Kanda T, Maruyama H, Kato J, Takemura 
R, Nozaki-Taguchi N, Shiroh I, Yokosuka O, 
Kato N. Propofol versus midazolam for sedation 
during radiofrequency ablation in patients with 
hepatocellular carcinoma. JGH Open. 2020 Dec 22;5

（2）:273-279
6 ．Mizuho Aikawa , Masaya Uesato, Ryuma Urahama, 

Koichi Hayano , Reiko Kunii , Yohei Kawasaki, 
Shiroh Isono, Hisahiro Matsubara. Predictor of 
respiratory disturbances during gastric endoscopic 
submucosal dissection under deep sedation World 
J Gastrointest Endosc 2020 Oct 16;12（10）:378-387

7 ．Katsuhiko Ishibashi, Yuji Kitamura , Shinichiro 
Kato, Miri Sugano , Yuichi Sakaguchi, Yasunori 
Sato, Shiroh Isono. Changes in laryngeal airway 
patency in response to complete reversal of 
rocuronium-induced paralysis with sugammadex 
in small children with a supraglottic airway: 
protective effect of fentanyl? British Journal of 
Anaesthesia. Volume 125, Issue 1, July 2020, Pages 
e158-e160

8 ．Norihiro Kameda, Shiroh Isono, Shinobu Okada. 
Effects of postoperative active warming and early 
exercise on postoperative body temperature 
distribution: Non-blinded and randomized controlled 
trial. Jpn J Nurs Sci 2020 Jul;17（3）:e12335.

【雑誌論文・和文】
1 ．坂口雄一、磯野史朗：「人工呼吸」月間薬事　2021

年、第 63 巻、第 3 号、280-288
2 ．村松隆宏「スガマデクスで麻酔管理は安全になっ

たか？ JSA 気道管理ガイドラインにおけるスガマ
デクスの意義 麻酔導入はスガマデクスの存在で安
全になったか」日本臨床麻酔学会誌　2021 年 3 月、
41（2）、180-187

3 ．村松隆宏「高齢者における安全な筋弛緩管理」
Anet

4 ．山田ことの、孫慶淑、岡崎純子、磯野史朗「慢性血
栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）合併患者に腹腔鏡下
S 状結腸切除術を施行した 1 症例」日本臨床麻酔学
会誌　2020 年　40 号： 572-576

5 ．磯野史朗， 伊狩潤「慢性閉塞性肺疾患」消化器外科　
4 月臨時増刊号、2020 年、43 巻、5 号、762-765

6 ．磯野史朗「ベッド脚下荷重センサーによる無拘束、
非接触生体情報取得」医療機器学　2020 年、90 巻、
1 号、32-40

【単行書】
1 ．坂口雄一、北村祐司：「耳鼻咽喉科の麻酔」すっき

りフローチャートで学ぶ小児の麻酔　克誠堂出版　
2020 年 12 月 10 日、P42-43
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2 ．Shiroh Isono "Instability of upper airway during 
anesthesia and sedation: How is upper airway 
instable during anesthesia and sedation?" Structure-
Function Relationships in Various Respiratory 
Systems: Connecting to the Next Generation edited 
by Kazuhiro Yamaguchi, Springer 2020, p67-91

3 ．磯野史朗「麻酔と呼吸器系」新臨床麻酔スタンダー
ド I 総論－臨床麻酔で知っておきたい基礎知識－　
克誠堂　2020/5/1，p172-190

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．村松隆宏　Differences of Recovery from Rocuronium- 

induced Deep Paralysis in Response to Small Doses 
of Sugammadex between Elderly and Nonelderly 
Patients Nippon Neuromusculuar meeting 2020 年 9
月　web

2 ．孫慶淑、磯野史朗「COVID19 と麻酔科医」日本
臨床麻酔学会　第 40 回学術集会　2020 年 11 月　
web

3 ．田口奈津子「がん疼痛治療とオピオイド選択－最近
の話題－」千葉県泌尿器学術講演会 2021 年 1 月 30
日　千葉　ポートプラザ千葉

4 ．磯野史朗「咽頭気道に配慮した顎矯正手術のあ
り方」第 30 回日本顎変形症学会総会・学術集会　
2020 年 6 月 25 日（木）　WEB 配信

5 ．磯野史朗「全身麻酔の導入・抜管時の適正な筋弛緩
管理－気道管理ガイドラインを交えて－」麻酔科イ
ンターネット講演会（MSD）　2020 年 7 月 7 日（火）　
WEB

6 ．磯野史朗「周術期・評価・モニタリング」第 31 回
日本臨床モニター学会　2020 年 11 月 21 日　WEB
開催

7 ．磯野史朗「高齢者、老年麻酔における筋弛緩および
筋弛緩回復薬の適正使用について」第 32 回日本老
年麻酔学会　2020 年 2 月 8 日、倉敷

8 ．磯野史朗「呼吸異常、上気道閉塞の診断：麻酔科医
に知ってほしいこと」東京都立多摩総合医療セン
ター麻酔科　2020 年 2 月 15 日、東京都府中市

9 ．磯野史朗「呼吸器系、循環器系のフィジカルアセス
メント」千葉県がんセンター　2019 年度ジェネラ
リスト看護コース研修企画　2020 年 3 月 5 日、千
葉市

10．磯野史朗「ラピッドレスポンスのための呼吸評価」
福岡バイタルサインセミナー　2020 年 12 月 17 日、

福岡
【学会発表数】
　国内学会　8 学会　11 回（うち大学院生 4 回）
　国際学会　1 学会　 2 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「全身麻酔
中の高炭酸ガス血症維持が術後回復過程と退院
時アウトカムに与える影響」代表者：磯野史朗　
2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「呼吸困難感
に対するオピオイドを用いた症状緩和プロトコール
確立」代表者：田口奈津子　2019-2021

3 ．文部科学省科学研究費　若手研究（B）「マスク人工
呼吸中の呼気時流量制限のメカニズム研究」代表
者：雨宮めぐみ　2018-2021

4 ．文部科学省科学研究費　若手研究「マスク換気困難
のメカニズムの解明とマスク人工呼吸法の改善の研
究」代表者：雨宮めぐみ　2020-2022

5 ．文部科学省科学研究費　若手研究（B）「小児声門上
器具使用時の声門部開通性の時系列評価研究」代表
者：石橋克彦　2017-2021

6 ．文部科学省科学研究費　若手研究（B）「スガマデク
ス投与による声門狭窄発生のメカニズム：ランダム
化比較試験」代表者：石橋克彦　2020-2022

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「低酸素虚血脳障
害に対する小胞体ストレスの関与」代表者：国分宙　
2018-2020

8 ．文部科学省科学研究費　若手研究「高流量鼻カニュ
ラ酸素療法による術後上気道閉塞の治療効果の解
明」代表者：坂口雄一　2019-2022

9 ．文部科学省科学研究費　若手研究「筋弛緩拮抗薬投
与後の再クラーレ化危険因子とそのメカニズム解明
に関する研究」代表者：村松隆宏　2019-2021

10．文部科学省科学研究費　若手研究「非拘束、非接
触ベッドセンサー生体情報モニターの小児術後
管理における有用性検討」代表者：波照間友基　
2019-2021

11．共同研究費「ベッドセンサー等から得られる生
体情報の分析に関する研究」代表者：磯野史朗　
2016-2021

【受賞歴】
1 ．磯野史朗　第 31 回日本臨床モニター学会総会 奥秋

記念賞受賞、2020 年 11 月 21 日、東京

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

麻酔法別統計
麻酔科管理症例　5747 件、全身麻酔（吸入）　2687 件、全身麻酔（TIVA；完全静脈麻酔）　1157 件、全身麻
酔（吸入）＋硬膜外・脊髄くも膜下麻酔・伝達麻酔　981 件、全身麻酔（TIVA）＋＋硬膜外・脊髄くも膜下
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麻酔・伝達麻酔　526 件、脊髄くも膜下麻酔＋硬膜外併用麻酔　145 件、硬膜外麻酔　64 件、脊髄くも膜下麻
酔　40 件、伝達麻酔　1 件、その他　146 件

緩和ケア、ペインクリニック
（外来診療）

延べ患者数：2689 名、新患患者数：190 名（内緩和ケア 44 名）、ペインクリニック外来受診：2346 名、緩和
ケア相談外来：343 名

（疾患別来院数）
癌性疼痛　335 名、帯状疱疹・PHN　339 名、三叉神経痛　39 名、腰下肢痛　118 名、顔面痛・頭痛　72 名、
CRPS　276 名、末梢血行障害　50 名、外傷性疼痛障害　64 名、術後疼痛障害　143 名、その他　910 名

（周術期管理センター）
　2014 年 4 月に発足した周術期管理センターでは、周術期パンフレット・周術期ビデオなどによる情報提供ツー
ルの開発、口腔ケア・リハビリなどの術前予約・説明システムの整備、患者情報の早期収集と共有方法の開発・
整備を進め、2015 年 10 月より実際の周術期管理センターでの外科系全科の患者受付を開始した。周術期管理外
来では対象診療科拡大を進め、2018 年 6 月からは全科対象とした。上腹部外科手術後の合併症減少を確認する
ことができている。今後も整備を進め、周術期合併症の更なる減少、在院日数の短縮、早期社会復帰の実現を期
待する。将来的には活動範囲を周術期全般（術中・術後管理）に拡大する予定である。

●地域貢献
鐘野弘洋　千葉大学医学部附属病院緩和ケア研修会（ファシリテーター） 2020 年 11 月 21 日 千葉大学附属病院
高井啓有　千葉大学医学部附属病院緩和ケア研修会（ファシリテーター） 2020 年 11 月 21 日 千葉大学附属病院
高井啓有　千葉大学医学部附属病院オンコロジーカンファレンス「緩和ケアの基本：ヒドロモルフォン製剤について」
　　　　　2021 年 3 月 10 日
高井啓有　千葉大学医学部附属病院痛みセンター勉強会「帯状疱疹」2021 年 3 月 18 日　千葉大学医学部附属病院
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研究領域等名： 病 態 病 理 学
診療科等名： 　

●はじめに
　病態病理学は，千葉大学大学院の医学研究院中核研究部門，消化器治療学研究講座に所属し，病理学領域を担当
する研究領域である。肝・胆・膵や消化管など消化器系疾患の病理組織学的解析，腫瘍の浸潤・転移および分化形
質の制御機構について検討している。さらに，附属病院病理部の臨床病理診断業務，病理解剖業務，および医学部・
大学院学生の病理学教育を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　病理学総論講義・実習（炎症，アレルギー，自己免疫疾患）を行った。
　病理学各論講義・実習（消化器，腎・泌尿器，内分泌，乳腺，男性生殖器，女性生殖器，骨・軟部組織）を行っ
た。
　スカラーシッププログラムにて 1 年生 4 名，2 年生 4 名，3 年生 4 名を担当した。3 年生 3 名，4 年生 1 名の病
理学会発表の指導を行った。
・卒後教育／生涯教育

　病理解剖症例の臨床病理カンファレンス（CPC）を通じて，初期 / 後期研修医に対して専門的な指導を行って
いる。
・大学院教育

　修士課程講義 90 分× 2 コマを行った。

●研　究
・研究内容

　消化管腫瘍，主に腺癌の浸潤転移，分化形質の変化に関する基礎的および臨床病理学的研究を行っている。
1 ） AFP 産生腺癌の肝様分化獲得のメカニズムおよび肝細胞形質獲得にともなう悪性形質の変化
2 ） 膵腫瘍に関する病理学的研究
3 ） 消化器癌の間質浸潤部における基底細胞様分化
4 ） ステロイド刺激による膵癌細胞形質の変化とその意義

・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Sumazaki M, Shimada H, Ito M, Shiratori F, 
Kobayashi E, Yoshida Y, Adachi A, Matsutani 
T, Iwadate Y,  Mine S, Machida T, Kamitsukasa 
I, Mori M, Sugimoto K, Uzawa A, Kuwabara S, 
Kobayashi Y, Ohno M,  Nishi E, Maezawa Y, 
Takemoto M, Yokote K, Takizawa H, Kashiwado 
K, Shin H, Kishimoto T, Matsushita K, Kobayashi 
S, Nakamura R, Shinmen N, Kuroda H, Zhang XM, 
Wang H, Goto KI, Hiwasa T. Serum anti-LRPAP1 
is a common biomarker for digestive organ 
cancers and atherosclerotic diseases. Cancer Sci. 

2020;111:4453-4464.
2 ．Ishikawa K, Okimoto K, Matsumura T, Hirotsu 

Y, Amemiya K, Kishimoto T, Akizue N, Ohta Y, 
Saito K, Maruoka D, Nishimura M, Matsushita K, 
Mochizuki H, Arai M, Kato J, Yokosuka O, Omata 
M, Kato N. Comprehensive Analysis of Barrett's 
Esophagus: Focused on Carcinogenic Potential for 
Barrett's Cancer in Japanese Patients. Dig Dis Sci. 
2020 Aug 25.

【学会発表数】
　国内学会　11 回（うち大学院生 2 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　外来診療は行っていないが，千葉大学医学附属病院病理部において外来患者の病理診断業務を行っている。
　入院診療は行っていないが，千葉大学医学附属病院病理部において入院患者の病理診断業務を行っている。
　先進医療は行っていない。
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●地域貢献
　千葉県内の病院から依頼される病理解剖を行っている。
　日本病理学会関東支部千葉地区集会を開催している。

●その他
　重粒子線治療多施設共同臨床研究組織（J-CROS）膵腫瘍分科会委員を担当している。
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研究領域等名： 消 化 器 内 科 学
診療科等名： 消 化 器 内 科

●はじめに
　消化器内科は、肝・胆膵・消化管の 3 つのグループに分かれ、外来／入院診療を行っている。診療ガイドライン
に従った evidence-based medicine を提供するのみならず、治験、医師主導臨床試験にも積極的に関与している。
また研究面においては、未だに治療成績の芳しくない消化器領域の悪性疾患や難治性消化器疾患をテーマとした研
究を展開し、新規治療法の創出に向けたトランスレーショナルリサーチを展開している。

●教　育
・学部教育／卒前教育
［学部教育］
　医学部教育においては医学部 3 年次学生に消化器内科の教育（消化器・栄養ユニット年間 15 コマ）を担当し
ている。

［卒前教育］（クリニカルクラークシップ）
　医学部 4、5 年次学生に対して 1 グループ 4 週間のクリニカルクラークシップの指導を行っており、常時 10 －
12 名の学生を担当している。教育チームを編成し医局員と連携してレクチャーなどを施行、終了時に全学生へ
アンケートを実施し改善を図っている。全学の学生に対して普遍教育を、また薬学部学生を対象とした消化器疾
患の講義をそれぞれ担当した。
・卒後教育／生涯教育

　消化器内科は、令和 3 年度は専攻医が 12 名入局し、半年間の学内・学外での研修をそれぞれ行った。指導教
官（助教）と大学院生が中心となって、日々の臨床指導を行うとともに、疾患別カンファレンス、画像カンファ
レンス、入退院カンファレンス、症例検討会を通じ、症例プレゼンテーションの機会を多くし、専門的な指導を
行っている。また、当診療科の特徴として、内視鏡、超音波、レントゲンを使用した検査、処置を数多く行って
おり、手技をできるかぎり体験できるよう配慮している。学会での発表や症例報告を中心とした論文執筆の指導
も併せて行った。学外の専攻医に対しても消化器内科独自の研修手帳を作成し、手技の早期取得を目指している。
生涯教育においては、研修登録医が内視鏡検査の研修を行っており、画像読影の知識・技術習得に勤しんでいる。
・大学院教育

　修士課程講義、博士課程講義を担当した。また教室の大学院生については、原則として 1 年次は臨床業務を通
して、消化器疾患に対する知識や診療技術の習得にあたっている。2 年次となって専攻する分野を決め、専門領
域での診療に従事する。同時に各専門グループの指導医の元で研究を開始し、4 年生の終了時までに論文をまと
め、学位を授与される。研究に関しては適宜カンファレンスに出席して成果を確認している。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　全学の学生を対象に普遍教育、薬学部学生を対象にした薬学部疾病学において、消化器疾患に関する講義を担
当した。

●研　究
・研究内容

　主な研究テーマは以下の通りです。
　（1）B 型肝炎ウイルスの駆除を目指した新規治療薬の開発、（2）消化器癌の早期診断および治療効果予測に
有用なバイオマーカーの開発、（3）消化器癌の薬剤耐性メカニズムの解明と新規治療アプローチの創出、（4） 
NAFLD/NASH マウスモデルを用いた肝硬変・肝癌抑止法の開発、（5）消化器癌における liquid biopsy と次世
代シークエンサーを用いた網羅的解析、（6）悪性胆道閉塞に対するステント留置術の臨床的検討、（7）門脈圧亢
進症の病態制御による肝硬変の治療、（8）機能性消化管疾患における消化管機能評価と適切な薬剤選択の研究、

（9）進行肝癌の各種 TKI の安全性と有効性に関する研究、（10）進行肝癌における新たながんワクチン治療法の
開発、（11）早期消化管癌における内視鏡治療の有効性と安全性に関する研究、（12）炎症性腸疾患患者の病態解
明に向けた新規画像検査の開発、（13）消化器癌の癌免疫逃避機構の克服に向けた腫瘍免疫学的研究
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・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Ogasawara S, Ooka Y, Itokawa N, Inoue M, Okabe 
S, Seki A, Haga Y, Obu M, Atsukawa M, Itobayashi 
E, Mizumoto H, Sugiura N, Azemoto R, Kanayama 
K, Kanzaki H, Maruta S, Maeda T, Kusakabe Y, 
Yokoyama M, Kobayashi K, Kiyono S, Nakamura 
M, Saito T, Suzuki E, Nakamoto S, Yasui S, 
Tawada A, Chiba T, Arai M, Kanda T, Maruyama 
H, Kato N. Sequential therapy with sorafenib and 
regorafenib for advanced hepatocellular carcinoma: 
a multicenter retrospective study in Japan. Invest 
New Drugs. 2020 Feb;38（1）:172-180.

2 ．Kasai H, Ito S, Tajima H, Takahashi Y, Sakurai 
Y, Kawata N, Sugiyama H, Asahina M, Sakai I, 
Tatsumi K. The positive effect of student-oriented 
clinical clerkship rounds employing role-play 
and peer review on the clinical performance and 
professionalism of clerkship students. Med Teach. 
2020 Jan;42（1）:73-78.

3 ．Ogasawara S, Ooka Y, Kato N. Weight-based 
dosing of lenvatinib for advanced hepatocellular 
carcinoma. Hepatobiliary Surg Nutr. 2020 Feb;9（1）: 
253-254.

4 ．Kamezaki H, Tsuyuguchi T, Shimura K, Sakamoto 
D, Senoo J, Mizumoto H, Kubota M, Yoshida 
Y, Azemoto R, Sugiyama H, Kato N. Safety 
and Efficacy of Early Tube Removal Following 
Percutaneous Transhepatic Gallbladder Drainage: 
An Observational Study. Surg Laparosc Endosc 
Percutan Tech. 2020 Apr;30（2）:164-168.

5 ．Maruyama H, Kobayashi K, Kiyono S, Chiba T, 
Kato N, Ohtsuka M, Ito K, Yamaguchi T, Shiina 
S. Free fatty acid-based low-impedance liver 
image: a characteristic appearance in nonalcoholic 
steatohepatitis （NASH）. Eur Radiol Exp. 2020 Jan 
23;4（1）:3.

6 ．Ogasawara S, Ooka Y, Koroki K, Maruta S, 
Kanzaki H, Kanayama K, Kobayashi K, Kiyono 
S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, Chiba T, Arai 
M, Kato J, Kato N. Switching to systemic therapy 
after locoregional treatment failure: Definition and 
best timing. Clin Mol Hepatol. 2020 Apr;26（2）: 
155-162.

7 ．Sarin SK, Kumar M, Eslam M, George J, Al 
Mahtab M, Akbar SMF, Jia J, Tian Q, Aggarwal 
R, Muljono DH, Omata M, Ooka Y, Han KH, Lee 
HW, Jafri W, Butt AS, Chong CH, Lim SG, Pwu 
RF, Chen DS. Liver diseases in the Asia-Pacific 

region: a Lancet Gastroenterology & Hepatology 
Commission. Lancet Gastroenterol Hepatol. 2020 
Feb;5（2）:167-228.

8 ．Sato N, Takano S, Yoshitomi H, Furukawa 
K, Takayashiki T, Kuboki S, Suzuki D, Sakai 
N, Kagawa S, Mishima T, Nakadai E, Mikata 
R, Kato N, Ohtsuka M. Needle tract seeding 
recurrence of pancreatic cancer in the gastric 
wall with paragastric lymph node metastasis after 
endoscopic ultrasound-guided fine needle aspiration 
followed by pancreatectomy: a case report and 
literature review. BMC Gastroenterol. 2020 Jan 15; 
20（1）:13.

9 ．Matsumura T, Arai M, Suzuki T, Hoppo T, Seki 
Y, Kasamatsu S, Ishigami H, Ishikawa K, Okimoto 
K, Akizue N, Maruoka D, Nakagawa T, Odaka 
T, Okamoto Y, Kato N. Clinical utility of salivary 
pepsin measurement in patients with proton pump 
inhibitor-refractory gastroesophageal reflux disease 
symptoms: a prospective comparative study. 
Esophagus. 2020 Jul;17（3）:339-347.

10．Engelmann C, Sheikh M, Sharma S, Kondo T, 
Loeffler-Wirth H, Zheng YB, Novelli S, Hall A, 
Kerbert AJC, Macnaughtan J, Mookerjee R, 
Habtesion A, Davies N, Ali T, Gupta S, Andreola F, 
Jalan R. Toll-like receptor 4 is a therapeutic target 
for prevention and treatment of liver failure. J 
Hepatol. 2020 Jan 24;S0168-8278（20）30028-3.

11．Oura H, Matsumura T, Kawasaki Y, Okimoto K, 
Ishikawa K, Kaneko T, Tokunaga M, Oike T, Imai 
Y, Yokoyama Y, Akizue N, Maruoka D, Ohta Y, 
Saito K, Nakagawa T, Arai M, Kato J, Kato N. 
Long-term use of proton pump inhibitors does not 
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gastric cancer after endoscopic treatment. Scand J 
Gastroenterol. 2020 Feb;55（2）:209-215.

12．Yamato M, Mikata R, Yasui S, Iino Y, Shingyoji 
A, Kusakabe Y, Ohyama H, Sugiyama H, Sakai Y, 
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T, Kato N. Endoscopic Ultrasound Criteria for 
Arterial Invasion in Pancreatic Cancer of the Body 
and Tail. Pancreas. 2020 Apr;49（4）:561-567.

13．Kanayama K, Chiba T, Kobayashi K, Koroki K, 
Maruta S, Kanzaki H, Kusakabe Y, Saito T, Kiyono 
A, Nakamura M, Ogasawara S, Suzuki E, Ooka Y, 
Nakamoto S, Yasui S, Kanda T, Maruyama H, Kato 
J, Kato N. Long-term administration of Tolvaptan 
to patients with decompensated cirrhosis. Int J 
Med Sci. 2020 Mar 15;17（7）:874-880.
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14．Maruta S, Ogasawara S, Ooka Y, Obu M, Inoue M, 
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H, Koroki K, Kanayama K, Kanzaki H, Kobayashi 
K, Kiyono S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito 
T, Kondo T, Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, 
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from the REFLECT Trial in Patients with 
Advanced Hepatocellular Carcinoma. Liver Cancer. 
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Kanayama K, Maruta S, Maeda T, Yokoyama M, 
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1 ．近藤孝行，加藤直也：「ACLF とウイルス肝炎，

自己免疫性肝炎」医学のあゆみ　2020；272（7）：
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2 ．叶川直哉，小笠原定久，金山健剛，神崎洋彰，興梠
慧輔，丸田享，小林和史，近藤孝行，鈴木英一郎，
大岡美彦，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，加藤
順，加藤直也：「Advanced stage HCC に対する肝
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将来展望」消化器・肝臓内科　2020；7（1）：59-65

5 ．小笠原定久，丸田享，神崎洋彰，興梠慧輔，叶川直
哉，近藤孝行，鈴木英一郎，大岡美彦，千葉哲博， 
加藤直也：「レンバチニブにおける病勢憎悪をどう
判定し、次治療へ移行するか？」肝臓クリニカル

アップデート　2020；6（1）：45-48
6 ．興梠慧輔，小笠原定久，近藤孝行，鈴木英一郎，千

葉哲博，加藤直也：「肝細胞癌に対するレゴラフェ
ニブの現状と課題」臨牀消化器内科　2020；35（8）：
834-838

7 ．岩崎巨征，鈴木英一郎，千葉哲博，大岡美彦，小笠
原定久，近藤孝行，中村昌人，叶川直哉，丸田享，
興梠慧輔，小林和史，清野宗一郎，金山健剛，神
崎洋彰，齊藤朋子，太和田暁之，新井誠人，丸山紀
史，神田達郎，加藤順，加藤直也：「ルストロンボ
パグの反復投与を行い観血的治療が可能であった高
度血小板減少を伴う肝細胞癌の 2 例」Therapeutic 
Research　2020；41（1）：49-53

8 ．杉山晴俊，嶋由紀子，泉水美有紀，永嶌裕樹，三浦
義史，安井伸，三方林太郎，加藤直也：「経口胆道
鏡による結石除去－こうすればうまくいく－」消化
器内視鏡　2020；32（3）：403-407

9 ．宇野澤秀美，小笠原定久，神﨑洋彰，興梠慧輔，小
林和史，中村昌人，清野宗一郎，叶川直哉，近藤孝
行，鈴木英一郎，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，
加藤直也：「肝癌治療の進歩　分子標的薬の進歩」
消化器・肝臓内科 　2020；8（5）：467-474

10．杉山晴俊，三方林太郎，大野泉，安井伸，日下部裕
子，横山昌幸，天野博之，丸田四季子，山田俊儒，
淺野公將，三浦義史，永嶌裕樹，嶋由紀子，泉水美
有紀，大山広，菅元康，加藤順，加藤直也：「肝内
結石症と Mirizzi 症候群に対する内視鏡的マネージ
メント」胆と膵　2020；41（12）：1471-1476

11．杉山晴俊，三方林太郎，大野泉，安井伸，横山昌幸，
永嶌裕樹，泉水美有紀，三浦義史，嶋由紀子，加藤
直也：「胆管結石の疫学－発癌リスクも含めて－」
肝胆膵　2020；81（2）：173-176

12．小笠原定久，大岡美彦，小林和史，叶川直哉，近
藤孝行，鈴木英一郎，千葉哲博，新井誠人，加藤
順，加藤直也：「ソラフェニブの real-world での使
用経験－ 12 年の振り返り－」肝胆膵　2020；81（5）：
897-902

【学会発表数】
　国内学会　25 学会　98 回（うち大学院生 16 回）
　国際学会　11 学会　25 回（うち大学院生 4 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本医療研究開発機構肝炎等克服緊急対策事
業「細胞性自然免疫応答賦活による C 型肝炎に
おける肝発がん予防法の開発」代表者：加藤直也　
2019-2021

2 ．日本医療研究開発機構肝炎等克服緊急対策事業
「C 型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者の
アウトカムに関する研究開発」分担者：加藤直也　
2019-2021

3 ．日本医療研究開発機構肝炎等克服緊急対策事業
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「B 型肝炎ウイルスの感染複製増殖機構解明によ
る創薬基盤形成に関する研究」分担者：加藤直也　
2019-2021

4 ．日本医療研究開発機構肝炎等克服緊急対策事業「B
型肝炎に関する病態生理の新たな解明に基づく制御
法開発」分担者：千葉哲博　2019-2021

5 ． 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）「Ras
阻害剤による自己免疫性肝疾患治療法の確立」代表
者：中川良　2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「癌の自然免疫回
避機構を標的とした肝癌の包括的マネジメント」代
表者：加藤直也　2019-2021

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「allograft マウス
モデルによる肝細胞癌の癌免疫逃避機構の解明」代
表者：千葉哲博　2020-2022

8 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「allograft マウス
モデルによる肝細胞癌の癌免疫逃避機構の解明」分
担者：金山健剛　2020-2022

9 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「液状検体を対
象としたバーコードを用いた超高感度システムに
よる膵癌早期診断法の開発」代表者：三方林太郎　
2019-2021

10．文部科学省科学研究費　若手「分子標的薬が肝予備
能に与える影響の解明と進行肝細胞癌の新規治療戦
略の構築」代表者：近藤孝行　2020-2021

11．文部科学省科学研究費　若手「潰瘍性大腸炎と原発
性硬化性胆管炎に共通する免疫機構解析による疾患
形成機序の解明」代表者：太田佑樹　2020-2021

12．文部科学省科学研究費　若手「ゲノム異常に着目し
た食道扁平上皮癌の革新的な診断・治療方法の開
発」代表者：明杖直樹　2020-2022

13．文部科学省科学研究費　若手「FGF19・FGFR4 シ
グナル阻害による肝癌分子標的薬の新規治療戦略」
代表者：神﨑洋彰　2020-2022

14．文部科学省科学研究費　若手「大学における高度肥
満学生の非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）に
ついての検討」代表者：齊藤朋子　2020-2022

15．文部科学省科学研究費　若手「ARID1A 遺伝子に
着目した肝内胆管癌に対する新規抗癌剤治療開発」
代表者：鈴木英一郎　2019-2021

16．文部科学省科学研究費　若手「クローン病の胆汁腸
肝循環動態と FXR/FGF19 の機能解析 」代表者：

齊藤景子　2019-2021
17．文部科学省科学研究費　若手「食道バレット腺癌の

遺伝子的、及び機能的側面から見た病態解析」代表
者：沖元謙一郎　2019-2021

18．文部科学省科学研究費　若手「エクソソーム制御に
よる慢性肝疾患関連サルコペニアに対する新規治療
法の開発」代表者：中村昌人　2019-2021

19．文部科学省科学研究費　　若手「肝癌におけるマル
チキナーゼ阻害剤のエピジェネティックな耐性機序
の検討」代表者：日下部裕子　2019-2021

20．文部科学省科学研究費　　若手「肝細胞分化におけ
るヒストンメチル化酵素 SETDB1 の意義と再生医
療への応用」代表者：金山健剛　2019-2021

21．文部科学省科学研究費　　若手「肝細胞癌における
ヒストンメチル化酵素 G9a のエピジェネティック
な制御機構の解明」代表者：横山昌幸　2019-2021

22．文部科学省科学研究費　　若手「肝癌におけるマル
チキナーゼ阻害剤のエピジェネティックな耐性機序
の検討」代表者：日下部裕子　2019-2021

23．文部科学省科学研究費　　若手「原発性胆汁性胆管
炎への臨床応用を目指した Ras 阻害剤のスクリー
ニング」代表者：中川良　2018-2020

24．文部科学省科学研究費　　研究活動スタート支援
「ネクロプトーシスを標的とした慢性肝不全急性増
悪の病態解明と革新的治療法の創出」代表者：近藤
孝行　2019-2020

25．文部科学省科学研究費　　研究活動スタート支援
「腸管相関の腫瘍免疫制御に着目した非アルコール
性脂肪性肝疾患関連肝癌抑止法の創出」代表者：佐
久間崇文　2020-2021

26．内視鏡研究医学振興財団「AI（artificial intelligence）
を用いた大腸癌の深達度診断システムの開発」代表
者：松村倫明　2020-2021

27．ちば県民保健予防基金事業助成金「本邦の炎症性腸
疾患患者の多施設共同前向き長期観察研究」代表
者：太田佑樹　2020

28．アッヴィ合同会社研究助成金「本邦の慢性肝疾患患
者の多施設共同前向き長期観察研究」代表者：中村
昌人　2020

【受賞歴】
1 ．沖元謙一郎　JDDW2020　若手奨励賞
2 ．千葉哲博　日本肝臓学会　High Citation Award

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

＜外来診療＞
　消化器内科の外来診療は、年間 41,000 名を超えている。常時 7 － 8 の診療室で専門医が診療を行っている。
2020 年度の外来新患患者数は 22520 人と新型コロナウイルスの影響で前年比 17％低下したものの例年 25000 人
ほどと高い水準を保っている。当科は、疾患の特徴から早めの診断や処置が必要な症例に対応するために、新患
は予約制をとっていない。また待ち時間を減らすために、新患外来および午前午後外来を導入している。
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＜入院診療＞
　当科固有病床は現在 40 床であり、対象疾患は急性肝不全、肝癌、膵癌、胆道癌などの悪性腫瘍、消化管腫瘍

（胃、小腸、大腸）、潰瘍性大腸炎やクローン病などの炎症性腸疾患、ピロリ菌感染症、胆石や膵石などの結石症、
肝硬変に伴う門脈圧亢進症など多岐にわたっている。2017 年から 2020 年にかけて肝（ラジオ波）・胆膵（ERCP、
EUS）・消化管（ESD・EMR）すべてのグループにおいて主要治療件数が増加している。
　2017 年度までは入院待ち患者数が 100 名以上となることが恒常化していたが、2018 年度に入院業務軽減とと
もに効率化を検討し、待ち人数、待ち時間ともに減少、高い病床稼働率を実現している。その後当科の入院予
約システムが評価され、今後ベッドコントロールセンターにて当院のモデルケースとして運用準備がなされてい
る。
＜先進医療＞
　該当なし

●地域貢献
1 ．千葉県肝疾患診療連携拠点病院として、下記を開催。
　①令和 2 年度 第 1 回ウィルス肝炎治療研修会 （開催日 2020 年 10 月 19 日）　対象：医療機関を対象
　② 2020 年度 肝がん撲滅運動 市民公開講座【肝臓病教室・家族支援講座】（開催日 2020 年 12 月 5 日～12 月 13 日）
　③令和 2 年度 第 2 回ウィルス肝炎治療研修会 （開催日 2021 年 1 月 18 日）　対象：医療機関を対象
　④肝臓病教室・家族支援講座（開催日 2021 年 2 月 13 日～21 日） 　対象：肝疾患患者、家族　
2 ．千葉県立幕張総合高校看護科の内科学講義を担当した。
3 ．千葉県国民健康保険団体連合会保険査定業務を担当した。
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研究領域等名： 腎 臓 内 科 学
診療科等名： 腎 臓 内 科

●はじめに
　腎臓内科は消化器・腎臓内科学から別れ、2017 年 5 月より淺沼克彦を教授として発足した。外来、入院診療と
順次開始し、腎臓疾患における診療体制を構築している。研究面においては、未だ有効な治療法が確立されていな
い慢性腎臓病（CKD）の進展メカニズムの解明、創薬など治療法の確立や AI を利用した安全な血液透析システム
構築を目指して取り組んでいる。

●教　育
・学部教育／卒前教育
［学部教育］
　医学部教育においては 3、4 年次学生に対して腎臓内科の講義（腎・泌尿器ユニット）を担当している。
　スカラーシップ学生を 1 名受け入れ、研究指導も行っている。

［卒前教育］（クリニカルクラークシップ）
　医学部 4 、5 年次学生に対して 1 グループ 4 週間のクリニカルクラークシップの指導を行っており、常時 10
－12 名の学生を担当している。
・卒後教育／生涯教育

　腎臓内科は、2020 年度は専攻医 4 名入局し専門指導を行うとともに、当科にローテーションした初期研修医
の教育も行った。指導医より、日々の臨床指導を行うとともに、症例・病理カンファレンスを行い、専門的な指
導を行っている。また透析に関する専門教育として人工腎臓部でも指導を行っている。
　また当科特有の手技として、腎生検、透析導入時のカテーテル挿入、透析シャント穿刺などの手技を行えるよ
うに指導した。学会での発表の指導も行った。
・大学院教育

　大学院生 5 名（国外留学生 2 名）が所属し、当科研究室の研究テーマを継続した。
　人工腎臓部と協力し透析患者における臨床研究も行い、透析患者の腸内細菌叢の研究や、人工知能（AI）医
学講座の川上先生と共同研究で透析治療における AI 活用の研究も行っている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　順天堂大学医学部「医学研究 入門Ⅱ」（2020 年 10 月）、千葉大学薬学部（2020 年 11 月）

●研　究
・研究内容

1 ）慢性腎臓病病態解明グループ
　　慢性腎臓病の進展メカニズムの解明と創薬
2 ）臨床研究グループ
　　ヒト腎生検検体の解析とバイオマーカー探索、AI を使用した透析管理
3 ）腎代替療法グループ
　　末期腎不全患者の腸管免疫の検討（明治㈱との共同研究）
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．14. Yoshibayashi M, Kume S, Yasida-Yamahara M, 

Yamahara K, Takebe N, Osawa N, Chin-Kanasaki 
M, Nakae Y, Yokoi H, Mukoyama M, Asanuma 
K, Maegawa H, Araki SI. Protective role of 
podocyte autophagy against glomerular endothelial 
dysfunction in diabetes. 2020 Feb 20. Biochem 
Biophys Res Commun. 525: 319-325. 2020

2 ．15. Ozawa S, Matsubayashi M, Nanaura H, 
Yanagita M, Mori K, Asanuma K, Kajiwara N, 

Hayashi K, Ohashi H, Kasahara M, Yokoi H, 
Kataoka H, Mori E, Nakagawa T. Proteolytic 
cleavage of podocin by matriptase exacerbates 
podocyte injury. J Biol Chem.2020, 295: 16002-16012

3 ．16. La TM, Tachibana H, Li SA, Abe T, Seiriki 
S, Nagaoka H, Takashima E, Takeda T, Ogawa 
D, Makino SI, Asanuma K, Watanabe M, Tian 
X, Ishibe S, Sakane A, Sasaki T, Wada J, Takei 
K, Yamada H. Dynamin 1 is important for 
microtubule organization and stabilization in 
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glomerular podocytes. FASEB Journal. 2020; 34: 
16449-16463

4 ．17. Shinichi Makino, Maulana A Empitu, Toshimasa 
Naito, Masayoshi Ishii, Hanae Wakabayashi, Chiwei 
Lee, Masashi Aizawa, Katsuhiko Asanuma. A rare 
case of nephrotic syndrome associated with Dent's 
disease: a case report. CEN Case Rep. 2020 Jun 12. 
doi: 10.1007/s13730-020-00491-9.

【雑誌論文・和文】
1 ．今澤俊之、淺沼克彦、寺脇博之、日比野久美子、入

江康文、千葉県における慢性腎臓病（CKD）重症化
予防対策－CKD対策協力医制度の開始について－、
千葉県医師会、第 72 巻 11 月号（2020）p430-436

2 ．牧野慎市、淺沼克彦、腎臓病におけるオートファ
ジー、腎臓内科，13（2）：246-253．2021

【単行書】
1 ．相澤昌史、淺沼克彦、E 尿細管疾患、5．尿崩症、

腎疾患・透析最新の治療 2020-2022、南江堂、P201-
204（編集：山縣邦弘、南学正臣）　2020 年

2 ．淺沼克彦、7．急性糸球体腎炎、腎臓病診療ハン
ドブック、中外医学社、P90-95（編著：清水英樹）　
2020 年

3 ．淺沼克彦、8．慢性糸球体腎炎、腎臓病診療ハン
ドブック、中外医学社、P96-105（編著：清水英樹）　
2020 年

4 ．淺沼克彦、6．腎疾患、ネフローゼ症候群、今日の
診断指針、第 8 版、医学書院、P1029-1032（総編集：
永井良三、責任編集：深川雅史）　2020 年

5 ．淺沼克彦、9．原発性糸球体疾患、1）糸球体障害の
病態生理（総論、免疫含む）、新臨床内科学 第 10 版、
医学書院、P1177-1181（総編集：矢崎義雄、編集：
深川雅史）　2020 年

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．淺沼克彦、第 13 回ちば Basic & Clinical Research 

Conference・講座紹介「腎臓内科の研究とは？」、
2020.2.1、 主催：千葉大学、千葉大学医学部ゐのは
な記念講堂

2 ．淺沼克彦、TSA Conference・特別講演「蛋白尿出

現のメカニズム」、2020.2.20、主催：協和キリン株
式会社、ホテルモントレ銀座

3 ．淺沼克彦、沼津内科医学術講演会・特別講演「保存
期 CKD 患者の治療について（合併症を含めたトー
タルケア）」2020.2.21、共催：沼津内科医会、協和
キリン株式会社、ホテル沼津キャッスル

4 ．淺沼克彦、保存期腎性貧血 WEB セミナー「慢性腎
臓病と腎性貧血」2020.8.27、主催：協和キリン株式
会社、Web 開催

5 ．相澤昌史、2020 臓器移植についての市民公開講座～
腎臓病患者の治療と移植医療～「慢性腎臓病の診断
と治療」2020.10.11、主催：千葉ヘルス財団

6 ．淺沼克彦、第 173 回内科懇話会、特別講演「CKD
の基礎知識」2020.10.15、共催：千葉市医師会内科
医会、第日本住友製薬株式会社、オークラ千葉ホテ
ル

7 ．淺沼克彦、Special Program Otsuka Web セミナー、
難病診療エリア連携の在り方を考える〜腎疾患を中
心に〜、レクチャー「知っておきたい難病申請のポ
イント」2020.10.30、主催：大塚製薬株式会社、後
援：日本腎臓病協会、千葉県医師会、千葉大学医学
部附属病院地域医療連携部

8 ．淺沼克彦、静岡東部地域連携腎臓研究会、特別講演
「保存期 CKD 患者の治療について（合併症を含めた
トータルケア）」2020.11.21、主催：協和キリン株式
会社、Web 開催

【学会発表数】
　国内学会　7 回（うち大学院生 4 回）
　国際学会　4 回（うち大学院生 2 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「新規スリッ
ト膜関連タンパク MAGI-2 の機能解析とスリッ
ト膜形成メカニズムの解明」代表者：淺沼克彦　
2018-2020

2 ．文部科学省科学研究費　若手研究「ポドサイトに
おけるユビキチン・プロテアソームで発現調整
を受ける分子の網羅的解析」代表者：牧野慎市　
2020-2022

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

・外来診療
　週 5 日、2 診察室で外来診療を担当している。2020 年度外来患者数は、平均約 470 人 / 月（2019 年度 400 人 /
月）とコロナ禍ではあったが増加傾向にあった。新患について基本的には紹介予約制としており、約 33 人 / 月
でありこちらもやや増加した。入院患者の対診については随時受け入れを行っている。
・入院診療
　担当病床は、2017 年度 5 床から 2020 年度には 10 床まで増床となったがコロナ専用病床確保のため 9 床で運
用したこともあり新規入院患者総数は 2020 年度は 223 名（2019 年度 289 名）とやや減少した。診療内容は主に
腎炎、ネフローゼ症候群の診断治療、慢性腎臓病の教育入院、末期腎不全患者の透析導入、透析導入患者の合併
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症治療などを行っている。2020 年度の腎生検数は 99 例であった。
　人工腎臓部における診療を積極的に行い、特任助教を 1 名、専攻医 2 名も腎臓内科診療と共に人工腎臓部での
診療にあたっている。透析ブラッドアクセス手術は人工腎臓部と共同で行っており、2020 年度は透析アクセス
手術 41 件、透析シャント PTA10 件を行った。

●地域貢献
　腎臓内科医が不在の研修関連病院である君津中央病院にて、研修医向けのレクチャーを行った。
　千葉ヘルス財団主催の「2020 臓器移植についての市民公開講座」において「慢性腎臓病の診断と治療」の講演
を行った。透析患者が増え続けている現状を改善するため、千葉県で CKD 対策部会を設置しているが、浅沼がそ
のメンバーとして活動している。
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研究領域等名： 臓 器 制 御 外 科 学
診療科等名： 肝胆膵外科／乳腺・甲状腺外科

●はじめに
　肝胆膵外科は、肝胆膵疾患におけるハイボリュームセンターとして機能しており、近年では千葉県内あるいは近
隣県のみならず日本全国から来院されており、2020 年においても消化器内科や食道胃腸外科をはじめとした他科
との連携や地域医療連携により、多くの患者さんを診療した。また、さらなる治療成績の向上をめざした臨床研究
を積極的に行うとともに、癌研究や再生医療などの基礎研究を行い、その結果を国内外に発表し、研究費取得の努
力をしている。
　また、現在の乳がん診療は多岐にわたるため、多くの診療科や関連部門の協力が必要であるが、千葉大学医学部
附属病院ではそれぞれの分野のエキスパートが集まってチーム医療を推進するためにブレストセンターを開設し、
乳がん患者さん一人ひとりに質の高い最適な医療を提供している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　クリニカルクラークシップの臨床教育を通年、およびユニット講義（消化器・栄養ユニット：6 コマ、生殖・
周産期・乳房ユニット：2 コマ）、臨床入門実習（乳房診察）3 コマ、チュートリアル（消化器：8 コマ）を行った。
また、OSCE　外科　実習（臨床入門）　2 コマを行った。
・卒後教育／生涯教育

　前期研修 General Surgery Training （GST）　卒後 3 － 6 年では、1 年目に 6 － 8ヶ月間の大学病院での外科研
修を行った後、関連病院での外科研修を 4 － 6ヶ月間受け、前期研修 2 年目から 4 年目までの 3 年間は、関連病
院において、全ての領域の一般外科研修（消化器外科を中心とした）を、原則として 1 年ごとに病院を移動して
研修する。この前期研修 4 年間で日本外科学会の外科専門医を取得するための手術症例経験を充分に満たすこと
ができ、前期研修終了時に外科専門医を取得する
　後期研修 Advanced Subspeciality Surgery Training （ASST）　卒後 11－12 年では、再び関連病院での外科研
修の blush-up として、副医長（時に医長）レベルのスタッフとして勤務し、ここで外科各領域の subspeciality
専門医（消化器外科専門医、乳腺専門医）の取得ができるレベルに到達する。
　前期・後期研修医および外科ローテート研修医に対し、診療や症例検討を通して専門的教育を行った。また外
科専門医・乳腺専門医・マンモグラフィ読影認定医・がん治療認定医取得のための指導を行った。
・大学院教育

　主に臨床系大学院生として大学病院で肝胆膵外科あるいは乳腺甲状腺外科の臨床に従事しながら、助教以上の
教官の指導の下に臨床研究を行う。終了時までに英文論文を仕上げて、その間、国内国外の学会発表を行う。ま
たその後の subspeciality 専門医取得および将来の外科指導医資格取得に必要な論文（邦文含めて）を作成する
ように指導する。希望する場合には、大学院の 4 年間において基礎系教室で基礎研究に 2 年間従事することも可
能である。大学院期間には臨床外科医として必要最低限の臨床での科学的姿勢および臨床研究方法を身につける
とともに、大学院卒業時には学位（医学博士）の取得ができる。2020 年度は肝胆膵外科 20 名、乳腺甲状腺外科
3 名の大学院生が在籍し、そこから 7 名が医学博士号を取得した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉大学看護学部において健康障害と看護 I　2 コマ、千葉県立保健医療大学　看護学科　専門基礎科目　病
態学 II　外科系疾病論　9 コマおよび、幕張総合高校にて成人看護　外科　2 コマを担当した。

●研　究
・研究内容

　肝胆膵外科における基礎研究：肝胆膵領域癌に対する病理学的研究、分子生物学的研究、新規バイオマーカー
の探索、肝再生や肝移植に関する研究などを行い、国内・国際学会で発表し、海外学術誌にその成果を発表して
いる。臨床研究：悪性疾患に対する術前化学療法や周術期栄養療法などの臨床研究を行い、よりよい医療を行う
ための積極的外科切除を中心にした治療を考えている。
　乳癌に対するセンチネルリンパ節生検法の確立、画像ナビゲーション手術の開発、微小転移の診断法などにつ
いて臨床的研究を行った。また基礎的研究として、転移臓器のホスト細胞と腫瘍細胞との相互作用、癌の進行転
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移に関する解析、乳癌幹細胞と薬剤耐性の機序、転移成立後の乳癌細胞分化や癌周囲微小環境、遺伝子導入によ
る抗腫瘍抗体産生細胞の作成などに関する研究を行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Takayashiki T, Yoshitomi H, Furukawa K, Kuboki 

S, Miyazaki M, Ohtsuka M. Clinicopathological 
Features and Prognosis of Surgical Resected 
Cases of Biliary Cancer with Pancreaticobiliary 
Maljunction Hepatobiliary Pancreat Dis Int. 2020; 
19:97-100.

2 ．Takahashi M, Nojima H, Kuboki S, Horikoshi T, 
Yokota T, Yoshitomi H, Furukawa K, Takayashiki 
T, Takano S, Ohtsuka M. Comparing prognostic 
factors of Glut-1 expression and maximum 
standardized uptake value by FDG-PET in patients 
with resectable pancreatic cancer. Pancreatology 
2020;20:1205-1212.

3 ．Takano S, Yoshitomi H, Kagawa S, Furukawa 
K, Takayashiki T, Kuboki S, Suzuki D, Sakai N, 
Mishima T, Nakadai E, Miyazaki M, Ohtsuka 
M. Long-term outcomes and significance of 
preoperative lymphocyte-to-monocyte ratio as 
a prognostic indicator in patients with invasive 
pancreatic neoplasms after repeat pancreatectomy. 
BMC Cancer. 2020 Feb 10;20（1）:111.

4 ．Sakai N, Yoshitomi H, Furukawa K, Takayashiki 
T, Kuboki S, Takano S, Suzuki D, Kagawa S, 
Mishima T, Nakadai E, Ohtsuka M. Outcome of 
interventional radiology for delayed postoperative 
hemorrhage in hepatobiliary and pancreatic 
surgery J Gastroenterol Hepatol. 2020 Jun 11. 

5 ．Takagi Y,  Sakai N, Yoshitomi H, Furukawa K, 
Takayashiki T, Kuboki S, Takano S, Suzuki D, 
Kagawa S, Mishima T, Nakadai E, Miyauchi H, 
Matsubara H, Ohtsuka M. High expression of 
Kruppel-like factor 5 is associated with poor 
prognosis in patients with colorectal cancer Cancer 
Sci. 2020;111（6）:2078-2092.

6 ．Hosokawa I, Shimizu H, Ohtsuka M, Miyazaki 
M. Liver transection-f irst approach in left 
trisectionectomy for perihilar cholangiocarcinoma. 
Ann Surg Oncol 2020;27:2381-2386.

7 ．Hosokawa I, Shimizu H. Left trisectionectomy for 
Bismuth-Corlette type IV perihilar cholangiocarcinoma 
of the left-sided predominance. Ann Surg Oncol 
2020;27:2387-2388.

8 ．Konishi T, Schuster RM, Goetzman HS, Caldwell 
CC, Lentsch AB. Fibrotic liver has prompt 
recovery after ischemia-reperfusion injury. Am 
J Physiol Gastrointest Liver Physiol. 2020;318: 

G390-G400.
9 ．Konishi T, Yoshidome H, Shimizu H, Yoshitomi H, 

Furukawa K, Takayashiki T, Kuboki S, Takano 
S, Miyazaki M, Ohtsuka M. Splenic enlargement 
induced by preoperative chemotherapy is a useful 
indicator for predicting liver regeneration after 
resection for colorectal liver metastases. World J 
Surg Oncol. 2020;18;139.

10．Yoji Miyahara, Shida Takashi, Yoshiaki Shimizu, 
Masayuki Ohtsuka. The prognostic impact 
of neutrophil-to-lymphocyte ratio （NLR） and 
lymphocyte-to-monocyte ratio （LMR） in patients 
with distal bile duct cancer. World J Surg Oncol 
2020;18;78.

11．Takano S, Suzuki A, Masuya Y, Suzuki H, Ohtsuka 
M. Epigastric discomfort in a 91-year-old woman 
Education: Inside view Frontline Gastroenterol. 
2020; Aug 07, doi: 10.1136/flgastro-2020-101578.

12．Sato N, Takano S, Yoshitomi H, Furukawa 
K, Takayashiki T, Kuboki S, Suzuki D, Sakai 
N, Kagawa S, Mishima T, Nakadai E, Mikata 
R, Kato N, Ohtsuka M Needle tract seeding 
recurrence of pancreatic cancer in the gastric 
wall with paragastric lymph node metastasis after 
endoscopic ultrasound-guided fine needle aspiration 
followed by pancreatectomy: a case report and 
literature review. BMC Gastroenterol. 2020 Jan 15; 
20（1）:13.

13．Tabe S, Hoshino I, Takiguchi N, Ikeda A, Soda H, 
Tonooka T, Gunji H, Nabeya Y, Otsuka M. Residual 
esophageal necrosis after radical esophagectomy 
for esophagogastric cancer: A case report. Mol 
Clin Oncol 2020;12（4）:321-324.

14．Nakagawa A, Fujimoto H, Nagashima T, Sangai 
T, Takada M, Masuda T, Teranaka R, Ota S, 
Matsushima J, Akita S, Ohtsuka M. （2020） 
Histological features of skin and subcutaneous 
tissue in patients with breast cancer who have 
received neoadjuvant chemotherapy and their 
relationship to post-treatment edema. Breast 
Cancer 27, 77-84.

15．Fujimoto H, Shiina N, Nagashima T, Sangai T, 
Sakakibara J, Takada M, Teranaka R, Takishim 
H, Kawasaki Y, Ohtsuka M. （2020） Oncoplastic 
breast-conserving surgery using chest wall 
perforator flaps: three dimensional quantitative 
analysis of the percentage of breast volume 
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excised and changes over time in flap volume. J 
Surg Oncol 121, 216-223.

16．Masuda T, Fujimoto H, Teranaka R, Kuroda M, 
Aoyagi Y, Nagashima T, Sangai T, Takada M, 
Nakagawa A, Kubota Y, Yokote K, Ohtsuka M. 

（2020） Anti-HER2 antibody therapy using gene-
transduced adipocytes for HER2-positive breast 
cancer. Breast Cancer Res Treat 180, 625-634.

【雑誌論文・和文】
1 ．周達仁，賀川真吾，佐藤豊，吉富秀幸，古川勝規，

高屋敷吏，久保木知，高野重紹，鈴木大亮，酒井望，
野 島 広 之， 三 島 敬， 中 台 英 里　Solitary Fibrous 
Tumor の再発を伴った破骨細胞型退形成膵管癌の
1 例　癌と化学療法　2020；47 巻 4 号；685-687

【単行書】
1 ．高野重紹、大塚将之　膵体部癌　②開腹下脾合併

尾側膵切除術（DP-CAR を含めて）　新「Digestive 
Surgery Now」 No.8： 76-89，2020．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．The 14th World Congress of the Hepato-Pancreato-

Biliary Association （IHPBA） （November 27th-29th 
/2020, Melbourne, Australia） Symposium

2 ．第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会（2020/2 月，
京都 / 誌上開催）　シンポジウム

3 ．第 29 回日本がん転移学会学術集会・総会（2020 年 7
月，神戸 / 誌上開催）　ワークショップ

4 ．第 120 回日本外科学会定期学術集会（2020/8 月，横
浜 /Web）　シンポジウム・パネルディスカッショ
ン・ワークショップ・ディベート

5 ．第 56 回日本腹部救急医学会総会（2020/9 月，名古
屋 /Web）　シンポジウム・ワークショップ

6 ．第 56 回日本胆道学会学術総会（2020/10 月，福岡 /
Web）　パネルディスカッション・ワークショップ

7 ．第 82 回日本臨床外科学会総会（2020/10 月，大阪 /
Web）　シンポジウム・パネルディスカッション・
ワークショップ

8 ．第 75 回日本消化器外科学会総会（2020/12 月，和
歌山 /Hybrid）　シンポジウム・パネルディスカッ
ション・ワークショップ

9 ．第 57 回日本外科代謝栄養学会学術集会（2020/12 月，
名古屋 /Web）　シンポジウム

10．第 56 回日本肝癌研究会（2020/12 月，大阪 /Web）　
パネルディスカッション・ワークショップ

11．第 45 回日本外科系連合学会学術集会（2020/12 月，
福岡 /Web）　パネルディスカッション

12．第 29 回日本乳癌画像研究会パネルディスカッショ
ン

13．第 28 回日本乳癌学会学術総会パネルディスカッ
ション

14．第 45 回日本乳腺甲状腺超音波医学会シンポジウム
【学会発表数】
　国内学会　90 回（うち大学院生 21 回）
　国際学会　 7 回（うち大学院生 6 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科研費基盤研究（C）「遺伝子改変前脂肪細胞を用い
た乳癌抗体療法の開発」代表者：藤本浩司　2020
年度

2 ．科研費若手研究「抗酸化物質の微小管作用メカニズ
ムの解明と新たな臨床応用」代表者：高田護　2020
年度

3 ．高橋産業経済財団　研究助成金「低酸素応答分子を
標的とした新規乳癌治療薬の開発」代表者：高田護　
2020 年度

4 ．科研費基盤研究（C）「肝内胆管癌癌源・癌細胞の可
塑性と癌間質微小環境制御による新規治療法の開
発」代表者：大塚将之　2020 年度

5 ．科研費基盤研究（C）「内臓脂肪による免疫老化と慢
性炎症が手術侵襲に及ぼす影響とオステオポンチン
の関与」代表者：古川勝規　2020 年度

6 ．科研費基盤研究（C）「肝胆膵領域癌における LGR5
を標的とした STAT3 活性抑制による新規治療の開
発」代表者：久保木知　2020 年度

7 ．科研費基盤研究（B）「分泌蛋白を含む癌微小環境と
補体因子による膵胆道癌進展機構の解明と測定系の
開発」代表者：高野重紹　2020 年度

8 ．科研費基盤研究（B）「膵胆道癌の新規血清マーカー
探索及び癌微小環境蛋白の網羅的 Secretome 解析」
分担者：大塚将之　2020 年度

9 ．科研費基盤研究（C）「ユビキチン E3 リガーゼを
ターゲットにした消化器癌の進展、転移制御機構の
解明」代表者：酒井望　2020 年度

10．科研費基盤研究（C）「NETs を介した膵臓癌 EMT-
MET plasticity 機構の解明」代表者：賀川真吾　
2020 年度

11．科研費基盤研究（C）「障害肝における肝障害後肝再
生機構の解明と再生促進治療開発：肝切除術の適応
拡大へ」代表者：小西孝宜　2020 年度

12．科研費基盤研究（C）「肝内胆管癌における IL-32-
Gankyrin axis を介した癌進展機序の解明」代表者：
三島敬　2020 年度

13．科研費基盤研究（C）「NETs を介した膵臓癌 EMT-
MET plasticity 機構の解明」代表者：賀川真吾　
2020 年度

14．科研費基盤研究（C）「膵癌進展進展機構に関わる
C4BPA-CD40 axis の機能解析および治療開発」代
表者：佐々木亘亮　2020 年度

15．科研費基盤研究（C）「肝胆膵領域癌における IRG1
を介した抗炎症作用に基づく新規治療戦略」代表
者：吉住有人　2020 年度
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16．科研費若手研究「胆嚢癌における PD-L1 発現抑制
を目標とした新規癌免疫療法の追求」代表者：佐藤
豊　2020 年度

17．科研費若手研究「大腸癌の転移制御における
Smurf2-YY1axis の役割」代表者：佐藤菜実　2020
年度

18．科研費若手研究 「機械学習により層別化した化学療
法未導入検体の解析による膵癌の化学療法抵抗性の
解明」代表者：川原健治　2020 年度

19．産学共同研究 麻布大学・デンカ株式会社「膵臓

癌細胞株を用いた網羅的 secretome 解析により見
出された分泌蛋白の臨床応用」代表者：大塚将之　
2020 年度

20．産学共同研究 麻布大学・富士フィルム和光純薬
「血中フコシル化プロサポジン値の測定系構築およ
び新規膵癌 biomarker としての臨床応用に関する
研究」代表者：大塚将之　2020 年度

【受賞歴】
1 ．JDDW 2020　ポスター優秀演題賞　横田哲夫
2 ．JDDW 2020　ポスター優秀演題賞　久保木知

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　肝胆膵外科における 2020 年の延べ手術総数は 315 件であった。手術患者の内訳は、肝疾患　108 例、胆道疾
患　97 例、膵臓疾患　104 例などであり、ハイボリュームセンターの一つとして治療成績の向上に寄与している。
手術症例の中心は肝疾患では原発性肝癌、転移性肝癌、胆道疾患では胆嚢癌、胆管癌、膵臓疾患では膵臓癌と
いった悪性腫瘍であり、我々は新しい手術手技の開発し治療成績の改善を目指すとともに、術前・術後化学療法
や Interventional radiology（IVR）治療などと組み合わせることにより、これらの悪性腫瘍に対する治療成績の
向上を目指している。近年、腹腔鏡下手術も積極的に行っている。また、生体部分肝移植も症例数を増やしてお
り、末期肝不全に対する有効な治療法として確立している。また、2014 年度には脳死肝移植認定施設となって
いる。乳腺甲状腺外科では、高度先進医療施設として最新の技術を用いた診断とエビデンスに基づいた診療を実
践した。乳房温存手術・センチネルリンパ節生検・乳房再建術など術後の整容性を考慮した手術を積極的に取り
入れたほか、放射線・化学療法・内分泌療法・分子標的療法などを効果的に組み合わせた集学的治療を行った。
2020 年の初発乳癌手術件数は 248 例（256 乳房）、うち乳房温存手術を 113 例、同時再建を 13 例に実施した。

●地域貢献
（肝胆膵外科）
　千葉 HCC カンファレンス、千葉臓器移植セミナーを主催した。

（乳腺甲状腺外科）
　千葉県がん診療連携協議会乳がん部会委員、千葉検診精度管理専門委員会乳腺専門委員、千葉県乳腺診断フォー
ラム世話人を担当した。
　千葉県下の地域関連施設とは密に連携を取り、人的派遣を含め地域医療に貢献している。
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研究領域等名： 先 端 応 用 外 科 学
診療科等名： 食道・胃腸外科／乳腺・甲状腺外科／メドテック・リンクセンター

●はじめに
　最先端の研究・診療活動を真摯に行い、安定した心・技術・倫理的科学的思考を兼ね備えた医師を育て、国民の
高い期待に応えるべく活動することを目標としている。若い世代は順調に育ちつつあり、伝統を重んじつつも日進
月歩する診療、研究、教育の分野において活発に取り組んでいる。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 2 年生対象に解剖学実習の際に講義 30 分 1 コマを担当し、実習のサポートを行った。医学部 3 年生 4
年生で、ユニット授業、臨床入門、テュートリアルを担当しており、外科学総論、各論を通して外科学の広い知
識と基本的態度について教育した。また 5 年生 6 年生には、クリニカル・クラークシップを通して、消化器疾患
や乳腺・甲状腺疾患における画像診断、周術期管理、ベッドサイドならびに手術手技の実際を教育した。毎週の
術前術後カンファレンスは、学生・研修医参加で質疑を行い、診断から治療まで一貫性を持った実践的な臨床教
育を行った。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医に対する外科の基礎教育も担っており、手術だけでなく幅広い診療技術や知識を教えて外科への興
味が高まるよう期待している。カンファレンスは、学生・研修医参加で質疑を行い、実践的な臨床教育を行った。
　入局者には後期研修で心臓血管外科、小児外科、呼吸器外科の短期研修を行い、幅広い知識と技術の取得、手
術症例を経験し、外科専門医の資格を取得するよう指導した。さらには消化器外科、消化器内視鏡、内視鏡外科、
乳腺外科、等の各専門医資格取得を目指して修練を重ねるよう指導した。
・大学院教育

　食道癌を中心とした消化管癌や乳癌の発生・進行に関する分子生物学的・免疫学的研究、先駆的な技術を用い
た画像診断、内視鏡診断に関する研究を大学院生に指導しながら行った。また医療工学系大学院とも交流研究し
最新技術や機器開発に尽力した。
　修士課程の先端治療学特論 90 分 1 コマ、病態制御治療学特論 90 分 1 コマ、臨床医科学特論 90 分 2 コマを担
当した。
　博士課程では先端応用外科特論 2 単位、演習 2 単位、実習 1 単位、特別研究 2 単位と発表論述方法論を 2 単位
担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育、生命コア・外科治療と疾患を 90 分 2 コマ、現代医学を 90 分 1 コマ担当した。看護学部で、健康障
害と看護について 90 分 1 コマを担当した。工学部で医用統計 15 コマ、生体生理 15 コマ、工学入門 1 コマ、メディ
カルシステム実験 1 コマを担当した。工学部修士課程で臨床解剖学、生理学特論 15 コマを担当した。
　また、幕張総合高校看護科で腎移植についての講義 50 分 1 コマ、外科全般に関する講義 50 分 x6 コマを担当
した。

●研　究
・研究内容

　教室のメイン研究テーマは食道癌の診断と治療であり、新たな治療開発を追求し、多くの臨床研究を実施して
おり、また、日本臨床腫瘍グループ（JCOG）による食道癌の臨床研究に主要メンバー施設として参加し、新し
い治療法の開発やその有効性の検証などを行っている。平成 15 年度から 19 年度にかけての 21 世紀 COE 拠点
形成プログラムで開始された食道扁平上皮癌に対する重粒子線治療研究では、その治療効果を検証している。ま
た、食道癌を中心に消化管癌の発生・進展に関する分子生物学的研究も行っており、基礎的な研究成果を臨床診
断・治療に還元できるよう努力している。胃癌・大腸癌、良性腫瘍、良性疾患など消化管疾患全般、乳癌におい
ても、新しい医療の研究・開発に努め、研究成果を患者さんへ還元することを目標としている。



― 109 ―

・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Hata A, Nakajima T, Matsusaka K, Fukuyo M, 
Morimoto J, Yamamoto T, Sakairi Y, Rahmutulla B, 
Ota S, Wada H, Suzuki H, Matsubara H, Yoshino I, 
Kaneda A. A low DNA methylation epigenotype in 
lung squamous cell carcinoma and its association 
with idiopathic pulmonary fibrosis and poorer 
prognosis. Int J Cancer. 2020 Jan 15;146（2）:388-399.

2 ．Watanabe M, Sato M, Fukuchi M, Kato H, 
Matsubara H. Treatment of aortoesophageal 
fistula developed after thoracic endovascular aortic 
repair: a questionnaire survey study. Esophagus. 
2020 Jan;17（1）:81-86.

3 ．Watanabe M, Nakajima M, Nishikawa K, Kato H, 
Matsubara H. Thoracic endovascular aortic repair 
for esophageal cancer invading the thoracic aorta: 
a questionnaire survey study. Esophagus. 2020 Jan; 
17（1）:74-80.

4 ．Motoyama S, Yamamoto H, Miyata H, Yano M, 
Yasuda T, Ohira M, Kajiyama Y, Toh Y, Watanabe 
M, Kakeji Y, Seto Y, Doki Y, Matsubara H. Impact 
of certification status of the institute and surgeon 
on short-term outcomes after surgery for thoracic 
esophageal cancer: evaluation using data on 16,752 
patients from the National Clinical Database in 
Japan. Esophagus. 2020 Jan;17（1）:41-49.

5 ．Toh Y, Numasaki H, Tachimori Y, Uno T, Jingu 
K, Nemoto K, Matsubara H. Current status of 
radiotherapy for patients with thoracic esophageal 
cancer in Japan, based on the Comprehensive 
Registry of Esophageal Cancer in Japan from 
2009 to 2011 by the Japan Esophageal Society. 
Esophagus. 2020 Jan;17（1）:25-32.

6 ．Ailiken G, Kitamura K, Hoshino T, Satoh M, 
Tanaka N, Minamoto T, Rahmutulla B,Kobayashi 
S, Kano M, Tanaka T, Kaneda A, Nomura F, 
Matsubara H, Matsushita K.Post-transcriptional 
regulation of BRG1 by FIR Δ exon2 in gastric 
cancer. Oncogenesis. 2020 Feb 18;9（2）:26.

7 ．Hoshino I, Yokota H, Ishige F, Iwatate Y, Takeshita 
N, Nagase H, Uno T,Matsubara H. Radiogenomics 
predicts the expression of microRNA-1246 in the 
serum of esophageal cancer patients. Sci Rep. 2020 
Feb 13;10（1）:2532.

8 ．Matsubara H. Advances in the surgical treatment 
of esophageal cancer since 1965. Ann Gastroenterol 
Surg. 2020;4（3）:243 ‐ 249.

9 ．Nemoto K, Kawashiro S, Toh Y, Numasaki 
H, Tachimori Y, Uno T, Jingu K,Matsubara 

H. Comparison of the effects of radiotherapy 
doses of 50.4 Gy and 60 Gy on outcomes of 
chemoradiotherapy for thoracic esophageal cancer: 
subgroup analysis based on the Comprehensive 
Registry of Esophageal Cancer in Japan from 
2009 to 2011 by the Japan Esophageal Society. 
Esophagus. 2020 Apr;17（2）:122-126.

10．Motoyama S, Maeda E, Yano M, Yasuda T, Ohira 
M, Kajiyama Y, Higashi T, Doki Y,Matsubara H. 
Esophagectomy performed at institutes certified 
by the Japan Esophageal Society provide long-
term survival advantages to esophageal cancer 
patients: second report analyzing 4897 cases with 
propensity score matching. Esophagus. 2020 Apr;17

（2）:141-148.
11．Nakagawa T, Matsusaka K, Misawa K, Ota S, 

Fukuyo M, Rahmutulla B, Kunii N,Sakurai D, 
Hanazawa T, Matsubara H, Okamoto Y, Kaneda A. 
Stratification of HPV-associated and HPV-negative 
oropharyngeal squamous cell carcinomas based on 
DNA methylation epigenotypes. Int J Cancer. 2020 
May 1;146（9）:2460-2474.

12．Hirata A, Hayano K, Ohira G, Imanishi S, Hanaoka 
T, Murakami K, Aoyagi T, Shuto K, Matsubara 
H. Volumetric histogram analysis of apparent 
diffusion coefficient for predicting pathological 
complete response and survival in esophageal 
cancer patients treated with chemoradiotherapy. 
Am J Surg. 2020;219（6）:1024-1029.

13．Takagi Y, Sakai N, Yoshitomi H, Furukawa K, 
Takayashiki T, Kuboki S, Takano S, Suzuki D, 
Kagawa S, Mishima T, Nakadai E, Miyauchi H, 
Matsubara H, Ohtsuka M. High expression of 
Kruppel-like factor 5 is associated with poor 
prognosis in patients with colorectal cancer. 
Cancer Sci. 2020 Jun;111（6）:2078-2092.

14．Jingu K, Numasaki H, Toh Y, Nemoto K, Uno T, 
Doki Y, Matsubara H. Chemoradiotherapy and 
radiotherapy alone in patients with esophageal 
cancer aged 80 years or older based on the 
Comprehensive Registry of Esophageal Cancer in 
Japan. Esophagus. 2020 Jul;17（3）:223-229. 

15．Sohda M, Kuwano H, Sakai M, Miyazaki T, Kakeji 
Y, Toh Y, Matsubara H. A national survey on 
esophageal perforation: study of cases at accredited 
institutions by the Japanese Esophagus Society. 
Esophagus. 2020 Jul;17（3）:230-238.

16．Shuto K, Kono T, Shiratori T, Akutsu Y, Uesato 
M, Mori M, Narushima K, Imanishi S, Nabeya 
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Y, Yanagawa N, Okazumi S, Koda K, Matsubara 
H. Diagnostic performance of diffusion-weighted 
magnetic resonance imaging in assessing lymph 
node metastasis of esophageal cancer compared 
with PET. Esophagus. 2020 Jul;17（3）:239-249.

17．Yoshida N, Yamamoto H, Baba H, Miyata H, 
Watanabe M, Toh Y, Matsubara H, Kakeji Y, Seto 
Y. Can Minimally Invasive Esophagectomy Replace 
Open Esophagectomy for Esophageal Cancer? 
Latest Analysis of 24,233 Esophagectomies From 
the Japanese National Clinical Database. Ann Surg. 
2020;272（1）:118-124.

18．Ohira G, Miyauchi H, Hayano K, Maruyama M, 
Imanishi S, Tochigi T, Maruyama T, Hanaoka T, 
Okada K, Matsubara H. Treatment Outcome of 
Resection of Disseminated Peritoneal Metastases 
from Colorectal Cancer. In Vivo. 2020 Jul-Aug;34

（4）:1915-1920.
19．Takahashi K, Ishibashi E, Kubo T, Harada Y, 

Hayashi H, Kano M, Shimizu Y, Shirota H, Mori 
Y, Muto M, Ishioka C, Dosaka-Akita H, Matsubara 
H, Nishihara H, Sueoka-Aragane N, Toyooka S, 
Hirakawa A, Tateishi U, Miyake S, Ikeda S. A 
phase 2 basket trial of combination therapy with 
trastuzumab and pertuzumab in patients with solid 
cancers harboring human epidermal growth factor 
receptor 2 amplification （JUPITER trial）. Medicine 

（Baltimore）. 2020 Aug 7;99（32）:e21457.
20．Isozaki T, Murakami K, Yamanouchi E, Uesato 

M, Toyozumi T, Koide Y, Tsukamoto S, Sakata 
H, Hayano K, Kano M, Hayashi H, Matsubara H. 
Magnetic compression anastomosis is effective in 
treating stenosis after esophageal cancer surgery: 
a case report. Surg Case Rep. 2020 Aug 17;6（1）:213.

21．Hayano, K., Hirata, A. & Matsubara, H. ASO 
Author Reflections: MRI-Derived Biomarker to 
Select Optimal Treatment for Esophageal Cancer 
Patients. Ann Surg Oncol 27, 3090–3091 （2020）.

22．Hirata A, Hayano K, Ohira G, Imanishi S, Hanaoka 
T, Toyozumi T, Murakami K, Aoyagi T, Shuto K, 
Matsubara H. Volumetric Histogram Analysis of 
Apparent Diffusion Coefficient as a Biomarker to 
Predict Survival of Esophageal Cancer Patients. 
Ann Surg Oncol. 2020 Aug;27（8）:3083-3089.

23．Imai Y, Chiba T, Kondo T, Kanzaki H, Kanayama K, 
Ao J, Kojima R, Kusakabe Y, Nakamura M, Saito 
T, Nakagawa R, Suzuki E, Nakamoto S, Muroyama 
R, Tawada A, Matsumura T, Nakagawa T, Kato 
J, Kotani A, Matsubara H, Kato N. Interferon-
γ induced PD-L1 expression and soluble PD-L1 

production in gastric cancer. Oncol Lett. 2020 Sep; 
20（3）:2161-2168.

24．Hayano K, Watanabe H, Ryuzaki T, Sawada 
N, Ohira G, Kano M, Uesato M, Matsubara H. 
Prognostic benefit of conversion surgery for HER2 
positive stage IV gastric cancer; a case series 
study of eleven patients treated with trastuzumab-
based chemotherapy. Surg Case Rep. 2020 Sep 24;6

（1）:219.
25．Aikawa M, Uesato M, Urahama R, Hayano K, Kunii 

R, Kawasaki Y, Isono S, Matsubara H. Predictor of 
respiratory disturbances during gastric endoscopic 
submucosal dissection under deep sedation. World 
J Gastrointest Endosc. 2020 Oct 16;12（10）:378-387.

26．Hoshino I, Ishige F, Iwatate Y, Gunji H, Shiratori F, 
Kuwayama N, Nabeya Y, Takeshita N, Matsubara 
H. Usefulness of serum miR-1246/miR-106b ratio in 
patients with esophageal squamous cell carcinoma. 
Oncol Lett. 2020 Dec;20（6）:350.

27．Matsumoto Y, Kano M, Murakami K, Toyozumi 
T, Suito H, Takahashi M, Sekino N, Shiraishi T, 
Kamata T, Ryuzaki T, Hirasawa S, Kinoshita K, 
Matsubara H. Tumor-derived exosomes influence 
the cell cycle and cell migration of human 
esophageal cancer cell lines. Cancer Sci. 2020 Dec; 
111（12）:4348-4358.

28．Amagai H, Miyauchi H, Muto Y, Uesato M, Ohira 
G, Imanishi S, Maruyama T, Tochigi T, Okada 
K, Maruyama M, Matsubara H. Clinical utility 
of transanal indocyanine green near-infrared 
fluorescence imaging for evaluation of colorectal 
anastomotic perfusion. Surg Endosc. 2020 Dec;34

（12）:5283-5293.
29．Kano M, Matsubara H. ASO Author Reflections: 

Future Prospects of Neoadjuvant Chemotherapy 
for Gastric Cancer. Ann Surg Oncol. 2020 Dec;27
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【雑誌論文・和文】

1 ．豊住武司，村上健太郎，松原久裕．不要の立場から 
（消化器外科手術の論点 2020：誌上ディベートと手
術手技；食道外科；食道癌根治術における胸管合併
切除）．手術．2020；74（4）：404-409．

2 ．村上健太郎，松原久裕．特集 高齢者に対する消
化器外科治療　高齢者食道癌の治療戦略．外科．
2020；82（3）：215-218．

3 ．関野伸史，加野将之，村上健太郎，松原久裕．上部
消化管癌におけるメトホルミンの抗腫瘍効果．分子
細胞治療フロンティア 2020．2020：27-34

4 ．村上健太郎，松原久裕．食道癌治療の up to date，
最新の治療アルゴリズム．日本外科学会雑誌．
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2020；121（3）：353-355．
5 ．松本泰典，平澤壮一朗，夏目俊之，貝沼修，田中

元，豊住武司，村上健太郎，松原久裕，丸山尚嗣．
Nivolumab による Pseudoprogression が疑われた
無色素性食道悪性黒色腫の 1 例．癌と化学療法．
2020；47（8）：1251-1253．

6 ．松原久裕．再発防止委員会の活動および実績．肝胆
膵．2020；81（2）：415-420．

7 ．松原久裕．神戸宣言 2018 －日本外科学会の取り組
み．肥満研究．2020；26（2）：277-278．

8 ．平野敦史，森幹人，富田裕彦，板野理，松原久裕，
吉田雅博．腸閉塞で発症した肺小細胞癌術後小腸転
移の 1 例．日本腹部救急医学会雑誌．2020；40（6）：
739-742．

9 ．岩田萌，松本泰典，花岡俊晴，龍崎貴寛，宮内英
聡，松原久裕．消化管穿孔部に好塩基性無構造物を
認めた維持透析患者の1例．日本臨床外科学会雑誌．
2020；81（9）：1852-1856．

10．松原久裕．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知
症・・・術前管理も申し送りもスマートに！ハイリス
ク患者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！．消化
器ナーシング．2020；25（10）：1-5．

11．早野康一．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知
症・・・術前管理も申し送りもスマートに！ハイリス
ク患者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！各論
1 糖尿病の患者さん．消化器ナーシング．2020；25

（10）：9-15．
12．村上健太郎．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知

症・・・術前管理も申し送りもスマートに！ハイリス
ク患者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！各論 3 
肺疾患 （喘息、COPD）のある患者さん．消化器ナー
シング．2020；25（10）：24-30．

13．丸山通広．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知
症・・・術前管理も申し送りもスマートに！ハイリス
ク患者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！各論 6 
腎機能の低下している患者さん．消化器ナーシン
グ．2020；25（10）：47-52．

14．宮内英聡．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知
症・・・術前管理も申し送りもスマートに！ハイリス
ク患者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！各論 7 
抗血栓薬を服用している患者さん．消化器ナーシン
グ．2020；25（10）：53-59．

15．大平学．第 1 特集　基礎疾患、機能低下、認知症・・・
術前管理も申し送りもスマートに！ハイリスク患
者の術前術後ケア サキヨミ メソッド！各論 8 認知
症の患者さん．消化器ナーシング．2020；25（10）：
60-65．

16．藏田能裕，一瀬雅典，貝沼駿介，深澤公朗，嶋尾 
仁，松原久裕．植込み型胸腔ポートにより自宅療養
が可能となった難治性癌性胸水の 1 例．癌と化学療

法　2020；（47）10：1489-1491．
17．丸山通広，宮内英聡，横山将也，木下和也，圷尚武，

松原久裕．心停止下腎採取の実際．日本臨床腎移植
学会雑誌．2020；8（2）：169-173．

18．丸山通広．千葉県での腎移植医療の動向．千葉腎友． 
2020；（161）：2-4．

19．荒澤孝裕，宮内英聡，藤田衣里，武藤靖英，佐塚 
哲太郎，浅井陽，久保嶋麻里，田崎健太郎，菅本 
祐司，福長徹，木村正幸，松原久裕．直腸癌骨転移
により Collet-Sicard 症候群を呈した 1 例．癌と化
学療法．2020；47（13）：2225-2226．

20．菅本祐司，荒澤孝裕，福長徹，田崎健太郎，久保
嶋麻里，武藤靖英，佐塚哲太郎，木村正幸，浅井
陽，藤田衣里，太田拓実，松原久裕．胃癌再発に
よる難治性腹水に対し腹腔－静脈シャント造設が
有効であった 1 例．癌と化学療法．2020；47（13）：
2059-2061．

21．白木秀門，今西俊介，大平学，栃木透，松原久裕．
黒色の色調変化を伴った巨大な臍ヘルニア嵌頓の
1 救命例．日本腹部救急医学会雑誌．2020；40（7）：
841-843．

22．浦濱竜馬，芹澤悠太，木村正幸，田崎健太郎，久保
嶋麻里，浅井陽，福長徹，菅本祐司，佐塚哲太郎，
水藤広，松原久裕．急速増大した右乳腺紡錘細胞癌
の 1 例．癌と化学療法．2020；47（13）：2341-2342．

【単行書】
1 ．松原久裕．第 3 章　食道 1．食道外科総論 1）食道外

科の歴史．消化器外科専門医の心得　2020 年度版． 
2020；180-183．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．鎌田敏希，加野将之，高橋理彦，村上健太郎，坂田

治人，豊住武司，遠藤悟史，松本泰典，横山将也，
白石匡，岡田晃一郎，松原久裕．臨床情報と TP53 
DNA 変異情報，RNA 発現量の解析に基づく食道
扁平上皮癌における新規標的治療開発．第 53 回制
癌剤適応研究会　2020.2.21　滋賀

2 ．花岡俊晴，宮内英聡，岡田晃一郎，丸山哲郎，今西
俊介，大平学，丸山通広，松原久裕．バイオマーカー
からみた治癒切除例における抗癌剤の使用方法． 
第 53 回制癌剤適応研究会　2020.2.21　滋賀

3 ．龍崎貴寛，加野将之，坂田治人，村上健太郎，豊住
武司，松本泰典，岡田晃一郎，白石匡，鎌田敏希，
平澤壮一朗，木下和也，松原久裕．食道扁平上皮癌
に対するSGLT2阻害薬の抗腫瘍効果に関する検討． 
第 53 回制癌剤適応研究会　2020.2.21　滋賀

4 ．加野将之，豊住武司，松本泰典，水藤広，磯崎哲郎，
早野康一，上里昌也，村上健太郎，林秀樹，松原 
久裕．腹腔鏡下下部食道切除・噴門側胃切除術の手
術手技．第 92 回日本胃癌学会総会　2020.7.　web



― 112 ―

開催
5 ．大平学，宮内英聡，丸山通広，今西俊介，丸山哲郎，

花岡俊晴，岡田晃一郎，加野将之，松原久裕．大腸
全摘後の回腸嚢再建時の到達困難度予測と対策．第
120 回日本外科学会定期学術集会　2020.8.13　web
開催

6 ．加野将之，早野康一，林秀樹，豊住武司，松本泰典，
水藤広，遠藤悟史，磯崎哲朗，村上健太郎，上里昌
也，坂田治人，横山将也，平澤壮一朗，鎌田敏希，
龍崎貴寛，松原久裕．R0 resection for unresectable 
and HER2-negative stage IV gastric cancer．第 120
回日本外科学会定期学術集会　2020.8.13　web 開催

7 ．松下一之，石毛崇之，太和田暁之，宮内英聡，瀧口
裕一，松原久裕．外科診療におけるがん遺伝子パネ
ル検査とマイクロサテライト不安定性（MSI）検査の
有用性について．第 120 回日本外科学会定期学術集
会　2020.8.13　web 開催

8 ．丸山通広，圷尚武，宮内英聡，松原久裕．献腎移植
におけるマージナルドナーの検討．第 120 回日本外
科学会定期学術集会　2020.8.13　web 開催

9 ．岡田晃一郎，宮内英聡，丸山通広，大平学，今西俊
介，丸山哲郎，花岡俊晴，松原久裕．ハイリスク症
例における進行直腸癌に対する術前化学放射線療
法の安全性．第 120 回日本外科学会定期学術集会 　
2020.8.14　web 開催

10．星野敢，鍋谷圭宏，郡司久，白鳥史明，田部俊輔，
外岡亨，早田浩明，池田篤，滝口伸浩，松原久裕．
Surgical treatment strategy for esophagogastric 
junction cancers based on the tumor diameter．第
120 回日本外科学会定期学術集会　2020.8.14　web
開催

11．松本泰典，加野将之，坂田治人，村上健太郎，遠藤
悟史，豊住武司，岡田晃一郎，横山将也，白石匡，
鎌田敏希，龍崎貴寛，平澤壮一朗，木下和也，松原
久裕．癌由来エクソソームと CD63 をターゲットと
した食道扁平上皮癌新規治療法の探求．第 120 回日
本外科学会定期学術集会　2020.8.15　web 開催

12．花岡俊晴，宮内英聡，栃木透，岡田晃一郎，丸山哲
郎，今西俊介，大平学，丸山通広，松下一之，松原
久裕．StageII 大腸癌における RAS，BRAF，MSI 
のバイオマーカーとしての有用性．第 120 回日本外
科学会定期学術集会　2020.8.15　web 開催

13．今西俊介，宮内英聡，丸山通広，大平学，丸山哲郎，
花岡俊晴，岡田晃一郎，松原久裕，松村洋輔．当科
における非閉塞性腸間膜虚血 26 例の治療成績．第
56 回日本腹部救急医学会総会　2020.10.8　web 開
催

14．大平学，宮内英聡，丸山通広，今西俊介，丸山哲郎，
花岡俊晴，岡田晃一郎，松原久裕．潰瘍性大腸炎に
対する緊急手術施行例の検討．第 56 回日本腹部救

急医学会総会　2020.10.8　web 開催
15．池田優子，大平学，宮内英聡，丸山通広，今西俊介，

丸山哲郎，花岡俊晴，岡田晃一郎，三方林太郎，松
原久裕．小腸アミロイドーシスによる難治性下血・
下痢の診断に苦慮した一例．第 56 回日本腹部救急
医学会総会　2020.10.8　web 開催

16．松本泰典，平澤壮一朗，佐藤やよい，田中元，貝沼
修，夏目俊之，宮崎彰成，野手洋雅，吉岡隆文，桑
山直樹，朝田慎平，松原久裕，丸山尚嗣．術前診断
し得た特発性大網出血の 1 例．第 56 回日本腹部救
急医学会総会　2020.10.8　web 開催

17．磯崎哲朗，豊住武司，加野将之，村上健太郎，早野
康一，上里昌也，坂田治人，林秀樹，松原久裕．食
道癌，胃癌の重複癌術後に施行した経腸栄養による
門脈ガス血症の 1 例．第 56 回日本腹部救急医学会
総会　2020.10.8　web 開催

18．中島雄一郎，田中善宏，竹内裕也，大辻英吾，永
野浩昭，松原久裕，馬場秀夫，江見泰徳，沖英
次，上野尚雄，富塚健，森田智視，前原喜彦，北
川雄光，吉田和弘．食道癌 DCF 療法における成
分栄養剤の口腔粘膜炎抑制の検討（EPOC2 試験：
JFMC49-1601-C5）．第 58 回日本癌治療学会学術集
会　2020.10.24　京都

19．志田明音，浦濱竜馬，松原久裕．バレット食道癌
肺転移症例に対して局所治療で長期生存が得られ
た一例．第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会　
2020.10.30　名古屋

20．豊住武司，村上健太郎，上里昌也，浦濱竜馬，磯﨑
哲朗，早野康一，加野将之，水藤広，松本泰典，林
秀樹，松原久裕．カダバートレーニングを⽤いた縦
隔鏡下⾷道切除術の臨床導⼊．第 73 回日本胸部外
科学会定期学術集会　2020.10.30　名古屋

21．村上健太郎，豊住武司，上里昌也，磯崎哲朗，浦濱
竜馬，加野将之，松本泰典，松原久裕．当科におけ
る食道癌に対する中縦隔リンパ節郭清．第 73 回日
本胸部外科学会定期学術集会　2020.10.31　名古屋

22．大平学，宮内英聡，丸山通広，遠藤悟史，今西俊介，
栃木透，丸山哲郎，岡田晃一郎，加野将之，松原久
裕．大腸全摘時の鏡視下粘膜抜去の経験．第 82 回
日本臨床外科学会総会　2020.10.29　web 開催

23．遠藤悟史，大平学，岡田晃一郎，栃木透，丸山哲郎，
今西俊介，加野将之，宮内英聡，松原久裕．当院に
おける骨盤内蔵全摘出術の手術手技の実際と成績．
第 75 回日本大腸肛門病学会学術集会　2020.11.14　
web 開催

24．岡田晃一郎，大平学，宮内英聡，今西俊介，遠藤悟
史，丸山哲郎，栃木透，丸山通広，松原久裕．併存
証症例における局所進行直腸癌に対する術前科学放
射線療法の安全性．第 75 回日本大腸肛門病学会学
術集会　2020.11.　web 開催
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25．加野将之，松本泰典，鎌田敏希，木下和也，佐々
木拓馬，平澤壮一朗，龍崎貴寛，豊住武司，村上
健太郎，松原久裕．血漿 Exosomal micro RNA 発
現の食道がん治療感受性バイオマーカーへの応
用．第 33 回日本バイオセラピイ学会学術集会総会　
2020.11.　web 開催

26．松原久裕．外科臨床経験を踏まえた免疫チェック
ポイント阻害剤の治療戦略．Esophageal Cancer 
Expert Forum　2020.11.14　東京

27．大平学．大腸がんの集学的治療について．Cancer 
Total Care Seminar - Colorectal cancer-　2020.11.17　
web 開催

28．龍崎貴寛，村上健太郎，坂田治人，上里昌也，早野
康一，加野将之，遠藤悟史，豊住武司，松本泰典，
水藤広，浦濱竜馬，磯崎哲朗，岡田晃一郎，鎌田敏
希，平澤壮一郎，木下和也，佐々木拓馬，松原久裕． 
胃癌患者由来癌関連線維芽細胞は癌－間質相互作用
を介して胃癌細胞株の浸潤能を高める．第 31 回日
本消化器癌発生学会総会　2020.11.27　web 開催

29．早野康一，平田篤史，水町遼矢，大平学，今西俊介，
花岡俊晴，磯崎哲朗，豊住武司，村上健太郎，松原
久裕．MRI 拡散強調画像による食道癌術前化学（放
射線）療法の効果予測．第 74 回日本食道学会学術集
会　2020.12.10　徳島

30．村上健太郎，豊住武司，磯崎哲朗，浦濱龍馬，上
里昌也，松原久裕．当科における再発食道癌に対
する治療の現況．第 74 回日本食道学会学術集会　
2020.12.10　徳島

31．磯崎由佳，安田茂雄，阿久津泰典，村上健太郎，山
田滋，松原久裕，辻比呂志．当院の胸部食道癌に対
する重粒子線治療の工夫と成績．第 74 回日本食道
学会学術集会　2020.12.11　徳島

32．小澤壯治，隈丸拓，宮田裕章，大杉治司，宇田川晴
司，北川雄光，小柳和夫，小熊潤也，藤也寸志，松
原久裕．NCD データを用いた食道癌に対する胸腔
鏡下手術の安全な実施に関する検討．第 74 回日本
食道学会学術集会　2020.12.11　徳島

33．小澤壯治，小村伸朗，小柳和夫，小熊潤也，數野暁
人，北川雄光，掛地吉弘，藤也寸志，松原久裕．食
道裂孔ヘルニア・胃食道逆流症の外科治療の全国実
態調査．第 74 回日本食道学会学術集会　2020.12.11　
徳島

34．岡住慎一，吉田豊，佐藤礼実，早野康一，松原久裕．
食道癌治療効果判定における形態的・質的画像診断
法の精度と down staging 判定における有用性の検
討．第 74 回日本食道学会学術集会　2020.12.11　徳
島

35．豊住武司，村上健太郎，上里昌也，早野康一，加野
将之，浦濱竜馬，磯崎哲朗，水藤広，松本泰典，松
原久裕．カダバートレーニングを用いた縦隔鏡下食

道切除術の臨床導入．第 74 回日本食道学会学術集
会　2020.12.11　徳島

36．Takeshi Toyozumi, Kentaro Murakami, Masaya 
Uesato, Ryuma Urahama, Tetsuro Isozaki , 
Haruhito Sakata, Koichi Hayano, Masayuki Kano, 
Hideki Hayashi, Hisahiro Matsubara．低侵襲化を
目指した胸部食道癌に対する開胸手術定型化の試
み．第 75 回日本消化器外科学会総会　2020.12.16 　
和歌山

【学会発表数】
　国内学会　32 学会　132 回（うち大学院生 75 回）
　国際学会　 1 学会　 1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本学術振興会　基盤（B）「エクソソーム・腸内細
菌叢解析による癌宿主連環制御に基づく食道・胃癌
分子治療開発」代表者：松原久裕　2020-2022

2 ．日本学術振興会　基盤（C）「IVIM　MRI と texture　
解析を応用した食道癌の低侵襲バイオマーカーの開
発」代表者：早野康一　2018-2020

3 ．日本学術振興会　基盤（C）「食道扁平上皮癌幹細胞
を標的とした新規エピジェネティック治療戦略の開
発」代表者：村上健太郎　2019-2021

4 ．日本学術振興会　研究活動スタート支援「CD63 を
ターゲットとした食道扁平上皮癌に対する新規治療
法の探索」代表者：松本泰典　2019-2020

5 ．日本学術振興会　若手研究「スキルス胃癌オルガノ
イドモデルを用いた癌間質相互作用を標的とした治
療戦略の開発」代表者：龍崎貴寛　2020-2021

6 ．日本学術振興会　若手研究「消化器癌術後難治性瘻
孔に対する再生医療技術を用いた組織充填剤の開
発」代表者：平澤壮一朗　2020-2021

7 ．日本学術振興会　若手研究「食道扁平上皮癌におけ
る Fra-1 による低酸素誘導因子カスケード制御機構
の解析」代表者：豊住武司　2020-2022

8 ．日本学術振興会　特別研究員奨励賞「センチネルリ
ンパ節理論に基づく新規光応答性免疫誘導システム
に関する基礎的検討」代表者：章逸汀　2018-2020

9 ．受託研究費（AMED）　東京医科歯科大学「HER2
増幅固形がんに対するトラスツズマブペルツズブ併
用療法のバスケットトライアル」分担者：松原久裕　
2020

10．受託研究費（AMED）　秋田大学「CRP 遺伝子多型
と食道がんリンパ節転移に関する多施設共同後ろ向
き観察研究」分担者：松原久裕　2020

11．受託研究費（AMED）　静岡がんセンター「切除
不能または再発食道癌に対する CF（シスプラチン
+5FU）療法と bDCF（biweekly ドセタキセル +CF）
療法のランダム化第Ⅲ相比較試験」分担者：松原久
裕　2020

12．共同研究　東ソー株式会社「胃癌エクソソームマー
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カー候補群の臨床的有用性評価と性状解析」分担
者：松原久裕　2020

【受賞歴】
1 ．龍崎貴寛　7th International Conference of Federation 

of Asian Clinical Oncology （FACO）Travel Grant 受
賞

【その他】
　食道癌においては、日本臨床腫瘍グループ（JCOG）
による食道癌の臨床研究に主要メンバー施設として参

加している。胃癌においても、日本がん臨床試験推進
機構（JACCRO）のメンバー施設として臨床試験に
参加している。また、千葉県下の主要病院を中心とし
て千葉腫瘍外科開発協議会（SOAC）を組織し、消化
管癌の治療に関する多施設共同研究や、企業との産学
協同研究に積極的に参加し、新しいエビデンスの構築
に努めている。

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　当科は、「食道・胃腸外科」として消化管外科全体を担当するとともに、「乳腺・甲状腺外科」、「移植外科」に
も携わり、教授、准教授、講師、助教に加え、医員、大学院生、シニアレジデント、初期研修医の約 30 名のス
タッフとともに病床数68床、全身麻酔手術症例数約600例を担当している。2020年度の入院患者総数は20333人、
外来患者総数は 15878 人であった。
　治療対象疾患は食道癌、胃癌、大腸癌、乳癌、甲状腺癌などの悪性疾患が多く、正確な術前診断に基づき術前
後の化学放射線治療を含む集学的治療まで QOL を考慮した surgical oncology を実践している。食道癌・噴門部
癌治療においては多数の経験があり、食道癌手術症例数は全国でもトップクラスで、高い品質の医療を提供して
いる。特に、放射線治療施行後の再燃症例に対する手術では、安全性と良好な生存率を実証している。また、胃
癌・大腸癌手術でも癌の進行度に応じた治療法選択を行っており、ESD から鏡視下手術・センチネルノードナ
ビゲーション手術・術前化学放射線療法・化学療法まで、患者さんに優しい治療を提供しています。また、バイ
オマーカーに基づいた癌病態の理解をさらに深め、状況に合わせた新しい手術法の開発も行っている。また、臓
器移植分野においても日本の草分けとして長く携わってきており、現在生体腎および献腎移植を行っている。一
方、食道アカラシア、炎症性腸疾患、ヘルニアなどの良性疾患や、耳鼻咽喉科、泌尿器科、婦人科などとの合同
手術も多く、多彩な病態に対応できる体制をめざしている。ロボット手術においても保険認可を受けて積極的に
導入し、手術法の新開発、発展を目指している。食道癌・胃癌の早期癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）
は、わが国導入早期から積極的に施行しており、早期食道癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術施行症例数は、世
界でもトップレベルである。また肥満症に対する減量手術も以前から行っており、近年保険収載された腹腔鏡下
スリーブ状胃切除術においても施設基準をみたしています。代謝内科や栄養科と協力のもと取り組んでいる。
　このように当科では、診断から治療まで一貫性を持った診療が同一チームで行われていることが大きな特徴で
あり、今後も大切にしたいと考えている。

●地域貢献
　千葉県内外の 20 以上の関連施設で当科出身の医師が勤務しており、それらの施設は地域の中心、中核となる医
療機関として十分な役割を果たしている。さらに、千葉県内を中心に多数の施設で当科の医師が非常勤医師として
勤務しており、医師不足に悩む地域の医療に大きく貢献している。

●その他
　例年多くの研究成果を海外の多数の学術集会において発表しているが、2020 年度はコロナ禍のため海外学会が
軒並み中止になってしまった。
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研究領域等名： 病 原 細 菌 制 御 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当研究室の主要研究テーマである病原細菌の病原性に関する研究が順調に行われた。オンライン開催となった国
内外の学会活動も活発に行った。また、医学部・大学院における教育・研究指導等も例年と同様に順調に実施され
た。当研究室が長年取組んできた実験を通して中学生・高校生に対してサイエンスの魅力を伝える活動は、新型コ
ロナウイルス感染症の世界的な流行のため行えなかった。これからもチームワークで研究・奉仕活動を推進させた
い。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 3 年生に対して細菌学の講義を Zoom を用いたメディア授業で行い、実習は Moodle を用いた動画配信
で行った。このメディア授業による講義は 13 コマ、Moodle を用いた実習は 12 コマ分行なった。また医学部 3
年生に対して基礎医学ゼミを 8 コマ行った。スカラーシップの指導は医学部 1 年生 1 人、3 年生 1 人に対して 1
年間通して行った。
・大学院教育

　医学修士課程の学生に「生体防御医学特論」を 2 コマ行った。形式は Moodle を用いた動画配信とレポート提
出で行なった。内容は細菌学全般の概説した後、腸管出血性大腸菌 O157 等に関する内容で講義をした。特に、
病原細菌の産生するトキシンの作用機構やその無毒化機構等について解説した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　Moodle を用いた動画配信とレポート提出の形式で、生命コア　感染症の講義を 6 コマ行った。微生物が起こ
す感染症を解り易く紹介し、病原微生物の特徴とそれらが引き起こす感染症に対する予防策等の知識を持っても
らうようにした。非常勤講師として千葉県立保健医療大学の微生物学の講義を Teams を用いた動画配信形式で
15 コマを 1 年生 150 名に対して行なった。非常勤講師として船橋市立看護専門学校で微生物学の講義を 22 コマ
を 1 年生 40 名に対して行なった。また、非常勤講師として千葉中央看護専門学校で微生物学の講義（90 分× 15
コマ）を 1 年生 80 名に対して行った。

●研　究
・研究内容

　主な研究テーマとして緑膿菌、腸管出血性大腸菌、ヘリコバクター・ピロリ菌とコレラ菌の病原性に関する研
究を行なった。
　緑膿菌では低濃度のマクロライド処理が生体防御機構の病原細菌を殺菌するための物質である一酸化窒素に対
する抵抗性を減弱させることを明らかにし、それは多剤耐性緑膿菌の主要な系統である ST235 に対しても有効
であることを示した。
　さらに、腸管出血性大腸菌 O113 の産生する SubAB 毒素やコレラ菌の Cholix 毒素の宿主の応答解析を行った。
SubAB 処理した細胞から RNA を抽出し、RNAseq 解析解析を行った。LCN2 は、鉄獲得性の分泌タンパク質で
あり、細菌に対して抗増殖活性を有している。SubAB により上昇した LCN2 の発現は、小胞体ストレスセンサー
蛋白質 PERK，C/EBP 相同蛋白質 CHOP のノックダウンにより阻害された。この発現した LCN2 は、翻訳後修
飾不全のため分泌されず、細胞内に蓄積し、静菌活性を消失していた。本結果は、SubAB が宿主の抗菌活性物
質不全を引き起こし、STEC の生存亢進に寄与している可能性を示唆している。
　Cholix 処理した細胞から RNA を回収し、RNAseq 解析、miRNA array 解析を行い、統合解析を行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Shimizu, T. Miyoshi-Akiyama, T. Ogura, K. Murata, 

S. Ishige, S. Kai, K. Mitsutsuka, K. Tomita, H. 
Tanimoto, K. Matsumoto, A. "Effect of sub-MICs 
of macrolides on the sensitivity of Pseudomonas 
aeruginosa to nitrosative stress: effectiveness 

against P. aeruginosa with and without multidrug 
resistance." Antimicrob. Agents Chemother.（2020）
64, e01180-20.

2 ．Harada, A. Tsutsuki, H. Zhang, T. Lee, R. Yahiro, K. 
Sawa, T. Niidome, T. "Preparation of Biodegradable 
PLGA-Nanoparticles used for pH-Sensitive 
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Intracellular Delivery of an Anti-inflammatory 
Bacterial Toxin to Macrophages." Chem. Pharm. 
Bull. （2020） 68（4）:363-368. doi: 10.1248/cpb.
c19-00917.

3 ．Tsutsuki, H. Zhang, T. Harada, A. Rahman, A. Ono, 
K. Yahiro, K. Niidome, T. Sawa, T. "Involvement of 
protein disulfide isomerase in Subtilase cytotoxin-
induced cell death in HeLa cells." Biochem. 
Biophys. Res. Commun. （2020） doi.org/10.1016/j. 
bbrc.2020.03.008

4 ．Tsutsuki, H. Ogura, K. Moss, J. Yahiro, K. "Host 
response to the Subtilase cytotoxin produced by 
locus of enterocyte effacement （LEE）-negative 
Shiga - toxigenic Escher ich ia co l i  （STEC）" 
Microbiology and Immunology. （2020）. doi.org/10. 
1111/1348-0421.12841

5 ．Yahiro, K., Ogura, K., Goto, Y., Iyoda, S., Kobayashi, 
T., Takeuchi, H., Ohnishi, M., Moss, J. "Subtilase 
cytotoxin induces a novel form of Lipocalin 2, 
which promotes Shiga-toxigenic Escherichia coli 
survival." Scientific Reports. （2020） https://doi.org/ 
10.1038/s41598-020-76027-z

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．2020.9.10.　第 31 回生体防御学会（熊本）　八尋錦之

助　シンポジウム「感染症をめぐる宿主応答と細菌
の病原因子」

2 ．2020.9.15.　第 93 回日本生化学会大会（Web 開催）
シンポジウム　八尋錦之助「Mono- and poly（ADP-
ribosylation）pathways for diverse biological 
regulation」

3 ．2021.01.29.　学校法人北里研究所　2020 年度第 30
回学会賞受賞者特別講演会　八尋錦之助「腸管出血
性大腸菌の産生する小胞体ストレス誘導毒素の宿主
応答解析」

【学会発表数】
　国内学会　 5 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．基盤 C「腸管出血性大腸菌特異的な生体防御機構抵
抗因子の同定と機能解析」代表者：清水健　2020
年度

2 ．基盤 C「Cholix 毒素の致死性肝炎発症機構における
エキソソーム miRNA の機能解析」代表者：八尋錦
之助　2020 年度

3 ．AMED「下痢原性細菌におけるサーベイランス手
法及び病原性評価法の開発に向けた研究」分担者：
八尋錦之助　2020 年度

●地域貢献
　千葉市の中学生と高校生に細菌学の講義と実験を行い、科学に対して興味を持ってもらうことを目的とした、千
葉市教育委員会が主催する「千葉市未来の科学者育成プログラム」講座の講師を毎年行なっていたが、2020 年は
新型コロナの世界的な流行のために行えなかった。

●その他
　国際交流に関する活動としては、日米医学協力会議（コレラ関連下痢症専門部会）の日本側のコレラ・細菌性
腸管感染症専門部会研究員の一人として、日米医学合同会議で米国の研究者と定期的に学術交流を行っているが、
2020 年の　Annual Joint Panel Meeting on Cholera and Other Bacterial Enteric Infection は新型コロナの世界的
な流行のため行われなかった。
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研究領域等名： 分 子 ウ イ ル ス 学
診療科等名： 　

●はじめに
　教育では、教室としてウイルス学を担当した。教育評価の信頼性と妥当性向上のために moodle 上での wbt（web 
based test）の管理・整備を医学教育研究室と共に進めた。
　研究では、腫瘍融解ウイルスとしてのトガウイルス科アルファウイルス属シンドビスウイルスの基礎研究・臨床
応用研究、主にアフリカ大陸における蚊媒介性ウイルスの分子疫学研究、および B 型肝炎・C 型肝炎ウイルスの
基礎研究を継続して行った。腫瘍融解ウイルスにおける主なテーマは、腫瘍融解ウイルスによる免疫療法の開発で
あり、インターロイキン 9 を発現する腫瘍融解ウイルスを開発した。また、千葉大学化合物ライブラリを用いての
抗ウイルス剤、抗がん剤のスクリーニングのプロジェクトを継続した。

●教　育
・学部教育／卒前教育
（1） 医学部学生：5 年次担任。
（2） 3 年次学生に対して、ウイルス学の講義と実習を担当した。
（3） スカラーシッププログラム学生（4 年次：1 名）の指導を行った。
（4） 自主研究コースの担当責任者として、とりまとめを行った。
（5） 基礎医学ゼミを分担し、分子ウイルス学としては「感染症発生動向」を題材とした PBL を実施した。
（6） 学生生活支援部会員として、学生支援面談を行った（白澤）。
（7）研究医養成コースプログラムを担当した。
・大学院教育

　大学院共通教育「研究概論（医学）」
　医学薬学府研究序説・生命倫理学特論（情報処理）、生体防御医学特論講義（修士課程）を分担した。
　週一回の研究ミーティングにより大学院博士課程（3 名）の指導を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育コア F「感染症」を分担した（白澤）。
　病態学Ⅱ（看護学部）講義を分担した（白澤）。
　学外における特別招聘講師として留学生を含む大学院生等を対象とした以下の講義（英語）を担当した。
　Ido E: Disaster and Infectious Diseases. Human Security Educational Program, Graduate School of Medicine, 
Tohoku University, December 2, 2020.
　Ido E: HIV/AIDS Pandemic. Human Security Educational Program, Graduate School of Medicine, Tohoku 
University, December 18, 2020.
　この他、 下記の学部学生を対象とした講義の一部を井戸が担当した（日本語）。
　サイエンス・ナウ 5 （感染症の基礎および新型コロナウイルス）， 同志社大学生命医科学部， 2020 年 7 月 6 日， 
7 月 13 日．
　国際保健学（感染症パンデミックと国際保健 2020）， 甲南女子大学看護リハビリテーション学部， 2020 年 11
月 19 日．

●研　究
・研究内容

　教室の研究テーマは、「腫瘍融解ウイルスであるトガウイルス科アルファウイルス属 Sindbis virus の臨床応用
の開発、腫瘍融解性の解明」、「アフリカの蚊媒介性ウイルス感染症（デングウイルス、チクングニアウイルスな
ど）に関する分子疫学的研究」「C 型肝炎ウイルスの肝発癌メカニズムの解析」、「B 型肝炎ウイルスの発癌機構の
解明」である。我々が樹立した fucci 発現細胞株により細胞周期を可視化し、Sindbis virus の腫瘍融解活性と細
胞周期の関連性、および千葉大学化合物ライブラリーより見出した抗癌性化合部による細胞周期への関与および
作用機序を引き続き解析した。腫瘍溶解ウイルスによる免疫療法および併用化学療法剤の探索と作用機序の解明
を行った。肝炎ウイルスの発癌機構におけるマイクロ RNA（miRNA）の役割を解明すべく、次世代シークエン
スのデータを用いて解析を行った。RNA-seq データを用いて、肝癌における腫瘍内免疫応答を癌免疫サイクル
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に基づいて評価したところ、肝癌組織では T 細胞浸潤が低下している等、いくつかの特徴が見出された。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ohara M, Saito K, Kageyama K, Terai M, Cheng 

H, Aplin AE, Sato T. Dual Targeting of CDK4/6 
and cMET in Metastatic Uveal Melanoma. Cancers 

（Basel）. 2021 Mar 4;13（5）:1104.
2 ．Fujisawa T, Shimamura T, Goto K, Nakagawa R, 

Muroyama R, Ino Y, Horiuchi H, Endo I, Maeda 
S, Harihara Y, Nakajima A, Matsuhashi N, Kato 
N, Isayama H, Puri A, Suzuki A, Bellayr I, Leland 
P, Joshi BH, Puri RK. A Novel Role of Interleukin 
13 Receptor alpha2 in Perineural Invasion and 
its Association with Poor Prognosis of Patients 
with Pancreatic Ductal Adenocarcinoma. Cancers 

（Basel） 2020;12.
3 ．Imai Y, Chiba T, Kondo T, Kanzaki H, Kanayama K, 

Ao J, Kojima R, Kusakabe Y, Nakamura M, Saito 
T, Nakagawa R, Suzuki E, Nakamoto S, Muroyama 
R, Tawada A, Matsumura T, Nakagawa T, Kato J, 
Kotani A, Matsubara H, Kato N. Interferon-gamma 
induced PD-L1 expression and soluble PD-L1 
production in gastric cancer. Oncol Lett 2020;20: 
2161-2168.

4 ．Aika Tanzawa Masashi Shiiba Tomoaki Saito 
Atsushi Kasamatsu Yosuke Endo ‐ Sakamoto 
Masataka Sunohara Katsuhiro Uzawa Yuichi 
Takiguchi Hideki Tanzawa Hiroshi Shirasawa. 
Comprehensive gene expression analysis of 
semaphorins in oral squamous cell carcinoma, Oral 
Science International, 17, 2020, 67-72.

5 ．Saito EY, Saito K, Hishiki T, Takenouchi A, Saito 
T, Sato Y, Terui K, Matsunaga T, Shirasawa 
H, Yoshida H. Sindbis viral structural protein 
cytotoxicity on human neuroblastoma cells, Pediatr 
Surg Int., 2020, 1173-1180.

6 ．Shuhan Guo, Yoshifumi Ohno, Ayumu Tsubosaka, 
Majid Vahed, Ruirong Yi, Xue Ma, Qisen Li, Kengo 
Saito, Shingo Nakamoto, Ryosuke Muroyama, 
Akiko Suganami, Yutaka Tamura, Akiko Tsuchida, 
Takayoshi Arai, and Hiroshi Shirasawa, A Novel 
Chiral Compound CCL441 Induces Mitotic Arrest 
and Apoptosis in Hepatoblastoma HepG2 Cells, 
Am. J. Res. Med. Sci., 5, 2020, 1-5.

7 ．Ruirong Yi, Yoshifumi Ohno, Zheng Tian, Shuhan 
Guo, Weiwei Chen, Xue Ma, Nan Nwe Win, Qisen 
Li, Majid Vahed, Kengo Saito, Shingo Nakamoto, 
Akiko Suganami, Naohisa Isegawa, Keisuke 
Yoshida, Shinji Harada, Yutaka Tamura, Atsushi 
Nishida And Hiroshi Shirasawa, CCL113, a novel 

sulfonamide, induces selective mitotic arrest and 
apoptosis in HeLa and HepG2 cells, Oncology 
Reports, 2020, doi: 10.3892/or.2020.7805

【雑誌論文・和文】
1 ．喜田晶洋，椎葉正史，皆川康之，小池一幸，山野

由紀男，伏見一章，伊豫田学，齋藤謙悟，鵜澤一
弘，丹沢秀樹．口腔扁平上皮癌に対するサイバーナ
イフ治療例の臨床的検討．日本口腔外科学会雑誌 

（0021-5163）66 巻 3 号　Page124-130（2020.03）
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Ido E:Molecular epidemiology of chikungunya 

outbreak in Republic of Congo in 2019 and its 
correlation with the invasion of Aedes albopictus 
into the country. 3rd International Conference on 
Zika and Aedes Related Infections, Washington 
DC, USA, February 13-16, 2020.

2 ．白澤浩（2020）「パピローマウイルスの生物学と感染
症」第 44 回日本頭頸部癌学会教育講演．大阪． 
2020 年 6 月．

【学会発表数】
　国内学会　2 学会　2 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科学研究補助金・基盤研究（C）「B 型肝癌制御にお
ける NKG2D リガンドの役割と HBV による回避機
構の解明」代表者：室山良介　2018-2020

2 ．日本医療研究開発機構（AMED）・肝炎等克服実用
化研究事業「細胞性自然免疫応答賦活による C 型
肝炎における肝発がん予防法の開発」分担者：室山
良介　2019-2021

3 ．科研費　挑戦的研究（萌芽）「ナノポア・シークエン
サー活用による RNA ウイルス感染症に対する迅速
診断法の開発」代表者：井戸栄治　2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「免疫チェック
ポイント阻害剤に耐性を示す口腔癌に対する腫瘍
溶解ウイルス療法の新戦略」代表者：齋藤謙悟　
2020-2023

【特　許】
1 ．腫瘍特異性を有するリポソーム（特許第 5817053 号）
【その他】

　2019 年 10 月 25－27 日開催の国際会議 Congres sur 
les Infections Virales Emergentes & Re-Emergentes

（VERE2019, Pointe-Noire, Republic of Congo）で発表
した下記演題の抄録がセレクト論文として専門誌に掲
載された（Taty Taty R, Bull. Soc. Pahol. Exot. （2020） 
113:175-182）。
　Ido E, et al. Molecular epidemiological study of 
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chikungunya fever in Kouilou Province, Republic of 
Congo in 2019 and correlation with the invasion of 

Aedes albopictus into the country.

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　毎週金曜日に東千葉メディカルセンターの歯科で外来・入院診療において手術を行った（齋藤）。

●地域貢献
　千葉県結核・感染症発生動向調査委員会委員長（白澤）を務めた。千葉県、県内 21 市町村の予防接種調査委員
会等の委員（白澤）を務めた。なお微生物学の講義のために非常勤講師【看護学部（白澤）】を派遣した。千葉県
がんセンター DNA 組換委員会委員（白澤）を務めた。
　千葉県衛生研究所外部評価委員を務めた（白澤）。

●その他
　認証評価対応部会員、中期目標対応部会員、高等教育研究機構会議委員、アラムナイ部門員を務めた（白澤）。
　千葉大学病原体等安全管理委員会委員長を務めた（白澤）。
　遺伝子組換え実験安全委員会委員を務めた（白澤）。
　千葉大学情報セキュリティ委員会委員を務めた（白澤）。
　自己点検・評価委員長として分野別医学教育評価（JACME）受審を行った（白澤）。
　医学研究院情報システム管理者を務めた（白澤）。
　2019 年末に中国武漢市周辺から発生した新型コロナウイルスによる急性呼吸器感染症（COVID-19）は、翌 2020
年になり短時間の内に世界中に流行が拡大した。千葉大学医学部附属病院に新型コロナウイルス感染患者を受け入
れるに当たり、病院検査部における検査診断方法を確立・補完するために種々の技術的協力・助言を行った（井戸， 
齋藤， 白澤）。
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研究領域等名： 感 染 生 体 防 御 学
診療科等名： 　

●はじめに
　基礎医学教育として寄生虫学の講義・実習を（1） 医学部学生、（2）大学院修士課程学生、（3） 本部普遍科目専
攻学生に対し行った。 また、本教室に所属している大学院生および学部学生の研究指導・教育を行った。
　研究面では、マラリア原虫については薬剤耐性発生機序、トキソプラズマについては宿主体内移行経路、発育ス
テージ変換、全ゲノム情報および自然抽出物質の抗トキソプラズマ効果に関する研究を実施した。さらにマラリア
原虫のミトコンドリアリボソームの機能に関する研究を新しく開始した。また、本研究領域は本邦のトキソプラズ
マ症研究の中心であり、先天性および後天性トキソプラズマ症に関する臨床医からの問い合わせが多く、その他の
寄生虫感染症も含め診断依頼・治療相談に対応している。

●教　育
・学部教育／卒前教育
（1）医学部 3 年次学生に対して寄生虫学の講義を 90 分× 20 コマ担当した（彦坂・新庄）。
（2）医学部 3 年次学生に対して基礎ゼミを 90 分× 8 コマ担当した（彦坂）
（3）医学部 1 年次学生に対して医系生物学の講義を 90 分× 2 コマ担当した（彦坂）。
（4）スカラーシッププログラム学生（1 年次学生 2 名、2 年次学生 4 名）の指導を行った（彦坂・新庄）。
・大学院教育

　修士課程講義の生体防御医学特論　1 コマを担当した（彦坂）。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　本部普遍科目：教養コア F　感染症 90 分× 2 コマを担当した（彦坂）。

●研　究
・研究内容
（Ａ）マラリア原虫のミトコンドリアに関する研究（彦坂）：
　　 ①ミトコンドリア遺伝子を標的とする抗マラリア薬に対する耐性獲得機序
　　 ②ミトコンドリアリボソームの機能の解明

（Ｂ）細胞内寄生体感染に対する宿主防御機構の解析（野呂瀬・新庄）
（Ｃ）植物由来成分がトキソプラズマの発育に及ぼす影響の解析（新庄・野呂瀬・彦坂）
（Ｄ）トキソプラズマの全ゲノム解析　（野呂瀬・彦坂）
（Ｅ）トキソプラズマの発育ステージ変換因子の解析（野呂瀬・彦坂）
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Miyata N, Yoshimura Y, Hikosaka K, Norose K, 

Tachikawa N. Desensitization to trimethoprim-
sulfamethoxazole in a toxoplasmic encephalitis 
patient who was intolerant to conventional 
treatments. J Infect Chemother. 2020;26（3）:289-293.

2 ．Shinjyo N, Nakayama H, Ishimaru K, Hikosaka 
K, Mi-ichi F, Norose K, Yoshida H. Hypericum 
erectum alcoholic extract inhibits Toxoplasma 
growth and Entamoeba encystation-an exploratory 
study on the anti-protozoan potential. J Nat Med. 
2020;74（1）:294-305.

3 ．Yoshida M, Hoshioka Y, Makino Y, Kojima M, 
Horikoshi T, Mukai H, Hikosaka K, Norose K, 
Iwase H. Pseudo-‘Pneumatosis intestinalis’ sign: A 
case of parasite uniquely depicted on postmortem 

CT. Forensic Imaging 2020;20;200363
4 ．Ajibaye O, Osuntoki AA, Balogun EO, Olukosi YA, 

Iwalokun BA, Oyebola KM, Hikosaka K, Watanabe 
YI, Ebiloma GU, Kita K, Amambua-Ngwa A. 
Genetic polymorphisms in malaria vaccine 
candidate Plasmodium falciparum reticulocyte-
binding protein homologue-5 among populations in 
Lagos, Nigeria. Malar J. 2020;19（1）:6.

5 ．Ikuno H, Ishikawa T, Norose K. Status of 
strongyloidiasis in Japan, 2000-2017. Am J Trop 
Med Hyg. 2020;103（2）:727-734. 

6 ．Mayumi A, Yamashita T, Matsuda I, Hikosaka K, 
Fujino S, Norose K, Kato Y, Hirota S, Nakajima T, 
Ogawa H, Ikegame K. Toxoplasmic encephalitis 
fol lowed by primary EBV-associated post-
transplant lymphoproliferative disorder of the 
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central nervous system in a patient undergoing 
allogeneic hematopoietic stem cell transplant: A 
case report. Transplant Proc. 2020;52（9）:2858-2860.

7 ．Shinjyo N, Parkinson J, Bell J, Katsuno T, Bligh A. 
Berberine for prevention of dementia associated 
with diabetes and its comorbidities: A systematic 
review. J Integr Med. 2020;18（2）:125-151.

8 ．Shinjyo N, Waddell G, Green J. A tale of two 
cinnamons: A comparative review of the clinical 
evidence of Cinnamomum verum and C. cassia as 
diabetes interventions. J Herb Med. 2020;21:100342.

9 ．Shinjyo N, Waddell G, Green J. Valerian root in 
treating sleep problems and associated disorders-A 
systematic review and meta-analysis. J Evid Based 
Integr Med. 2020;25: 2515690X20967323.

10．補遺
Ueno H, Norose K, Kamimura T, Mihara K, 
Yamasaki F, Hikosaka K, J Amatya V, Takeshima 
Y, Kurisu K, Maruyama H. Metastatic malignant 
lymphoma mimicking cerebral toxoplasmosis with 
the "target sign". Intern Med. 2019;58（8）: 1157-1162.

【雑誌論文・和文】
1 ．補遺

太田貴徳，今永博，奥誠道，楠元大岳，杉尾康浩，
田宮貞史，久保安孝，小川亮介，彦坂健児，野呂瀬
一美，大野裕樹．臍帯血移植後に多発性脳出血を来
したトキソプラズマ関連中枢神経系血管炎　臨床血
液　2019；60（2）：118-123．

【単行書】
1 ．野呂瀬一美（2020）　「トキソプラズマ症」今日の

診断指針　第 8 版　1389-1392　総編集　永井良三　
医学書院　東京

【学会発表数】
　国内学会　2 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「マラリア原虫の
ミトコンドリアリボソームにおける低コストな翻訳
機構の解明」代表者：彦坂健児　2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　国際共同研究加速基金（国
際共同研究強化（B））「ラベルフリーで多重感染定
量検出可能な CD 型 EIS のケニアにおける検証研
究」分担者：彦坂健児　2020-2021

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「全ゲノム配列
を用いたトキソプラズマ分子疫学情報の解明と
病原性関連遺伝子の同定」代表者：野呂瀬一美　
2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「トキソプラズ
マ再活性化と神経炎症の増悪サイクルに対するオ
トギリソウ属の薬草の効能」代表者：新庄記子　
2019-2021

5 ．大阪大学微生物病研究所共同研究課題「比較ゲノム
解析によるバベシア症の病態に関わる遺伝的基盤の
解明」代表者：彦坂健児　2020

6 ．帯広畜産大学原虫病研究センター共同研究「メタゲ
ノム解析によるエゾシカ体内における寄生性原虫叢
の解明」代表者：彦坂健児　2020

●地域貢献
　日本国内のトキソプラズマ症の診断・治療に関する相談（合計 52 例）に対応し、トキソプラズマの PCR 診断を
した。更に、本学を含む千葉県内の診療現場における寄生虫症の診断・治療の相談に対応した。

●その他
　国際共同研究：アブジャ大学（ナイジェリア）
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研究領域等名： 生 殖 医 学
診療科等名： 婦人科／周産期母性科

●はじめに
　総合周産期センターとして、産科救急体制の整備・維持、妊娠合併症・胎児診断等の専門診療に取り組んだ。
　婦人科では、卵巣癌拡大手術式の改善と合併症低減に向けて他科との連携をはかった。インスリン抵抗性改善薬
を用いた子宮体癌温存療法について臨床試験を行っている。日本で有数の絨毛性疾患取り扱い施設として治療と研
究に取り組んでいる。早期子宮体がんや良性腫瘍に対し内視鏡やロボット支援下の低侵襲手術を取り入れている。
体外受精では良好な妊娠率を維持している。新たに作成した条件付アロマターゼ knockout マウスなどを用いた新
たな排卵誘発法の開発研究も進めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部生を対象に以下実施した。
・生殖・周産期・乳房ユニット講義（4 年生対象）
・臨床チュートリアル（4 年生対象）
・臨床入門（4 年生対象）
・クリニカルクラークシップ（5 年生対象）：1 グループ 12 名が計 4 週間の産婦人科実習を実施、6 つの協力病

院にグループあたり2名の実習を2週間ずつ実施、さらに4つの協力病院での短期滞在実習（月1～2回）も行っ
た

・医学部スカラーシップ（3 年生）
・卒後教育／生涯教育

　研修医が産婦人科診療に対して理解を深め、やがては次代を背負う人材が輩出されることを期待し、以下研修、
セミナー、認定講習会などを行った。
・初期研修（千葉大学病院臨床研修プログラム B・C・産婦人科コースの 2 年目ならびにプログラム A の 1 年目

の必修選択科目）
・千葉大学産婦人科専攻医研修プログラム（4 名）
・大学院教育

　修士課程講義（90 分× 1 コマ）を行った（生水教授）
　修士課程講義（90 分× 2 コマ）を行った（三橋准教授）

●研　究
・研究内容

　卵巣癌の拡大手術の治療成績を分析し、治療成績のさらなる改善と合併症の低減に取り組んでいる。さらに、
テロメラーゼを標的とした卵巣癌の個別化治療の開発に取り組んでいる。エストロゲン合成酵素の遺伝子異常
に基づく各種疾患の病態解析・診断治療法開発、子宮体癌温存療法におけるメトホルミン併用の基礎的臨床的研
究、絨毛性疾患の診断治療法に関する研究を行っている。さらに、ラット脳性小児麻痺モデルを用いた黄体ホル
モン療法の開発に取り組んでいる。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nakano T, Ochiai S, Suzuki S, Yamaide F, Morita 

Y, Inoue Y, Arima T, Kojima H, Suzuki H, Nagai 
K, Morishita N, Hata A, Shozu M, Suzuki Y, 
Taniguchi M, Takemori T, Kohno Y, Shimojo N. 
Breastfeeding promotes egg white sensitization 
in early infancy. Pediatr Allergy Immunol. 2020 
Apr;31（3）:315-318. doi: 10.1111/pai.13208. Epub 
2020 Jan 28.

2 ．Mitsuhashi A, Shozu M. New therapeutic 

approaches for the fertility-sparing treatment of 
endometrial cancer. J Obstet Gynaecol Res. 2020 
Feb;46（2）:215-222. doi: 10.1111/jog.14155.

3 ．Mitsuhashi A, Kawasaki Y, Hori M, Fujiwara 
T, Hanaoka H, Shozu M. Medroxyprogesterone 
acetate plus metformin for fertility-sparing 
treatment of atypical endometrial hyperplasia 
and endometrial carcinoma: trial protocol for a 
prospective, randomised, open, blinded-endpoint 
design, dose-response trial （FELICIA trial）. BMJ 
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Open. 2020 Feb 28;10（2）:e035416. doi: 10.1136/
bmjopen-2019-035416.

4 ．Matsuo K, Nishio S, Matsuzaki S, Iwase H, Kagami 
S, Soeda S, Usui H, Nishikawa R, Mikami M, 
Enomoto T. Surgical margin status and recurrence 
pattern in invasive vulvar Paget's disease: A 
Japanese Gynecologic Oncology Group study. 
Gynecol Oncol. 2021 Mar;160（3）:748-754. doi: 10. 
1016/j.ygyno. 2020.12.023. Epub 2020 Dec 29.

5 ．Baba S, Taguchi A, Kawata A, Hara K, Eguchi S, 
Mori M, Adachi K, Mori S, Iwata T, Mitsuhashi 
A, Maeda D, Komatsu A, Nagamatsu T, Oda 
K, Kukimoto I, Osuga Y, Fujii T, Kawana K. 
Differential expression of human papillomavirus 
16-, 18-, 52-, and 58-derived transcripts in cervical 
intraepithelial neoplasia. Virol J. 2020 Mar 6;17（1）: 
32. doi: 10.1186/s12985-020-01306-0.

6 ．Nishikimi K, Tate S, Matsuoka A, Sakai N, Otsuka 
M, Shozu M. Metastatic peripancreatic lymph 
nodes resection during primary debulking surgery 
for primary peritoneal serous carcinoma. Gynecol 
Oncol. 2020 May;157（2）:555-557. doi: 10.1016/j. 
ygyno.2020.03.004. Epub 2020 Mar 17.

7 ．Sato A, Usui H, Shozu M. ABO blood type 
compatibility is not a risk factor for gestational 
trophoblast ic neoplasia development from 
androgenetic complete hydatidiform moles. Am J 
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【雑誌論文・和文】
1 ．生水真紀夫　治療法の再整理とアップデートのため

に　専門家による私の治療　機能性子宮出血　日本
医事新報　2020.1；4994：43-44

2 ．生水真紀夫　【やさしくわかる　産科婦人科検査マ
スターブック】（第 3 章）生殖内分泌分野　プロラク
チン　産科と婦人科　2020.3；87（Suppl）：205-208

3 ．生水真紀夫　【検査値を読む 2020】（30 章）腫瘍関連
検 査　CA125，CA130，CA602（コア蛋白関 連マー
カー）Page1079　ヒト精巣上体蛋白 4（HE4）Page1080　
CA72-4，CA54/61，シアリルTn抗原（母核糖鎖関連マー
カー）Page1081　癌関連ガラクトース転移酵素（GAT）
Page1082　腟分泌液中乳酸デヒドロゲナーゼ（LD）半
定量 Page1083　妊娠特異β1 糖蛋白（SP1）Page1084　
ヒト絨毛性ゴナドトロピンβサブユニット（遊離 hCGβ）
Page1085　内科　 2020.4；125（4）

4 ．生水真紀夫、寺元章吉　ヒトの卵胞発育と排卵　
IVF-ET の臨床から（総説）　日本生殖内分泌学会雑
誌　2020.8；25：9-16

5 ．尾本暁子、碓井宏和、生水真紀夫　【胎盤・臍帯・
羊水異常の徹底理解－病態から診断・治療まで】胎
盤　胎児共存奇胎の画像診断と予後　臨床婦人科産
科　2020.10；74（10）：994-1000

6 ．高木亜由美、石川博士， 佐藤明日香， 塙真輔， 三橋
暁， 三宅崇雄， 生水真紀夫　子宮卵管造影検査後に
成立した非交通性副角妊娠の 1 例　千葉県産科婦
人科医学会雑誌（2187-4174）13 巻 2 号　Page105-109

（2020.01）
7 ．石川博士、三橋暁、羽生裕二、生水真紀夫　子宮内

膜異型増殖症と左卵巣奇形腫を有する BMI が 50．
8 の高度肥満女性に対し、ロボット支援下子宮全摘
および左附属器切除術を施行した 1 例　日本産科婦
人科学会雑誌；72（臨増）：S-613
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8 ．小川美咲、石川博士、小林達也、石井久美子、佐藤
明日香、齊藤佳子、中村名律子、三階貴史、生水真
紀夫　乳がん治療前に凍結保存した胚盤胞により 2
人の生児を得ることができたがんサバイバーの一千
葉県産科婦人科医学会雑誌　2020.7；14（1）：32-36

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 24 回日本生殖内分泌学会学術集会（1 月 11 日、

東京）
　　特別講演：ヒトの卵胞発育と排卵－ IVF-ET の臨床

から理解する－　生水真紀夫
2 ．第 93 回日本内分泌学会学術総会（7 月 20 日～8 月

31 日、Web 開催）
　　特別シンポジウム　内分泌研究のインパクト：内分

泌の鍵　生水真紀夫
3 ．第 13 回奈良婦人科腫瘍カンファランス（9 月 26 日、

Web 開催）
　　特別講演：婦人科腫瘍（絨毛性疾患を含む）に関する

最新の知見について　碓井宏和
【学会発表数】
　国内学会　13 学会　61 回（うち大学院生 25 回）
　国際学会　 1 学会　 1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「「小卵胞内卵子
成熟」理論に基づく難治性 PCOS の新治療開発」
代表者：生水真紀夫　2019-2021

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「子宮体癌の代謝
プロファイル異常の解明と治療への応用」代表者：
三橋暁　2019-2021

3 ．厚生労働省科学研究費「子宮内膜異型増殖症・子宮
体癌妊孕性温存療法に対するメトホルミンの適応拡
大にむけた他施設共同医師主導治験」代表者：三橋
暁　2019-2023

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「部分胞状奇胎の
診断精度を向上させる免疫組織学的方法の確立」代
表者：碓井宏和　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「子宮筋腫周囲筋
層の血管新生因子発現と血管新生阻害効果に関する
研究」代表者：石川博士　2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「卵巣明細胞癌の
テロメラーゼ逆転写酵素プロモーター変異とビタミ
ン A 受容体の関連」代表者：錦見恭子　2018-2020

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「血流豊富な妊娠
組織遺残を維持する分子機構の分泌性蛋白質スクリー
ニングによる探索」代表者：佐藤明日香　2019-2020

8 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「進行卵巣癌患
者血中・腹水中エクソソーム関連分子による抗が
ん薬効果予測モデルの構築」代表者：植原貴史　
2016-2021

9 ．文部科学省科学研究費　若手研究「プロラクチン受
容体解析とエクソーム解析による母乳分泌不全の原
因解明」代表者：小林達也　2019-2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　周産期母性科では妊娠分娩産褥管理を中心に母体、胎児の診断治療管理を行っている。妊婦管理は主にハイリ
スク妊娠（合併症妊娠、妊娠合併症、胎児異常など）を中心に、千葉県内外から多くの紹介患者を受けている。
2020 年度外来診療は新患 639 人、再来 6,492 人、分娩数は 522 件であった。合併症妊娠等のハイリスク妊娠は増
加している。分娩内容を見ると、帝王切開率（43.2 → 46.6%）は一般病院の 20% 前後という値よりはかなり高く、
ハイリスク妊娠をいかに多く管理しているかがうかがえる。当院は、大学病院として高度医療の実践に努めると
ともに、逼迫した地域周産期医療のバックアップ機関としての役割をも担っており、母体搬送では 2020 年度に
は 120 件を受け入れている。
　婦人科では女性がその一生で罹患する疾患、すなわち、幼児期・思春期に発見される女性生殖器の奇形や月経
異常、性成熟期の不妊症、感染症、内分泌疾患、子宮筋腫などの良性腫瘍、子宮癌、卵巣癌など悪性腫瘍、更年
期疾患や老年期の萎縮性疾患まで取り扱う。また、病気の診断治療にとどまらず、がん検診や頸がんワクチン接
種、骨量の増加など発症前の医療もカバーしているのが特徴である。2020 年度は 1,112 人の新患と 20,019 人の
再来患者の対応を外来で行った。また、高度医療が必要と思われる患者の手術が 300 件余り行われ、そのうちの
257 件が悪性腫瘍に対する手術であった。子宮・腟の奇形に対する形成手術、帝王切開瘢痕部修復術等高難度手
術も行っている。また、良性疾患に加え、早期子宮体癌に対しても積極的に内視鏡手術を行っており、腹腔鏡下
手術が 63 件、子宮鏡下手術が 38 件、高度肥満女性に対するロボット支援下手術が 9 件であった。さらに他院で
の不妊不成功例など 45 人の新患不妊患者の紹介を受け、体外受精 - 胚移植を 150 件行った。がんサバイバーに
対する胚・卵子凍結保存を基本とした妊孕性温存療法も積極的に行っている。絨毛性疾患患者数は日本でトップ
クラスである。2020 年度は 44 人の新規患者登録があり、全国から難治性絨毛性疾患の治療依頼を受けている。
　卵巣癌治療においても、超広汎子宮全摘術を 2008 年より施行し始め、2012 年より確率した術式として、およ
そ年間 10 例施行している。その治療成績は標準的治療を行っている他施設よりも、生存率でかなり上回ってい
る。
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●地域貢献
　出産時の母体死亡ゼロを目指す「地域さんかプロジェクトゼロ」を開催している。
・第 11 回、12 回千葉県周産期救急医療研究会（2020 年 2 月 9 日、10 月 25 日）
　各種公開講座や医学生、研修医対象のセミナーや説明会を行っている。
・産婦人科専攻医プログラム説明会　（2020 年 6 月 13 日、6 月 21 日、7 月 31 日、8 月 8 日）

●その他
　コードむらさきドリル：院内での分娩後大量輸血母体搬送症例の集学的治療の訓練（with 輸血部、救急部）
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研究領域等名： 泌 尿 器 科 学
診療科等名： 泌 尿 器 科

●はじめに
　今年度も、前立腺癌および腎細胞癌に関する基礎的研究として引き続き micro RNA に関する研究を推進し、前
立腺癌、腎細胞癌および膀胱癌の進展に関連する遺伝子の制御などについて解析を進めた。さらに、前立腺癌に
おけるアンドロゲン依存性喪失の key molecule であるアンドロゲン受容体についても解析を進めた。共同研究は、
ゲノム機能学講座、腫瘍病理学講座、分子腫瘍学講座、および薬理学講座と行っている。診療面では、前立腺癌の
手術はすべて内視鏡下手術用ロボット「ダ・ヴィンチ」（da Vinci Xi）によるロボット支援前立腺全摘除術を施行し、
手術の低侵襲化や術後早期の機能回復を図った。ロボット支援手術の適応を腎細胞癌に対する腎部分切除術、膀胱
癌に対する膀胱全摘除術、尿路変向術にも広げている。今年度より腎盂尿管移行部通過障害に対する腎盂形成術を
開始した。前立腺癌に加えて、腎癌、膀胱癌、副腎腫瘍や男性不妊症に関する臨床的研究を進め論文発表も行った。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　チュートリアル、ユニット講義、アドバンスト CC、肉眼的解剖実習などを担当した。ユニット講義では腎・
泌尿器ユニットをオンラインで3回担当した。アドバンストCCは1週間を1クールとして、 6 年次学生28グルー
プのうち 24 グループについてグループ調整ならびに日程調整の後、5～11 月に行った。5 年次学生の臨床実習Ⅱ
は 13 グループを 2020 年 11 月～2021 年 3 月にかけて行った。なおこれらのアドバンスト CC ならびに臨床実習
Ⅱについては、新型コロナに対応するために、Zoom や Moodle を利用して 100% オンラインあるいは病院での
実習を織り交ぜながら行った。
・卒後教育／生涯教育

　卒後教育については、卒後 3 年目以降の後期研修医に対して、専門的診療、手術、また基礎研究の指導を行っ
ている。
　地域の他科診療医の一般泌尿器科診療教育目的に研修登録医プログラムに参加している。
　内分泌カンファレンス、手術検討会、グループカンファレンスを通じて、後期研修医に対して専門的な指導を
行っている。他大学の泌尿器科教授を招聘し、年に 10 回以上研究会を開催することを通じて、後期研修医、泌
尿器科専門医、一般医家を対象として泌尿器科疾患に関する専門的な教育を行っている。
　内分泌糖尿病代謝内科との副腎カンファレンスを継続し、課題のある症例について検討している。研修の一環
として後期研修医にも参加してもらっている。
・大学院教育

　修士課程講義 90 分× 3 コマに相当する講義を Moodle を利用して行った。
　泌尿器科学博士課程大学院生 4 年次 1 名、3 年次 5 名、2 年次 3 名、1 年次 4 名に対して、研究の指導、論文
の執筆に関する指導を行った。2 年次の 1 名は、中国からの留学生であり、前立腺癌をテーマとして泌尿器科学
に関する研究の指導を行っている。
　遺伝カウンセラーコースの修士大学院生 2 年次 4 名、1 年次 1 名に対して、研究の指導、修士論文の執筆に関
する指導を行った。2 年次の 4 名全員が課程を修了し卒業した。就職を希望した 3 名全員の就職先が内定した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　本学看護学研究科のナーシング・フィジカル・アセスメントの講義を 90 分× 1 コマ担当した。現代医学（教
養展開科目）の講義を 90 分× 1 コマを担当したが、新型コロナのため実施しなかった。本学工学部フロンティ
ア医工学センターの治療支援工学総論の講義 90 分× 1 コマ担当した。非常勤講師として、福島県立医科大学医
学部の講義を 1 コマ担当した。

●研　究
・研究内容

　マーカーの開発と臨床応用に取り組んでいる。また、腎細胞癌、膀胱癌では、ケモカインおよび micro RNA
に関する解析を行い、新規バイオマーカーの開発に取り組んでいる。
　また、分子腫瘍学講座と共同で、次世代シーケンサーを用いた網羅的エピゲノム解析（ChIP-seq）およびト
ランスクリプトーム解析（RNA-seq 法）を行い、前立腺癌における発癌分子機構および去勢抵抗性前立腺癌
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（CRPC）に至る分子機構を解明し、これまでとは異なる新たな治療法の探索に取り組んでいる。
　さらに、トランスポーターと呼ばれる主に細胞膜に存在し、水溶性物質の膜透過に寄与する膜輸送タンパク質
の解析を行っている薬理学講座とも共同研究を行なっている。様々な癌において LAT1 と呼ばれるアミノ酸ト
ランスポーターが発現していることが報告されており、前立腺癌、腎癌、副腎癌の LAT1 解析を行い、新規バ
イオマーカー開発ならびにアミノ酸トランスポーター阻害による細胞増殖抑制を主な機序とする新規抗悪性腫瘍
薬の開発を目指している。
　腫瘍病理学講座との共同研究で、前立腺癌の発生ならびに去勢抵抗性の獲得に関する、診断・治療に用いる新
規バイオマーカーの開発を行っている。網羅的な遺伝子解析ならびに糖鎖を用いた前立腺癌バイオマーカーの探
索に取り組んでいる。また、癌細胞の特定・同定のため近赤外光を用いた方法の進展ならびに機器の開発を行っ
ている。
　尿路結石症では、引き続きシスチン尿症の遺伝子解析・機能解析を行っている。
　泌尿器癌診療における臨床研究、ホルモン活性のある副腎腫瘍に対する手術療法の有効性を予測するノモグラ
ム作成など臨床的研究を進めている。
　男性不妊症の臨床的因子の解析のため、東邦大学、亀田総合病院、桐友クリニックとの多施設共同研究を進め
ている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Kondoh Y, Azuma A, Inoue Y, Ogura T, Sakamoto 

S, Tsushima K, Johkoh T, Fujimoto K, Ichikado K, 
Matsuzawa Y, Saito T, Kishi K, Tomii K, Sakamoto 
N, Aoshima M, Araya J, Izumi S, Arita M, Abe 
M, Yamauchi H, Shindoh J, Suda T, Okamoto M, 
Ebina M, Yamada Y, Tohda Y, Kawamura T, 
Taguchi Y, Ishii H, Hashimoto N, Abe S, Taniguchi 
H, Tagawa J, Bessho K, Yamamori N, Homma S. 
Thrombomodulin Alfa for Acute Exacerbation of 
Idiopathic Pulmonary Fibrosis. A Randomized, 
Double-Blind Placebo-controlled Trial. Am J Respir 
Crit Care Med. 2020 May 1;201（9）:1110-1119. doi: 
10.1164/rccm.201909-1818OC. PMID: 31917621 

2 ．Osawa T, Kojima T, Hara T, Sugimoto M, Eto M, 
Takeuchi A, Minami K, Nakai Y, Ueda K, Ozawa M, 
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【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 65 回日本生殖医学会学術講演会
2 ．第 108 回日本泌尿器科学会総会
3 ．日本アンドロロジー学会　第 39 回学術大会　第 30

回日本製機能学会中部総会　第 30 回精子形成・精
巣毒性研究会

4 ．第 63 回日本生殖医学会北海道地方部会総会・学術
講演会

5 ．第 85 回日本泌尿器科学会東部総会
6 ．千葉県央 WEB 市民公開講座
7 ．第 38 回日本受精着床学会総会・学術講演会 市民公

開講座
8 ．日本泌尿器腫瘍学会第 6 回学術集会
9 ．UAA2020（18th Urological Association of Asia 

Congress）
【学会発表数】
　国内学会　34 回（うち大学院生 9 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科学研究費助成事業　基盤研究（B）「アンドロゲン
受容体ならびにエピゲノム修飾を標的とした去勢抵
抗性前立腺癌の克服」代表者：市川智彦　2020～
2022

2 ．科学研究費助成事業　基盤研究（C）「不妊治療中の
男性における QOL 低下防止のための Web アプリ
ケーションの開発」分担者：市川智彦　2019～2021

3 ．科学研究費助成事業　挑戦的研究（萌芽）「難治性
前立腺がん患者由来モデルによるスーパーエンハ
ンサー動態解析の治療法開発」分担者：市川智彦　
2020～2021

4 ．科学研究費助成事業　基盤研究（C）「リキッドバイ
オプシーを応用したアミノ酸トランスポーター前立
腺癌治療モデル構築」代表者：坂本信一　2020～
2022

5 ．科学研究費助成事業　基盤研究（C）「前立腺癌
AR-V7 標的遺伝子の同定を目的とした網羅的エピ
ゲノム解析」代表者：今村侑佑　2020～2022

6 ．若手研究「ホルモン治療中の前立腺癌再発を早期に
検出可能にするバイオマーカーの開発」代表者：竹

内信善　2020～2022
7 ．若手研究「網羅的マイクロ RNA 発現解析による去

勢抵抗性前立腺癌・新規治療標的分子の探索」代表
者：新井隆之　2020～2022

8 ．若手研究「微小環境下の前立腺癌エピゲノム変化に
基づく去勢抵抗性獲得機序の解明」代表者：金坂学
斗　2020～2022

9 ．研究活動スタート支援「前立腺癌の神経依存的去勢
抵抗性増殖のメカニズムの解明」代表者：五島悠介　
2020～2021

10．若手研究「前立腺癌における AR 及び FOXA1 を介
したエピジェネティックな発癌分子機構の解明」代
表者：佐藤広明　2018～2020

11．研究費獲得促進プログラム（多様型 B）「機能性
RNA 解析に基づく尿路上皮癌・癌関連線維芽細胞
の統合理解と、新規治療法開発に向けたドラッグリ
ポジショニング」代表者：加藤繭子　2020

12．AMED（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）
「成人並びに小児における希少未診断疾患に対する
診断プログラムの開発に関する研究」代表者：市川
智彦　2018～2020

13．AMED（国立研究開発法人日本医療研究開発機構）
「内視鏡外科手術のデータベース構築に資する横断
的基盤整備」代表者：坂本信一　2019～2021

14．GSK ジャパン　研究助成「前立腺肥大症の進展に
関わる AR を介したエピジェネティックな分子機構
の同定」代表者：佐藤広明　2019～2020

15．GSK ジャパン　研究助成「前立腺肥大症における
慢性炎症がおこす線維化メカニズムの解明」代表
者：竹内信善　2020～2021

16．第 29 回ファイザーヘルスリサーチ振興財団　研究
助成「男性不妊症の診断治療における精子 DNA
損傷と酸化ストレス測定の応用」代表者：小宮顕　
2020～2021

【受賞歴】
1 ．新井隆之　2020 年度　日本アンドロロジー学会　

第 40 回学術大会　学術奨励賞・基礎部門
2 ．山田康隆　2020 年度　第 12 回　千葉医学会奨励賞　

受賞

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　今年度の当科の外来患者数は延べ 18875 人（内新患 844 人）であった。
　対象疾患は前立腺癌、腎癌、膀胱癌、腎盂尿管癌、精巣腫瘍、陰茎癌、副腎腫瘍などの腫瘍性疾患をはじめと
して、前立腺肥大症、夜尿症、尿失禁、神経因性膀胱など排尿機能に関する疾患、停留精巣などの先天疾患、尿
路結石症、男性不妊症、男性性機能障害等である。これら様々な疾患に対して、それぞれの専門分野における診
療グループを形成し、どの分野においても先進的かつ高度な診断、治療が提供できる体制を整えている。特に低
侵襲，機能温存など QOL の維持に重点を置き、患者の価値観を尊重した診療を目指している。
　今年度の当科の入院患者数は延べ 801 人であった。
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　手術の総数は 426 件であった。腎細胞癌や腎盂尿管癌などに対する腹腔鏡手術 51 件、腹腔鏡下副腎摘除術 44
件、膀胱癌・尿路結石症・前立腺肥大症等に対する経尿道的手術 151 件、ロボット支援前立腺全摘術 56 件、ロ
ボット支援腎盂形成術 1 件、ロボット支援腎部分切除術 48 件、ロボット支援膀胱全摘除 18 件、開放手術による
膀胱全摘除 0 件、開放手術による腎細胞癌の手術 6 件、精索静脈瘤に対する顕微鏡下低位結紮術 13 件、精巣悪
性腫瘍に対する高位精巣摘除術 4 件、精索捻転症に対して緊急で行う精巣固定術 8 件であった。
　内視鏡下手術用ロボット「ダ・ヴィンチ」（da Vinci S）を導入し、2012 年 4 月から保険診療としてロボット支
援前立腺全摘除術を行っている。小径腎細胞癌に対する腎部分切除術に対しても適応を拡大し症例を蓄積してい
る。2018 年より da Vinci Xi を導入し、膀胱全摘除術についてもロボット支援手術を導入している。2020 年よ
り腎盂尿管移行部通過障害に対してロボット支援腎盂形成術を開始した。
　また、非閉塞性無精子症に対する顕微鏡下精巣内精子採取術を自由診療で行っている。

●地域貢献
　医師の派遣：国保いすみ医療センター、国保さんむ医療センター、船橋中央病院、松戸市立総合医療センター、
千葉市立青葉病院、千葉市立海浜病院、千葉県立こども病院、成田赤十字病院、済生会習志野病院、香取おみが
わ医療センター、千葉県立佐原病院、千葉県がんセンター、国立病院機構千葉東病院、みはま病院、井上記念病
院、九十九里ホーム病院、原村医院、山王病院、高橋ウィメンズクリニック、みやけウィメンズクリニック、亀田
IVF クリニック幕張、鴨川市立国保病院、茂原中央病院、東陽病院、など
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研究領域等名： 分 子 病 態 解 析 学
診療科等名： 　

●はじめに
　最近のテクノロジーの進歩の結果、ゲノムレベルでの 1 分子シークエンスはもちろんのこと、細胞・臓器・生体
の多様な変化を “ 動的 ” に捉えたり、細胞内小器官の微細構造を可視化したり、プロテオミクス技術の発達によっ
て分子間相互作用や高次複合体情報を“質的”・“空間的”・“多層的”に解析することが可能になり、従来の単一的・
一面的研究から多面的・高次機能的研究へとパラダイムシフトしてきている。医学研究院では、「疾患分子病態の
解明」と「生病老死における分子基盤の統合的理解」を目的に、マルチオミックス解析、Single Cell 解析、高次複
合体解析技術を行いながら、疾患分子病態解析学を展開している。1 遺伝子 -1 分子 -1 細胞 -1 個体を動的・質的・
視的・システム的に捉えて、細胞→臓器→個体へと広く結びつける先端研究を実施してる。また、今年度も、多く
の診療科と連携して医師を基礎研究推進と研究医養成に力を注いでいる。また、海外の一流の研究機関との共同研
究を推進し、製薬企業との新薬開発も行い、大きな成果を挙げている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　①医学部 1 年生；早期体験講座（1 コマ）、さらにクリニカルクラークシップとして学生（定員）2 名を約 1 年
半（1 年生）にわたり週 1 回受け入れる体制である。② 2 年生；遺伝分子医学（2 コマ）③ 4 年生；ユニット講
義（4-6 月にわたって計 12 コマ）、内分泌の指導医資格のある教官が内分泌学ユニット講義の一部を担っている。
④ 4 年生；チュートリアル、⑤ 4 年生；臨床入門『チーム医療』（1 月に計 6 コマ）⑥全学普遍教育科目（3 コマ）、
⑦試験関連：4 年生の CBT、臨床総合試験、6 年生の問題作成。FD（ファカルティデベラップメント）の講習
会に参加。⑧ 2011 年度より、教育カリキュラムの大幅な改変に伴い共用試験（OSCE、CBT）終了後、臨床実
習（クリニカル・クラークシップ：CC）が始まった。CC ベーシックでは一般手技と検査手技の習得が必須と
なり、医学部 4 年生がコア CC に進む前に必要な臨床的に必須の内容を講義と実習で評価するものである。CC 
ベーシック終了後には WBT による評価試験を経て合格者には白衣式への参加が認められるが、この実施に協力
を継続している（通常 1 月末）。
・卒後教育／生涯教育

　主任教授・講座助教など講座教員が、その活動に参加している千葉大病院遺伝子診療部においては、毎回遺伝
医療に関するテーマを決めて月一回の遺伝症例検討会を行い、近隣の開業医、心理カウンセラー、認定遺伝カウ
ンセラー、臨床遺伝専門医、公衆衛生学の教員・スタッフ、婦人科、当院の看護師等、多くの参加者を得ており、
臨床遺伝専門医（日本人類遺伝学会 / 日本遺伝カウンセリング学会）育成に寄与している。また、教室の内分泌
専門医および指導医をもつ教官が中心となり、千葉県における内分泌疾患を中心として、甲状腺疾患から骨粗鬆
症、さらには生活習慣病や糖尿病の実臨床を対象として、医療連携の推進・若手医師の育成・糖尿病治療薬など
の実臨床のエビデンス構築などを目的に、卒後教育・医師生涯教育活動を実施している。
・大学院教育

①修士課程　遺伝情報応用学特論：科目責任者 田中知明
あらゆる領域の疾患の遺伝的要因が日々明らかにされつつある現在、遺伝子・染色体を含む遺伝学的検査や遺
伝医学が診療と密接に関わってきている。一方、法医学領域の個人識別においても DNA 情報は不可欠である。
しかし、これらの遺伝情報を扱うにあたっては倫理的諸問題に対する十分な配慮が求められる。本コースでは
ヒトの遺伝の仕組み、その遺伝情報の取り扱い方について多角的に学ぶことを目指す。

②博士課程　機能ゲノム学、生命情報科学：7 回の講義のうち、1 コマを担当
講義名：転写因子 p53 とエピジェネティクス制御
テーマ：「ゲノムの守護神」と称される癌抑制遺伝子 p53 の新たな側面として、解糖系や活性酸素調節、呼吸・

エネルギー代謝調節、PS 制御などが報告され、p53 は想像以上に多彩な生理機能をもつことがわかっ
てきた。p53 転写因子として機能し、生理作用の異なる様々な下流遺伝子群を支配するための、クロ
マチン機能とエピジェネティクス制御機構に関する最近の知見を概説する。
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●研　究
・研究内容

　がん抑制遺伝子 p53 の多彩な生理作用に着目し、がん研究の枠組みを飛び越えて、老化、内分泌代謝・生活
習慣病、免疫、幹細胞機能制御と分化に関連する内容を主体に、先進的な研究を推進した。特に、転写複合体解
析のエキスパートとして、2 型自然リンパ球における転写制御メカニズム解析により、その肝糖代謝調節と生活
習慣病との関わりを明らかにしたり、がん幹細胞制御に機能する miRNA のがん代謝に関わる新規メカニズムを
世界に先駆け明らかにした。国際共同研究の新展開としては、カルフォルニア工科大学の Ellen Rosenberg 教授
との共同研究で、免疫細胞の発生分化における転写複合体解析を推進し、GATA3 および PU1 複合体における
新規機能的会合分子を見出し、T 細胞発生分化制御の新しいメカニズムとして、転写因子ネットワーク制御の新
たなモデル「Stealing Theory」を提示した。Yale 大学の Gerald Shulman 教授との共同研究として新たな糖尿
病メカニズム解析を推進している。製薬企業との共同研究においては、大鵬薬品工業との共同研究において、新
規抗がん剤の作用機序を分子レベルで明らかにした（臨床治験 PhaseII 準備中）。さらに、ノバルティスファー
マとの国際共同研究で Osilodrostat の開発国際共同治験に参加したを学術誌に報告した。臨床検体を用いたトラ
ンスレーショナルリサーチでは、機能性内分泌疾患（特に褐色細胞腫、副腎皮質腫瘍、下垂体腫瘍）を中心とし
た NGS を用いたゲノムワイド解析とシングルセル解析を行い、新規の遺伝子変異を同定することに成功してい
る。また、神経変性疾患の遺伝子多型解析、神経免疫疾患の新規エピトープの探索などについてプロテオミクス
解析を駆使して、研究を推進している。
・研究業績
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俊，姚躍，永野秀和，田中知明：APA74 例の臨床
解析 / ゲノムワイド解析による病態解析と病理学的
解析，日本内分泌学会雑誌　96（1）335-335，2020.8

31．石田晶子，中山哲俊，小出尚史，龍野一郎，田中知
明，横手幸太郎：RhoA および Wnt シグナル伝達
の調節による骨形成に対する AKAP13 の役割， 日
本内分泌学会雑誌　96（1）353-353，2020.8

32．河野聡美，永野秀和，フェリゾラ・サウロ，山形一
行，横山真隆，井下尚子，吉富秀幸，大塚将之，横
手幸太郎，田中知明：免疫染色スコアリングから捉
える膵神経内分泌腫瘍の特性の検討，日本内分泌学
会雑誌　96（1）359-359，2020.8

33．堀口健太郎，高躍，藤本真徳，小出尚史，横手幸太
郎，田中知明，岩立康男：クッシング病に対する診
断・内視鏡下経鼻手術の治療成績，日本内分泌学会
雑誌　96（1）361-36，1 2020.8
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34．中山哲俊，横山真隆，永野秀和，樋口誠一郎，橋
本直子，山形一行，佐久間一基，清野透，田中知
明：3 次元培養を用いた乳がんにおける変異 p53 と
SREBP 依存的コレステロール合成経路の悪性化形
質に対する協調的作用機構，日本内分泌学会雑誌 　
96（1）376-376，2020.8

35．姚躍，横山真隆，中山哲俊，田中知明：血管内皮細胞
におけるp53 欠損に伴う内皮間葉転換（EndMT）の誘
発，日本内分泌学会雑誌　96（1）377-377，2020.8

36．瀧由樹，藤本真徳，五十嵐活志，石渡一樹，内藤
久美子，類家裕太郎，鈴木佐和子，小出尚史，横
手幸太郎，高躍，堀口健太郎，岩立康男，永野秀
和，田中知明，井下尚子：Prolactin 産生下垂体腺
腫が ACTH 産生性下垂体癌へ転化するもテモゾロ
ミドが著効した 1 例，千葉医学雑誌　96（3-4）81-81， 
2020.8 

37．石渡一樹，藤本真徳，類家裕太郎，内藤久美子，石
田晶子，河野聡美，出口ハンナ，田村愛，志賀明菜，
永野秀和，鈴木佐和子，小出尚史，堀口健太郎，田
中知明，横手幸太郎：パシレオチドによる耐糖能異
常悪化機序と治療方法を CGM および食事負荷試験
にて評価・検討した先端巨大症術前の一例，糖尿病 　
63（Suppl.1）S-331，2020.8

38．小笠原辰樹，藤本真徳，藤井陽一，樋口誠一郎，小
川誠司，田中知明：褐色細胞腫における臨床的悪性
度の予測因子探索を目指した遺伝学的解析，日本内
分泌学会雑誌　96（Suppl.Update）111-114，2020.7

【単行書】
1 ．田中知明　クッシング病、 『今日の疾患辞典』デジ

タル版〔商品名：Current Decision Support（CDS）〕　
8000 ページ　㈱プレシジョン， 東京，2020

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．田中知明：Endocrine Oncology とエピゲノムの意

義．第 93 回日本内分泌学会学術総会．教育講演．
WEB 開催．2020.07.20-08.31

2 ．田中知明：ゲノムワイド解析による副腎性クッシン
グ症候群の分子基盤とフェノタイプとの関わり．第
24 回日本臨床内分泌病理学会学術総会．佐野賞受
賞講演．WEB 開催．2020.9.25-26

3 ．田中知明：ゲノム解析から視る副腎性クッシング症
候群の病態と最新の糖尿病治療．第 20 回日本内分
泌学会九州支部学術集会．共催セミナー．WEB 開
催．2020.9.29.

4 ．田中知明：ゲノムワイド解析を駆使して副腎腫瘍を
診る．第 30 回臨床内分泌代謝 Update．Meet the 
Expert セッション．WEB 開催．2020.11.13

5 ．田中知明：アルドステロン症・クッシング症候群の
分子病態解明への最近の取り組み〜アルドステロン

症の病型予測やクッシング症候群の分子基盤解明を
目指して〜．第 31 回間脳・下垂体・副腎系研究会．
特別講演．WEB 開催．2020.11.26-12.9

【学会発表数】
　国内学会　103 回（うち大学院生 11 回）
　国際学会　 7 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科研費基盤（B）「ミトコンドリア複合体
と制御メカニズム解析から捉える肥満・糖尿病の分
子病態研究」代表者：田中知明　2019-2021

2 ．文部科学省科研費基盤（C）「老化関連長鎖 ncRNA
と p53 転写複合体による細胞老化の制御機構の解
析」代表者：橋本直子　2018-2020

3 ．文部科学省科研費基盤（C）「脂肪機能制御とがん抑
制能におけるミトコンドリア共役因子 DPYSL4 の
役割」代表者：永野秀和　2018-2021

4 ．文部科学省科研費基盤（C）「オルガノイド培養を用
いた難治性乳がんにおける休眠スイッチと悪性化分
子機構の解明」代表者：中山哲学俊　2019-2021

5 ．文部科学省科研費若手研究「鉄代謝制御を介した肝
臓におけるインスリン抵抗性の分子機構の解明」代
表者：佐久間一基　2019-2020

6 ．文部科学省科研費基盤（C）「がんとヒト幹細胞で共
に機能する長鎖非コード RNA 作用機序解明と難治
癌における役割」代表者：山方一行　2020-2022

7 ．文部科学省科研費基盤（C）「心臓特異的な血管内皮
細胞のアンギオクライン因子と分子学的特徴の解
明」代表者：横山真隆　2020-2022

8 ．文部科学省科研費基盤（C）「コルチゾール産生腺腫の
分子基盤の解明」代表者：樋口誠一郎　2020-2022

9 ．文部科学省国際共同加速研究基金（A）「ミトコンド
リアと細胞内代謝から捉える肥満とがんの分子基盤
の解明」代表者：永野秀和　2019-2020

【受賞歴】
1 ．田中知明：日本臨床内分泌病理学会佐野賞：ゲノム

ワイド化解析による副腎性クッシング症候群の分子
基盤とフェノタイプとの関わり， 2020.9.25

【その他】
　研究室のビジョンとして、海外の主要な研究拠点と
の連携・共同研究推進は、先駆的研究競争力の維持だ
けではなく、若手研究者に研究のグローバルスタン
ダードを身に付けさせるという意味において、きわめ
て重要と考えている。Columbia 大学の Carol Prives
教 授 お よ び、California Institute of Technology の
Ellen Rothenberg と共同研究を推進する中で、年
1 回の lab meeting を実施している。さらに、ドイ
ツ Technische Universitat Darmstadt の Norbert 
Dencher 教授、および Washington 大学の大島淳子教
授との共同研究も展開している。
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

外来診療
　千葉大学医学部附属病院遺伝子診療部の外来診療ならびにカンファレンス・症例検討会業務に従事している。
また、スタッフは、それぞれの専門医資格に応じて、糖尿病・代謝・内分泌内科外来診療業務（樋口・田中）や
甲状腺超音波検査（樋口・田中）・副腎静脈採血カテーテル検査（樋口・田中）、循環器内科（横山）の業務に従
事した。
入院診療
　内分泌疾患を対象として、多診療科間の定期的合同カンファレンス（脳外科医合同カンファレンスおよび泌尿
器科合同カンファレンス）に参加した。

●地域貢献
　内分泌疾患・骨代謝疾患を中心とする地域診療において、地域診療所に専門医の外来派遣を行い、千葉県内を中
心とした地域の専門診療への貢献、若手医師の教育、円滑な患者紹介といった医療連携を行う体制の構築に貢献し
ている。また、これらの施設において、実臨床でのエビデンス構築を目的として、複数の後方視的解析の臨床研究
を行うことで、クリニックを含む地域医療における EBM の実践と普及を行っている。特に、千葉県いすみ市にお
ける地域医療に対して、診療体制の教育のほか「健康屋台」と題して地域コミュニティに根ざした健康意識促進・
疾患予防の呼びかけを研究室全体で主催し盛況な会の開催となった。これを機に毎年の開催を決定し今後の活動の
一部として随時計画を推し進めている。
　また、内分泌疾患における難治症例や診断に難渋する症例にして、生化学的解析や分子生物学的解析などを支援
し、基礎と臨床の橋渡しとして、重要な役割担っている。
　ポスト / ウィズコロナ禍社会の新たなリスクとして、慢性期や長期に及ぶストレス疾患やホルモンバランスの変
化や、台風と地震が同時に起こった際の避難所での新興感染症蔓延など、長期戦への不安や複合型災害に対する備
えと対策が急務となっている。本講座は、災害治療学シンポジウム開催の中心的役割を果たし、これまでの医療や
医学研究の枠組みや縦割り社会を大きく飛び越えて、「行政と住民―地域基幹病院―大学が一体となった取り組み」
の整備と地域社会に大きく貢献した。

●その他
　日本内分泌学会 臨床重要課題 「原発性アルドステロン症ガイドライン実施の実態調査と普及に向けた標準化に
関する検討」にて、主要委員としてガイドライン作製に貢献した。また、副腎性サブクリニカルクッシング症候群
新診断基準案の策定委員として、その診断基準策定に貢献した。千葉県外の外部医療機関や研究機関と連携して、
患者の適切な診断や治療の推進に貢献している。虎ノ門病院での下垂体疾患症例検討会でのアドバイザーや、福岡
大学、東北大学、神戸大学などと内分泌診療の連携を行っている。
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研究領域等名： 救 急 集 中 治 療 医 学
診療科等名： 救 急 科 ／ 集 中 治 療 部

●はじめに
　救急集中治療医学は開講以来 25 年が経過、昨年 12 月から中田孝明が 3 代目教授となり 1 年が経過した。教育面
では従来どおり、救急医学、集中治療医学、災害医学等に関する学生教育、研修医教育、専門医教育を行っている。
年末には新中央診療棟への引越しを完了し、1 月より救急科 / 救命救急センターは新中央診療棟 1F、ICU は新中
央診療棟 6F で本格稼働となった。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　救急科・集中治療部としては、1 年生に対する BLS 実習、4 年生に対するユニット講義では「麻酔・救急ユ
ニット」の救急・集中治療関連の 4 コマを担当、臨床入門では一次救命処置（BLS）と AED の講義を行った。
また 5 年生に対する臨床実習 I は前年同様 10～12 名ずつが 4 週間の実習を通年で行った。しかしながら、本年
度は COVID-19 感染拡大の影響で対面授業を行うことができず、概ね ZOOM でのオンラインによる授業となっ
た。
・卒後教育／生涯教育

　救急科・集中治療部では、初期研修医がローテートして実習を行った。救命救急センター患者の診療と ICU
における重症患者管理を中心に診療指導を行った。また、プライマリケア教育を充実させるため、引き続き週 1
回千葉市立青葉病院 ER で夜間実習を行うようにしている。なお、当救急科・集中治療部は日本救急医学会の専
門医・指導医指定施設、集中治療専門医指定施設であり、専門医教育にも力を注いでいる。M&M カンファレン
ス、CPC などを通じて、医師のみでなく、メディカルスタッフに対して幅広く教育を行っている。なお、本年
度は COVID-19 感染拡大の影響により例年であれば主催していた、各種研修、セミナー、コース等が全て中止
となった。
・大学院教育

　今年度は 7 名の大学院生が在籍している。救急科専門医、集中治療専門医を取得するのに必要な、臨床手技、
知識、判断力を身に着けられるよう、臨床の現場で教育を行うとともに、各自の研究テーマについて週 1 回の抄
読会とリサーチカンファレンスを中心に指導を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　今年度も普遍教育のコア F を担当、「救急医学と救急医療」というタイトルで 8 コマの講義を行ったが、こち
らも全てオンライン授業となった。千葉市のメディカルコントロール体制充実を図るため、千葉市消防局救急救
命士の就業前及び就業後の病院実習の受け入れを引き続き行った。また、千葉県及び千葉市消防学校での講義も
例年同様受け持っている。

●研　究
・研究内容

　救急集中治療医学では、リサーチカンファレンスを定期的に開催し各自が行っている研究の進捗状況を報告、
全員でディスカッションしている。今年度は国内外を問わず多くの学会が中止となり研究成果を発表する機会が
少なかった。臨床研究としては、心肺停止患者に対する体外式膜型人工肺（ECMO）を用いた心肺蘇生に関す
る臨床研究を引き続き行った。大学院生が学位のテーマとして取り組んでいる敗血症や自然免疫に関与する遺伝
子多型や mRNA 発現に関する研究、 敗血症の病態におけるバイオマーカーに関する研究、急性肝不全に関する
共同臨床研究などの成果を英文誌に投稿した。また、敗血症の新規遺伝子多型に関する網羅的な解析に関する研
究、持続腎補助療法に人工肺を組み合わせて呼吸補助を行う新しい装置（ELRAD）の開発、重症患者における
貧血とその対策、全身性炎症反応に伴う血管透過性亢進に関する基礎研究などが、精力的に進められている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nishiyama A, Kawata N, Yokota H, Sugiura T, 

Matsumura Y, Higashide T, Horikoshi T, Oda S, 
Tatsumi K, Uno T. A predictive factor for patients 

with acute respiratory distress syndrome: CT 
lung volumetry of the well-aerated region as an 
automated method. Eur J Radiol 2020;122:e108748.

2 ．Iriyama H, Abe T, Kushimoto S, Fujishima S, 
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Ogura H, Shiraishi A, Saitoh D, Mayumi T, Naito T, 
Komori A, Hifumi T, Shiino Y, Nakada TA, Tarui 
T, Otomo Y, Okamoto K, Umemura Y, Kotani 
J, Sakamoto Y, Sasaki J, Shiraishi S, Takuma K, 
Tsuruta R, Hagiwara A, Yamakawa K, Masuno T, 
Takeyama N, Yamashita N, Ikeda H, Ueyama M, 
et al. Risk modifiers of acute respiratory distress 
syndrome in patients with non-pulmonary sepsis: a 
retrospective analysis of the FORECAST study. J 
Intensive Care 2020;8:e7.

3 ．Oshima T, Delsoglio M, Dupertuis YM, Singer P, 
De Waele E, VeraarDe Waele C, Heidegger CP, 
Wernermann J, Wischmeyer PE, Berger MM, 
Pichard C. The clinical evaluation of the new 
indirect calorimeter developed by the ICALIC 
project. Clin Nutr 2020;39:3105-3111.

4 ．Izawa Y, Hishikawa S, Matsumura Y, Nakamura H, 
Sugimoto H, Mato T. Blood flow of venous system 
during resuscitative endovascular balloon occlusion 
of the aorta: Non-invasive evaluation using a phase 
contrast MRI. J Trauma Acute Care Surg 2020;88: 
305-309.

5 ．Jonckheer J, Spapen H, Malbrain MLNG, Oshima 
T, De Waele E. Energy expenditure and caloric 
targets during continuous renalreplacement 
therapy under regional citrate anticoagulation. A 
viewpoint. Clin Nutr 2020;39:353-357.

6 ．Komori A, Abe T, Kushimoto S, Ogura H, Shiraishi 
A, Saitoh D, Fujishima S, Mayumi T, Naito T, 
Hifumi T, Shiino Y, Nakada TA, Tarui T, Otomo 
Y, Okamoto K, Uemura Y, Kotani J, Sakamoto 
Y, Sasaki J, Shiraishi S, Takuma K, Tsuruta R, 
Hagiwara A, Yamakawa K, Masuno T, Takeyama 
N, Yamashita N, Ikeda H, Ueyama M, Fujimi S, 
et al. Characteristics and outcomes of bacteremia 
among ICU-admitted patients with severe sepsis. 
Sci Rep 2020;10:e2983.

7 ．Abe T, Suzuki T, Kushimoto S, Fijishima S, 
Sugiyama T, Iwagami M, Ogura H, Shiraishi 
A, Saitoh D, Mayumi T, Iriyama H, Komori A, 
Nakada TA, Shiino Y, Tarui T, Hifumi T, Otomo 
Y, Okamoto K, Uemura Y, Kotani J, Sakamoto 
Y, Sasaki J, Shiraishi S, Tsuruta R, Hagiwara A, 
Yamakawa K, Takuma K, Masuno T, Takeyama N, 
Yamashita N, et al. History of diabetes may delay 
antibiotic administration in patients with severe 
sepsis presenting to emergency departments. 
Medicine 2020;99:e19446.

8 ．Nakata H, Yamakawa K, Kabata D, Umemura Y, 
Ogura H, Gando S, Shintani A, Shiraishi A, Saitoh 

D, Fujishima S, Mayumi T, Kushimoto S, Abe T, 
Shiino Y, Nakada TA, Tarui T, Hifumi T, Otomo 
Y, Okamoto K, Kotani J, Sakamoto Y, Sasaki J, 
Shiraishi S, Takuma K, Tsuruta R, Hagiwara A, 
Masuno T, Takeyama N, Yamashita N, Ikeda H, et 
al. Identifying septic shock populations benefitting 
from polymyxin B hemoperfusion: A prospective 
cohort study incorporating a restricted cubic spline 
regression model. Shock 2020;54:667-674.

9 ．Shibahashi K, Sugiyama K, Kuwahara Y, Ishida 
T, Sakurai A, Kitamura N, Tagami T, Nakada 
TA, Takeda M, Hamabe Y. Private residence as a 
location of cardiac arrest may have a deleterious 
effect on the outcomes of out-of-hospital cardiac 
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3 ．第 70 回日本救急医学会関東地方会　パネルディス
カッション

4 ．第 53 回麻酔科例会 （第 81 回千葉麻酔懇話会，第
1421 回千葉医学会例会）　特別講演

5 ．千葉医療政策公開セミナー　講演
6 ．一般社団法人日本血液製剤機構内勉強会　講師
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10．第 41 回日本アフェレシス学会学術大会　スイーツ
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12．災害治療学シンポジウム in 千葉　× 2
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17．日本製薬株式会社医学教育会　講師
【学会発表数】
　国内学会　8 学会　16 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　3 学会　 3 回（うち大学院生 2 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「ゲノム解
析で導出した敗血症重症化因子 SVEP1 の機能解
明と敗血症新規治療への展開」代表者：栗田健郎　
2018-2020

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「非出血性心
停止モデルにおける REBOA を用いた新規心肺蘇
生法の開発」代表者：東晶子　2018-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「Metabolome
解析による高度侵襲下のエネルギー代謝動態評価」
代表者：大島拓　2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　若手研究「REBOA 合併症
根絶へのアプローチ：4D-CT perfusion 解析」代表
者：松村洋輔　2019-2020

5 ．国立研究開発法人日本医療研究開発機構「救急医
療予測アルゴリズム研究開発」分担者：安部隆三　
2019-2021

6 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「先進的ゲノ
ム網羅解析統合による敗血症遺伝子多型研究の新展
開」代表者：中田孝明　2020-2022

7 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「ECPR 症例
における神経学的予後予測バイオマーカーの網羅的
探索」代表者：安部隆三　2020-2022

8 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「脂肪細胞に
おける脂質受容体を介した病原脂質の解毒に関する
研究」代表者：島田忠長　2020-2022

9 ．文部科学省科学研究費　若手研究「層状化合物を利
用した体外式肺腎補助装置の開発」代表者：髙橋希　
2020-2022

10．文部科学省科学研究費　若手研究「in vitro アッセ
イによる新規血管透過性亢進抑制物質の網羅的探
索」代表者：岩瀬信哉　2020-2021

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　救急外来全体の患者数は約 6800 名、救急車受け入れ件数は 4200 件あまりである。このうち救急科では、高エ
ネルギー外傷、熱傷、急性中毒、重症急性膵炎、昏睡 型急性肝不全、重症敗血症、敗血症性ショック、心肺停
止などの 3 次救急患者を中心に約 1300 名を受け入れた。
　ICU/CCU では 1810 例の入室患者を診療した。このうち術後予定入室症例は 626 例である。緊急入室例の主
な疾患のうちわけは、院外心停止 226 例、多発外傷 158 例、重症敗血症・敗血症性ショック 115 例などであり、
全 ICU 入室患者の救命率は 94．6％であった。
　千葉市消防局との提携によるドクターピックアップ方式によるヘリ診療を引き続き行った。これは、当院及び
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千葉県救急医療センターから 5Km 圏外で発生した 3 次救急事案で医師の診療が必要と判断される場合、千葉市
防災ヘリが当院ヘリポートに着陸し、医師と看護師をピックアップして現場近くのヘリポートへ着陸、その場で
診療を開始し、ヘリで患者を早期に搬送するというものである。また、同様に 2012 年度から稼働している院内
の急変に対応するシステム MET（medical emergency team）も引き続き行った。これは、入院、外来に限らず
院内で急変した患者が発生した場合、内線 6999 をコールすれば ICU 医師と看護師のチームが直ちに現場に駆け
つけ医療を開始するシステムである。今年度は 207 件のコールがあり、院内急変例の重症化や院内心停止症例減
少の効果が認められている。千葉市内で起きた局地災害や多数傷病者発生時に、当科のスタッフが現場に駆け付
けて救急医療を展開する COMET（Chiba outreach MET）の活動も引き続き行っている。

●地域貢献
　関連病院としては前年同様、君津中央病院救命救急センター、成田赤十字病院救命救急センター、千葉市青葉病
院救急集中治療科、千葉大学医学部附属病院東金九十九里地域臨床教育センターを併設した東千葉医療センター救
命救急センターに医師を派遣し、それぞれの地域の救急医療の充実に貢献している。さらに千葉市の救急医療を改
善するために、千葉市消防局の常駐医体制、ドクターピックアップ方式のヘリ救急、救急救命士の教育等に積極的
に協力している。

●その他
　例年受け入れていた海外からの医学生や臨床研修見学生は本年度は、COVID-19 感染拡大の影響で受け入れるこ
とができなかった。昨年度から引き続きの臨床修練医師のタイからの 1 名 8ヶ月のみ受け入れを行なった。
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研究領域等名： 皮 膚 科 学
診療科等名： 皮 膚 科

●はじめに
　人事面では、新入局員が 3 名が加わった。助教 1 名が退職し、医員 1 名、専攻医 5 名と助教 1 名が出向した。外
来診療では、引き続き新患・再来は月水金（完全紹介制）、木曜日は教授外来回診、火曜日は腫瘍外来を行ってい
る。悪性腫瘍の症例が多い特徴は継続している。研究面では引き続き、千葉大学真菌医学研究センターと共同で皮
膚カンジダ症の病態解明、千葉大学医学部小児科、薬学部、真菌医学研究センターと共同で、アトピー性皮膚炎の
発症に関与する黄色ブドウ球菌の遺伝子解析などの共同研究を行なっている。また千葉県がんセンター、国立がん
研究センターなどと共同で千葉県がんセンターと共同で免疫チェックポイント阻害剤の効果に関係する T 細胞を
解析して、精密な個別化がん免疫療法を目指す研究をしている。臨床面ではカシオ計算機株式会社との共同研究と
して皮膚診療向けダーモカメラ、ダーモスコープの開発を行いそれぞれ発売に至った。同研究は継続しているほか、
ダーモスコピー学習システムの開発を継続中である（1400 症例を提供）。また、臨床研究法に基づいた紫外線治療
器を用いた自主臨床試験を施行中である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　学部学生（4 年生）を対象に皮膚科・形成外科ユニットとして、9 コマの系統講義を行った。2020 年は感染症
状況によりオンライン講義として執り行った。
　学部学生（5 年生～6 年生）を対象としたアドバンスト CC 実習についても同様に実地の臨床研修と moodle を
利用したオンライン実習を使い分け実習を行った。各班 1 週間ずつの実習であり、実地研修では一度に 5～6 名
の学生を外来での診療 2～3 名、残りの学生には病棟および手術見学実習を行った。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医に関しては合計で 12 名の研修を受け入れた。そのうち 2 名が新入局員として加わった。昨年度入
局の 5 名が関連病院へ出向した。毎週月曜日の病理組織カンファレンス、毎週木曜日の外来クリニカルカンファ
レンス、病棟教授回診および病棟カンファレンスでは、症例検討を通じて、初期・後期研修医に対して専門的な
指導を行っている。また、専攻医向けレクチャーを定期的に開催し本院並びに関連病院の専攻医に対してオンラ
インレクチャーを行っている。当科主催・関連セミナーに関しては、千葉アレルギークリニカルカンファレンス

（アレルギー膠原病内科、小児科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科合同、年 4 回）、ゐのはな皮膚科セミナー（当科主
催、年 2 回）、千葉生物学的製剤乾癬治療研究会（年 2 回）、千葉小児膠原病懇話会（小児科、整形外科、皮膚科
合同、年 1 回）を毎年行っていたが、2020 年は感染症流行の影響があり規模、回数を縮小している。
・大学院教育

　当科に所属している大学院生 3 名のうち 1 名が卒業し、学位を取得した。残りの 2 名（皮膚科学、社会精神保
健教育研究センター）が引き続き研究を継続している。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育「免疫とアレルギー」 1 コマ
　現代医学（教養展開科目）「皮膚から免疫を学ぶ：かぶれはどうして起こるの？」1 コマ
　千葉大学医学部の皮膚科学ユニット講義を計 9 コマ
　山梨大学のユニット講義を 1 コマ、名古屋市立大学のユニット講義を 1 コマ
　国立病院機構千葉医療センター附属千葉看護学校の疾病と治療 IV を 5 コマ
　千葉県立鶴舞看護学校の皮膚科学の講義を 3 コマ
　東京医療保健大学の皮膚科学の講義を 2 コマ
　千葉大学教育学部の皮膚科学の講義を 8 コマ
　臨床アレルギー学特論（英語）1 コマ

●研　究
・研究内容

　2014 年度より、アトピー性皮膚炎における黄色ブドウ球菌の割解析、千葉大学医真菌センターと共同で皮膚
カンジダ症の病態解明、経表皮カンジダ感染マウスモデルの確立のための研究を行っている。千葉大学小児科と
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共同で、アトピー性皮膚炎の発症に関与する乳児コホート研究をベースに、黄色ブドウ球菌の全ゲノム解析を行
い、発症との関係を調べた。カシオ計算機株式会社との共同研究として皮膚診療向けダーモカメラ、ダーモス
コープの開発を行いそれぞれ発売に至った。同研究は継続しているほか、ダーモスコピー学習システムの開発を
継続中である（1200 症例を提供）。また、臨床研究法に基づいた紫外線治療器を用いた自主臨床試験を施行中で
ある。2020 年より、皮膚がんの切除検体を用いて、免疫チェックポイント阻害剤の効果を担う腫瘍特異的 T 細
胞をシングルセル解析つつ、精密な個別化がん免疫療法を目指す研究を主催し、千葉県がんセンター、国立がん
研究センター、山梨大学、信州大学など多施設と共同で実施している。
・研究業績
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コープによる皮膚悪性腫瘍の診断　癌と化学療法．
47：598-603．

7 ．外川八英（2020）　最近のトピックス 2020　3．新
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9 ．外川八英（2020）　【まるわかり皮膚科生体検査 診
断ツールを完全マスター】（Part1．）皮膚疾患の形態
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上皮性病変．Visual Dermatol. 19（増）：32-36．
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を評価しよう　エコー検査　炎症、肉芽腫性病変　
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ディシン　プレシジョンメディシン．3：10-13．

【単行書】
1 ．外川八英（2020）　日常診療が変わる やってみよ

う！ダーモスコピー　良・悪性病変の診かたとアル
ゴリズム　文光堂，東京

2 ．外川八英（2020）　ダーモスコピー画像のみかた〜
メラノーマの鑑別（電子書籍）　日本医事新報社，東
京

3 ．外川八英（2020）　診断 1．ダーモカメラ　カシオ　
What’s new in 皮膚科学　2020-2021　（宮地良樹 編
集） p176-177，メディカルレビュー社，東京

4 ．Togawa Y, Russi NS, Piccolo V, Lallas A（2020）　
Acral Lesions　Atlas of Dermatoscopy Cases. 

（Cabo H, Lallas A. eds.） p161-165, Springer Nature 
Switzerland AG, Switzerland

5 ．Togawa Y, Schwartz R, Lallas A（2020）　Nail 
Lesions　Atlas of Dermatoscopy Cases. （Cabo 
H, Lallas A. eds.） p167-169, Springer Nature 
Switzerland AG, Switzerland

6 ．山本洋輔（2020）　【“ 腑に落ちる！” 皮膚科診療ポ
イントレクチャー［第 6 回］　皮膚悪性腫瘍を疑うポ
イント】J-COSMO　2 巻 1 号 Page35-39，中外医学
社，東京

7 ．山本洋輔（2020）　【“ 腑に落ちる！” 皮膚科診療ポ
イントレクチャー［第 7 回］　パッと見て似ているこ
の皮疹】J-COSMO　2 巻 2 号 Page250-254，中外医
学社，東京

8 ．山本洋輔（2020）　【“ 腑に落ちる！” 皮膚科診療ポ
イントレクチャー［第 8 回］　薬にまつわるエトセト
ラ】J-COSMO　2 巻 3 号 Page443-447，中外医学社，
東京

9 ．山本洋輔（2020）　【“ 腑に落ちる！” 皮膚科診療ポ
イントレクチャー［第 9 回］　子どもの皮膚疾患】
J-COSMO　2 巻 4 号 Page608-612，中外医学社，東
京

10．山本洋輔（2020）　【“ 腑に落ちる！” 皮膚科診療ポ
イントレクチャー［第 10 回］　いぼ、たこ、うおの
め】J-COSMO　2 巻 5 号 Page831-835，中外医学社，
東京

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．宮地秀明（2020）　MyD88 in keratinocytes is essential 
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for the Malassezia-induced IL-17-dependent skin 
inflammation　（感染症研究グローバルネットワーク
フォーラム 2019，2020年1月10日－11日，千葉市）

2 ．外川八英（2020）　教育講演 2【かたちを考えるダー
モスコピー】腫瘍のかたちと色　（第 119 回日本皮
膚科学会総会，2020 年 6 月 4 日－ 6 月 7 日， Web
開催）

3 ．［オーガナイザー・座長］外川八英，古賀弘志
（2020）　（実技講座）「実践！ダーモスコピー道場」　
（第 119 回日本皮膚科学会総会，2020 年 6 月 4 日－
6 月 7 日，Web 開催）

4 ．猪爪隆史（2020）　スポンサードセミナー4 メラ
ノーマ研究と治療経験から考えるがん免疫療法　

（第 24 回日本がん免疫学会総会，2020 年 10 月 9 日，
札幌市）

5 ．外川八英（2020）　教育講演 5【ダーモスコピー】
メラノサイトとそれ以外　（第 84 回日本皮膚科学会
東京支部学術大会，2020 年 11 月 21 日－ 11 月 22 日，
Web 開催）

6 ．［オーガナイザー・座長］田中勝，外川八英（2020）　
ハンズオンセミナー2【完全オンライン！ダーモス
コピークイズ 2020】　（第 84 回日本皮膚科学会東
京支部学術大会，2020 年 11 月 21 日－ 11 月 22 日，
Web 開催）

7 ．猪爪隆史（2020）　イブニングセミナー　メリッ
ト・デメリットのバランスで考えるメラノーマ治療　

（第 468 回日本皮膚科学会北陸地方会，2020 年 12
月 13 日，Web 開催）

【学会発表数】
　国内学会　21 回（うち大学院生 2 回）

　国際学会　 1 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費 　基盤 B「マスト細胞によ
る組織マクロファージの分化・機能制御の解明」代
表者：松江弘之　2018-2020

2 ．受託事業費　公益財団法人パブリックヘルスリサー
チセンター「進行性悪性黒色腫に対するニボルマブ
の有効性評価に関する観察研究－ CREATIVE －」
代表者：松江弘之　2016-2020

3 ．受託事業費　協和発酵キリン㈱「ルミセフ皮下注
210mg シリンジ特定使用成績調査「長期使用に関
する調査」」代表者：松江弘之　2017-2024

4 ．受託事業費　セルジーン㈱「オテズラ錠使用成績調
査」代表者：外川八英　2018-2022

5 ．受託事業費　カシオ計算機㈱「無料版ダーモスコ
ピー学習用サービスに係る症例画像の提供」」代表
者：外川八英・山本洋輔　2016-2020

6 ．研究協賛事業　カシオ科学振興財団「皮膚悪性腫瘍
の非侵襲的早期診断法に関する研究」代表者：外川
八英　2019-2020

7 ．受託事業費　ジェイメック㈱「放射照度の異なる紫
外線治療器を用いた紅斑反応の比較研究」代表者：
外川八英　2019-2020

8 ．文部科学省科学研究費 　基盤 C「抗 PD-1 抗体治療
の効果を示す直接的バイオマーカーの検索」代表
者：猪爪隆史　2019-2021

【受賞歴】
1 ．感染症研究グローバルネットワークフォーラム 

2019 ポスター賞受賞（2020 年 1 月開催）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　2020 年度における外来延べ患者数は 21,903 人（月平均 1,825 人）、初診患者数は 1,615 人（月平均 135 人）、そ
のうち 430 人が皮膚腫瘍（269 人が悪性腫瘍）であった。
　皮膚生検を年間 514 件、ダーモスコピー検査を 498 件、体表エコー検査を 259 件、光線療法を 2,638 件、真菌
鏡検を 413 件、パッチテストを 43 件施行した。乾癬に対する生物学的製剤、皮膚悪性腫瘍に対する外来がん化
学療法、進行期の悪性黒色腫に対する免疫チェックポイント阻害薬治療など最新の治療を、通院治療室や入院で
行っている（2020 年度延べ 227 件）。
　2020 年度の入院患者数は延べ 362 人で、そのうち 262 人が悪性腫瘍であった。
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研究領域等名： 小 児 外 科 学
診療科等名： 小 児 外 科

●はじめに
　「小児外科」は病気の種類も身体の特徴も成人とは異なる “ こども ” を対象とした外科であり、その特質を端的
に表現した言葉として「こどもは、おとなのミニチュアではない」というフレーズがある。小児は成長・発達の途
上にあり、形態的にも機能的にも、また精神的にも発育に応じた特性を有する。そのため小児に特有な専門的、総
合的知識と技術、患者へのアプローチが必要とされる。さらに最近は生殖医療・胎児医療の進歩、そして小児難病
の成人化への対応など、その内容、対象年齢がいわゆる「小児医療」の中には納まらなくなってきており、小児医
療をライフサイクルの中で捉え直す必要性がでてきている。当教室も胎児期より診療に関わり、思春期・青年期の
治療を含むトランジション（移行期）診療にも目を向けている。他科との連携のもと、時間軸に沿ったその個人の
加齢とともに進む患者中心の医療を提供している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 4 年生を対象に成長発達ユニット講義（教官 4 名計 5 コマ）を、臨床テュートリアル（教官 2 名計 2 コマ、
2 週）を行った。医学部 6 年生（一部 5 年生）を対象に、約 9ヵ月間臨床実習を各 1 週間行った。臨床実習では、
小児の特殊性、小児外科の対象疾患を理解し、臨床現場で患者の有する問題点を解決することを目指した。また
自ら積極的に情報を収集し、解決のための計画を立案し、計画を実施できるよう指導した。診療技能については、
コミュニケーション技能、身体診察技能、検査・処置手技、機器操作技能などを学ばせた。さらに患者・家族に
対する配慮、他のスタッフやコメディカルとの信頼関係を確立することなどを体験させた。コロナウイルス感染
症流行に対応し適宜メディア授業を併用した。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医 6 人（のべ 4ヵ月間）に対し小児外科患児や家族との関わり方、基本的な周術期管理、代表的疾患
の病態などの理解が深まるよう指導と教育を行った。外科系ローテーターに対し、各 2ヵ月間、基本的小児外科
疾患の病態・診断・治療を講義し、手術を指導した。また医局員に対しては、卒後 10 年をめどに小児外科専門
医資格を、15 年をめどに指導医資格を取得できるよう、積極的に学会発表や論文作成を促し、手術を指導して
いる。
・大学院教育

　卒後 4 － 6 年時に大学院に入学し、基礎系教室と共同研究を行い、臨床で出会った問題や疑問を理論的・科学
的に洞察することを目指している。現在下記研究が進行中である（括弧内は共同研究先）。①神経芽腫の NKT

（natural killer T）細胞免疫を標的とした治療法の検索（未来開拓センター）、②腸管神経増生が観察される Ncx
ノックアウトマウスと Kif26A ノックアウトマウスを用いて腸炎モデル（ヒルシュスプルング病に類似）を作成
し、腸管神経と腸管恒常性の関わりを検討（疾患生命医学講座）、③小児消化管疾患を対象として統合オミック
ス解析を用い、網羅的に腸内細菌叢の構成・ゲノム・機能遺伝子・代謝物を測定し、腸内細菌が疾患に与える影
響を検討（医科学研究所）、④神経芽腫がん幹細胞を標的とした新規治療法開発（埼玉県立がんセンター臨床腫
瘍研究所）、⑤胆道閉鎖症の病因・病態形成における免疫学的機序（特に制御性 T 細胞の意義）について検討（疾
患生命医学講座）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育　教養コア F（いのちと科学）「外科治療と疾患」の 1 コマと「こどもと医療」の 2 コマの計 3 コマを
担当し、小児外科医療の進歩とそれに伴い顕在化してきた問題点、ならびに我が国のこどもが置かれている現状
について他学部学生に講義した。これにより学問全般に対する興味・関心を喚起し、個々の学生の専門分野の学
問的・社会的位置づけを意識させるようにした。
　医学概論Ⅰ「小児医療と小児外科」医学概論Ⅳ「成長・発達ユニット」：実際の臨床の場で患者を目の前にし
て、その病態を正しく把握し、適切な治療方針がたてられるように、疾患の成り立ちと症状の関係、そして診断・
治療の方法について講義した。
　教育学部　養護教諭　外科学・整形外科学　養護教諭が日常業務上遭遇する可能性のある小児胸腹部外傷につ
いて授業を行い、基礎的知識、対処方法、指導方法について講義を行った。また臨床の現場を体験させる目的で
病院での外来診療を見学する機会を与えた。
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　看護学部講義「小児看護学」日常よくみかける小児外科疾患、小児外科医療の進歩と課題に関する講義を行っ
た。
　IPE（Interprofessional education）医学部 3 名・看護学部 1 名・薬学部 1 名の病院実習（STEP2）を 1 日間行っ
た。

●研　究
・研究内容
（ア）小児悪性固形腫瘍の発生分化に関する分子機構解明と新規治療開発

①NKT（natural killer T）細胞免疫系を標的にした新規免疫療法の開発
　NKT 細胞は、腫瘍細胞に対して直接細胞傷害活性を示すとともに、樹状細胞の成熟化を介し NK 細胞や細

胞傷害性 T 細胞の活性を増強する。現在、小児悪性固形腫瘍に対するヒト NKT 細胞免疫系を標的にした
免疫細胞療法の開発、がん関連微小環境における抗腫瘍免疫の抑制機構の解明を目的に研究を進めている。
神経芽腫細胞が NKT 細胞や抗原提示細胞にもたらす効果について、神経芽腫細胞株の培養上清中の免疫
抑制性サイトカインの解析、樹状細胞への抑制効果の検討をおこなっている。

②再発神経芽腫に対する網羅的遺伝子解析
　高リスク群神経芽腫の再発例は既存の化学療法に抵抗性であり、有効な治療法がなく、非常に予後不良で

ある。再発腫瘍特異的な遺伝子変異を解析し、再発に寄与する遺伝子異常や、薬物耐性メカニズムを明ら
かにすることを目的として研究を行っている。現在、次世代シーケンサーを用いて再発神経芽腫患者の初
発時腫瘍検体・再発時腫瘍検体・末梢血検体の全エクソーム解析を行い、候補遺伝子を解析中である。

③神経芽腫がん幹細胞を標的とした新規治療の開発
　近年、様々ながんにおいてがん幹細胞（CSC）の存在が提唱されている。CSC は高い自己複製能と薬物耐

性を持ち、がんの難治化・再発に寄与していると考えられる。神経芽腫細胞株におけるがん幹細胞を模し
た細胞集塊（sphere）の解析により、ポリコーム関連蛋白が幹細胞性の制御に関わっていると考えられて
いる。現在、これらの遺伝子を標的としたノックダウン実験により、新規治療標的を探索中である。

④神経芽腫における Plk をターゲットとした有用な分子標的療法の探索
　Polo-like kinase ファミリーに属する Plk1 は様々な腫瘍組織において高発現していることが報告されてい

る。臨床検体を用いた Plk1 発現レベルの検討から、Plk1 の高発現は神経芽腫において予後不良因子であ
ることが判明した。また、非遠隔転移例や MYCN 非増幅例において、Plk1 は予後を層別化するマーカー
になりうることが示唆された。一方で、Plk3 は癌抑制遺伝子としての機能を有すると考えられている。し
かしこれまでの研究結果から、進行神経芽腫においては予後不良群で Plk3 が高発現していることが判明
し、神経芽腫では Plk3 はがん遺伝子として機能する可能性が示唆された。そこで Plk3 の過剰発現下、及
び、阻害下での細胞増殖・細胞死制御へ与える影響について解析を進めている。本研究によって、神経芽
腫に特異的な Plk3 を介した腫瘍細胞死の制御機構が明らかになると期待される。さらに、疾患細胞特異的
な siRNA を開発することで、進行神経芽腫に対する新しい siRNA 医薬品の開発が可能になると考える。

（イ）小児悪性固形腫瘍（神経芽腫、腎芽腫、肝芽腫、横紋筋肉腫）に対する集学的治療
　RNA 診断を基にした難治性腫瘍における化学療法、放射線療法、外科手術、幹細胞移植を用いた治療を行
い、合併症を最小限に抑えた治療を行っている。神経芽腫、腎芽腫、肝芽腫については多施設共同研究の臨
床試験に参加している。

（ウ）小児胆道系疾患の発生と進展に関する免疫学的側面からの研究
　胆道閉鎖症（Biliary Atresia：BA）の病因は今もって不明だが、個体の免疫寛容が破綻し、何らかの
trigger により生じた肝胆道炎症を制御できないとする説が有力である。当科では制御性 T 細胞（regulatory 
T cell：Treg）の動向に着目し、その frequency と function を解析している。現在、患者末血検体を用
い flow cytometory による Treg frequency の検討と並行し、CFSE assay によるリンパ球増殖抑制試験
を施行している。また肝組織検体において、局所の Treg の免疫組織学的な検索や TSDR （Treg specific 
demethylation region）を利用した定量化を予定している。今後これらの免疫学的変化が腸内細菌叢・代謝物
に与える影響につき検討する予定である。

（エ） 消化管発生のメカニズムと先天性疾患の病態解明に関する研究
①直腸肛門奇形（鎖肛）の発生機序に関する研究
　鎖肛は cloacal plate の伸長と排泄腔の分離不全により引き起こされる。直腸肛門奇形モデルマウス（Wnt5a

コンディショナルノックアウトマウス）を用いて肛門形成・肛門括約筋に重要な発現シグナルを発生学的
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な側面から検討中である。
②腸管神経増生を伴うノックアウトマウスを用いた腸管神経発生過程の解析
　Hirschsprung 病類縁疾患とは、腸管神経節細胞か 存゙在するにも関わらず、腸閉塞症状、腸管拡張、慢性

便秘等を示す疾患群て あ゙り指定難病に認定されている。今なおその病因は全く不明て あ゙り、根治的な治
療はない。近年このような腸神経疾患において、幹細胞を用いた新規細胞治療法への可能性か 積゙極的に研
究されている。我々は Hirschsprung 病類縁疾患（IND： intestinal neuronal dysplasia）のモデルマウスと
される Ncx ノックアウトマウスを用いて、腸管神経分化および機能形成の分子機構を解明し、iPS 細胞を
用いた細胞治療等の神経再生治療への応用を視野に入れた、本症に対する新規治療法の可能性を検討して
いる。

③ Hirschsprung 病（HSCR）において RET 遺伝子とそのリガンドは極めて重要な役割を果たしているが、
実際の症例では家族性の 50%、孤発性の 15-20% を説明できるに過ぎない。我々は従来の Exon 領域中心
の解析で既知遺伝子に異常がない場合、Intron・Promotor 領域を含む大規模な遺伝子解析（Long-read 
sequence）を行うことにより既知遺伝子の関与する割合が上昇すると考えている。遺伝子診断可能な
HSCR 児が増加すれば遺伝子診断の汎用性が高まるため、遺伝子診断サポート体制を構築し、これを広く
提供することが第一の目標である。更に前方視的に対象症例の病型と臨床経過を最低 10 年間追跡し、遺伝
情報と連動した HSCR 情報バンクを構築する。

（オ） 小児上部消化管機能に関する研究
　胃食道内圧検査、24 時間多チャンネルインピーダンス・pH（MII-pH）検査、上部消化管内視鏡検査を組
み合わせ、胃食道逆流症や先天性食道閉鎖・狭窄症術後をはじめとする上部消化管疾患の食道・噴門機能を
包括的に検討している。24 時間 pH-MII 検査の導入により、酸・非酸逆流を定量化し、その詳細を客観的に
把握することが可能となった。

（カ） 希少疾患の病因解明と新規治療開発
　慢性偽性腸閉塞症は、腸管蠕動の異常から進行性の腸閉塞症状を呈する稀な疾患である。病態は依然とし
て不明で、治療法はなく、生存するためには外科的処置を含めた長期間に渡る栄養管理が必要である。単一
遺伝子疾患の可能性が高いと考え、家系分析を行い、次世代シーケンサーを用いた網羅的ゲノム解析により
原因遺伝子を探索している。

（キ） 統合オミックス解析を用いた腸エコシステムの解明
　腸内細菌は代謝物などを介して宿主の免疫機能の構築・維持に大きな影響を与えているが、その詳細なメ
カニズムは不明である。次世代シーケンサー、質量分析計などを用いて網羅的に菌叢の構成・ゲノム・機能
遺伝子・代謝物を測定し、それらを統合することによって腸内細菌が疾患に与える影響を明らかにする。
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for mortality and morbidity in 12 major pediatric 
surgical procedures: A study from the National 
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9 ．Terui K, Nagata K, Hayakawa M, Okuyama H, 
Amari S, Yokoi A, Masumoto K, Urushihara N, 
Okazaki T, Inamura N, Toyoshima K, Uchida 
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print.
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Masumoto K, Okazaki T, Inamura N, Toyoshima 
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Kanamori Y, Usui N, Tazuke Y, Saka R, Okuyama 
H; Japanese Congenital Diaphragmatic Hernia 
Study Group. Optimal timing of surgery in infants 
with prenatally diagnosed isolated left-sided 
congenital diaphragmatic hernia: a multicenter, 
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12．Masahata K, Usui N, Nagata K, Terui K, Hayakawa 
M, Amari S, Masumoto K, Okazaki T, Inamura N, 
Urushihara N, Toyoshima K, Uchida K, Furukawa 
T, Okawada M, Yokoi A, Okuyama H, Taguchi 
T. Risk factors for pneumothorax associated with 
isolated congenital diaphragmatic hernia: results 
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2020 Jun;36（6）:669-677.

13．Takashima S, Tanaka F, Kawaguchi Y, Usui 
Y, Fujimoto K, Nadatani Y, Otani K, Hosomi 
S, Nagami Y, Kamata N, Taira K, Tanigawa 
T, Watanabe T, Imoto S, Uematsu S, Fujiwara 
Y. Proton pump inhibitors enhance intestinal 
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14．Fujimoto K, Kimura Y, Shimohigoshi M, Satoh T, 
Sato S, Tremmel G, Uematsu M, Kawaguchi Y, 
Usui Y, Nakano Y, Hayashi T, Kashima K, Yuki Y, 
Yamaguchi K, Furukawa Y, Kakuta M, Akiyama 
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【雑誌論文・和文】
1 ．笈田諭，照井慶太，中田光政，小松秀吾，柴田涼平，

川口雄之亮，小関元太，廣川朋矢，菱木知郎．小児
卵巣茎捻転症例の臨床像に関する解析．小児内科．
2021；53：250-245．

【単行書】
1 ．菱木知郎．スタンダード小児内視鏡外科手術．「転

移性肺腫瘍（肝芽腫）［肺部分切除術］」メジカル
ビュー社，2020，89p．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Yamazaki F, Kubo T, Sunami K, Koyama T, 

Arakawa A, Mitani S, Ohira M, Kato M, Nakazawa 
A, Kohno T, Yamamoto N, Kamijo T, Hishiki T, 
Ogawa C, Ichikawa H. NCC Oncopanel Ped: A 
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novel cancer gene panel test for pediatric solid 
tumors. 第 79 回日本癌学会学術集会．2020 年 10 月
3 日　広島（Web 開催）．

2 ．菱木知郎．小児がんゲノム検査の今後の展望．第
62 回日本小児血液・がん学会学術集会．2020 年 11
月 21 日　Web 開催．

3 ．Tomoro Hishiki. Liver anatomy, staging systems, 
virtual liver resection. Educational Day for 
Pediatric Surgeons, IPSO-SIOP Annual Meeting 
2020, Virtual meeting. Oct 14-17, 2020.

4 ．菱木知郎．希少がんに対する国際共同研究〜小児肝
腫瘍における取り組み．千葉県がんセンター集談
会．2020 年 3 月 25 日　千葉．

5 ．菱木知郎．小児がんの集学的治療戦略と外科療法．
福島小児血液・腫瘍研究会　第 14 回講演会．2020
年 1 月 11 日　福島．

6 ．照井慶太．第 2 回胎児診断遠隔セミナープログラ
ム「横隔膜ヘルニア」外科治療．2020 年 10 月 5 日　

Web 開催．
【学会発表数】
　国内学会　12 学会　27 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　 3 学会　 3 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学症科学研究費　基盤 A「小児悪性固形腫瘍
の新規病理分子学的リスク分類の開発とゲノム診療
に向けた基盤構築」代表者：菱木知郎　2020-2021

2 ．厚生労働省科学研究費「呼吸器系先天異常の診療体
制構築とデータベースおよび診療ガイドラインに基
づいた医療水準向上に関する研究」分担者：照井慶
太　2020-2022

3 ． 文 部 科 学 症 科 学 研 究 費　 基 盤 C「Long-read 
sequence によるヒルシュスプルング病の包括的遺
伝子解析」代表者：照井慶太　2019-2022

4 ．文部科学症科学研究費 若手研究（B）「患者由来同
所性異種移植（PDOX）モデルを用いた神経芽腫難治
性メカニズムの解明」代表者：秦佳孝　2019-2021

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　日本小児外科学会の認定する指導医 3 名、専門医 2 名を中心としたチーム医療を行っています。わが国におけ
る小児外科治療の柱となるべく日々の診療に力を注ぐと同時に、小児外科緊急疾患に対しては 24 時間対応し、
地域医療の主体となるよう積極的に取り組んでいます。そして常に患児の成長や長期的な QOL（quality of life）
を考慮した診療を目指しています。2020 年度の外来患者数は 5107 人で、うち新患は 546 人です。診療内容は以
下のとおりです。
・日常よくみられる疾患：鼠径ヘルニア、陰嚢水腫、臍ヘルニア、正中頸嚢腫、体表腫瘤など
・小児救急疾患：虫垂炎、腸重積症、熱傷、異物誤飲など
・新生児外科疾患：先天性食道閉鎖症、先天性小腸閉鎖症、直腸肛門奇形（鎖肛）、臍帯ヘルニア、腹壁破裂、

横隔膜ヘルニアなど
・胸部外科疾患：嚢胞性肺疾患、漏斗胸、縦隔腫瘍など
・肝胆膵疾患：胆道閉鎖症、先天性胆道拡張症、門脈圧亢進症、膵腫瘍、脾腫など
・泌尿生殖器疾患：停留精巣、包茎、先天性水腎症、膀胱尿管逆流症、卵巣腫瘍など
・悪性固形腫瘍：神経芽腫、腎芽腫、肝芽腫、横紋筋肉腫など
・外傷：胸腹部外傷など
　2020 年の入院患者数は 488 人で、手術件数は 410 件 （新生児手術 42 件、緊急手術は 107 件、鏡視下手術 58 件）
となっています（病床数 14 床）。主な手術実績は以下の通りとなります（重複あり）。
・新生児手術（先天性食道閉鎖症、横隔膜へルニア、胃破裂、十二指腸閉鎖症、腸回転異常症、小腸閉鎖症、鎖

肛、臍帯へルニア、腹壁破裂など）　42 例
・日常的疾患手術（鼠径へルニア、陰囊水腫、臍へルニアなど）　57 例
・消化管手術（肥厚性幽門狭窄症、腸重積症、虫垂炎、腸瘻造設閉鎖、鎖肛、ヒルシュスプルング病、イレウス

など）　104 例
・泌尿生殖器手術（停留精巣、膀胱尿管逆流症、腎盂形成術、精巣捻転症、卵巣腫瘍など）　59 例
・肝胆道系手術（胆道閉鎖症、先天性胆道拡張症、肝切除術、脾摘など）　5 例
・悪性腫瘍手術（神経芽腫、腎腫瘍、肝芽腫、悪性胚細胞性腫瘍など）　31 例
・呼吸器系手術（肺囊胞性疾患、肺分画症、縦隔腫瘍、気管切開、漏斗胸など）　27 例
・内視鏡処置（上下部消化管内視鏡など）　67 例
・鏡視下手術：低侵襲な治療を目的とし腹・胸腔鏡手術に取り組んでいます。主な対象疾患は虫垂炎、胃食道逆

流症、遺伝性球状赤血球症、ヒルシュスプルング病、クローン病、潰瘍性大腸炎などです。
・悪性腫瘍の遺伝子診断・治療：予後良好な腫瘍に対しては、必要最小限の治療を選択して患児の負担を少なく
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し、難治例に対しては、強力な化学療法と適切な外科治療を含む集学的治療を行うことで予後改善をはかって
います。

・在宅栄養法：短腸症候群、炎症性腸疾患、ヒルシュスプルング病類縁疾患等を対象に患児の QOL 向上を目的
として在宅栄養法を積極的に行っています。

・炎症性腸疾患：小児潰瘍性大腸炎やクローン病の治療にあたっては、その病型・重症度を正確に判定した後、
血球成分除去療法や免疫抑制療法などの内科治療から、外科治療まで一貫して行っています。

・移植医療：当院あるいは他院で生体肝移植を行った胆道閉鎖症児の診療にあたっています。
・重症呼吸不全の治療：先天性横隔膜ヘルニア等の重症呼吸不全症例を対象に NO（一酸化窒素）や ECMO（膜

型人工肺体外循環）を中心とした循環呼吸管理を行っています。
・上部消化管の機能評価：小児胃食道逆流症（GER）の精査法として 24 時間 pH-MII（インピーダンス）検査

を導入し、胃食道内圧検査・上部消化管内視鏡検査所見と合わせ、GER の診断と重症度評価を包括的に行い、
治療適応を客観的に決定しています。

●地域貢献
　千葉市全域の他船橋市東部・習志野市・四街道市・成田市・市原市・千葉県東部（銚子市・旭市・匝瑳市・香取
市）・外房地区（茂原市・山武市・東金市）を診療域とし、一次～三次救急まで 365 日 24 時間対応している千葉県
内で唯一の小児外科である。全手術に占める緊急手術の割合は 20% 弱を占め地域密着型の医療を提供している。
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研究領域等名 : 形 成 外 科 学
診療科等名 : 形 成・ 美 容 外 科

●はじめに
　形成外科は現在本邦における 18 基本診療科の一つとして体表の形態異常の再建、修復を行う臨床中心の科であ
り、2020 年度は今まで以上に頭蓋顔面骨の先天異常や後天的異常の治療など、難易度の高い治療に取り組んでき
た。このような患者は全国より当科に来院している。また再建外科としては乳癌切除に関連した乳房再建手術を多
く行っている。乳癌ならびに婦人科領域における悪性腫瘍切除後、放射線照射後の上下肢のリンパ流の停滞に伴う
随伴症状に対して、昨年同様、リンパ管細静脈吻合手術やリンパ管移植の件数が増加している。皮膚や腹部臓器の
悪性腫瘍切除後の再建手術の依頼も急増している。顔面外傷を主体とした顔面および体表の熱傷や機械的外傷の治
療、再建手術も今まで通り数多く行っている。また内科的慢性疾患に伴う四肢の血行不全、虚血性皮膚潰瘍に対し
ての専門外来の患者数が増加している。循環器内科による血管内治療後、陰圧閉鎖療法を駆使した足の救済に取り
組んでおり、患者数も増加の一途を辿っている。さらには加齢に伴う眼瞼などの加齢性変化に対する外科的治療や
加齢による色素性変化に対するレーザー治療、あるいは先天性の色素性疾患に対するレーザー光線治療もかなり増
加している。その他美容外科的加療を必要とする顔面などの変形に対する手術も行われている。  

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 4 年次の学生教育は形成外科の系統講義として例年通り行っている。5-6 年次の学生には臨床実習とし
て 4-5 人前後の学生を 1 週間の単位で教育している。内容は形成外科が手術主体の科であるために、担当患者の
病態の把握と形成外科的治療の必要性、妥当性を患者および家族の立場で考察することを指導している。形成外
科的な手技の習得は学生には求めないが、手技の特殊性やその効果、合併障害の可能性とその回避法の学習など
を伝えるとともに、形成外科学の学習を義務づけている。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医が形成外科を選択している場合には、形成外科的手技の習得を務めて教示している。しかしその前
に患者の状態の把握とそれに対する形成外科的対処の必要性や妥当性の理解が極めて重要となる。またマイクロ
サージャリー（微小血管外科）技術の習得に興味のある者には、わずかな期間でも積極的に技術の習得を教示し
ている。さらに学会参加や講演会への積極的な参加による生涯学習を義務づけて指導している。
・大学院教育

　形成外科の大学院では形成外科的手技に関連した研究をテーマとすることが多い。とくに近年本大学で特記す
べき Clinical Anatomy Laborartory（CAL）が充実してきているために、頭蓋顔面の特殊手術を想定した解剖研
究を多く行ってきている。また皮膚の血管解剖を主体とした皮弁血行の詳細な解明や血行の動的解明などに研究
の主眼を置いている。2020 年度はリンパ管の解剖など基礎研究、難治性皮膚潰瘍や肥厚性瘢痕・ケロイドに対
する新治療などの臨床研究にも着手した。さらには脂肪由来の幹細胞を使用した再生細胞の研究による教室の主
たるテーマである頭蓋顔面骨の欠損に対する再生医療の応用と展開についての研究が教室の大学院の研究テーマ
となっている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

三川信之：非常勤講師（形成外科学）として、高知大学医学部 6 年生に 2 単位 / 年の講義（小児の形成外科、先
天異常、顔面外傷）

三川信之：非常勤講師（形成外科学）として、秋田大学医学部 4 年生に 2 単位 / 年の講義（形成外科総論、先天
異常、顔面外傷）

窪田吉孝：乳がん看護認定看護師教育課程講義　千葉大学看護学部

●研　究
・研究内容

①当教室でしばしば行う小顎症や中顔面骨の低形成症に対しての顔面骨の骨延長術、特に上気道の狭窄・閉鎖に
よる睡眠時無呼吸などの呼吸障害を伴う患者の術前後の形態学的・理学的変化の探求を麻酔学教室と共同で
研究している。

②頭蓋顔面骨の骨延長術をテーマとした研究では小動物の下顎骨への骨延長術を行った新生骨の増勢を短期間で
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可能とできるような治療方法にむけて脂肪幹細胞を使用した再生医療の研究を行っている。
③リンパ浮腫に対する治療介入と時期、方法と治療効果の検討など、リンパ浮腫に関する臨床および基礎研究を

今まで以上に行っている。
④さらには細胞治療学内科との共同研究として特殊内分泌疾患治療の一環としての遺伝子組み換え研究におい

て、安定した遺伝子導入を目標に当科で採取した脂肪細胞から抽出した脂肪前細胞を使用した研究を行って
いる。

・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Tokumoto H, Akita S, Kubota Y, Mitsukawa N. 
Effect of unplanned excision of soft tissue sarcomas 
on skin defects and reconstructive procedures. J 
Plast Surg Hand Surg. 2020;54:372-376.

2 ．Akita S, Yamaji Y, Takeuchi N, Wakai K, Azuma K, 
Nakagawa A, Fujimoto H, Sangai T, Nagashima T, 
Mitsukawa N, Ikehara Y. Detection of Nonpalpable 
Tiny Axillary Lymph Nodes Surrounded by 
Adipose Tissue Using a Near-Infrared Camera. 
Lymphat Res Biol. 2020;18 :455-463

3 ．Akita S, Tokumoto H, Yamaji Y, Ishigaki T, Ogata 
H, Tezuka T, Kosaka K, Kuriyama M, Mitsukawa 
N. Comparison of Vectra three-dimensional 
stereophotogrammetry measurement and tape 
measurement in the evaluation of perioperative 
volume change of the lower abdomen in association 
with lymphatic microsurgery.Microsurgery. 2020 
Nov 23

4 ．Kubota Y, Yamaji Y, Kosaka K, Tokumoto H, 
Tezuka T, Akita S, Kuriyama M, Mitsukawa M. 
Internal Mammary Vein Valves: A Histological 
Study. Sci Rep. 2020 Jun 1;10（1）

5 ．Akita S, Yamaji Y, Tokumoto H, Maei H, Tezuka 
T, Ogata H, Kosaka K, Kubota Y, Kuriyama M, 
Mitsukawa N. Prevention of venous reflux with 
full utilization of venoplasty in lymphaticovenular 
anastomosis. J Plast Reconstr Aesthet Surg. 2020r; 
73:537-543.

6 ．Akita S ,  Unno N ,  Maegawa J ,  Kimata Y , 
Fukamizu H, Yabuki Y, Shinaoka A, Sano M, 
Kawasaki Y, Fujiwara T, Hanaoka H, Mitsukawa 
N. HAMAMATSU-ICG study: Protocol for 
a phase III, multicentre, single-arm study to 
assess the usefulness of indocyanine green 
fluorescent lymphography in assessing secondary 
lymphoedema. ontemp Clin Trials Commun. 2020 
Jun 16;19

7 ．Kubota Y, Nagano H, Ishii K, Kono T, Kono S, 
Akita S, Mitsukawa N, Tanaka T. Small intestinal 
bacterial overgrowth as a cause of protracted 
wound healing and vitamin D deficiency in a spinal 
cord injured patient with a sacral pressure sore: a 

case report. BMC Gastroenterol. 2020 Aug 24;20（1）
8 ．Omori N, Ueda T, Mitsukawa N. CT-guided 

mapping in the removal of an impalpable , 
radiopaque foreign body in subcutaneous tissue: a 
case report. J Wound Care. 2020 Jul 2;29（7）:424-426.

9 ．Arai K, Yamamoto KH, Suzuki T, Mitsukawa N, 
Ishii I. Risk factors affecting pressure ulcer healing: 
Impact of prescription medications. Wound Repair 
Regen. 2020 May;28（3）:409-415.

10．Tokumoto H, Akita S, Nakamura R, Yamamoto 
N, Kubota Y, Mitsukawa N. No flow pattern on 
indocyanine green lymphography in breast cancer 
patients undergoing taxane-based chemotherapy. 
J Plast Reconstr Aesthet Surg. 2020 Aug;73（8）: 
1575-1592.

11．Kubota Y, Ukiya Y, Kuriyama M, Mitsukawa N. 
Iatrogenic epidermal cyst in the rectus abdominis 
muscle after incisional hernia repair. Asian J Surg. 
2020 May;43（5）:638-639.

【雑誌論文・和文】
1 ．小坂健太朗、加地竜士、林みどり、三川信之　頭

部顔面ライオン咬傷の 1 例　創傷．2020.01；11（1）：
31-34．

2 ．秋田新介、三川信之　【外科療法の標準化】リンパ
浮腫外科治療　千葉大学医学部附属病院における治
療方針　日本リンパ浮腫治療学会雑誌．2020.03；3

（1）：39-43．
3 ．新井美波、秋田新介、小坂健太朗、加地竜士、三川

信之　心臓カテーテル治療後に生じた放射線潰瘍の
治療経験　創傷．2020.07；11（3）：156-160．

4 ．前井遥、大森直子、安田紗緒里、笹原資太郎、秋田
新介、三川信之　【壊死性軟部組織感染症－私はこ
うして治療した－】背部脂肪腫摘出術後に発症した
壊死性軟部組織感染症の 1 例　形成外科．2020.08；
63（8）：994-1000．

5 ．外薗寿典、雑賀厚臣、三川信之、檜垣浩一　腋
窩部転移により発見された原発不明の malignant 
melanoma with a rhabdoid phenotype の 1 例　 臨
床皮膚科．2020.09；74（10）：803-808．

6 ．秋田新介、三川信之　【リンパ浮腫治療 update 
2020】Lymphatic microsurgery における輸出リン
パ管の活用とその同定方法　形成外科．2020.10；63

（10）：1241-1246．
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7 ．秋田新介、三川信之　リンパ浮腫：病態と治療最前
線　いかにしてリンパ浮腫外科治療の効果を最大化
するか？　リンパ学．2020.09；43（1）：32-35．

8 ．外薗寿典、高木信介、佐々木彩乃、門松香一、三川
信之　腰背部に進行性壊死を認めた電撃傷に対して
逆行性有茎広背筋弁による治療を行った 1 例　熱
傷．2020.09；46（3）：102-108．

【単行書】
1 ．三川信之．形成外科手術手技全書 IV，先天異常： 

1．頭蓋顔面の先天異常．克誠堂出版　東京　2020：
246-252．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会　秋田新

介、海野直樹、前川二郎、木股敬裕、深水秀一、矢
吹雄一郎、品岡玲、三川信之　リンパ浮腫の診断と
治療における ICG 蛍光リンパ管造影の有効性を評
価する他施設医師主導治　験プロトコール

2 ．第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会　 栗山元
根、秋田新介、窪田吉孝、手塚崇文、山路佳久、三
川信之　われわれの膿胸・気管支瘻の治療戦略

3 ． 第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会　秋田新
介、山路佳久、徳元秀樹、手塚崇文、緒方英之、小
坂健太郎、窪田吉孝、三川信之　リンパ管の再生を
伴う組織再建、吻合による流路再建、移植リンパ節
からのドレナージ路の作成

4 ．第 63 回日本形成外科学会総会・学術集会　秋田新
介、金井雅彦、小坂健太郎、島内香江、緒方英之、
手塚崇文、窪田吉孝、三川信之　乳房切除後の胸壁
リンパ流の再生から機能的リンパ再生を考える

5 ．第 46 回日本熱傷学会総会・学術集会　三川信之、
雑賀厚臣、林稔、安田紗緒里、秋田新介、窪田吉孝、
奥田良三　熱傷後高度腹部瘢痕女性の出産に対する
手術適応についての再考察

6 ．第 44 回日本リンパ学会総会　秋田新介、山路佳久、
新井美波、小坂健太朗、緒方英之、窪田吉孝、三川
信之　リンパ節郭清・組織移植手術によるリンパ流
路の変化

7 ．第 13 回日本整容脳神経外科学会　三川信之、林稔、
雑賀厚臣　各種頭蓋形成術に対するプレート・骨補
填材の使い方と課題

8 ．第 29 回日本形成外科学会基礎学術集会　秋田新介、
武居昌宏、増島麻里子、金井雅彦、小坂健太朗、緒
方英之、徳元秀樹、山路佳久、窪田吉孝、三川信之　

電気インピーダンス・スペクトロスコピー・トモグ
ラフィを用いたリンパ浮腫モニタ

9 ．第 38 頭蓋顎顔面外科学会学術集会　森下格、林
稔、三川信之　未来を見るー長期成績（hemifiacila 
microsomia に対する早期下顎延長と待機列とその
長期経過）Hemifiacial microsomia の臨床経験

10．第 48 回日本職業・災害医学会学術大会　三川信之、
吉良智恵　形成外科的手技を駆使した頭蓋顔面外傷
治療ー特に tissue expander と骨延長法を用いて

11．第 38 頭蓋顎顔面外科学会学術集会　三川信之、雑
賀厚臣 、林　稔、秋田新介、窪田吉孝、佐藤兼重　
Craniosynostosis に対する頭蓋・中顔面形成術の 
unfavorable result の検討

12．第 31 回 東京大学形成外科同門会学術集会　三川信
之　Unfavorable result から学んだ手術手技の工夫

【学会発表数】
　国内学会　82 回（うち大学院生 38 回）
　国際学会　 3 学会　3 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働科学研究費　補助金「早老症の医療水準や
QOL 向上を目指す集学的研究」分担者：窪田吉孝　
2018-2021

2 ．文部科学省科学研究費　若手研究「遊離脂肪注入
術における移植床の至適組織内圧と移植床組織環
境の準備方法に関する探究」代表者：窪田吉孝　
2019-2021

3 ．文部科学省科学研究費　若手研究「慢性創傷に対す
る b-FGF 遺伝子搭載センダイウイルスを用いた遺
伝子治療の確立」代表者：緒方英之　2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　若手研究「エピジェネティ
クス修飾によるケロイド形成メカニズムの解明と新
規治療法の検討」代表者：小坂健太朗　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費　補助金「エピジェネティク
ス編集技術を用いた革新的脂肪移植治療法開発に資
する基盤的研究」代表者：三川信之　2020-2023

6．学術研究助成基金助成金「採血による皮下組織慢性
炎症の活動性の検出と、線維化過程の可視化」代表
者：秋田新介　2020-2023

7．一般財団法人 SBC 医学振興財団　研究助成金「形成
外科的再建術への応用を目指した革新的脂肪移植治
療法開発に資する基盤的研究」代表者：三川信之　
2020-2021

【その他】
　ウェルナー症候群　ハンドブック　窪田吉孝

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

・外来診療
　外来診療では 2020 年より、一般形成外科および美容外科を毎日行っている。頭蓋顎顔面外来と先天異常外来、
乳房外来、リンパ浮腫外来、眼瞼下垂外来、あしのきずケア外来、顔面神経麻痺外来を設けて診療を行っている。
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また当科では外来手術室を使用しての外来手術も毎日行える体制となっており、必要に応じた外来手術を局所麻
酔下で行っているが、時には入院加療を要する局所麻酔手術を行うことにより入院稼働率の向上にも努力してい
る。
・入院診療
　2020 年 4 月より当科では、月曜日から木曜日が全身麻酔下での中央手術室での手術が可能となった。金曜日
には中央手術室で局所麻酔の手術を行っている。入院診療は基本的に全身麻酔での手術を要する患者の治療が主
体となる。それには頭蓋顔面骨異常を呈した特殊患者の治療や悪性腫瘍切除後の再建治療を要する患者の手術治
療が行われる。入院診療では重症手術後の術直後の ICU での加療から安定期における一般病棟での入院加療を
行っている。入院中には放射線療法やリハビリ加療を要する患者さんも多く、他面的な回復期加療を心掛けてい
るが、基本的には長期入院の回避を目した手術加療を行っている。乳幼児の体表の色素性疾患に対するレーザー
治療も外来手術を稼働することにより入院診療として多く行っている。

●地域貢献
　患者会、地域医師会での講演などを通して形成外科学の啓蒙に努めている。
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研究領域等名： 環 境 生 命 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　本教室は、 主に肉眼解剖学教育を担当するとともに、主な研究テーマに「化学物質のヒトへの影響」を掲げ、コ
ホート研究を用いた化学物質曝露評価・影響評価方法の開発に取り組んでいる。
　特に、胎児組織である臍帯を用いた曝露影響評価法の開発について研究を推進している。 
　また臨床講座と共同で御遺体を用いた臨床解剖学の研究に取り組んでいる。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　1 年次学生に対して導入チュートリアルを担当。 2 年次学生に対して生命倫理、肉眼解剖学（骨筋学含む）の
講義・実習、発生学の講義を担当している。
・卒後教育／生涯教育

　医師の臨床解剖学の教育および研究に資するためのクリニカルアナトミーラボ（CAL）の運営において中核
的役割を担った。
　2020 年度の実績は 30 件のプログラムであった。
　内容は 16 件の教育プログラム、14 件の研究プログラムであり、 349 名の医師が CAL にて教育・研究を受けた。
・大学院教育

　博士課程：環境医学持論Ⅱ 90 分× 1 コマ、マクロ環境 90 分× 1 コマ、サスティナブル環境健康科学 90 分×
1 コマ、課題研究（環境健康学）、特別実験Ⅱ、外科系臨床医学研究の新展開コースを担当した。
　修士課程：サスティナブル環境健康科学 90 分× 3 コマ、環境健康科学演習（前期・後期）、特別実験（前期・
後期）を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　非常勤講師として東京大学、明治大学、東京医科歯科大学にて有害物質のヒトへの健康影響、解剖学・発生学・
環境医学についての講義、セミナーを行った。
　国際教養学部で 1 年生対象の生命科学基礎、看護学部の解剖見学を担当している。
　コメディカル養成校から受託事業として解剖見学を実施している。

●研　究
・研究内容
（1）「化学物質のヒトへの影響」を研究テーマとして、室内環境と健康および胎児期環境化学物質曝露の子供へ

の影響をテーマに研究を進めている。子供への影響については出生コホートを用いた研究を進めている。
（2）臨床講座と共同で御遺体を用いた臨床解剖学の研究に取り組んでいる。
　　厚生労働省（代表者：鈴木）助成を受け研修・調査・研究を受託した。千葉県国庫補助金「実践的手術手技

向上研修実施機関設備整備事業」を担当した。文部科学省による課題解決型高度医療人材養成プログラム
（平成 31 年〜令和 3 年）に北大、千葉大、京大の 3 大学共同で申請し採択された。 

（3）運動器疼痛研究、とくに骨粗鬆症と痛みの関連についてを研究テーマとし、海外大学と協力しながら基礎研
究をすすめている。

・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Suzuki N, Nakaoka H, Eguchi A, Hanazato M, 
Nakayama Y, Tsumura K, Takaguchi K, Takaya K, 
Todaka E, Mori C. Concentrations of Formic Acid, 
Acetic Acid, and Ammonia in Newly Constructed 
Houses. Int J Environ Res Public Health. 2020 
Mar 16;17（6）:1940. doi: 10.3390/ijerph17061940. 
Published online 2020.3.16. PMID: 32188069.

2 ．Nishizawa-Jotaki S, Sakurai K, Eguchi A, Tanabe 

H, Watanabe M, Mori C. Association between 
mercury in cord serum and sex-specific DNA 
methylation in cord tissues. J Dev Orig Health Dis. 
2020 Apr 3:1-8. doi: 10.1017/S2040174420000161. 
Epub 2020.4.3. PMID: 32241331.

3 ．Kubo Y, Fukuoka H, Kawabata T, Shoji K, Mori 
C, Sakurai K, Nishikawa M, Ohkubo T, Oshida 
K, Yanagisawa N, Yamashiro Y. Distribution of 
5-Methyltetrahydrofolate and Folic Acid Levels 
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in Maternal and Cord Blood Serum: Longitudinal 
Evaluat ion of Japanese Pregnant Women. 
Nutrients. 2020 Jun 1;12（6）:1633. doi: 10.3390/
nu12061633. Published online 2020.6.1. PMID: 
32492914.

4 ．Frohlich M, Koga C, Buhrer C, Mori C, Yamamoto 
M, Sakurai K, Hinkson L; Japan Environment, 
Children's Study Group. Differences in Rate 
and Medical Indication of Caesarean Section 
between Germany and Japan. Pediatr Int. 2020 
Sep;62（9）:1086-1093. doi: 10.1111/ped.14340. First 
published 2020.6.13. PMID: 32534466.

5 ．Umemori S, Aida J, Tsuboya T, Tabuchi T, Tonami 
KI, Nitta H, Araki K, Kondo K. Does second-
hand smoke associate with tooth loss among older 
Japanese? JAGES cross-sectional study. Int Dent J. 
2020 Oct;70（5）:388-395. doi: 10.1111/idj.12577. Epub 
2020 Jun 25. PMID: 32585047.

6 ．Suzuki N, Nakaoka H, Nakayama Y, Tsumura 
K, Takaguchi K, Takaya K, Eguchi A, Hanazato 
M, Todaka E, Mori C. Association between sum 
of volatile organic compounds and occurrence of 
building-related symptoms in humans: A study in 
real full-scale laboratory houses. Sci Total Environ. 
2021 Jan 1;750:141635. doi: 10.1016/j.scitotenv. 
2020.141635. Epub 2020 Aug 15. PMID: 32882497.

7 ．Nomiyama K, Tsujisawa Y, Ashida E, Yachimori 
S, Eguchi A, Iwata H, Tanabe S. Mother to Fetus 
Transfer of Hydroxylated Polychlorinated Biphenyl 
Congeners （OH-PCBs） in the Japanese Macaque 

（ Macaca fuscata）: Extrapolation of Exposure 
Scenarios to Humans. Environ Sci Technol. 2020 
Sep 15;54（18）:11386-11395. doi: 10.1021/acs.est. 
0c01805. Epub 2020.8.27. PMID: 32786554.

8 ．Sato K, Amemiya A, Haseda M, Takagi D, 
Kanamori M, Kondo K, Kondo N. Postdisaster 
Changes in Social Capital and Mental Health: A 
Natural Experiment From the 2016 Kumamoto 
Earthquake. Am J Epidemiol. 2020 Sep 1;189（9）: 
910-921. doi: 10.1093/aje/kwaa041. PMID: 32232321.

9 ．Morik i  Y ,  Haseda M,  Kondo N ,  Oj ima T, 
Kondo K, Fukui S. Factors Associated With 
Discussions Regarding Place of Death Preferences 
Among Older Japanese :  A JAGES Cross -
Sect ional Study.  Am J Hosp Pal l iat Care . 
2020 Sep 14:1049909120954813. doi: 10.1177/ 
1049909120954813.PMID: 32924525.

10．Matsuura Y, Takamura T, Sugiura S, Matsuyama 
Y, Suzuki T, Mori C, Ohtori S. Evaluation of 
anterior oblique ligament tension at the elbow joint 

angle-a cadaver study J Shoulder Elbow Surg. 2021 
Feb;30（2）:359-364. doi: 10.1016/j.jse.2020.05.033. 
Epub 2020 Jun 18.

11．Yoshino K, Nakamura J, Hagiwara S, Suzuki T, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Anatomical Implications 
Regarding Femoral Nerve Palsy During a Direct 
Anterior Approach to Total Hip Arthroplasty: A 
Cadaveric Study J Bone Joint Surg Am. 2020 Jan 
15;102（2）:137-142. doi: 10.2106/JBJS.19.00667.

12．Sugano M, Hagiwara S, Nakamura J, Matsuura Y, 
Suzuki T, Wako Y, Miura M, Kawarai Y, Nawata K, 
Yoshino K, Konno K, Yoh S, Ohtori S. Comparison 
study of bone strength of the proximal femur 
with and without hip osteoarthritis by computed 
tomography-based finite element analysis J 
Biomech. 2020 May 22;105:109810. doi: 10.1016/j. 
jbiomech. 2020. 109810. Epub 2020 Apr 25.

13．Ikumi A, Tanaka T, Matsuura Y, Kuniyoshi 
K, Suzuki T, Yamazaki M. Pin Insertion to 
the Interosseous Hood Minimize the Finger 
Motion Restriction for the Proximal Phalangeal 
Percutaneous Fixation: A Cadaveric Study J Hand 
Surg Asian Pac Vol. 2020 Jun;25（2）:177-183. doi: 10. 
1142/S2424835520500204.

14．Suzuki T, Matsuura Y, Yamazaki T, Akasaka 
T, Ozone E, Matsuyama Y, Mukai M, Ohara T, 
Wakita H, Taniguchi S, Ohtori S. Biomechanics of 
callus in the bone healing process, determined by 
specimen-specific finite element analysis Bone. 2020 
Mar;132:115212. doi: 10.1016/j.bone.2019.115212. 
Epub 2019 Dec 28.

15．Yamazaki A, Matsuura Y, Kuniyoshi K, Suzuki 
T, Akasaka T, Ozone E, Matsuyama Y, Mukai 
M, Yamazaki T, Ohara T, Sasho T, Ohtori S. A1 
pulley stretching treats trigger finger: A1 pulley 
luminal region under digital flexor tendon traction 
Clin Biomech （Bristol, Avon）. 2020 Feb;72:136-140. 
doi: 10.1016/j.clinbiomech.2019.11.018. Epub 2019 
Dec 7.

16．Kawarai Y, Orita S, Nakamura J, Miyamoto 
S, Suzuki M, Inage K, Hagiwara S, Suzuki T, 
Nakajima T, Akazawa T, Ohtori S. Analgesic Effect 
of Duloxetine on an Animal Model of Monosodium 
Iodoacetate-Induced Hip Osteoarthritis J Orthop 
Res. 2020 Feb;38（2）:422-430. doi: 10.1002/jor.24480. 
Epub 2019 Oct 2.

17．Sugano M, Nakamura J, Hagiwara S, Suzuki 
T, Nakajima T, Orita S, Akazawa T, Eguchi Y, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Anatomical course of the 
lateral femoral cutaneous nerve with special 
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reference to the direct anterior approach to total 
hip arthroplasty Mod Rheumatol. 2020 Jul;30（4）: 
752-757. doi: 10.1080/14397595.2019.1637992. Epub 
2019 Jul 22.

18．Sainoh T, Orita S, Horii M, Hirayama J, Suzuki M, 
Inage K, Shiga Y, Sakuma Y, Kubota G, Oikawa Y, 
Sato J, Fujimoto K, Aoki Y, Eguchi Y, Nakajima T, 
Takahashi H, Koda M, Akazawa T, Maki S, Furuya 
T, Ohtori S. A Case with Rapid Progression 
of Anemia Due to an Intravertebral Body 
Pseudoaneurysm with a 3-Column Osteoporotic 
Vertebral Fracture from Ankylosing Spinal 
Disorder. Spine Surg Relat Res. 2020 Sep 23;5（4）: 
313-316. doi: 10.22603/ssrr.2020-0099. eCollection 
2021.

19．Eguchi Y, Suzuki M, Yamanaka H, Tamai 
H, Kobayashi T, Orita S, Narita M, Inage K, 
Kanamoto H, Abe K, Inoue M, Norimoto M, 
Umimura T, Sato T, Aoki Y, Watanabe A, 
Koda M, Furuya T, Nakamura J, Toyone T, 
Ozawa T, Akazawa T, Takahashi K, Ohtori S.                                                                                                  
Myovascular Preserving Open-Door Laminoplasty 
for Cervical Spondylotic Myelopathy With 
Miniplate Fixation. Int J Spine Surg. 2020 Aug;14

（4）:476-482. doi: 10.14444/7062. Epub 2020 Jul 31.
20．Sato T, Eguchi Y, Norimoto M, Inoue M, Enomoto 

K, Watanabe A, Sakai T, Yoneyama M, Aoki Y, 
Orita S, Narita M, Inage K, Shiga Y, Umimura 
T, Sato M, Suzuki M, Takaoka H, Mizuki N, Kim 
G, Hozumi T, Hirosawa N, Furuya T, Maki S, 
Nakamura J, Hagiwara S, Koda M, Akazawa T, 
Takahashi H, Takahashi K, Ohtori S. Diagnosis 
of lumbar radiculopathy using simultaneous MR 
neurography and apparent T2 mapping. J Clin 
Neurosci. 2020 Aug;78:339-346. doi: 10.1016/j.jocn. 
2020.04.072. Epub 2020 Apr 24.

21．Eguchi Y, Orita S, Yamada H, Suzuki M, Yamanaka 
H, Tamai H, Inage K, Narita M, Shiga Y, Inoue 
M, Norimoto M, Umimura T, Sato T, Suzuki M, 
Enomoto K, Koda M, Furuya T, Maki S, Hirosawa 
N, Aoki Y, Nakamura J, Hagiwara S, Akazawa T, 
Takahashi H, Takahashi K, Shiko Y, Kawasaki Y, 
Ohtori S. Pilot study of oblique lumbar interbody 
fusion using mobile percutaneous pedicle screw 
and validation by a three-dimensional finite element 
assessment.  J Clin Neurosci. 2020 Jun;76:74-80. doi: 
10.1016/j.jocn.2020.04.043. Epub 2020 Apr 13.

22．Inoue M, Orita S, Inage K, Suzuki M, Fujimoto 
K, Shiga Y, Kanamoto H, Abe K, Kinoshita H, 
Norimoto M, Umimura T, Sato T, Sato M, Suzuki 

M, Enomoto K, Eguchi Y, Akazawa T, Aoki Y, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Objective evaluation of 
postoperative changes in real-life activity levels in 
the postoperative course of lumbar spinal surgery 
using wearable trackers. BMC Musculoskelet Disord. 
2020 Feb 4;21（1）:72. doi: 10.1186/s12891-020-3102-2.

23．Inage K, Sainoh T, Fujiyoshi T, Otagiri T, Aoki 
Y, Inoue M, Eguchi Y, Orita S, Shiga Y, Koda M, 
Akazawa T, Furuya T, Nakamura J, Takahashi 
H, Suzuki M, Maki S, Kinoshita H, Norimoto M, 
Umimura T, Sato T, Sato M, Suzuki M, Enomoto K, 
Takaoka H, Mizuki N, Hozumi T, Tsuchiya R, Kim 
G, Mukaihata T, Hishiya T, Ohtori S. Frequency 
of Adverse Drug Reactions and Analgesic Effects 
of Mirogabalin during Treatment of Peripheral 
Neuropathic Pain: A Retrospective Clinical 
Investigation. Spine Surg Relat Res. 2020 Jul 10;4

（4）:354-357. doi: 10.22603/ssrr.2020-0042. eCollection 
2020.

24．Eguchi Y, Enomoto K, Sato T, Watanabe A, Sakai 
T, Norimoto M, Yoneyama M, Aoki Y, Suzuki 
M, Yamanaka H, Tamai H, Kobayashi T, Orita S, 
Suzuki M, Inage K, Shiga Y, Hirosawa N, Inoue 
M, Koda M, Furuya T, Nakamura J, Hagiwara S, 
Akazawa T, Takahashi H, Takahashi K, Ohtori 
S. Simultaneous MR neurography and apparent 
T2 mapping of cervical nerve roots before 
microendoscopic surgery to treat patient with 
radiculopathy due to cervical disc herniation: 
Preliminary results. J Clin Neurosci. 2020 Apr;74: 
213-219. doi: 10.1016/j.jocn.2019.08.099. Epub 2019 
Sep 13.

【雑誌論文・和文】
1 ．クリニカルアナトミーラボ（CAL）〜立ち上げと運

営の実際　鈴木崇根：関節外科　Vol.39 No.8 
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．森千里．環境汚染物質と必須微量元素の曝露による

ヒト胎児影響のバイオマーカー検索．第 11 回山田
養蜂場みつばち研究助成基金成果発表会．岡山県苫
田郡鏡野町．2020 年 9 月 29 日．

2 ．鈴木崇根．Clinical Anatomy Lab で変わる卒後教
育〜 CST を導入して〜．日本産婦人科手術学会．
北海道札幌市．2020 年 11 月 8 日．

【学会発表数】
　国内学会　4 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　1 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働行政推進調査事業費「献体による効果的医
療技術教育システムの普及促進に関する研究」分担



― 160 ―

者：鈴木崇根　2018-2020
2 ．文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム

「臨床医学の献体利用を推進する専門人材養成」分
担者：鈴木崇根　2019-2021

3 ．厚生労働省実践的な手術手技向上研修事業「厚生労
働省実践的な手術手技向上研修事業」代表者：鈴木
崇根　2020

4 ．千葉県医療施設等設備整備費補助金「実践的手術手
技向上研修実施機関設備整備事業」代表者：鈴木崇
根　2020

5 ．産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラ
ム（OPERA）「ゼロ次予防戦略による Well Active 

Community のデザイン・評価技術の創出と社会実
装」代表者：森千里　2019-2023

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「健康維持増進と
知的生産活動向上に寄与する室内空気環境の解明」
分担者：森千里　2019-2022

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「妊娠期の母親の
栄養・遺伝子多型とワンカーボン代謝との関連」分
担者：森千里　2019-2023

8 ． 成 育 疾 患 克 服 等 総 合 研 究 事 業 -BIRTHDAY 
（AMED）「出生コホート連携に基づく胎児期から
乳幼児期の環境と母児の予後との関連に関する研
究」分担者：森千里　2019-2023

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　附属病院にて毎週月曜日専門外来。他市民病院にて毎週火曜日 専門外来担当。

●地域貢献
（1）本教室が取り組むヒト生体への影響を含む環境に関する研究プロジェクトの遂行によって得られた成果を社会

に還元することを目的に、環境問題に関する教育・啓発活動の一環として本学附属中学校で講演を開催。
（2）CAL 運営により、医師の教育・研究のために貢献。
　　コメディカル養成校から受託事業として解剖見学を実施している。
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研究領域等名： 公 衆 衛 生 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当教室は主要なテーマに遺伝性疾患の原因究明や治療・予防法の開発，生活習慣病発症要因の解明を掲げてい
る．今年度は 1）川崎病の遺伝疫学研究とその応用，遺伝性疾患が疑われる未診断症例の診断を目指した遺伝子解
析，2）先進予防医学専攻（博士課程）教育を推進した．
　1）については前年に投稿した川崎病患児の B 細胞受容体重鎖のレパトア解析の結果が国際学術誌に受理，オン
ライン掲載された．遺伝子診療部，かずさ DNA 研究所と共同で未診断症例の次世代シークエンサーによる解析を
行い，国立遺伝学研究所と共同で作成したノックインマウスの表現型解析を開始した．2）については 2016 年 4 月
にスタートした金沢大学，長崎大学との博士課程共同大学院である．

●教　育
・学部教育／卒前教育

　以下の科目を担当した．
　 1 年　遺伝分子医学ユニット　90 分× 8 コマ（ユニット責任者），医系生物学　90 分× 2 コマ
　 4 年　公衆衛生学ユニット　90 分× 16 コマ（ユニット責任者）
　 6 年　地域医療実習（公衆衛生学実習）　　厚生労働省，千葉県衛生研究所，千葉県庁，学生が選択した医療

機関において，地域医療・公衆衛生行政の実地演習，千葉県公衆衛生学会への参加，および報告会・レ
ポート作成を実施した．

・卒後教育／生涯教育
　メディカルイノベーション戦略プログラム（90 分× 1 コマ）の講義を担当した．
・大学院教育

修士課程
　講義
　　公衆衛生学特論　90 分× 3 コマを担当した．
　　遺伝情報応用学特論　90 分× 2 コマを担当した．
博士課程
医学薬学府
　講義
　成人・高齢者医療特論　90 分× 1 コマを担当した．
先進予防医学共同専攻
　　講義
  　レギュラトリーサイエンス 90 分× 8 コマ（講義責任者）を担当した．
　　医療統計学・疫学　90 分× 2 コマを担当した．
　　環境医学特論　90 分× 1 コマを担当した．
　　研究指導
　　副指導教官として，3 名の他大学の学生に研究実戦レポートの指導を担当した．
　　その他中間発表会において，採点官を務めた．

●研　究
・研究内容

　研究テーマとして①多因子疾患や難病の遺伝学的研究，②遺伝性疾患が疑われる未診断症例の原因遺伝子検索
を進めている．①に関しては尾内教授を中心とした罹患感受性および重症化に関連する遺伝的要因の探索，②に
関しては遺伝子診療部において遺伝カウンセリングを受けた症例の全エクソーム解析研究とモデル動物を用いた
機能解析研究を行っている．
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・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Koyama S, Ito K, Terao C, Akiyama M, Horikoshi 
M, Momozawa Y, Matsunaga H, Ieki H, Ozaki K, 
Onouchi Y, Takahashi A, Nomura S, Morita H, 
Akazawa H, Kim C, Seo JS, Higasa K, Iwasaki 
M, Yamaji T, Sawada N, Tsugane S, Koyama T, 
Ikezaki H, Takashima N, Tanaka K, Arisawa K, 
Kuriki K, Naito M, Wakai K, Suna S, Sakata Y, 
Sato H, Hori M, Sakata Y, Matsuda K, Murakami 
Y, Aburatani H, Kubo M, Matsuda F, Kamatani 
Y, Komuro I. Transethnic Meta-Analysis of 
Genome-Wide Association Studies Identifies Three 
New Loci and Characterizes Population-Specific 
Differences for Coronary Artery Disease. Circ 
Genom Precis Med. 13: e002670, 2020.

2 ．Hisaka A, Yoshioka H, Hatakeyama H, Sato 
H, Onouchi Y, Anzai N. Global Comparison of 
Changes in the Number of Test-Positive Cases and 
Deaths by Coronavirus Infection （COVID-19） in 
the World. J Clin Med. 9: 1904, 2020.

3 ．Fukazawa R, Kobayashi J, Ayusawa M, Hamada 
H, Miura M, Mitani Y, Tsuda E, Nakajima H, 
Matsuura H, Ikeda K, Nishigaki K, Suzuki H, 
Takahashi K, Suda K, Kamiyama H, Onouchi 
Y, Kobayashi T, Yokoi H, Sakamoto K, Ochi M, 
Kitamura S, Hamaoka K, Senzaki H, Kimura 
T; Japanese Circulation Society Joint Working 
Group. JCS/JSCS 2020 Guideline on Diagnosis 
and Management of Cardiovascular Sequelae in 
Kawasaki Disease. Circ J. 84: 1348-1407, 2020. 

4 ．Koyama S, Ito K, Terao C, Akiyama M, Horikoshi 
M, Momozawa Y, Matsunaga H, Ieki H, Ozaki K, 
Onouchi Y, Takahashi A, Nomura S, Morita H, 
Akazawa H, Kim C, Seo JS, Higasa K, Iwasaki 
M, Yamaji T, Sawada N, Tsugane S, Koyama T, 
Ikezaki H, Takashima N, Tanaka K, Arisawa K, 
Kuriki K, Naito M, Wakai K, Suna S, Sakata Y, 
Sato H, Hori M, Sakata Y, Matsuda K, Murakami 
Y, Aburatani H, Kubo M, Matsuda F, Kamatani Y, 
Komuro I. Population-specific and trans-ancestry 
genome-wide analyses identify distinct and shared 
genetic risk loci for coronary artery disease. Nat 
Genet. 52: 1169-1177, 2020. 

5 ．Kim JJ, Yun SW, Yu JJ, Yoon KL, Lee KY, Kil 
HR, Kim GB, Han MK, Song MS, Lee HD, Ha 
KS, Sohn S, Ebata R, Hamada H, Suzuki H, Ito K, 
Onouchi Y, Hong YM, Jang GY, Lee JK; and the 
Korean Kawasaki Disease Genetics Consortium. 
Identification of SAMD9L as a susceptibility 

locus for intravenous immunoglobulin resistance 
in Kawasaki disease by genome-wide association 
analysis. Pharmacogenomics J. 20: 80-86, 2020.

6 ．Yamashita T, Takeda H, Takai A, Arasawa S, 
Nakamura F, Mashimo Y, Hozan M, Ohtsuru S, 
Seno H, Ueda Y, Sekine A. Single-molecular real-
time deep sequencing reveals the dynamics of 
multi-drug resistant haplotypes and structural 
variations in the hepatitis C virus genome. Sci Rep. 
10: 2651, 2020.

7 ．Nakamura R, Ozeki T, Hirayama N, Sekine A, 
Yamashita T, Mashimo Y, Mizukawa Y, Shiohara 
T, Watanabe H, Sueki H, Ogawa K, Asada H, 
Kaniwa N, Tsukagoshi E, Matsunaga K, Niihara 
H, Yamaguchi Y, Aihara M, Mushiroda T, Saito 
Y, Morita E. Association of HLA-A*11:01 with 
Sulfonamide-Related Severe Cutaneous Adverse 
Reactions in Japanese Patients. J Invest Dermatol. 
140: 1659-1662.e6, 2020. 

8 ．Fujita M, Fujisawa T, Hata A. Additional outreach 
effort of providing an opportunity to obtain a kit 
for fecal immunochemical test during the general 
health check-up to improve colorectal cancer 
screening rate in Japan: A longitudinal study. PLoS 
ONE 2020 31;15（8）: e0238474.

【雑誌論文・和文】
1 ．尾 内 善 広「 川 崎 病 は ど の よ う に 発 症 す る か 」

HeartView　2020：8：59-64．
2 ．尾内善広「川崎病と遺伝子バリアント」小児科　

2020：61：963-969．
3 ．尾内善広「病因：遺伝研究からの知見」カレントテ

ラピー　2020：38：14-19．
4 ．尾内善広「ゲノム多様性と医療への応用」遺伝子医

学　2020：10：107-113．
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．尾内善広「ゲノム解析を通じた川崎病の病因解明へ

の挑戦と成果の臨床応用」日本人類遺伝学会第 65
回大会　シンポジウム 10

2 ．尾内善広「川崎病急性期～回復期の末梢血 B 細胞
が発現する免疫グロブリン重鎖レパトアの解析」第
40 回日本川崎病学会　シンポジウム 4

3 ．尾内善広「川崎病の遺伝学からみたシクロクロス療
法」第 61 回日本脈管学会　シンポジウム 8

4 ．尾内善広「川崎病の罹患感受性遺伝子の特定と新規
治療法開発」第 41 回日本臨床薬理学会　教育講演
2
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【学会発表数】
　国内学会　4 学会　4 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．特定非営利法人川崎病研究センター　令和 2 年度川

崎病公募研究「不全型川崎病の発症および重症化に
関連する遺伝要因のゲノムワイド探索」代表者：尾
内善広　R2

●地域貢献
尾内：「健康ちば地域・職域連携推進協議会」に委員として参加
尾内：「千葉県食品等安全・安心協議会」に委員として参加
尾内：「千葉県がん対策審議会　予防・早期発見部会」に委員として参加
尾内：「千葉県公衆衛生協会」に委員として参加
尾内：「千葉市健康づくり推進協議会」に委員として参加

●その他
藤田客員研究員：「千葉市建築審査会」に委員として参加
藤田客員研究員：「千葉県衛生研究所等疫学倫理審査委員会」に委員として参加
藤田客員研究員：「君津市国民健康保険運営協議会」に委員として参加
藤田客員研究員：「大網白里市国民健康保険運営協議会」に委員として参加
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研究領域等名： 環 境 労 働 衛 生 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当研究室においては、最新の統計学的手法を用いて、環境衛生学・労働衛生学分野のコホート研究を行っている。
具体的には環境衛生学においてはカドミウムの人体影響について、労働衛生分野では交替勤務における健康影響や
高齢労働者の身体機能・認知機能に関する研究を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 4 年生を対象に環境衛生学と労働衛生学を主体とした、「衛生学」ユニット講義、環境測定実習を実施
した。3 年生を対象に基礎医学ゼミ「環境労働衛生学」、1・2・3 年生を対象にスカラーシップ「環境労働衛生学」
を開講した。1 年生を対象に「導入チュートリアル」チューターを担当した。
・卒後教育／生涯教育

　医師会主催の日本医師会認定産業医研修会の講師を担当した。千葉産業保健総合支援センター主催の産業保健
スタッフ対象の研修会の講師を担当した。高齢・障害・求職者雇用支援機構主催の高年齢者雇用アドバイザー対
象の研修会講師を担当した。
・大学院教育

　修士課程の大学院生に対する公衆衛生学特論講義を 90 分× 6 コマ担当した。
　先進予防医学専攻博士課程の院生に対する講義を 90 分× 5 コマ担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　薬学部 3 年生を対象に「衛生薬学Ⅰ」を 1 コマ担当した。

●研　究
・研究内容

　研究テーマは 1 環境中カドミウムの慢性暴露による生体影響に関する研究、2 労働者の健康管理活動における
産業疫学的研究、3 遺伝子多型と生活習慣病との関連を中心とした遺伝子疫学、の 3 つに大別される。
　科研費は高見が「大規模コホート 17 年追跡での高尿酸血症に関する飲酒許容量のベンチマークドース算出」
で基盤（C）を受理し研究を進めている。能川が「妊婦へのカドミウム曝露が出生児体重へ及ぼす影響－神通川
流域カドミウム汚染地調査－」で基盤（C）を受理し研究を進めている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nishijo M, Nogawa K, Suwazono Y, Kido T, Sakurai 

M, Nakagawa H. Lifetime Cadmium Exposure and 
Mortality for Renal Diseases in Residents of the 
Cadmium-Polluted Kakehashi River Basin in Japan. 
Toxics. 2020 Oct 1;8（4）:81.

2 ．Suwazono Y, Nogawa K, Sakurai M, Watanabe 
Y, Nishijo M, Ishizaki M, Morikawa Y, Kido T, 
Nakagawa H. Environmental cadmium exposure 
and noncancer mortality in a general Japanese 
population in cadmium nonpolluted regions. J Appl 
Toxicol. 2021 Apr;41（4）:587-594. doi:  10.1002/jat. 
4067. Epub 2020 Sep 22.

3 ．Sakurai M, Suwazono Y, Nishijo M, Nogawa K, 
Watanabe Y, Ishizaki M, Morikawa Y, Kido T, 
Nakagawa H. Relationship between urinary β
2-microglobulin concentration and mortality in 
a cadmium-polluted area in Japan: A 35-year 

follow-up study. J Appl Toxicol. 2021 Feb;41（2）: 
224-232. Epub 2020 Jul 15. 

4 ．Sakurai M, Ishizaki M, Morikawa Y, Kido T, 
Naruse Y, Nakashima Y, Okamoto C, Nogawa K, 
Watanabe Y, Suwazono Y, Hozawa A, Yoshita 
K, Nakagawa H. Frequency of consumption of 
balanced meals, bodyweight gain and incident 
risk of glucose intolerance in Japanese men and 
women: A cohort study. J Diabetes Investig. 2021 
May;12（5）:763-770. Epub 2020 Sep 22. 

【雑誌論文・和文】
1 ．諏訪園靖，渡邉由芙香，能川和浩　国内外の産業医

学に関する文献紹介　カドミウムの長期低濃度ばく
露と骨影響に関する報告について，産業医学ジャー
ナル　43 巻 1 号　Page91-94（2020.01）．

【単行書】
1 ．諏訪園靖　産業保健総論，産業保健各論－法規と職

業性疾患－，公衆衛生マニュアル 2020（柳川洋， 中
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村好一編集）南山堂，東京：199-222，2020（Apr）．
【学会発表数】
　国内学会　3 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「大規模コホート 17
年追跡での高尿酸血症に関する飲酒許容量のベンチ
マークドース算出」代表者：高見美幸　2014-2022

2 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「妊婦へのカドミ
ウム曝露が出生児体重へ及ぼす影響－神通川流
域カドミウム汚染地調査－」代表者：能川和浩　
2020-2022

3 ．VBL 研究プロジェクト「高年齢労働者における労
働災害防止のための身体機能・認知機能測定システ
ムの開発」代表者：能川和浩　2020

●地域貢献
　諏訪園は千葉市都市計画審議会委員、労働者健康安全機構の委託で千葉産業保健総合支援センター相談員として
活動した。また、千葉県公衆衛生協会顧問として千葉県下の公衆衛生活動にも尽力した。学会活動においては日本
産業衛生学会理事・関東地方会会長、日本公衆衛生学会評議員、日本産業ストレス学会理事として、学会の発展に
寄与した。能川は日本産業衛生学会代議員および関東地方会幹事、日本産業ストレス学会評議員として、学会活動
に尽力した。渡邉は日本産業衛生学会関東地方会で事務局を務めた。
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研究領域等名： 法 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　千葉県警、千葉地方検察、千葉県、茨城県警からの嘱託により 308 件の法医解剖を行い、さらに CT 検査、薬毒
物検査、病理検査など各種検査を実施し、主に千葉県内における異状死体の適正な死因究明をおこなった。また、
臨床法医学では、児童相談所、警察、検察からの依頼により 75 件について調査し意見書などを提出した。これら
に関連する、法医病理、死後画像、薬毒物、DNA 型、法歯科学、死亡調査制度などを対象に研究を行い、関連学
会および国際誌において、その成果を発表した。学部教育においては、法医学の目的・意義を学ぶことを第 1 の目
的とし、特に 4 年次学生には、将来的に医師となり、死体検案書を作成する際に、必須となる法医学的知識や適切
な対応・検案書作成法の習得を目標とし、講義・実習を行った。また、法科大学院においても、将来法曹になるた
めに必要な法医学の知見について講義を行った。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 1～3 年次：スカラーシップを受け入れ、解剖の見学、小講義、論文抄読、実験などの指導を行った。
　医学部 3 年次：基礎医学ゼミユニットを担当した。
　医学部 4 年次：法医学全般にわたり講義・実習を行った。（講義 90 分× 24 コマ　実習 90 分× 10 コマ）
・卒後教育／生涯教育

　法科大学院：講義 90 分× 8 コマを行った。 岩瀬博太郎教授が、千葉県生涯大学校卒業生学習会で、「死者の
声が人を守る～法医学の真実とは～」の講演をした。
・大学院教育

　大学院生はそれぞれ研究テーマを定めて研究を行った。また博士課程に所属する医師は、卒後に法医認定医が
取得できるよう解剖実務の研修を行った。
　講義 90 分× 4 コマを行った。
・法医学総論「法医学の存在意義と、その目的」について学ぶ。
・法医学と法律、ガイドライン「法医学における鑑定試料に関する法規定とガイドライン」に関する知識を修得

する。
・親子鑑定、現場試料における遺伝情報「親子鑑定の方法や、そのガイドライン、その他現場試料における遺伝

情報の有用性」に関して学ぶ。
・個人識別「身元不明死体に関する個人識別の方法」を学ぶ。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　岩瀬博太郎教授が、警察大学校検視官講習、消防大学校火災調査科講義等で、死因究明及び法医学について講
義を担当している。
　岩瀬が東京大学教授を併任しているため、東大医学部、法学部、大学院医学系研究科、法科大学院の講義の多
くを当教室所属教員が担当している。また、岩瀬、斉藤久子准教授ほかが、他大学の医学部、歯学部などで多数
講義を行っている。
　千葉県警察学校、千葉地検で複数の教員が法医学に関する講義を行っている。

●研　究
・研究内容

・骨の CT 画像を用いた年齢・性別・身長の推定
・歯を用いた放射性炭素測定による年齢推定　
・死後に分解する薬物の血中濃度の推定　
・覚醒剤のキラル分析法の確立
・解剖時における補助的診断ツールの確立を目指す死後血管造影に関する研究　
・ヒトの組織の力学的特性に関する研究
・遺体より検出されるウイルス及び細菌の解析　
・わが国と海外の死因究明制度及びその歴史の研究
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・質量分析計を用いた炎症細胞における脂質酸化物の検出に関する研究　
・死後 CT の誤診パターンを調べ、読影の質を向上させる研究　
・小児の被虐待リスクアセスメントの構築　
・いわゆる無理心中を含む Homicide-Suicide（他殺後自殺）の研究　
・法昆虫学的に重要な昆虫種の調査　
・診療関連死法医解剖事例の検証　
・類似の死亡の再発防止に資するデータベースの構築
・人口動態調査に基づく千葉県未成年死因分析
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Haragi M, Yamaguchi R, Okuhara T, Kiuchi T. 

Interviewing forensic specialists regarding medical-
legal illustration methods to replace gruesome 
graphic evidence. J Vis Commun Med. 2020; 43 （1）: 
27-34.

2 ．Haragi M, Yamaguchi R, Okuhara T, Kiuchi T. 
Questionnaire survey of a mock jury on their 
impressions of medical-legal illustrations aimed 
at reducing trauma and PTSD of jurors. J Vis 
Commun Med. 2020; 43 （2）: 67-75.

3 ．Torimitsu S, Abe H, Ikemura M, Gonoi W, Ishida 
M, Makino Y, Iwase H. Multiple   intracerebral 
hemorrhages associated with lipohyalinosis: a case 
report. Forensic Imaging. 2020; 200375.

4 ．Inokuchi G, Chiba F, Makino Y, Tsuneya S, Iwase 
H. Sudden death due to tension pneumothorax 
associated with pulmonary tuberculosis. Forensic 
Sci Med Pathol. 2021 ;17（1）:152-156.

5 ．Ishihara K, Iwase H. Reform of the death 
investigation system in Japan. Medicine, Science 
and the Law. 2020;60（3）:216-222.

6 ．Hoshioka Y, Abe H, Yaj ima D, Makino Y, 
Yamaguchi R, Saitoh H, Inokuchi G, Motomura 
A, Nagasawa S, Iwase H. The composition of 
chlorinated or oxidized phosphatidylcholine 
products changes with hypochlorite concentration: 
Application to abscess lipid analysis. Leg Med 

（Tokyo）. 2020; 46: 101724.
7 ．Yoshida M, Makino Y, Hoshioka Y, Chiba F, 

Inokuchi G, Torimitsu S, Yamaguchi R, Motomura 
A, Abe H, Yajima D, Iwase H. Fatal hemorrhage 
complicated with methamphetamine poisoning and 
its post-mortem CT features. Forensic Sci Med 
Pathol. 2020;16（4）:577-585.

8 ．Yoshida M, Hoshioka Y, Makino Y, Kojima M, 
Horikoshi T, Mukai Hikosaka K, Norose K, Iwase 
H. Pseudo-'Pneumatosis intestinalis’ sign: a case 
of parasite uniquely depicted on postmortem CT. 
Forensic Imaging.2020.

9 ．Monum T, Makino Y, Prasitwattanaseree S, Yajima 

D, Chiba F, Torimitsu S, Hoshioka Y, Yoshida M, 
Urabe S, Oya Y, Iwase H. Age estimation from 
ossification of sternum and true ribs using 3D post-
mortem CT images in a Japanese population. Leg 
Med （Tokyo）. 2020; 43: 101663.

10．Helmrich E, Decker L, Adolphi N, Makino Y. 
Postmortem CT lung findings in decedents with 
Covid-19: A review of 14 decedents and potential 
triage implications. Forensic Imaging, 2020; 23; 
200419.

11．Tanaka C, Utsuno H, Makino Y, Minegishi S, Ota J, 
Iwase H, Sakurada K. Facial soft tissue thickness 
of the Japanese population determined using post 
mortem computed tomography images. Forensic 
Imaging. 2020; 23; 200423. 

12．Makino Y, Kojima M, Yoshida M, Motomura 
A, Inokuchi G, Chiba F, Torimitsu S, Hoshioka 
Y, Yamaguchi R, Saito N, Urabe S, Tsuneya S, 
Horikoshi T, Yajima D. Iwase H. Postmortem 
CT and MRI findings of massive fat embolism. 
International Journal of Legal Medicine, volume 
134, 2020, pages 669–678.

【雑誌論文・和文】
1 ．岡広子，竹内明子，鈴木敏彦，葛城梨江香，斉藤久

子，櫻田宏一，山下裕美．死因究明等に関する教育
及び研究拠点での法歯学（歯科法医学）分野の現状．
日本法歯科医学会誌．2020；13：8-13．

2 ．田中直子，槇野陽介，ジャーマルモストファ， 伊
藤明日香，山下忠義，永田健，岩瀬博太郎，木下
博之．気道内遺物の 2 例．法医病理．2020；26（2）；
p103-108．

3 ．黒田駿，伊原崇晃，野村理，猪口剛，山岸由和，小
橋孝介．青色の舌所見から診断に至ったフルニトラ
ゼパム誤飲の 2 例．日本小児科学会雑誌．2020；124
巻 11 号：1640-1644．

4 ．齋藤直樹，猪口剛，岩瀬博太郎：児童虐待　臨床法
医学的観点からの対応について（解説）．小児保健研
究．2020；79；p296-303

5 ．吉田真衣子．死後 CT はこのように誤診されてき
た～解剖結果との対比からみえる　誤診パターン．
Radfan．18（3）：74-77．2020．
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6 ．山口るつ子：諸外国における法医解剖データベー
ス．日本医事新報 2020；5003：55．日本医事新報社．

7 ．本村あゆみ：災害医療体験記（第 9 回）　東日本大震
災での検案活動．救急医学．2020；44（4）：498-502．

8 ．本村あゆみ：【コロナ戦記－救急医・集中治療医・
ナースの英知を集めよう［後編］】アフターコロナ社
会の死因調査．Emer Log．2020；33（6）：839-840．

9 ．大屋夕希子：【コロナ戦記－救急医・集中治療医・
ナースの英知を集めよう［後編］】災害対応として
の新型コロナウイルス感染症とご遺族への支援．
Emer Log．2020；33（6）：841-843．

10．岩瀬博太郎，石原憲治，山口るつ子，浦邉朱鞠，大
屋夕希子．自殺対策と連動した死因究明と法医学研
究～特に無理心中と子どもの死及び遺族対応に焦点
をあてて～革新的自殺研究推進プログラム研究報告
書（令和元年度）

11．岩瀬博太郎，石原憲治，山口るつ子，大屋夕希子．
死因究明制度と連動した死亡情報データの活用によ
る自殺対策の推進に関する研究．厚生労働科学研究
費補助金研究分担報告書（令和元年度）

12．猪口剛： 解剖時 CT を用いた頭頸部動脈造影法の確
立と同法を用いた椎骨動脈損傷の検討．2017 年度～
2020 年度年度文部科学省研究費補助金［若手 B］．
研究成果報告書．2020．

【単行書】
1 ．岩瀬博太郎（編），石原憲治，猪口剛，浦邉朱鞠，齋

藤直樹，千葉文子，恒矢重毅，鳥光優，星岡佑美，
槇野陽介，本村あゆみ，矢島大介，山口るつ子，吉
田真衣子．事例で分かる死亡診断書・死体検案書記
載の手引き．東京：医歯薬出版；2020．

2 ．日本医学放射線学会、北海道大学医学研究院法医学
教育研究センター（編）．兵頭秀樹，槇野陽介，吉田
真衣子，他．死後画像読影ガイドライン 2020 年版

（日本語版， 英語版）．東京．金原出版．2020．
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Hisako Saitoh, Seiko Katsumura, Kenji Ishihara, 

Rutsuko Yamaguchi, Miyuki Miura. Keita Sato, 
Hirotaro Iwase. Postmortem examination and 
personal identification of victims of the Grate East 
Japan Earthquake and new approach for next 
mass disaster. Mass Fatality Management: Lessons 
from the Great Tsunami in Thailand and Japan. 
The symposium of fatality management. 2020.1. 
Chiang Mai University, Chiang Mai, Thailand.

2 ．Ishihara K, Yamaguchi R, Saitoh. H, Iwase H. 
The system and history of death investigation in 
Japan. Mass Fatality Management: Lessons from 
the Great Tsunami in Thailand and Japan. The 
symposium of fatality management. 2020.1. Chiang 

Mai University, Chiang Mai, Thailand.
3 ．岩瀬博太郎：日本医師会死体検案研修会（上級）：死

後画像検査．2020 年 1 月．東京．
4 ．岩瀬博太郎：警察大学校検視官講習；日本の死因究

明と死後画像診断．2020 年 7 月，9 月．府中．
5 ．岩瀬博太郎：消防大学校火災調査科講義；火災によ

る死．2020 年 11 月．調布．
6 ．本村あゆみ：遺体取扱現場で想定される感染症及び

感染症予防の重要性．第 41 回九都県市合同防災訓
練（千葉県会場）多数遺体取扱訓練．2020 年 10 月． 
野田．

7 ．齋藤直樹：小児虐待と法医学．小児初期救急医療研
修会．2020 年 2 月．千葉．

8 ．齋藤直樹．他：虐待診察での外表写真撮影と記述記
録のコツ－臨床法医学的見地から－．千葉県児童虐
待防止医療ネットワーク事業令和 1 年度第 2 回児童
虐待防止研修会．2020 年 2 月．千葉．

9 ．槇野陽介：外因死，特に外傷の死後画像診断につい
て．死後画像読影ガイドライン 2020 年版からみる
死後画像の活用 web symposium．2020 年 6 月．

10．槇野陽介：法医学における死後画像の利用と連携．
第 18 回オートプシーイメージング学会学術総会．
2020 年 9 月．京都．

11．槇野陽介：東京大学法医学教室における COVID-19
感染症対策．文科省基礎研究医養成活性化プログラ
ム The 4th Workshop，COVID-19 感染拡大と法医
実務〜現在から未来に備えるために〜．2020 年 12
月．横浜．

12．大屋夕希子：法医学と看護．特定行為看護師養成
分野法医学講義．国際医療福祉大学，2020 年 8 月．
成田．

【学会発表数】
　国内学会　9 学会　30 回（うち大学院生 9 回）
　国際学会　1 学会　 3 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．学術研究基金助成金「解剖時 CT を用いた頭頚部動
脈造影法の確立」代表者：猪口剛　2017-2020

2 ．学術研究基金助成金「硬組織からの薬物検出方
法 の 開 発 と 血 中 濃 度 」 分 担 者： 斉 藤 久 子 ほ か　
2017-2020

3 ．学術研究基金助成金「薬物使用の交通事故への影響
推定と事故予防の提案：司法解剖と事故データのリ
ンク」分担者：星岡佑美　2017-2020

4 ．学術研究基金助成金「地域における非小児科医
向け虐待予防教育について」代表者：小橋孝介　
2018-2021

5 ．学術研究基金助成金「質量分析計を用いた炎症細胞
における脂質酸化物の検出に関する研究」代表者：
星岡佑美　2019-2021

6 ．学術研究基金助成金「インスリン中毒固有のバイオ
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マーカーを用いた新たな剖検診断法の開発」代表
者：永澤明佳　2019-2021

7 ．学術研究基金助成金「CT 及びマイクロ CT を用い
た大腿骨の形態及び内部構造の観察による年齢推定
法の検討」代表者：千葉文子　2019-2022

8 ．学術研究基金助成金「メソミルの血液中特異的死後
分解 - 分解因子の特定及び中毒マーカーの探索」代
表者：山岸由和　2020-2021

9 ．学術研究基金助成金「大規模災害時の個人識別にお
ける死後 CT 利用と多職種連携チーム編成の試み」
代表者：吉田真衣子　2020-2022

10．学術研究基金助成金「地域における児童虐待予防教
育についての研究」代表者：小橋孝介　2021-2023

11．厚生労働科学研究費補助金「予測不能な乳児突然死
（SUID）原因検索プロトコルと制度整備に基づく診
断精度向上と実態把握、ならびに睡眠環境因子を含
めた SUID/SIDS 予防策提言と CDR 連携のための
研究」分担者：岩瀬博太郎　2020-2021

12．厚生労働科学研究費補助金「遺体における新型コロ
ナウイルスの感染症に関する評価研究」代表者：斉
藤久子　2020-2021

13．厚生労働科学研究費補助金「遺体における新型コロ
ナウイルスの感染症に関する評価研究」分担者：永
澤明佳　2020-2021

14．寄附金「（法医学奨学金）」2020
【その他】

　臨床現場への解剖結果のフィードバックとして、・
救急領域とのカンファレンス ・千葉県内交通事故死
亡事例検討会への参加、・放射線科と合同の画像カン
ファレンス、・小児科医などの医師や行政等とのチャ
イルド・デス・レビュー研究会をそれぞれ定期的に開
催していたが、本年は新型コロナ感染症により不定期
となった。また、大規模災害時の多数遺体取扱いの訓
練（DVI 訓練）を毎年開催していたが、本年度は開
催できなかった。

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　かねてより、法医学教室では損傷の成因の考察を専門とする法医学者による外表評価や、法医画像診断の経験
が豊富な放射線専門医による画像読影を行って、詳細な意見書の作成を行ってきたが、法医学教室は医療機関で
はないため、損傷の評価に必要な場合でも通常診療で行われる医学的検査の実施は困難だった。そこで 2018 年
7 月、千葉大学医学部附属病院小児科に「臨床法医外来」を開設し、診療を行うことで、病院で行える検査（血
液を用いた貧血や出血傾向、栄養状態の評価、医用画像を用いた頭蓋内の新旧血腫や陳旧性骨折、歯科レントゲ
ンなどの画像評価など）、専門他科（眼科や整形外科など）へのコンサルテーション、必要に応じた医学的フォ
ローアップ、他機関紹介などが可能になった。また、小児科と法医学教室が連携することによって各々単体の診
療ではカバーできない薬毒物評価（意識障害などの鑑別における処方薬物及び危険ドラッグなど違法薬物の分
析）や歯科ネグレクト等の法歯学的評価も可能となる。 

●地域貢献
・主に千葉県内の異状死体の死因究明を行っている。今年度は 308 体のご遺体について、解剖、各種検査を行った。

また、千葉県警が行う検視業務に同行し、検案を行い、医学的助言、考察を行った。
・千葉県内児童虐待事例について、児童相談所などからの事例の画像や診察など法医学分野での知識を生かして相

談に応じ、意見書の作成を行った。
・千葉県警、千葉地検から生体鑑定の依頼を受け、傷害事件被害者等の法医学的診断を行った。
・県内の小児科医等と連携し、チャイルド・デス・レビュー（CDR）研究会を開催し、小児の死亡事案の情報共

有を進め、予防可能な死の予防に関する検討を進めた。
・救急領域と連携して、千葉県内で法医解剖事例のカンファレンスを主催した。
・千葉県内の小児科医、看護師、ソーシャルワーカー、児童相談所職員などで定期的に開催される虐待対策研究会

に参加し、法医学的助言を行った。
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研究領域等名： 和 漢 診 療 学
診療科等名： 和 漢 診 療 科

●はじめに
　当部門は、研究、診療、教育の 3 本柱を中心とし実績を積み上げてきている。研究においては、1．漢方医学の
病態解析、2．漢方方剤の基礎的研究や生薬成分の抗癌作用の研究　3．漢方方剤の臨床研究などを推進している。
とくに、1．に関しては他部門との共同研究（1）問診システム集積研究、（2）舌診撮影システム、2．抗癌生薬の
検索、およびその作用機序の解明。3．では（1）漢方医学の証と小青竜湯レスポンダー臨床研究。（2）がん放射線
治療に伴う口内炎を通じて、漢方・和漢生薬の有用性の証明。診療では外来患者総数とならび逆紹介率上昇を目指
した。鍼灸師外来治療は患者数を増やしている。入院患者では稼働率を考慮した。入院での処方（煎じ薬が多い）
が奏功する例が 70% と考えている。教育ではクラークシップを医学部 5 年生の 2 月－ 6 年生 10 月まで行った。ま
た看護学部や他大学からも見学生を受け入れた。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　学部教育：医学部での講義においては 2016 年度より 4 年次「総合医学ユニット講義」から独立し、「和漢診療
学ユニット」として本年から 5 コマ（試験日を除く）を担当した。（担当：並木隆雄、巽浩一郎、礒濱洋一郎、
秋葉哲生、村上えい子、角野めぐみ）
　卒前教育：2014 年 2 月より、医学部全 5 － 6 年生にかけての 1 週間の実習（クリニカル・クラークシップ）
が義務化され、従来の選択臨床教育に加え従事することになった。漢方に関連する当教室独自の実習をはじめ、
外来および入院診療見学、テュートリアル形式の症例検討を中心に行っている。本年もクラークシップを医学部
5 年生の 2 月－ 6 年生 10 月まで行っている。
　また、他大学から研修希望の医学生も積極的に受け入れ（今年は合計 2 名）、本学学生と同様のクリニカル・
クラークシップを行っている。
・卒後教育／生涯教育

　卒後教育：今年は、7 名の前期・後期研修医が 1～2 カ月当科の研修を選択し、外来見学・病棟担当・ミニレ
クチャー等を行った。
　生涯教育：当科では、研修登録医も積極的に受け入れ、外来診療を中心とした開業医や勤務医への漢方医学教
育を行い、漢方専門医を目指す医師の登録（2020 年度実績：4 名）、鍼灸外来を開始したことにより医療職研修
としてはり師・きゅう師の見学・受け入れもより積極的に行っている。（2020 年度実績は新型コロナウイルス感
染症により受け入れ不可）
　さらに、前年度に引き続き、千葉市薬剤師会での講演、学内の医療者向けの web によるセミナー（白衣セミ
ナー）の開催、市民公開講座などの漢方医学の啓蒙活動にも積極的に取り組んでおり今後も継続していく方針で
ある。
・大学院教育

　和漢診療学所属の大学院生は 2020 年度において修士課程 1 名、博士課程 5 名である。また、並木准教授が大
学院授業の薬物療法情報学特論 1 コマを担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　他学部においては、薬学部薬学科 4 年次の病態治療学 6 コマを平崎特任准教授、巽浩一郎特任教授、勝野達郎
千葉大学柏の葉診療所所長、喜多敏明 辻中病院柏の葉漢方未病治療センター長、來村昌紀 らいむらクリニック
院長、合計 5 人の和漢診療学の講師で担当した。千葉大学における漢方教育を学部に関わらず精力的に取り組み
続けている。

●研　究
・研究内容
　当科では、大学院医学研究院博士課程大学院生の研究指導にあたっている

1 ．新型コロナウイルス感染症に対する漢方治療の多施設共同の特定臨床研究の推進（日本東洋医学会よりの依
頼による推進）

2 ．漢方の特性を利用したエビデンス創出と適正使用支援システムの構築（和漢診療のデータベース構築：ツム
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ラと共同研究を平成 31 年 3 月より開始，伝統医学の AI 診断）
3 ．ISO/TC249 における国際規格策定に資する科学的研究と調査　および統合医療の一翼としての漢方・鍼灸

の基盤研究（AMED 科研費で当部門が中心となり推進中）
4 ．放射線性口内炎に対する漢方薬の効果（放射線科との共同研究）
5 ．天然成分由来の白血病細胞株に対する抗がん機序を解明している。またエピゲノム解析を行い、HDAC 阻

害作用と抗がん作用を両方有する化合物を探索している。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Takayama S, Kikuchi A, Makino T, Kainuma 

M, Namiki T, Ito T: Basic pharmacological 
mechanisms and clinical evidence of the efficacy 
of Hochuekkito against infectious diseases and its 
potential for use against COVID-19 02 Traditional 
&’Kampo medicine, December 2020 https://doi.
org/10.1002/tkm2.1264

2 ．Shimada H, Namiki T, Hirasaki Y, Oji T, Nakaguchi 
T, Ueda K, Kasahara Y,  Nagamine K, Okamoto 
H, Yakubo S: Anatomical factors influencing 
traditional abdominal examination in Kampo 
diagnosis: Analysis by computed tomography 
Traditional & Kampo medicine, 01 December 2020 
https://doi.org/10.1002/tkm2.1265

3 ．Takayama S, Kashima M, Namiki T, et al . : 
Conventional and Kampo medicine in the treatment 
of mild to moderate COVID-19:A multicenter, 
retrospective observational study protocol by the 
Integrative Management in Japan for Epidemic 
Disease（IMJEDI study-observation）:Traditional 
& Kampo Medicine,22 December 2020 http://doi.
org/10.1002/tkm2.1271

4 ．Takayama S, Namiki T, Ito T, Arita R, Nakae H, 
Kobayashi S, Yoshino T, Ishigami T, Tanaka K, 
Kainuma M, Nochioka K, Takagi A, Mimura M, 
Yamaguchi T, Ishii T.: A multi-center, randomized 
controlled trial by the Integrative Management 
in Japan for Epidemic Disease （IMJEDI study-
RCT） on the use of Kampo medicine, kakkonto 
with shosaikotokakikyosekko, in mild-to-moderate 
COVID-19 patients for symptomatic relief and 
prevention of severe stage: a structured summary 
of a study protocol for a randomized controlled 
trial. Trials. 2020 Oct 2;21（1）:827. doi: 10.1186/
s13063-020-04746-9.PMID: 33008479

5 ．Fueki T, Tanaka K, Obara K, Kawahara R, Namiki 
T, Makino The acrid raphides in tuberous root of 
Pinellia ternata have lipophilic character and are 
specifically denatured by ginger extract..J Nat 
Med. 2020 Sep;74（4）:722-731. doi: 10.1007/s11418-
020-01425-6. Epub 2020 Jun 26.PMID: 32591979

6 ．Arita R, Ono R, Saito N, Takayama S, Namiki T, 
Ito T, Ishii T: Kakkonto, shosaikoto, Platycodon 
grandiflorum root, and gypsum （a Japanese original 
combination drug known as saikatsugekito）: 
Pharmacological review of its activity against viral 
infections and respiratory inflammatory conditions 
and a discussion of its applications to COVID-
19.Traditional & Kampo Medicine,7（3）,First 
published: 11 October 2020

7 ．Kainuma M, matsumura C, Kawashiri T, Kobayashi 
D, Murakami A, Nakaguchi T, Namiki T, Shimazoe 
T:Assessing the efcacy of a tongue imageanalyzing 
system（TIAS）for the objectivediagnosis of static 
blood:An observational,retrospective,single-center 
study of Japanese Kampo medicine.Traditional & 
Kampo Medicine.7（3）,First published:11 August 
2020

【雑誌論文・和文】
1 ．中村智徳，吉野鉄大，堀場裕子，渡辺賢治，三村將，

小川恵子，南澤潔，並木隆雄，牧野利明：漢方薬の
副作用に関連した最近の研究成果から－甘草による
偽アルドステロン症の新たな原因物質の可能性－．
医薬品相互作用研究，44（2）6-17，2020．

2 ．渡辺悠紀，黒木春郎，並木隆雄：【子どもと漢方－
日常診療に役立つ考え方・使い方】小児漢方治療の
現状．小児科，61（3）237-244，2020,3．

3 ．小田口浩，石毛達也，伊藤雄一，若杉安希乃，関
根麻理子，花輪壽彦，並木隆雄，村松慎一，新井
信，三潴忠道，嶋田豊，柴原直利，折笠秀樹：漢方
診断ロジック形式知化に向けて解決すべき 5 つの課
題と漢方診療専門医療機関 6 施設の合意形成による
解決案の提示．日本東洋医学雑誌，71（3）284-295，
2020,7．

4 ．牧野利明，森永紀，石内勘一郎，吉野鉄大，小川恵
子，南澤潔，渡辺賢治，並木隆雄：甘草の副作用、
偽アルドステロン症の発症メカニズム　真の原因物
質 18 β -glycyrrhetyl-3-O-sulfate の可能性．Phil 漢
方，79，10-13，2020．

5 ．大橋範之，並木隆雄，八木明男，根津雅彦，平崎能
郎：荊芥連翹湯加減により免疫抑制剤の減量が可能
となった難治性多形日光疹の 1 例．漢方の臨床，67

（5）493-501，2020．
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【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．並木隆雄：ちば消化器内科 KAKPO セミナー　地

域連携講演会 和漢診療の研究について．2020,1，千
葉．

2 ．並木隆雄：第 28 回日本臨床漢方医会　漢方家庭医
講習会「冬期に頻用される漢方処方」～咳や冷え対
策～．2020,1，神奈川．

3 ．並木隆雄：千葉県鍼灸師会 70 周年記念講習会「千
葉に流れる東洋医学の歴史を知ろう」－これからの
鍼灸師に求められるもの－ 2020,10．関東鍼灸専門
学校．

【学会発表数】
　国内学会　4 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．AMED 研究開発課題「ISO/TC249 における国際規
格に資する科学的研究と調査および統合医療の一翼
としての漢方・鍼灸の基礎研究」代表者：並木隆雄　
2020

2 ．日本学術振興会「アジアの伝統医学における医療・
医学の倫理と行動規範、及びその思想的研究」分担
者：並木隆雄　2020

3 ．漢方医学教育研究助成「漢方教育の研究」代表者：
並木隆雄　2020

4 ．日本学術振興会「人工知能による東洋医学の診断・
治療に係る支援システムの創生」分担者：並木隆雄　

2020
5 ．日本学術振興会「20K07096_ 基盤研究（C）和漢薬か

らのエピゲノムを標的とする新規抗癌薬の探索及び
作用機序の解明 」代表者：平崎能郎　2020

【その他】
並木隆雄：驚きの報告！漢方薬が「コロナ」に劇的効

果！？特集， 週刊新潮．2020,6．
並木隆雄：日漢協　漢方総合講座（第 30 回） 陽明病－

2 　2020,8,16．
並木隆雄：コロナ予防に漢方薬投与－医療者 6000 人

で医師主導研究－，薬事日報．2020,10,9．
並木隆雄：COVID-19 の治療と漢方薬のエビデンス－

支援のお願い，日本医事新報．2021,1．
並木隆雄：日漢協　漢方総合講座（第 30 回）霍乱病・

陰陽易差後労復病 2021,1,17．
並木隆雄：救急医療と漢方医療－災害医療としての漢

方の役割，日本医事新報．2021.2．
平崎能郎：東洋医学の視点でがんを考える　第一回　

体の中にがんができるって、どういうこ
と？がん予防と再発予防の手助けを漢方が
担える可能性が，Web「がんサポート」．
2020,10．

平崎能郎：東洋医学の視点でがんを考える　第二回　
副作用の軽減、再発予防、そして－漢方が、
がんに対してできること，Web「がんサ
ポート」．2020,10

●診　療
・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）
「外来診療」
　外来は午前中心で、2 － 3 ブースの診察を行い、一部の曜日では午後にも 1 ブースを設けている。
　外来担当医：並木隆雄、平崎能郎、島田博文、根津雅彦、龍興一、和泉裕子、篠塚愛未、高橋万里子、黒田素
子
　新患患者数 142 名、外来患者総数 6346 名であった。
　附属病院緩和ケアチームは、八木明男が中心となって活動した。また 2017 年 6 月よりブレストセンターで平
崎能郎は乳癌患者に対して漢方治療を行っている。附属病院における当科の鍼灸診療外来は、引き続き森田 智

（月）に加え、橋場則昭（水）が、漢方診療外来の患者を主とした鍼灸外来を行っている。（毎日 4 － 6 名）
「入院診療」
　和漢診療科の割当病床は、前年度と変更は無く、ひがし 8 階病棟に 2 床である。入院患者総数は 505 名で平均
70％前後の病床稼働率を示した。病棟は、主に大橋範之が中心となり、平崎能郎、龍興一も参加して担当した。

●地域貢献
　「連携病院」（当教室からの出向外来）
・山武医療センター（千葉県山武郡）漢方外来（毎週火曜、一診体制：島田博文）
・東京女子医大八千代医療センター（八千代市）： 和漢診療外来（毎週水曜、一診体制： 並木隆雄）
・千葉労災病院（市原市）： 和漢診療科外来（毎週水曜、一診体制： 並木隆雄）
・なのはなクリニック： 漢方外来（毎週水曜、一診体制： 平崎能郎）
・証クリニック神田：漢方外来（隔週金曜： 平崎能郎）
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研究領域等名： 医学教育学／医学教育研究室
診療科等名： 総合医療教育研修センター

●はじめに
　学部教育、卒後教育、生涯教育の継続的改善に取り組んだ。学部教育においては、専門職連携教育（IPE）、倫
理教育、医学英語教育、診療参加型臨床実習を含む臨床教育、初年次の導入教育・リメディアル教育について、所
属教員自らが担当する授業を実践するとともに、メンター制度の運営や学部教育関連委員会での活動を行った。医
学教育リトリートを開催し、教育改善のための講演、ワークショップを企画・実施した。各学年の wbt （web-based 
test）による試験を行うとともに、教員向けの FD を行なった。卒後教育においては、臨床研修の更なる充実化を
目標として、関連委員会での活動などを通して、プログラムの運営・改善を行った。上記の教育の継続的改善のた
めのデータは、当組織の IR 部門が収集、解析した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・1 年次の医療プロフェッショナリズムⅠ「導入 PBL チュートリアル」14 コマ、「チーム医療Ⅰ（IPE Ⅰ）」21 コマ、
専門基礎科目「ヒューマン・バイオロジー」8 コマを担当した。

・2 年次の医療プロフェッショナリズムⅡ「チーム医療Ⅱ（IPE Ⅱ）」18 コマを担当した。
・3 年次の医療プロフェッショナリズムⅢ「医師見習い体験学習」18 コマ、「チーム医療Ⅲ（IPE Ⅲ）」10 コマ、

臨床医学総論（臨床入門）「コミュニケーションⅠ、Ⅱ」12 コマを担当した。
・4 年次の臨床医学総論（臨床入門）「コミュニケーションⅢ」9 コマ、「プロフェッショナリズム」3 コマ、「全

人的評価（ICF）」3 コマ、「IPE」26 コマ、を担当した。臨床テュートリアルにおいて、テュートリアルの企画、
運営、実施、評価に取り組み、テュータも実践した。CC ベーシック「プロフェッショナリズム」2 コマ、「症
例プレゼンテーション」2 コマを担当し、シャドウイング実習の企画・実施を担当した。

・4 年次「臨床実習前 OSCE」の運営、実施を行った。OSCE「医療面接」のステーション責任者を担当し、評
価者 FD を 4 コマ実施した。6 つのステーションで、OCR を活用した集計システムを設計し、運用した。

・共用試験 CBT の説明会・体験テスト・本試験・再試験について、医学部情報担当と協働し、実施、運営を行っ
た。

・4 年次「白衣式」の運営・実施を行った。
・5 年次「医療プロフェッショナリズム・ワークショップ」を 4 コマ実施した。
・専門職連携教育（IPE）で、医学部・薬学部・看護学部の 1～4 年次の各授業を学部合同で行った。5 年次の一

部の学生を対象に「クリニカル IPE」を実践した。
・6 年次の臨床実習後 OSCE の企画、運営、実施を担当した。全ステーションで、OCR を活用した集計システ

ムを設計し、運用した。
・6 年一貫英語プログラムとして 1 年次「医学英語Ⅰ」35 コマ、2 年次「医学英語Ⅱ」27 コマ、3 年次「医学英語Ⅲ」

12 コマ、4～5 年次「医学英語・アドバンスト」20 コマ、海外クリニカル・クラークシップ派遣・受入を担当
した。

・国際交流協定にもとづいた交換留学の企画・管理・運営を行い、留学報告会を企画・実施した。
・模擬患者の育成および模擬患者による授業・試験の管理、運営を行った。
・6 年次の総合統一試験（2 日間・400 問）や、各授業科目において wbt を実施した。wbt における問題作成に

ついての FD を実施した。
・千葉大学医学部の医学教育の検証と改善を目的として、医学教育リトリートを実施した。医学教育分野別評価

受審に向けての課題および「千葉大学医学部学生の学習成果（アウトカム）」改訂についての講演、アクティ
ブ・ラーニング手法を用いたグループワーク等を行い、報告書を作成した。

・医学部情報セキュリティ研修（e-learning）の編集に参画した。
・千葉大学 Moodle、wbt サーバーを運用して e ラーニングシステム管理を行った。
・医学教育の検証と改善を目的として、IR 部門による情報収集・分析を行った。
・メンター制度を運営し、新たにメンター候補となる教員向けファカルティ・ディベロップメントを実施した。
・医学教育に関する学部学務委員会、臨床カリキュラム部会、基礎・普遍カリキュラム部会、学務・学生支援部

会、自己評価・点検委員会、広報連携国際化委員会、入試委員会と協働し、医学教育の改善に貢献した。
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・卒後教育／生涯教育
・千葉大学病院の卒後臨床研修プログラムを作成した。
・千葉大学病院の研修医ガイダンスを企画、管理、運営した。
・千葉大学病院の研修医を対象に定期的なミーティング及びレクチャーを実施し、個別面談を通してキャリアプ

ラン形成の支援等を行った。
・IR 部門等による各種評価の実施により、研修プログラムの改善に努めた。
・アテンディングの業務および評価法を明確にし、アテンディングによる教育研修改善のためのデータ収集・集

計・解析を行った。
・アテンディングの教育能力向上のための FD を定期的に実施した。
・研修修了のための評価の一環として、臨床研修報告会を企画・管理・運営した。
・研修医確保のため、研修プログラム説明会を企画・参加し、広報活動を行った。
・臨床研修指導医の臨床指導力向上を目的とした指導医講習会（年 2 回）を企画・運営した。
・NPO 法人千葉医師研修支援ネットワークと協働し、千葉県の医師やその他医療専門職を対象とするセミナー

を支援した。千葉県内の臨床研修医を対象とした「Clinical Skills Boot Camp」の企画・運営に関わった。
・研修医選抜試験をオンラインで実施した。
・医学生・研修医・医師を対象とした USMLE セミナー「USMLE Step2 CS Mini Workshop」、「USMLE Step2 

CS Workshop」を実施した。
・大学院教育

・大学院生の研究指導を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

・専門職連携教育（IPE）で、医学部・薬学部・看護学部の 1～4 年次の各授業を学部合同で行った。5 年次の一
部の学生を対象に「クリニカル IPE」を実践した。

●研　究
・研究内容

・教室の研究テーマは、「医学教育」、「医療者教育」である。
・専門職連携教育（IPE）の教育効果の評価とプログラム評価に関する研究を継続して行った。
・コーチングによる臨床実習学生の行動変容について研究を行った。
・ロールプレイとピア評価を活用した学生主導回診の効果についての研究を行った。
・医学部国際プログラム経験者（医学英語、留学プログラム）におけるキャリア構築の検討を行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Atsuhiko Sugiyama, Hajime Yokota, Yoshitaka 

Yamanaka, Hiroki Mukai, Tatsuya Yamamoto, 
Shigeki Hirano, Kyosuke Koide, Shoichi Ito, Satoshi 
Kuwabara. Vertical pons hyperintensity and hot 
cross bun sign in cerebellar-type multiple system 
atrophy and spinocerebellar ataxia type 3. BMC 
neurology 20（1）157-157　2020年4月27日

2 ．Masaya Koshizaka, Ko Ishikawa, Ishibashi Ryoichi, 
Yoshiro Maezawa, Kenichi Sakamoto, Daigaku 
Uchida, Susumu Nakamura, Masaya Yamaga, 
Hidetaka Yokoh, Akina Kobayashi, Shunichiro 
Onishi, Kazuki Kobayashi, Jun Ogino, Naotake 
Hashimoto, Hirotake Tokuyama, Fumio Shimada, 
Emi Ohara, Takahiro Ishikawa, Mayumi Shoji, 
Shintaro Ide, Kana Ide, Yusuke Baba, Akiko 
Hattori, Takumi Kitamoto, Takuro Horikoshi, 
Ryouta Shimofusa ,  Sho Takahashi ,  Kengo 
Nagashima, Yasunori Sato, Minoru Takemoto, 

L Kristin Newby, Koutaro Yokote. Effects of 
ipragliflozin versus metformin in combination 
with sitagliptin on bone and muscle in Japanese 
patients with type 2 diabetes mellitus: Sub-
analysis of a prospective, randomized, controlled 
study （PRIME-V study）. Journal oFDiabetes 
investigation　2020年7月4日

3 ．Masaya Koshizaka, Ko Ishikawa, Ryoichi Ishibashi, 
Sho Takahashi, Kenichi Sakamoto, Hidetaka 
Yokoh, Yusuke Baba, Shintaro Ide, Kana Ide, 
Takahiro Ishikawa, Shunichiro Onishi, Kazuki 
Kobayashi, Minoru Takemoto, Takuro Horikoshi, 
Ryota Shimofusa, Yoshiro Maezawa, Koutaro 
Yokote. Comparison of Visceral Fat Reduction 
by Ipragliflozin and Metformin in Elderly Type 2 
Diabetes Patients: Sub-Analysis of a Randomized-
Controlled Study. Diabetes therapy : research, 
treatment and education oFDiabetes and related 
disorders　2020年10月24日
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4 ．Ayaka Takahara, Kiyoshi Shikino, Takashi Watari, 
Osamu Hirashima, Masatomi Ikusaka. Tokyo 
DoManNaka: Learning opportunities of clinical 
diagnostic reasoning from expert physicians 
Journal of General and Family Medicine 21（5）206-
207　2020年9月17日

5 ．An Kozato, Nimesh Patel, Kiyoshi Shikino. A 
randomised controlled pilot trial of the influence of 
non-native English accents on examiners' scores 
in OSCEs BMC Medical Education 20（1）268-268　
2020年12月

6 ．Hidetaka Yokoh, Shoichi Ito. Effective reflection 
through near-peer education. The clinical teacher 
17（1）113-114　2020年2月

7 ．Hajime Kasai, Shoichi Ito, Hiroshi Tajima, Yukiko 
Takahashi , Yoriko Sakurai , Naoko Kawata, 
Harutoshi Sugiyama, Mayumi Asahina, Ikuko Sakai, 
Koichiro Tatsumi. The positive effect of student-
oriented clinical clerkship rounds employing role-
play and peer review on the clinical performance 
and professionalism of clerkship students. Medical 
teacher 42（1）73-78　2020年1月

【雑誌論文・和文】
1 ．関口陽太，中口俊哉，村竹虎和，三浦慶一郎，川田

奈緒子，吉村裕一郎，伊藤彰一，朝比奈真由美，田
邊政裕．拡張現実型聴診訓練システムにおけるカメ
ラ内蔵型聴診器デバイスの開発　VR 医学　16（1）
15-26　2020 年 1 月

2 ．鋪野紀好，伊藤彰一，生坂政臣．反転授業と学習者
相互学習を取り入れた身体診察能力向上のための
Interest group の取り組み　医学教育　51（2）133-
137　2020 年 4 月

3 ．横尾英孝，小野寺みさき，高橋在也，木村康彦，稲
川知子，朝比奈真由美，伊藤彰一．【パンデミック下
の医学教育－現在進行形の実践報告－】ファカル
ティ・ディベロップメント　臨床実習中止期間中
のメディア演習推進のための Faculty Development 
ICT 支援、カリキュラム例示、個別相談　医学教
育　51（3）336-337　2020 年 6 月

4 ．朝比奈真由美．プロフェッショナリズム教育方略
（第 8 回）千葉大学医学部における Appreciative 
Inquiry　医学教育　51（4）433-437　2020 年 8 月

5 ．笠井大，齋藤合，伊藤彰一，松本暢平，田島寛之，
栗山彩花，高橋由希子，巽浩一郎．クリニカルク
ラークシップ中の医学生における文献検索の現状と
文献検索方法の講義によるリテラシー向上について
の検討　医学教育（2020 年）51 巻 4 号　2020 年 8 月

6 ．鋪野紀好．医学情報を獲りに行け！情報を自ら選び
取って臨床に活かす、これからの研修医の生涯学習
法　レジデントノート 22，1304-1308　2020 年 8 月

7 ．井出成美，伊藤裕佳，酒井郁子．専門職連携教育実
装における開始期の課題と対処　保健医療福祉連携　 
13（2）125-134　2020 年 10 月

8 ．酒井郁子．長期ケア施設の看護管理入門（第 3 回） 
長期ケアの質を管理しよう ケアの質とは何か 自分
の言葉で表現できるようにしよう　臨床老年看護 
27（6）85-91　2020 年 11 月

9 ．鋪野紀好，塚本知子，生坂政臣．オンライン臨床実
習　千葉大学総合診療科におけるオンライン臨床実
習の取り組み　医学教育 51，286-287　2020 年 6 月

10．伊藤彰一．IR 部門の機能と業務内容：千葉大学
医 学 部・ 医 学 部 附 属 病 院．JACME Newsletter，
2020；（5）：5-6

11．鋪野紀好．困った患者さんへの対応 レジデント
ノート　2020 年 2 月　Vol.21 No.16　外来診療をは
じめよう〜救急や病棟とは一味違った診療プロセス
を意識して、一般外来患者さんを上手に診よう！

12．木村康彦．公私立学校間で見られる家計の教育費負
担軽減に対する行政需要の実証的研究：「囚人のジ
レンマ」ゲームの適用可能性から見た保護者の政策
選好と教育費無償化への方途　早稲田教育評論 = 
Waseda review of education　34（1）21-36　2020 年
3 月 31 日

13．木村康彦．現代的視点から見た戦間期における国史
科の教育課程と教科書指導法：沼崎忠蔵『板書と挿
絵：尋常小学国史』を頼りとして　早稲田大学教育
学会紀要　（21）81-88　2020 年 3 月 31 日

14．木村康彦．小入羽秀敬『私立学校政策の展開と地方
財政：私学助成をめぐる政府間関係』を読んで：今
後の私学研究に与えた成果と課題（研究ノート）教
育行財政研究集録　（15）43-50　2020 年 3 月 31 日

15．木村康彦．『新訂 学習指導要領は国民形成の設計
書：その能力観と人間像の歴史的変遷』（書評）　東
海大学課程資格教育センター論集　（18）135-137　
2020 年 2 月 28 日

【単行書】
1 ．木村康彦．「第 7 章 中学校・高等学校における教育

課程の編成」黒川雅子，小野まどか，坂田仰『教育
課程論』教育開発研究所　2020 年 4 月 10 日（ISBN： 
9784865605242）

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．伊藤彰一．医学系診療参加型臨床実習後客観的臨床

能力試験について　試験信頼性向上検討委員会第
18 回講演会　2020 年 11 月 24 日

2 ．朝比奈真由美．学術集会長講演 IPE/IPLカルチャー
の醸成～他職種への理解とリスペクトを育てる生涯
学習～第 13 回日本保健医療福祉連携教育学会学術
集会　2020 年 10 月 3 日
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【学会発表数】
　国内学会　16 学会　33 回（うち大学院生－回）
　国際学会　 1 学会　 3 回（うち大学院生－回）
　※当室の大学院生は教員を兼務しており、内訳省略。
【外部資金獲得状況】

1 ．JSPS 科研費　基盤研究（C）「専門職連携のための
専門職連携による FD 実践のための基盤研究とプロ
グラム開発」代表者：伊藤彰一　2019-2022

2 ．「同上」分担者：朝比奈真由美， 鋪野紀好， 横尾英
孝， 笠井大　2019-2022

3 ．JSPS 科研費　基盤研究（C）「Assessment of a new 
nursing English curriculum focusing on intercultural 
competence」分担者：酒井郁子　2020-2023

4 ．JSPS 科研費　基盤研究（C）「災害対策本部で必要
なリーダーシップを育成するシミュレーション教育
プログラムの開発」分担者：酒井郁子　2020-2023

5 ．JSPS 科研費　基盤研究（B）「回復期リハビリテー
ション病棟における EBP 実装プログラムの検証」
代表者：酒井郁子　2019-2023

6 ．JSPS 科研費　基盤研究（C）「学生の専門職間連携
能力の発展を促進する IPE プログラムの実装に有
用な学習理論開発」分担者：酒井郁子， 高橋在也　
2019-2022

7 ．JSPS 科研費　基盤研究（B）「クリティカルポイン
ト事例に基づく医療職連携教育プログラム実装・評
価・モジュール化」分担者：酒井郁子　2018-2020

8 ．JSPS 科研費　基盤研究（C）「多施設共同研究によ
る多職種連携教育の推進と縦断的評価」分担者：酒
井郁子　2017-2020

9 ．厚生労働行政推進調査事業費「特定行為研修修了
者の複数配置に関する実態把握及び有効活用に影
響する要因の調査（20IA2008）」代表者：酒井郁子　
2020-2021

10．JSPS 科研費　基盤研究（C）「臨床実習中の学習者
に自発的行動を促す新しい対面指導法の開発に関す
る研究」代表者：横尾英孝　2019-2022

11．「同上」分担者：朝比奈真由美， 鋪野紀好， 塚本知
子，伊藤彰一，笠井大　2019-2022

12．JSPS 科研費　基盤研究（C）「機械学習を用いた医
学生におけるアンプロフェッショナリズムな行動に
関する予測モデル」代表者：鋪野紀好　2020-2023

13．「同上」分担者：伊藤彰一，朝比奈真由美，小野寺
みさき　2020-2023

14．JSPS 科研費　基盤研究（C）「英国大学と協働で開
発するグローバル・地域包括ケア IPE プログラム
の構築」代表者：朝比奈真由美　2020-2023

15．「同上」分担者：酒井郁子，稲川知子，伊藤彰一，
横尾英孝　2020-2023

16．JSPS 科研費　若手研究「専門職の知識と市民の価
値を統合する死生観教育モデルの開発」代表者：高
橋在也　2018-2020

17．JSPS 科研費　研究活動スタート支援「社会変動に
直面する私立高等学校経営に関する実証的研究」代
表者：木村康彦　2020-2021

18．JSPS 科研費　基盤研究（C）「1980 年代の教育政治再
編における日米比較」分担者：木村康彦　2019-2022

19．早稲田大学教育総合研究所・研究部会公募研究助
成費「グローバル時代における高大接続に関する
研究： 大学附属校・系属校を対象として」分担者：
木村康彦　2019-2020

【受賞歴】
1 ．第 665 回日本内科学会関東地方会において、卒後臨

床研修医の上紗央理先生が奨励賞を受賞。熊谷仁先
生が指導医賞を受賞（2020 年 12 月 12 日）。

2 ．第 243 回日本呼吸器学会関東地方会・第 179 回日本
結核 / 非結核性抗酸菌症学会関東支部会において、
卒後臨床研修医の塩谷優先生が最優秀演題賞、中村
尚人先生が優秀演題賞を受賞（2021 年 2 月）

【その他】
・鋪野紀好：株式会社ホーキーメディテックと共同

開発で、Decision Making Card Web アプリである
「Decision Making Card」が完成。リソース作成、
監修担当。2020 年 8 月。

・鋪野紀好：Web ベースでの診療支援システムであ
る「Current Decision Support」のコンテンツ作成
でのサポートを行った。コンテンツ作成。2020 年 4
月。

・今枝太郎：看護師特定行為研修　急性血液浄化　看
護師特定行為研修の講義テキスト作成（全国の受講
者が使用）。急性血液浄化（総論、解剖生理）、急性
血液浄化（主要疾患の病態生理）、急性血液浄化（演
習問題作成）を担当。

●地域貢献
・NPO 法人千葉県医師研修支援ネットワークの運営委員として、医療専門職の研修を支援した。
・千葉県健康福祉部医療整備課　医師のキャリア形成プログラムに係るワーキンググループの委員として、千葉県

医師修学資金受給生の支援活動を行った。
・千葉県医師会　医学会運営委員会・副委員長 として、県民公開講座の企画等を行った。
・千葉県医師会　男女共同参画推進委員として千葉県の医師男女共同参画に関する活動を行った。
・医療系大学間共用試験実施評価機構　CBT 問題評価・プール化小委員会の委員として活動した。
・医療系大学間共用試験実施評価機構　OSCE 実施小委員会の委員として活動した。
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・医療系大学間共用試験実施評価機構　診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験　医学系運営委員会の委員とし
て活動した。

・医療系大学間共用試験実施評価機構　診療参加型臨床実習後客観的臨床能力試験関連委員会である、①総合評価
解析小委員会、②医学系実施管理小委員会、③学修評価項目・課題管理小委員会、④認定評価者養成・管理小委
員会、⑤模擬患者養成・管理小委員会の委員として活動した。

・医療系大学間共用試験実施評価機構　試験信頼性向上専門部会の委員として活動した。
・文部科学省高等教育局医学教育課　感染症医療人材養成事業推進委員会の委員として、同事業の推進に係る活動

を行った。
・文部科学省の委託を受けて、日本医学教育学会 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究の班員とし

て医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に係る活動を行った。
・厚生労働省の委託を受けて、医療系大学間共用試験実施評価機構 OSCE の模擬患者・評価者養成及び評価のあ

り方に係る調査・実証事業推進会議の委員を務め、また、同会議の関連員会である①評価のあり方小委員会、お
よび Delphi 法を応用したコンピテンス評価 WG の委員長として活動した。 

・厚生労働省　医師国家試験委員会の委員として活動した。
・千葉大学教育学部附属中学校の生徒を対象に、講義を行った。

●その他
・千葉大学大学院医学研究院附属クリニカル・スキルズ・センター（CCSC）を整備・運営して、医学生、研修医、

その他の医療専門職の研修を行った。
・医学教育研究室国際部門が、海外からの交換留学生に関連する業務を行った。
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研究領域等名： 診 断 推 論 学
診療科等名： 総 合 診 療 科

●はじめに
　今年度はエキスパートモデルと AI を融合させた診断推論アプリの開発や COVID 時代における医学教育に関す
る研究など臨床・教育をベースとした研究に努めた。臨床では、他院で診断不明とされた診断困難症例を中心に、
セカンドオピニオン外来として収益を確保した上で、臓器横断的な切り口で取り組んだ。教育は、診断推論カン
ファレンス（年 46 回）、東千葉メディカルセンターとの遠隔カンファレンス（年 29 回）を中核に様々な教育環境
を構築し、学内外から多数の見学者が訪れた。生涯教育として、卒前：学生（医学教育および医薬看 IPE）から卒
後：若手医師、大学院生、復職女性、研修登録医（他専門領域からの学び直し）に至る、シームレスなキャリアプ
ランを明示して、育てた医師が次世代を教える育成サイクルを構築した。研究論文の発表や講演、診断推論の学び
を広く共有するために主催する GM カンファレンスを介して、対外的な発信を積極的に行った。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医・薬・看の 1 － 4 次の学生に対する IPE：専門職連携教育および診断推論学の領域でユニット講義（「総合
診療の専門性」「コモンディジーズレクチャー」「症候学」など）、ベッドサイドラーニングならびにクリニカルク
ラークシップ（以下 CC）を実施した。CC は 5 年次 2 週間、6 年次 4 週間で、24 グループに診療参加型実習を行っ
た。PBL テュートリアルは、各グループ 1 症例、計 42 回実施した。年 46 回の外来症例検討会、年 29 回の東千
葉メディカルセンターとの遠隔カンファレンスおよび年 10 回の千葉市立青葉病院合同カンファレンスを実施し、
発表者が提示した臨床情報を元に、参加者全員がディスカッションを行い診断に至る過程を学習させた。
・卒後教育／生涯教育

●卒後教育
　初期研修医 17 名、専攻医 5 名に対して、他院で診断が付かず紹介されてきた診断困難例を中心に、外来・病
棟の専門的教育を行った。全症例で屋根瓦式の教育方式を採用しており、当該患者の正確な診断、診断エラーの
考察などを指導医からフィードバックしている。卒前卒後の学生・医師を対象とした科内カンファレンスは今年
度総計 85 回実施した。
●生涯教育
　復職女性 2 名、研修登録医 15 名に対して症例検討会年 85 回を中心に、それぞれの教育段階で必要なカリキュ
ラムの共有と実践を行った。育てた医師が若手医師を教える育成サイクルを構築して、持続可能な教育体制を提
供した。
・大学院教育

　大学院生 6 名を対象に博士過程 90 分× 15 コマ（2 単位）の臨床推論学特論および臨床推論学実習を実施した。
診断推論を重視したトレーニングを行い、地域医療での幅広い問題解決能力を身につけて、指導医として若手医
師を教育するためのスキルを身につけている。外来診療、在宅医療、緩和ケア、予防医学、リハビリ、地域保健
活動を専門職連携のもとで研修している。臨床研究の方法論を概説し、研究の立案、実施について指導を行い、
学会、論文発表を行った。総合内科専門医あるいは家庭医療専門医を取得し、指導医としての研修を受けながら
学位を取得するプログラムを構築、実践した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　家庭医療セミナーを開催し、日常診療における困難事例のケースを元に家庭医療学教育を実践した。自己学
習コンテンツを 120 例ネット配信し、時・場所・時間を選ばない学習環境を構築した。3 拠点（東京女子医科大
学、東千葉メディカルセンター、関連診療所）と双方向性のディスカッションが行える ICT 環境を構築し、症
例検討会全 85 回を実施した。普遍教育において、医学部 1 年生に対する現代医学、医学部 1・2・3 年生に対す
る IPE：専門職連携教育、医学部 4 年生に対する CC ベーシック / 臨床入門を担当した。また、千葉大学教育学
部養護教諭養成課程第 2 学年に対し児童・生徒への問診のコツに関する講義を行った。

●研　究
・研究内容

　診断推論学、医学教育、AI 診療に関する研究を中心に研究を行っている。
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　平成 29 年度厚労科研（臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研究事業）「電子カルテと連携する音声認識
システムのニーズ把握及び音声認識システムに用いられる医療用語辞書の編纂に関する研究」（3 年間、総事業費
2157 万円）、平成 29 年度科研費「反転授業は多職種（医薬看）におけるフィジカルアセスメントスキルを向上
させるか？」（3 年間、総事業費 416 万円）等を研究中である。
・研究業績
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12．石塚晃介，上原孝紀，横川大樹，野田和敬，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」左下腿
の脱力と痛みを主訴に受診した 75 歳女性．日本医
事新報　2020；5129：1-2

13．石塚晃介，横川大樹，鋪野紀好，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」座位で
悪化する腹痛を主訴に受診した 51 歳男性．日本医
事新報　2020；5021：1-2

14．石塚晃介，鋪野紀好，野田和敬，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」インド
ネシアからの帰国後に頸部リンパ節腫脹を呈した
28 歳女性．日本医事新報　2020；5023：1-2

15．池上亜希子，内田瞬，塚本知子，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」両下腿
の浮腫を主訴に受診した 78 歳女性．日本医事新報　
2020；5025：1-2

16．吉川寛，花澤奈央，鋪野紀好，上原孝紀，生坂政臣．
「キーフレーズで読み解く外来診断学」3ヶ月前から
二峰性の発熱・皮疹で受診した 30 歳男性．日本医
事新報　2020；5028：1-2

17．石塚晃介，鋪野紀好，塚本知子，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」嚥下痛
と関節痛を主訴に受診した 42 歳男性．日本医事新
報　2020；5030：1-2

18．池上亜希子，三戸勉，横川大樹，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」尿路乾
癬改善後に発熱，意識障害を来した 81 歳女性．日
本医事新報　2020；5034：1-2

19．石塚晃介，塚本知子，野田和敬，上原孝紀，生坂政
臣．「キーフレーズで読み解く外来診断学」発熱と
右上腕痛を主訴に受診した 73 歳女性．日本医事新
報　2020；5037：1-2

20．福澤文駿，林寧，塚本知子，上原孝紀，生坂政臣．
「キーフレーズで読み解く外来診断学」3ヶ月前から
の左前腕のむくみを訴えた 74 歳女性．日本医事新
報　2020；5039：1-2

21．田村弘樹，内田瞬，柳田育孝，鋪野紀好，生坂政臣．
「キーフレーズで読み解く外来診断学」手指の痛み
を主訴に受診し，診察中に症状が増えた 58 歳女性．
日本医事新報　2020；5041：1-2

22．石塚晃介，横川大樹，森隆浩，加藤智規，生坂政臣．
「キーフレーズで読み解く外来診断学」2 日前から
の心窩部痛を主訴に受診した 51 歳男性．日本医事
新報　2021；5047：1-2

23．近藤健，上原孝紀，野田和敬，塚本知子，生坂政臣．
「キーフレーズで読み解く外来診断学」発熱と右側
腹部痛を訴える 84 歳男性．日本医事新報　2020； 
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5054：1-2
24．近藤健，上原孝紀，野田和敬，塚本知子，生坂政臣．

「キーフレーズで読み解く外来診断学」CK および
胆道系酵素の上昇を認めた 67 歳女性．日本医事新
報　2020；5056：1-2

25．鋪野紀好．診断困難な痛みに向き合うケーススタ
ディ：明日からできる痛みへのアプローチ．診断と
治療　2020；108（5）

26．鋪野紀好．保健室で使える診断推論のコツのコツ　
第 22 回　うつ病．健　2020；（）：22-27

27．鋪野紀好，小島淳平，生坂政臣，藤沼康樹．家庭医
療×診断推論で挑む！プライマリ・ケアで出会う困
難事例 by 千葉大総診カンファレンス「眠れなくて
困っています」．G ノート　2020；7（1）：135-141

28．鋪野紀好，困った患者さんへの対応．レジデント
ノート　2020；21（16）：2835-2841

29．大平善之．すぐに使える　学校保健室でのフィジカ
ルアセスメント．歩み　2020；（54） 8-14．

30．鋪野紀好．保健室で使える診断推論のコツのコツ　
第 24 回　バセドウ病．健　2020；（）：34-39

31．野田和敬，上原孝紀，生坂政臣．症状・治療歴か
ら考える薬の副作用の診断プロセス問題集 60 題．
medicina　2020；57（3）：493-494，547-548

32．鋪野紀好，志賀隆．悩むケースに立ち向かう！臨床
推論のススメ方．内科　2020；125（5）：1263-1270

33．鋪野紀好．プライマリ・ケアの理論と実践　医学教
育における診断学教育の展望．週刊日本医事新報　
2020；5018（）：12-13．

34．鋪野紀好．検査異常のない疲労感では「神経変性疾
患」に留意せよ！．総合診療　2020；20（7）：852-856

35．鋪野紀好．アンガーマネージメント．ドクターサロ
ン　2020；64（7）：26-30

36．生坂政臣．足のむずむずは病気のサイン．PRESIDENT　
2020；（）：86-87

37．藤坂志帆，辻宏和，岡澤成祐，岡本拓也，音羽勘一，
及川卓，片岡直也，此下忠志，佐藤幸浩，南坂尚，
井村譲二，朴木博幸，三原弘，坂上裕司，鋪野紀好，
松本正孝．CPC 〜何が起きていたのか？最終病理
診断からのメッセージ〜吐血で搬入され，心不全，
肺炎として治療中に心停止を来した 94 歳女性．日
本内科学会雑誌　2020；109（9）：1992-2011

38．鋪野紀好．養護教諭のフィジカルアセスメント用
チェックリスト開発と効果検証．調査研究ジャーナ

ル　2020；9（1）：41-41
【単行書】

1 ．鋪野紀好：第 4 章 血液疾患および腫瘍の所見．内藤
俊夫（監翻）編，身体所見のメカニズム－A to Zハンドブッ
ク，初版，丸善出版，東京，2020：307-388．

2 ．鋪野紀好：内科初診外来ただいま診断中！．中外医
学社，東京，2020．

3 ．鋪野紀好：国試対策問題編集委員会編，第 114 回医
師国家試験問題解説，初版，メディックメディア，
東京，2020．

4 ．生坂政臣：外来診療の Uncommon Disease vol.3　
日本医事新報社，東京，2020．

5 ．生坂政臣：外来診療によく効く BATHE 法．メディ
カルサイエンスインターナショナル，東京，2020．

6 ．鋪野紀好：しくじり症例から学ぶ！Difficult Patient 対応
技法．日本医事新報社，東京，2020．

7 ．鋪野紀好：医療者のための Web 会議システム活用
メソッド．中外医学社，東京，2020．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．生坂政臣．第 31 回腰痛シンポジウムで講演
2 ．生坂政臣．第 118 回日本内科学会総会サテライトシ

ンポジウムで講演
3 ．生坂政臣．第 63 回日本小児神経学会学術集会で講

演
【学会発表数】
　国内学会　9 学会　15 回（うち大学院生 4 回）
　国際学会　2 学会　 2 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省「患者中心性視点からのかかりつけ医の
質と受療行動に関する調査研究」代表者：池上亜希
子　2020-2021

2 ．医療機器開発スタートアップ支援経費「ゲーミフィ
ケーションを用いた診断推論トレーニングアプリの
開発」代表者：鋪野紀好　2020

3 ．ハロラボ合同会社「高精度な診断推論 AI の実用化」
代表者：生坂政臣　2020

4 ．文部科学省「機械学習を用いた医学生におけるアン
プロフェッショナリズムな行動に関する予測モデ
ル」代表者：鋪野紀好　2020

5 ．文部科学省「word2vec による医学用語の分散表現
は疾患間の数学的距離を定量的に表現するか」代表
者：横川大樹　2019-2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

●外来診療　院内外から当科への紹介率は 71.5％であり、他院で診断が付かなかった診断困難症例を中心に外来
診療を行った。初再診合わせた総外来患者数は 1,104 人、初診患者数が 634 人（うち保険 283 人、セカンドオ
ピニオン 360 人）であった。診断は、精神 34％、筋骨格系、神経各 14％が上位を占めており、生物・心理・
社会的な問題を包括的に扱う臓器横断的な診療を実践した。外来新患率は 24.8%（前年差 -3.2%）と維持し、
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逆紹介率は 141.5%（前年差 +27.5%）と積極的に病診連携を行う事によって再診患者を減らし、新患を県内外
から積極的に獲得した。千葉県外からの受診は 118 人であり、新患の 18% を占め、本院のブランディングに
も繋がっていると考えられる。

　さらに新型コロナワクチン接種後の副反応への対応を病院職員や院外からの紹介を全面的に担い、ワクチン接
種においても当教室から人員を派遣した。

●当科では平成 26 年 10 月より入院診療を開始し（病床数 1）、令和 2 年の入院患者総数は 37 人であった。特に、
2020 年 4 月より呼吸器内科と協働しての COVID 病棟診療の初動部隊として病棟診療を行った。その後、第 1
波の患者数が増加し 2 病棟の対応となった際、呼吸器内科チームは 6 階東病棟、総合診療科チームは 3 階東病
棟の入院患者をチームリーダーとして担当し、第 1 波でウイルスの特性が分かっていない初動におけるパンデ
ミックへの対応を行った。

　さらに、2021 年 1 月 5 日からの新しい取り組みとして、主として外科系に入院中の患者に対する総合診療病
棟サポート（ジェネラルサポート）を 2021 年 1 月 5 日より開始した。3 月 31 日までの 3 カ月間に、80 件のコ
ンサルトを受け、他科の入院診療を支援する形で貢献した。これは、2019 年度の院内コンサルト年間 38 件と
比較して、わずか 3 カ月で倍以上のコンサルト数であり、臓器横断的な診療支援の多大なニーズがあることを
明らかにできた。

　その他、入院精査の上、いずれも診断が付いていなかった診断困難例に対して確定診断を行い、治療へと繋げ
た。

●先進医療を念頭においた取組みとして、診断困難症例を対象としたセカンドオピニオン外来についての調査を
実施し、本格導入を開始した。セカンドオピニオンには特別な検査や機械は要さず、人件費以外のコストは全
く掛からず、ほぼ全てが純利益として計上できるため、利益ベースでは年額 1,800 万円程度の増収となってい
る。

　外来セカンドオピニオン制の副次的効果として、2017 → 2018 → 2019 → 2020 年度（年額）の比較で、臨床検
査 1,500 万→ 660 万→ 520 万→ 325 万円、画像検査 860 万→ 370 万→ 250 万→ 120 万円と、COVID 禍による
患者数半減を考慮しても、2017 年度水準 50% 以下の目標を達成できた。検査・画像いずれも減価償却費等を
鑑みると利益率は 2 割程度とする報告もあり、本院が推進している検体検査項目数と画像検査削減のいずれに
も資すると考えられる。

●地域貢献
　東千葉メディカルセンター総合診療科に常勤 4 名、非常勤 2 名、さんむ医療センターに常勤 3 名・非常勤 3 名、
千葉市立青葉病院に常勤 2 名・非常勤 1 名、東京ベイ・浦安市川医療センターに常勤 1 名、いすみ医療センターに
非常勤 2 名の医師を派遣し、大学との連携を計りつつ地域貢献を実践している。
　千葉県ならびに他県の養護教諭対象の講演を行った。
　千葉大 GM カンファレンス 2020（オンライン）における約 400 名のリアルタイム参加者を始めとして、ワーク
ショップや多数の講演によって県内外からの学生や研修医、医師など多数の参加者とともに活発なディスカッショ
ンを行った。
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研究領域等名： 臨床研究・治療評価学／グローバル臨床試験学／医療行政学連携講座
診療科等名： 臨 床 試 験 部

●はじめに
　我が国においても規制に関する十分な知識と連携体制を持つ ARO を整備し ICH-GCP に基づく臨床試験を行う
こと、さらに global ARO の一員として、自ら国際社会の一員として主体的に試験を計画立案しこれを実践する体
制を構築することは、その成果を社会へ還元する道筋となり、我が国が抱えている臨床研究の問題点を解決する一
つの方法と成りうる。さらに、次のステップとして global ARO のアジアにおけるリーダーになること、最終的に
は世界のリーダーになることを目指すことは、千葉大学のみならず我が国の臨床研究の発展に重要である。従って、
千葉大学では、これらを実現するための具体的方策として、平成 15 年より Duke 大学 ARO との連携を行い、長
期的な目標と展望に立ち「人材育成」として faculty leader となる医師、研究者の育成、臨床試験専門職となる専
門スタッフの育成を行い、規制当局を始めとする連携体制のもと ARO を構築し、ICH-GCP にもとづく臨床試験
を実施している。さらに再生医療分野への対応が急務である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・イノベイティブ先端治療学 講義「総論」
・薬理学 講義「臨床試験」
・卒後教育／生涯教育

Ⅰ　看護部学習会の実施
　病棟看護師を対象とし、大学病院の役割と臨床試験、臨床試験に参加する患者の看護、部署で行われてい
る臨床試験について学習会を行った。2 部署（通院治療室、外来 5 階）で実施し、10 名の参加があった。

Ⅱ　薬剤部レジデント　臨床試験部研修
　　薬剤部研修の一環として、薬剤部研修生を対象に臨床試験部の業務について研修を行った。
Ⅲ　職員教育
（ 1 ）臨床研究入門講義（講演 90 分 7 回）
　　　① 10/5　② 10/13　③ 10/22  ④ 11/10　⑤ 11/20　⑥ 12/1 ⑦ 12/9
（ 2 ）臨床研究応用講義（講演 90 分 7 回）
　　　① 1/20　② 1/22　③ 1/29　④ 2/8　⑤ 2/22　⑥ 2/26　⑦ 3/19
（ 3 ）臨床研究展開講義（講演 90 分 7 回）
　　　① 12/16　② 1/6　③ 1/13　④ 1/20　⑤ 2/3　⑥ 2/13　⑦ 3/10
（ 4 ）専門職セミナー （DM・生物統計）（講演 90 分 3 回、②のみ 60 分）

①第 1 回 2/12　魚住龍史先生、②第 2 回 2/19　上村夕香理先生、③第 3 回 2/25　宮里盛幸先生、
④第 4 回 3/5　佐藤泉美先生

（ 5 ）初期データマネジャー養成研修）（講演 2 日間）
　　　① 1 日目 2/8　横堀真先生、宮里盛幸先生、小谷綾子先生、澤向慶司先生　② 2 日目 2/9　澤向慶司先生
（ 6 ）「倫理審査委員会研修会」（講演 60 分 3 回）

①第 1 回 6/15　真田昌爾先生、②第 2 回 12/21　松井豊先生、③第 3 回 1/18　江花有亮先生、島津実伸
先生

（ 7 ）「臨床研究・治験従事者研修」（講演 1 日間）
    　 ① 1/15
（ 8 ）CRA 養成研究（上級編） （講演 1 日間）
　　　① 3/6 筒泉 直樹先生、藤居 靖久先生
（ 9 ）新人 OJT 研修
　　　・新人専門職スタッフを対象（2 名）
　　　・座学 2ヶ月部内研修、実習 9ヶ月（3ヶ月各にローテーション）
・大学院教育

（ 1 ）臨床研究入門　1 単位　年 7 回開催
　　　① 10/5　② 10/13　③ 10/22　④ 11/10　⑤ 11/20　⑥ 12/1　⑦ 12/9
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（ 2 ）臨床研究応用　1 単位　年 7 回開催
　　　② 1/22　③ 1/29　④ 2/8　⑤ 2/22　⑥ 2/26　⑦ 3/19
（ 3 ）臨床研究展開 （講演 90 分 7 回）
　　　① 12/16　② 1/6　③ 1/13　④ 1/20　⑤ 2/3　⑥ 2/13　⑦ 3/10 
（ 4 ）医学薬学研究序説・生命倫理学特論　講義 「薬剤の臨床試験」
・その他（他学部での教育、普遍教育等）
（薬学部）
・病院実習「臨床試験部実習コース」 40 名

（他大学の教育支援）
・城西国際大学薬学部アドバンスト実務実習　①第 1 期 12 日間　1 名、②第 2 期 13 日間 3 名

●研　究
・研究内容

　医薬品、医療機器、再生医療製品の開発を目的とした研究を学内外の研究者と連携して実施している。再生医
療に関するプロジェクト、ドラッグリポジショニングに関する課題、医療機器に関する課題など多くの課題につ
いて取り組んでいる。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．H i r a m a t s u  A ,  H a n a o k a  H ,  U y a m a  Y . 

Characteristics on Drug Safety Measures in 
Japan Stratified by System Organ Classes and 
Therapeutic Categories in Relation to the Approval 
Date. Ther Innov Regul Sci 2020;54:1534-1540. 

2 ．Tanaka T, Hanaoka H, Sakurai S. Optimization of 
the quality by design approach for gene therapy 
products: a case study for adeno-associated viral 
vectors. Eur J Pharm Biopharm 2020;155:88-102. 

【雑誌論文・和文】
1 ．花岡英紀：解説「リウマチ分野における倫理と法的

規制、特定臨床研究について」リウマチ科　2020；
64：380-386．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 41 回日本臨床薬理学会学術総会 AS-9 学術委員

会企画シンポジウム ARO を具体的事例により考え
る：科学的なエビデンスの確立と ARO の多様性 

「医師主導治験において ARO をどのように活用す
るか－千葉大学の事例より－」（2020 年 12 月 3 日～
12 月 5 日、福岡）

【学会発表数】
　国内学会　4 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本医療研究開発機構　医薬品技術実用化総合促進
事業「新治療法開発のための医薬品・医療機器・再
生医療等製品創造と科学の双翼プロジェクト」代表
者：花岡英紀　2020

2 ．厚生労働省科学研究費補助金　臨床研究総合促進事
業「教育研修事業」代表者：花岡英紀　2020

3 ．日本医療研究開発機構　臨床研究・治験推進研究事

業「子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法
に対するメトホルミンの適応拡大にむけた多施設共
同医師主導治験」分担者：花岡英紀　2019-2021

4 ．日本医療研究開発機構　ARO 機能推進事業「シー
ズ開発実績に裏付けられた ARO 機能のリソース次
元縮約と可視化に関する研究」分担者：花岡英紀　
2019-2021

5 ．日本医療研究開発機構　研究公正高度化モデル開発
支援事業「研究倫理教育に関するモデル教材・プロ
グラム等の開発」分担者：花岡英紀　2019-2021

6 ．厚生労働行政推進調査事業費　医薬品・医療機器等
レギュラトリーサイエンス政策研究事業「薬事規制
の国際調和における外部ステークホルダー関与の在
り方の研究」分担者：花岡英紀　2020-2021

7 ．日本医療研究開発機構　新興・再興感染症及び予防
接種政策推進研究事業「無症状及び軽症 COVID-19
患者に対するネルフィナビルの有効性及び安全性を
探索するランダム化非盲検並行群間比較試験」分担
者：花岡英紀　2020-2022

8 ．日本医療研究開発機構　医療機器開発推進研究事業
「網膜色素変性を対象とした経皮膚電気刺激の有効
性及び安全性に関する検証的試験」分担者：花岡英
紀　2020-2022

9 ．日本医療研究開発機構　難治性疾患等実用化研究
事業「家族性 LCAT 欠損症を対象とした LCAT-
GMAC 治療実用化に向けた医師主導治験」分担者：
花岡英紀　2020-2022

10．科学研究費補助金　基盤研究（C）「生存時間をエ
ンドポイントとする用量反応性試験の評価指標の
研究：ベイズ流アプローチ」代表者：稲葉洋介　
2020-2022



― 185 ―

●診　療

先進医療－Ｂ
①標準治療後の進行期頭頸部扁平上皮癌症例に対するα -Galactosylceramide パルス樹状細胞を用いたアジュバン

ト療法の有効性に関する 2 群間　ランダム化第 II 相臨床試験
②局所進行性膵がんに対するゲムシタビン併用重粒子線治療に関する有効性安全性検証試験
③局所限局性前立腺癌高リスク症例に対する重粒子線治療の多施設共同臨床試験
④直腸癌術後骨盤内再発に対する重流離線治療の多施設共同臨床試験

医師主導治験
①網膜中心動脈閉塞症を対象とした経皮膚電気刺激の安全性および有効性に関する試験（第Ⅱ / Ⅲ相試験）
②非動脈炎性視神経症を対象とした経皮膚電気刺激の安全性および有効性に関する試験（第Ⅱ / Ⅲ相試験）
③切除不能な進行肝細胞癌患者を対象とした CYT001 の第Ⅰ相臨床試験・続発性（二次性）リンパ浮腫患者を対象と

した ICG 蛍光リンパ管造影によるリンパ浮腫診断・治療の有効性及び安全性を評価する　単群オープン試験
④子宮内膜異型増殖症・子宮体癌に対するメドロキシプロゲステロンとメトホルミンの併用忍容性温存療法の用量

反応性試験　他 6 件

●地域貢献
1 ）県立千葉中学授業（対象：中学 3 年生　約 80 名，① 2/17　② 3/3　7 時間 30 分）
　　実験を通した授業を実施
　　対象：中学 3 年生　約 80 名
　　　　①人体の仕組みと薬の関わりを知り、個人差について理解する
　　　　②臨床試験を疑似体験し、臨床試験を理解する
　　　　③臨床試験のデザインに挑戦しよう！
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研究領域等名： 医 療 情 報 学
診療科等名： 企 画 情 報 部

●はじめに
　業務では総合病院情報システムの管理・運営・機能強化を行うと共に、次期システム導入に向けての構想を策定
した。また、年々厳しさを増すサイバー攻撃に対する情報セキュリティ対策・対応を実施した。情報セキュリティ
に関するインシデント事例に関してはセミナー等を通じて教職員や学生に対して情報を共有し、再発防止とモラ
ル・リテラシーの向上を図った。
　教育では院内に加えて、千葉県内の他の教育機関等でも講義を担当し、医療情報学の基本的知識の普及に努めた。
研究では、官公庁（文部科学省、厚生労働省、AMED、PMDA）や企業（NTT データ、日立製作所）からの外部
資金を獲得し、医療の高度情報化に向けた研究・開発を行った。

●教　育
・学部教育／卒前教育

医学部 3 年：臨床入門において、「診療録・POMR」「医療面接から診療録記載」を担当した。
医学部 4 年：CC ベーシックにおいて、「電子カルテの使い方」を担当し、医療経済情報学ユニットにおいて、

現在の医療システムを国際的視野に立って理解し、この環境のもとで病院管理の基本事項を理解
し、その基盤となる病院情報システム・電子カルテ、電子健康情報（EHR）、地図情報（GIS）、セ
キュリティ、診療情報管理に関する教育を行った。

・卒後教育／生涯教育
　新規採用となった教員・医員・研修医・シニアレジデント・メディカルスタッフ・事務系職員に対する、情報
モラル・リテラシー、診療情報管理、病院情報システムの利用に関する教育を行った。
・大学院教育

　医用機器産業概論において、「電子カルテ開発の歴史と課題」を担当し、過去の歴史を踏まえた最新の医療情
報に関する技術・動向に関する教育を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

看護学部 1 年、薬学部 1 年：亥鼻 IPE において、「個人情報保護」
看護学部 2 年：保健情報学において、「医療情報〜看護師に求められる情報モラル・リテラシー〜」
薬学部 5 年：ガイダンスにおいて、「電子カルテの使い方」を担当し、情報モラル・リテラシー、病院情報シス

テムの利用に関する教育を行った。

●研　究
・研究内容

　厚生労働省・科研費「複数医療機関におけるアウトカム定義の作成・評価」において、研究協力者として病院
情報システム内のデータの提供とテキストマイニングに関する助言を行った。
　その他、下記（「外部資金獲得状況」欄内）企業と共同研究・開発を行った。
・研究業績

【雑誌論文・和文】
1 ．鈴木隆弘，土井俊祐，木村隆，島井健一郎，嶋田元，

野口怜，畠山豊，村松泰志，松本武浩，横井英人，
本多正幸，多施設統合退院サマリーデータベースの
臨床応用，Mumps29，2020：31-402

【学会発表数】
　国内学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．独立行政法人医薬品　医療機器総合機構「医療情報
データベース（MID-NET）システムの運用等に係る
業務委託」代表者：鈴木隆弘　2019-2020

2 ．株式会社日立製作所「電子カルテ等のデータを利用し
た診察パターン分析」代表者：鈴木隆弘　2018-2022

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「多施設統合退院
サマリーデータベースの臨床応用」代表者：鈴木隆
弘　2016-2020

4 ．厚生労働行政推進調査事業費補助金　医薬品・医療
機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業「医
療情報データベースの活用推進に関する研究」代表
者：鈴木隆弘　2019-2020

5 ．独立行政法人医薬品　医療機器総合機構「大規模医
療情報の標準化のための統一的管理手法の構築と利
活用の研究」分担者：鈴木隆弘　2019-2020
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【その他】
　日本内科学会認定内科医、認定内科専門医試験の病
歴要約評価を依嘱されている。
　日本医療情報データベース基盤事業のＷＧ構成員を

委嘱されている。
　日本Ｍテクノロジー学会理事を務めている。
　社会医学系専門医協会にて専門医・指導医認定委員
を務めている。

●地域貢献
　非常勤医師として、袖ケ浦福祉センター（袖ケ浦市）、高根病院（芝山町）において診療を行い、地域の医療に
貢献した。

●その他
　MTA2020 大会において実行委員長を務めた。
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研究領域等名： 薬 物 治 療 学
診療科等名： 薬 剤 部

●はじめに
　2020 年は新型コロナウイルス感染症の影響により、研究、教育、業務のいずれにおいても変化への対応という
ことが求められ続けた。
　そのような中でも研究は可能な限り継続し、成果を論文化することを前年度に引き続き目標とした。また、薬
学部学生の実務実習では期間の短縮を余儀なくされたが病棟業務については WEB での実習を取り入れるなどスケ
ジューリングや内容の工夫をした上で実施した。
　業務では例年通り病棟業務を中心に積極的に薬物療法に関わり、また医療安全や病院経営を意識した運営を心が
けた。新型コロナウイルス感染症に関連する医薬品の管理、運用、情報共有などにも奔走した 1 年となった。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部教育については、探索的先端治療学を 90 分× 1 コマ、薬理学を 90 分× 1 コマ、およびクリニカルクラー
クシップ（CC） basic を 90 分× 1 コマを担当した。亥鼻 IPE プログラム step2 では、医・薬・看護学部生の
MiX グループによるフィールドワークの導入や ICU における薬剤師の業務内容について講義を行ない、フィー
ルドワークでは 2 日間に渡り、8 名を受け入れた。また、step4 では、薬剤師 3 名が学生の 2 日間コンサルトと
して指導した。
　薬学部教育についてはコロナ禍での実務実習対応となりスケジュールの再編と実習内容・実施方法について調
整を行い、感染対策を徹底した状況下での病院実習を受け入れた。
・卒後教育／生涯教育

　薬剤部と薬学部協力講座（医療薬学研究室）の合同セミナーを週 1 回開催し、論文抄読や研究報告、症例検討
などを実施した。
　薬剤部レジデント生への卒後教育としては、レジデント 1、2 年生（計 11 名）に計 60 コマ程度の講義を行った。
また、レジデント 2 年生に対しては、年間を通じて薬剤管理指導の研修を 2 病棟にわたり実施した。
　また、日本病院薬剤師会のがん薬物療法認定薬剤師制度研修施設の認定を受けており、他機関の薬剤師を同事
業の研修生として 2 か月間受け入れた。
　この他、当薬剤部、大学院薬学研究院、薬友会の共催により薬剤師卒後教育研修講座を開催し、企画運営や講
師を担当した。
・大学院教育

　医学薬学府の講義として生命倫理学特論を 90 分× 1 コマ、薬物療法情報学特論を 90 分× 4 コマ、分子心血管
薬理学・医療薬学特論を担当した。
　また、看護学研究科の講義として臨床薬理学を 90 分× 7 コマ担当した。
　2020 年 12 月より、タイ王国からの留学生（大学院博士課程）を受け入れた。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　薬学部教育においては、薬学教育 6 年制コース （薬学科） の 4 年次前期の学生に対し、調剤学を 90 分× 15 コ
マを薬剤部の教職員で担当した。さらに、3 年次の学生に対して、薬剤師と地域医療を 90 分× 2 コマ講義した。
その他、4 年次生に対し漢方治療学を 90 分× 2 コマ担当した。普遍教育では、薬学への招待 II を 90 分× 2 コマ
担当した。

●研　究
・研究内容

　薬剤師業務遂行の過程で挙がってきた問題点を課題とする研究として本年は、集中治療を要する重症患者にお
ける抗菌薬の個別投与設計に関する研究を論文にまとめたほか、免疫抑制剤の血中濃度変動に関わる要因に関す
る研究なども研究成果として公表した。
　その他、診療科の医師や企業との共同研究として、乳幼児苺状血管腫に対するβブロッカー外用薬の開発、血
管平滑筋細胞新規培養法に用いる培地の開発、薬物の中枢移行に関する数理モデルの確立などに取り組んだ。
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・研究業績
【雑誌論文・英文】

1 ．Yamazaki S, Tatebe M, Fujiyoshi M, Hattori N, 
Suzuki T, Takatsuka H, Uchida M, Suzuki T, Ishii I. 
Population Pharmacokinetics of Vancomycin Under 
Continuous Renal Replacement Therapy Using a 
Polymethylmethacrylate Hemofilter. Ther Drug 
Monit. 2020 Jun;42（3）:452-459.

2 ．Niibe Y, Suzuki T, Yamazaki S, Suzuki T, Takahashi 
N, Hattori N, Nakada TA, Oda S, Ishii I.Population 
Pharmacokinetic Analysis of Meropenem in 
Critically Ill Patients With Acute Kidney Injury 
Treated With Continuous Hemodiafiltration. Ther 
Drug Monit. 2020 Aug;42（4）:588-594. 

3 ．Arai K, Yamamoto KH, Suzuki T, Mitsukawa N, 
Ishii I.Risk factors affecting pressure ulcer healing: 
Impact of prescription medications. Wound Repair 
Regen. 2020 May;28（3）:409-415.

4 ．Uchida M, Yamazaki S, Suzuki T, Takatsuka 
H, Ishii I. Effects of red blood cell concentrate 
transfusion on blood tacrolimus concentration. Int 
J Clin Pharm. 2020 Jun;42（3）:956-964.

5 ．Hamada Y, Uchida M, Arai S, Yamazaki K, Takeda 
M, Arai K, Nakamura T, Suzuki T, Ishii I. Analysis 
of patients' request to switch from a generic drug 
to the original drug in external prescriptions. J 
Pharm Health Care Sci. 2020 Dec 4;6（1）:27. 

6 ．Takatsuka H, Yamazaki S, Watanabe A, Yokoyama 
I, Suzuki T, Kamei K, Ishii I. Successful treatment 
o f  Asperg i l lus  empyema us ing combined 
intrathoracic and intravenous administration of 
voriconazole: A case report. J Infect Chemother. 
2020 Aug;26（8）:847-850.

7 ．Nakazawa T, Yamazaki S, Uchida M, Suzuki T, 
Nakamura T, Takayashiki T, Ohtsuka M, Ishii I. 
Association of marked prolongation of prothrombin 
time-international normalized ratio with warfarin 
and endoscopic nasobiliary drainage for biliary 
fistula after left hemihepatectomy. J Clin Pharm 
Ther. 2020 Aug;45（4）:815-818.

【雑誌論文・和文】
1 ．宮本仁，山崎伸吾，内田雅士，内田雅士，金子裕美，

新部陽子，岸本路子，仕子優樹，川崎洋平，中村貴
子，鈴木貴明，石井伊都子．

　　病院薬局製剤の使用後成績調査に影響する要因の
解析　日本病院薬剤師会雑誌　56（10）1143-1150．
2020 年

【単行書】
1 ．「薬剤師のための ナレッジベース」 石井伊都子／

監、鈴木貴明／編　じほう（東京）
2 ．「改訂モデル・コアカリキュラム対応　薬学生のた

めの臨床実習」日本病院薬剤師会　監修　日本病院
薬剤師会薬学教育委員会編集　薬事日報社（東京）　
石井伊都子、他（分担執筆）

3 ．「注射薬調剤監査マニュアル 2021」 石井伊都子／監　
エルゼビアジャパン（東京）

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．石井伊都子．新型コロナウイルス感染症流行の現状

と千葉大学での対応．第 30 回日本医療薬学会年会
2 ．石井伊都子．薬物療法専門薬剤師の展開．第 30 回

日本医療薬学会年会
3 ．石井伊都子．専門職連携教育亥鼻 IPE における e-

ポートフォリオの利用と課題．日本薬学会 140 年会
【学会発表数】
　国内学会　5 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科研費（奨励研究）「尿細管障害バイオマーカー及び
血中濃度測定によるガンシクロビル用量調節の有用
性評価」代表者：後藤優理　2020

2 ．科研費（奨励研究）「難治性潰瘍性大腸炎の活動指数
を共変量とした PPK パラメータの検討」代表者：
高塚博一　2020

3 ．科研費（若手研究）「血液脳関門の薬物透過性を予測
する血液マーカーに関する検討」代表者：石川雅之　
2020

4 ．科研費（若手研究）「腎障害マーカー L-FABP を用
いた抗菌薬の新規投与設計法に関する研究」代表
者：鈴木貴明　2020

5 ．厚労科研「拠点病院集中型から地域連携を重視し
た HIV 診療体制を構築を目標とした研究」分担者：
鈴木貴明　2020

6 ．研究助成金（医療科学研究所）「臨床検査値を表記し
た処方箋が薬物療法の安全性および医療費に与える
影響に関する研究」代表者：保ヶ辺雄也　2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

調剤・注射室：
　入院、外来処方箋に付記される検査値情報を基に処方適正化に向け早期の段階からチェックを行っている。が
ん患者に対する外来化学療法はさらに増加を続けており、入院も併せて年間 35,000 剤数以上の抗がん剤調製に
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対応した。化学療法レジメンの管理・登録についてもがん専門薬剤師を中心に整備を進めている。
医薬品情報室：
　医薬品の安全性に関わる情報を中心として定期的なミーティングを通じて部員への情報提供を行っている。後
発医薬品への切り替えも年 2 回の機会を設けて継続して進めており、後発医薬品使用比率は 90% 以上を維持し
ている。近隣保険薬局との協働でトレーシングレポート利用について運用を継続し、医師が外来診療にて処方す
るする際のサポートをおこなっている。
病棟統括管理室：
　薬剤管理指導料算定および病棟薬剤業務実施加算の算定も継続している。
TDM・製剤室：
　TDM・製剤室では、免疫抑制剤や抗菌薬，抗てんかん薬を中心として約 8,000 件の薬物血中濃度測定および
投与量設計を実施し薬物療法をサポートした。また、製剤に関する業務として診療で用いた院内製剤の評価や有
効性・安全性管理をするためのシステムを導入し適正な管理体制を構築した。
その他：
　患者支援センター、周術期管理センターでの薬剤師による入院前服薬情報聴取業務件数も上昇しており、休薬
が必要な薬剤の抽出と推奨休薬期間の提案などチーム医療の観点から積極的に関与した。

●地域貢献
　薬学部、千葉県病院薬剤師会、製薬企業などと連携して、卒後教育研修講座、千葉病院薬剤師スキルアップセミ
ナー、千葉 TDM セミナーをはじめとする研修会、研究会等を企画、開催し、多くの講演者を当薬剤部からも担当
した。
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研究領域等名： 腫 瘍 病 理 学
診療科等名： 　

●はじめに
　腫瘍病理学は、大学院医学研究院病理学の他 2 講座（診断病理学と病態病理学）とともに、病理学総論と病理学
各論の講義・実習、死体解剖保存法に基づく病理解剖の実施と臓器や標本の適正な保管管理を担当した。主な研究
活動は、企業共同研究で行う低侵襲医療機器の実用化、AMED・先端計測技術・機器開発プログラムの採択課題、
そして 2020 年度より開始した JST ムーンショット型研究開発事業（MS）での「免疫モジュールの計測解析技術
開発」である。科研費で行う基礎・基盤研究と並行してこれらの活動を進めたことで、病理実務と教育と研究開発
の一体化が進み、新たな知の創成と社会への還元を推進した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　腫瘍病理学は病理学総論（講義 8 コマ）、病理学各論（講義・実習 5 コマ）を担当した。病理学各論では、外
部機関より病理医を非常勤講師として招聘し、病理診断と疾患理解を基軸に、形態情報や遺伝子・生化学の理
解、分子機能と分析機器による計測原理などに関する講義・実習を実施していただいた。非常勤講師は、濱田新
七（大津市民病院）、岸宏久（同愛記念病院）、東守洋（埼玉医科大学）、北川元生（国際医療福祉大）4 名である。
・卒後教育／生涯教育

　2017 年度よりスタートした文部科学省・基礎研究医養成活性化プログラムにおいて、「病理・法医学教育イノ
ベーションハブの構築」を推進することで、卒後教育 / 生涯教育の拡充につとめた。千葉大学・腫瘍病理学は、
基礎研究医養成活性化プログラムの代表機関でその実施責任を担うことから、千葉大、群馬大、山梨大とそれぞ
れの大学の関連病院をつなぐ WEB 会議システムの運営を担当するとともに、千葉県内の基幹病院と教育・研究
に関する包括協定を締結することで、卒後教育 / 生涯教育の体制整備と運営を進めた。
・大学院教育

　大学院生を対象に病理解剖・外科病理、および分子病理学的病因病態解析の講義・実習演習を行った。文科
省・基礎研究医養成活性化プログラムにおいては、マクロ病理診断学連携講座（旭中央病院）で開催された 4 回
の CPC について、千葉大・山梨大・群馬大の大学院生がネットワーク通信を利用して聴講できるように環境を
整備した。旭中央病院主催 CPC のテーマは以下の通り。
①呼吸不全で死亡した新型コロナウイルス感染症の一例（6 月 12 日）
②透析導入期に透析困難症を呈し、透析維持に難渋した慢性腎不全の一例（7 月 10 日）
③急速に悪化する腎機能障害と腸腰筋血腫を認め、呼吸不全にて死亡した 1 例（10 月 2 日）
④幼少期より血痰あり、進行する呼吸不全にて死亡した 1 例（11 月 20 日）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

1）名古屋大学・大学院工学研究科・電気／電子／情報・通信工学特別講義「医用電子工学と生体電子の科学」
（2020 年 11 月 04 日）

2）プラズマ・核融合学会 専門委員会シンポジウム（プラズマバイオコンソーシアム 2020 年度研究会と共催） 
2020 年 11 月 24 日（九州大学医学部）

3）プラズマ・核融合学会 専門委員会で、教育シンポジウム「プラズマによる生体荷電制御の科学」 を企画して
実施。2021 年 2 月 19 日（虎ノ門グローバルスクエア　カンファレンス）

●研　究
・研究内容

　① AMED 先端計測技術・機器開発プログラムに代表者として採択され、1450nm 計測イメージングによる分
子病理解析システムの開発研究を実施している。②企業との共同研究により、低温大気圧プラズマを用いた低侵
襲医療機器プロトタイプを開発し、その評価研究を実施している。③ AMED 次世代治療・診断実現のための創
薬基盤技術開発事業で、GAG 鎖および O-GlcNAc 修飾を検出できる高感度・高特異性改変レクチンの開発評価
を実施している。④科研費（池原譲）では、膵管癌を発症する遺伝子改変マウスを用いて癌関連線維芽細胞の分
化メカニズムの解明に取り組んでいる。⑤科研費（山口高志）では、予後不良となるヒト甲状腺癌のモデルマウ
スを作製し、治療標的となる活性化シグナルの探索を進めている。⑥科研費（池原早苗）では、ヒトの慢性膵炎
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の原因となる BK ウイルスについて、T 抗原による膵炎誘導のメカニズムの解明に取り組んでいる。⑥ JST ムー
ンショット型研究開発事業（MS）では、次世代の半導体材料や加工技術を取り入れた元素イメージング技術の
開発を進めている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Akita S, Yamaji Y, Takeuchi N, Wakai K, Azuma K, 

Nakagawa A, Fujimoto H, Sangai T, Nagashima T, 
Mitsukawa N, Ikehara Y. Detection of Nonpalpable 
Tiny Axillary Lymph Nodes Surrounded by 
Adipose Tissue Using a Near-Infrared Camera. 
Lymphat Res Biol. 2020; 10.1089/lrb.2019.0022.

2 ．Maimaiti M, Sakamoto S, Yamada Y, Sugiura M, 
Rii J, Takeuchi N, Imamura Y, Furihata T, Ando K, 
Higuchi K, Xu M, Sazuka T, Nakamura K, Kaneda 
A, Kanai Y, Kyprianou N, Ikehara Y, Anzai N, 
Ichikawa T. Expression of L-type amino acid 
transporter 1 as a molecular target for prognostic 
and therapeutic indicators in bladder carcinoma.　 
Scientific reports. 2020;10（1）:1292. 

3 ．Yamada H, Kato S, Shimizu T, Fujiwara M, 
Fujiwara Y, Kim J, Ikehara S, Shimizu N, Ikehara 
Y, and Sakakita H. Striation phenomena in a low 
temperature atmospheric pressure neon plasma 
jet by optical emission spectroscopy. Physics of 
Plasmas. 2020; 27: 022107.

4 ．Pecori F, Akimoto Y, Hanamatsu H, Furukawa 
J, Shinohara Y, Ikehara Y, Nishihara S. Mucin-
type O-glycosylation controls pluripotency in 
mouse embryonic stem cells via Wnt receptor 
endocytosis. J. of Cell Sci. 133: jcs245845 2020, doi: 
10.1242/jcs.245845 

5 ．Shimizu T, Yamada H, Fujiwara M, Kato S, 
Ikehara Y, and Sakakita H. Dynamics of flow 
in albumin solution treated by low-temperature 
atmospheric pressure helium plasma jet. American 
Institute of Physics （AIP） Advances. 10, 125216, 
2020, DOI: 10.1063/5.0033307

6 ．Ito Y, Inoue E, Matsui Y, Kobuchi S, Moyama C, 
Amagase K, Yoshimura M, Ikehara Y, Nakata 
S, Nakanishi H. Cytology-based Detection of 
Circulating Tumour Cells in Human Pancreatic 
Cancer Xenograft Models With KRAS Mutation. 
Anticancer Res.　2020 Dec;40（12）:6781-6789. doi: 
10.21873/anticanres.14701.

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Ikehara Y, Yamaguchi T, Ikehara S, Hashimoto M, 

Kusano T, Azuma K, Development of a new mouse 
model and imaging sensor technology to elucidate 
the emergence of pancreatic duct carcinoma　 第

79 回日本癌学会学術総会　2020 年 10 月 03 日　広
島　（指定演題）

【学会発表数】
　国内学会　1 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．ムーンショット型研究開発事業「免疫モジュールの
計測解析技術開発」代表者：池原譲　2020-2025

2 ．AMED 先端計測分析技術・機器開発プログラム
「1450nm 計測イメージングによる分子病理解析シ
ステムの開発研究」代表者：池原譲　2019-2021

3 ．科研費　基盤研究 C「膵管癌を発症する遺伝子改変
マウスを用いた癌関連線維芽細胞の分化メカニズム
解明」代表者：池原譲　2019-2021

4 ．プロジェクト・共同研究「低侵襲プラズマ止血装置
の開発研究」代表者：池原譲　2018-2022

5 ．文部科学省　基礎研究医養成活性化プログラム「病
理・法医学教育イノベーションハブの構築」代表
者：池原譲　2017-2021

6 ．科研費　基盤研究（S）「病原性免疫記憶の成立機構
の解明－難治性炎症疾患の病態の理解へ－」分担
者：池原譲　2019-2023

7 ．AMED-CREST 革新的先端研究開発支援事業「気
道組織における病的リモデリング（線維化）機構の解
明と病態制御治療戦略の基盤構築」分担者：池原譲　
2018-2023

8 ．日本医療研究開発機構研究費「新型コロナウイルス感
染症で血管炎を誘導する新たな病的免疫細胞集団の
同定と病態形成機構」分担者：池原譲　2020-2022

9 ．AMED　糖鎖利用による革新的創薬技術開発事業
「高感度・高特異性改変レクチン開発による GAG
鎖および O-GlcNAc 修飾を標的とした創薬探索技術
の確立」分担者：池原譲　2016-2020

10．科研費　基盤研究 C「予後不良となるヒト甲状腺癌
のモデルマウス作製と治療標的の探索」代表者：山
口高志　2020-2022

11．科研費　基盤研究 C「BK ウイルス T 抗原による膵
炎への関与、膵炎誘導のメカニズム解明」代表者：
池原早苗　2020-2022

【特　許】
1 ．発明名称：撮像システム及び手術支援システム
　　発 明 者：池原譲、小倉睦郎、牧野内進
　　登録番号：特 671073（2020/05/29）
2 ．発明名称：画像処理システム、画像処理装置、投影

装置、及び投影方法
　　発 明 者：池原譲、牧野内進、石川徹朗
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　　登録番号：特 677950（2020/10/16）
3 ．発明名称：肺癌識別マーカー
　　発 明 者：成松久、池原譲、梶裕之、久野敦、栂谷

内晶、大倉隆司、松崎英樹、平尾嘉利、

岩城隼、安部美奈子、野村将春、野口雅
之

　　登録番号：602011068587.2（ドイツ : 2020/09/09）、
　　　　　　　3444267（英国、フランス : 2020/09/09）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　9 件の病理解剖を実施し、剖検カンファレンスを通じてマクロ病理診断を行った。
　病理学講座は、死体解剖保存法に基づき、平成 13 年 11 月 26 日の病理学会による「病理解剖の倫理的課題に
対する提言」の第 4 項「臓器や標本の保存」に示された答申に基づき、剖検臓器および標本の保管管理を担当し
た。

●地域貢献
　千葉大学大学院・医学研究院の病理学 3 講座は、各月 10 日間ずつを当番日として、千葉県医師会を介して千葉
県内の他医療機関から依頼のあった症例について剖検を実施している。2020 年度において腫瘍病理学は 9 件の剖
検を実施しており、このうち他医療機関から依頼を受けて行った剖検数は 1 件であった。
　また WEB Meeting として行う CPC の事務局を担当し、マクロ病理診断学連携講座（旭中央病院）で開催され
た 4 回の CPC について、千葉大・山梨大・群馬大の病理学講座関連の病院に所属となっている病理医も参加でき
るように運営した。
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研究領域等名： 免 疫 細 胞 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　免疫細胞医学では、悪性腫瘍に対する NKT 細胞を中心とする免疫系を用いた新規治療法の開発研究を行って
いる。2020 年は、NKT 細胞の腫瘍認識機構を解明した論文や、気管支鏡を利用した臨床研究 「NKT 細胞を用い
た免疫療法」 の結果を解析した論文などを公表した。今後も NKT 細胞を用いた免疫療法の治療効果向上を目指し
て、NKT 細胞活性化による抗腫瘍効果発現のメカニズム解析および免疫療法の有効性を予測可能とするバイオマー
カーの探索といった基礎研究を継続的に行い、その結果をもとにしたトランスレーショナルリサーチを推進する。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部では、「イノベイティブ先端治療学」「基礎医学ゼミ」の講義を担当した。またイノベイティブ先端治療
学の科目責任者を務めている。
・大学院教育

　博士課程において、「創薬キャリアパス特論」「プレゼンテーションセミナー中級Ⅰ・Ⅱ」「実践英語」「臨床腫瘍
学特論」「医学薬学研究序説・生命倫理学特論」「革新医療創生演習」の科目責任者を務め、「臨床腫瘍学特論」「革
新医療創生演習」「治療学演習」では講義や演習を担当した。
　修士課程において「先端治療学特論」の講義を担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育授業において「免疫とアレルギー」についての講義を担当した。また、薬学部にて「化学療法学」の
講義を担当した。

●研　究
・研究内容

　抗腫瘍効果をもつ免疫細胞を利用したがん治療の開発研究を行う。治療用免疫細胞の詳細な作用機序およびが
んの免疫抑制作用を解明し、有効で安全な新規治療法を開発する。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Hara, A., Koyama-Nasu, R., Takami, M., Toyoda, 

T., Aoki, T., Ihara, F., Kobayashi, M., Hirono, 
S., Matsutani, T., Nakayama, T., Iwadate, Y., 
Motohashi, S.: CD1d expression in glioblastoma 
is a promising target for NKT cell-based cancer 
immunotherapy. Cancer Immunol. Immunother. 70

（5）:1239-1254（2020）
2 ．Suzuki, A.S., Yagi, R., Kimura, M.Y., Iwamura, C., 

Shinoda, K., Onodera, A., Hirahara, K., Tumes, D. 
J., Koyama-Nasu, R., Iismaa, S. E., Graham, R. M., 
Motohashi, S., and Nakayama, T.: Essential role 
for CD30-Transglutaminase 2 axis in memory Th1 
and Th17 cell generation. Front. Immunol. 11:1536 

（2020）.
3 ．Hata, A., Suzuki, H., Nakajima, T., Fujiwara, T., 

Shiina, Y., Kaiho, T., Toyoda, T., Inage, T., Ito, T., 
Sakairi, Y., Tamura, H., Wada, H., Yamada, Y., Chiyo, 
M., Matsusaka, K., Fukuyo, M., Shinohara, KI., 
Itoga, S., Motohashi, S., Matsushita, K., Kaneda, A., 
and Yoshino, I.: Differential gene analysis during 

the development of obliterative bronchiolitis in a 
murine orthotopic lung transplantation model: a 
comprehensive transcriptome-based analysis.PLoS 
One.15（5）:e0232884（2020）

4 ．Aoki, T., Takami, M., Takatani, T., Motoyoshi, K., 
Ishii, A., Hara, A., Toyoda, T., Okada, R., Hino, M., 
Koyama-Nasu, R., Kiuchi, M., Hirahara, K., Kimura, 
M.Y., Nakayama, T., Shimojo, N., and Motohashi, S.: 
Activated invariant natural killer T cells directly 
recognize leukemia cells in a CD1d-independent 
manner. Cancer Sci. 111（7）:2223-2233（2020）. 

5 ．Ishibashi, F., Sakairi, Y., Iwata, T., Moriya, Y., 
Mizobuchi, T., Hoshino, H., Yoshida, S., Hanaoka, 
H., Yoshino, I., and Motohashi, S.: A phase I study 
of loco-regional immunotherapy by trans-bronchial 
injection of α -galactosylceramide-pulsed antigen 
presenting cells in patients with lung cancer. Clin. 
Immunol. 215:108457（2020）.

6 ．Toyoda, T., Kamata, T., Tanaka, K., Ihara, F., 
Takami, M., Suzuki, H., Nakajima, T., Ikeuchi, 
T., Kawasaki, Y., Hanaoka, H., Nakayama, T., 
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Yoshino, I., and Motohashi, S.: Phase II study of 
α-galactosylceramide-pulsed antigen-presenting 
cells in patients with advanced or recurrent non-
small cell lung cancer. J. Immunother. Cancer 8（1）: 
e000316 （2020）.

【雑誌論文・和文】
1 ．本橋新一郎、飯沼智久、黑川友哉、古関明彦　iPS-

NKT 細胞によるがん治療の開発　癌と化学療法　
47（10）：1411-1414（2020）

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．本橋新一郎　iPS 細胞を利用したがん免疫療法の

医師主導治験　第 41 回日本臨床薬理学会学術総会　
2020 年 12 月 4 日　福岡（WEB）

【学会発表数】
　国内学会　3 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本医療研究開発機構　再生医療実現拠点ネット
ワークプログラム「疾患・組織別実用化研究拠点」

（拠点 B）「NKT 細胞再生によるがん免疫治療技術
開発拠点」分担者：本橋新一郎　2012-2023

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「肺癌腫瘍局
所の免疫応答理解に基づく NKT 細胞標的免疫療法
の開発」代表者：本橋新一郎　2018-2020

3 ．日本医療研究開発機構　難治性疾患実用化研究事業

「ナチュラルキラー T 細胞活性化による慢性炎症制
御に基づく新たな心筋症治療の実用化」分担者：本
橋新一郎　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「肺移植後急
性・慢性拒絶反応を抑制する IL-2 複合体の臨床応
用に向けた研究」分担者：本橋新一郎　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「CD69-Myl9/ 
12 システムを標的とした新規がん免疫療法の開発」
分担者：本橋新一郎　2018-2020

6 ．日本医療研究開発機構　再生医療実用化研究事業
「再発・進行頭頸部がん患者を対象とした iPS-NKT
細胞動注療法に関する第 1 相試験」分担者：本橋新
一郎　2019-2021

7 ．日本医療研究開発機構　次世代がん医療創生研究事
業「CD69 分子を標的とした新規のがん免疫療法の
開発」分担者：本橋新一郎　2020-2021

8 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「NK 細胞の
アジュバント効果を利用した NKT 細胞療法による肺癌
免疫治療の検討」代表者：髙見真理子　2020-2022

9 ．公益財団法人武田科学振興財団「肺癌免疫治療へ向
けた NK 細胞による NKT 細胞の抗腫瘍効果に対す
るアジュバント効果の検討」代表者：髙見真理子　
2019-

10．一般財団法人濱口生化学振興財団「iPS 細胞由来
NKT 細胞（iPS-NKT）を用いた膠芽腫に対する新た
な複合免疫療法の開発」代表者：本橋新一郎　2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　呼吸器外科外来診療の一部を担当した。
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研究領域等名： 機 能 ゲ ノ ム 学
診療科等名： 　

●はじめに
　機能性 RNA 分子であるマイクロ RNA に着目し、癌細胞における癌抑制型・癌促進型マイクロ RNA の探索と、
マイクロ RNA が制御する機能性 RNA 分子ネットワークの探索を継続している。今年度は、癌細胞の周辺に存在
する癌関連線維芽細胞に着目した。肺癌および頭頸部扁平上皮癌患者から、癌関連線維芽細胞の初代培養を行い、
マイクロ RNA の発現プロファイルを作成した。癌関連線維芽細胞で特異的に発現しているマイクロ RNA を癌細
胞に核酸導入する事で、癌細胞の機能性 RNA 分子ネットワークの変化を認めた。これら細胞内の分子ネットワー
クの変化と、癌細胞の悪性化獲得機構について検討をを行っている。

●教　育
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　非常勤講師として、鹿児島大学・医学部において、分子生物学を担当している。非常勤講師として、君津中央
病院付属看護学校において、分子生物学を担当している。

●研　究
・研究内容

　機能性 RNA 分子の 1 種であるマイクロ RNA に着目し、癌抑制型マイクロ RNA が制御する分子ネットワー
クの探索を継続している。特に、難治性癌である膵臓癌、小細胞肺癌、食道扁平上皮癌について、患者組織から
RNA シークエンスによりマイクロ RNA 発現プロファイルを作成した。マイクロ RNA 発現プロファイルから、
新規癌抑制型マイクロ RNA の探索と、マイクロ RNA が制御する機能性 RNA 分子ネットワークの一旦を明ら
かにした。膵癌においては、インテグリンを介するシグナルの活性化が、膵癌の転移に重要な役割を担っている
事を明らかにした。小細胞肺癌においては、DNA 複製関連蛋白である、minichromosome maintenance 2-7 の異
常発現が、抗癌剤耐性に重要な役割を担っている事を明らかにした。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Okada R, Goto Y, Yamada Y, Kato M, Asai S, 

Moriya S, Ichikawa T, Seki N. Regulation of 
Oncogenic Targets by the Tumor-Suppressive 
miR-139 Duplex （miR-139-5p and miR-139-3p） in 
Renal Cell Carcinoma. Biomedicines. 2020 Dec 12;8

（12）:599. doi: 10.3390/biomedicines8120599.
2 ．Tanaka T, Okada R, Hozaka Y, Wada M, Moriya 

S, Satake S, Idichi T, Kurahara H, Ohtsuka T, Seki 
N. Molecular Pathogenesis of Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma: Impact of miR-30c-5p and miR-
30c-2-3p Regulation on Oncogenic Genes. Cancers 

（Basel）. 2020 Sep 23;12（10）:2731. doi: 10.3390/
cancers12102731.

3 ．Mizuno K, Tanigawa K, Nohata N, Misono S, 
Okada R, Asai S, Moriya S, Suetsugu T, Inoue H, 
Seki N. FAM64A: A Novel Oncogenic Target of 
Lung Adenocarcinoma Regulated by Both Strands 
of miR-99a （miR-99a-5p and miR-99a-3p）. Cells. 
2020 Sep 11;9（9）:2083. doi: 10.3390/cells9092083. 

4 ．Shimomura H, Okada R, Tanaka T, Hozaka Y, 
Wada M, Moriya S, Idichi T, Kita Y, Kurahara H, 
Ohtsuka T, Seki N. Role of miR-30a-3p Regulation 

of Oncogenic Targets in Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma Pathogenesis. Int J Mol Sci. 2020 
Sep 4;21（18）:6459. doi: 10.3390/ijms21186459.

5 ．Wada M, Goto Y, Tanaka T, Okada R, Moriya S, 
Idichi T, Noda M, Sasaki K, Kita Y, Kurahara H, 
Maemura K, Natsugoe S, Seki N. RNA sequencing-
based microRNA expression signature in esophageal 
squamous cell carcinoma: oncogenic targets by 
antitumor miR-143-5p and miR-143-3p regulation. J 
Hum Genet. 2020 Nov;65（11）:1019-1034. doi: 10.1038/
s10038-020-0795-x.

6 ．Kawagoe K,  Wada M, Id ichi  T,  Okada R, 
Yamada Y, Moriya S, Okubo K, Matsushita D, 
Arigami T, Kurahara H, Maemura K, Natsugoe 
S, Seki N. Regulation of aberrantly expressed 
SERPINH1 by antitumor miR-148a-5p inhibits 
cancer cell aggressiveness in gastric cancer. J 
Hum Genet. 2020 Aug;65（8）:647-656. doi: 10.1038/
s10038-020-0746-6.

7 ．Yamada Y, Nohata N, Uchida A, Kato M, Arai T, 
Moriya S, Mizuno K, Kojima S, Yamazaki K, Naya 
Y, Ichikawa T, Seki N. Replisome genes regulation 
by antitumor miR-101-5p in clear cell renal cell 
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carcinoma. Cancer Sci. 2020 Apr;111（4）:1392-1406. 
doi: 10.1111/cas.14327. 

8 ．Toda H, Seki N, Kurozumi S, Shinden Y, Yamada Y, 
Nohata N, Moriya S, Idichi T, Maemura K, Fujii T, 
Horiguchi J, Kijima Y, Natsugoe S. RNA-sequence-
based microRNA expression signature in breast 
cancer: tumor-suppressive miR-101-5p regulates 
molecular pathogenesis. Mol Oncol. 2020 Feb;14（2）: 
426-446. doi: 10.1002/1878-0261.12602.

【学会発表数】
　国内学会　12 回（うち大学院生 12 回）
　国際学会　 4 回（うち大学院生 4 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「機能性 RNA
解析に基づく頭頚部扁平上皮癌治療抵抗性獲得機序
の探索」代表者／分担者：関直彦　2018-2021

2 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「機能性 RNA
を起点とした治療抵抗性頭頸部扁平上皮癌のドラッ
グリポジション戦略研究課題」分担者：吉川直子　
2019-2022

3 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「食道扁平上皮
癌・機能性 RNA 統合理解に基づく治療抵抗性分子
機序の解明」分担者：和田真澄　2019-2022

4 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「大腸癌・機能
性 RNA ネットワーク探索に基づく診断および治療
標的分子の同定」分担者：吉満工平　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「トリプリネガ
ティブ乳癌・機能性 RNA 統合理解による治療標的
分子経路の解明」分担者：戸田洋子　2019-2022

6 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「機能性 RNA
統合理解に基づく間質性肺炎合併肺癌の分子経
路探索と新規治療法の開発」分担者：眞田宏樹　
2019-2022

7 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「小細胞肺癌
の機能性 RNA 統合解析に基づくドラッグ・リポジ
ショニングの考案」分担者：水野圭子　2019-2022

8 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「マイクロ
RNA を起点とした肺扁平上皮癌に関する分子経路
と新規治療法の探索研究研究課題」分担者：内田章
文　2019-2024

9 ．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「食道扁平上皮
癌オルガノイド・マイクロ RNA 解析による治療抵
抗性分子経路の解明研究課題」分担者：下之薗将貴　
2018-2021

10．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「消化器癌個別
化治療にむけた 3D 培養と共培養を用いた癌組織不
均一性の基礎研究」分担者：喜多芳昭　2018-2021

11．文部科学省科学研究費（基盤研究 C）「革新的治療
法開発に向けた治療抵抗性頭頸部癌における機能
性 RNA ネットワークの探索」分担者：花澤豊行　
2017-2020
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研究領域等名： 口 腔 科 学
診療科等名： 歯 科・ 顎・ 口 腔 外 科

●はじめに
　当科は大正 7 年に創設され、日本の口腔外科の発祥の地の一つに数えられるほどにその歴史は古い。特に口腔
外科の草創期に多くの先駆的指導者を世に輩出し、多くの大学の口腔外科創設に関わり、また千葉県内を中心に数
多くの関連病院と共に地域医療を固く守ってきた。臨床においては口腔癌を中心に各種疾患に対する専門的治療を
行っており、また研究においては癌研究・再生医療に力を入れている。臨床・研究を両立し、その特色を生かして
多くの成果を上げてきた。このような歴史の上に当科では教育、臨床、研究、卒後研修、地域医療への弛まぬ努力
を継続している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部学生 4 年生に対してはユニット講義、6 年生に対しては CC（クリニカル・クラークシップ）を行って
いる。医学部の通常授業では含まれない材料学や人工生体材料、特殊な X 線撮影法や画像診断法、歯牙や骨な
どの硬組織疾患の治療法、口腔内の複雑な形態と混合感染環境の理解、重症歯性感染症をはじめとする口腔と全
身疾患の関係などに重点を置いて教育を行っている。
・卒後教育／生涯教育

　歯科医師の卒後研修について他施設が 1 年制であるのに対し、当院では医師卒後研修と同等の完全 2 年制を採
用している。また他施設で研修修了した歯科医師のために 1 年間のアドバンス・コースも設置し、加えて卒後 3
年目の後期研修医制度も実施している。口腔外科学草創期から多くの指導者を輩出してきた草分けの口腔外科学
教室としての自負のもと、歯科界に貢献できる人材育成に力を尽くすべく努力をしている。歯科専門コースとし
ての口腔外科医育成コースでは口腔外科学会認定医、専門医、指導医の育成に力を入れている。1 年を通じ、火
曜日に基礎研究検討会、金曜日に臨床症例検討会、抄読会を行っている。また CLINICAL ANATOMY LAB を
積極的に利用し、頭頸部癌手術および再建術、下顎矢状分割術、インプラント埋入術、一般的な外科手技などさ
まざまな領域・レベルの手術シュミュレーションや研究、教育を多数行っている。
・大学院教育

　大学院医学薬学府博士課程においては臨床腫瘍学講義を行っている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉大学教育学部養護教諭課程学生の講義（口腔保健学）を行っている。
　千葉医学会歯科口腔外科例会を開催している。

●研　究
・研究内容

　大型予算を複数獲得し、他科や他施設の大学院生も研究に参加して活発に研究活動を展開した。ほとんどの業
績が自らの教室が中心となり行った研究である。研究内容としては抗癌剤耐性メカニズムの解明とその阻害剤に
よる増強治療法の開発、癌の放射線耐性メカニズムの解明とその阻害剤による増強治療法の開発、細胞接着因子
増強剤による癌転移抑制治療法の開発など、多くの研究が癌とその治療に関するものである。また歯牙や唾液腺
など口腔組織再生に関する研究も多くの成果を上げている。研究の進捗は極めて順調であり、学会からの表彰な
ど高い外部評価を得た。癌の研究は単なる研究に留まらず、実際の治療に役立つトランスレーショナル・リサー
チに発展している。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Manabu Iyoda, Kazuyuki Koike, Tomoaki Saito, 

Dai Nakashima, Kasamatsu Atsushi , Endo-
Sakamoto Yosuke, Masataka Sunohara, Masashi 
Shiiba, Katsuhiro Uzawa, Hideki Tanzawa. Basaloid 
squamous cell carcinoma in the mandibular 
gingiva. Oral Sci Int. 17（1）:47-49 2020.

2 ．Jun-Ichiro Yamamoto, Atsushi Kasamatsu, Morihiro 
Higo, Yosuke Endo-Sakamoto, Katsunori Ogawara, 
Masataka Sunohara, Masashi Shiiba, Katsuhiro 
Uzawa, Hideki Tanzawa. Multiple pigmentations in 
Laugier-Hunziker-Baran syndrome. Oral Sci Int. 17

（2）:103-105 2020.
3 ．Masashi Shiiba, Takao Baba, Keitaro Eizuka, 
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Atsushi Kasamatsu, Katsuhiro Uzawa, Yuichi 
Takiguchi , Hideki Tanzawa. Characteristic 
of Langerhans cell histiocytosis in oral and 
maxillofacial regions. Oral Sci Int. 17（2）:94-96. 2020.

4 ．Aika Tanzawa, Masashi Shiiba, Tomoaki Saito,  
Atsushi Kasamatsu, Yosuke Endo-Sakamoto, 
Masataka Sunohara, Katsuhiro Uzawa, Yuichi 
Takiguchi, Hideki Tanzawa, Hiroshi Shirasawa. 
Comprehensive gene expression analysis of 
semaphorins in oral squamous cell carcinoma. Oral 
Sci Int. 17（2）:67-72 2020

【雑誌論文・和文】
1 ．宮本勲，坂本洋右，大和地正信，澤井裕貴，神津由

直，金沢春幸，伊豫田学，中嶋大，笠松厚志，椎葉
正史，鵜澤一弘，丹沢秀樹．顎口腔領域に発症し
た気腫の 4 症例．日口腔顎顔面外傷　19（2）：69-75．
2020．

2 ．喜田晶洋，椎葉雅史，皆川康之，小池一幸，山野由
紀男，伏見一章，伊豫田学，斎藤謙悟，鵜澤一弘，
丹沢秀樹．口腔扁平上皮癌に対するサイバーナイ
フ治療例の臨床的検討．日口腔外会誌　66（3）：124-
130．2020．

3 ．神津由直，椎葉正史，永塚啓太郎，宮本勲，笠間洋
樹，伊豫田学，中嶋大，笠松厚志，坂本洋右，鵜澤
一弘，滝口裕一，丹沢秀樹．再発・転移を認めた口
腔扁平上皮癌症例に対するセツキシマブ併用化学療
法の検討．千葉医学会誌　96（6）：125-132．2020．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．日本大学松戸歯学部（松戸）　講演　鵜澤一弘
2 ．歯科口腔機能管理研修会（オンデマンドオンライン

配信）　講演　鵜澤一弘
【学会発表数】
　国内学会　6 学会　13 回（うち大学院生 8 回）
　国際学会　0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「スーパーエンハ
ンサーを標的とした口腔癌薬剤耐性機構の解明によ
る治療法開発 」代表者：鵜澤一弘　2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「口腔癌悪性度を
決定するスーパーエンハンサーによる系統的転写制
御機構の解明」代表者：椎葉正史　2019-2021

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「non coding RNA
吸着性環状 RNA の癌増殖浸潤転移における役割の
解明」代表者：笠松厚志　2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「正常唾液腺細胞
の機能維持・長期大量培養法と全く新規の自家移植
法の展開研究」代表者：肥後盛洋　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「ゲノム編集 KO
マウスを用いたコラーゲン架橋因子 PLOD2 の癌転
移における役割」代表者：中嶋大　2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「血小板活性化因
子 PAF の癌・非癌細胞での細胞増殖作用機構解明
と制御治療薬開発」代表者：伊豫田学　2019-2021

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「骨石灰化因子
Plod2 の機能不全がもたらす癌顎骨浸潤・転移機構
の解明」代表者：坂本洋右　2019-2021

8 ．文部科学省科学研究費　若手「口腔癌 EGFR 分子
標的治療薬の心毒性・皮膚障害発生機構の解明と治
療薬の開発」代表者：喜田晶洋　2019-2020

9 ．文部科学省科学研究費　若手「口腔癌の放射線耐性
を規定するスーパーエンハンサーの検索同定と新規
治療薬の開発」代表者：齋藤智昭　2019-2020

10．文部科学省科学研究費　若手「ヒト唾液腺細胞の機
能維持培養法と新規自家移植法の開発研究」代表
者：福嶋玲雄　2019-2020

11．文部科学省科学研究費　若手「口腔癌における転写
増強機序tandem duplicatorの分布の全ゲノム解析」
代表者：宮本勲　2019-2020

12．文部科学省科学研究費　若手「PDE ファミリーに
よる白金系抗癌剤の排泄メカニズムの解明と阻害薬
の同定」代表者：小出奈央　2020-2021

13．文部科学省科学研究費　若手「癌特異的吸着機能因
子を搭載したエクソソームの開発」代表者：馬場隆
緒　2020-2021

14．文部科学省科学研究費　若手「薬剤誘導性 LH2 コ
ンディショナル KO マウスを用いた癌進展機構の解
明」代表者：山本亞有美　2020-2021

15．文部科学省科学研究費　若手「microRNA 吸着能を
持つ環状 RNA 搭載エクソソームの開発」代表者：
吉村周作　2020-2021

16．公益財団法人カシオ科学振興財団　第 11 回研究協
賛事業「癌細胞における血小板活性化因子受容体
PAFR の機構解明と制御治療薬開発に関する研究」
代表者：伊豫田学　2020

【受賞歴】
1 ．第 74 回 NPO 法人日本口腔科学会総会　Web 学会

賞受賞　大島早智
2 ．第 74 回 NPO 法人日本口腔科学会総会　Web 学会

賞受賞　安藤壽晃
3 ．第 65 回公益社団法人日本口腔外科学会総会　優秀

ポスター賞受賞　安藤壽晃
4 ．第 65 回公益社団法人日本口腔外科学会総会　優秀

ポスター賞受賞　加瀬裕太郎
5 ．第 39 回日本口腔腫瘍学会　優秀ポスター賞受賞　

大島早智
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　総合病院の歯科という面から、一般開業歯科医院では治療困難な心身の有病者に対する歯科治療や、入院患者
の高度医療を妨げる口腔内感染巣のチェックや処置、化学療法・骨髄移植などで治療中患者の口腔内出血・感染
症の処置などを行っている。その他、全身麻酔における挿管時の口腔内損傷の予防・処置やスポーツ医学に基づ
いた予防処置など、幅広く診療を展開した。また他科との連携に努め、例えば、睡眠時呼吸障害に関しては麻酔
科、呼吸器内科との共同で診療を行っている。口腔ケア外来では、全ての癌治療を受けている患者の口腔環境の
悪化の防止と改善に力を注いでいる。
　口腔外科としては、抜歯などの観血的小手術、奇形、顎・顔面の変形症、外傷、嚢胞、関節疾患、感染症、腫
瘍などの治療を担当している。特に、口腔癌治療を含めた難治性疾患に対しては、耳鼻咽喉科・頭頸部外科、放
射線科、臨床腫瘍部など関連診療領域と緊密に連携を取って治療を行っている。このことによって、難症例に対
する対応するシステムが構築できているばかりでなく更に強化する形として、術後の口腔機能も視野に入れた包
括的な口腔癌治療が実践できている。また、心身にもともと障害や疾患を有する患者の高度管理治療は ICU や
他科との緊密な連携もあり、他の施設の追随を許さないレベルである。

●地域貢献
　千葉県内を中心に関東において多数の関連病院を有しており、多くの医局員を派遣している。また千葉県内各所
において口腔がん検診に参加し、地域住民の口腔癌早期発見に貢献している。その他、地域歯科医師会と協力し、
各種講演を行い、口腔外科疾患について啓蒙活動を行っている。

●その他
　本年 12 月に教授・科長として鵜澤一弘が就任した。当科および関連病院だけでなく、他大学でも多くの当科出
身医師が活躍しており、日本の口腔外科における役割や貢献も極めて大きいものがある。
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研究領域等名： 耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学
診療科等名： 耳鼻咽喉・頭頸部外科

●はじめに
　当教室では従来より頭頸部腫瘍疾患の治療、病態の研究が多く、診療面でも頭頸部腫瘍患者の受診、入院が多い。
頭頸部癌に対して予後の改善を目指して新規治療として細胞免疫治療の研究を続けているが、その一部が先進医療
の認可を受け実施している。その他、トランスレーショナル研究が多数継続され、細胞免疫治療以外に、早期介入
治療の検討など花粉症に関する様々な研究がおこなわれている。また、他講座、他施設との共同研究にも力を入れ、
機能ゲノム学と共同で頭頸部がん組織中の遺伝子発現の網羅的な解析、免疫発生学との慢性上気道炎症病態が進み
成果を挙げた。特に本年度からは希少癌である悪性黒色腫、腺様嚢胞癌、嗅神経芽細胞腫の新規治療開発を基礎研
究レベルから開始した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・医学部 4 年生を対象にトランスレーショナル免疫治療学で鼻アレルギーに対するトランスレーショナル研究を
担当した。

・医学部 4 年生の臨床病態治療学（ユニット講義）では頭頸部ユニットの 10 コマの講義を担当し、4 年終了時
の診察・診断法の実技試験（OSCE）と記述式の共用試験（CBT）の総合評価に参加した。

・医学部 5 年生アドバンスド CC では助教以上の教官がそれぞれ耳鼻咽喉・頭頸部外科領域分野の診療実践に適
した臨床実習を積極的に実施した。また、県内の関連病院に派遣して、第 1 線での耳鼻咽喉科実習を受けるこ
とでモチベーションの向上が得られた。

・本年度からスカラーシップとして 3 名の医学部生（1 年生）を受け入れて、基礎から臨床研究についての指導
を開始した。

・卒後教育／生涯教育
・教室スタッフ、関連病院スタッフを対象に凍結ご献体を用いて例年は、頭頸部手術セミナーの鼻・副鼻腔編お

よび中耳編を行っているが、コロナ禍の影響で中止せざるを得なかった。
・専攻医は 1 名で関連病院中心に、耳鼻咽喉・頭頸部外科の基本的手術手技を習得した。
・専攻医は耳鼻咽喉科学会、研究会で症例報告を中心に上級医の指導の下に発表を行った。
・大学院教育

・臨床アレルギー学特論（展開講義科目）でアレルギー性鼻炎の現状と免疫応答について担当した。
・頭頸部癌の免疫治療研究、遺伝子解析、アレルギー性鼻炎の新規治療研究について教育を行った。
・大学院生 2 名が学位を取得した。

●研　究
・研究内容

・臨床研究中核病院継続に必要とされる、介入試験の筆頭著者として国際誌へ 2 編発表した。
・頭頸部癌病変でのマイクロ RNA の発現と機能を解析した。
・「免疫療法による花粉治療の新しい展開を目指した研究」について厚労省班研究を組織し、舌下免疫療法，早

期介入などについての臨床研究を開始した。
・理化学研究所と iPS-NKT 細胞を用いた頭頸部癌治療の臨床試験に向けて研究を進めた。
・慢性好酸球性副炎症の病態解明、治療研究に免疫発生学との AMED による共同研究を継続した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ohki Y, Okamoto Y, Iinuma Tet al, Local fungus-

specific Immunoglobulin E production in chronic 
rhinosinusitis with nasal polyps. Rhinol.58:2020.4

2 ．Kurokawa T, Nakagawa T, Matsusaka K, Fukuyo 
M, Mima M, Misawa K, Rahmutulla B, Ikeda JI, 
Hanazawa T, Okamoto Y, Kaneda A.Establishment 

of epigenetic markers to predict irradiation efficacy 
against oropharyngeal cancer. Cancer Sci. 111（4）: 
2020.4

3 ．Nakaguro M, Sato Y, Tada Y, Kawakita D, Hirai 
H, Urano M, Shimura T, Tsukahara K, Kano S, 
Ozawa H, Okami K, Sato Y, Fushimi C, Shimizu 
A, Takase S, Okada T, Sato H, Imanishi Y, Otsuka 
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K, Watanabe Y, Sakai A, Ebisumoto K, Togashi 
T, Ueki Y, Ota H, Saigusa N, Takahashi H, Ando 
M, Hanazawa T, Nagao T.Prognostic Implication 
of Histopathologic Indicators in Salivary Duct 
Carcinoma: Proposal of a Novel Histologic Risk 
Stratification Model. Am J Surg Pathol. 44（4）:2020.4 

4 ．Nakagawa T, Matsusaka K, Misawa K, Ota S, Fukuyo 
M, Rahmutulla B, Kunii N, Sakurai D, Hanazawa T, 
Matsubara H, Okamoto Y, Kaneda A. Stratification 
of HPV-associated and HPV-negative oropharyngeal 
squamous cell carcinomas based on DNA methylation 
epigenotypes.Int J Cancer. 146（9）:2020.5

5 ．Suzuki T, Seki Y, Matsumura T, Ikari J, Arai M, 
Hanazawa T, Okamoto Y, Suzuki H, Kurokawa 
Y, Umezawa A, Kasama K, Hoppo T. "Gas"  
laryngopharyngeal reflux cause unexplained 
chronic cough.Auris Nasus Larynx 11:2020.6

6 ．Matsumura T, Arai M, Suzuki T, Hoppo T, Seki 
Y, Kasamatsu S, Ishigami H, Ishikawa K, Okimoto 
K, Akizue N, Maruoka D, Nakagawa T, Odaka 
T, Okamoto Y, Kato N. Clinical utility of salivary 
pepsin measurement in patients with proton pump 
inhibitor-refractory gastroesophageal reflux disease 
symptoms: a prospective comparative study.
Esophagus 17:2020.7

7 ．Hirai H, Tada Y, Nakaguro M, Kawakita D, Sato 
Y, Shimura T, Tsukahara K, Kano S, Ozawa H, 
Okami K, Sato Y, Fushimi C, Shimizu A, Okamoto 
I, Takase S, Okada T, Sato H, Imanishi Y, Otsuka 
K, Watanabe Y, Sakai A, Ebisumoto K, Togashi 
T, Ueki Y, Ota H, Saigusa N, Takahashi H, 
Ando M, Urano M, Hanazawa T, Nagao T. The 
clinicopathological significance of the adipophilin 
and fatty acid synthase expression in salivary duct 
carcinoma.Virchows Arch. 477（2）: 2020.8

8 ．Koshizuka K, Sakurai D, Sunagane M, Mita 
Y, Hamasaki S, Suzuki T, Kikkawa N, Nakano 
M, Hanazawa T. Toxic epidermal necrolysis 
associated with nivolumab treatment for head and 
neck cancer. Clin Case Rep. 18;9（2）:2020.12

9 ．Funakoshi U, Yonekura S, Iinuma T,et al .The 
influence of tonsillectomy on allergic diseases in 
pediatric patients.Int J Pediatr Otorhinolaryngol. 
140:2021.1

10．Bousquet J, Anto JM, Bachert C,et al ARIA digital 
anamorphosis: Digital transformation of health and 
care in airway diseases from research to practice.
Allergy. 76:2021.1

11．Ochi T, Wada H, Nakajima T, Tanaka K, Yamamoto 
T, Sakairi Y, Suzuki H, Yonekura S, Hanazawa 

T, Yoshino I. Surgical outcomes of pulmonary 
metastasectomy for head and neck cancer in the 
current era of advances in chemotherapy and 
immunotherapy. Gen Thorac Cardiovasc Surg. :2021.3

【雑誌論文・和文】
1 ．花澤豊行「鼻副鼻腔悪性腫瘍に対する内視鏡下鼻内

手術（解説）」日本耳鼻咽喉科学会会報　123 巻 9 号　  
2020.9

2 ．新見理恵，櫻井大樹，大木雄二，飯沼智久「鼻副
鼻腔奇形癌肉腫 4 症例の臨床的検討」頭頸部癌 46 　 
2020.10 

3 ．本橋新一郎，飯沼智久「【癌と再生医療】iPS-NKT 細
胞によるがん治療の開発」癌と化学療法 47　 2020.10

4 ．米倉修二，飯沼智久「【詳しく知りたい！舌下免疫療法】
舌下免疫療法とバイオマーカー」 ENTONI，2020.10

5 ．米倉修二，飯沼智久「【鼻アレルギー診療ガイドライン
改訂のポイントと最新の話題】妊婦および授乳婦に対
する治療法選択のポイント」 Progress in Medicine 40　
2020.12 

6 ．鈴木猛司，関洋介，松村倫明，桜井大樹，花澤豊行，
岡本美孝，北方敏敬「保存的治療抵抗性咽喉頭逆流
症に対する腹腔鏡下逆流防止術（LARS）の検討」 喉
頭 32　2020

7 ．鈴木猛司「対応に悩む喉頭疾患－慢性咳嗽－」喉頭
32　2020

8 ．鈴木猛司 「感冒後にのどの違和感が続き咳払いをする
患者への対応をどうしますか？」 JHONS 36　2020

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．鈴木猛司　特別講演　対応に悩む喉頭疾患－慢性

咳嗽－第 32 回日本喉頭科学会総会・学術講演会　
2020/9/3　仙台

2 ．鈴木猛司　特別講演　逆流関連慢性咳嗽－ GERD
と LPRD の違い－第 22 回日本咳嗽学会学術大会　
2020/9/27　大阪

【学会発表数】
　国内学会　7 学会　12 回（うち大学院生 3 回）
　国際学会　2 学会　 2 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「スギ花粉舌下免
疫療法がヒノキ花粉症に与える効果の免疫学的アプ
ローチによる検証」代表者：米倉修二　2018-2020

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「下咽頭インピー
ダンス検査および LPR 動物モデルを用いた咽喉頭
逆流症の病態解明」代表者：鈴木猛司　2018-2020

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「機能性 RNA を
起点とした治療抵抗性頭頸部扁平上皮癌のドラッグ
リポジション戦略」代表者：吉川直子　2019-2021

4 ．文部科学省科学研究費　若手研究「頭頸部癌患者エ
クソソーム由来機能性 RNA 解析に基づく治療抵抗



― 203 ―

性分子機序の探索」代表者：越塚慶一　2019-2021
5 ．文部科学省科学研究費　若手研究「血清エクソソー

ムを用いた口腔癌の再発転移マーカーの探索」代表
者：木下崇　2019-2021

6 ．文部科学省科学研究費　若手研究「DNA メチル化
異常特性に基づく化学放射線治療効果予測と発癌分
子機構の解明」代表者：黒川友哉　2019-2021

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「唾液腺癌に対す
るホウ素中性子捕捉療法後のゲノム学的変化の解
明」代表者：福本一郎　2018-2021

8 ．文部科学省科学研究費　若手研究「α-galcer シー
トと NKT 細胞免疫系を用いたアレルギー性鼻炎の
新規治療法」代表者：栗田惇也　2020-2023

9 ．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

「頭頸部癌患者に対する iNKT 細胞療法、及び免疫
療法の効果に影響する免疫応答の網羅的解析」分担
者：飯沼智久　2020

10．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
「IL-33 活性化の新規制御機構解明による難治性アレ
ルギー性気道炎症の治療法開発」分担者：飯沼智久　
2020

11．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
「気道組織における病的リモデリング（線維化）機構
の解明と病態制御治療戦略の基盤構築」分担者：飯
沼智久　2020

12．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
「難治性アレルギー性鼻炎、難治性花粉症の定義付け
とガイドラインへの反映」分担者：米倉修二　2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

・外来診療
・大学病院、特定機能病院としての対応を図り、新患は原則紹介患者としているが、外来患者数は増加している。
・外来診療は腫瘍患者の紹介、治療後の経過観察が多いが、鼻・副鼻腔炎、慢性中耳炎などの耳疾患、唾液腺

疾患、発声、嚥下障害など耳鼻咽喉科領域の様々な疾患を診療した。
・外来手術の実施を進め、鼻ポリープ、慢性副鼻腔炎といった鼻・副鼻腔疾患、頸部リンパ節生検等含め外来

手術件数が 50 件であった。
・本年度より難聴外来を第 2 および 4 火曜日に 2 名の医師で開始した。
・夜間、休日で、鼻出血、頸部膿瘍、急性喉頭炎など緊急入院を必要とする患者に対応した。

・入院診療
・頭頸部腫瘍患者が多くを占め、入院手術件数は 400 件であった。遊離皮弁を中心とした再建手術は 35 件であった。
・照射・化学療法の受療者、あるいは術前・術後の照射・化学療法受療者も多いが、通院治療を導入すること

で在院日数を短縮した。
・進行頭頸部癌には拡大切除を行い、治癒率の向上を目指した。一方で、鼻副鼻腔腫瘍、咽喉頭腫瘍、甲状腺

腫瘍に対して最新の内視鏡を利用した低侵襲手術も積極的に取り入れ、患者負担の少ない治療を行った。
・その他（先進医療等）

・進行頭頸部扁平上皮癌に対して標準治療後のアジュバント療法として末梢血の抗原提示細胞に NKT 細胞の
リガンドであるα- ガラクトシルセラミドでパルスして、鼻粘膜下に投与する細胞免疫治療が厚生労働省の
先進医療 B として認可され 2013 年 6 月から実施したが、本年度は休止中である。

●地域貢献
・耳鼻咽喉・頭頸部外科領域の疾患に対して千葉県の中核病院に医師を派遣し、外来および手術診療を行ってい

る。県外からの受診も多い。
・耳鼻咽喉・頭頸部領域の救急疾患に対し県内の 3 次救急施設としての役割を担っている。休日、夜間の 2 次救急

でも中心的な役割を果たしている。
・千葉県の房総地区に存在する病院に週に 1～3 回出張し、地域の耳鼻咽喉・頭頸部外科領域の疾患に対する診療

を行っている。

●その他
・毎週、医局会での手術検討会、入院患者症例検討会を行うことで、手術手技、放射線治療・化学療法、術後管理

の理解を深めることが出来た。また、本年度より第 1 および 3 月曜日には、キャンサーボードを設立し、当科に
加えて歯科口腔外科、放射線科、腫瘍内科との合同カンファレスを開始し、頭頸部癌症例の治療方針を多診療科
で討議・確定するシステムを構築した。

・定期的に大学院生のプログレスレポートを行い、研究の進捗状況をスタッフ内で共有した。
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研究領域等名： 画像診断・放射線腫瘍学
診療科等名： 放射線科／放射線部／画像診断センター

●はじめに
　先端の診療機器を用いた画像診断、放射線治療技術に関する臨床研究を推進している。MRI，CT，PET 等によ
る高度な機能画像診断を患者と各診療科に提供する体制を構築し、新たな撮像法の研究を進めた。IVR 認定施設
を取得し各診療科と協力して多様な疾患に対する低侵襲 IVR 治療を確立した。放射線治療では頭頸部腫瘍、前立
腺癌、婦人科術後照射においてほとんどの症例で強度変調放射線治療を日常臨床として提供している。呼吸同期照
射、画像誘導、強度変調放射線治療、体幹部定位照射など高精度放射線治療が一般化した。診断・治療両部門が一
体となり、MRI を用いた小線源治療で日本の子宮頸癌放射線治療をリードした。各診療科と連携して関連領域の
画像診断・放射線治療研究のテーマと機会を提供し、千葉大学の研究業績の向上に寄与した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　臨床実習 II では画像診断・血管造影（IVR）、放射線治療の患者に即して 34 週の実習を行った。画像診断・血
管造影（IVR）部門では、基本手技の指導・読影レポートの書き方・診断の実際などを指導した。臨床実習の学
生には単純写真の読影の基礎、胸部、腹部、および頭頚部の CT 画像の基礎知識について、そして血管造影（IVR）
の実技や器具、適応などの基礎について、解説・講義を行った。治療部門では実際の患者データを用いて放射線
治療計画のシミュレーションを行い、プレゼンテーションする実習を通して卒前教育を行った。医学部 4 年次の
総合医学ユニットでは画像・放射線ユニット講義を 7 コマ行った。1 名の学生がさらに放射線科を選択して 2 週
間の実習を行い、各々の学生が日常読影業務の体験や毎週症例のプレゼンテーションを行い、疾患の画像所見に
対する理解を深めた。スカラーシップでは、医学部生 6 名を受け入れ、毎月抄読会やレクチャーを通じて、画像
研究手法の指導を行った。
・卒後教育／生涯教育

　画像診断・血管造影（IVR）部門では院内の症例検討にて週 4 回日常診断の学習を行い、診断の難しい症例
や珍しい症例を提示し、画像診断の教育の質を向上した。外科系・内科系各科と院内のカンファレンスを行い、
様々な疾患に対して診断から治療まで各診療科の専門家との症例検討を経験した。放射線治療では、前期研修医
および専攻医に対する臨床腫瘍学を中心としたセミナーを行った。さらに、耳鼻科、外科、婦人科、緩和ケアチー
ムなどとカンファレンスを通じて、症例検討への参加を促進した。専攻医に対しては、臨床腫瘍学を更に深く学
習する環境を提供するとともに、興味ある疾患について、文献の検索を含めて、臨床データの取りまとめ方と発
表法を指導した。
・大学院教育

　関心のある研究分野、興味ある疾患について、文献の検索方法、論文の読み方、臨床データの取りまとめ方、
データ解析と発表法などを指導した。博士過程 3 年生以上では学位論文作成を指導した。博士課程修了者は 3 名。

●研　究
・研究内容

　「多形腺腫由来癌の画像所見」、「肺動静脈奇形の数値流体解ならび 4D-flow MRI における血流動態解析」、「画
像と病理の対比に基づいた唾液腺腫瘍の包括的診断フロー構築」、「Parkinson 病の SNIPs 解析と画像との関連
子宮頚癌に対する IGBT 経過中の複数回 MRI を使用した予後予測」、「川崎病性冠動脈瘤に対する新しい血管壁
MR イメージング手法の開発」、「CT によって患者が受ける放射線被ばくの測定と検査介助者の放射線防護」な
どの基礎・臨床研究を行った。また、「3D MRI 撮像法開発による新規子宮頸癌 MRI/CT 画像誘導小線源治療の
確立」により、ハイブリッド照射法など新たな治療法の研究を推進した。子宮頸癌術後 IMRT、肺癌に対する体
幹部定位放射線治療等各種 JCOG 臨床試験へ参加した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
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10.1097/WNN.0000000000000245.

2 ．Furukawa S, Hirano S, Yamamoto T, Asahina M, 
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章）整形外科画像診断ドリル　症例 4．発熱・腰背
部痛を主訴とする 70 歳代男性．レジデントノート　
2020；22：412-419．
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7 ．雜賀厚至，安念優．【画像診断ドリル　　救急医と
放射線科医が伝授する適切なオーダーと読影法】（第
5 章）腹部画像診断ドリル　症例 15．突然の腰背部
痛を主訴に来院した 30 歳代男性．レジデントノー
ト　2020；22：386-390．

8 ．雜賀厚至，安念優．【画像診断ドリル　救急医と放
射線科医が伝授する適切なオーダーと読影法】（第 5
章）腹部画像診断ドリル　症例 16．腰痛・発熱を主
訴とする 70 歳代男性．レジデントノート　2020；
22：391-396．

9 ．西山晃，横田元，重田文子．肺高血圧症におけ
る CT の読み方と活用法．呼吸器内科　2020；37：
321-326．

10．服部真也．【頭部 CT・MRI が読めるようになる　
異常を見分けるためにまず押さえたい、解剖・撮像
法・よく出会う疾患の読影法】頭部外傷の読影．レ
ジデントノート　2020；22：2239-2246．

11．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中！［第 6
回］ 保存版！胸部単純 X 線写真でわかる、うっ血・
肺水腫所見のまとめ．J-COSMO　2020；2：44-53．

12．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中［第 7 回］ 
救急外来で遭遇する incidental findings．J-COSMO　 
2020；2：330-337．

13．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中（第 8 回） 
CT の基礎知識．J-COSMO　2020；2：543-552．

14．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中［第 9 回］ 
急性期脳梗塞の画像診断（1）．J-COSMO　2020；2：
645-653．

15．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中［第 10 回］ 
急性期脳梗塞の画像診断（2）．J-COSMO　2020；2：
836-844．

16．和田武，坂本壮．救急画像ただいま読影中［第 11 回］ 
急性期脳梗塞の画像診断（3）．J-COSMO　2020；2：
973-980．

17．高田章代，堀越琢郎，宇野隆．【やさしくわかる　
産科婦人科検査マスターブック】（第 2 章）婦人科腫
瘍分野　PET．産科と婦人科　2020；87：113-117．

18．前島拓馬．【頭部 CT・MRI が読めるようになる　
異常を見分けるためにまず押さえたい、解剖・撮像
法・よく出会う疾患の読影法】頭部の画像解剖．レ
ジデントノート　2020；22：2212-2220．

19．血管造影用耐圧チューブの膨張に関する基礎的検討　
2020.3　日本放射線技術学会雑誌，Vol.76，No.3，
pp.278-284　川崎達哉，加藤英幸，笠原哲治，田岡
淳一，梅北英夫，桝田喜正

【単行書】
1 ．横田元．側頭葉てんかん．画像診断別冊 KEY BOOK

シリーズ よくわかる脳 MRI 第 4 版．秀潤社，2020/05．
2 ．加藤英幸：「7．X 線透視診断の概要と活用のポイン

ト」，インナービジョン，2020 年 10 月

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．藤本肇．骨軟部：日常遭遇する Common Disease ～

高齢者で重要な疾患を中心に～．第 16 回研修医の
ための画像診断セミナー　WEB 開催　2020/6/27

2 ．藤本肇．知っておきたい正常変異と偽病変．日本
骨軟部放射線研究会・骨軟部放射線診断セミナー 　
2020/7/26　WEB

3 ．藤本肇．軟部腫瘍の画像診断の基本．第 45 回山梨
Radiology Forum　2020/10/27　中央市

4 ．藤本肇．骨軟部：日常遭遇する Common Disease ～
高齢者で重要な疾患を中心に～．第 16 回研修医の
ための画像診断セミナー　WEB 開催　2020/6/27

5 ．藤本肇．知っておきたい正常変異と偽病変．日本
骨軟部放射線研究会・骨軟部放射線診断セミナー 　
2020/7/26　WEB

6 ．藤本肇．軟部腫瘍の画像診断の基本．第 45 回山梨
Radiology Forum　2020/10/27　中央市

7 ．小泉淳，静脈疾患に対する血管内治療（Varicose veinを
除く），The early clinical experience of newly approved 
spiral Z stents for malignant vena caval stenosis，
2020/11/27

8 ．遠藤正浩．薬剤性肺障害の画像診断　第 56 回日本
医学放射線学会秋季臨床大会　2020/11/9．

9 ．那須克宏．躯幹部拡散強調画像－体動と歪みとの格
闘．第 56 回日本医学放射線学会秋季臨床大会．

10．渡 辺 未 歩．MRI/CT based Image-guided 
brachytherapy．日本放射線腫瘍学会第 33 回学術
大会　ワークショップ 2「画像誘導密封⼩線源治療」

11．渡辺未歩．JASTRO33 要望演題アフターコロナの
放射線治療：子宮頸癌

12．横田元．脳腫瘍における造影 MRI 診断の pitfall．日本
定位放射線治療学会イブニングセミナー　2020/5．

13．横田元．MR Neurography－末梢神経をMRI で可視
化し臨床に役立てる－．Philips　Web セミナー， 2020．

14．横田元．脳血流シンチの使い方・読み方・考え方．
沼津田方地区認知症講演会，2020/10/15．

15．横田元．AI はトモダチか．2D/3D 情報を統合する
畳み込みニューラルネットワークを使用した MRA
における動脈瘤検出システム．神経放射線学会，島
根（web），2020．

16．横田元．Mt. Accept の登頂ルートを探せ：書く側
と書かせる側とで．神経放射線学会，島根（web），
2020．

17．松本浩史．第 4 回千葉県川崎病研究会　講演「川崎
病の冠動脈 MRI 検査」

18．笠原哲治．日本放射線技術学会関東支部 2020 年度
第 1 回関東 Angio 研究会 血管撮影感染対策　シン
ポジウム「COVID-19 対応における各施設の取り組
みについて」
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19．加藤英幸．第 76 回日本放射線技術学会　JRC2020Web
討論会「医療機関における放射線被ばくの管理について
考える－DRLs2020 の策定と今後の利用－」

20．加藤英幸．日本放射線技術学会関東支部　2020 年
度第 2 回関東支部学術講演会（web）「DRLs2020 変
更点と POINT 診断透視の診断参考レベル」シンポ
ジウム 「COVID-19 対応における各施設の取り組み
について」

21．飯森隆志．日本核医学専門技師認定機構　第 13 回
核医学専門技師研修セミナー e-learning　2020.5

22．飯森隆志．日本放射線技術学会　第 1 回関東支部学
術講演会 Web セミナー「新型コロナウィルス感染
症に対する核医学検査の現状報告－関東核医学研究
会－」2020.7

23．飯森隆志．日本放射線技術学会　第 2 回関東支部
学術講演会 Web セミナー「DRLs2020 の変更点と
POINT －核医学分野－」2020.8

24．村田泰輔．日本放射線技術学会第 2 回関東核医学研
究会学術講演会　講演「複合機 CT が PET・SPECT
の画質と定量性に与える影響」

【学会発表数】
　国内学会　4 学会　5 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　3 学会　3 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科学研究費（基盤 C）「培養担子菌抽出物の放射線防
護効果の解析と放射線治療に伴う障害軽減の検討」
代表者：宇野隆　2019-2021

2 ．科学研究費（基盤 C）「画像と病理の対比に基づいた
唾液腺腫瘍の包括的診断フロー構築」代表者：堀越
琢郎　2019-2021

3 ．科学研究費（基盤 C）「子宮頸癌に対する Radiomics
を応用した新規 IGBT 法の開発」代表者：渡辺未歩　
2020-2022

4 ．科学研究費（若手）「食道癌における包括的ゲノム情
報と画像情報の融合：Radiogenomics の実践」代表
者：横田元　2019-2021

5 ．科学研究費（若手）「画像特徴量を用いた肺癌の
PD-L1 発現推定と免疫チェックポイント阻害薬の効
果予測」代表者：西山晃　2019-2021

6 ．科学研究費（若手）「形態画像と数値流体解析の統合
による大動脈瘤の解析手法の確立と増大予測モデル
の構築」代表者：窪田吉紘　2019-2021

7 ．科学研究費（若手）「MRI による多角的血流情報を

用いた卵巣腫瘍悪性リスク・組織型予測システムの
構築」代表者：高田章代　2020-2022

8 ．科学研究費（若手）「SNPs の違いによるパーキンソン病
の脳形態学的評価」代表者：大平健司　2020-2022

9 ．科学研究費（若手）「肺動静脈奇形の数値流体解な
らび 4D-flow MRI における血流動態解析」代表者：
阿久津陽　2020-2022

10．科学研究費（若手）「川崎病性冠動脈瘤に対する新
しい血管壁 MR イメージング手法の開発」代表者：
松本浩史　2020-2022

11．文部科学省科学研究費　基盤（B）「肺・肝以外の諸
臓器における定位放射線治療の効果と安全性の評
価」分担者：宇野隆　2016-2020

12．文 部 科 学 省 科 学 研 究 費　 基 盤（C）「AI と
Radiogenomics を応用した治療薬選択における癌不
均一性の克服」分担者：横田元　2020-2022

13．厚生労働省科学研究費「がん治療における緩和的放
射線治療の評価と普及啓発のための研究」分担者：
渡辺未歩　2019-2021

14．日本医療研究開発機構研究費「子宮頸癌Ⅰ B 期－
Ⅱ B 期根治手術例における術後放射線治療と術後
化学療法の第Ⅲ相ランダム化比較試験」分担者：渡
辺未歩　2020-2022

15．日本医療研究開発機構研究費「安心・安全をモットーと
したウイルス感染症対策のための医療用コンテナの活用
に関する研究開発」分担者：横田元　2020

【受賞歴】
1 ．西山晃．第 79 回日本医学放射線学会総会　優秀学

会長賞
2 ．加藤英幸：日本放射線技術学会 2020 年度功労賞
3 ．澤田晃一：第 9 回日本心臓核医学会学会賞技術部門　

受賞
【その他】

加藤英幸：医療被ばく研究情報ネットワーク（J-RIME）
の診断参考レベル WG に診断透視領域の PT
リーダーとして参加し、日本の診断参考レ
ベル（2020 年版）－ Japan DRLs 2020 －を
2020 年 7 月に発表した。

飯森隆志：医療被ばく研究情報ネットワーク（J-RIME）
の診断参考レベル WG に核医学プロジェク
トチームとして参加し、日本の診断参考レ
ベル（2020 年版）－ Japan DRLs 2020 －を
2020 年 7 月に発表した。

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　放射線治療（外照射 751 名、小線源治療 48 名）、血管造影（2, 736 件）、CT 検査（39,689 件）、MRI 検査（15,298
件）、核医学検査（RI 検査 2,655 件、PET 検査 1,720 件）であった。2017 年末より透視撮影装置の更新し、中心
静脈カテーテルの挿入などの透視装置を使用する手技をスムーズに行った。2016年度導入された3T-MRIにより、
予約待ちの解消が進み、患者がリラックスできる環境での MRI 撮影ができ閉所恐怖症の軽減が可能になった。
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ハイブリッド手術室が整備され、経カテーテル大動脈弁置換術などの先進治療が可能となった。放射線治療部
門では、治療の高精度化がさらに進んだ。これにより強度変調放射線治療の患者数は年間 196 名であった。MRI
ガイド下の画像誘導小線源治療法を開発し、ハイブリッド照射法など新たな治療法が一般化した。強力な化学療
法併用で放射線治療を行う患者、そして、附属病院から遠く離れ放射線診療機器が十分に配置されていない地域
に居住する患者などへの対応として、入院での放射線治療が行われた。

●地域貢献
　千葉県がんセンター、君津中央病院、成田赤十字病院、済生会習志野病院（画像診断）、山王病院、船橋市立医
療センター、聖隷佐倉病院、千葉医療センターに常勤の放射線科専門医を配置し、大学病院との連携を構築した。
東邦大学佐倉医療センターの放射線治療部門と連携を強化した。県外では、沼津市立病院（静岡県）および東邦大
学佐倉医療センター上都賀総合病院（栃木県）に常勤診断医、非常勤治療専門医を派遣して地域がん診療拠点病院
としての活動を支えている。千葉県内全域の放射線腫瘍医、診療放射線技師、医学物理士を集めて「千葉県放射線
治療の会」を年 1 回主催し、千葉県全体の放射線治療レベルの向上に貢献した。画像診断、核医学に関する各種研
究会を開催し、画像診断、核医学、基礎研究の普及に努めている。
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研究領域等名： 臨 床 腫 瘍 学
診療科等名： 腫瘍内科／臨床腫瘍部

●はじめに
　研究領域としては、悪性腫瘍の基礎的研究を進め、文部科学省「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材

（がんプロフェッショナル）」養成プラン」採択事業「関東がん専門医療人養成拠点」の中で、領域横断的・先端的
がん薬物療法の臨床・橋渡し研究のための人材養成・研究体制確立に力を注いでいる。
　診療部門としては、「臨床腫瘍部」では中央診療部の使命として通院治療室の運営を担い、院内化学療法レジメ
ンの審査・登録制度による院内がん診療体制の整備を行い、各診療科と連携し適切な医療提供を行うことに貢献し
ている。また、「腫瘍内科」では診療科として、原発不明がん、成人軟部肉腫も含めた臓器横断的がん診療を入院・
外来症例ともに提供し、最適な集学的治療の実施と、専門医療者教育に尽力している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 1・2・3 年生のスカラーシッププログラムの受け入れを行った。
　医学部 4 年生に対する「腫瘍内科・リパビリテーション」ユニット講義は責任教室として実施。
　医学部 5・6 年生に対しては、アドバンスト・クリニカルクラークシップを実施している。
・卒後教育／生涯教育

　附属病院で初期研修医のローテート研修の受け入れを行い、入院症例・通院治療室症例の診療経験をもとに専
門的指導を行っている。

　キャンサーボード、オンコロジーカンファレンスを通じて、初期 / 後期研修医に対して研修機会を提供している。
・大学院教育

　文部科学省 2017 年度大学改革推進等補助金「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッ
ショナル）」養成プラン」における、e-ラーニング講義、研究、病棟・通院治療室での実習を行っているほか、
同事業の運営ではその中心的役割を果たしている。
　講座所属の大学院生に対して、悪性腫瘍の化学療法耐性克服に関する基礎的研究の指導を行い、臨床面では腫
瘍内科医としての専門的指導を行っている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育では、責任教室として「がんの生物学と社会学」を、分担教員として「薬学への招待Ⅰ（教養展開科
目）」の分担講義を行った。
　通院治療室、病棟・外来診療において、「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショ
ナル）」養成プラン」などを通じ、病院内外の医療従事者が「がん薬物療法専門医」、「がん看護専門看護師」、「が
ん薬物療法認定薬剤師」、「がん専門薬剤師」などの専門資格を取得するための研修の場を提供している。

●研　究
・研究内容

　原発不明がんの診断・治療方法を開発するための研究、がんの precision medicine に関する治療研究として、
医師主導治験 2 件、先進医療 B2 件に取り組んでいる。
　その他、悪性腫瘍における化学療法耐性機序解明・克服をなどをテーマとした臨床的・基礎的研究に加え、外
来化学療法における安全管理に関する研究、腫瘍内科医養成のための効果的カリキュラム作成に関する研究を厚
生労働省班会議、および日本臨床腫瘍学会専門医会事業との共同研究として取り組んでいる。
・研究業績
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Online ahead of print.
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Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
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Advanced Hepatocellular Carcinoma. Liver Cancer. 
2020 Aug;9（4）:382-396.

5 ．Imai Y, Chiba T, Kondo T, Kanzaki H, Kanayama K, 
Ao J, Kojima R, Kusakabe Y, Nakamura M, Saito 
T, Nakagawa R, Suzuki E, Nakamoto S, Muroyama 
R, Tawada A, Matsumura T, Nakagawa T, Kato 
J, Kotani A, Matsubara H, Kato N. Interferon-
γ induced PD-L1 expression and soluble PD-L1 
production in gastric cancer. Oncol Lett. 2020 Sep; 
20（3）:2161-2168

6 ．Ogasawara S, Ooka Y, Koroki K, Maruta S, 
Kanzaki H, Kanayama K, Kobayashi K, Kiyono 
S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, Chiba T, Arai 
M, Kato J, Kato N. Switching to systemic therapy 
after locoregional treatment failure: Definition and 
best timing. Clin Mol Hepatol. 2020 Apr;26（2）: 
155-162

7 ．Ogasawara S, Ooka Y, Itokawa N, Inoue M, Okabe 
S, Seki A, Haga Y, Obu M, Atsukawa M, Itobayashi 

E, Mizumoto H, Sugiura N, Azemoto R, Kanayama 
K, Kanzaki H, Maruta S, Maeda T, Kusakabe Y, 
Yokoyama M, Kobayashi K, Kiyono S, Nakamura 
M, Saito T, Suzuki E, Nakamoto S, Yasui S, 
Tawada A, Chiba T, Arai M, Kanda T, Maruyama 
H, Kato N. Sequential therapy with sorafenib and 
regorafenib for advanced hepatocellular carcinoma: 
a multicenter retrospective study in Japan. Invest 
New Drugs. 2020 Feb;38（1）:172-180

8 ．Ogasawara S, Ooka Y, Itokawa N, Inoue M, Okabe 
S, Seki A, Haga Y, Obu M, Atsukawa M, Itobayashi 
E, Mizumoto H, Sugiura N, Azemoto R, Kanayama 
K, Kanzaki H, Maruta S, Maeda T, Kusakabe Y, 
Yokoyama M, Kobayashi K, Kiyono S, Nakamura 
M, Saito T, Suzuki E, Nakamoto S, Yasui S, 
Tawada A, Chiba T, Arai M, Kanda T, Maruyama 
H, Kato N. Sequential therapy with sorafenib and 
regorafenib for advanced hepatocellular carcinoma: 
a multicenter retrospective study in Japan. Invest 
New Drugs. 2020 Feb;38（1）:172-180.

9 ．Yamato M, Mikata R, Yasui S, Iino Y, Shingyoji 
A, Kusakabe Y, Ohyama H, Sugiyama H, Sakai Y, 
Tsuyuguchi T, Yoshitomi H, Ohtsuka M, Kishimoto 
T, Kato N. Endoscopic Ultrasound Criteria for 
Arterial Invasion in Pancreatic Cancer of the Body 
and Tail. Pancreas. 2020 Apr;49（4）:561-567.

10．Kanayama K, Chiba T, Kobayashi K, Koroki K, 
Maruta S, Kanzaki H, Kusakabe Y, Saito T, Kiyono 
A, Nakamura M, Ogasawara S, Suzuki E, Ooka Y, 
Nakamoto S, Yasui S, Kanda T, Maruyama H, Kato 
J, Kato N. Long-term administration of Tolvaptan 
to patients with decompensated cirrhosis. Int J 
Med Sci. 2020 Mar 15;17（7）:874-880.

11．Imai Y, Chiba T, Kondo T, Ao J, Kanayama K, 
Kanzaki H, Kusakabe Y, Nakagawa R, Nakamura 
M, Nakamoto H, Muroyama R, Tawada A, 
Matsumura T, Nakagwa T, Kato J, Kotani A, 
Matsubara H, Kato N. Interferon-γ induced PD-L1 
expression and soluble PD-L1 production in gastric 
cancer. Oncol Lett. 2020 Sep;20（3）:2161-2168.

12．Shingyoji A, Mikata R, Ogasawara S, Asano K, 
Miura Y, Shima Y, Sensui M, Nagashima H, Koroki 
K, Iino Y, Takahashi K, Kumagai J, Yamato M, 
Ohyama H, Nakagawa R, Suzuki E, Kusakabe Y, 
Yasui S, Sugiyama H, Ohno I, Tawada A, Arai M, 
Tsuyuguchi T, Kato J, Takano S, Yoshitomi H, 
Ohtsuka M, Kato N. Diverse transitions in diabetes 
status during the clinical course of patients with 
resectable pancreatic cancer. Jpn J Clin Oncol. 
2020 Dec 16;50（12）:1403-1411



― 212 ―

13．Doi T., Fujiwara Y., Koyama T., Ikeda M., Helwig 
C., Watanabe M., Vugmeyster Y., and Kudo M.. 
"Phase I Study of the Bifunctional Fusion Protein 
Bintrafusp Alfa in Asian Patients with Advanced 
Sol id Tumors ,  Including a Hepatocel lu lar 
Carcinoma Safety-Assessment Cohort." Oncologist 
25, no. 9 （Sep 2020）: e1292-e302. http://dx.doi.org/ 
10.1634/theoncologist.2020-0249.

14．Mizuta H., Nakano E., Takahashi A., Koyama T., 
Namikawa K., and Yamazaki N.. "Hemophagocytic 
Lymphohistiocytosis with Advanced Malignant 
Melanoma Accompanied by Ipilimumab and 
Nivolumab: A Case Report and Literature Review." 
Dermatol Ther 33, no. 3 （May 2020）: e13321. 
http://dx.doi.org/10.1111/dth.13321

15．Ebata T., Shimizu T., Fujiwara Y., Tamura K., 
Kondo S., Iwasa S., Yonemori K., Shimomura A., 
Kitano S., Koyama T., Sato N., Nakai K., Inatani 
M., and Yamamoto N.. "Phase I Study of the 
Indoleamine 2,3-Dioxygenase 1 Inhibitor Navoximod 

（Gdc-0919） as Monotherapy and in Combination 
with the Pd-L1 Inhibitor Atezolizumab in Japanese 
Patients with Advanced Solid Tumours." Invest 
New Drugs 38, no. 2 （Apr 2020）: 468-77. http://
dx.doi.org/10.1007/s10637- 019-00787-3

16．Fujiwara Y., Kuchiba A., Koyama T., Machida 
R., Shimomura A., Kitano S., Shimizu T., and 
Yamamoto N.. "Infection Risk with Pi3k-Akt-
Mtor Pathway Inhibitors and Immune Checkpoint 
Inhibitors in Patients with Advanced Solid 
Tumours in Phase I Clinical Trials." ESMO Open 
5, no. 2 （Apr 2020）. http://dx.doi.org/10.1136/
esmoopen-2019-000653

17．Sekine, I., Shintani, Y., Shukuya, T., Takayama, 
K., Inoue, A., Okamoto, I., Kiura, K., Takahashi, 
K., Dosaka-Akita, H., Takiguchi, Y., Miyaoka, E., 
Okumura, M. and Yoshino, I. （2020） A Japanese 
lung cancer registry study on demographics and 
treatment modalities in medically treated patients. 
Cancer Sci 111, 1685-1691.

18．Nakagawa, K., Hida, T., Nokihara, H., Morise, 
M., Azuma, K., Kim, Y.H., Seto, T., Takiguchi, 
Y., Nishio, M., Yoshioka, H., Kumagai, T., Hotta, 
K., Watanabe, S., Goto, K., Satouchi, M., Kozuki, 
T., Koyama, R., Mitsudomi, T., Yamamoto, N., 
Asakawa, T., Hayashi, M., Hasegawa, W. and 
Tamura, T. （2020） Final progression-free survival 
results from the J-ALEX study of alectinib versus 
crizotinib in ALK-positive non-small-cell lung 
cancer. Lung Cancer 139, 195-199.

19．Miura, S., Yamanaka, T., Kato, T., Ikeda, S., 
Horinouchi, H., Ichihara, E., Kanazu, M., Takiguchi, 
Y., Tanaka, K., Goto, Y., Sata, M., Hagiwara, K., 
Okamoto, H. and Tanaka, H. （2020） Treatment 
Rationale and Design of a Phase III Study of 
Afatinib or Chemotherapy in Patients with Non-
small-cell Lung Cancer Harboring Sensitizing 
Uncommon Epidermal Growth Factor Receptor 
Mutations （ACHILLES/TORG1834）. Clin Lung 
Cancer 21, e592-e596.

20．Kobayashi, K., Soejima, K., Fukunaga, K., Shintani, 
Y., Sekine, I., Shukuya, T., Takayama, K., Inoue, A., 
Okamoto, I., Kiura, K., Takahashi, K., Yamamoto, 
N., Takiguchi, Y., Miyaoka, E., Okumura, M. and 
Yoshino, I. （2020） Key prognostic factors for 
EGFR-mutated non-adenocarcinoma lung cancer 
patients in the Japanese Joint Committee of Lung 
Cancer Registry Database. Lung Cancer 146, 
236-243.

21．Kenmotsu, H., Yamamoto, N., Yamanaka, T., 
Yoshiya, K., Takahashi, T., Ueno, T., Goto, K., 
Daga, H., Ikeda, N., Sugio, K., Seto, T., Toyooka, 
S., Date, H., Mitsudomi, T., Okamoto, I., Yokoi, 
K., Saka, H., Okamoto, H., Takiguchi, Y. and 
Tsuboi, M. （2020） Randomized Phase III Study 
of Pemetrexed Plus Cisplatin Versus Vinorelbine 
Plus Cisplatin for Completely Resected Stage II to 
IIIA Nonsquamous Non–Small-Cell Lung Cancer. 
Journal of Clinical Oncology 38, 2187-2196.

22．Igawa, S., Naoki, K., Shintani, Y., Sekine, I. , 
Shukuya, T., Takayama, K., Inoue, A., Okamoto, I., 
Kiura, K., Takahashi, K., Yamamoto, N., Takiguchi, 
Y., Miyaoka, E., Okumura, M. and Yoshino, I. （2020） 
Survival and prognostic factors in elderly patients 
receiving second-line chemotherapy for relapsed 
small-cell lung cancer: Results from the Japanese 
Joint Committee of Lung Cancer Registry. Lung 
Cancer 146, 160-164.

23．Hayashi, H., Takiguchi, Y., Minami, H., Akiyoshi, 
K., Segawa, Y., Ueda, H., Iwamoto, Y., Kondoh, 
C., Matsumoto, K., Takahashi, S., Yasui, H., Sawa, 
T., Onozawa, Y., Chiba, Y., Togashi, Y., Fujita, Y., 
Sakai, K., Tomida, S., Nishio, K. and Nakagawa, 
K. （2020） Site-Specific and Targeted Therapy 
Based on Molecular Profiling by Next-Generation 
Sequencing for Cancer of Unknown Primary Site: 
A Nonrandomized Phase 2 Clinical Trial. JAMA 
Oncology 6, 1931-1938.

24．Hatogai, K., Fujii, S., Kitano, S., Kojima, T., Daiko, 
H., Yoshino, T., Ohtsu, A., Takiguchi, Y., Doi, T. 



― 213 ―

and Ochiai, A. （2020） Relationship between the 
immune microenvironment of different locations 
in a primary tumour and clinical outcomes of 
oesophageal squamous cell carcinoma. British 
journal of cancer 122, 413-420.

【雑誌論文・和文】
1 ．岩崎巨征，鈴木英一郎，千葉哲博，大岡美彦，小笠

原定久，近藤孝行，中村昌人，叶川直哉，丸田享，
興梠慧輔，小林和史，清野宗一郎，金山健剛，神
崎洋彰，齊藤朋子，太和田暁之，新井誠人，丸山紀
史，神田達郎，加藤順，加藤直也．ルストロンボ
パグの反復投与を行い観血的治療が可能であった高
度血小板減少を伴う肝細胞癌の 2 例．Therapeutic 
Research．2020；41：1：49-53

2 ．神津由直，椎葉正史，永塚啓太郎，宮本勲，笠間洋
樹，伊豫田学，中嶋大，笠松厚志，坂本洋右，鵜澤
一弘，滝口裕一 and 丹沢秀樹．（2020）　再発・転
移を認めた口腔扁平上皮癌症例に対するセツキシマ
ブ併用化学療法の検討　千葉医学　96，125-132．

3 ．滝口裕一．（2020）　低線量 CT による肺癌検診の進
歩．日本内科学会雑誌　109，611-616．

4 ．新井誠人 and 滝口裕一．（2020）　免疫チェックポ
イント阻害薬の有害事象と対策（総論）．臨床消化器
内科　35，501-505．

【単行書】
1 ．滝口裕一．（2020）　癌性胸膜炎．In：呼吸器疾患

診療指針 2021-22, ed. ^eds. 弦間昭彦：総合医学社，
東京，316-321．

2 ．滝口裕一．（2020）　Oncologic Emergency 呼吸器
系．In：入門腫瘍内科学　改訂第 3 版， ed.^eds. 
日本臨床腫瘍学会（編集委員）：南江堂，東京，
282-284．

3 ．滝口裕一．（2020）　非上皮性成分を含む腫瘍．In：
新呼吸器専門医テキスト改訂第 2 版， ed.^eds. 日本
呼吸器学会：南江堂，東京，510-512．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．小山隆文　がんゲノム医療の現場から．講演，第

29 回肺がん医療向上委員会 WEB セミナー．2020/ 
11/25，オンライン

2 ．小山隆文　がんゲノム医療の現状と課題．学術セ
ミナー，第 58 回日本癌治療学会学術集会．2020/ 
10/23，オンライン

3 ．小山隆文　The current status of precision oncology 
in Japan．特別企画，第 26 回日本癌学会学術集会．
2020/10/1，オンライン

4 ．小山隆文　ゲノム医療における迅速化・グローバル
化する早期薬剤開発の役割．シンポジウム、第 26
回日本遺伝性腫瘍学会学術集会．2020/8/21－8/30，
オンライン

5 ．滝口裕一． COVID-19 パンデミックにおける肺が
ん診療－ Expert Opinion 作成について内科の立場
から（緊急企画）．第 61 回日本肺癌学会学術集会．

（肺癌 60，442，2020）
6 ．滝口裕一．肺癌診療ガイドライン作成者からみた問

題点（シンポジウム）．第 58 回日本癌治療学会学術
集会．（プログラム 151，2020）

7 ．滝口裕一．進行肺がんに対する免疫および複合免疫
療法の進歩（シンポジウム）．第 58 回日本癌治療学
会学術集会．（プログラム 115，2020）

8 ．滝口裕一．急展開するがん薬物療法に求められる歯
科・医科連携（教育セミナー）．日本有病者歯科医療
学会第 10 回学術教育 Web セミナー．（プログラム・
抄録集 6-7，2020）

9 ．滝口裕一．原発不明がんの診断と治療（教育研修講
演）．第 53 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会．（日本整形外科学会雑誌 94，S1340，2020）

10．滝口裕一．国内外の低線量肺がん CT 検診の現状
（教育講演）．第 23 回肺がん CT 検診認定医更新講
習会 / 認定医師新規認定講習会・第 24 回認定技師
更新講習会．

11．滝口裕一．急展開するがん薬物療法に求められる歯
科－医科連携（教育セミナー）．日本有病者歯科医療
学会 第 10 回学術教育セミナー．

12．滝口裕一．低線量 CT 検診（LDCT）導入のその後－
アメリカの場合（シンポジウム）．第 27 回日本 CT
検診学会学術集会．（CT 検診 27，62，2020）

13．新谷康，木浦勝行，高橋和久，滝口裕一，永安武，
中西良一，山本信之，遠藤俊輔，千田雅之，淺村
尚生，宮岡悦良，奥村明之進，鈴木秀海，吉野一
郎 and 伊達洋至．肺癌登録合同委員会報告（特別報
告）．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会．（日本呼
吸器学会誌 9（増刊号），78，2020）

【学会発表数】
　国内学会　29 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　 9 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科学研究費助成事業（基盤 C）「肝癌感受性遺伝子
MICA のシェダーゼ阻害を基盤とした新規治療薬
の探索」代表者：太和田暁之　2019-2021

2 ．科学研究費助成事業（若手）「肝癌におけるマルチキ
ナーゼ阻害剤のエピジェネティックな耐性機序の検
討」代表者：日下部裕子　2019-2021

3 ．科学研究費助成事業（基盤 C）「肺扁平上皮がんの多
面的アプローチによる分子標的治療の開発」代表
者：滝口裕一　2020-2023

4 ．文部科学省平成29年度大学教育再生戦略推進費「多
様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がん
プロフェッショナル）」養成プラン「関東がん専門
医療人養成拠点」」連携大学　2017-2021
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　外来診療では、胸部悪性腫瘍、原発不明がん、頭頸部がん、メラノーマ（皮膚以外）、成人軟部肉腫、重複が
んなど、領域にとらわれることなく腫瘍横断的な診療を行っている。他施設・診療科からの診療依頼を積極的に
受け入れ、外来受診者数の増加を認めている。良好な患者 QOL を得るために、積極的に外来化学療法を施行し
ている。
　また、全国の共同臨床試験グループにも複数所属し、臨床試験への症例登録を行っている。
　通院治療室では、「がん薬物療法・生物学的製剤療法委員会」によるレジメン審査・登録制度を整備し、その
安全性を管理している。2019 年度には 21,061 件の外来化学療法を提供し、その安全性も担保されている。
　入院診療においても、全てのがん腫の診療を対象としており、外科的治療・放射線治療・化学療法を適切に組
み合わせた集学的治療を提供している。また、慢性透析療法中の症例に対する化学療法など、専門性の高い診療
を提供している。
　医師主導治験（2 件）、先進医療 B（2 件）をはじめとした多くの企業治験、自主臨床試験を推進している。

●地域貢献
　地域貢献として、市民に対する啓発活動のため、地域がん診療連携拠点病院市民公開講座の開催（2021 年 1 月
17 日：ペリエホール）の運営を中心的に行った。
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研究領域等名： 代 謝 生 理 学
診療科等名： 　

●はじめに
　代謝生理学研究室では、糖代謝制御とエネルギー代謝制御の研究を行っている。特に様々な遺伝性因子や環境因
子が糖尿病発症に寄与する分子メカニズムを解析している。また、生体で栄養素を感知する機構も解析している。
さらに膵β細胞の分化・再生の制御機構の解明を行っている。これらの研究で、ケンブリッジ大学（Vidal-Puig 教
授）、南京大学（Li 准教授）、京都大学（木村教授）との共同研究が進められている。さらに腎臓での代謝制御に
ついても解析を進めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　千葉大学医学部の 2 年次学生に生理学ユニットの講義（90 分× 17 コマ、三木、李、波多野）を行った。3 年
次学生に基礎医学ゼミユニットの講義（90 分× 5 コマ、三木、波多野）を行った。3 年次学生に薬理学ユニット

（3 年次、糖尿病治療薬、1 コマ、三木）を行った。
・卒後教育／生涯教育

　広く市民に対し、防災についてともに考える、「災害治療学シンポジウム－複合災害に備える防災と治療学の
最前線－」を企画・実施した。
・大学院教育

　修士課程・先端生命科学特論（三木 90 分× 2 コマ）、博士課程・系統講義科目・機能ゲノム学（三木 90 分×
1 コマ）を行った。リーディング大学院学生に対し、代謝研究学研究特論（波多野、90 分× 1 コマ）代謝研究学
研究教育演習（三木、波多野、約 180 分× 4 コマ）を行なった。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉大学薬学部の 1 年次学生に生理学ユニットの講義を行った（三木 90 分× 2 コマ）。新潟大学医学部 2 年生
に生理学の講義（三木 90 分× 2 コマ）を行った。

●研　究
・研究内容

　糖尿病の発症機序と病態の解明を進めている。特に、腸管での栄養素感知の分子メカニズムや、その際の腸内
分泌ホルモンの分泌制御の解析を行った。また、高脂肪食を摂取した際に糖尿病を発症するモデルマウスを作製
し、その病態解析から脂肪組織と肝臓の相互作用を介して糖代謝の恒常性が維持されていることを見いだした。
インスリンを分泌する膵β細胞の量の制御機構の研究を進めた。腎臓尿細管における代謝制御について解析し、
腎尿細管での代謝変化が感知される機構を解析する実験系を構築した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Oduori, O., Murao, N., Shimomura, K., Takahashi, H., 

Zhang, Q., Dou, H., Sakai, S., Minami, K., Chanclon, 
B., Guida, C., Kothegala, L., Tolo, J., Maejima, Y., 
Yokoi, N., Minami, Y., Miki,T., Rorsman, P., Seino, 
S. （2020） Gs/Gq signaling switch in β-cells defines 
incretin effectiveness in diabetes. J. Clin. Invest. 
130（12）:6639-6655, 2020.

2 ．Moriyama Y, Hatano R, Moriyama S, Uehara S.（2020）
Vesicular polyamine transporter as a novel player 
in amine-mediated chemical transmission. Biochim 
Biophys Acta Biomembr. 2020 Dec 1;1862（12）:183208.

【学会発表数】
　国内学会　3 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）

【外部資金獲得状況】
1 ．基盤研究 C「局所情報による膵β細胞の増殖・分

化・脱分化機構（研究課題番号 19K07281）」代表者：
三木隆司　2019-2021

2 ．基盤研究 C「脂肪組織での熱産生と代謝調節に
お け る KATP チ ャ ネ ル の 役 割（ 研 究 課 題 番 号 
19K06757）」代表者：李恩瑛　2019-2021

3 ．基盤研究 C「嚢胞性腎疾患の発症に関わる細胞老化
関連遺伝子の新規同定とその生理学的役割の解析

（20K08583）」代表者：波多野亮　2020-2022
4 ．日本糖尿病学会若手助成金「臓器間ネットワークを

介した腎糖新生制御機構の解明」代表者：波多野亮　
2020-2021
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研究領域等名： 疾 患 生 命 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　「疾患モデルマウスを用いた病態解析と治療法の開発」を大きなテーマとして研究を進めている。腸管神経系と
腸管恒常性維持機構、腸管神経分化異常と疾患、自己免疫疾患、炎症性肺疾患に関する研究、p38MAP キナーゼ
に関する研究をバイオメディカル研究センター、呼吸器内科等との共同で行っている。また、企業との共同研究お
よび臨床各科より大学院生を受け入れ敗血症、腎疾患、消化管疾患、肺疾患などのモデルマウスを用いた共同研究
を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　1 年次遺伝分子医学講義を担当した（90 分× 1 コマ、幡野）
　3 年次基礎医学ゼミを担当した（90 分× 8 コマ、幡野、粕谷、坂本 *、藤村 *）
　スカラーシップ 1～3 年次の指導を担当した（90 分× 15 コマ、幡野、粕谷、坂本 *、藤村 *）
　（*：バイオメディカル研究センター教員）
　1 年次 PBL チュートリアルを担当した（90 分× 6 コマ、粕谷）
　3 年次薬理学講義を担当した（90 分× 4 コマ、粕谷）
・大学院教育

　医科学修士の生体防御医学の講義を担当した（90 分× 2 コマ、幡野）。
　博士課程の疾患モデル論プログラム責任者および講義を担当した（90 分× 2 コマ、幡野）
　医科学修士の先端生命科学の講義の一部を担当した（90 分× 2 コマ、粕谷）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　薬学部において免疫学講義を担当した（90 分× 3 コマ　幡野、90 分× 1 コマ　坂本）
　1 年次生命コア「クスリとからだ」の一部を担当した（90 分× 1 コマ、粕谷）
　全学遺伝子組換え実験教育訓練の e-ラーニング教材の作成（幡野）

●研　究
・研究内容

　腸管神経系に関するテーマでは腸管神経過多をきたす Kif26a KO マウスの表現型修飾因子についての解析を
行い論文発表した。また腸管神経系による腸管免疫系・腸内細菌叢・腸管上皮バリアの制御に関する研究を行い
論文投稿・Revise 中である（幡野・坂本・藤村）。救急集中治療医学、小児外科学、呼吸器内科学より大学院生
を受け入れ、敗血症に関する研究、腸管神経異常疾患に関する研究、炎症性肺疾患に関する研究を行っている。

「新規細胞培養とその応用に関する研究」という課題名で㈱宇部興産より 1 年で総額 410 万円の研究費・寄附金
を受け、共同研究を推進した（粕谷）。
　「難治性呼吸器疾患の治療法探索に向けた包括的解析」の課題名で筑波大学生存ダイナミクス研究センター共
同利用・共同研究に採択され、肺線維症における網羅的・統計的遺伝子解析（トランスクリプトーム解析）を
行った（粕谷）。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ohara Y, Fujimura L, Sakamoto A, Teratake Y, 

Hiraoka S, Koseki H, Saito T, Terui K, Mitsunaga 
T, Nakata M, Yoshida H, Hatano M. Genetic 
background-dependent abnormalities of the enteric 
nervous system and intestinal function in Kif26a-
deficient mice. Sci Rep. 2021 Feb 4;11（1）:3191. doi: 
10.1038/s41598-021-82785-1.

2 ．Suzuki K, Kim JD, Ugai K, Matsuda S, Mikami 
H, Yoshioka K, Ikari J, Hatano M, Fukamizu A, 

Tatsumi K, Kasuya Y. Transcriptomic changes 
involved in the dedifferentiation of myofibroblasts 
derived from the lung of a patient with idiopathic 
pulmonary fibrosis. Mol. Med. Rep. 2020, 22:1518-
1526. doi: 10.3892/mmr. 2020.11218

3 ．Ugai K, Matsuda S, Mikami H, Shimada A, Misawa 
T, Nakamura H, Tatsumi K, Hatano M, Murayama 
T, Kasuya Y. Inhibition of the SET8 pathway 
ameliorates lung fibrosis even through fibroblast 
dedifferentiation. Front. Mol. Biosci. 2020, 7:192 doi: 
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10.3389/fmolb. 2020.00192
4 ．Matsuda S, Kim JD, Sugiyama F, Matsuo Y, 

Ishida J, Murata K, Nakamura K, Namiki K, Sudo 
T, Kuwaki T, Hatano M, Tatsumi K, Fukamizu 
A, Kasuya Y. （2020） Transcriptomic evaluation 
of pulmonary fibrosis-related genes: Utilization 
of transgenic mice with modifying p38 signal in 
the lungs. Int. J. Mol. Sci. 2020, 21: 6746. 10.3390/
ijms21186746

【雑誌論文・和文】
1 ．横尾岳大、竹田麻理子、石田達也、小泉明子、木村

勝紀、浅見幸夫、幡野雅彦　Lactobacillus pentosus 
OLL203984 で調製した茶発酵物が Ncx/Hox11L.1
遺伝子ノックアウトマウスの消化管通過時間および
腸内細菌叢に与える影響：日本乳酸菌学会誌　2020　
Vol.31, No.2， p99-104．

【学会発表数】
　国内学会　1 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「腸管神経系と腸管

免疫系・腸内フローラの相互作用と疾患発症制御機
構」代表者：幡野雅彦　2018-2020

2 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「T 細胞機能修飾に
よる多発性硬化症の新規治療法の創成」代表者：坂
本明美　2018-2020

3 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「胆道閉鎖症の細胞
性免疫環境構築に果たすオートファジーの役割」分
担者：幡野雅彦　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「TFH 細胞機能制
御を利用した全身性エリテマトーデスの治療法開発に関
する基盤的研究」分担者：幡野雅彦　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「自己免疫疾患の特
異的免疫記憶の分子機構の解明と治療戦略の開発」
分担者：幡野雅彦　2017-2020

6 ．文部科学省科学研究費基盤（B）「メタボロミクスか
ら見た敗血症時のオートファジー動態－新規バイオ
マーカーの検索－」分担者：幡野雅彦　2018-2020

7 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「腸管神経系と免
疫系の相互作用による関節リウマチの病態制御機
構の解明と新規治療法開発」分担者：幡野雅彦　
2019-2021

●地域貢献
　千葉県立長生高校出張講義：医学部模擬講義（幡野）

●その他
　日本免疫学会評議員（幡野、坂本）
　J. Recept. Signal Transduct. ［Informa Healthcare］, Editor （粕谷）
　Front. Pharmacol. ［frontiers］, Review Editor （粕谷）
　日本薬理学会代議員（粕谷）
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研究領域等名： 発 生 再 生 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　神経系の発生を研究し、神経系の構築で用いられる分子や分子機構を利用することにより、再生医学における新
しい治療法の開発を目指している。特に、神経幹細胞が個体発生の過程で老化し様々な種類の神経細胞を作る能力
を喪失することを克服し臨床応用に道を拓くべく、神経幹細胞を初期の多能性を有する状態に若返らせることを目
的として、当研究室で発見し初期の大脳の神経幹細胞で働く Nepro などを中心に研究している。神経幹細胞の新
しい制御機構を分子レベルで詳細に解明するとともに、深層学習を用いた新規の解析法を開発している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　1 年次学生の「遺伝分子医学ユニット」の講義 90 分× 1 コマと、3 年次学生の基礎医学ゼミ「神経系構築の分
子機構」で講義 90 分× 8 コマを実施した（斎藤）。また、3 年次学生の「イノベーション医学」をユニット責任
者として組織するとともに、スカラーシッププログラム「神経系発生の分子機構の解析」を実施している（斎藤）。
・大学院教育

　修士課程の「先端生命科学特論」の講義 90 分× 2 コマ分（斎藤）と、博士課程教育リーディングプログラム
の治療学演習 90 分× 7 コマ（斎藤、成瀬、石田）を実施した。また、博士課程の「卓越教養特論」と「CVPP 特論」、
修士課程の「イノベーション医学（応用）」を科目責任者として組織している。その他に、卓越大学院とリーディ
ング大学院のガイダンス等を実施した（斎藤）。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　卓越大学院プログラム「革新医療創生 CHIBA 卓越大学院」のプログラムサブコーディネーターとして、プロ
グラム運営に参画するとともに、博士課程教育リーディングプログラム「免疫システム調節治療学推進リーダー
養成プログラム」をプログラムコーディネーターとして実施した（斎藤）。

●研　究
・研究内容

　当研究領域で大脳の初期神経幹細胞の維持に必須の因子として同定した Nepro が、神経分化を始動する中心
スイッチ役のプロニューラル遺伝子の制御で重要な役割を果たしていることを分子レベルで解明した。また、神
経幹細胞に特異的な性質を人工知能を用いた深層学習で解析できる新しいプログラムの作成に成功した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Saito T. A Nucleolar Protein, Nepro, Is Essential 

for the Maintenance of Early Neural Stem Cells 
and Preimplantation Embryos. Adv Exp Med Biol 
2020:1218;93-101.

2 ．Arai S, Lloyd K, Takahashi T, Mammoto K, 
Miyazawa T, Tamura K, Kaneko T, Ishida K, 
Moriyama Y, Mitsui T. Dynamic properties of 
heart fragments from different regions and their 
synchronization. Bioengineering 2020;7:81.

3 ．Nakagawa M, Takeo M, Ogawa M, Yuge Y, 
Yasukawa M, Tokita T, Ishida K, Ikeda E, Kirita 
T, Tsuji T. Identification of novel genes related to 
tooth morphogenesis. J Oral Tissue Engin 2020;18

（2）:41-54.

【学会発表数】
　国内学会　1 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本学術振興会科学研究費　基盤研究 C「髄鞘損傷
時に誘導される活性型ミクログリアによる神経幹細
胞運命制御機構」代表者：成瀬雅衣　2018-2021
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研究領域等名： アレルギー・臨床免疫学
診療科等名： アレルギー・膠原病内科

●はじめに
　アレルギー・膠原病内科では、アレルギー疾患、膠原病、及びその類縁疾患を対象とした専門診療に加え、診断
に難渋する発熱・炎症性疾患、好酸球増多症の鑑別診断・診療を行っている。
　アレルギー疾患や膠原病は全身の臓器を冒しうる疾病であるため、内科全般をカバーする知識が求められる。
　主な対象疾患は、気管支喘息、食物アレルギー、アナフィラキシー、薬物アレルギー、関節リウマチ、全身性エ
リテマトーテス（SLE）、強皮症、多発性筋炎 / 皮膚筋炎、血管炎症候群、成人発症スティル病、ベーチェット病、
IgG4 関連疾患などである。
　臨床免疫学の進歩に伴い、これらの疾患の診断法・治療法も急速に変化している。
　当科では最先端の治療を積極的に導入するとともに、世界に向けて情報を発信すべく基礎研究を推進している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　スカラーシップの 1 年生～3 年生（各学年 5 － 8 人）に対し、基礎免疫学と免疫関連疾患の理解の向上を目的に、
免疫細胞の機能や免疫疾患の発症機構に関する発表会を行った。
　免疫学（3 年次）の講義（免疫不全、自己免疫病）を分担した。
　アレルギー・膠原病ユニット（3 年生）を担当し、気管支喘息、アナフィラキシー等のアレルギー疾患と、
SLE、関節リウマチ、強皮症、多発性筋炎 / 皮膚筋炎等の自己免疫疾患の病態、診断、治療に関する講義を行なっ
た。
　クリニカルクラークシップ（4-6 年生）では、マンツーマンで、入院患者の診断・治療方針の決定、外来患者
の診療を通じ、専門的な知識と経験を身につける指導を行うとともに、免疫関連疾患に関するミニレクチャーを
複数回行った。
・卒後教育／生涯教育

　2020 年度は、20 名の研修医が当科で初期研修を行った。研修医は、専門医の指導のもと、内科全般の診断・
治療法、アレルギー疾患や膠原病の診断・治療法を学んだ。希望する研修医は、学会発表を経験した。
　当科には内科認定医 26 名、総合内科専門医 7 名、アレルギー専門医 5 名、リウマチ専門医 18 名が在籍し、ア
レルギー・膠原病領域の専門医資格の取得をサポートしている。
　また、希望者には海外留学（基礎研究、臨床研究）の機会を提供している。
　さらに皮膚科、耳鼻咽喉科、小児科、眼科と共同でアレルギークリニカルカンファレンスを開催し、アレルギー
疾患に関する横断的知識取得の機会を提供した。
　市民公開講座、各種講演会等を通じてアレルギー・膠原病領域の生涯教育をサポートした。
・大学院教育

　生体防御学特論、臨床アレルギー学特論をオーガナイズするとともに、疾患モデル論、薬物療法情報学特論等
の講義を分担した。
　当講座は卓越大学院プログラム「革新医療創成 CHIBA 卓越大学院」にコア研究室として参加し、大学院生の
教育・研究環境が整備された。
　2013 年度には附属病院にアレルギーセンターが設立され、臨床研究の体制が整備された。
　2020 年度は、21 名の大学院生が在学し、指導医とのマンツーマン形式の指導体制のもと、基礎免疫学／臨床
免疫学に関する研究を行った。
　過去 5 年の大学院生の学位論文の平均インパクトファクターは 8 点を越えている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育（現代医学、及び免疫アレルギー）にて喘息をはじめとするアレルギー疾患や自己免疫疾患の講義を
担当した。
　本学薬学部にてアレルギー疾患と自己免疫疾患の薬物治療の講義を担当した。
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●研　究
・研究内容

1 ）アレルギー疾患の発症機序の解析
　　気管支喘息の本態であるアレルギー性気道炎症の分子メカニズムを喘息モデルマウスを用いて解析した。
2 ）気管支喘息の臨床研究
　　気管支喘息の重症化要因に関する臨床研究を行った。
3 ）自己免疫疾患の発症機序の解析　

濾胞ヘルパー T 細胞、制御性 T 細胞等の分化制御機構の解析やループスモデルマウスを用いた解析により、
自己免疫疾患の病態を解析した。

4 ）関節リウマチ患者の治療法開発研究
　　関節リウマチ患者の治療反応性に関する研究を行った。
5 ）全身性エリテマトーデス、皮膚筋炎／多発性筋炎、血管炎症候群、成人スティル病の臨床研究

SLE における I 型インターフェロンシグナルの解析、無筋症性皮膚筋炎、ANCA 関連血管炎におけるバイ
オマーカーの探索、成人スティル病のフェノタイプの潜在クラス解析を行った。

6 ）多施設共同ランダム化比較試験（臨床試験）
　　関節リウマチ、ANCA 関連血管炎に対する臨床試験を実施した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Saku A, Hirose K,  Kageyama T, Kono K, 

Nakamura K, Yokota M, Maezawa Y, Suto A, 
Nakajima H. γδ T cells enhance TSLP production 
and ILC2 accumulation in house dust mite-induced 
allergic airway inflammation. Allergol Int. 2020;69

（1）:132-135. 
2 ．Tanaka Y, Takeuchi T, Okada M, Ishii T, Nakajima 

H, Kawai S, Nagashima T, Hayashi N, Wang L, 
Tummala R. Safety and tolerability of anifrolumab, 
a monoclonal antibody targeting type I interferon 
receptor, in Japanese patients with systemic lupus 
erythematosus: A multicenter, phase 2, open-label 
study. Mod Rheumatol. 2020;30（1）:101-108.

3 ．Saku A, Suehiro KI, Nakamura K, Nishimura N, 
Yokota M, Hirose K, Nakajima H. Mice lacking 
fucosyltransferase 2 show reduced innate allergic 
inflammation in the airways. Allergy. 2020;75（5）: 
1253-1256. 

4 ．Saku A, Furuta S, Kato M, Furuya H, Suzuki 
K, Fukuta M, Suehiro K, Makita S, Tamachi 
T, Ikeda K, Takatori H, Maezawa Y, Suto A, 
Suzuki K, Hirose K, Nakajima H. Experience of 
musculoskeletal ultrasound scanning improves 
physic ians '  physical  examinat ion ski l ls  in 
assessment of synovitis. Clin Rheumatol. 2020;39

（4）:1091-1099.
5 ．Makita S, Takatori H, Iwata A, Tanaka S, Furuta S, 

Ikeda K, Suto A, Suzuki K, Ramos SBV, Nakajima 
H. RNA-binding protein ZFP36L2 downregulates 
Helios expression and suppresses the function of 
regulatory T cells. Front Immunol. 2020;11:1291.

6 ．Kobayashi K, Nakagomi D, Furuta S, Kobayashi 

Y, Hanai S, Yamagata M, Kawashima H, Kasuya 
T, Furuya H, Hiraguri M, Sugiyama T, Nakajima 
H. Efficacy of rituximab for anti-neutrophil 
cytoplasmic antibody-associated hypertrophic 
pachymeningitis: a case series. Clin Exp Rheumatol. 
2020;38 Suppl 124（2）:176-181.

7 ．Noguchi M, Hirata N, Tanaka T, Suizu F, Nakajima 
H, Chiorini JA. Autophagy as a modulator of cell 
death machinery. Cell Death Dis. 2020;11（7）:517. 
doi:10.1038/s41419-020-2724-5. PMID: 32641772.

8 ．Nakaoka Y, Isobe M, Tanaka Y, Ishii T, Ooka S, 
Niiro H, Tamura N, Banno S, Yoshifuji H, Sakata 
Y, Kawakami A, Atsumi T, Furuta S, Kohsaka 
H, Suzuki K, Hara R, Maejima Y, Tsukamoto H, 
Takasaki Y, Yamashita K, Okada N, Yamakido S, 
Takei S, Yokota S, Nishimoto N. Long-term efficacy 
and safety of tocilizumab in refractory Takayasu 
arteritis: final results of the randomized controlled 
phase 3 TAKT study. Rheumatology （Oxford）. 
2020 Sep 1;59（9）:2427-2434.

9 ．Sugihara T, Hasegawa H, Uchida HA, Yoshifuji 
H, Watanabe Y, Amiya E, Maejima Y, Konishi 
M, Murakawa Y, Ogawa N, Furuta S, Katsumata 
Y, Komagata Y, Naniwa T, Okazaki T, Tanaka 
Y, Takeuchi T, Nakaoka Y, Arimura Y, Harigai 
M, Isobe M; Japan Research Committee of the 
Ministry of Health, Labour, and Welfare for 
Intractable Vasculitis （JPVAS）. Associated factors 
of poor treatment outcomes in patients with giant 
cell arteritis: clinical implication of large vessel 
lesions. Arthritis Res Ther. 2020 Apr 7;22（1）:72.

10．Smith RM, Jones RB, Specks U, Bond S, Nodale M, 
Aljayyousi R, Andrews J, Bruchfeld A, Camilleri 
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B, Carette S, Cheung CK, Derebail V, Doulton T, 
Forbess L, Fujimoto S, Furuta S, Gewurz-Singer 
O, Harper L, Ito-Ihara T, Khalidi N, Klocke R, 
Koening C, Komagata Y, Langford C, Lanyon P, 
Luqmani RA, Makino H, McAlear C, Monach P, 
Moreland LW, Mynard K, Nachman P, Pagnoux 
C, Pearce F, Peh CA, Pusey C, Ranganathan D, 
Rhee RL, Spiera R, Sreih AG, Tesar V, Walters 
G, Weisman MH, Wroe C, Merkel P, Jayne D; 
RITAZAREM co-investigators. Rituximab as 
Therapy to Induce Remission After Relapse in 
ANCA-associated Vasculitis. Ann Rheum Dis. 2020 
Sep;79（9）:1243-1249.

11．Paramalingam S, Morgan K, Becce F, Diederichsen 
LP, Ikeda K, Mandl P, Ohrndorf S, Sedie AD, Sharp 
V, Tan AL, Terslev L, Wakefield RJ, Bruyn GAW, 
D'Agostino MA, Keen HI. Conventional ultrasound 
and elastography as imaging outcome tools in 
autoimmune myositis: A systematic review by the 
OMERACT ultrasound group. Semin Arthritis 
Rheum. 2021;51（3）:661-676.

【雑誌論文・和文】
1 ．廣瀬晃一，伊藤崇，中島裕史（2020）　C 型レクチ

ンレセプターとアレルギー性気道炎症．臨床免疫・
アレルギー科　73（2）：168-174．

2 ．中島裕史（2020）　気道免疫応答の抑制機構：アレ
ルギー性気道炎症の制御機構．アレルギー　69：
644-651．

3 ．古田俊介（2020）．ANCA 関連血管炎における地域
差．炎症と免疫．28（4）：.2-6．

【単行書】
1 ．中島裕史（2020）　第 8 章　炎症とアレルギー　標

準免疫学（第 4 版）監修：宮坂昌之，編集：小安重
夫・椛島健治　医学書院　東京　p282-307．

2 ．中島裕史（2020）　血清病．新臨床内科学．矢崎義
雄監修　医学書院　p1692-1694．

3 ．中島裕史（2020）　好酸球性多発血管炎性肉芽腫症．
新臨床内科学．矢崎義雄監修　医学書院 p1778-1779．

4 ．中島裕史（2020）　サルコイドーシス．今日の治療
指針 2020．医学書院　p901-902．

5 ．中島裕史（2020）　薬剤性過敏症症候群（DIHS）．日
本医師会雑誌．生涯教育シリーズ　免疫・炎症疾患
のすべて．S350-S352

6 ．中島裕史（2020）　ファディアトープ．検査値を読
む 2020 内科．南江堂　p826

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Hiroshi Nakajima（2020）　Emerging roles of immune 

systems in asthma．第 48 回箱根呼吸討論会，横浜
2 ．中島裕史（2020）　IgG4 関連疾患．第 57 回アレル

ギー学会専門医認定教育セミナー，Web 開催
3 ．中島裕史，策愛子，廣瀬晃一（2020）　アレルギー

性気道炎症における糖鎖修飾の役割．第 48 回臨床
免疫学会総会ワークショップ

【学会発表数】
　国内学会　4 学会　7 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　2 学会　3 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．JST　ムーンショット「ウイルス感染に対する自然
免疫系」研究担当者：中島裕史　2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「アレルゲン感作
における気道上皮細胞－樹状細胞間相互作用の網羅
的探索」代表者：中島裕史　2018-2021

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「濾胞性制御性 T
細胞分化誘導による新規 SLE 治療法確立のための
基礎的検討」代表者：鈴木浩太郎　2020-2023

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「アレルギー性気
道炎症局所における制御性 T 細胞の機能維持機構
の解明」代表者：須藤明　2020-2023

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「アレルギー性気
道炎症における侵害刺激受容体 TRPV2 の役割」代
表者：前澤裕子　2020-2023

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「包括的トランスクリ
プトーム・エピゲノム解析による滑膜炎・付着部炎の分
子病態の解明」代表者：池田啓　2018-2021

7 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「IgE 産生制御に
よる食物アレルギー治療戦略の開発」代表者：玉地
智宏　2019-2022

8 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「Fizzled 受容体
シグナルによるアレルギー性気道炎症の誘導機構の
解明とその制御」代表者：岩田有史　2020-2023

9 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「喘息の気道上皮
細胞における “ 炎症記憶 ” に関する研究」代表者：
横田雅也　2020-2023

10．文部科学省科学研究費　基盤（C）「ANCA 関連血管
炎の病態形成における TLR9 の役割の解析」代表
者：古田俊介　2019-2022

11．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「I 型インター
フェロンによる全身性エリテマトーデスの病態形成
機構の解明」代表者：岩本太郎　2019-2021

12．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「関節リウマチ
の病態形成における Semaphorin3G の役割の解明」
代表者：田中繁　2019-2021

13．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「乾癬病態形成
における NF－kB1 の役割の解析」代表者：鈴木一
正　2019-2021

14．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「関節リウマチ
の新規治療感受性因子の探索と特異的治療法の開発
に関する研究」代表者：牧田荘平　2020-2022

15．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「アレルギー性
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気道炎症の超急性期相における樹状細胞の役割の解
明」代表者：古矢裕樹　2020-2022

16．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「組織修復型制
御性 T 細胞による破壊関節修復法の開発」代表者：
粕谷忠道　2020-2022

17．厚生労働省科学研究費「難治性血管炎に関する調査
研究」分担者：古田俊介　2020-2023

【受賞歴】
1 ．鈴木一正（2020）　第 5 回グローバルプロミネント研

究基幹シンポジウム　優秀発表賞
2 ．古矢裕樹（2020）　JSA/WAO Joint Congress 2020 

Award for the next generation project
3 ．古矢裕樹（2020）　APLAR2020 Excellent Abstract 

Award
4 ．飯田和馬（2020）　免疫システム調節治療学推進リー

ダー養成プログラム　優秀大学院学生賞
5 ．古矢裕樹（2020）　免疫システム調節治療学推進リー

ダー養成プログラム　最優秀大学院学生賞

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　月曜日から金曜日の週 5 日間、外来診療を行っている。アレルギー疾患、膠原病を専門とする診療科は県内に
は少なく、患者分布は県内全域におよび、県外からの通院者も多い。総合内科専門医、アレルギー専門医、リウ
マチ専門医の資格をもつ医師を中心にアレルギー疾患、自己免疫疾患等の難治性疾患の診療にあたっている。
　2012 年 4 月よりアレルギー専門外来を開設し、診断に苦慮するアレルギー疾患に対して十分な時間を設けて
原因を特定し、治療を行っている。
　入院患者の内訳は SLE 15％、血管炎症候群 15％、多発性筋炎／皮膚筋炎 15％、強皮症 15％、関節リウマチ 
10％、MCTD 5％、他。チャレンジテストによるアレルギー原因の同定も実施している。
　研修医、指導医による主治医体制で診療を行い、毎日の病棟医回診、ならびに毎週行われるカンファレンスに
おいて診療方針が決定される。
　関連各科と連携し、必要に応じて侵襲的検査も積極的に行い、多岐にわたる臓器障害を詳細に評価している。
免疫抑制薬、血漿交換療法、分子標的薬、大量免疫グロブリン療法等の積極的な使用により、副腎皮質ステロイ
ドを最小限とし、合併症の予防を重視している。
　県下全域における関連病院と連携することにより、寛解導入後は近医での通院加療から転院によるリハビリの
継続まで、患者の希望や QOL を考慮した幅広い選択肢が取れる体制になっている。
　関節エコーに関しては全国トップレベルの実績を有し、関節エコーを用いた生物学的製剤休薬の先駆的な多施
設共同臨床試験を実施している。また、関節エコーを軸として関節リウマチならびに脊椎関節炎の末梢血自然リ
ンパ球と血清サイトカイン / ケモカインの関連を明らかとした。
　ANCA 関連血管炎の多施設共同臨床試験を実施し、B 細胞除去療法によるステロイド減量戦略を確立した。
また、成人発症スティル病の、関連施設における症例をまとめ、その臨床転帰を明らかとした。
　その他、多数の治験、臨床試験に参加し、新規治療の開発に貢献している。

●地域貢献
　千葉県指定難病審査会委員として難病診療をサポートしている。
　千葉県アレルギー疾患医療連絡協議会委員、日本アレルギー協会千葉県支部として、千葉県のアレルギー診療お
よび運営を支えている。
　日本リウマチ学会関東支部運営委員として、関東のリウマチ膠原病診療、教育、および運営に貢献している。
　その他、保健所主催難病相談、医師会主催講演会、患者友の会、ならびに製薬メーカーによる啓発活動等に協力
している。
　また、アレルギー専門医、リウマチ専門医を県内外の連携病院に常勤医として派遣するとともに、地域の病院に
非常勤医として派遣して、専門外来を開設し、地域医療に貢献している。
　アレルギーセンターのセミナー等を通じて疾患啓発に貢献している。
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研究領域等名： 免 疫 発 生 学
診療科等名： 　

●はじめに
　免疫発生学から今年度も、複数の研究報告を行うことができた。特に、記憶 T 細胞形成を制御する新たな分子
を同定し、Frontiers in Immunology 誌へ報告した。さらに、医学部附属病院の先生方のご協力の下、C0VID-19
の新たな重症化因子を同定する臨床研究を開始した。コロナ禍のもと、文部科学省卓越大学院プログラム「革新医
療創生 CHIBA 卓越大学院」に関しても着実に進め、大学全体に関わる事業に貢献した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部では免疫学の講義を担当し、また、基礎医学ゼミ、スカラーシッププログラムを担当した。
・大学院教育

　医学研究院博士課程ではプレゼンテーションセミナー（上級）、高い教養を涵養する特論等でプログラム責任
者として担当した。昨年度採択された、文部科学省卓越大学院プログラム「革新医療創生 CHIBA 卓越大学院」
における革新医療創生実習では、免疫細胞の機能解析を行うための実験手法の原理に関する講義と、実際に機器
などの使用法を習得する実習を施行した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　非常勤講師として、千葉工業大学工学部（分子免疫学）及び大学院（免疫工学特論）で講義を担当した（中山）。

●研　究
・研究内容

　教室の主な研究テーマ及び成果　1．メモリー T 細胞の形成と機能維持の研究：（1）記憶 T 細胞形成を制
御する新たな分子を同定し、Frontiers in Immunology 誌へ報告した（Suzuki et al， Frontiers in Immunology 
2020）、（2）COVID-19 の新たな重症化因子の同定を目指した臨床研究を進めている（横手病院長、中田教授、
花岡教授、猪狩診療教授との共同研究）、2．癌の免疫細胞療法に関する研究：肺癌における NKT 細胞療法の先
進医療を進めている（中山・本橋教授と共同研究）。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．NakayamaY, Fujiu K, Yuki R, Oishi Y, Morioka M 

S, Isagawa T, Matsuda J, Oshima T, Matsubara T, 
Sugita J, Kudo F, Kaneda A, Endo Y, Nakayama 
T, Nagai R, Komuro I, Manabe I. A long noncoding 
RNA regulates inflammation resolution by 
mouse macrophages through fatty acid oxidation 
activation. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 117（25）: 
14365-14375 （2020）. 

2 ．Aoki T, Takami M, Takatani T, Motoyoshi K, Ishii 
A, Hara A, Toyoda T, Okada R, Hino M, Koyama-
Nasu R, Kiuchi M, Hirahara K, Kimura M Y, 
Nakayama T, Shimojo N, Motohashi S. Activated 
invariant natural killer T cells directly recognize 
leukemia cells in a CD1d-independent manner. 
Cancer Sci. 111（7）:2223-2233 （2020）. 

3 ．Suzuki A S, Yagi R, Kimura M Y, Iwamura, C, 
Shinoda K, Onodera A, Hirahara K, Tumes D 
J, Koyama-Nasu R, Iismaa S E, Graham R M, 
Motohashi S, Nakayama T. Essential role for CD30-
Transglutaminase 2 axis in memory Th1 and Th17 

cell generation. Front. Immunol. 11:1536 （2020）. 
4 ．Goschl L, Preglej T, Boucheron N, Saferding 

V, Müller L, Platzer A, Hirahara K, Han-Yu S, 
Backlund J, Matthias P, Niederreiter B, Hladik 
A, Kugler M, Gualdoni G, Scheinecker C, Knapp 
S, Seiser C, Holmdahl R, Tillmann K, Plasenzotti 
R, Podesser B, Aletaha D, Smolen Karonitsch 
TJ, Steiner G, Ellmeier W, Bonelli M*. Histone 
deacetylase 1 （HDAC1）: a key player of T cell-
mediated arthritis. J. Autoimmun. 2020 Mar;108: 
102379 （2020）. 

5 ．Sciume G, Mikami Y, Jankovic D, Nagashima H, 
Villarino AV, Morrison T, Signorella S, Yao C, Sun 
HW, Brooks SR, Fang D, Sartorelli V, Nakayamada 
S, Hirahara K, Zitti B, Davis FP, Kanno Y, O’Shea 
JJ, Shih HY*. Rapid remodeling of poised chromatin 
landscapes and transcription factor repurposing 
facilitate gene induction in natural killer cells. 
Immunity. 2020 Oct 13;53（4）:745-758.e4 （2020）. 

6 ．Kotaki R, Kawashima M, Yamaguchi A, Suzuki N, 
Koyama-Nasu R, Ogiya D, Okuyama K, Yamamoto 
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Y, Takamatsu M, Kurosaki N, Ando K, Murata A, 
Ohtsuka M, Nakagawa S, Katagiri K, Kotani A. 
Overexpression of miR-669m inhibits erythroblast 
differentiation. Sci Rep. 2020;10:13554 （2020）. 

7 ．Nemoto M, Nei Y, Bartholmai B, Yoshida K, Matsui 
H, Nakashita T, Motojima S, Aoshima M, Ryu JH. 
Automated computed tomography quantification of 
fibrosis predicts prognosis in combined pulmonary 
fibrosis and emphysema in a real-world setting: a 
single-centre, retrospective study. Respir Res. 2020 
Oct 20;21（1）:275（2020）. 

8 ．Nemoto M, Nakashima K, Noma S, Matsue Y, 
Yoshida K, Matsui H, Shiraishi A, Ishifuji T, 
Morimoto K, Ariyoshi K, Aoshima M. Prognostic 
value of chest computed tomography in community-
acquired pneumonia patients. ERJ Open Res. 2020 
Nov 23;6（4）:00079-2020（2020）. 

【雑誌論文・和文】
1 ．青木亜美、平原潔、中山俊憲　病原性ヘルパー T

細胞とアレルギー　アレルギーの臨床 40（537）：
31-34（2020・1）

2 ．平原潔、中山俊憲　気管支喘息と自然炎症〜病原性
CD4 陽性 T 細胞を起点とした気管支喘息重症化機
構〜　炎症と免疫　28（2）：77-80（2020・3）

3 ．平原潔、中山俊憲　肺における組織常在性病原性記
憶 T 細胞と制御性 T 細胞　感染・炎症・免疫　50

（1）：24-34（2020・4）
4 ．平原潔、中山俊憲　記憶型病原性 Th2 細胞とアレ

ルギー　－好酸球浸潤から繊維化反応まで　あたら
しい眼科　37（4）：435-442（2020・4）

5 ．木 内 政 宏、 中 山 俊 憲　AID（Activation-induced 
cytidine deaminase）　アレルギー用語解説シリー
ズ　69（3）：222-223（2020）

6 ．青木亜美、平原潔、中山俊憲　肺の組織線維化をひ
き起こす新たな細胞集団の同定　臨床免疫・アレル
ギー科　73（6）：652-657（2020・6）

7 ．岩村千秋、中山俊憲　病原性記憶 T 細胞による慢
性炎症の制御　日本小児皮膚科学会雑誌　39（2）：
19-24（2020・6）

8 ．小久保幸太、平原潔、中山俊憲　CD103highTreg
細胞による肺繊維化抑制　臨床免疫・アレルギー科　74

（2）：180-184（2020・8）
9 ．中山俊憲、木村元子、八木良二　T 細胞性免疫のエ

フェクター機能のメカニズム　生体防御における T
細胞の機能　基礎免疫学　原著第 6 版－免疫系の機
能とその異常　111-127（2020・8）

10．平原潔、木内政宏、中山俊憲　繊維化を誘導する
CD4+ 組織常在性記憶 T 細胞のエピジェネティク
ス　医学のあゆみ　275（1）：133-137（2020・10）

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Nakayama T, Hirahara K, Kokubo K, Kiuchi M 

Onodera A. Memory-type pathogenic Th2 （Tpath2） 
cells in airway inflammation. シンポジウム　AMED-
CREST/PRIME JOINT INTERNATIONAL 
SYMPOSIUM HOMEOSTASIS & ADAPTATION/
REPAIR　2020 年 1 月31日－2 月1日　フェニックス・
シーガイア・リゾ－ト（宮崎）（2/1）

2 ．中山俊憲　病原性 Th2 細胞によるアレルギー性気
道炎症の病態形成と制御　特別講演　第 3 回日本ア
レルギー学会関東地方会　2020 年 2 月 15 日　秋葉
原コンベンションホール（東京）

3 ．中山俊憲　病原性 Th2 細胞による慢性難治性気道
炎症の病態形成と制御　招待講演　千里ライフサイ
エンス新適塾「難病への挑戦」第 43 回会合　2020
年 9 月 9 日　千里ライフサイエンスセンタービル　
山村雄一記念ライフホール（大阪）

4 ．中山俊憲　病原性 Th2 細胞による慢性気道炎症と
肺線維化の病態制御　教育講演　第 69 回日本アレ
ルギー学会学術大会　2020 年 9 月 17 日－ 10 月 20
日　Web 開催

5 ．平原潔　線維化誘導－病原性ヘルパー T 細胞によ
る肺線維化の病態形成機構．第 64 回日本リウマチ
学会総会・学術講演会．シンポジウム 16「Advances 
in research on autoimmune diseases」．（招待講演）  
2020 年 8 月 17 日－ 9 月 15 日　Web 開催

6 ．平原潔　線維化誘導－病原性ヘルパー T 細胞が誘
導する組織線維化の形成機構について．第 60 回日
本呼吸器学会学術講演会．若手シンポジウム：呼吸
器疾患の克服に向けて－肺線維化研究の新展開－．

（招待講演）　2020 年 9 月 21 日　神戸コンベンショ
ンセンター

7 ．免疫学セミナー：免疫とウイルス（招待講演）　SDNN（サ
ンディエゴ日系ネットワーク）　2020 年 5 月31日

【学会発表数】
　国内学会　3 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「繊維化誘導－病
原性 CD4+T 細胞の制御機構の解明－肺繊維化疾患
の病態の理解へ－」代表者：平原潔　2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（B）「胸腺を起点とし
た生体内恒常性維持制御の分子基盤」代表者：木村
元子　2020-2022

3 ．文部科学省科学研究費　挑戦的萌芽「腫瘍に対する
中枢性免疫寛容の成立とその抗腫瘍免疫応答に与え
る影響」代表者：木村元子　2020-2021

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「NK 細胞のア
ジュバント効果を利用した NKT 細胞療法による肺
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癌免疫治療の検討（高見真理子）」分担者：木村元子　
2020-2022

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「採血による皮下
組織慢性炎症の活動性の検出と、繊維化過程の可視
化（秋田新介）」分担者：木村元子　2020-2022

6 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「組織炎症と繊維
化に対する T 細胞由来のプロテオグリカンの解析」
代表者：岩村千秋　2020-2022

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「肺線維症におけ
る病原性ヘルパー T 細胞による病態形成の新規分
子機構の解明」代表者：青木亜美　2020-2021

8 ．AMED　免疫アレルギー疾患実用化研究事業「新
型コロナウイルス感染症で血管炎を誘導する新たな
病的免疫細胞集団の同定と病態形成機構の解明」代
表者：平原潔　2020-2022

9 ．AMED　次世代がん医療創生研究事業「CD69 分子
を標的とした新規のがん免疫療法開発へ向けた基盤
研究」代表者：木村元子　2020-2021

10．公益財団法人 MSD 生命科学財団「組織線維化を誘
導する組織常在性記憶 CD4+T 細胞誘導機構の解
明」代表者：平原潔　2020-2021

【受賞歴】
1 ．第 5 回グローバルプロミネントシンポジウム優秀発

表賞（2020 年 11 月 18 日）（青木）
2 ．千葉大学医学薬学府博士課程学業成績優秀者に係る

学府長表彰（小久保）
3 ．文部科学省　博士課程教育リーディングプログラム 

（免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログ
ラム）　最優秀大学院学生賞

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　免疫細胞医学（肺がん、本橋）とともに NKT 細胞を用いた先進医療の推進に協力している。また、COVID-19 の新
たな重症化因子の同定（横手病院長、中田教授、花岡教授、猪狩診療教授との共同研究）を目指した臨床研究を進め
ている。
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研究領域等名： 分 子 腫 瘍 学
診療科等名： 　

●はじめに
　当教室は、癌における分子異常として主にエピゲノム異常に着目し、胃癌、大腸癌、膵癌、乳癌、肺癌、血液腫
瘍、肝腫瘍、咽頭癌、前立腺癌、悪性黒色腫、等を対象に癌のエピゲノム異常の網羅的な解明、感染など環境が誘
導するエピゲノム変異の分子機構の解明、癌化ストレスに対する正常細胞の生理的なエピゲノム変化と癌化防御機
構の解明、これらのエピゲノム変化に対し介入するエピゲノム阻害小分子の開発、をテーマとする研究を遂行した。

●教　育
・学部教育／卒前教育
（1）医学部学生に対する教育として生化学を担当している。代謝栄養生化学の科目責任者として 2 年生を対象に

講義・演習・実習を行った。また、栄養代謝異常と疾患について非常勤講師を招き、特別講義を行った。
（2）スカラーシッププログラムとして、1～3 年次を対象とした論文抄読、及びアドバンストコースの研究・実

験指導を行った。引き続き研究指導を希望した 4・5・6 年次の学生について、指導を行った。
（3）スカラーシップ講義として 1 年生を対象に研究留学について講義した。
（4）3 年生を対象に基礎医ゼミとして癌エピゲノムについて演習を行った。
（5）学部生への倫理教育であるメンター制度において担当学生へのメンタリングを担当した。
・大学院教育
（1）科目責任講座として先端生命科学特論講義（全 15 コマ）をとりまとめ、うち 1 コマを担当した。
（2）リーディング大学院イノベーション治療学演習（1 週）、機能ゲノム学講義 1 コマを担当した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）
（1）癌エピゲノム解析セミナーを毎月開催し指導している。

●研　究
・研究内容

　平成 27 年より千葉大学グローバルプロミネント研究基幹のリーディング研究育成プログラムに採択され、が
んエピゲノム網羅的解析とその臨床応用を目指す研究を行っている。
　平成 28 年より、AMED「次世代がん医療創生研究事業」に採択され、胃癌発生に重要なエピゲノム異常を標
的とする配列選択的小分子の開発を行っている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Maimaiti M, Sakamoto S, Yamada Y, Sugiura M, 

Rii J, Takeuchi N, Imamura Y, Furihata T, Ando K, 
Higuchi K, Xu M, Sazuka T, Nakamura K, Kaneda 
A, Kanai Y, Kyprianou N, Ikehara Y, Anzai N, 
Ichikawa T. Expression of L-type amino acid 
transporter 1 as a molecular target for prognostic 
and therapeutic indicators in bladder carcinoma. 
Sci Rep, 2020 Jan 28;10（1）:1292. doi: 10.1038/
s41598-020-58136-x.

2 ．Nakagawa T, Matsusaka K, Misawa K, Ota S, 
Fukuyo M, Rahmutulla B, Kunii N, Sakurai D, 
Hanazawa T, Matsubara H, Okamoto Y, Kaneda A. 
Stratification of HPV-associated and HPV-negative 
oropharyngeal squamous cell carcinomas based on 
DNA methylation epigenotypes. Int J Cancer, 2020 
May 1;146（9）:2460-2474. doi: 10.1002/ijc.32890. Epub 
2020 Feb 11.

3 ．Kurokawa T, Nakagawa T, Matsusaka K, 
Fukuyo M, Mima M, Misawa K, Rahmutulla B, 
Ikeda J, Hanazawa T, Okamoto Y, Kaneda A. 
Establishment of epigenetic markers to predict 
irradiation efficacy against oropharyngeal cancer. 
Cancer Sci, 2020 Apr; 111（4）:1407-1416. doi: 10. 
1111/cas.14338. Epub 2020 Feb 27.

4 ．Ailiken G, Kitamura K, Hoshino T, Satoh M, 
Tanaka N, Minamoto T, Rahmutulla B, Kobayashi 
S, Kano M, Tanaka T, Kaneda A, Nomura F, 
Matsubara H, Matsushita K. Posttranscriptional 
regulation of BRG1 by FIR Δ exon2 in gastric 
cancer. Oncogenesis, 2020 Feb 18;9（2）:26. doi: 10. 
1038/s41389-020-0205-4

5 ．Asakawa Y, Okabe A, Fukuyo M, Li W, Ikeda 
E, Mano Y, Funata S, Namba H, Fujii T, Kita 
K, Matsusaka K, Kaneda A. Epstein-Barr virus 
positive gastric cancer involves enhancer activation 
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through ATF3. Cancer Sci, 2020 May; 111（5）:1818-
1828. doi: org/10.1111/cas.14370. Epub 2020 March 
02.

6 ．Hata A, Suzuki H, Nakajima T, Fujiwara T, Shiina 
Y, Kaiho T, Toyoda T, Inage T, Ito T, Sakairi 
Y, Tamura H, Wada H, Yamada Y, Chiyo M, 
Matsusaka K, Fukuyo M, Shinohara K, Itoga S, 
Motohashi S, Matsushita K, Kaneda A, Yoshino I. 
Differential gene analysis during the development 
of obliterative bronchiolitis in a murine orthotopic 
lung transplantation model: A comprehensive 
transcriptome-based analysis. PLoS One, 2020; 15

（5）: e0232884. doi: 10.1371/journal.pone.0232884. 
Epub 2020 May 8.

7 ．Yamamoto  Y ,  Ma t susaka  K ,  Fukuyo  M , 
Rahmutulla B, Matsue H, Kaneda A. Higher 
methylation subtype of malignant melanoma and 
its correlation with thicker progression and worse 
prognosis. Cancer Med, 9（19）:7197-7204. doi: 10. 
1002/cam4.3127. Epub 2020 May 14.

8 ．Sata Y, Nakajima T, Fukuyo M, Matsusaka K, 
Hata A, Morimoto J, Rahmutulla B, Ito Y, Suzuki H, 
Yoshino I, Kaneda A. High expression of CXCL14 
is a biomarker of lung adenocarcinoma with 
micropapillary pattern. Cancer Sci, 2020 Jul;111（7）: 
2588-2597. doi: org/10.1111/cas.14456. Epub 2020 
May 30.

9 ．Nakayama Y, Fujiu K, Yuki R, Oishi Y, Morioka 
M, Isagawa T, Matsuda J, Oshima T, Matsubara 
T, Sugita J, Kudo F, Kaneda A, Endo Y, Nakayama 
T, Nagai R, Komuro I, Manabe I. A long noncoding 
RNA regulates inflammation resolution by 
mouse macrophages through fatty acid oxidation 
activation. PNAS, 2020 Jun 23;117（25）:14365-14375. 
doi: 10.1073/pnas.2005924117. Epub 2020 Jun 8.

10．Okabe A, Huang KK, Matsusaka K, Fukuyo M, 
Xing M, Ong X, Hoshii T, Usui G, Seki M, Mano Y, 
Rahmutulla B, Kanda T, Suzuki T, Rha SY, Ushiku 
T, Fukayama M, Tan P, Kaneda A. Cross-species 
chromatin interactions drive transcriptional 
rewiring in Epstein-Barr virus positive gastric 
adenocarcinoma. Nat Genet, 2020 Sep;52（9）:919-930. 
doi: 10.1038/s41588-020-0665-7. Epub 2020 Jul 27.

11．Naka K, Ochiai R, Matsubara E, Kondo C, Yang 
KM, Hoshii T, Araki M, Araki K, Sotomaru Y, 
Sasaki K, Mitani K, Kim DW, Ooshima A, Kim 
SJ. The lysophospholipase D enzyme Gdpd3 
is required to maintain chronic myelogenous 
leukaemia stem cells. Nat Commun, 2020 Sep 17;11

（1）:4681. doi: 10.1038/s41467-020-18491-9.

12．Usui G, Matsusaka K, Mano Y, Urabe M, Funata 
S, Fukayama M, Ushiku T, Kaneda A. DNA 
methylation and genetic aberrations in gastric 
cancer. Digestion, 2021 Jan; 102: 25-32. doi: 10.1159/ 
000511243. Epub 2020 Oct 16.

13．Kuribayashi W, Oshima M, Itokawa N, Koide S, 
Nakajima-Takagi Y, Yamazaki S, Yamashita M, 
Rahmutulla B, Miura F, Ito T, Kaneda A, Iwama A. 
Limited rejuvenation of aged hematopoietic stem 
cells in young bone marrow niche. J Exp Med, 
2021 Mar 1; 218（3）: e20192283. doi: 10.1084/jem. 
20192283. Epub 2020 Nov 24.

14．Li K, Tong X, Yu J, Gao X, Gao F, Liu X, Suzuki 
A, Kita K, Suzuki N. Lifeceramics-treated water 
reduces serum uric acid levels and improves 
hemorheological activity in hyperuricemic rats.  
Biomed Rep, 2020 Oct; 13（4）: 22. doi: 10.3892/br. 
2020.1329. Epub 2020 Jul 17.

【雑誌論文・和文】
1 ．金田篤志．エピジェネティクスの疾患．「動物の事

典」（朝倉書店）第 3 章「動物の遺伝と遺伝子」．2020 
Sept．p143-144．

2 ．佐藤広明、金田篤志．がんのエピゲノム異常．医学
のあゆみ　2020；272：32-37．

3 ．喜多和子、福世真樹、金田篤志、鈴木信夫．培養
ヒト細胞におけるライフセラミックス処理水の抗
酸化作用：過酸化水素による細胞死、活性酸素発
生および遺伝子発現変動に対する抑制効果．Food 
Function，2021；17：14-21．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．金田篤志、岡部篤史、福世真樹、松坂恵介、深山正

久．ヘテロクロマチン領域の異常活性化による胃癌
発癌．第 16 回消化管学会．2020.2.7　姫路　招待シ
ンポジウム発表

2 ．金田篤志．ウイルス感染がもたらす固有のエピゲ
ノム異常と消化管腫瘍サブタイプの同定．日本消
化器癌発生学会第 6 回理事長直轄プロジェクト．
2020.2.15　藤井節郎記念医科学センター　徳島　基
調講演

3 ．金田篤志．ゲノム情報を超える生命現象の制御～ゲ
ノムの飾りを変えると違う細胞になり飾りを間違え
るとがんになる～　市民公開講座「大人が楽しむ科
学教室」．2020.2.16　千葉市科学館　千葉　講演　

4 ．Atsushi Kaneda. Driver epi-mutations of gastric 
cancer induced by Epstein-Barr virus infection. 
22nd International Conference on Emerging 
Infectious Diseases in the Pacific Rim. 2020 Feb 27. 
Chulalongkorn Hospital, Bangkok. Invited Speaker.

5 ．金田篤志．ウイルス感染がもたらすヘテロクロマチ
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ン領域の破綻と潜伏エンハンサーの異常活性化によ
る発癌機構．日本遺伝学会第 92 回大会．2020.9.16-
18　熊本　口演（ワークショップ招待）

6 ．Atsush i  Kaneda .  V i r a l  g enome  r ew i r e s 
heterochromatin and enhancers of host genome to 
induce tumorigenesis. The 79th Annual Meeting 
of the Japan Cancer Association. 2020 Oct 1-3. 
Hiroshima　口演（シンポジウム招待）

7 ．Takuya Nakagawa, Keisuke Matsusaka, Tomoya 
Kurokawa, Toyoyuki Hanazawa, Joseph A 
Califano, Atsushi Kaneda. Infection and cancer: 
risk estimation and therapeutic targets. The 79th 
Annual Meeting of the Japan Cancer Association.  
2020 Oct 1-3 Hiroshima　口演（シンポジウム招待）

8 ．Okabe A, Huang KK, Matsusaka K, Fukuyo M, 
Rahmutulla B, Tan P, Kaneda A. Chromatin 
structural aberrations due to oncovirus infection 
activate neighboring oncogenes through enhancer 
activation. The 79th Annual Meeting of the Japan 
Cancer Association. 2020 Oct 1-3. Hiroshima　口演

（シンポジウム招待）
9 ．金田篤志．Epstein-Barr ウイルスはヘテロクロ

マチンを破綻させて癌原遺伝子を活性化するエピ
変異原である．日本環境変異原学会第 49 回大会．
2020.11.26-27　沼津　口演（シンポジウム招待）

10．星居孝之．ヒストンメチル化酵素 SETD1A による
ミトコンドリアの機能制御．鶴岡カンファレンス
2020．2020.11.7-8　山形／ Zoom　口演（シンポジウ
ム招待）

11．福世真樹，米澤英雄，矢野大和，桂有加子，矢原耕
史，今野武津子，柴田朋子，重信秀治，BAHITYAR 
Rahmutulla，内山郁夫，長谷川嘉則，小原收，金田
篤 志，小 林 一 三．Bacterial population genomics： 
impacts of thousands of （epi） genomes within 
a species on analysis of the microbiome-human 
ecosystem．第 43 回日本分子生物学会年会，Dec 2-4，
2020，オンライン開催，口演（ワークショップ招待）

【学会発表数】
　国内学会　5 学会　80 回（うち大学院生 14 回）
　国際学会　1 学会　 4 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「胃癌症例層
別化に基づいた発癌本態解明と新規治療戦略の構
築」代表者：金田篤志　2019-2021

2 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「染色体分配
因子によるエピゲノム制御機構の解明と新規白血病
治療標的の同定」代表者：星居孝之　2019-2021

3 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「胎児期低栄
養による腎障害および高血圧発症メカニズムの解
明」分担者：金田篤志　2019-2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（C）「アレルギー
性鼻炎の発症・寛解を制御する末梢血免疫細胞のエ
ピゲノム解析研究」分担者：金田篤志　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「消化
器癌に対してゲノム領域選択的に作用する新たなエピゲ
ノム阻害剤の開発」代表者：金田篤志　2020-2021

6 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「白血病
エピゲノムを制御する H3K4 メチル化酵素の機能的
重複の解明」代表者：星居孝之　2019-2020

7 ．文部科学省科学研究費　若手研究「腫瘍ウイルス感
染に伴うエピゲノム異常による発癌機構の解明」代
表者：岡部篤史　2019-2020

8 ．文部科学省科学研究費　若手研究「選択的ピロリ菌
除菌治療への基盤創造を目的としたピロリ菌東アジ
ア株の層別化」代表者：福世真樹　2019-2021

9 ．文部科学省科学研究費　若手研究「Notch シグナル
活性化と TGF- βシグナル不活化のクロストークに
よる発癌機序」代表者：眞野恭伸　2019-2020

10．文部科学省科学研究費　若手研究「背景胃粘膜にお
ける DNA 異常メチル化の蓄積と胃癌発症リスク因
子の探索」代表者：臼井源紀　2020-2021

11．文部科学省科学研究費　若手研究「HPV 関連頭頸
部扁平上皮癌のクロマチン構造解析による発癌分子
機構の解明」代表者：美馬勝人　2020-2022

12．文部科学省科学研究費　特別研究員奨励費「JAG1-
Notch シグナル活性化による早期細胞老化と微小環
境機構の解明」代表者：眞野恭伸　2018-2020

13．文部科学省科学研究費　国際共同研究加速基金（国
際共同研究強化（A））「胃癌におけるクロマチン構
造異常による癌化機構の解明」代表者：岡部篤史　
2019-2021

14．公益財団法人　武田科学振興財団「炎症と老化によ
るエピゲノム異常と発癌機構の解明」代表者：金田
篤志　2018-

15．公益財団法人上原記念生命科学財団「外来ウィルス
DNA がもたらすエピゲノム発癌機構の解明」代表
者：金田篤志　2020-2022

16．日本新薬株式会社「リンパ腫におけるウイルス－ホ
ストクロマチン相互作用が誘導する発癌機構の解
明」代表者：岡部篤史　2020-2022

17．公益財団法人 SGH 財団「エピゲノム修飾因子によ
る転写調節を介したがん代謝制御機構の解明」代表
者：星居孝之　2020-2021

18．公益財団法人アステラス病態代謝研究会「エピゲノ
ム修飾因子を介したミトコンドリア制御機構の解
明」代表者：星居孝之　2020-2022

19．文部科学省　卓越研究員事業「細胞内シグナル伝達
によるエピゲノム制御機構の解明」代表者：星居孝
之　2018-2023

20．株式会社エスアールエル「バイオリソース教育研究
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センターによるバイオバンクの運営」代表者：金田
篤志　2018-2022

21．株式会社スクラム「バイオリソース教育研究セン
ターにおけるバンキング技術の研究」代表者：金田
篤志　2018-2022

22．株式会社椿本チェイン「革新的超低温保管庫及び運
用システム開発」代表者：金田篤志　2018-2022

23．君津市「PCR 解析業務委託」代表者：金田篤志　
2020-2021

24．文部科学省　大学改革推進等補助金「国立大学法人
千葉大学における大学保有検査機器活用促進事業」
代表者：金田篤志　2020-2021

25．国立研究開発法人日本医療研究開発機構・次世代が
ん医療創生研究事業「胃癌発生に重要なエピゲノム
異常を標的とする配列選択的小分子の開発」代表
者：金田篤志　2016-2021

26．国立研究開発法人科学技術振興機構・戦略的創造研
究推進事業「preclinical な多層オミクス計測・解析
スキームの開発」分担者：金田篤志　2020-2023

27．国立研究開発法人日本医療研究開発機構・創薬支援
推進事業「新規メチル化酵素阻害剤の探索」代表
者：星居孝之　2019-2021

28．国立研究開発法人日本医療研究開発機構・医療分
野国際科学技術共同研究開発推進事業「Pilot-scale 
analysis of 5methyIC methylome for Helicobacter 

pylori Genome Project」 代 表 者： 福 世 真 樹　
2020-2021

【受賞歴】
1 ．岡部篤史　エピジェネティクス研究会奨励賞　2021.3.31
2 ．岡 部 篤 史　the 15th Asian Epigenomics Meeting 

2021 Outstanding Research Award　2021.3.10
3 ．藤井貴大　ゐのはな同窓会長賞　2021.2.4
4 ．井上貴登　千葉大学医学部スカラーシップ奨励賞　

2021.2.4
5 ．菊地創太　千葉大学医学部スカラーシップ奨励賞　

2021.2.4
6 ．藤井貴大　千葉大学医学部スカラーシップ奨励賞　

2021.2.4
7 ．喜多和子　千葉大学医学部スカラーシップ指導者賞　

2021.2.4
8 ．星居孝之　千葉大学医学部スカラーシップ指導者賞　

2021.2.4
9 ．岡部篤史　千葉大学医学部スカラーシップ指導者賞　

2021.2.4
10．岡部篤史　第 31 回日本消化器癌発生学会優秀演題

賞　2020.12.4
11．臼井源紀　第 31 回日本消化器癌発生学会優秀演題

賞　2020.12.4
12．竹野有加里　千葉医学会奨励賞　2020.6.29

●地域貢献
　千葉県の産業と今後のゲノム医療との連携を討議する千葉県バイオ・ライフサイエンス・ネットワーク会議セミ
ナーの企画運営会議委員を担当。
　千葉県のかずさ DNA 研究所の外部評価委員会委員を担当。

●その他
　内閣府総合科学技術・イノベーション会議事務局 上席科学技術政策フェロー
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研究領域等名： 細 胞 分 子 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　哺乳動物の初期胚である胚盤胞は 3 種類の数十個の細胞で構成される組織であるが、この様な単純な構造が如何
にして規則正しく、再現性をもって生命を発生させるか、その機構の多くが未知である。本研究室では、胚盤胞の
栄養膜、エピブラスト、原始内胚葉から樹立されるそれぞれの幹細胞、TS 細胞、ES 細胞、PrES 細胞を用いて、
初期胚発生の理論を解明すると共に、試験管内で幹細胞によって胚を再構成する技術の確立を目指している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　90 分× 8 コマのゼミ形式授業と、オンライン講義 90 分× 1 コマを行った。（古関明彦）
・大学院教育

　修士課程講義 90 分× 3 コマ、博士課程講義 90 分× 1 コマを行った。（古関明彦）

●研　究
・研究内容

　胚盤胞より TS 細胞、ES 細胞、PrES 細胞を樹立し、それらを分化、組み合わせることで人工胚盤胞あるいは
初期胚様構造を作製する。それらのゲノムワイドな遺伝子発現、エピゲノム動態を解析する。樹立した幹細胞に
胎盤関連遺伝子、原始内胚葉関連遺伝子を導入し分化転換を行う。樹立あるいは樹立後遺伝子導入された幹細胞
はマウス胚盤胞に注入し、機能及び分子生物学的解析を行っている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ramilowski JA, Yip CW, Agrawal S, Chang 

JC, Ciani Y, Kulakovskiy IV, Mendez M, Ooi 
JLC, Ouyang JF, Parkinson N, Petri A, Roos L, 
Severin J, Yasuzawa K, Abugessaisa I, Akalin A, 
Antonov IV, Arner E, Bonetti A, Bono H, Borsari 
B, Brombacher F, Cameron CJ, Cannistraci CV, 
Cardenas R, Cardon M, Chang H, Dostie J, Ducoli 
L, Favorov A, Fort A, Garrido D, Gil N, Gimenez 
J, Guler R, Handoko L, Harshbarger J, Hasegawa 
A, Hasegawa Y, Hashimoto K, Hayatsu N, Heutink 
P, Hirose T, Imada EL, Itoh M, Kaczkowski B, 
Kanhere A, Kawabata E, Kawaji H, Kawashima 
T, Kelly ST, Kojima M, Kondo N, Koseki H, Kouno 
T, Kratz A, Kurowska-Stolarska M, Kwon ATJ, 
Leek J, Lennartsson A, Lizio M, Lopez-Redondo 
F, Luginbuhl J, Maeda S, Makeev VJ, Marchionni 
L, Medvedeva YA, Minoda A, Muller F, Munoz-
Aguirre M, Murata M, Nishiyori H, Nitta KR, 
Noguchi S, Noro Y, Nurtdinov R, Okazaki Y, 
Orlando V, Paquette D, Parr CJC, Rackham 
OJL, Rizzu P, Sanchez Martinez DF, Sandelin A, 
Sanjana P, Semple CAM, Shibayama Y, Sivaraman 
DM, Suzuki T, Szumowski SC, Tagami M, Taylor 
MS, Terao C, Thodberg M, Thongjuea S, Tripathi 
V, Ulitsky I, Verardo R, Vorontsov IE, Yamamoto 
C, Young RS, Baillie JK, Forrest ARR, Guigo R, 

Hoffman MM, Hon CC, Kasukawa T, Kauppinen 
S, Kere J, Lenhard B, Schneider C, Suzuki H, Yagi 
K, de Hoon MJL, Shin JW, Carninci P. Functional 
annotation of human long noncoding RNAs via 
molecular phenotyping.　Genome Res. 2020 Jul;30

（7）:1060-1072. doi: 10.1101/gr.254219.119. Epub 2020 
Jul 27. PMID: 32718982 

2 ．Ochi Y, Kon A, Sakata T, Nakagawa MM, 
Nakazawa N, Kakuta M, Kataoka K, Koseki H, 
Nakayama M, Morishita D, Tsuruyama T, Saiki 
R, Yoda A, Okuda R, Yoshizato T, Yoshida K, 
Shiozawa Y, Nannya Y, Kotani S, Kogure Y, 
Kakiuchi N, Nishimura T, Makishima H, Malcovati 
L, Yokoyama A, Takeuchi K, Sugihara E, Sato 
TA, Sanada M, Takaori-Kondo A, Cazzola M, 
Kengaku M, Miyano S, Shirahige K, Suzuki HI, 
Ogawa S. Combined Cohesin-RUNX1 Deficiency 
Synergistically Perturbs Chromatin Looping and 
Causes Myelodysplastic Syndromes.Cancer Discov. 
2020 Jun;10（6）:836-853. doi: 10.1158/2159-8290.
CD-19-0982. Epub 2020 Apr 5. PMID: 32249213

3 ．Tanaka S, Ise W, Inoue T, Ito A, Ono C, Shima Y, 
Sakakibara S, Nakayama M, Fujii K, Miura I, Sharif 
J, Koseki H, Koni PA, Raman I, Li QZ, Kubo M, 
Fujiki K, Nakato R, Shirahige K, Araki H, Miura F, 
Ito T, Kawakami E, Baba Y, Kurosaki T. Tet2 and 
Tet3 in B cells are required to repress CD86 and 
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prevent autoimmunity. Nat Immunol. 2020 Aug;21
（8）:950-961. doi: 10.1038/s41590-020-0700-y. Epub 
2020 Jun 22. PMID: 32572241

4 ．Shrestha R, Sakata-Yanagimoto M, Maie K, Oshima 
M, Ishihara M, Suehara Y, Fukumoto K, Nakajima-
Takagi Y, Matsui H, Kato T, Muto H, Sakamoto 
T, Kusakabe M, Nannya Y, Makishima H, Ueno H, 
Saiki R, Ogawa S, Chiba K, Shiraishi Y, Miyano S, 
Mouly E, Bernard OA, Inaba T, Koseki H, Iwama 
A, Chiba S. Molecular pathogenesis of progression 
to myeloid leukemia from TET-insufficient status. 
Blood Adv. 2020 Mar 10;4（5）:845-854. doi: 10.1182/
bloodadvances. 2019001324. PMID: 32126143

5 ．Tamaura M, Satoh-Takayama N, Tsumura M, 
Sasaki T, Goda S, Kageyama T, Hayakawa S, 
Kimura S, Asano T, Nakayama M, Koseki H, Ohara 
O, Okada S, Ohno H, Kobayashi M.　 Human 
gain-of-function STAT1 mutation disturbs IL-17 
immunity in mice. Int Immunol. 2020 Apr 12;32

（4）:259-272. doi: 10.1093/intimm/dxz079. PMID: 
31867619

6 ．Miyajima Y, Ealey KN, Motomura Y, Mochizuki 
M, Takeno N, Yanagita M, Economides AN, 
Nakayama M, Koseki H, Moro K. Effects of BMP7 
produced by group 2 innate lymphoid cells on 
adipogenesis. Int Immunol. 2020 May 30;32（6）:407-
419. doi: 10.1093/intimm/dxaa013.PMID: 32147688

7 ．Fukui T, Fukaya T, Uto T, Takagi H, Nasu J, 
Miyanaga N, Nishikawa Y, Koseki H, Choijookhuu 
N, Hishikawa Y, Yamashita Y, Sato K. Pivotal 
role of CD103 in the development of psoriasiform 
dermatitis. Sci Rep. 2020 May 20;10（1）:8371. doi: 10. 
1038/s41598-020-65355-9. PMID: 32433498

8 ．Kitami T, Fukuda S, Kato T, Yamaguti K, 
Nakatomi Y, Yamano E, Kataoka Y, Mizuno K, 
Tsuboi Y, Kogo Y, Suzuki H, Itoh M, Morioka 
MS, Kawaji H, Koseki H, Kikuchi J, Hayashizaki 
Y, Ohno H, Kuratsune H, Watanabe Y. Deep 
phenotyping of myalgic encephalomyelitis/chronic 
fatigue syndrome in Japanese population. Sci Rep. 
2020 Nov 16;10（1）:19933. doi: 10.1038/s41598-020-
77105-y. PMID: 33199820

9 ．Eto H, Kishi Y, Yakushiji-Kaminatsui N, Sugishita H, 
Utsunomiya S, Koseki H, Gotoh Y. The Polycomb 
group protein Ring1 regulates dorsoventral 
patterning of the mouse telencephalon. Nat 
Commun. 2020 Nov 11;11（1）:5709. doi: 10.1038/
s41467-020-19556-5. PMID: 33177537

10．Unoki M, Sharif J, Saito Y, Velasco G, Francastel C, 
Koseki H, Sasaki H. CDCA7 and HELLS suppress 

DNA:RNA hybrid-associated DNA damage at 
pericentromeric repeats. Sci Rep. 2020 Oct 20;10

（1）:17865. doi: 10.1038/s41598-020-74636-2. PMID: 
33082427

11．Fujii K, Tanaka S, Hasegawa T, Narazaki M, 
Kumanogoh A, Koseki H, Kurosaki T, Ise W. Tet 
DNA demethylase is required for plasma cell 
differentiation by controlling expression levels of 
IRF4. Int Immunol. 2020 Sep 30;32（10）:683-690. doi: 
10.1093/intimm/dxaa042. PMID: 32583857

【雑誌論文・和文】
1 ．Motohashi S, Iinuma T, Kurokawa T, Koseki 

H ［Application of iPS Cell-Derived NKT Cells 
to Cancer Immunotherapy］. Gan To Kagaku 
Ryoho. 2020 Oct;47（10）:1411-1414.PMID: 33130731 
Japanese

【単行書】
1 ．1）『ヒト常在菌叢と生理機能・全身疾患』（執筆箇所：第

IV 編第 4 章　pp.301-307）監修： 落合邦康、発行日： 
2020年8月31日、ISBNコード： 978-4-7813-1519-5　シー
エムシー出版

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．セコム財団設立 40 周年記念シンポジウムにて基調

講演（古関明彦）
2 ．令和元年度 AMED 再生医療公開シンポジウムにて

招待講演（古関明彦）
3 ．第 17 回日本免疫治療学会学術集会にて招待講演

（古関明彦）
4 ．バーデン・ヴュルテンベルク州・神奈川県共同開催

イベントにて招 待 講 演（Prof. Dr. med. N.P. Malek, 
Arztlicher Direktor, Medizinische Universitatsklinik 
Tubingen 共同講演）

5 ．The Chromatin and Epigenetics biweekly virtual 
seminar series にて招待講演（古関明彦）

【学会発表数】
　国内学会　2 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省　科学研究費補助金 新学術領域研究（研
究領域提案型）「着床前胚に由来する幹細胞を用いた
全能性の再構築」分担者：大日向康秀 　2019-2023

2 ．文部科学省科学研究費挑戦的研究（開拓）「幹細
胞による人工胚盤胞の作製」 代表者：大日向康秀 　
2018-2022
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研究領域等名： 生 命 情 報 科 学
診療科等名： 　

●はじめに
　BIO と IT を融合した「ナノデバイスに基づく低侵襲性医療」に関する研究を行うと共に，患者さんにとってよ
り安全・安心な医療技術の実現を目指したトランスレーショナル・リサーチの一環として，獣医師主導型臨床研究
を継続実施した．

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部教育において，導入 PBL テュートリアル・基礎医学ゼミを担当した．
・大学院教育

　医学薬学府教育において，博士課程学生に対して，（1）．系統講義「生命情報科学」，（2）．博士課程リーディ
ングプログラム「治療学演習」，（3）．卓越大学院「革新医療創生演習」を主宰した．

●研　究
・研究内容

　「生体高分子の立体構造に基づく薬剤分子設計」に関し，コンピュータ・シミュレーションを用いた「論理的
創薬システム」（特許第 4543166 号）と悪性黒色腫の分子標的治療を可能とする「生物製剤」（特許第 4635255 号，
PCT/JP2004/013090）を融合した研究を礎に，平成 31 年 - 令和 3 年度文部科学省・科学研究費補助金・基盤
研究（C）「制御性 T 細胞の免疫抑制機構を解除する抗 Treg リポソームの創生」（3 年間，総事業費 4,420,000 円，
代表者：菅波晃子）を実施した．また，人工知能（AI）を用いた問診項目等の解析に関する研究（特願 2019-
168259）を基に，令和 2-4 年度文部科学省・科学研究費補助金・挑戦的研究（萌芽）「人工知能による東洋医学の
診断・治療に係る支援システムの創生」（3 年間，総事業費 4,900,000 円，代表者：田村裕）を実施した．
　「ナノデバイスと光デバイスに基づく低侵襲性医療」に関しては，乳がん等の外科手術を受ける患者の Quality 
of Life（QOL）向上を目標にした，「近赤外蛍光色素結合型脂質」（特開 2017-75937，PCT/JP2011/003069，
TW100119156）に関する研究を礎に，ナノデバイスである「リポソーム複合体」 （特許第 5979385 号・PCT/
JP2012/076259，US 9,872,833）と「光デバイス」（特願 2012-103379 号）を融合したコンビネーションプロダクト
によって，外科手術が不可能な症例や末期がん患者の緩和医療への適応を可能とする，近赤外光特性を利用した
光免疫誘導療法に関し，株式会社 Trans Chromosomics と共同研究を実施すると共に，鳥取大学等との共同研
究による獣医師主導型臨床研究を継続実施した．また，株式会社ツムラと「人工知能による東洋医学の診断・治
療に係る支援システムの創生」に関する共同研究を実施した．
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．15-Keto-PGE2 acts as a biased/partial agonist 

to terminate PGE2-evoked signaling. Endo S, 
Suganami A, Fukushima K, Senoo K, Araki Y, 
Regan JW, Mashimo M, Tamura Y, Fujino H. J 
Biol Chem. 2020 Sep 18;295（38）:13338-13352.

2 ．Photohyperthermal therapy using liposomally 
formulated indocyanine green for feline nasal 
lymphoma: A case report. Yamashita M, Mayama 
M, Suganami A, Azuma K, Tsuka T, Ito N, 
Imagawa T, Tamura Y, Okamoto Y. Mol Clin 
Oncol. 2020 Oct;13（4）:37.

3 ．A Novel Chiral Compound CCL441 Induces Mitotic 
Arrest and Apoptosis in Hepatoblastoma HepG2 
Cells. Guo S, Ohno Y, Tsubosaka A, Vahed M, Yi 
R, Ma X, Li Q, Saito K, Nakamoto S, Muroyama R, 

Suganami A, Tamura Y, Tsuchida A, Arai T, and 
Shirasawa H. Am. J. Res. Med. Sci.. 2020, 5,1-5.

4 ．CCL113, a novel sulfonamide, induces selective 
mitotic arrest and apoptosis in HeLa and HepG2 
cells. Yi R, Ohno Y, Tian Z, Guo S, Chen W, Ma 
X, Win NN, Li Q, Vahed M, Saito K, Nakamoto 
S, Suganami A, Isegawa N, Yoshida K, Harada S, 
Tamura Y, Nishida A, Shirasawa H. Oncol Rep. 
2020 Dec;44（6）:2770-2782.

5 ．Total synthesis of lindbladione, a Hes1 dimerization 
inhibitor and neural stem cell activator isolated 
from Lindbladia tubulina. Arai MA, Makita Y, 
Yamaguchi Y, Kawano H, Suganami A, Tamura Y, 
Ishibashi M. Sci Rep. 2020 Dec 8;10（1）:21433.

6 ．CCL299, a Benzimidazole Derivative Induces G1 
Phase Arrest and Apoptosis in Cancer Cells. Ohno 
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Y, Yi R, Suganami A, Tamura Y, Matsumoto A, 
Matsumoto S, Saito K, Shirasawa H. Anticancer 
Res. 2021 Feb;41（2）:699-706.

7 ．The  d i f f e r e n t i a l  f u n c t i o n a l  c o up l i n g  o f 
phosphodiesterase 4 to human DP and EP2 
prostanoid receptors stimulated with PGD 2 or 
PGE 2. Okura I, Hasuoka N, Senoo K, Suganami A, 
Fukushima K, Regan JW, Mashimo M, Murayama T, 
Tamura Y, Fujino H. Pharmacol Rep. 2021 Mar 30.

【単行書】
1 ．「術中蛍光イメージング実践ガイド」石沢武彰 編　 

メジカルビュー社　2020 年　Ⅲ-5．治療への応用
（2）：近赤外蛍光プローブを用いた光免疫誘導治療　
田村裕，菅波晃子，岡本芳晴．

【学会発表数】
　国内学会　5 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）

【外部資金獲得状況】
1 ．文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究（C）「制

御性 T 細胞の免疫抑制機構を解除する抗 Treg リポ
ソームの創生」代表者：菅波晃子　2019-2021

2 ．文部科学省・科学研究費補助金・基盤研究（B）「栄
養と運動による代謝と行動の日周リズム形成におけ
る階層的制御機構」分担者：菅波晃子　2016-2020

3 ．AMED 臨床ゲノム情報統合データベース整備事業
「ゲノム医療を促進する臨床ゲノム情報知識基盤の
構築」分担者：菅波晃子　2016-2020

4 ．文部科学省・科学研究費補助金・挑戦的研究（萌芽）
「人工知能による東洋医学の診断・治療に係る支援
システムの創生」代表者：田村裕　2020-2022

5 ．受託研究「光及び ICG 修飾リポソームを用いた動物用
医薬品の開発研究」代表者：田村裕　2015-2020

6 ．共同研究「抗体を用いたインドシアニングリーン修
飾リポソームの標識」分担者：田村裕　2019-2024

7 ．共同研究「自動問診項目解析による診断支援システ
ムの研究」分担者：田村裕　2019-2024
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研究領域等名： 動物病態学／附属動物実験施設
診療科等名： 　

●はじめに
　附属動物実験施設管理運営を行い、業務上必要な情報収集及び委員会活動を行っている。
　附属動物実験施設棟は昭和 58 年竣工で 2 回の空調系改修工事を行っているが老朽化が進行しており全面的改修
が必要な段階となっているが、各方面の協力を得て運用を継続している状態となっている。
　飼育実験室毎の要望内容に差があるために各種調整を行っている。
　利用者からの入荷情報を整理するために Microsoft Access によるデータベース作成を行っている。

●教　育
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育情報リテラシー科目（医学、看護学）を 90 分 15 コマ実習講義を行った。

●研　究
・研究内容

　ICT を利用した実験動物と動物実験の管理
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研究領域等名： 内分泌代謝・血液・老年内科学
診療科等名： 血液内科／糖尿病・代謝・内分泌内科

●はじめに
　内分泌代謝・血液・老年内科学（旧内科学第二講座）は、内分泌、糖尿病、代謝・老年病、血液の各研究グルー
プによって構成され、それぞれの分野において研究と学部学生・大学院生の教育を行っている。附属病院において
は糖尿病・代謝・内分泌内科、血液内科と高齢者医療センターへ教員・医師を派遣し、患者診療、学生・研修医教
育と研究に従事している。糖尿病・代謝・内分泌内科と血液内科は、ともに千葉県における中核病院として、県内
の他病院と連携しながら最先端医療を展開している。糖尿病・代謝・内分泌内科は、糖尿病・代謝領域（1 型・2
型糖尿病、脂質異常症、肥満症、メタボリックシンドローム、動脈硬化）と内分泌領域（先端巨大症、尿崩症など
の間脳下垂体疾患、バセドウ病などの甲状腺疾患、副甲状腺疾患、アルドステロン症、クッシング症候群、褐色細
胞腫などの副腎疾患、性腺疾患など）と老年期特有の病態に注目した老年病や Werner 症候群などの早老症を主な
対象疾患としている。血液内科は、急性白血病などの造血器疾患を主な対象とし、全国他施設との共同研究を積極
的に実施、骨髄移植推進財団（骨髄バンク）や臍帯血バンクネットワークの認定施設として多様な種類の造血幹細
胞移植を施行するなど全国でも有数の造血幹細胞移植施設となっている。世界に前例のない超高齢社会を迎える日
本にあって、「健康に長寿を全うする」ための疾患治療と予防、そして健康増進の手法を開発し、教育、実践する
ことが内分泌代謝・血液・老年内科学の目標である。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　2020 年度は教育現場においても COVID-19 パンデミックの影響を大きく受けた 1 年である。医学部学生（3 年
生）に対しては zoom を用いた遠隔授業を行い、内分泌・代謝・老年医学および血液学のユニット講義において
疾患の基礎病態や診断と治療法に加え、国内外の最先端の知見についても紹介した。医学部 4・5 年生を対象と
した臨床実習Ⅰ（旧コア・クリニカル・クラークシップ）においては、5 月より 3ヶ月以上にわたり病院での臨
床実習が中止されたため、各分野における典型的な疾患を学ぶことができるよう仮想症例ファイルを作成し、専
門医・指導医資格を有するスタッフによる zoom を用いた遠隔での個別指導により病院での臨床実習を補った。
例年と同様の医療現場での経験を提供することは困難であったものの、遠隔授業を通して診察技法や診断に至る
論理的思考法を身につけ、エビデンスに基づいた治療選択を学べるような系統的な教育が行われた。COVID-19
パンデミックがやや収束し病院実習が再開された後も、病院実習と zoom による遠隔授業のハイブリッド形式で
実習を継続し、教育専任医師（アテンディング）が練習用機材を用いたインスリン自己注射体験、肥満症治療食
の試食といったアクティブラーニングを取り入れ、学生の学習動機を高める実習を行った。例年と同様に、学生
が入院症例を担当する際には診療チームの一員として主治医に準じた意識を持つこととし、担当医による診断・
治療・病状説明のプロセスに常に立ち会うこととしている。また、学生は症例検討会において症例呈示し、討論
に積極的に参加するとともに、症例に関連した英語論文を検索して 1 本精読するようにしている。医学部 6 年生
を対象とした臨床実習Ⅱ・学内選択（旧アドバンスド・クリニカル・クラークシップ）やアスパイアプロジェク
トでは、臨床実習だけでなく担当症例に関連した基礎実験や臨床データの統計解析を学ぶ機会も提供している。
また、例年は学生の関連学会への積極的な参加も支援していたが、2020 年度はすべての関連学会が中止または
zoom による遠隔で行われたため学生の学会への参加は限定的となった。その中で、当初 2020 年 4 月に予定さ
れていた日本内科学会総会・講演会が COVID-19 感染症流行のため 8 月に延期となり「医学生・研修医の日本
内科学会ことはじめ 2020」において医学部 6 年生 1 名の発表（血液内科）と医学部 5 年生 1 名の発表（糖尿病・
代謝・内分泌内科）が優秀演題賞を受賞し、指導教官が指導教官賞を受賞した。
　また、高齢者医療センターは、内分泌代謝・血液・老年内科学と共同して、学部教育活動を行っている。
・卒後教育／生涯教育

　当教室では、専門領域のみならず、内科全般に対する教育を心がけ、主として助教以上の教員および病棟担当
の医員が卒後教育を担当している。糖尿病・代謝・内分泌内科では週に 2 回の回診を実施し、診断および治療選
択の考え方からプレゼンテーションの技法までを研鑽する。水曜午後に開催される総回診にあたってはウィーク
リーサマリーの作成が義務づけられ、重要症例については退院時に内科専門医申請時と同書式による退院サマ
リーを作成、文献的考察も含めて指導医による添削指導が行われる。また、糖尿病、内分泌・代謝疾患、老年病、
肥満症に関するレクチャーが定期的に開催され、初期研修医やシニアレジデントは実施診察に必要な病態生理、
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診断法、治療の最新知見などをアップデートすることができる。学会・論文報告、専門医獲得のための指導も積
極的に行っている。
・大学院教育

　本講座の教員は、いずれも大学院博士および修士課程学生に対する研究指導を実施しており修士課程と博士課
程の授業も担当している。研究室は糖尿病、内分泌、代謝・老年病、血液に分かれており、大学院生の日々の研
究指導は個々の研究室で行っている。週に 1 回内分泌代謝・血液・老年内科学教室全体のリサーチセミナーが行
われており、グループの垣根を越えた大学院生の研究テーマに関するディスカッションが行われている。抄読会
も各研究室で定期的に開催され、大学院生が最新の研究成果を学ぶ機会を設けている。国内外の研究グループと
も盛んに研究交流を行うとともに、その成果に関しても遅滞なく国内外の学会に報告、世界に通用する研究者の
育成に力を注いでいる。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　糖尿病・代謝・内分泌内科の教育専任医師（アテンディング）が、昨年度に引き続き医学教育関連の学会にて
以下の発表を行った。
熊谷仁，横尾英孝，朝比奈真由美，横手幸太郎， 伊藤 彰一．クリニカル・クラークシップにおける選択実習期
間中の Peer teaching の効果．第 52 回日本医学教育学会大会．鹿児島（WEB 開催）．誌面発表．2020 年 7 月 18
日～10 月 17 日

●研　究
・研究内容

　◎内分泌疾患の病態解明と診断治療法の開発、◎グルタミン代謝制御遺伝子 GLS2 の癌および糖尿病における
役割解明、◎新規遺伝子 AKAP13 を用いた新たな骨代謝制御機構の解明、◎糖尿病骨脆弱性の分子メカニズム
と新たな骨質評価マーカーの開発、◎メタボリックシンドロームと動脈硬化症の細胞治療法の展開、◎脂肪細胞
による代謝疾患の再生医療の臨床展開、◎新規褐色脂肪細胞活性化因子の糖代謝に与える影響の検討、◎ウェル
ナー症候群の病態把握と治療方針作成を目的とした全国研究、◎早老症の病態解明、診断・治療法の確立と普及
を目的とした全国研究、◎ウェルナー症候群 iPS 細胞を用いた早老症の細胞治療の検討、◎新規遺伝子 R3hdml
によるサルコペニアの治療戦略の検討、◎新規糸球体（ポドサイト）特異的遺伝子の機能解析に関する研究、◎
新規遺伝子 Semaphrin3G の脂肪肝炎における機能解析、◎脂肪細胞における Akt-FoxO1 経路の役割の解明、◎
4 種の FoxO のインスリン抵抗性および寿命延長作用における役割の解明、◎インスリンの肝直接作用と脳・脂
肪組織を介した間接作用による血糖降下機序の解明、◎抗 VEGF 薬（ラニビズマブ）投与下の糖尿病黄斑浮腫
を有する 2 型糖尿病患者を対象とした SGLT2 阻害薬（ルセオグリフロジン）の有効性及び安全性に関するグリ
メピリド対照、多施設共同、ランダム化、非盲検、並行群間比較研究、◎ウェルナー症候群に対するニコチン
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服薬継続は必要か　A．生活習慣　医師と情報共有
を」毎日新聞　6 月 17 日．

19．横手幸太郎：「カラダづくり　脂質異常症放置しな
い　リスク把握目標値を設定」日本経済新聞　8 月
22 日．

20．横手幸太郎：「コロナ重症化予測」日本経済新聞　9
月 1 日．

21．横手幸太郎：「コロナ重症化　血液で予測」千葉日
報　9 月 4 日．

22．横手幸太郎：「コロナ重症化，早期予測へ　千葉大
が臨床研究開始」産経新聞　9 月 8 日．

23．横手幸太郎：「新型コロナ　重症化を予測　研究本
格化」毎日新聞　12 月 3 日．

24．横手幸太郎：「中性脂肪を考える」毎日新聞　12 月
21 日．

25．大和田千桂子，堺田 惠美子：「特集 特殊または希少
な造血器腫瘍に対する診断・病態と治療　POEMS
症候群」月刊　血液内科　2020；80（5）：705-11．

26．三村尚也，井関徹，堺田惠美子：「POEMS 症候群
に対する自家末梢血幹細胞移植」日本アフェレシス
学会雑誌　2020；39（1）：17-23．

27．柴宮明日香，堺田惠美子：「特集　急性白血病－最
新の診断と治療　急性リンパ性白血病の WHO 分
類」日本臨牀　2020；78（3）：401-6．

28．柴宮明日香，三村尚也，堺田惠美子：「特集　多発
性骨髄腫－クロストークの腫瘍－　5．骨髄腫の治
療　－原病に対する治療と各種支持療法－ 7）骨髄
腫の支持療法　－骨障害対策から，軽鎖除去，移植
時 cryotherapy まで－」カレントテラピー　2020；
38（6）：619-23．

29．堺田惠美子：「ワークライフバランスとキャリア形
成」臨床血液　2020；61（4）：411-5．

30．堺田惠美子：「女性医師のキャリア形成を考える」
臨床血液　2020；61（6）：698-710．

31．堺田惠美子：「未治療移植適応骨髄腫患者の治療



― 241 ―

戦略」臨床血液　日本血液学会　教育講演特別号　
2020；61（9）：1306-16．

32．中尾三四郎，塚本祥吉，堺田惠美子：「自家移植後
の MRD 陰性例に対する維持療法の意義」月刊　血
液内科 特集　多発性骨髄腫をめぐる病態解析研究
と治療の進展　2020；81（3）：331-8．

33．松井慎一郎，武藤朋也，堺田惠美子：「同種造血幹
細胞移植におけるサイトメガロウイルス感染の予防
と治療」月刊　血液内科　特集ウイルス感染と血液
疾患　2020；81（5）：681-7．

34．武藤朋也：「炎症性微小環境による MDS 細胞の増
殖機構」月刊　血液内科　2020；81（6）：849-55．

35．佐藤洋美，船木麻美，木村友紀，住友麻衣，吉田博
也，奥村明子，深田秀樹，細山浩，黒田正幸，大川
柊弥，樋坂章博，上野光一：「パラグアイ原産ハー
ブ，Cyclolepis genistoides D. Don（パロアッスル）
の抗糖尿病作用」日薬理誌　2020；155：202-8．

【単行書】
1 ．横手幸太郎（策定検討会構成員）：日本人の食事摂

取基準　2020 年版，厚生労働省，東京．
2 ．小野啓，横手幸太郎：「薬物療法」メタボリックサー

ジェリー Clinical Update 分担執筆，メディカ出版，
大阪．

3 ．佐藤愛，小野啓，横手幸太郎：「肥満症」診療ガイ
ドライン UP-TO-DATE 2020-2021，メディカルレ
ビュー社，東京，2020：413-8．

4 ．横尾英孝，横手幸太郎：「基礎インスリンの使い方」
血糖管理のための糖尿病治療薬活用マニュアル，中
外医学社，東京，2020：163-8．

5 ．井出佳奈，横手幸太郎：「家族性Ⅲ型高脂血症」新
臨 床 内 科 学　 第 10 版， 医 学 書 院， 東 京，2020：
774-5．

6 ．井出佳奈，横手幸太郎：「原発性高 HDL- コレステ
ロール血症」新臨床内科学　第 10 版，医学書院，
東京，2020：775-6．

7 ．井出佳奈，横手幸太郎：「低脂血症」新臨床内科学　
第 10 版，医学書院，東京，2020：776-9．

8 ．横手幸太郎：「Werner 症候群」今日の診断指針　
第 8 版，医学書院，東京，2020：1222-3．

9 ．石川崇広，横手幸太郎：「第 5 章　各疾患・ライフ
ステージの心血管イベントリスク・治療の違いを知
ろう！　高齢者の脂質異常症治療はどのように考え
ればよいですか？」あなたも名医！見直し！脂質異
常症，日本医事新報社，東京，2020；70：170-7．

10．佐久間一基，横手幸太郎：「脂質異常症治療薬」
Pocket Drugs 2021，医学書院，東京， 2020：424-32．

11．堺田惠美子：「POEMS 症候群」多発性骨髄腫の診
療指針　第 5 版　日本骨髄腫学会編，文光堂，東京，
84-7．

12．石井改，堺田惠美子：「急性骨髄性白血病の予後分

類」急性白血病診療テキスト　エキスパートに聞
く，中外医学社，東京，35-45．

13．高石浩司，中世古知昭：「FAB 分類と WHO 分類」
急性白血病診療テキスト　エキスパートに聞く，中
外医学社，東京，26-34．

14．竹田勇輔，堺田惠美子：「多発性骨髄腫に対する同
種移植の現状」EBM 血液疾患の治療　2021-2022　
金倉譲監修，中外医学社，東京，413-8．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．横手幸太郎　第 62 回日本老年医学会学術集会　ガ

イドライン特別企画 7 にて招待講演
2 ．横手幸太郎　第 52 回日本動脈硬化学会総会・学術

集会　ランチョンセミナー2 にて招待講演
3 ．横手幸太郎　第 54 回糖尿病学の進歩にて指定講演
4 ．横手幸太郎　第 63 回日本糖尿病学会年次学術集会

にて招待講演
5 ．横手幸太郎　第 35 回日本糖尿病合併症学会　シン

ポジウム 2 にてシンポジスト参加
6 ．横手幸太郎　台湾動脈硬化学会 2020 にて招待講演
7 ．堺田惠美子　第 82 回日本血液学会総会にて教育講

演
8 ．小野啓　第 63 回日本糖尿病学会年次学術集会　シ

ンポジウム 6 にてシンポジスト参加
9 ．前澤善朗　第 20 回抗加齢医学会総会　シンポジウ

ム 9 にてシンポジスト参加
10．前澤善朗　第 62 回日本老年医学会学術集会会　シ

ンポジウム 3 にてシンポジスト参加
11．小出尚史　第 30 回臨床内分泌 Update　共催セミ

ナー4 にて招待講演
12．武藤朋也　第 82 回日本血液学会総会にてシンポジ

スト参加
13．黒田正幸　第 52 回日本動脈硬化学会総会・学術集

会 シンポジウム 20 にてシンポジスト参加　
【学会発表数】
　国内学会　24 学会　83 回（うち大学院生 32 回）
　国際学会　 6 学会　12 回（うち大学院生 3 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働省科学研究費「早老症の医療水準や QOL
向上を目指す集学的研究」代表者：横手幸太郎　
2018-2020

2 ．厚生労働省科学研究費「原発性高脂血症に関する調
査研究」分担者：横手幸太郎　2018-2020

3 ．厚生労働省科学研究費「指定難病の普及・啓発に向
けた統合研究」分担者：横手幸太郎　2019-2020

4 ．日本医療研究開発機構　AMED「早老症ウェルナー
症候群の症例登録システムの構築・運営に基づく
データ集積とエビデンスの創生」代表者：横手幸太
郎　2018-2020

5 ．日本医療研究開発機構　AMED「早老症に立脚し



― 242 ―

たヒト老化病態の解明とその制御への応用」分担
者：横手幸太郎　2017-2021

6 ．日本医療研究開発機構　AMED「早老症疾患特異
的 iPS 細胞を用いた老化促進メカニズムの解明を目
指す研究」代表者：横手幸太郎　2020-2022

7 ．日本医療研究開発機構　AMED「加工ヒト脂肪細胞
の代謝・機能を保持・安定化させる移植用製剤と輸送
システムの確立」分担者：横手幸太郎　2018-2020

8 ．日本医療研究開発機構　AMED「適切な医療を目
指した軽度認知障害等の患者の情報登録及び連携に
関する研究」分担者：横手幸太郎　2016-2020

9 ．日本医療研究開発機構　AMED「家族性 LCAT 欠
損症を対象とした LCAT-GMAC 治療実用化に向け
た医師主導治験」代表者：横手幸太郎　2020-2022

10．国立長寿医療研究センター「フレイル高齢者のレジ
ストリ研究及びロコモ、サルコペニアを含めた病態
解明及び予防介入法の確立を目指した臨床研究」分
担者：横手幸太郎　2020-2022

11．文部科学省科学研究費　基盤（A）「多層的モデルの
解析に基づく老化と関連疾患の分子病態解明」代表
者：横手幸太郎　2020-2022

12．文部科学省科学研究費　基盤（A）「多層的モデルの
解析に基づく老化と関連疾患の分子病態解明」分担
者：小野啓　2020-2022

13．文部科学省科学研究費　基盤（A）「多層的モデルの
解析に基づく老化と関連疾患の分子病態解明」分担
者：前澤善朗　2020-2022

14．文部科学省科学研究費　基盤（A）「多層的モデルの
解析に基づく老化と関連疾患の分子病態解明」分担
者：鈴木佐和子　2020-2022

15．文部科学省科学研究費　基盤（B）「糖尿病の血管合
併症における Pericyte 老化の役割の解明」代表者：
前澤善朗　2020-2022

16．文部科学省科学研究費　基盤（B）「糖尿病の血管合
併症における Pericyte 老化の役割の解明」分担者：
越坂理也　2020-2022

17．文部科学省科学研究費　基盤（B）「糖尿病の血管合
併症における Pericyte 老化の役割の解明」分担者：
加藤尚也　2020-2022

18．文部科学省科学研究費　基盤（C）「インスリンの肝
直接作用と脳・脂肪組織を介した間接作用による血
糖降下機序の解明」代表者：小野啓　2018-2020

19．文部科学省科学研究費　基盤（C）「加齢や生活習慣
による腎障害の病態解明に資する危険因子、生体マー
カーの包括的検討」代表者：越坂理也　2020-2022

20．文部科学省科学研究費　基盤（C）「加齢や生活習慣
による腎障害の病態解明に資する危険因子、生体マー
カーの包括的検討」分担者：前澤善朗　2020-2022

21．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「R3hdml を用
いた筋腎関連の機序解明および新規治療戦略の確

立」代表者：石川崇広　2019-2021
22．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「ヒト老化モデ

ルのエクソソームがもたらす老化機序の解明」代表
者：加藤尚也　2020-2021

23．文部科学省科学研究費　研究活動スタート支援「ヒ
ト老化モデルの細胞老化に及ぼすメカニカルストレ
スの効果」代表者：加藤尚也　2019-2020

24．文部科学省科学研究費　研究活動スタート支援「新
規 IL-33 活性化機構解明による慢性アレルギー性疾
患治療法の開発」代表者：熊谷仁　2019-2020

25．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「早老症
Werner 症候群患者検体を用いた老化に伴うインスリン
抵抗性の機序解明」代表者：木下大輔　2020-2022

26．文部科学省科学研究費　基盤（C）「AKAP13 を用
いた骨代謝調節機構の解明」代表者：小出尚史　
2018-2022

27．文部科学省科学研究費　基盤（C）「グルタミン代謝
を介した多臓器連関によるエネルギー代謝恒常性維
持機構の解明」代表者：鈴木佐和子　2017-2020

28．文部科学省科学研究費　基盤（C）「肝糖新生におけ
る Type2 Innate Lymphoid Cell の役割の解明」代
表者：藤本真徳　2019-2021

29．文部科学省科学研究費　基盤（若手）「老化を HDL
で減速させる－早老症ウェルナー症候群から探
る老化と脂質のクロストーク」代表者：山本雅　
2019-2021

30．文部科学省科学研究費「骨髄形質細胞の遺伝子解析
による AL アミロイドーシスの分子病態解明」代表
者：堺田惠美子　2018-2021

31．文部科学省科学研究費「新規多発性骨髄腫モデルマ
ウスを用いた統合的エビジェネック治療の確立」代
表者：三村尚也　2018-2021

32．文部科学省科学研究費「POEMS 症候群患者血小板
および骨髄間質細胞の遺伝子発現解析」代表者：塚
本祥吉　2018-2021

33．日本医療開発機構　AMED「骨髄異形成症候群の
最適医療に有用な転写ネットワークバイオマーカー
の固定と臨床的有用性の検証（MSD 検体の収集と臨
床病態解析）」分担者：堺田惠美子　2020

34．日本医療開発機構　AMED「骨髄異形成症候群の
最適医療に有用な転写ネットワークバイオマーカー
の固定と臨床的有用性の検証（MSD 検体の収集と臨
床病態解析）」分担者：三村尚也　2020

35．文部科学省科学研究費「骨髄形質細胞シングルセル
解析による POEMS 症候群の分子病態の解明」分
担者：塚本祥吉　2020

36．文部科学省科学研究費「骨髄形質細胞シングルセル
解析による POEMS 症候群の分子病態の解明」分
担者：竹田勇輔　2020

37．文部科学省科学研究費「自然免疫シグナルから迫る造
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血器腫瘍の分子病態」代表者：武藤朋也　2020-2021
38．持田記念医学薬学振興財団「自然免疫シグナルか

ら迫る造血器腫瘍の分子病態」代表者：武藤朋也　
2020-2021

39．先進医薬研究振興財団「自然免疫シグナルから迫る
白血病の分子病態」代表者：武藤朋也　2020-2021

40．日本白血病研究基金「自然免疫シグナルから迫る造
血器腫瘍の分子病態」代表者：武藤朋也　2020-

41．LLS 研究「Anovel tumor suppressor function of the 
TRAF6 uciquitin ligase in myeloid malignancies」
代表者：武藤朋也　2020-2021

42．文部科学省科学研究費　基盤（C）「移植後生着細胞
からのアプローチによる脂肪細胞遺伝子治療製品の
移植効率向上研究」代表者：黒田正幸　2020-2022

43．文部科学省科学研究費　基盤（C）「遺伝子改変前脂
肪細胞を用いた乳癌抗体療法の開発」分担者：黒田
正幸　2018-2020

44．文部科学省科学研究費　基盤（C）「エピジェネティ
クス解析とその制御による多面的機能誘導的自家脂
肪移植法の確立」分担者：黒田正幸　2019-2021

45．文部科学省科学研究費　基盤（B）「エピジェネティ
クス編集技術を用いた革新的脂肪移植治療法開発に
資する基盤的研究」分担者：黒田正幸　2020-2022

46．セルジェンテック「LCAT 欠損症患者への LCAT
遺伝子導入ヒト増殖型脂肪細胞を用いた再生医療臨
床研究の長期フォローアップに関する共同研究」代
表者：黒田正幸　2017-2020

47．日本医療研究開発機構（AMED）「家族性 LCAT 欠
損症を対象とした LCAT-GMAC 治療実用化に向け
た医師主導治験」分担者：黒田正幸　2020-2022

【受賞歴】
1 ．出口ハンナ　第 93 回日本内分泌学会学術集会にお

いて若手研究奨励賞
2 ．伊藤綾香（医学部 6 年）　日本内科学会ことはじめ　

2020 東京において優秀演題賞
3 ．藤本真徳　日本内科学会ことはじめ　2020 東京に

おいて指導教官賞
4 ．石渡一樹　第 30 回臨床内分泌代謝 update において

優秀ポスター賞
5 ．青野和人　第 21 回日本内分泌学会関東甲信越支部

学術集会において会長賞
6 ．田村みなみ　第 21 回日本内分泌学会関東甲信越支

部学術集会において会長賞・ベストアクセス賞
7 ．吉本芽生　第 21 回日本内分泌学会関東甲信越支部

学術集会において JES We Can 優秀演題賞
8 ．渡邉涼香　第 21 回日本内分泌学会関東甲信越支部

学術集会において JES We Can 優秀演題賞
9 ．上紗央理（初期研修 1 年）　第 665 回日本内科学会関

東地方会において奨励賞
10．熊谷仁　第 665 回日本内科学会関東地方会において

指導医賞
11．堺田惠美子　第 82 回日本血液学会総会において優

秀ポスター賞
12．南学正仁（医学部 6 年）　日本内科学会ことはじめ　

2020 東京において優秀演題賞
13．塚本祥吉　日本内科学会ことはじめ　2020 東京に

おいて指導教官賞
14．一色佑介　日本血液学会 25th Congress of EHA に

おいて Travel Grant．
15．一 色 佑 介　The 62nd ASH に お い て Abstract 

Achievement Award
16．石 井 改　The 62nd ASH に お い て Abstract 

Achievement Award /JSH-ASH Achievenemt 
Award

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

糖尿病・代謝・内分泌内科
  令和 2 年度、外来受診総数は 21,719 人、うち新患患者は 1,215 人が受診し、その内訳は糖尿病 451 例（1 型糖
尿病 10 例、妊娠糖尿 80 例を含む）、内分泌疾患 557 症例（下垂体症 41 例、甲状腺症例 185 例、副甲状腺・骨代
謝・その他症例 34 例、副腎症例 297 例）、代謝疾患症 80 例（脂質異常症 40 例、肥満 40 例）となっている。ま
た術前血糖管理など他科から血糖管理に関する依頼を 300 件以上受け管理を行った。
　病棟では 428 人が入院し、その内訳は内分泌 207 人（うち副腎症例　141 例、下垂体症例　47 例、甲状腺疾患　
10 例、副甲状腺・骨代謝疾患・その他　9 例）、糖尿病 136 人（1 型 23 人、2 型 97 人、妊娠 1 例、その他 15 人）、
肥満　15 例となっている。
血液内科 
　外来受診者の総数は 11,999 人（うち新患 664 人）であった。月曜から金曜まで 2 － 3 人の医師が外来診療に
あたっており、他科入院患者の新患は病棟医と連携し診療にあたっている。通院治療室での通院化学療法も積極
的に行っている。また、輸血・細胞療法部とともに造血細胞移植センターが運営されており、輸血・細胞療法部
医師および造血細胞移植コーディネーター（HCTC）によるドナー外来、造血細胞移植認定医および日本造血・
免疫細胞療法学会主催の研修を修了した看護師による Long-term follow up（LTFU）外来を行っている。
　病床数は 23 床であり、さらに無菌病棟 5 床を有している。2016 年、2017 年に病棟改修にてクリーンルームを
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増床し、無菌治療室管理加算 1 を算定可能な病床が 6 床、無菌治療室管理加算 2 を算定可能な病床が 20 床となっ
た。入院、移植患者数も高い水準を維持しており、2019 年度累計入院稼働率は 110.6％であった。のべ入院患者
数 327 名で、内訳は、急性白血病 60 名、骨髄異形成症候群 14 名、悪性リンパ腫 145 名、多発性骨髄腫ほか類縁
疾患 59 名、再生不良性貧血 8 名、骨髄バンクドナー13 名、その他 28 名であった。造血幹細胞移植は同種、自
家を合わせて年間 43 例施行しており、臨床試験も積極的に行っている。

●地域貢献
　千葉県における糖尿病診療の向上を目的として組織されている千葉県糖尿病対策推進会議において横手幸太郎教
授が顧問として、小野啓准教授が理事として参加し貢献している。
　千葉県における糖尿病性腎症の発症予防および進展阻止を目的として組織されている千葉県糖尿病性腎症予防対
策推進検討会において、横手幸太郎教授が委員長として、小野啓准教授がオブザーバーとして参加し貢献している。
　千葉県における糖尿病保健指導の底上げを目的とし、千葉大学次世代医療構想センターと共同で 2020 年度に発
足した千葉県国保ヘルスアップ事業において、県内各自治体の保健師などの健康福祉担当者向けのオンデマンド講
義と講義聴講後の Web 個別相談を、小野啓准教授および熊谷仁特任助教が行った。
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研究領域等名： 小 児 病 態 学
診療科等名： 小児科／周産母子センター

●はじめに
　小児科は、一般診療に加えて多様な専門性を有する医師による先端的かつ高度な診療を行っている。さらに、全
県対応小児中核病院として救急科・集中治療部、小児外科などの他科とも協力して、全県から重症・難治性疾患
の受け入れを行っている。また、大学病院にハイリスク妊婦が集中するようになり、分娩件数は増加の一途をた
どっている。分娩に際して周産期母性科からの要請に応じて、日中・夜間を問わず NICU 及び小児科医師が立会い、
院内での処置、入院管理、必要に応じた県内外の施設への搬送を行うなど新生児医療を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部学生教育として、①１～３年次スカラーシップ（計 8 名）指導、②成長発達ユニット講義、③チュート
リアル、④臨床入門、⑤クリニカルクラークシップを担当した。クリニカルクラークシップに関しては大学病院
のみでの実習では一般小児科臨床の経験が不十分なため、県内の中核病院 8 か所と開業医 24 か所の先生のご協
力のもと、プライマリケアも含めた一般小児科診療の実習を行っている。新型コロナウイルス感染症の流行を
受け、メディア授業（Zoom での小講義・症例検討、Teams でのカンファレンス参加、オンデマンド教材など）
により臨床に即した実習を提供した。
・卒後教育／生涯教育

　千葉大学医学部附属病院卒後臨床研修プログラムとして、令和 2 年 4 月から令和 3 年 3 月の間に 15 名の初期
研修医の教育を担当した。また、専攻医 1 年目 1 名、2 年目 6 名、計 7 名がプログラムに在籍している。県内で
小児科医を確保することは最も重要な課題であり、当院が提供する小児科専門研修プログラムでは県内の連携病
院とのたすき掛けにより common disease から診断困難な疾患、重症・難治性疾患まで幅広い症例の経験が積め
るようにしている。
・大学院教育

　大学院教育として、医学研究院修士課程、博士課程の講義・演習を担当した。令和 2 年 4 月の小児病態学大学
院（博士課程）在籍者は 6 名である。この中で 1 名が博士号を取得した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　西千葉において普遍教育科目「こどもと医療」の講義を行った。また看護学部大学院修士課程における小児科
領域の講義・演習を担当した。 Venture Business Laboratory（西千葉）では、なのはなコンペの審査を担当した。
薬学部では「疾病学Ⅰ、Ⅱ」で小児科講義を行った。

●研　究
・研究内容

　主な研究テーマは、①アレルギー発症因子同定と予防である。CREST「オミクス解析に基づくアレルギー発
症機構の理解と制御基盤の構築」、環境再生保全機構公害健康被害予防事業「新生児からの皮膚バリア機能保持・
シンバイオティクス投与による吸入アレルゲン感作・喘鳴・喘息発症の予防に関する研究」を行っている。
　②神経グループはヘッジホッグシグナリングにおいて疾患 iPS 細胞を用いた創薬研究を行っている。文部科学
省科研費「ヘッジホッグシグナル異常症に対するゲノム編集と先制医療」（3 年間）のリーダー教室として運営、
教育・研究を担当している。
　③循環器グループは川崎病の研究を継続的に行い、2019 年は免疫系の活性化に関わる細胞内シグナル伝達分
子の一つである ITPKC を阻害する薬剤であるシクロスポリン A、および好中球エラスターゼ阻害薬が重症川崎
病に対する治療薬になりうることを報告した。
　④感染症グループと新生児グループはシンバイオティクスを用いた感染制御の研究を 3 件行っており、2020
年は先行研究である幼児への乳酸菌投与の感染予防効果を報告した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Tanaka T, Okada R, Hozaka Y, Wada M, Moriya 

S, Satake S, Idichi T, Kurahara H, Ohtsuka T, Seki 

N. Molecular Pathogenesis of Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma: Impact of miR-30c-5p and miR-
30c-2-3p Regulation on Oncogenic Genes. Cancers 
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（Basel）. 2020 Sep 23;12（10）:2731. 
2 ．Shimomura H, Okada R, Tanaka T, Hozaka Y, 

Wada M, Moriya S, Idichi T, Kita Y, Kurahara H, 
Ohtsuka T, Seki N. Role of miR-30a-3p Regulation 
of Oncogenic Targets in Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma Pathogenesis Int J Mol Sci. 2020 
Sep 4;21（18）:6459.

3 ．Aoki T, Takami M, Takatani T, Motoyoshi K, Ishii 
A, Hara A, Toyoda T, Okada R, Hino M, Koyama-
Nasu R, Kiuchi M, Hirahara K, Kimura MY,  
Nakayama T, Shimojo N, Motohashi S. Activated 
invariant natural killer T cells directly recognize 
leukemia cells in a CD1d-independent manner. 
Cancer Sci. 2020 Jul;111（7）:2223-2233.

4 ．Okada R, Goto Y, Yamada Y, Kato M, Asai S, 
Moriya S, Ichikawa T, Seki N. Regulation of 
Oncogenic Targets by the Tumor-Suppressive 
miR-139 Duplex （miR-139-5p and miR-139-3p） in 
Renal Cell Carcinoma. Biomedicines. 2020 Dec 12;8

（12）:599. 
5 ．Mizuno K, Tanigawa K, Nohata N, Misono S, 

Okada R, Asai S, Moriya S, Suetsugu T, Inoue H, 
Seki N. FAM64A: A Novel Oncogenic Target of 
Lung Adenocarcinoma Regulated by Both Strands 
of miR-99a （miR-99a-5p and miR-99a-3p）. Cells. 
2020 Sep 11;9（9）:2083. 

6 ．Nakamura Y, Takahashi H, Takaya A, Inoue 
Y, Katayama Y, Kusuya Y, Shoji T, Takada S, 
Nakagawa S, Oguma R, Saito N, Ozawa N, Nakano 
T, Yamaide F, Dissanayake E, Suzuki S, Villaruz A, 
Varadarajan S, Matsumoto M, Kobayashi T, Kono 
M, Sato Y, Akiyama M, Otto M, Matsue H, Nunez G, 
Shimojo N. Staphylococcus Agr virulence is critical 
for epidermal colonization and associates with 
atopic dermatitis development.Sci Transl Med. 
2020 Jul 8;12（551）:eaay4068.

7 ．Nakano T, Ochiai S, Suzuki S, Yamaide F, Morita 
Y, Inoue Y, Arima T, Kojima H, Suzuki H, Nagai 
K, Morishita N, Hata A, Shozu M, Suzuki Y, 
Taniguchi M, Takemori T, Kohno Y, Shimojo N. 
Breastfeeding promotes egg white sensitization in 
early infancy. Pediatr Allergy Immunol. 2020 Apr; 
31（3）:315-318.

8 ．Shiohama T, Chew B, Levman J, Takahashi E. 
Quantitative analyses of high-angular resolution 
d i f fus ion  imag ing （HARDI）-der ived long 
association fibers in children with sensorineural 
hearing loss. Int J Dev Neurosci. 2020;80（8）:717-729.

9 ．Kobayashi H, Shiohama T, Nakashima M, Saitsu 
H, Suga Y, Ebata R, Shimojo N. Fulminant 

myocarditis following recurrent generalized 
erythrokeratoderma in a child with a heterozygous 
GJA1 variant. Am J Med Genet A. 2020;182（8）: 
1933-1938.

10．Shiohama T, Levman J, Vasung L, Takahashi E. 
Brain morphological analysis in PTEN hamartoma 
tumor syndrome. Am J Med Genet A. 2020;182（5）: 
1117-1129.

11．Shiohama T, Nakashima M, Ikehara H, Kato 
M, Saitsu H. Low-prevalence mosaicism of 
chromosome 18q distal deletion identified by 
exome-based copy number profiling in a child with 
cerebral hypomyelination. Congenit Anom （Kyoto）. 
2020;60（3）:94-96.

12．Sanz-Morello B, Pfisterer U, Winther Hansen 
N, Demharter S, Thakur A, Fujii K, Levitskii 
SA, Montalant A, Korshunova I, Mammen PP, 
Kamenski P, Noguchi S, Aldana BI, Hougaard KS, 
Perrier JF, Khodosevich K. Complex IV subunit 
isoform COX6A2 protects fast-spiking interneurons 
from oxidative stress and supports their function. 
EMBO J. 2020;39（18）:e105759.

13．Ikemoto Y, Miyashita T, Nasu M, Hatsuse H, 
Kajiwara K, Fujii K, Motojima T, Kokido I, 
Toyoda M, Umezawa A. Gorlin syndrome-induced 
pluripotent stem cells form medulloblastoma with 
loss of heterozygosity in PTCH1. Aging （Albany 
NY）. 2020;12（10）:9935-9947.

14．Takeuchi N, Ohkusu M, Hishiki H, Fujii K, Hotta M, 
Murata S, Ishiwada N. First report on multidrug-
res istant non-encapsulated Streptococcus 
pneumoniae iso lated from a pat ient with 
pneumonia. J Infect Chemother. 2020;26（7）:749-751.

15．Ikehara H, Fuj i i  K, Miyashita T, Ikemoto 
Y,  Nagamine M, Shimojo N,  Umezawa A. 
Establishment of a Gorlin syndrome model 
from induced neural progenitor cells exhibiting 
constitutive GLI1 expression and high sensitivity 
to inhibition by smoothened （SMO）. Lab Invest. 
2020;100（4）:657-664.

16．Hishiki H, Kawashima T, Tsuji NM, Ikari N, 
Takemura R, Kido H, Shimojo N. A Double-Blind, 
Randomized, Placebo-Controlled Trial of Heat-
Killed Pediococcus acidilactici K15 for Prevention 
of Respiratory Tract Infections among Preschool 
Children. Nutrients 2020;12（7）:1989.

【雑誌論文・和文】
1 ．佐藤法子，山出史也，原正美，下条直樹．牛乳アレ

ルギー児の嗜好の現状と乳製品摂取支援レシピへの
応用．日本小児臨床アレルギー学会誌　18 巻 2 号 



― 247 ―

Page79-88（2020.12）
2 ．原正美，佐藤法子，小島博之，山出史也．牛乳アレ

ルギー児におけるカルシウム摂取向上を目指した大
豆乳活用レシピ開発の有益性．小児科臨床　73 巻 1
号　Page105-112（2020.01）

3 ．澤田大輔，有井潤子，塩浜直，矢賀勇志，青藤潤，
藤井克則単眼視による頭部傾斜変化が他覚的診断に
有用であった上斜筋麻痺　脳と発達，2021，第53巻，
第 2 号，133-6．

【単行書】
1 ．山出史也，下条直樹：　小児気管支喘息治療・管理

ガイドライン 2020　第 2 章　定義、病態生理、診断、
重症度分類．27-40，2020

2 ．加藤大吾，山出史也，下条直樹「研修医のためのク
リニカルクイズ」（クリオピリン関連周期熱症候群）　
小児内科　2020；52：1705-1706

3 ．動画でわかる小児神経の診かた．藤井克則（編集）　
羊土社

4 ．画像で診る遺伝性白質疾患　診断の手引き，診断と
治療社，編集：厚生労働科学研究費補助金難治性疾
患政策研究事業　遺伝性白質疾患・知的障害をきた
す疾患の診断・治療・研究システム構築班，第Ⅱ部
各論，21　視床および脳幹病変と乳酸上昇を伴う白
質脳症（LTBL），p74-5．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 62 回小児血液がん学会にて招聘講演（日野もえ

子）
2 ．四街道薬剤師会にて招聘講演（日野もえ子）
3 ．令和 2 年度千葉県アレルギー疾患対策研修会（午

前）相談・保健指導従事者向け研修．山出史也．

2020/11/14（Web 配信）
4 ．第 2 回 Chiba Allergy Meeting　アトピー性皮膚炎

に対する Dupilumab の有用性．山出史也　2020/ 
11/25（Web 配信）

5 ．第15期アレルギー大学（中級）気管支喘息、花粉症、
ダニアレルゲン．山出史也　2020/9/5（Web 配信）

【学会発表数】
　国内学会　8 学会　28 回（うち大学院生 4 回）
　国際学会　1 学会　 2 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．AMED「乳児期発症のアトピー性皮膚炎の予後を
追跡しアレルギーマーチへの診療の影響と危険因子
を探索する前向きコホート研究」分担者：山出史也　
2020

2 ．AMED「経皮感作対策による食物アレルギー発症
予防研究」分担者：山出史也　2020

3 ．FGHR 臨床研究「小児急性白血病におけるカルシ
ウム代謝異常症の新規発症機構の解明」代表者：高
谷具純　2020

4 ．科研費基盤 C「ヘッジホッグ異常症の病態解明と効
果的阻害薬の同定」代表者：藤井克則　2020

5 ．科研費基盤 C「川崎病における CD69-Myl9 システ
ムを介した血管炎進展とその制御」分担者：江畑亮
太　2020

6 ．科研費基盤 C「川崎病における CD69-Myl9 システ
ムを介した血管炎進展とその制御」分担者：小林弘
信　2020

7 ．科研費基盤 C「プロバイオティクスを用いた早産
児における感染制御の研究」代表者：菱木はるか　
2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　小児科外来の受診者数はのべ 15,800 人で、前年とほぼ同数だった。主な対象疾患は、①アレルゲン免疫療法、
小児期発症膠原病・自己炎症性疾患、②小児期発症の心疾患、③小児内分泌疾患、④小児がん、先天性溶血性貧
血、血友病、血小板減少性紫斑病、⑤気道感染症（難治性、反復性）、尿路感染症・全身感染症後、母子感染、
嚥下協調障害、先天性免疫不全（慢性肉芽腫症等）、予防接種（渡航者・帰国者・基礎疾患を有する患者）、⑥て
んかん、遺伝性疾患（神経変性疾患・Gorlin 症候群・ミトコンドリア病など）、不随意運動疾患、⑦早産児、先
天異常症児であり、多岐にわたる診断・治療を行っている。
　小児科の入院患者は、COVID-19 による大規模な社会隔離による小児感染症の減少により、小児科病棟 600 人

（うち ICU 6 人）と 2019 年度と比較し約 2/3 に減少した。県内医療機関からの紹介入院症例は 482 人を占めた
（ICU 入室 6 名含む）。また、NICU/GCU はのべ 247 人だった。主な対象疾患は、①食物経口負荷試験、小児期
発症膠原病、②先天性心疾患の胎児診断と出生後の内科的管理、難治または冠動脈瘤合併の重症川崎病患者、③
内分泌疾患診断のための負荷試験、④造血幹細胞移植や集学的治療が必要な小児がん、白血病患者、⑤感染症（市
中感染、基礎疾患を有する患者）の正確な病原微生物的診断と治療方針の決定、コンサルテーション対応、院内
感染対策・サーベイランス、⑥難治性てんかん、急性末梢神経障害、急性脳症など、多岐にわたる診断・治療を
行っている。NICU/GCU は開設 5 年目となり、極低出生体重児は 41 例（うち超低出生体重児 9 例）と増加、横
隔膜ヘルニア 7 例のうち 2 例は救急・集中治療部と連携し ECMO 管理を行った。院外施設からの新生児搬送は
40 件あり、千葉市内施設の他、千葉市外および地域周産期センターからの搬送の多くが新生児外科疾患であっ
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た。また、COVID19 陽性妊婦から出生する新生児への対応マニュアルを作成し、GCU 病棟内で感染隔離室での
新生児対応を行った。
　呼吸窮迫症候群に対する INSURE メソッド積極的実践や急性血液浄化法を要する新生児を全県的に対応して
いる。

●地域貢献
　連携病院に当院医師を派遣し、小児アレルギー外来、小児内分泌外来、小児循環器外来、小児神経外来を行って
いる。また、①市民及び専門職を対象にしたアレルギー疾患の講習会、②千葉県内の学校検診（心疾患・尿糖陽性）
の精密検査、③新生児マススクリーニングにおける先天性甲状腺機能低下症および先天性副腎皮質過形成症の精密
検査、④小児がんの患者会ミルフィーユと協力し、市民および患者向け講演会、⑤真菌医学研究センターと連携
し、他施設からの相談症例の感染症診断、⑥教育学部と連携した、予防接種の教育活動、⑦新生児蘇生講習会など
を行っている。NPO 小児がんフロンティアーズミルフィーユと共同した患者向け企画では 2020 年 2 月お寿司パー
ティー、12 月国立科学博物館へのロボット見学（遠隔）を行った。移行期支援センターの活動の一貫として地域
医療者向けの研修会を 2020 年 2 月に行い企画の立案、実行に貢献した。

●その他
　海外からの留学生受け入れや、当科のコホート研究をもとにアジア各国とのコホート研究コンソーシアムの立ち
上げや、ヨーロッパ諸国との共同研究を行っている。 日本小児がん研究グループ JCCG の会員として多施設共同
臨床試験に積極的に参加している。外国人患者・家族に対して英語での診療を行っている。
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研究領域等名： イ ノ ベ ー シ ョ ン 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　2016 年 12 月に開設されたイノベーション医学研究領域では、粘膜面におけるアレルギーや炎症疾患の発症機序
の解明と予防・治療法の開発をミッションとし研究活動を進めています。
　生体の最前線に位置する粘膜組織では、粘液の産生や物理的障壁として機能する上皮細胞が重要なバリア機能を
担っています。その粘膜上皮細胞の支持層には、細胞外基質を産生し、組織構造の形成に必須な「間葉系細胞」が
分布しています。
　最近、私たちの研究成果を含め、間葉系細胞が単に支持細胞としてではなく、①免疫細胞に対する「末梢教育」
②上皮細胞の分化をも調整する「粘膜バリア後方支援」といった非常に多彩な機能をもつことが明らかになりつつ
あります。それだけではなく、間葉系細胞の機能の変遷は、③臓器不全を招く「線維化」を導くことも知られてお
り、粘膜間葉系細胞研究は今後重要なテーマです。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　スカラーシップ医学部基礎配属学部生
・大学院教育

　医学系研究院大学院生（修士）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉大学薬学部免疫微生物学特論
　広島大学歯学部（客員准教授）免疫学の講義の担当

●研　究
・研究内容

　私たちは粘膜間葉系細胞の複雑な機能を読み解き活用する「粘膜間葉系リテラシー」研究を推進します。
2017 年 10 月に「細菌叢－神経叢間相互作用による腸内環境維持機構の解明」を目指した研究が革新的先端研究
開発支援事業の研究開発領域「微生物叢と宿主の相互作用・共生の理解と、それに基づく疾患発症のメカニズム
解明」に採択され、腸内細菌研究を進めています。2020 年 10 月には「粘膜修復・線維化の起点となる間葉系－
神経系相互作用の解明」を目指した研究が革新的先端研究開発支援事業の研究開発領域「生体組織の適応・修復
機構の時空間的解析による生命現象の理解と医療技術シーズの創出」に採択され、新たなチャレンジをしていま
す。2021 年には炎症性腸疾患や合併症に関わる悪玉腸内細菌の組織内への侵入を抑えるための複数の臓器の連
携した働き「臓器連関」を見出しました。「臓器ネットワークによる悪玉腸内細菌の制御機構」を明らかにし活
用することで様々な組織で起こる疾患に対する予防・治療法の確立を目指しています。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Yoshihiro Takasato, Yosuke Kurashima, Masahiro 

Kiuchi, Kiyoshi Hirahara, Sayuri Murasaki, Fujimi 
Arai, Kumi Izawa, Ayako Kaitani, Kaoru Shimada, 
Yukari Saito, Shota Toyoshima, Miho Nakamura, 
Kumiko Fujisawa, Yoshimichi Okayama, Jun 
Kunisawa, Masato Kubo, Naoki Takemura, Satoshi 
Uematsu, Shizuo Akira, Jiro Kitaura, Takao 
Takahashi, Toshinori Nakayama, Hiroshi Kiyono. 
Orally desensitized intestinal mast cells acquire 
regulatory characteristics for food allergy control. 
Mucosal Immunology. 14: 640–651. doi: 10.1038/
s41385-020-00358-3. 2020

2 ．Seiichi Matsumura, Yosuke Kurashima, Sayuri 

Murasaki ,  Masako Morimoto, Fujimi Arai , 
Yukari Saito, Nana Katayama, Dayoung Kim, 
Yutaka Inagaki, Takahiro Kudo, Peter B Ernst, 
Toshiaki Shimizu, Hiroshi Kiyono.  Stratified 
layer analysis reveals intrinsic leptin stimulates 
cryptal mesenchymal cells for controlling mucosal 
inflammation. Scientific Reports. 10（1）:18351. doi:  
10.1038/s41598-020-75186-3. 2020

3 ．Ichiro Takahash i ,  Ko j i  Hosomi ,  Takahiro 
Nagatake, Hirokazu Toubou, Daiki Yamamoto, 
Ikue Hayashi, Yosuke Kurashima, Shintaro Sato, 
Naoko Shibata, Yoshiyuki Goto, Fumito Maruyama, 
Ichiro Nakagawa, Asaomi Kuwae, Akio Abe, Jun 
Kunisawa, Hiroshi Kiyono. Persistent colonization 
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of non-lymphoid tissue-resident macrophages 
by Stenotrophomonas maltophilia. International  
Immunology. 7; 32（2）:133-141. doi: 10.1093/intimm/
dxz071. 2020 

4 ．Yuuki Obata, Alvaro Castano, Stefan Boeing, Ana 
Carina Bon-Frauches, Candice Fung, Todd Fallesen, 
Mercedes Gomez de Aguero, Bahtiyar Yilmaz, 
Rita Lopes, Almaz Huseynova, Stuart Horswell, 
Muralidhara Rao Maradana, Werend Boesmans, 
Pieter Vanden Berghe, Andrew J Murray, Brigitta 
Stockinger, Andrew J Macpherson, Vassilis Pachnis. 
Neuronal programming by microbiota regulates 
intestinal physiology. Nature. 578（7794）:284-289. 
doi: 10.1038/s41586-020-1975-8. 2020

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Kurashima Y. Elucidation of novel mucosal 

protection pathways in the gut. Boehringer 
Ingelheim Pharmaceuticals　Immunology & 
Respiratory. Ridgefield, US. 2020 Jan

2 ．倉島洋介，清野宏．腸内細菌の制御を担う新たな
「膵臓」の役割．第 24 回腸内細菌学会．誌上開催．
2020 年 6 月

【外部資金獲得状況】
1 ．文部科学省　卓越研究員制度「感染、炎症性疾患、

アレルギー性疾患における粘膜間葉系リテラシー」
代表者：倉島洋介　2016-2020

2 ．AMED/PRIME 微生物叢「細菌叢－神経叢間相互
作用による腸内環境維持機構の解明」代表者：倉島
洋介　2017-2020

3 ．内藤記念次世代育成支援研究助成金「組織修復にお
ける分泌型接着因子の役割の解明」代表者：倉島洋
介　2017-2020

4 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（A）「消化管の階
層的粘膜支持連関システムによる粘膜防御機構の解
明」分担者：倉島洋介　2018-2020

5 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（S）「消化管の階
層的粘膜支持連関システムによる粘膜防御機構の解
明」分担者：倉島洋介　2018-2022

6 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「血管透
過性を抑制するマスト細胞の新たな機能の解明」代
表者：倉島洋介　2019-2020

7 ．文部科学省科学研究費　国際共同研究強化（A）「細
胞外核酸の包括的解析による粘膜治癒機構の解明」
代表者：倉島洋介　2019-2021

8 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「腸管免疫末
梢教育機構の破綻による炎症遷延化の解明」代表
者：倉島洋介　2019-2022

9 ．文部科学省科学研究費　若手研究「腸内細菌－神経
クロストークによる消化管システム制御機構の解
明」代表者：尾畑佑樹　2020-2021

10．AMED/PRIME　適応・修復「粘膜修復・線維化
の起点となる間葉系－神経系相互作用の解明」代表
者：倉島洋介　2020-2023

11．ダノン健康栄養財団⼀般研究助成「腸管バリア機能
を強化する Lactobacillus 株のスクリーニングと有
効性の検証」代表者：倉島洋介　2020-2021
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研究領域等名： イノベーション再生医学
診療科等名： 　

●はじめに
　2020 年度は、
①細胞治療内科学　横手教授、細胞分子医学　岩間教授と共同で採択された AMED 再生医療実現拠点ネットワー

クプログラムでの iPS 細胞技術を用いた遺伝性早老症のメカニズム解明と治療薬開発を推進した。
②ヒト巨核球分化課程の網羅的遺伝子発現解析、オープンクロマチン解析のサンプリングを複数株で取得し、血小

板産生を効率化する因子の候補に対する機能解析を開始した。
③次世代シークエンス技術を用いたヒト造血系細胞の網羅的ゲノム・エピゲノム・トランスクリプトーム解析を通

じて、ヒト造血幹細胞の静止期を制御する可能性のある因子を同定し、Cell Stem Cell 2021 に報告した。
④試験管内での血液細胞増幅のための人工骨髄開発プロジェクトで AMED 再生医療実現拠点ネットワーク　技術

開発個別課題（3 年間、総額 3900 万円）に採択された。
⑤千葉大整形外科、千葉大形成外科グループと共同で、人工血小板を用いた新規治療モデルを推進し、骨治療モデ

ルを確立し、Spine Surg Relat Res． 2021 に採択された 。
⑥東京大学医科学研究所　岩間教授、千葉大学血液内科　堺田准教授、三村助教と共同で、MDS 患者由来の血液

細胞の網羅的な遺伝子発現解析、オープンクロマチン解析を推進している。
⑦千葉大学内分泌代謝・血液・老年内科学　前澤先生、加藤先生、整形外科学　志賀先生、形成外科学　小坂先生

と共同で、千葉大学グローバルプロミネント研究基幹　リーディング研究育成プログラム　（課題名；幹細胞老
化の病態解明と新規再生医療　　（老化と再生研究））に採択された。

●教　育
・大学院教育

　博士課程の学生を受け入れた。博士課程大学院生 2 名が、RA に採択された。

●研　究
・研究内容

①ヒト iPS 細胞由来不死化巨核球株を用いた人工血小板開発
②次世代シークエンス技術を用いたヒト造血系細胞の網羅的ゲノム・エピゲノム・トランスクリプトーム解析と

新規創薬の確立
③材料工学分野との融合による人工骨髄の作製
④ iPS 細胞由来人工血小板を用いた新規創傷治癒モデルの確立
⑤ iPS 細胞技術を用いた遺伝性早老症のメカニズム解明と治療薬開発
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Takaishi K, Takeuchi M, Tsukamoto S, Takayama 

N, Oshima M, Kimura K, Isshiki Y, Kayamori K, 
Hino Y, Oshima-Hasegawa N, Mitsukawa S, Takeda 
Y, Mimura N, Ohwada C, Iseki T, Nakamura S, 
Eto K, Iwama A, Yokote K, Nakaseko C, Sakaida 
E. Suppressive effects of anagrelide on cell cycle 
progression and the maturation of megakaryocyte 
progenitor cell lines in human induced pluripotent 
stem cells. Haematologica. 105（5）:e216-220, 2020.

2 ．Lo RW, Li L, Pluthero FG, Leung R, Eto K, Kahr 
WH. "The endoplasmic reticulum protein SEC22B 
interacts with NBEAL2 and is required for 
megakaryocyte a-granule biogenesis." Blood 136（6）: 
715-725, 2020. Aug.6

3 ．Flahou C, Sugimoto N, Eto K.Novel platelet 
pharming using human induced pluripotent stem 
cells.Bull Acad Natl Med, 2020, 204（9）, 961-970, 
doi: 10.1016/j.banm. 2020.09.040.2020 Dec

4 ．Nakamura S, Sugimoto N, Eto K "Ex vivo 
generation of platelet products from human iPS 
cellsInflamm Regen." 2020, 40（1）:30, Doi: 10.1186/
s41232-020-00139-2.2020 Dec

【雑誌論文・和文】
1 ．杉本直志、江藤浩之　“ 高機能血小板の大量培養法

の開発 ” 実験医学　2020 年　38（17），pp185-1912020　
Nov

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．招待講演（学会）江藤浩之　“iPS 細胞由来人工血小
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板再構成と first in human study” 第 24 回日本心不
全学会シンポジウム（横浜）Oct，2020

【外部資金獲得状況】
1 ．文部科学省科学研究費・基盤（C）「CRISPR/HDR

ゲノム編集技術を用いた抗原特異的免疫細胞療法の
確立」代表者：大内靖夫　2017-2020

2 ．文部科学省科学研究費・基盤（C）「クロマチンルー
プ因子 CTCF によるヒト造血幹細胞静止期離脱機
構の解明」代表者：高山直也　2020-2023

3 ．文部科学省科学研究費・国際活動支援「次世代ゲノ
ム編集技術を用いた抗原特異的免疫細胞療法の確
立」代表者：大内靖夫　2018-2020

4 ．文部科学省科学研究費・若手研究「エピジェネティック
修飾によるケロイド形成メカニズムの解明と新規治療法の
検討」代表者：小坂健太朗　2019-2021

5 ．文部科学省科学研究費・萌芽研究「機能拡張型血小
板を用いた骨癒合技術の開発」代表者：江藤浩之　
2019-2021

6 ．共同研究費・デクセルアルズ株式会社「フィルム微
細構造を用いた人工骨髄開発のための基盤技術開
発」代表者：江藤浩之　2017-2020

7 ．受託研究費・AMED「早老症疾患特異的 iPS 細胞
を用いた老化促進メカニズムの解明を目指す研究」
分担者：江藤浩之　2018-2020

8 ．受託研究費・AMED「「MDS 検体の収集とクロマチン・
トランスクリプトーム解析」および「MDS 検体の収集と
臨床病態解析」」分担者：髙山直也　2018-2020

9 ．共同研究費・日産化学株式会社「血小板付着抑制材
prevelex を用いた濃縮洗浄血小板の製造システム
の開発」代表者：江藤浩之　2019-2020

10．共同研究費・株式会社京都製作所「機能拡張型血小
板を用いた骨折・創傷治癒モデルの確立」代表者：
江藤浩之　2019-2020

11．共同研究費・浜松ホトニクス株式会社「造血系細胞
の識別とその応用」代表者：江藤浩之　2020-2021

【受賞歴】
1 ．The Johnson & Johnson Innovation Prize 賞（日本

再生医療学会 2020 年 3 月）
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研究領域等名： 長 寿 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　心血管代謝疾患を始めとする生活習慣病の分子機序の研究を推進している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　生理学、薬理学の学部講義を担当している。スカラーシッププログラム、基礎医学ゼミ担当。
・卒後教育／生涯教育

　科研費指導を行った。
・大学院教育

　大学院（修士、博士、薬学）講義担当。リーディング大学院メンターを担当。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育、薬学部細胞生物学を担当。

●研　究
・研究内容

　生活習慣病・加齢関連疾患の分子機構について、特に慢性炎症、臓器連関、マクロファージの観点から研究を
行っている。エピゲノム解析とシングルセル解析にも取り組んでいる。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Sugita J, Fujiu K, Nakayama Y, Matsubara T, 

Matsuda J, Oshima T, Liu Y, Maru Y, Hasumi E, 
Kojima T, Seno H, Asano K, Ishijima A, Tomii N, 
Yamazaki M, Kudo F, Sakuma I, Nagai R, Manabe 
I, Komuro I. Cardiac macrophages prevent sudden 
death during heart stress. Nat Commun. 2021, 12, 1, 
1910, doi:10.1038/s41467-021-22178-0.

2 ．Nakayama Y, Fujiu K, Yuki R, Oishi Y, Morioka 
MS, Isagawa T, Matsuda J, Oshima T, Matsubara 
T, Sugita J, Kudo F, Kaneda A, Endo Y, Nakayama 
T, Nagai R, Komuro I, Manabe I. A long noncoding 
RNA regulates inflammation resolution by 
mouse macrophages through fatty acid oxidation 
activation. Proc Natl Acad Sci USA. 2020, 
202005924, doi:10.1073/pnas.2005924117.

3 ．Oishi Y, Manabe I. Organ System Crosstalk 
in Cardiometabol ic Disease in the Age of 
Multimorbidity. Front Cardiovasc Med. 2020, 7, 64, 
doi:10.3389/fcvm.2020.00064.

4 ．Yamaguchi T, Sumida TS, Nomura S, Satoh M, 
Higo T, Ito M, Ko T, Fujita K, Sweet ME, Sanbe 
A, Yoshimi K, Manabe I, Sasaoka T, Taylor 
MRG, Toko H, Takimoto E, Naito AT, Komuro I. 
Cardiac dopamine D1 receptor triggers ventricular 
arrhythmia in chronic heart failure. Nat Commun. 
2020, 11, 1, 4364, doi:10.1038/s41467-020-18128-x.

5 ．Orekhov NA, Nikiforov GN, Sukhorukov NV, 

Kubekina VM, Sobenin AI, Wu W-K, Foxx KK, 
Pintus S, Stegmaier P, Stelmashenko D, Kel 
A, Gratchev NA, Melnichenko AA, Wetzker 
R, Summerhill IV, Manabe I, Oishi Y. Role of 
Phagocytosis in the Pro-Inflammatory Response 
in  LDL- Induced Foam Ce l l  Format ion ;  a 
Transcriptome Analysis. Int J Mol Sci 2020, 21, 3, 
doi:10.3390/ijms21030817.

6 ．Orekhov AN, Sukhorukov VN, Nikiforov NG, 
Kubekina MV, Sobenin IA, Foxx KK, Pintus S, 
Stegmaier P, Stelmashenko D, Kel A, Poznyak 
AV, Wu WK, Kasianov AS, Makeev VY, Manabe 
I , Oishi Y. Signaling Pathways Potential ly 
Responsible for Foam Cell Formation: Cholesterol 
Accumulation or Inflammatory Response-What 
is First? Int J Mol Sci. 2020, 21, 8, doi:10.3390/
ijms21082716.

【雑誌論文・和文】
1 ．真鍋一郎．心不全とマクロファージ．医学のあゆみ 

273：940-944，2020．
2 ．真鍋一郎．心臓恒常性の神経・免疫・代謝システ

ム連携による制御と病態．臨床薬理　51：177-180， 
2020．

3 ．真鍋一郎．心腎連関．臨床免疫・アレルギー科　
74：97-101，2020．

4 ．真鍋一郎．老化関連疾患におけるマクロファージ．
老年内科　2：625-630，2020．

5 ．大石由美子，真鍋一郎．心腎連関 AKI における心
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障害．腎臓内科　11：360-363，2020．
6 ．大石由美子，真鍋一郎．臓器間ネットワークによる心臓

恒常性維持と心不全．細胞　52：369-371，2020．
7 ．大石由美子，真鍋一郎．免疫応答による臓器連関．

内科　126：175-179，2020．
8 ．大石由美子，真鍋一郎．マクロファージによる臓器

間ネットワークの形成．医学のあゆみ　274：1053-
1057，2020．

9 ．真鍋一郎．慢性炎症と生活習慣病．Hormone Frontier 
in Gynecology　28：19-23，2021．

10． 真 鍋 一 郎． 臓 器 連 関 を 司 る マ ク ロ フ ァ ー ジ．
Cardiac Practice　31：99-102，2021．

【単行書】
1 ．大石由美子，真鍋一郎．心血管代謝疾患とサイトカ

イン．サイトカインのすべて：167-171，2020．
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．Funct i ona l  D ivers i ty  and  modu la t i on  o f 

macrophaes in organ crosstalk and cardiovascular 
disease, Manabe I, International Vascular Biology 
Meeting （IVBM） 2021, 2021/9/1

2 ．Macrophages in the cardiovascular organ crosstalk 
and mulbimorbidity, Manabe I, CVMW2020/
International Society for Applied Cardiovascular 
Biology, 2021/3/13

3 ．Age-associated alterat ions in macrophage 
populations and functions modulate cardiac 
homeostasis and promote remodeling, Manabe I，
第 85 回日本循環器学会学術集会，2021/3/27

4 ．he hematopoietic continuum and macrophages in 
heart failure and multimorbidity, Manabe I，第 85
回日本循環器学会学術集会，2021/3/26

5 ．Macrophages and organ crosstalk in homeostasis 
and multimorbidity，真鍋一郎，第 126 回日本解剖
学会総会・全国学術集会 / 第 98 回日本生理学会大
会　合同大会，2021/3/30

【学会発表数】
　国内学会　8 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科研・基盤研究（B）「メカノエイジングによる心不
全発症機序解明と治療法開発」代表者：眞鍋一郎　
2019-2021

2 ．科研・基盤研究（C）「DPP-4 基質に着目した網羅的
解析による新規心臓保護活性物質の探索」分担者：
眞鍋一郎　2018-2020

3 ．科研・新学術領域研究（研究領域提案型）「心臓恒
常性とリモデリングを制御する炎症細胞社会の
相互作用ネットワーク解明」代表者：眞鍋一郎　
2020-2021

4 ．科研・基盤研究（B）「臓器間連携を介したストレス
メモリーによる循環器疾患発症機序の解明」分担
者：眞鍋一郎　2020-2022

5 ．科研・挑戦的研究（萌芽）「代謝微小環境によるマク
ロファージ制御と慢性炎症機序の解明」代表者：眞
鍋一郎　2020-2021

6 ．科研・基盤研究（C）「心臓マクロファージ機能の変
調がもたらす恒常性破綻と心不全発症機構の解明」
代表者：工藤藤美　2021-2023

7 ．科研・研究活動スタート支援「炎症性老化をもたら
す造血幹細胞のエピジェネティック変化とその誘導
因子の解明」代表者：中西未央　2020-2021
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研究領域等名： 人 工 知 能（AI） 医 学
診療科等名： 　

●はじめに
　近年、医学・生物学領域において、計測技術の進歩により多数のビッグデータが生み出されています。当研究室
では、生命現象を理解し、予測・個別化医療に応用するための数理的基盤を確立することを目標に研究を行ってい
ます。数理科学と医学という分野を越えた専門性をもった研究者、学生とともに様々な数理科学手法を導入・改良
しながら、医療における課題を解決することのできる人工知能（AI）を開発していきます。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部生を対象にしたスカラーシップ講義・イノベイティブ先端治療学・基礎医学ゼミを担当し、2020 年度
より AI 数理科学入門を導入し担当しました。
・大学院教育

　大学院生を対象とした革新医療創生 CHIBA 卓越大学院・AI 情報医学特論・遺伝情報応用学特論を担当しま
した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　附属病院を通じてメディカルイノベーション戦略プログラムの講義を担当しました。
　また、客員教授として京都府立医科大学統合生理学講義を担当しました。

●研　究
・研究内容

1 ．システム生物学によるオミクスデータ解析
　公共データベースにある膨大なオミクスデータに基づいた制御因子の推定手法を開発しています。ネット
ワーク理論や統計モデルといったシステム生物学的手法に基づいて、臨床、基礎医学において得られる様々な
オミクスデータを解析します。

2 ．機械学習による層別化と予測
　多様性をもつ疾患に対して、機械学習を用いて層別化を行うことで、精度の高い個別予測と従来知られてい
なかった疾患分類の発見を目指します。

3 ．「個別化医療に向けたデータ駆動型医学国際研究拠点」という課題名で、令和 2 年度から 3 年採択され、3
年で 43,065 千円の補助金を受け、国際交流を行っています。

・研究業績
【雑誌論文・英文】
1 ．Hitoshi Inokawa, Yasuhiro Umemura, Akihiro 

Shimba, Eiryo Kawakami, Nobuya Koike, Yoshiki 
Tsuchiya, Munehiro Ohashi, Yoichi Minami, 
Guangwei Cui, Takuma Asahi, Ryutaro Ono, Yuh 
Sasawaki, Eiichi Konishi, Seung-Hee Yoo, Zheng 
Chen, Satoshi Teramukai, Koichi Ikuta, Kazuhiro 
Yagita. Chronic circadian misalignment accelerates 
immune senescence and abbreviates lifespan in 
mice. Scientific reports 2020;10（1）:2569-2569.

2 ．Kiwako Yamamoto-Hanada, Eiryo Kawakami, 
Mayako Saito-Abe, Miori Sato, Hiroshi Mitsubuchi, 
Masako Oda, Takahiko Katoh, Masafumi Sanefuji, 
Shouichi Ohga, Mari Kuwajima, Nathan Mise, 
Akihiko Ikegami, Fujio Kayama, Ayako Senju, 
Masayuki Shimono, Koichi Kusuhara, Shin 
Yamazaki, Shoji F Nakayama, Kenji Matsumoto, 

Hirohisa Saito, Yukihiro Ohya. Exploratory analysis 
of plasma cytokine/chemokine levels in 6-year-old 
children from a birth cohort study. Cytokine 2020; 
130: 155051-155051.

3 ．Shinya Tanaka, Wataru Ise, Takeshi Inoue, 
Ayako Ito, Chisato Ono, Yoshihito Shima, Shuhei 
Sakakibara, Manabu Nakayama, Kentaro Fujii, 
Ikuo Miura, Jafar Sharif , Haruhiko Koseki , 
Pandelakis A. Koni, Indu Raman, Quan-Zhen Li, 
Masato Kubo, Katsunori Fujiki, Ryuichiro Nakato, 
Katsuhiko Shirahige, Hiromitsu Araki, Fumihito 
Miura, Takashi Ito, Eiryo Kawakami, Yoshihiro 
Baba, Tomohiro Kurosaki. Tet2 and Tet3 in B 
cells are required to repress CD86 and prevent 
autoimmunity. Nature Immunology 2020;21: 
950–961.
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4 ．Kazuyoshi Ishigaki, Masato Akiyama, Masahiro 
Kanai, Atsushi Takahashi, Eiryo Kawakami, Hiroki 
Sugishita, Saori Sakaue, Nana Matoba, Siew-Kee 
Low, Yukinori Okada, Chikashi Terao, Tiffany 
Amariuta, Steven Gazal, Yuta Kochi, Momoko 
Horikoshi, Ken Suzuki, Kaoru Ito, Satoshi Koyama, 
Kouichi Ozaki, Shumpei Niida, Yasushi Sakata, 
Yasuhiko Sakata, Takashi Kohno, Kouya Shiraishi, 
Yukihide Momozawa, Makoto Hirata, Koichi 
Matsuda, Masashi Ikeda, Nakao Iwata, Shiro 
Ikegawa, Ikuyo Kou, Toshihiro Tanaka, Hidewaki 
Nakagawa, Akari Suzuki, Tomomitsu Hirota, 
Mayumi Tamari, Kazuaki Chayama, Daiki Miki, 
Masaki Mori, Satoshi Nagayama, Yataro Daigo, 
Yoshio Miki, Toyomasa Katagiri, Osamu Ogawa, 
Wataru Obara, Hidemi Ito, Teruhiko Yoshida, Issei 
Imoto, Takashi Takahashi, Chizu Tanikawa, Takao 
Suzuki, Nobuaki Sinozaki, Shiro Minami, Hiroki 
Yamaguchi, Satoshi Asai, Yasuo Takahashi, Ken 
Yamaji, Kazuhisa Takahashi, Tomoaki Fujioka, 
Ryo Takata, Hideki Yanai, Akihide Masumoto, 
Yukihiro Koretsune, Hiromu Kutsumi, Masahiko 
Higashiyama, Shigeo Murayama, Naoko Minegishi, 
Kichiya Suzuki, Kozo Tanno, Atsushi Shimizu, 
Taiki Yamaji, Motoki Iwasaki, Norie Sawada, 
Hirokazu Uemura, Keitaro Tanaka, Mariko Naito, 
Makoto Sasaki, Kenji Wakai, Shoichiro Tsugane, 
Masayuki Yamamoto, Kazuhiko Yamamoto, 
Yoshinori Murakami, Yusuke Nakamura, Soumya 
Raychaudhuri, Johji Inazawa, Toshimasa Yamauchi, 
Takashi Kadowaki, Michiaki Kubo, Yoichiro 
Kamatani. Large-scale genome-wide association 
study in a Japanese population identifies novel 
susceptibility loci across different diseases. Nature 
genetics 2020;52（7）:669-679.

5 ．Hirofumi Aso, Shumpei Nagaoka, Eiryo Kawakami, 
Jumpei Ito, Saiful Islam, Benjy Jek Yang Tan, Shinji 
Nakaoka, Koichi Ashizaki, Katsuyuki Shiroguchi, 
Yutaka Suzuki, Yorifumi Satou, Yoshio Koyanagi, 
Kei Sato. Multiomics Investigation Revealing the 
Characteristics of HIV-1-Infected Cells In Vivo. 
Cell reports 2020;32（2）:107887-107887.

6 ．Kei j iro Mizukami ,  Yusuke Iwasaki ,  Eiryo 
Kawakami, Makoto Hirata, Yoichiro Kamatani, 
Koichi Matsuda, Mikiko Endo, Kokichi Sugano, 
Teruh iko  Yosh ida ,  Yosh inor i  Murakami , 
Hidewaki  Nakagawa ,  Amanda B Spurdle , 
Yukihide Momozawa. Genetic characterization 
of pancreatic cancer patients and prediction of 
carrier status of germline pathogenic variants in 

cancer-predisposing genes. EBioMedicine 2020;60: 
103033-103033.

7 ．Tiffany Amariuta, Kazuyoshi Ishigaki, Hiroki 
Sugishita, Tazro Ohta, Masaru Koido, Kushal K 
Dey, Koichi Matsuda, Yoshinori Murakami, Alkes 
L Price, Eiryo Kawakami, Chikashi Terao, Soumya 
Raychaudhuri. Improving the trans-ancestry 
portability of polygenic risk scores by prioritizing 
variants in predicted cell-type-specific regulatory 
elements. Nature genetics 2020;52（12）:1346-1354.  

8 ．Masashi Fujita, Xiaoxi Liu, Yusuke Iwasaki, 
Ch ikash i  Terao ,  Ke i j i ro  Mizukami ,  E iryo 
Kawakami, Sadaaki Takata, Chihiro Inai, Tomomi 
Aoi, Misaki Mizukoshi, Kazuhiro Maejima, Makoto 
Hirata, Yoshinori Murakami, Yoichiro Kamatani, 
Michiaki Kubo, Kiwamu Akagi, Koichi Matsuda, 
Hidewaki Nakagawa, Yukihide Momozawa. 
Population-based Screening for Hereditary 
Colorectal Cancer Variants in Japan. Clinical 
gastroenterology and hepatology 2020 （in press） 
doi:10.1016/j.cgh.2020.12.007

9 ．Keita Koseki, Hiroshi Kawasaki, Toru Atsugi, Miki 
Nakanishi, Makoto Mizuno, Eiji Naru, Tamotsu 
Ebihara, Masayuki Amagai, Eiryo Kawakami. 
Assessment of skin barrier function using skin 
images with topological data analysis. NPJ systems 
biology and applications 2020;6（1）:40-40.  

【雑誌論文・和文】
1 ．川上英良：「臨床医学とAI」 数理科学　2020；7（685）
2 ．川上英良：「人工知能がもたらす保健・医療革命」

癌と化学療法　2020；47（10）：1399-1404． 
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．川上英良．医療におけるAIと公衆衛生への応用の可

能性．Deep Learning Lab Helthcare Day 2019 「地
方包括ケアとAI」セミナー招聘講演 2020.2.16 （東京）

2 ．川上英良．機械学習によるデータ駆動型医学研究．
第 873 回千葉県がんセンター研究所集談会招聘講演
2020.3.16（千葉）

3 ．川上英良．越境するサイエンス． ナイスステップ
研究者 2019 講演会 2020.7（オンライン）

4 ．川上英良．機械学習、数理科学に基づく健康・疾患
層別化と予測．JST 研究開発戦略センター（CRDS）
俯瞰セミナーシリーズ「機械学習と科学」2020.8.11

（オンライン）
5 ．Eiryo Kawakami. Data-driven medical research 

using machine learning.. 2nd ASHBi Math-Biology 
Workshop, Sep 4, 2020（online）

6 ．川上英良．健康・疾患状態の層別化と状態遷移予
測．2020 年度日本数理生物学会年会　大会シンポ
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ジウム「データ駆動型理論生物学」2020.9.21（オン
ライン）

7 ．川上英良．データ駆動型アプローチによるリウマ
チ疾患研究．埼玉関節リウマチセミナー特別講演
2020.9.30（埼玉）

8 ．川上英良，石川哲朗，古関恵太．AI によるがんの
層別化と予測．第 24 回日本がん分子標的治療学会
シンポジウム「ビッグデータ時代の AI 創薬の未来」
2020.10.8（オンライン）

9 ．川上英良．Cardiovascular Research Conference 招
聘講演 2020.10.26（Web 配信）

10．Eiryo Kawakami, Integrative understanding 
of biological s ignal ing networks based on 
mathematical science 2: Data-driven medical 
research using machine learning to elucidate and 
predict heterogeneous diseases. JSPS 2020 Core-to-
Core Online Meeting, Oct 28, 2020（online）

11．Eiryo Kawakami. Computational approach to 
decipher regulatory mechanism and diversity of 
inflammatory disease. Cytokines2020; Symposium 
14: Japanese Society of Interferon and Cytokine 
Research, Nov 5, 2020（online）

12．川上英良．疾患と健康の層別化と予測．第 16 回日
本疲労学会総会特別企画シンポジウム「疲労科学、
健康科学、人工知能（AI）、ビッグデータの最前線」， 
2020.11.7（神戸）

13．川上英良．AI・機械学習による疾患層別化と予測．
第 61 回日本肺癌学会学術集会学術委員会企画シン
ポジウム 2020.11.12（岡山）

14．川 上 英 良．Data-driven research for elucidating 
temporal order and state transition of life system.  

第 43 回 日本分子生物学会年会ワークショップ
「Impact of Biological Clock:Emergence, Regulation, 
and State Dynamics」 2020.12.3（オンライン）

15．川上英良，機械学習を用いた探索的医学データ解
析．第 50 回 日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術
大会シンポジウム「AI バイオサイエンス：これか
らの皮膚科診療のために」2020.12.24（高知）

【外部資金獲得状況】
1 ．日本医療研究開発機構　研究費「関節リウマチ関連

線維芽細胞サブセットを標的とした新規治療戦略の
開発」分担者：川上英良　2019-2021

2 ．日本学術振興会研究拠点　形成事業「個別化医療に
向けたデータ駆動型医学国際研究拠点」代表者：川
上英良　2020-2024

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「リキッドバイオ
プシーを応用したアミノ酸トランスポーター前立腺
癌治療モデル構築 」分担者：川上英良　2020-2022

4 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「機械学習を用
いた医学生におけるアンプロフェッショナリズム
な行動に関する予測モデル 」分担者：川上英良　
2020-2022

5 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「機械学習を用
いた医学生におけるアンプロフェッショナリズム
な行動に関する予測モデル」分担者：山﨑慶子　
2020-2022
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研究領域等名： 　
診療科等名： 感染症内科／感染制御部

●はじめに
　感染制御部は、医療安全の一翼を担うことを本務としている。その骨格は、①院内感染対策と②抗菌薬適正使用
である。また、診療部門として感染症内科を担当する。
　2020 年 1 月には、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行拡大が始まった。千葉県内の病院では、先行
して COVID-19 患者の受け入れ体制を整備し、治療、院内感染対策、検査を通して指導的役割を果たした。特に、
救急科・集中治療部と呼吸器内科、検査部、看護部との連携をによって、重症患者の診療を積極的に行った。現在
も流行状態は続いているため、感染制御部の主たる業務となっている。
　院内感染対策は医療安全の一分野であり、患者に対して安全・安心な療養環境を提供することを業務としてい
る。医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師の多職種から構成される ICT（インフェクションコントロールチーム）
を組織し、実務を行う。主な業務は、感染症に関するモニタリング、臨床検体からの微生物分離状況把握、サーベ
イランス（周術期、血液培養、医療関連デバイス）、病棟ラウンド、清掃ラウンド、職業感染対策（針刺し事故等）、
ワクチン接種、感染症に関する教育啓発活動等多岐にわたる。医療安全課の事務担当者の協力を得て実施している。
　病原微生物、特に耐性菌によるアウトブレイクが発生した場合には、初動を行う部門である。病院長への報告、
保健所への報告等を通して、全病院をあげて行政とも連携を取りながら収束にむけた活動を行う。
　抗菌薬適正使用は、2016 年の伊勢志摩サミットの G7 首脳宣言に取り上げられ、注目されるようになった。薬剤
耐性菌が増加した場合には、地球上の生命の危機となることが予測されている。同年、厚生労働省は AMR（薬剤
耐性菌）アクションプランを発表した。千葉大学病院でも AST（抗菌薬適正使用チーム）が組織された。医師・
看護師・薬剤師・臨床検査技師の多職種から構成されるものである。
　千葉大学病院では、多剤耐性菌によるアウトブレイクを経験したことから、全国の国公立大学医学部附属病院で
はいち早く広域抗菌薬の許可制を導入した。感染症治療に必要な抗菌薬のコンサルティングとモニタリングを徹底
して行うことで、通常診療を維持しながら抗菌薬の使用量を減らすことに成功している。
　感染症内科は、感染制御部の医師 3 人と真菌医学研究センターの医師 2 名が兼任で運用している。外来部門は、
HIV 感染症の診療、真菌症専門外来とその他の感染症の診療を行っている。その他とは、結核・非結核性抗酸菌症、
細菌感染症、寄生虫感染症、ウイルス感染症と感染症を網羅するものである。
　エイズ中核拠点病院に指定されており、千葉県内においては HIV/AIDS 診療の中心的指導的役割を担っている。
　千葉大学病院は第二種感染症指定医療機関に指定されており、ひがし棟 3 階には陰圧対応できる感染症病床 5 床
が設置されている。感染制御部・感染症内科はこの病棟の管理し、患者の診療を行っている。2020 年 1 月に始まっ
た新型コロナウイルス感染症の流行拡大に伴い、当初は感染症病床のみを利用して診療を行っていた。新型コロナ
ウイルス感染症と治療と感染対策に関連する諸々の業務が加わっている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　微生物学（病原真菌）、感染症ユニット講義（感染症・検査医学・真菌症）， CC ベーシック個人防護具の使用
方法、手指消毒の実技指導を通して、臨床実習開始前の医学部学生の教育を行っている。また、検査医学の微生
物検査実習を担当している。
・卒後教育／生涯教育

　新採用職員の感染対策教育、医療従事者の感染対策教育を実施している。これらは、規制当局からも 100％受
講を求められる案件であり、医療安全課の支援で実施している。感染症関連では、個別の教育も実施している。
・大学院教育

　小児病態学大学院生の指導真菌医学部門、修士課程：医学薬学研究序説・生命倫理学特論・生体防御医学特
論、博士課程：医学薬学研究序説・生命倫理学特論
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　薬学部講義：抗真菌薬；　看護学部　真菌症、普遍教育では、感染症に関連するテーマで、幅広く感染症に関
連する教育を行っている。
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●研　究
・研究内容

　厚生労働科学研究 1 では、HIV 感染症患者の長期療養に関する診療体制を構築する研究を行っている。地域
連携と職種連携をとおして、介護看取りも視野においた研究である。
　厚生労働科学研究 2 では、抗菌薬の適正使用についての研究を行っている。地域の保健薬局での処方情報をク
リニックにフィードバックして、抗菌薬の適正使用につなげるものである。また、ナショナルデータベースの併
用も検討している。
　厚生労働科学研究 3 では、HIV 治療の経済効果に関する研究を行っている。ナショナルデータベースを解析
している。
　AMED1 では、新型コロナウイルス感染症の治験に参加してる。
　AMED2 では、潜在性結核感染症患者の免疫応答と診断についての研究を行っている。
真菌部門
 ・アスペルギルスの原因菌に関する研究：菌種及び耐性株の疫学、耐性機序の解明、病原性、耐性化の予防お

よび耐性株の治療法に関する開発研究
・医療施設内の真菌の分布及び真菌による院内感染防止に関する研究
・輸入真菌症の疫学に関する研究
・真正担子菌の薬剤感受性に関する研究
 ・インフルエンザ菌　肺炎球菌の臨床的、細菌学的研究
・研究業績
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卓哉，根ヶ山清，亀井克彦：Schizophyllum commune

（スエヒロタケ）によるアレルギー性気管支肺真菌症
（ABPM）の 1 例．日臨微誌　30（3）：149-153，2020．

13．河手絵理子［堀内］，石黒卓，大楠美佐子，亀井克彦，
清水禎彦，高柳昇：Cryptococcus gattii による肺
クリプトコッカス症の 1 例．日呼会誌　9（5）：355-
359，2020．

【単行書】
1 ．猪狩英俊：【非結核性抗酸菌症マネジメント】咳と

痰をどうみるか？　リアルワールドでのコツと工夫
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（編者：菊地利明　渡辺彰）「治療開始の判断は？」
日本医事新報社　 2020；10　74-80

2 ．猪狩英俊：IGRAs とその活用法」解説　呼吸器内
科 Vol37 No,5　2020；544-550 

3 ．猪狩英俊：肺炎　成人肺炎診療ガイドライン 2017　
執筆　medicina 増刊号 vol57 No4 2020；80-82

4 ．猪狩英俊：「日常業務と ICTG ラウンドに活かせ
る　千葉大学病院 病院感染予防対策パーフェクト
マニュアル」改訂第 2 版　ISBN978-4-7878-2434-9　
2020　株式会社診断と治療社

5 ．猪狩英俊：「歯科診療施設にもとめられる感染対
策」総説　千葉県歯科医学会誌　Vol8 No.1　2020　
17-18．

6 ．亀井克彦：抗真菌薬．「Pocket Drugs 2020」．監修：
福井次矢，編集：小松康宏，渡邉裕司，p.732-733，
医学書院，2020.1.1 発行．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．猪狩英俊　ナショナルデータベースから見えてくる

高齢化社会の肺炎治療成績と背景因子分析
2 ．猪狩英俊　潜在性結核感染症治療レジメンの見直し
3 ．猪狩英俊「妊娠中の女性に抗菌薬を処方する場合に

必要な基礎知識」妊婦・授乳婦および胎児・乳児と
薬物を考える研修会　千葉県病院薬剤師会　講師

4 ．高柳晋「最近話題の耐性菌、AMR 対策について」
井上記念病院　講演

5 ．矢幅美鈴　日本呼吸器学会誌「当院で経験した過粘
稠性 Klebsiella pneumoniae による肺膿瘍の 3 例」

6 ．矢幅美鈴「妊娠中の女性と感染症」妊婦・授乳婦お
よび胎児・乳児と薬物を考える研修会 千葉県病院
薬剤師会　講師

7 ．谷 口 俊 文「PrEP in the world」HIV CLINICAL 
FORUM　Invited Speaker

8 ．高柳晋「高校生を対象とした HIV/STI の啓蒙活動」
千葉県 STI 研究会　講演

9 ．谷口俊文「AMR 対策」医科歯科合同研究会　講師
10．谷口俊文　千葉県保険医会「AMR 対策」講演
11．猪狩英俊　高齢者ケアマネージメントシンポジウム　

in 千葉　講演
12．谷口俊文　君津木更津地区　感染症セミナー「薬剤

耐性菌に対する守り方、攻め方」特別講演
13．亀井克彦：真菌感染症．感染管理認定看護師のための

キャリアディベロップメント講座．東京，2020.1.11.
14．亀井克彦：呼吸器真菌症診療の今後の展望．第 18

回キャンディン研究会，東京，2020.3.14.
15．亀井克彦：台風・大雨・津波…身の回りのカビが

脅威に変わる時．災害治療学シンポジウム in 千葉　
台風とコロナ禍の複合災害に備える　防災の最前
線，千葉，2020.10.24.

16．渡邉哲：深在性真菌症．2020 年第 2 回薬物療法集

中講義，東京，2020.11.22.
17．亀井克彦：委員会企画 8〔医療環境委員会企画（シ

ンポジウム）〕 医療環境を介した真菌感染対策　ア
ウトブレイクにおける真菌の環境調査．第 35 回日
本環境感染学会総会・学術集会，プログラム・抄録
集　p ？，横浜，2020.2.15.

18．渡辺哲，亀井克彦：イブニングシンポジウム 5　真
菌感染症の発症病態と治療戦略における “ 新知見 ”
－病原性と宿主応答の狭間で－　感染症起因菌とし
てのムーコル．第 94 回日本感染症学会総会・学術
講演会，第 94 回日本感染症学会総会・学術講演会，
感染症誌　94（臨増）：120，東京，2020.8.19-21．

19．渡辺哲，亀井克彦：S14-3　半砂漠地帯に生息する病
原真菌．第 69 回日本感染症学会東日本地方会学術集
会第67回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会，
プログラム・抄録集　p.101，東京，2020.10.21-23．

20．渡辺哲，亀井克彦：S17-4　ガイドラインから一歩
踏み込む真菌症診療　遺伝子検査の臨床応用．第
69 回日本感染症学会東日本地方会学術集会第 67 回
日本化学療法学会東日本支部総会合同学会，プログ
ラム・抄録集　p108，東京，2020.10.21-23．

21．亀井克彦：SY2-2　真菌症の血清診断と遺伝子診断　
ガラクトマンナン．真菌症フォーラム 2020 学術集
会，プログラム・抄録集　p.12，WEB，2020.11.29．

22．白石良樹，Kryukov Kirill，蛇澤晶，鈴木純子，田
中淳，友松克允，小熊剛，中川草，今西規，亀井克
彦，浅野浩一郎：MS65　真菌感染症　次世代シー
ケンサーによるアレルギー性気管支肺真菌症の原因
真菌推定．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会，日
呼会誌　9（増）：135，WEB，2020.9.20-22．

23．武田啓太，鈴木純子，関口亮，渡辺将人，榎本優，
日下圭，成本治，山根章，田村厚久，永井英明，松
井弘稔，渡辺哲，亀井克彦：MS63　真菌感染症　
Aspergillus fumigatus と non-fumigatus Aspergillus
による慢性肺アスペルギルス症における沈降抗体陽
性率．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会，日呼会
誌　9（増）：135，WEB，2020.9.20-22．

24．渡辺哲：ICD-2　真菌の感染対策と薬剤耐性．第 8
回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会総会・学
術講演会　ICD 講習会，プログラム・抄録集　p.38，
東京，2020.9.26．

25．渡辺哲：SY3-1　糸状菌症研究における最新の話題
（Aspergillus、Fusarium の基礎研究を中心に）．真
真菌症フォーラム 2020 学術集会，プログラム・抄
録集　p.30，WEB，2020.11.29．

【学会発表数】
　国内学会　18 学会　48 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 3 学会　37 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．厚生労働省科学研究費補助金「拠点病院集中型から
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地域連携を重視した HIV 診療体制の構築を目標と
した研究」代表者：猪狩英俊　2018-2020

2 ．厚生労働省科学研究費補助金「新型コロナウイルス
感染症に対する Nafamostat、Favipiravir 併用特定
臨床研究」分担者：猪狩英俊　2020

3 ．厚生労働省科学研究費補助金「HIV 感染症におけ
る医療経済的分析と将来予測に資する研究」代表
者：谷口俊文　2018-2020

4 ．厚生労働省科学研究費補助金「HIV 感染症の曝露
前及び曝露後の予防投薬の提供体制に対する研究」
分担者：谷口俊文　2020-2022

5 ．厚生労働省科学研究費補助金「早老症の医療水準や
QOL 向上を目指す集学的研究」分担者：谷口俊文　
2018-2020

6 ．文部科学省科学研究費　（基盤 C）「RNA 編集酵素
ADAR1 ノックアウトマウスによるワクチン開発の
基盤確立」代表者：谷口俊文　2018-2020

7 ．文部科学省科学研究費　（基盤 C）「TFH 細胞機
能制御を利用した全身性エリテマトーデスの治療
法開発に関する基礎的研究」分担者：谷口俊文　
2018-2020

8 ．AMED 日本医療研究開発機構　委託研究開発費
「結核低蔓延化に向けた国内の結核対策に資する研
究」分担者：猪狩英俊　2020-2022

9 ．AMED 日本医療研究開発機構　感染症実用化研究
事業 エイズ対策実用化研究事業「国内流行 HIV 及
びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関する研究」
分担者：猪狩英俊　2018-2020

10．文部科学省科学研究費　（基盤 C）「血中のアスペル
ギルスの biofilm 形成促進因子の探索とアゾール薬

耐性化の抑制」代表者：亀井克彦　2018-2020
11．文部科学省科学研究費　（基盤 C）「ハイリスク患者

に対する肺炎球菌ワクチンの理想的な接種プログラ
ムの確立」代表者：石和田稔彦　2020-2022

12．AMED 免疫アレルギー疾患等実用化研究事業「真
菌関連アレルギー性気道疾患の発症・増悪予防を目
指した体内・体外環境の評価と制御　分担課題：環
境中および腸内真菌叢解析手法の確立・真菌特異的
mVOC の同定」代表者：亀井克彦　2019-2021

13．AMED 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業「薬剤耐性真菌対策を含めた侵襲
性真菌症の革新的検査と治療法に関する研究開発　
分担課題：真菌症リファレンスセンター活動および
耐性アスペルギルス検出キットの開発」代表者：亀
井克彦　2019-2021

14．AMED/JICA 医療分野国際科学技術共同研究開発
推進事業［地球規模課題対応国際科学技術協力プロ
グラム］「ブラジルと日本の薬剤耐性を含む真菌感
染症診断に関する研究とリファレンス強化」代表
者：渡辺哲　2016-2021

15．DSP 研究サポート　大日本住友製薬株式会社「ア
スペルギルスの耐性化の疫学及び機序に関する研
究」代表者：亀井克彦　2020

16．奨学寄附金　日本農薬株式会社「マルチアゾール耐
性 Aspergillus fumigatus 株及び Fusarium 株に対
する抗真菌薬ルリコナゾールの抗菌評価」代表者：
亀井克彦　2020

17．共同研究　栄研化学株式会社「臨床感染症分野にお
ける、LAMP 法を用いた薬剤耐性真菌検出法の開
発」代表者：渡辺哲　2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　外来では、HIV 感染症患者の診療を行っています。エイズ中核拠点病院であり、約 300 人の診療をしています。
トラベルクリニック、真菌症専門外来において、真菌センターの検査機能を活用しつつ真菌症の診療活動を行っ
た。入院では、感染症病室を利用した遺伝子治療の研究開発支援を行っています。感染症病室は、第二種感染症
病床であり、MERS や新型インフルエンザ対応に備えてじいます。また、この病床を利用して、院内で発生し
た結核患者の診療も行っています。

●地域貢献
1 ．長生保健所（学校法人長生学園　茂原北稜高等学校）青少年に対するエイズ・性感染症対策講習会「エイズを      

はじめとする性感染症について」
2 ． 国立病院機構 千葉医療センター「抗菌薬の適正使用と院内感染対策」について　講演
3 ． 外房圏域交流会「もうエイズなんてお怖くない！！」
4 ． 令和 2 年度千葉県教育委員会　結核検討会議
5 ．千葉県健康危機管理対策本部及び千葉県健康危機管理対策委員会に係る専門部会 委員（千葉県）
6 ．令和 2 年度千葉県結核医療連絡協議会
7 ．「今年の冬は新型コロナウイルス感染症とインフルエンザに備えましょう」特集執筆 公益財団法人ちば県民保

健予防財団 けんこう Chiba 2020 秋号 Vol67　
8 ．新型コロナウイルスをテーマにした討論番組への出演「NHK 討論」NHK
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9 ．千葉市感染症診査協議会における新型コロナウイルス感染症部会 新型コロナウイルス感染症に関する対応       
について　千葉市総合保健医療センター千葉市保健福祉局

10．千葉市学校児童生徒結核対策審議会委員（副委員長）
11．千葉県新型インフルエンザ等対策連絡会 専門部会委員（千葉県）
12．新型コロナウイルス感染症の臨床及び院内感染対策について 講演（千葉県）
13．新型コロナウイルス感染症に係る症例研究会 （千葉県）
14．千葉県新型コロアウイルス感染症対策に係る専門部会委員（千葉県）
15．新型コロナウイルス感染症に係る症例研究会 （千葉県）
16．千葉県新型コロナウイルス感染症対策に係る今後の対応会議（千葉県）
17．令和 2 年度院内感染対策研修会「標準予防策と MRSA 感染症について」講演　共立習志野台病院
18．千葉県医師会新型インフルエンザ等対策検討委員会委員　千葉県医師会
19．令和 2 年度第 1 回感染対策講習会「抗菌薬の適正使用と院内感染対策」講演 国立病院機構千葉医療セン          

ター
20．臨時医療施設の設置に向けた検討会議に係るアドバイザー（千葉県）
21．初期診療マニュアル作成に係る会議　アドバイザー（千葉県）
22．「COVID-19 の治療、病院の感染管理、職員の管理、今冬の対応」　講演 Web・質疑応（千葉県病院局）
23．災害治療学シンポジウム in 千葉　台風被害とコロナ禍の複合災害に備える防災の最前線「日頃のいざという

ときのために」質疑応答（千葉大学亥鼻キャンパス）
24．令和 2 年度千葉県教育委員会第 1 回結核検討会議（千葉県）
25．新型コロナ収束見えず　「今第 3 波にある」千葉日報（2020.11.17 新聞）
26．「エイズ教室－ HIV/AIDS を知ろう」講演　長南町立長南中学校
27．ちばテレビ「NEWS チバ 930」県内の新型コロナ感染状況や医療体制について、解説県民への注意喚起　専門

家として解説　千葉テレビ
28．「新型コロナウイルス感染症について」合同取材（産経新聞千葉・朝日新聞千葉・NHK 千葉放送）
29．テレビ朝日 サタデーステーションオンラインでインタビュー「病院の現状に関して ZOOM インタビュー」
30．千葉県院内感染対策地域支援ネットワーク　実地支援（千葉県救急医療センター）
31．COVID-19 に関するコメンテーター　TBS テレビ「N スタ」
32．～新型コロナウイルス感染症の患者を原則受入れない医療機関における感染対策～ 千葉県院内感染対策      

地域支援ネットワーク Web（YouTube）研修会（千葉県医療機関向け）「新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止のための理解」スライド・ナレーション講演

33．麻疹・風疹対策（千葉市・千葉市医師会）
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研究領域等名： 　
診療科等名： リハビリテーション科／リハビリテーション部

●はじめに
　リハビリテーションは患者さんの障害を軽減することを通して、QOL を改善することを目的としている。手術
前後の機能訓練、急性期における 2 次障害の予防や改善、後遺障害の軽減など、当院におけるリハビリテーション
のニードは非常に広く、院内における全診療科からの依頼に対応している。2020 年は医師 7 名、理学療法士 24 名、
作業療法士 12 名、言語聴覚士 4 名、看護師 1 名で診療にあたった。
　新型コロナウイルス感染拡大の中において、外来診療を大幅に削減するなどの制約を余儀なくされたが、感染予
防策を講じつつ可能な限り通常診療を継続したほか、対面での診療以外にも、動画や資料を作成し遠隔リハを実践
するなどして新たな診療の形を模索した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・医学部の卒前教育においては、4 年生のユニット講義の中でリハビリテーションの講義を 3 コマ担当し、また、
臨床入門の中のチーム医療の講義に参加している。5 ～ 6 年生のアドバンスクリニカル・クラークシップは通
年 24 週、1 週間に 5 日をリハビリテーション科で実習し、講義の不足を補い、リハビリテーションの実際を
指導している。

・医薬看合同の専門職連携教育（IPE）においては、亥鼻 IPE Step2、Step4 に参加し、PT，OT，ST の各セラ
ピストが IPW の実際を紹介している。

・卒後教育／生涯教育
①卒後教育

・初期研修医（卒後臨床研修）：当院卒後臨床研修プログラムにおいて当科を選択科目とした研修医に対し指
導を行っている。

・専攻医（専門研修）：当科を基幹病院とする研修プログラムにて研修を行っている専攻医に対し指導を行っ
ている。また、千葉県リハビリテーション科専門研修プログラム・亀田総合病院リハビリテーション科専門
研修プログラムにおいて関連施設として研修医を受け入れている。

・各療法士：初期研修プログラムを策定し、OJT で研鑽を積めるよう指導している。初期研修の成果について、
希望者には部内症例検討会や学会発表を通してアウトプットする機会を設け、支援している。非常勤職員、
期限付き常勤職員においては、当院での就業後、多方面での活躍が可能となるよう、幅広い疾患の経験を積
みながら、大学病院ならではの職域の広さの中で専門職としての力を発揮できるための教育的支援を行って
いる。

②生涯教育
・各療法士：吸引手技習得プログラム（講義、実地研修）を策定し、修了者には認定シールを発行している。

その他、各専門領域の認定資格を有した療法士が指導的役割を果たし、臨床上の問題解決から学会発表、論
文作成、認定資格取得などに向けた個々の研鑽の各種支援を行っている。

・大学院教育
・現在、当部には千葉大学大学院医学薬学府博士課程 1 年目が 2 名おり（整形外科学、脳神経内科学）、研究・

論文作成に関する教育を行っている。
・千葉大学大学院医学薬学府博士課程1年（呼吸器内科学）の学生に対して、研究・論文作成に関する教育を行っ

ている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

・千葉県立保健医療大学　理学療法技術論
・国際医療福祉専門学校　理学療法技術論
・例年、療法士養成校から通年で 10～20 名の臨床実習生を受け入れている。一日の見学実習から 2ヶ月にわた

る長期実習まで、各養成校の幅広いカリキュラムに対応して実習プログラムを遂行している。
・病棟や他部門のスタッフに向け、リハ関連の知識や技術についての伝達講習を行っている。（呼吸リハビリテー

ション・体位変換介助技術・良肢位確保のためのポジショニング・腰痛予防についてなど）
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●研　究
・研究内容

　運動器疾患、神経筋疾患、脳血管疾患、内部障害（呼吸器疾患・循環器疾患・集中治療領域）など、多岐にわ
たる疾患群・手術や治療中の患者に対するリハビリテーションの発展を目指し、臨床データの集積に努めてい
る。
　特に、整形外科と共同で脊髄疾患の深部感覚障害に関する研究、姿勢制御に関する研究、脊椎手術患者や骨粗
鬆症患者の身体機能・特性に関する研究、救急科と共同で集中治療患者に対する早期リハビリテーション・家族
リハビリテーションの研究、呼吸器内科と共同で慢性呼吸器疾患患者に対する呼吸リハビリテーションの研究に
取り組み、データを蓄積しているところである。
　また、「がんロコモの実態調査：入院がん患者の運動機能障害に関するコホート研究」の多施設共同研究に参
加し、症例数の蓄積を行っている。
　臨床研究（非特定）としては、当部主導、救急科共同で「ICU における人工呼吸器関連肺炎の予防に対する
Mechanical in-exsufflation の安全性と有効性についての臨床試験」の患者登録を開始した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Takeuchi Y, Fujio K, Inagaki T, Fukata R, Kuroiwa 

R, Murata A  Age-related changes in standing 
ability on a foam surface based on the center-of-
mass acceleration of each body segment  J. Phys. 
Ther. Sci. 2020;32 566-569

2 ．Imamura S, Inagaki T, Terada J, Nagashima 
K, Katsura H, Tatsumi K Long-term efficacy of 
pulmonary rehabilitation with home-based or low 
frequent maintenance programs in patients with 
chronic obstructive pulmonary disease: a meta-
analysis. Ann Palliat Med 2020;9（5）2606-2615

【雑誌論文・和文】
1 ．深田亮，村田淳：長母趾屈筋の損傷で Claw toe 変

形が後遺し、Forefoot rocker 機能が破綻した歩行
障害に対する理学療法の経験　理学療法学　2020；
47（1）61-71

2 ．深田亮，村田淳：大腿神経完全麻痺に伴う歩行時の
膝折れに対し、半歩荷重肢位のステップとスクワッ
ト運動が有効であった一例　理学療法の研究と臨床　
2020；11（1）23-28

3 ．大倉和貴，高橋仁美，塩谷隆信，飯田有輝，稲垣武，
小川智也，奥條朝子，筒井宏益，久野絵里，宮崎慎
二郎：慢性閉塞性肺疾患患者に対する吸気筋トレー
ニングが身体活動量に与える効果－多施設による無
作為化比較試験－理学療法学　2020；47（6）551-559

【単行書】
1 ．大島拓，春山美咲子，今井正太郎，古川誠一郎，佐

藤由美　ICU-AW の予防を目指す早期からの蛋白

栄養と理学療法の介入について　外科と代謝・栄養 
2020；54（3）154-159

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．小池俊光，心不全における看護について（リハビリ

の観点から）　NPO 法人千葉医師研修支援ネット
ワーク主催セミナー

2 ．古川誠一郎　COVID-19 肺炎の理学療法の経験　千
葉県理学療法士会千葉市ブロック意見交換会

3 ．稲垣武　抄録を効果的に見せる書き方と留意点　第
1 回 PT の研究力を高める研究支援セミナー

4 ．稲垣武 文献レビューの進め方　第 2 回 PT の研究
力を高める研究支援セミナー

5 ．稲垣武　肺高血圧症に対する適切な運動療法　第
26 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

6 ．稲垣武　千葉県における呼吸リハビリテーションの
現状と課題　千葉呼吸ケアネットワーク WEB 勉強
会（PHILIPS 共催）

【学会発表数】
　国内学会　7 学会　9 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本学術振興会科学研究費若手研究（B）「本邦にお
ける肺高血圧症患者に対する外来呼吸リハビリテー
ションの確立」代表者：稲垣武　2017-2020

2 ．日本学術振興会科学研究費若手研究「人工呼吸器関
連肺炎の予防に対する排痰補助装置の集中治療領域
への応用」代表者：黒岩良太　2020-2023

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　2020 年の新規患者数は入院が 5335 人、外来が 604 人であった。入院患者の新規処方数は増加したが、新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響から診療を大幅に制限したため、外来患者数は減少した。その中で、開胸開腹手術
や頭頸部外科手術の周術期、呼吸器疾患などの内部障害、廃用症候群に対するリハビリテーションのニーズが高
い状況は前年までと同様、続いている。実際の実施件数は理学療法が 50678 件、作業療法が 20956 件、言語聴覚
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療法が 7978 件、のべ 79612 件となった。依頼元の診療科は 36 科・部に及び、院内におけるリハビリテーション
の重要性についての理解が浸透している結果と考えられた。今後は、スタッフの充実を図るとともに、効率良く
最大効果を得るための診療体制整備についても随時検討を加えていく予定である。
　外来診療について：新型コロナウイルス感染拡大の中において、大幅に削減するなどの制約を余儀なくされた
が、個室の換気、パーテーションの使用、個人防護具の使用など、感染予防策を適切に講じつつ、可能な限り通
常の診療を継続したほか、対面での診療以外にも、動画や紙面による資料を作成するなどして新たな診療の形を
模索した。

●地域貢献
・独立行政法人環境再生保全機構からの依頼で、新型コロナウイルス感染拡大の中で自宅で過ごすことが多くなっ

た高齢者、呼吸器疾患患者に向けた動画（呼吸法、呼吸筋ストレッチ、運動療法、日常生活動作）を作成した。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 検 査 部

●はじめに
　本年度において特筆すべきは 2020 年 3 月より立ち上げた PCR 検査をはじめ、当院の COVID-19 診療に検査の
面から貢献したことである。感染の拡大と鎮静化が繰り返され、流行の推移の予想が難しい中、若手教育を含め部
内人員のトレーニングを進め、もっとも精度の高い PCR 検査を週末・連休中を含め実施する体制を取るまでに整
備した。これは精度の低い定性抗原検査を導入したケースで感染管理がやや不正確になったのに比べ国内施設の中
では順調に整備されたケースと思われる。検査部医師は全員、検査部と遺伝子診療部およびがんゲノムセンター
を兼任し活動している。2019 年度から保険診療で開始されたがん遺伝子パネル検査のエキスパートパネルにも継
続的に参加している。検査部は中央採血室、検体検査部門（血液、生化学、尿一般、細菌、遺伝子）、生理機能検
査部門から構成され、遺伝カウンセリング室が検査部より平成 20 年 2 月遺伝子診療部として独立した経緯がある。
大学病院検査部の第一の役割は日常診療に必要な検査情報を 24 時間体制で正確かつ迅速に提供することである。
一方、高度医療を担う大学病院の検査部として以下の役割、1）細菌検査室からの院内感染情報の発信、2）院内に
おける各種チーム医療への参画、3）新しい検査技術や検査方法の研究開発、4）臨床検査（医学）・臨床遺伝に関
する卒前・卒後教育への協力や推進、5）遺伝カウンセリングに基づく実臨床における発症前検査の導入（新型出
生前検査や遺伝性腫瘍の未発症者のスクリーニング）、6） がん遺伝子パネル検査をはじめとするゲノム医療の推進、
7）臨床検査適正化委員会を通して臨床検査全体の ISO 15189 のような国際標準手法による精度管理・医療法 / 臨
床検査技師法対応、などがあげられる。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　特に実習においては、COVID-19 流行の影響で実施が危ぶまれたが、以下のような例年に準じた内容を行うこ
とができた。医学部 1 年生；早期体験講座あるいはメンタリング（1 コマ）。2 年生；遺伝分子医学（2 コマ）。4
年生；ユニット講義（4 － 6 月にわたって計 12 コマ）、臨床入門『チーム医療』（1 月に計 6 コマ）。全学普遍教育
科目（3 コマ）。さらには他学より臨床検査技師養成大学からの実習生の受け入れ（年間 8 名）。試験関連：4 年
生の CBT、臨床総合試験、6 年生の科試問題作成。FD（ファカルティデベラップメント）の講習会に参加を済
ましている。2011 年度より、教育カリキュラムの大幅な改変に伴い共用試験（OSCE、CBT）終了後、臨床実
習（クリニカル・クラークシップ：CC）が始まった。CC ベーシックでは一般手技と検査手技の習得が必須とな
り、2011 年度からは従来の検査部実習が CC ベーシック（6 週にわたる）に含まれることになった。CC ベーシッ
ク（遺伝カウンセリング実習含む）は医学部 4 年生がコア CC に進む前に必要な臨床的に必須の内容を講義と実
習で評価するものである。検査部担当部分では、採血・POCT 実習、血液像実習・細菌検査実習、検査部見学
と最低限ではあるが医療現場での即戦力として欠かせない実習項目を実施している。CC ベーシック終了後には
WBT による評価試験を経て合格者には白衣式への参加が認められる。
・卒後教育／生涯教育

　これも COVID-19 流行の影響を受けた。検体の安全性にも知見がなく初期研修医教育も危ぶまれたが、検査
実習（内容＝血液形態・輸血・生化学免疫・尿検査・細菌検査・遺伝子検査・生理検査・遺伝カウンセリング）
の内容で、1 か月にわたって実施しており、計 1 人の初期研修医を、検査部長・講師・主任検査技師で担当した。
毎回遺伝医療に関するテーマを決めて月一回の遺伝カウンセリングミーティングを行い、近隣の開業医、心理カ
ウンセラー、認定遺伝カウンセラー、臨床遺伝専門医、公衆衛生学の教員・スタッフ、婦人科、当院の看護師等、
多くの参加者を得ている。2013 年からは NGSD（文部科学省課題解決型高度医療人材養成 プログラム：難病克
服！次世代スーパードクターの育成）として、ゲノム時代の難治性疾患マネジメントを担うオールラウンド臨床
遺伝専門医の育成と全国遺伝子医療部門連絡会議を介した全国展開）に 6 大学（千葉大、信州大、札幌医大、東
京女子医大、鳥取大学、京都大学）と共同で参加し、臨床遺伝専門医育成に寄与している。今年度も他科専門医
取得済みの医師二名が、それぞれ臨床検査専門医・臨床遺伝専門医取得目的に検査部に在籍し、研修に励んだ。
・大学院教育

①修士課程　遺伝情報応用学特論（担当 3 コマ）、病態制御治療学、②博士課程　病態制御治療学特論（2 コマ）、
機能ゲノム学、生命情報科学。
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・その他（他学部での教育、普遍教育等）
　全学（西千葉キャンパス）普遍教育科目（3 コマ、診療教授）。遺伝子診療部では遺伝医療に関するテーマを
決めて月一回の遺伝カウンセリング・症例検討会を行い、近隣の開業医、心理カウンセラー、認定遺伝カウンセ
ラー、臨床遺伝専門医、公衆衛生学の教員・スタッフ、婦人科、当院の看護師等、年ごとに参加者が増えている。
また全学的な省エネ活動にも参加している。

●研　究
・研究内容

　新規検査の確立を目指した臨床研究を行っており、特に遺伝子検査、質量分析技術による検査（ビタミン D
関係を含む）に力を入れている。今年度においても、COVID-19 PCR 検査についての論文発表を行っている。
千葉大バイオバンクの経費として NGS（Ion Torrent）を遺伝子検査室に導入されそれを活用している。家族性
腫瘍・疾患の NGS を用いた遺伝子変異の検出を引き続き行っている。今後は感染症も対象とし臨床バイオーム
への取り組みを検討する。かずさ DNA 研究所と共同で遺伝性不整脈疾患（longQT 症候群）の遺伝子検査が可
能となり、これは大手検査会社の SRL に移管され循環器内科・小児科と共同で実地臨床で運営し法医学教室と
も連携している。産婦人科、乳腺外科と共同で HBOC（遺伝性乳癌卵巣癌）の予防的卵巣卵管切除にも遺伝カ
ウンセリング・遺伝学的検査の面から協力を続けている。リンチ症候群に対する未発症者を含む医療介入（特に
病理部と協力した MSI 検査）についても遺伝学的検査を含んで対応している。今後は院内における治療法のあ
る遺伝性疾患へのさらなる対応の整備が課題である。日本臨床化学会での活動を通し、ビタミン測定の国内標準
化研究にも継続的に参加している。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ishige T, Murata S, Taniguchi T, Miyabe A, 

Kitamura K, Kawasaki K, Nishimura M, Igari H, 
Matsushita K. Highly sensitive detection of SARS-
CoV-2 RNA by multiplex rRT-PCR for molecular 
diagnosis of COVID-19 by clinical laboratories. Clin 
Chim Acta. 2020 Aug;507:139-142. doi: 10.1016/
j.cca.2020.04.023. Epub 2020 Apr 23. PMID: 
32335089.

2 ．Yoshida K, Sekine T, Suzuki-Eguchi N, Watanabe 
H, Kobayashi Y, Matsumiya G, Matsushita K. 
Three-Dimensional Echocardiography Reveals 
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右室へのシャントを生じた一例」超音波医学（1346-
1176）47 巻 Suppl.　Page S259（2020.11）
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療法と今後の治療の展望」日本自律神経学会総会プ
ログラム・抄録集 73 回　Page71（2020.11）

48．穂積崇史，山口淳，澤井 摂，北城敬子，實石達也，
折田純久，江口和，成田都，稲毛一秀，志賀康浩，
大鳥精司「坐骨神経カフモデルマウスにおける脊髄
の遺伝子発現プロファイル」日本整形外科学会雑誌

（0021-5325）94 巻 8 号　Page S1847（2020.09）
49．中田恵美里，井上万里子，宇津野恵美，澤井摂，市

川智彦「出生前診断目的に NGS 法で遺伝子変異を
検出したジストロフィン異常症の一例」日本遺伝カ
ウンセリング学会誌（1347-9628）41 巻 2 号　Page98

（2020.06）
50．鈴木芳武「検査データを読み解くコツ、こっそり

教えます！　知識を共有しよう」千臨技会誌（1341-
5409）139 号　Page55-60（2020.04）

51．川崎健治「【臨床化学検査でピットフォールに落ち
ないために】検査前　検査オーダー（日内変動な
どの個体内変動の注意点）」Medical Technology

（0389-1887）48 巻 6 号　Page568-573（2020.06）

52．浅野はるな「【臨床化学検査でピットフォールに落
ちないために】検査後　結果やコメント付記時の
注意点」Medical Technology（0389-1887）48 巻 6 号　
Page616-618（2020.06）

53．村田正太，猪狩英俊「最新テクノロジーと結核・
抗酸菌症医療　質量分析による診断」結核（0022-
9776）95 巻 5 号　Page74（2020.09）

54．石毛崇之「臨床検査のピットフォール　造血器腫瘍
遺伝子検査結果の解釈」検査と技術（0301-2611）48
巻 11 号　Page1250-1252（2020.11）

55．村田正太「医師に伝えるべき臨床微生物の視点　専
門医教育で重視している臨床微生物の基礎知識」
日本臨床微生物学会雑誌（2434-866X）31 巻 Suppl.1　
Page121（2020.12）

56．村田正太「微生物検査の未来予想図　微生物検査室
のマネージメント」日本臨床微生物学会雑誌（2434-
866X）31 巻 Suppl.1　Page137（2020.12）

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．松下一之「他施設の研究室と臨床検査室の連携、人

材育成からみた新型コロナウイルスに対する PCR
検査体制の構築について」第 32 回日本臨床検査医
学会　関東甲信越支部総会

2 ．村田正太「最新テクノロジーと結核・抗酸菌症医療
－質量分析による診断」第 95 回日本結核・非結核
性抗酸菌症学会総会・学術集会

3 ．村田正太「医師に伝えるべき臨床微生物の視点－専
門医教育で重視している臨床微生物の基礎知識」第
32 回日本臨床微生物学会総会・学術集会

4 ．村田正太「微生物検査の未来予想図－微生物検査室
のマネージメント」第 32 回日本臨床微生物学会総
会・学術集会

5 ．松下一之「COVID-19 関連検査と保険診療」第 67
回日本臨床検査医学会学術集会（臨床検査点数委員
会共催）

6 ．松下一之「新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対
する千葉大学病院における PCR 検査体制の構築に
ついて」第 67 回日本臨床検査医学会学術集会（ワー
クライフバランス委員会共催）

7 ．中津川智子「HBOC 診察の現状と課題－遺伝学的
検査と臨床遺伝の立場から」第 5 回千葉県リンチ症
候群・HBOC 対策協議会

【学会発表数】
　国内学会　12 学会　25 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「非ウイルス性慢性
炎症に伴う発癌メカニズムの解明と早期血清診断法
の確立」代表者：松下一之　2017-2020

2 ．文部科学省科学研究費基盤（B）「中央集約型と分散
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型の併用による医療情報共有のためのトラスト（信
頼関係）の評価法」代表者：松下一之　2019-2021

3 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「がん細胞のリボ
ソーム構成タンパク質の発現解析と転写後調節への
関与」代表者：松下一之　2020-2022

4 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「臨床検査の異常
反応の検出と精度保証の研究」分担者：松下一之　
2020-2022

5 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「がん遺伝子パネル
検査の外部精度評価スキームの戦略的実践によって検
査の質向上を図る」分担者：松下一之　2020-2022

6 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「RalA と NY-ESO-1
を標的とした食道癌血清抗体モニタリングに関する
研究」分担者：松下一之　2016-2020

7 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「メタゲノムによる
新意義を持つ臨床細菌検査の開発とそれへの DNA
メチル化解析の応用」代表者：西村基　2018-2020

8 ．文部科学省科学研究費基盤（C）「ユビキトーム解析

による歯周疾患のバイオマーカー開発」分担者：西
村基　2018-2020

9 ．中谷医工新型コロナ感染症対策助成金「緊急支援　
新型コロナウイルス感染症対策助成プログラムnCoV
の RNA 複製酵素を前処理に用いた、その検査の開発

「敵の武器を逆利用」」代表者：西村基　2020
10．文部科学省科学研究費基盤（C）「質量分析によるビタ

ミンD 関連マーカーの高精度分析および GC 遺伝子多
型との関連解析」代表者：石毛崇之　2020-2022

11．文部科学省科学研究費基盤（C）「検体・項目多重化
によるステロイドホルモンのハイスループット LC/
MS 検査法の開発」分担者：石毛崇之　2020-2022

12．金沢大学がん進展制御研究所共同研究費「消化器・
難治がんのリボソーム生合成の新規メカニズム解明
と診断、治療法への応用」代表者：北村浩一　2020

【受賞歴】
1 ．石毛崇之　2020 年度第 55 回小島三郎記念技術賞

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

1 ．診療
1 ）2020 年度の検査数とその内訳
　検査部で実施した検査総数：約 6,071，312 件（内　夜間休日検査：329,474 件）
　内訳：生化学検査 4,580,822 件、免疫検査 434,421 件、血液検査 718,775 件
　一般検査 191,847 件、微生物検査 62,761 件、遺伝子検査 24,322 件、生理機能検査 58,364 件
2 ）遺伝子関連検査
　大腸がん関連遺伝子検査はユニバーサルスクリーニング化を目指し、食道胃腸外科、病理部、検査部、遺伝
子診療部が連携し実施している。分子標的治療薬選択のために行う RAS/BRAF 遺伝子変異検査、リンチ症候
群に対するマイクロサテライト不安定性検査は昨年とほぼ同数の 160 件を実施した。リンチ症候群については
3 例の遺伝子診断結果を報告した。遺伝性大腸がんの遺伝子診断は次世代シークエンサーを用いた方法での解
析も開始している。病原体核酸検査は HIV， HCV， HBV に加え抗酸菌群遺伝子検査を行っている。体細胞遺
伝子検査は BCR-ABL1 mRNA 定量検査において、本邦の大学病院の院内検査の中では最初となる国際基準化
を行い先進的に活動している。
　新しく設置されたがんゲノムセンターにおける保険診療で開始されたがん遺伝子パネル検査の精度管理やエ
キスパートパネルのためのレポート作成、プレエキスパートパネルを毎週火曜日の午後に開始した。また、エ
キスパートパネルのための診療科や看護部、薬剤部、がんゲノムセンタースタッフの情報共有のために、電子
カルテのガルーンのデヂエ機能を使って、症例ごとのデータサマリーを関係者が閲覧できるように、企画情報
部と整備した。
　2020 年 2 月からがん遺伝子パネル検査「FoundationOne」の検査を開始した。
3 ） 国際規格 ISO 15189 認定施設である。
　国際規格である ISO 15189（臨床検査室 - 品質と能力に関する特定要求事項）認定取得の活動を 2015 年 5 月
より本格的に開始し、同年 12 月末に認定審査を受審した。2016 年 3 月に ISO 15189 の認定を取得した。2019
年 12 月に ISO 15189 の第 1 回の認定更新審査を受審し、2020 年 3 月に認定更新が承認された。

●地域貢献
　千葉県精度管理専門委員および千葉市精度管理専門委員として県内および市内の衛生検査所立ち入り検査に参加
している（臨床検査技師長および検査部長）。国内の臨床検査技師養成校からの臨地実習生を約 1 年間にわたり受
け入れている。卒後教育研修として国内の臨床検査技師の実地教育を行っている。近年、本邦における独自の診断
技術や治療法の確立、さらには治療薬の開発を目指した各種臨床試験（自主臨床試験、治験）への対応が重要になっ
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ている。これらの臨床試験の遂行のためには、質の高い臨床検査データのための臨床検体の採取、保存の標準化
（Quality Control： QC）が必須である。大学病院の検査部門として、臨床検体の QC を担保するための方法につい
ても、国内外の情報収集につとめ、電子カルテ情報との連携を含めて関連する中央診療部門や各種診療科と協力し
て当院に相応しい方法の確立を研究している。
　2018 年度から、「千葉県リンチ症候群対策協議会」を立ち上げ、2019 年からは遺伝性乳がん・卵巣がん（HBOC）
を対象に加え、「千葉県リンチ症候群・HBOC 対策協議会」と発展させて千葉県における関係者と年 2 回の研究会
を開催している。さらに、近隣の検査部関係者とベイエリアラボアカデミーを立ち上げて、若手教育、検査業務の
改善を図っている。

●その他
　臨床検査の国際標準化のために ISO 15189 の取得を準備し、2016 年 3 月 17 日に認定された。近年急速に医療分
野において発展しているファーマコゲノミクス（PGx）、自主臨床試験、治験における新規の各種疾患バイオマー
カー候補の探索を大学病院内に円滑に導入するために、検査部、遺伝子診療部として対応できる範囲で準備を開始
した（新中診棟内に「ポストゲノム診療センター」や「バイオバンク」の設立準備を含む）。我々中央診療部門の
一つとしての検査部は、4 つの P（Predictive；予知、Preventive；予防、Personalized；個別化、Participatory；
患者参加）を合言葉に、これからの医療をとらえて研鑽に励んでいる。 2020年度以降の病院再開発への対応として、
外注窓口の内製化のための準備を進めた。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 遺 伝 子 診 療 部

●はじめに
　遺伝子診療部では、常勤の認定遺伝カウンセラー2 名と専門分野が異なる 13 名の専門医（臨床遺伝専門医を含む）
とが遺伝カウンセリング（遺伝相談外来）を担当し、遺伝性疾患に関するさまざまなご依頼や患者さんの不安・悩
みに対応している。また、遺伝学的検査に関する最新の情報を提供している。2020 年 4 月に、遺伝性乳癌卵巣癌
の診断を目的とした BRCA 遺伝学的検査が保険収載となった。それに伴い、オラパリブの適応を判断するコンパ
ニオン診断の目的だけでなく、BRCA 遺伝学的検査を希望する患者が増えている。検査の結果は当該患者のみな
らず、患者の血縁者に対しても影響が及ぶことから、その心理社会的な影響などに配慮して実施する必要があり、
対応している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

① CC ベーシックにおいて、医学部 4 年次学生に対し遺伝カウンセリング実習を行っている。
②専門職連携教育（IPE）Step4 において、医・薬・看護学部 4 年次学生に対し、遺伝カウンセラー・心理カウ

ンセラーの立場でのコンサルテーションを通して指導・アドバイスを行っている。
・卒後教育／生涯教育

①月に 1 回遺伝カウンセリング症例検討会を行っている。毎回遺伝医療に関するテーマを決め、参加者とディス
カッションを行い知識の向上を図っている。臨床遺伝専門医、認定遺伝カウンセラー、看護師、心理カウンセ
ラー、開業医など、院内や千葉県下の医療関係者を中心に毎回多くの参加者を得ている。

②ゲノム時代の難治性疾患マネジメントを担うオールラウンド臨床遺伝専門医の育成を目指す NGSD（難病克
服！次世代スーパードクターの育成）第 2 期の専攻医に対し遺伝カウンセリングに関する講義や実習を行い、
臨床遺伝専門医育成に寄与している。

・大学院教育
　修士課程 遺伝カウンセリングコースの大学院生に対し、遺伝カウンセリングに関する講義や実習（ロールプ
レイ）、などの指導を行い、認定遺伝カウンセラーの育成に寄与している。心理支援に関する講義も公認心理士
が担当している。また、千葉大学大学院看護学研究科の講義（小児病態と治療）も担当している。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　月に 1 回遺伝カウンセリング症例検討会を行っている。毎回遺伝医療に関するテーマを決め、参加者とディ
スカッションを行い知識の向上を図っている。臨床遺伝専門医、認定遺伝カウンセラー、看護師、心理カウンセ
ラー、開業医など、院内や千葉県下の医療関係者を中心に毎回多くの参加者を得ている。

●研　究
・研究内容

　当院は日本医療研究開発機構（AMED）の推進する研究、IRUD（Initiative on Rare and Undiagnosed 
Diseases：未診断疾患イニシアチブ）の拠点病院の一つである。当部は未診断疾患患者への遺伝カウンセリング
を通して、未診断疾患患者・家族を支援し、希少・未診断疾患の研究開発の推進に寄与している。2020 年度は
小児科、循環器、脳神経内科、眼科、他施設など紹介される診療科や施設の幅が拡がっている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Namekawa T, Kitayama S, Ikeda K, Horie-

Inoue K, Suzuki T, Okamoto K, Ichikawa T, 
Yano A, Kawakami S, Inoue S. HIF1 α inhibitor 
2-methoxyestradiol decreases NRN1 expression 
and represses in vivo and in vitro growth of 
patient-derived testicular germ cell tumor 
spheroids. Cancer Lett. 2020 Oct 1;489:79-86.

2 ．Tamura T, Yoshioka Y, Sakamoto S, Ichikawa 

T, Ochiya T. Extracellular Vesicles in Bone 
Me t a s t a s i s :  Key  P l a y e r s  i n  t h e  Tumor 
Microenvironment and Promising Therapeutic 
Targets. Int J Mol Sci. 2020 Sep 12;21（18）:E6680. 

3 ．Sugiura M, Sato H, Okabe A, Fukuyo M, Mano Y, 
Shinohara KI, Rahmutulla B, Higuchi K, Maimaiti M, 
Kanesaka M, Imamura Y, Furihata T, Sakamoto 
S, Komiya A, Anzai N, Kanai Y, Luo J, Ichikawa 
T, Kaneda A. Identification of AR-V7 downstream 
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genes commonly targeted by AR/AR-V7 and 
specifically targeted by AR-V7 in castration 
resistant prostate cancer. Transl Oncol. 2021 Jan;14

（1）:100915.
4 ．Sugiura M, Sato H, Kanesaka M, Imamura Y, 

Sakamoto S, Ichikawa T, Kaneda A. Epigenetic 
modifications in prostate cancer. Int J Urol. 2021 
Feb;28（2）:140-149.

5 ．Okada T, Taguchi K, Kato T, Sakamoto S, 
Ichikawa T, Yasui T. Efficacy of transurethral 
cystol i thotr ipsy assisted by percutaneous 
evacuation and the benefit of genetic analysis in a 
pediatric cystinuria patient with a large bladder 
stone. Urol Case Rep. 2020 Oct 28;34:101473.

6 ．Okada R, Goto Y, Yamada Y, Kato M, Asai S, 
Moriya S, Ichikawa T, Seki N. Regulation of 
Oncogenic Targets by the Tumor-Suppressive miR-
139 Duplex （ miR-139-5p and miR-139-3p） in Renal 
Cell Carcinoma. Biomedicines. 2020 Dec 12;8（12）:599.

【雑誌論文・和文】
1 ．市川智彦、坂本信一、宇津野恵美．千葉大学におけ

る遺伝カウンセラー養成課程の取り組み．日本遺伝
カウンセリング学会誌　2020；41：197-199．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．UAA2020（第 18 回アジア泌尿器科学会）のシンポジ

ウムにて招待講演。
2 ．第 65 回日本腎臓学会学術総会にて教育講演
3 ．第 108 回日本泌尿器科学会総会にて教育講演
【学会発表数】
　国内学会　9 学会　21 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本医療研究開発機構「未診断疾患イニシアチブ
（IRUD）：希少未診断疾患に対する診断プログラム
の開発に関する研究 ［IRUD 拠点病院］」分担者：
市川智彦　2018-2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

・ 外来診療：
　遺伝カウンセリングおよび遺伝学的検査
　2020 年に実施された遺伝カウンセリング件数（NIPT（無侵襲的出生前遺伝学的検査）を除く）は 373 症例で
ある。疾患としては、遺伝性乳癌卵巣癌 188 例、IRUD27 例、自己炎症・免疫疾患 13 例、脊髄小脳変性症 14 例、
QT 延長症候群 12 例、Lynch 症候群 7 例、その他 112 例となっている。そのうち、遺伝カウンセリング後に遺
伝学的検査を希望した症例は、遺伝性乳癌卵巣癌 171 例、IRUD27 例、自己炎症・免疫疾患 13 例、脊髄小脳変
性症 14 例、QT 延長症候群 12 例、Lynch 症候群 1 例、その他 83 例であった。NIPT の遺伝カウンセリング件
数は 321 件となっており、ほとんどが検査に進んでいる。いずれにおいても、検査を希望される場合には同意取
得、採血、匿名化処理、検体送付などを行っている。遺伝学的検査のほとんどが次世代シークエンサーでの解析
となり、解析結果の解釈には専門的な知識が必要となるため、臨床遺伝専門医が中心となって最終報告書などを
作成している。
　また、各診療科から連絡を頂き、がんパネル検査を希望する患者の家系図作成・二次的所見の対応も行ってい
る。
・心理カウンセリング：
　遺伝性疾患は本人のことだけに留まらず、血縁者にも影響することが多い。そのため心理的な負担も大きい。
遺伝子診療部では公認心理師が患者の心理カウンセリングや未発症者の発症前診断などに関わり対応している。

●地域貢献
　毎月、第 4 木曜日には遺伝子診療部カンファレンスを行っている。院内外を問わず、遺伝医療に関わっている、
または興味を持つ医療関係者や学生が参加している。症例を通してそれぞれの職種や立場から意見交換を行ってい
る。また、分野別の遺伝カウンセリングの現状報告を行い、情報を共有している。

●その他
　保険収載の遺伝学的検査の項目が増え、さらに遺伝子検査の処理方法により 3 つの保険点数（1　処理が容易な
もの 3,880 点、2　処理が複雑なもの 5,000 点、3　処理が極めて複雑なもの 8,000 点）に区分された。特に、遺伝
性自己炎症疾患や自己免疫疾患関連の遺伝学的検査は現在、千葉大学が中心となって実施している。院外はもちろ
ん県内外からも患者紹介が増えている。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 手 術 部

●はじめに
　手術部は附属病院中央診療部門として各診療科の手術治療を支援するとともに、手術業務の管理および運営に携
わっている。当院で行われる手術にはハイリスク症例や難易度の高い手術が多く、これらの手術治療を安全かつ効
率的に遂行するための環境管理・危機管理・労務管理・周術期管理・機器管理など、多岐にわたる安全管理を担っ
ている。また急性および慢性疾患に対する高気圧酸素治療もあわせて担当した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部学生を対象として、外科手術における滅菌・消毒および手術実習に関する教育・指導を行った。
・卒後教育／生涯教育

　卒後研修医、卒後新人看護師を対象として、外科手術における滅菌・消毒についての教育、手術に際しての手
洗い法、手術時に使用される手術器械や安全管理についての教育を行った。

（1）初期研修医に対する手術時手洗い法およびガウンテクニック
（2）新人看護師に対する滅菌・消毒法、手術器械の取り扱い、安全管理についての教育
・大学院教育

　関連する大学院生に対して臨床研究や学会発表の指導を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　千葉県立保健医療大学において、非常勤講師として外科学系統講義を行った。

●研　究
・研究内容

　医師、看護師を中心として外科手術の安全性、手術関連合併症およびその予防法についての臨床研究を行なっ
た。また、外科手術の対象となる悪性腫瘍の進展や再発転移の機序、疾患の診断手技などに関する基礎研究およ
び臨床研究をあわせて行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nakagawa A, Fujimoto H, Nagashima T, Sangai 

T, Takada M, Masuda T, Teranaka R, Ota S, 
Matsushima J, Akita S, Ohtsuka M. （2020） 
Histological features of skin and subcutaneous tissue 
in patients with breast cancer who have received 
neoadjuvant chemotherapy and their relationship to 
post-treatment edema. Breast Cancer 27, 77-84.

2 ．Fujimoto H, Shiina N, Nagashima T, Sangai T, 
Sakakibara J, Takada M, Teranaka R, Takishim 
H, Kawasaki Y, Ohtsuka M. （2020） Oncoplastic 
breast-conserving surgery using chest wall 
perforator flaps: three dimensional quantitative 
analysis of the percentage of breast volume 
excised and changes over time in flap volume. J 
Surg Oncol 121, 216-223.

3 ．Masuda T, Fujimoto H, Teranaka R, Kuroda M, 
Aoyagi Y, Nagashima T, Sangai T, Takada M, 
Nakagawa A, Kubota Y, Yokote K, Ohtsuka M. 

（2020） Anti-HER2 antibody therapy using gene-
transduced adipocytes for HER2-positive breast 

cancer. Breast Cancer Res Treat 180, 625-634.
4 ．Akita S, Yamaji, Y, Takeuchi N, Wakai K, Azuma 

K, Nakagawa A, Fujimoto H, Sangai T, Nagashima 
T, Mitsukawa N, Ikehara Y. （2020） Detection of 
non-palpable tiny axillary lymph nodes surrounded 
by adipose tissue. Lymphatic Research and Biology 
18, 455-463.

5 ．Ishibashi K, Kitamura Y, Kato S, Sugano M, 
Sakaguchi Y, Sato Y, Isono S. （2020） Changes in 
laryngeal airway patency in response to complete 
reversal of rocuronium-induced paralysis with 
sugammadex in small children with a supraglottic 
airway: protective effect of fentanyl?  British 
journal of anaesthesia 125, 158-160. 

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．榊原淳太、寺中亮太郎、高田護、藤本浩司、三階

貴史、長嶋健、大塚将之．RVS による治療前後の
CEUS 画像の fusion ～乳癌術前化学療法症例を中
心に～．第 29 回日本乳癌画像研究会パネルディス
カッション
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2 ．榊原淳太、寺中亮太郎、髙田護、藤本浩司、長嶋
健、大塚将之．乳癌術前化学療法症例における
Anatomical Intelligence for Breast の臨床応用．第
45 回日本乳腺甲状腺超音波医学会シンポジウム

3 ．三島敬．IPMN 国際診療ガイドライン 2017 の検証・
IPMN 悪性予測因子の検討．第 51 回日本膵臓学会
大会パネルディスカッション

【学会発表数】
　国内学会　18 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）

【外部資金獲得状況】
1 ．日本学術振興会「遺伝子改変前脂肪細胞を用いた乳

癌抗体療法の開発」分担者：長嶋健　2018-2020
2 ． 日 本 学 術 振 興 会「 肝 内 胆 管 癌 に お け る IL-32-

Gankyrin axis を介した癌進展機序の解明」代表者：
三島敬　2019-2022

3 ．日本学術振興会「スガマデクス投与による声門狭窄
発生のメカニズム」代表者：石橋克彦　2020-2022

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　2020 年の総手術件数は 8,230 件であった。高度化する内視鏡下手術やロボット支援手術、ハイブリッド手術な
どの高機能手術が安全に行える体制を構築し、様々な手術に対して効率的な運用が行えるよう支援および管理を
行った。高気圧酸素治療室では、中毒性疾患や腸閉塞、末梢循環障害などの治療を行った。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 輸 血・ 細 胞 療 法 部

●はじめに
　千葉学医学部附属病院のすべての輸血業務全般を一括管理し、輸血の二つの重要なポイントである、「安全な輸
血」と「適正な輸血」を推進するとともに、院内の自己血輸血の採取業務、移植治療、先進医療に必須である末梢
血幹細胞、単核球等の細胞採取業務を全面的に担当している。2021 年 1 月の新中央診療棟開院に伴い、輸血検査
部門と採血業務部門のスペースの拡充とともに機器更新を行った。これにより、より質の高い輸血検査が可能とな
り、さらに 2021 年 6 月には ISO15189 を受審し、国際標準精度での検査業務整備が完了している。また、無菌処
理を可能とする細胞調製室や細胞保存室の拡充、新たな細胞凍結・保存機器を備え、より高度な管理体制が求めら
れる細胞治療製品の調製、保管管理に対応できるようになった。2021 年 6 月には CAR-T 療法であるキムリアの施
設認定を取得し、県内唯一の CAR-T 療法施設として、その原料細胞の作製、管理を行う体制が整った。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　臨床検査ユニットの血液学、輸血学の講義を担当し、C．C．ベーシックで輸血検査、血液検査の実習を担当し
た。また工学部にて「臨床医学概論：輸血・臨床検査」の講義を担当した。コア CC、アドバンスド CC におい
ては分担して血液内科臨床指導を担当している。県内外の技師学校学生を対象として輸血学の講義、実習による
教育を担当した。
・卒後教育／生涯教育

　研修医に対して研修開始時に輸血医療に関するガイダンスを行なっている。また、県内外医療機関の技師、看
護師を対象として輸血認定資格取得のための教育も担当している。
・大学院教育

　医学研究院の内分泌代謝・血液・老年内科学の大学院生の研究指導を行っている。また大学院講義「先端生命
科学特論」「臨床腫瘍学特論」を担当した。

●研　究
・研究内容

　（1）輸血の安全性確保、適正輸血の推進のために輸血に関する臨床研究、（2） 造血細胞移植に関する臨床研究、
（3） 各種移植療法、細胞治療の発展のために細胞採取、採取細胞の分析等の基礎的研究を実施し、輸血・細胞治
療学会、造血細胞移植学会、血液学会にてその成果を発表した。また血液内科と共同し、造血器腫瘍の新規治療
薬開発の研究も行っている。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Remarkable donor-derived T cell lymphocytosis 

before engraftment of a bone marrow transplant 
for acute lymphoblastic leukemia. Nagai Y, 
Tsukamoto S, Hino Y, Isshiki Y, Yamazaki 
M, Izumi S, Mishina T, Oshima-Hasegawa N, 
Mitsukawa S, Takeda Y, Mimura N, Ohwada C, 
Takeuchi M, Iseki T, Nakaseko C, Sakaida E. Leuk 
Lymphoma. 2020 Jan;61（1）:221-224.

2 ．Suppressive effects of anagrelide on cell cycle 
progression and the maturation of megakaryocyte 
progenitor cell lines in human induced pluripotent 
stem cells. Takaishi K, Takeuchi M, Tsukamoto 
S, Takayama N, Oshima M, Kimura K, Isshiki 
Y, Kayamori K, Hino Y, Oshima-Hasegawa N, 
Mitsukawa S, Takeda Y, Mimura N, Ohwada C, 

Iseki T, Nakamura S, Eto K, Iwama A, Yokote K, 
Nakaseko C, Sakaida E. Haematologica. 2020 May; 
105（5）:e216-e220. 

3 ．Efficacy of the novel tubulin polymerization 
inhibitor PTC-028 for myelodysplastic syndrome. 
Zhong C, Kayamori K, Koide S, Shinoda D, Oshima 
M, Nakajima-Takagi Y, Nagai Y, Mimura N, 
Sakaida E, Yamazaki S, Iwano S, Miyawaki A, Ito R, 
Tohyama K, Yamaguchi K, Furukawa Y, Lennox W, 
Sheedy J, Weetall M, Iwama A. Cancer Sci. 2020 
Dec;111（12）:4336-4347

【雑誌論文・和文】
1 ．三村尚也、井関徹、堺田惠美子．日本アフェレシス

学会雑誌　39（1）：17-23，2020．POEMS 症候群に
対する自家末梢血幹細胞移植．

2 ．柴宮明日香、三村尚也、堺田惠美子．カレントテラ
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ピー　Vol.38 No. 6　113-117 ページ　2020 年　特
集「多発性骨髄腫－クロストークの腫瘍－」5．骨
髄腫の治療　－原病に対する治療と各種支持療法－ 
7） 骨髄腫の支持療法　－骨障害対策から、軽鎖除
去、移植時 cryotherapy まで－

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．（誌上発表）第 68 回日本輸血・細胞治療学会学術集

会総会　指定教育セミナー　Plerixafor の使用経験
と課題　（1）医師の立場から　2020-5-30　札幌の予
定だったが COVID19 により誌上発表（抄録）のみ

2 ．（シンポジウム）2020-10　第 82 回日本血液学会学
術集会　Web 開催　シンポジウム（ライブ・オンデ
マ ン ド 配 信 ） SY10-4　Novel epigenetic therapies 

for multiple myeloma 多発性骨髄腫に対する新規エ
ピジェネティク治療

3 ．（シンポジウム）2020-11-13　第 71 回日本電気泳動
学会総会　シンポジウム S-23　「多発性骨髄腫のエ
ピゲノム異常を標的とした新規治療戦略」Web

【外部資金獲得状況】
1 ．科学研究費助成　基盤研究（C）「新規多発性骨髄腫

モデルマウスを用いた統合的エピジェネティック治
療の確立」代表者：三村尚也　2019-2021

2 ．AMED 革新的がん医療実用化研究事業「骨髄異形
成症候群の最適医療に有用な転写ネットワークバイ
オマーカーの同定と臨床的有用性の検証」分担者：
三村尚也　2018-2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　当部では輸血検査部門と採血業務部門の 2 本立てで診療を行っている。2021 年 1 月の新中央診療棟開院に伴い、
両部門のスペースの拡充とともに機器更新を行った。これにより、より質の高い輸血検査が可能となり、さらに
2021 年 6 月には ISO15189 を受審し、国際標準精度での検査業務整備が完了している。また、無菌処理を可能と
する細胞調製室や細胞保存室の拡充、新たな細胞凍結・保存機器を備え、より高度な管理体制が求められる細胞
治療製品の調製、保管管理に対応できるようになった。2021 年 6 月には CAR-T 療法であるキムリアの施設認定
を取得し、県内唯一の CAR-T 療法施設として、その原料細胞の作製、管理を行う体制が整った。
　これに加えて、外来輸血の受け入れ、造血幹細胞移植ドナーコーディネート業務も担当している。また今後
続々と登場する新規細胞療法に備えて準備を進めている。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 人 工 腎 臓 部

●はじめに
　人工腎臓部は各専門診療科で入院加療を要する透析患者の入院透析に加え，外来維持透析患者の維持透析を行っ
ている．また慢性腎臓病患者のアクセス手術，維持透析導入を腎臓内科との協働により行っている．さらに救急科・
集中治療部とともに急性腎障害や慢性腎不全の急性増悪患者の診療を行っている．2020 年は新型コロナウイルス
感染症（SARS-CoV-2）の流行が起こり，千葉県内の透析患者においても罹患患者が発生した．当部では流行初期
から受入体制を整備し，患者を受入れた．
　あらゆるアフェレシス治療に対応可能なことも当部の強みであり，単に患者の生命を「維持」するのではなく，
病因物質を除去することで患者を「治療」することに積極的に取り組んでいる．

●教　育
・学部教育／卒前教育

　教育学部，工学部学生の見学実習や，臨床工学技士の実習の受入を例年どおり行う予定であったが，SARS-
CoV-2 の流行による教育プログラムの変更のため依頼がなかった．
・卒後教育／生涯教育

　日常診療やカンファレンスを通して，初期研修医，専攻医に対して専門的な教育を行っている．
　例年受け入れを行っている，透析療法従事職員研修の実習生については，本年度については依頼がなかった

（SARS-CoV-2 の影響かどうかは不明）．
　特定看護師の教育プログラムに用いられる教材作成に際し，急性血液浄化療法に関する部分について担当し
た．
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　日本臨床工学技士会の主催する第 13 回血液浄化関連指定講習会において，「敗血症に対する血液浄化療法」を
担当した．

●研　究
・研究内容

　併存症により重篤化した透析患者の急性期透析や，急性血液浄化法を要する重症病態の解明と治療，重症病態
下における安全な血液浄化法の施行方法などについて研究を行っている．その成果は日本アフェレシス学会や日
本急性血液浄化学会学術集会などにおいて発表した．
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nakada TA, Oda S, Abe R, Hattori N. Changes 

in acute blood purification therapy in critical 
care: republication of the article published in the 
Japanese Journal of Artificial Organs. J Artif 
Organs 2020; 23: 14-18.

2 ．Yamazaki S, Tatebe M, Fujiyoshi M, Hattori N, 
Suzuki T, Takatsuka H, Uchida M, Suzuki T, Ishii I. 
Population Pharmacokinetics of Vancomycin under 
Continuous Renal Replacement Therapy using a 
Polymethylmethacrylate Hemofilter. Ther Drug 
Monit 2020; 42: 452-459.

3 ．Niibe Y, Suzuki T, Yamagata S, Suzuki T, 
Takahashi N, Hattori N, Nakada TA, Oda S, Ishii I. 
Population pharmacokinetic analysis of meropenem 
in critically ill patients with acute kidney injury 
treated with continuous hemodiafiltration. Ther 

Drug Monit 2020; 42: 588-594.
【雑誌論文・和文】

1 ．服部憲幸：「血液浄化療法の歴史」救急・集中治療 
2020；32：339-344．

2 ．渡邉栄三，立石順久，服部憲幸，齋藤大輝．「血栓
性微小血管症（TMA）の病態・診断基準と小児重症
症例におけるアフェレシス治療の位置づけ」日本ア
フェレシス学会雑誌　2020；39：143-153．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 41 回日本アフェレシス学会学術大会：特別企画

（COVID-19 に対するアフェレシスの役割）
2 ．第 41 回日本アフェレシス学会学術大会：セミナー

「より低侵襲なアフェレシス療法をおこなうために」
3 ．第 48 回日本集中治療医学会学術集会：ワーク

ショップ
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【学会発表数】
　国内学会　2 学会　3 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）

【その他】
　千葉県透析研究会を 2021 年度に主催するため，そ
の準備を行った．

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　人工腎臓部では，7 名の患者の外来維持透析を行った．外来患者の状態悪化に際しては，腎臓内科や各診療科
と連携して入院治療にあたった．
　延べ 466 名の患者に対して 4348 回の血液浄化法（血液透析 2464 回，オンライン血液濾過透析 1493 回，血球
成分除去 27 回，免疫吸着 145 回，LDL 吸着 58 回，二重濾過血漿交換 44 回，血漿交換 82 回，腹水濾過濃縮再
静注 35 回）を施行した。このうち慢性維持透析の新規導入例は 50 例であった。
また，バスキュラーアクセス関連の手術を 41 件，経皮的血管形成術（PTA）を 10 件施行した。
腹膜透析を行っている患者の入院時に必要な支援を行った。

●地域貢献
　千葉県透析医会の災害時情報ネットワークに参加し，広域災害発生時に対する備えを行っている．
　COVID-19 に罹患した透析患者の受入体制を整備し，流行初期から患者の受け入れを行った．2020 年度は 5 名
の患者に対応した．
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研究領域等名： 　
診療科等名： 内 視 鏡 セ ン タ ー

●はじめに
　緊急内視鏡手術（止血術、胆道ドレナージ術）の 休日・時間外緊急内視鏡における看護師による安全管理・治
療記録作成のシステムを構築し、かつ COVID-19 感染者対応のマニュアルを作成した。感染リスク低減のために
検査数が全国的に制限される中で、国内で初めて内視鏡検査受検者の全例 PCR を施行し、安全な内視鏡の施行及
び検査の適正な選択に寄与した。安全性の確立のために、内視鏡スコープの洗浄について、中央管理を継続し、感
染対策・故障の早期発見の徹底・修理費用の軽減に成功し継続している。
※ 2015 年度から 国際協力の一環として、JICA（国際協力機構）の依頼によりミャンマー内視鏡医の 3 ヶ月 / 年

の実地研修受け入れ 及び 現地での普及セミナー・ハンズオンセミナー開催 1 回 / 年 を継続して満了した。今後
も、可能な限り連携を続ける方向であり、2022 年度より再開の見込みであったが、同国のクーデターにより中
止となっている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　内視鏡室にて、医学部生 40 週× 10 グループの実習を感染対策を期して適正に規模を縮小して行った。チュー
トリアルを 1 クール行った。
　内視鏡の領域での検査見学、ベッドサイドラーニング並びにクリニカルクラークシップを実施している。
　医学部ユニット講義 3 単位：
　　消化器内科胆道疾患　一単位
　　症候学・診断学　消化器の主要症候　一単位
　　医用工学内視鏡　一単位
・卒後教育／生涯教育

・シミュレータ・内視鏡模型を利用した、初期研修医・後期研修医に対する内視鏡の専門的研修
・消化器内科・内視鏡センター　研修指導（内視鏡実技）、16 時間 / 週：計 800 時間 / 年　
・（NPO 法人千葉医師研修支援ネットワーク 腹部エコーハンズオンセミナー（2015 年～2019 年）：7 時間 / 日、

年 1 － 3 回 → 現在コロナウイルス流行に伴い中止）

●研　究
・研究内容

　炎症性腸疾患　消化器内視鏡関連手技　消化器内視鏡教育　治療困難例に対する対処法
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Okimoto K, Maruoka D, Matsumura T, Tokunaga 

M, Kaneko T, Oura H, Akizue N, Ohta Y, Arai M, 
Kato J, Kato N. Linked Color Imaging Improves 
the Visibility of superficial non-ampullary duodenal 
epithelial tumors. Sci Rep. 2020 Nov 26;10（1）:20667.

2 ．Tokunaga M, Matsumura T, Ishikawa K, Kaneko 
T, Oura H, Ishikawa T, Nagashima A, Shiratori W, 
Okimoto K, Akizue N, Maruoka D, Ohta Y, Saito 
K, Nakagawa T, Chiba T, Arai M, Kato J, Kato 
N. The Efficacy of Linked Color Imaging in the 
Endoscopic Diagnosis of Barrett's Esophagus and 
Esophageal Adenocarcinoma. Gastroenterol Res 
Pract. 2020 Sep 29;2020:9604345.

3 ．Ishikawa K, Okimoto K, Matsumura T, Hirotsu 
Y, Amemiya K, Kishimoto T, Imai Y, Oike T, 

Yokoyama Y, Akizue N, Ohta Y, Taida T, Saito K, 
Maruoka D, Nakagawa T, Nishimura M, Matsushita 
K, Mochizuki H, Arai M, Kato J, Yokosuka O, 
Omata M, Kato N. Comprehensive Analysis of 
Barrett's Esophagus: Focused on Carcinogenic 
Potential for Barrett's Cancer in Japanese Patients. 
Dig Dis Sci. 2021 Aug;66（8）:2674-2681.

4 ．Yamauchi Y, Arai M, Akizue N, Ohta Y, Okimoto K, 
Matsumura T, Meng F, Imai C, Tawada A, Kato 
J, Kato N, Takiguchi Y. Colonoscopic Evaluation of 
Diarrhea/Colitis Occurring as an Immune-Related 
Adverse Event. Jpn J Clin Oncol. 2021 Mar 3;51（3）: 
363-370.

5 ．Shingyoji A, Mikata R, Ogasawara S, Asano K, 
Miura Y, Shima Y, Sensui M, Nagashima H, Koroki 
K, Iino Y, Takahashi K, Kumagai J, Yamato M, 
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Ohyama H, Nakagawa R, Suzuki E, Kusakabe Y, 
Yasui S, Sugiyama H, Ohno I, Tawada A, Arai M, 
Tsuyuguchi T, Kato J, Takano S, Yoshitomi H, 
Ohtsuka M, Kato N. Diverse transitions in diabetes 
status during the clinical course of patients with 
resectable pancreatic cancer. Jpn J Clin Oncol. 
2020 Dec 16;50（12）:1403-1411.

6 ．Kamezaki H, Tsuyuguchi T, Shimura K, Sakamoto 
D, Senoo J, Mizumoto H, Kubota M, Yoshida 
Y, Azemoto R, Sugiyama H, Kato N. Safety 
and Efficacy of Early Tube Removal Following 
Percutaneous Transhepatic Gallbladder Drainage: 
An Observational Study. Surg Laparosc Endosc 
Percutan Tech. 2020 Apr;30（2）:164-168.

7 ．Yamato M, Mikata R, Yasui S, Iino Y, Shingyoji 
A, Kusakabe Y, Ohyama H, Sugiyama H, Sakai Y, 
Tsuyuguchi T, Yoshitomi H, Ohtsuka M, Kishimoto 
T, Kato N. Endoscopic Ultrasound Criteria for 
Arterial Invasion in Pancreatic Cancer of the Body 
and Tail. Pancreas. 2020 Apr;49（4）:561-567.

8 ．Nakaji S, Okawa Y, Nakamura K, Itonaga M, Inase 
M, Sugiyama H, Suzuki R, Yamauchi K, Matsui H, 
Hirata N, Saito J, Ishii N, Tsuyuguchi T, Kato H, 
Kitano M, Kato N, Ohira H, Okada H, Torimura T, 
Maguchi H. Predictive model of bleeding following 
endoscopic sphincterotomy for the treatment of 
choledocholithiasis in hemodialysis patients: A 
retrospective multicenter study. JGH Open. 2020 
May 17;4（5）:915-922.

9 ．Ogasawara S, Ooka Y, Koroki K, Maruta S, 
Kanzaki H, Kanayama K, Kobayashi K, Kiyono 
S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, Chiba T, Arai 
M, Kato J, Kato N. Switching to systemic therapy 
after locoregional treatment failure: Definition and 
best timing. Clin Mol Hepatol. 2020 Apr;26（2）: 
155-162.

10．Kanogawa N, Ogasawara S, Ooka Y, Inoue M, 
Wakamatsu T, Yokoyama M, Maruta S, Unozawa 
H, Iwanaga T, Sakuma T, Fujita N, Koroki K, 
Kanzaki H, Maeda T, Kobayashi K, Kiyono S, 
Nakamura M, Kondo T, Saito1 T, Motoyama T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada1,3, Tetsuhiro A, 
Chiba T, Arai1 M, Kanda T, Maruyama H, Kato J, 
Takemura R, Nozaki-Taguchi N, Isono S, Yokosuka 
O, Kato N Propofol versus midazolam for sedation 
during radiofrequency ablation in patients with 
hepatocelluar carcionoma. JGH Open. 2020 Dec 22; 
5（2）:273-279.

11．Tokunaga M, Matsumura T, Nankinzan R, Suzuki 

T, Oura H, Kaneko T, Fujie M, Hirai S, Saiki R, 
Akizue N, Okimoto K, Arai M, Kato J, Kato N. 
Computer-aided diagnosis system using only white-
light endoscopy for the prediction of invasion depth 
in colorectal cancer. Gastrointest Endosc. 2020 Jul 
29;S0016-5107（20）34648-4.

12．Viet HD, Matsumura T, Kaneko T, Takahashi 
S, Tokunaga M, Oura H, Ishikawa K, Akizue N, 
Kikuchi A, Fujie M, Saito K, Okimoto K, Maruoka 
D, Nakagawa T, Arai M, Kato J, Kato N. Impact 
of Ineffective Esophageal Motility on Chemical 
Clearance in Patients with Gastroesophageal 
Reflux Symptoms. Dis Esophagus. 2020 Sep 4;33（9）: 
doaa026.

13．Imai Y, Chiba T, Kondo T, Ao J, Kanayama K, 
Kanzaki H, Kusakabe Y, Nakagawa R, Nakamura 
M, Nakamoto H, Muroyama R, Tawada A, 
Matsumura T, Nakagwa T, Kato J, Kotani A, 
Matsubara H, Kato N. Interferon-γ induced PD-L1 
expression and soluble PD-L1 production in gastric 
cancer. Oncol Lett. 2020 Sep;20（3）:2161-2168.

14．Koroki K, Ogasawara S, Ooka Y, Kanzaki H, 
Kanayama K, Maruta S, Maeda T, Yokoyama M, 
Wakamatsu T, Inoue M, Kobayashi K, Kiyono S, 
Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Yasui S, Tawada A, Chiba 
T, Arai M, Kanda T, Maruyama H, Kato J, Kuboki 
S, Ohtsuka M, Miyazaki M, Yokosuka O, Kato 
N. Analyses of intermediate-stage hepatocellular 
carcinoma patients receiving TACE prior to 
designing clinical trials. Liver Cancer. 2020 Sep;9

（5）:596-612.
【雑誌論文・和文】

1 ．杉山晴俊，三方林太郎，大野泉，安井伸，日下部裕
子，横山昌幸，天野博之，丸田四季子，山田俊儒， 
淺野公將，三浦義史，永嶌裕樹，嶋由紀子，泉水美
有紀，大山広，菅元康，加藤順，加藤直也．肝内結
石症と Mirizzi 症候群に対する内視鏡的マネージメ
ント．胆と膵．2020；41（12）：1471-1476．

2 ．杉山晴俊，嶋由紀子，泉水美有紀，永嶌裕樹，三浦
義史，安井伸，三方林太郎，加藤直也．経口胆道鏡
による結石除去－こうすればうまくいく－．消化器
内視鏡．2020；32（3）：403-407．

3 ．杉山晴俊，三方林太郎，大野泉，安井伸，横山昌幸，
永嶌裕樹，泉水美有紀，三浦義史，嶋由紀子，加藤
直也．胆管結石の疫学－発癌リスクも含めて－．肝
胆膵．2020；81（2）：173-176．

4 ．叶川直哉，小笠原定久，金山健剛，神崎洋彰，興梠
慧輔，丸田享，小林和史，近藤孝行，鈴木英一郎，
大岡美彦，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，加藤
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順，加藤直也．Advanced stage HCC に対する肝動
注化学療法．腫瘍内科．2020；25（2）：117-122．

5 ．丸田享，小笠原定久，大岡美彦，金山健剛，神崎洋
彰，興梠慧輔，小林和史，叶川直哉，近藤孝行，鈴
木英一郎，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，加藤
順，加藤直也．進行肝細胞癌の二次治療の現状と将
来展望．消化器・肝臓内科．2020；7（1）：59-65．

6 ．岩崎巨征，鈴木英一郎，千葉哲博，大岡美彦，小笠
原定久，近藤孝行，中村昌人，叶川直哉，丸田享，
興梠慧輔，小林和史，清野宗一郎，金山健剛，神
崎洋彰，齊藤朋子，太和田暁之，新井誠人，丸山紀
史，神田達郎，加藤順，加藤直也．ルストロンボ
パグの反復投与を行い観血的治療が可能であった高
度血小板減少を伴う肝細胞癌の 2 例．Therapeutic 

Research．2020；41（1）：49-53．
7 ．小笠原定久，大岡美彦，小林和史，叶川直哉，近藤孝

行，鈴木英一郎，千葉哲博，新井誠人，加藤順，加藤
直也．ソラフェニブの real-world での使用経験－12 年
の振り返り－．肝胆膵．2020；81（5）：897-902．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．困難結石の治療戦略　杉山晴俊，獨協大学内視鏡デ

バイス研究会　2020.1 で招待講演
2 ．ERCP カニュレーション戦略とテクニック　杉山晴

俊，千葉県内視鏡実技研究会　2020.2 で基調講演
【学会発表数】
　国内学会　4 学会　6 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）

●地域貢献
　千葉県内の施設において、さんむ医療センター、井上記念病院、東京女子医科大学八千代医療センターなどの要
請に応え治療困難例の胆膵内視鏡処置や内視鏡指導を、年 10 回以上継続している。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 認知症疾患医療センター

●はじめに
　認知症疾患医療センターは、2008 年に報告された厚生労働省の「認知症の医療と生活の質を高める緊急プロジェ
クト」にある対策の一つとして、2012 年 4 月に千葉市の委託を受け、医学部附属病院に設置された。当センター
では、認知症患者とその家族が住み慣れた地域で安心して生活ができるための支援として、脳神経内科、精神神経
科が連携し、医師、看護師、保健師、精神保健福祉士、公認心理師（臨床心理士）から成る多職種チームで認知症
及び関連疾患の鑑別診断、急性期治療の対応、認知症専門医療相談窓口の設置、地域の医療職や介護職対象の研修
開催などを通して、地域における認知症疾患の保健医療水準の向上に努めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　認知症の疾患総論、各論、画像診断、薬物療法、非薬物療法に関する講義を実施した。
・卒後教育／生涯教育

　後期研修卒後研修を臨床と高次機能検査についてそれぞれ 1 コマずつ講義を行った。
・大学院教育

　認知症の疾患総論、各論、画像診断、薬物療法、非薬物療法に関する講義を実施した。

●研　究
・研究内容

　認知症疾患と症候に関する画像研究、軽度認知障害における非薬物療法治療介入研究、認知症こども力プロ
ジェクト（子どもと認知症高齢者の交流に関する研究）を実施した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Hirano S.Functional neuroimaging evidence 

supporting the dual syndrome hypothesis of 
cognitive impairment in Lewy body disease.Neurol 
Clin Neurosci.2020;2049-4173 （Electronic）

2 ．Chishiki Y, Hirano S, Li H, Kojima K, Nakano 
Y, Sakurai T, Mukai H, Sugiyama A, Kuwabara 
S.Different Patterns of Gray Matter Volume 
Reduction in Early-onset and Late-onset Alzheimer 
Disease,Cogn Behav Neurol.2020;33（4）:253-258.

3 ．Hirano S, Shimizu K, Murayama N,Ishikawa M, 
Furukawa S, Kojima K, Ishikawa A, Shimada 
H, Shinotoh H, Kashiwado K, Sasaki T, Iyo M, 
Kuwabara S.Relationship between person with 
dementia and adolescents: A preliminary survey of 
the Association Between Children and Dementia 
Elders （ABCDE）Project,Nursing and Palliative 
Care, 2020;5:1-6.

4 ．Hong T, Hirano S, Sakurai T, Nakano Y, Ishikawa 
A, Kojima K, Li H, Shimada H, Kashiwado K, 
Mukai H, Horikoshi T, Sugiyama A, Uno T 
Kuwabara S,The Neuropsychological Correlates 
of Brain Perfusion and Gray Matter Volume in 
Alzheimer's Disease.2020;78（4）:1639-1652.

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．千葉市薬剤師会講演会
2 ．「認知症と睡眠」を考える会 in 千葉
3 ．第 24 回 Neurology SPECT 定量検討会
4 ．2020 Beijing International Nerurodegenerative 

Disease Confernce & 8th Annual Confernce of 
China Neurodegenerative Disease Association

【学会発表数】
　国内学会　2 学会　4 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．中山隼雄科学技術文化財団「認知症ボードゲーム
「ワスレログ」を用いた学童期・青年期への疾患教
育が認知症の症状に及ぼす効果介入研究」代表者：
平野成樹　2020

【その他】
（取材対応）
　21 日は「世界アルツハイマーデー」アルツハイマー
病高齢化で身近に。：朝日小学生新聞
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　外来診療は月曜日午後に認知症専門外来を設置している。
　1 年間の初診件数は 178 件、外来件数はのべ 714 件である。　医師 6 名（柏戸医師、平野医師、島田医師、石
川医師、櫻井医師、鈴木医師）が診療を担当しており、1 日平均 4 名の新患患者、14 名の再来患者を診療してい
る。基本的には鑑別診断が主で、診断後はかかりつけ医、もしくは認知症サポート医、認知症専門医に紹介して
いる。認知症の人の地域生活のサポートとして、当センター専任の保健師や精神保健福祉士が地域包括支援セン
ター等と連携を図っている。また、臨床心理士が月曜日、火曜日、水曜日、金曜日に心理検査を行っている。

●地域貢献
　認知症疾患医療センターにて医療相談窓口を設置している。専用電話（043-226-2736・043-226-2256）および
FAX（043-226-2738）を設け、月曜日～金曜日の 9 時～15 時まで（FAX での相談は 24 時間）対応している。家族
や認知症を心配する本人の他、地域包括支援センターや介護事業所などからの相談も多く、年間で 540 件の医療相
談に対応した。
　また、当センターではシンポジウム・招聘講演等の発表を複数行っており、一般の学会発表のみならず、認知症
の啓発に勤めると共に認知症医療水準の向上を目指している。さらに、千葉市と共同で地域医療機関との連携協議
会を 2 度行った。千葉県内他医療圏の認知症疾患医療センターとの連絡・連携を図ることを目的とした会議にも出
席している。
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研究領域等名： 　
診療科等名： ア レ ル ギ ー セ ン タ ー

●はじめに
　気管支喘息、アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、アレルギー性結膜炎などのアレルギー疾
患は近年の検査法の進歩、新しい治療法の開発により、診療内容が大きく変わりつつある。また、アレルギー疾患
の患者さんでは同時に複数のアレルギー疾患を患うことも多く、総合的な治療が望まれている。
　千葉大学医学部附属病院アレルギーセンターでは、内科、小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科、眼科の医師とメディカ
ルスタッフが緊密な意見交換をしながら、患者さんに最適な治療を提供している。また、地域の医療機関や患者会
とも連携し、アレルギー疾患に関する情報の発信を行っている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　アレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科、それぞれの診療科がユニット講義
の中でアレルギー疾患に関する講義を行っている。
・卒後教育／生涯教育

　アレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科、それぞれの診療科が初期研修医及
び後期研修医にアレルギー疾患に関する診療指導を行った。
　年 4 回開催されるアレルギークリニカルカンファレンスでは、各診療科が最新の研究成果を発表し、各科に跨
る幅広い知識の習得を補助するとともに、初期研修医・後期研修医に症例発表の機会を提供している。（今年度
は新型コロナウィルス感染症流行拡大により中止とした。）アレルギークリニカルカンファレンスは学内に在籍
する医師のみでなく、県内の医療関係者に公開で開催されている。
・大学院教育

　アレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科、それぞれの診療科が大学院生に対
する研究指導を行っている。5 診療科で協力して臨床アレルギー学特論を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　アレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科が普遍教育（免疫アレルギー）にて
アレルギー疾患の講義を行った。
　アレルギー・膠原病内科では、普遍教育（現代医学、及び免疫アレルギー）にて喘息をはじめとするアレルギー
疾患や自己免疫疾患の講義を担当した。また、本学薬学部にてアレルギー疾患と自己免疫疾患の薬物治療の講義
を担当した。

●研　究
・研究内容

1 ）新生児からのスキンケアの湿疹予防効果についての研究
2 ）アレルギー疾患の発症機序の解析　気管支喘息の本態であるアレルギー性気道炎症の分子メカニズムを喘息

モデルマウスを用いて解析
3 ）気管支喘息の臨床研究　気管支喘息の重症化要因に関する臨床研究
4 ）ダニアレルゲンコンポーネントの解析に基づくアレルギー性鼻炎診断に関する研究
5 ）スギ花粉症に対する舌下免疫療法におけるバイオマーカーの探索
6 ）アレルギー性鼻炎モデルを用いた舌下免疫療法の新規アジュバンドの開発
7 ）乳児期の VitaminD 投与によるアレルギー予防についての研究
8 ）アレルゲンエピトープおよびコンポーネントの解析に基づくアレルギーの病態評価に関する研究
9 ）常在真菌のアトピー性皮膚炎などの皮膚炎症への関与に関するマウスを用いた研究　
10）アトピー性皮膚炎に伴う裂孔原性網膜剥離の臨床統計
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Katoh N, Ohya Y, Ikeda M, Ebihara T, Katayama 

I, Saeki H, Shimojo N, Tanaka A, Nakahara T, 

Nagao M, Hide M, Fujita Y, Fujisawa T, Futamura 
M, Masuda K, Murota H, Yamamoto-Hanada K; 
Committee for Clinical Practice Guidelines for 
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the Management of Atopic Dermatitis 2018, The 
Japanese Society of Allergology, The Japanese 
Dermatology Association. Allergol Int. 2020 Jul;69

（3）:356-369.
2 ．Nakamura Y, Takahashi H, Takaya A, Inoue 

Y, Katayama Y, Kusuya Y, Shoji T, Takada S, 
Nakagawa S, Oguma R, Saito N, Ozawa N, Nakano 
T, Yamaide F, Dissanayake E, Suzuki S, Villaruz A, 
Varadarajan S, Matsumoto M, Kobayashi T, Kono 
M, Sato Y, Akiyama M, Otto M, Matsue H, Nún～ez G, 
Shimojo N. Staphylococcus Agr virulence is critical 
for epidermal colonization and associates with 
atopic dermatitis development Sci Transl Med. 
2020 Jul 8;12（551）:eaay4068.

3 ．Nakano T, Ochiai S, Suzuki S, Yamaide F, Morita 
Y, Inoue Y, Arima T, Kojima H, Suzuki H, Nagai 
K, Morishita N, Hata A, Shozu M, Suzuki Y, 
Taniguchi M, Takemori T, Kohno Y, Shimojo N. 
Breastfeeding promotes egg white sensitization in 
early infancy. Pediatr Allergy Immunol. 2020 Apr; 
31（3）:315-318.

4 ．Stinson LF, Gay MCL, Koleva PT, Eggesbo/ M, 
Johnson CC, Wegienka G, du Toit E, Shimojo N, 
Munblit D, Campbell DE, Prescott SL, Geddes DT, 
Kozyrskyj AL. Human Milk From Atopic Mothers 
Has Lower Levels of Short Chain Fatty Acids. 
Front Immunol. 2020 Jul 21;11:1427. 

5 ．Aoki T, Takami M, Takatani T, Motoyoshi K, Ishii 
A, Hara A, Toyoda T, Okada R, Hino M, Koyama-
Nasu R, Kiuchi M, Hirahara K, Kimura MY, 
Nakayama T, Shimojo N, Motohashi S. Activated 
invariant natural killer T cells directly recognize 
leukemia cells in a CD1d-independent manner. 
Cancer Sci. 2020 Jul;111（7）:2223-2233. 

6 ．Takeshita K, Ishiwada N, Takeuchi N, Takahashi 
Y, Fukasawa C, Hishiki H, Hoshino T, Shimojo 
N. Haemophilus influenzae type b capsular 
polysaccharide antibody levels in Japanese young 
patients with hematological malignancies and 
asplenia. J Infect Chemother. 2020 Sep;26（9）: 
959-962. 

7 ．Kobayashi H, Shiohama T, Nakashima M, Saitsu 
H, Suga Y, Ebata R, Shimojo N. Fulminant 
myocarditis following recurrent generalized 
erythrokeratoderma in a child with a heterozygous 
GJA1 variant. Am J Med Genet A. 2020 Aug;182

（8）:1933-1938. 
8 ．Okunushi K, Furihata T, Morio H, Muto Y, Higuchi 

K, Kaneko M, Otsuka Y, Ohno Y, Watanabe Y, 
Reien Y, Nakagawa K, Sakamoto S, Wakashin H, 

Shimojo N, Anzai N. JPH203, a newly developed 
anti-cancer drug, shows a preincubation inhibitory 
effect on L-type amino acid transporter 1 function. 
J Pharmacol Sci. 2020 Sep;144（1）:16-22. 

9 ．Ikehara H, Fuj i i  K, Miyashita T, Ikemoto 
Y,  Nagamine M, Shimojo N,  Umezawa A. 
Establishment of a Gorlin syndrome model 
from induced neural progenitor cells exhibiting 
constitutive GLI1 expression and high sensitivity 
to inhibition by smoothened （SMO）. Lab Invest. 
2020 Apr;100（4）:657-664.

10．Uchikawa H, Fujii K, Shiohama T, Nakazato 
M, Shimizu E, Miyashita T, Shimojo N. Specific 
temperament in patients with nevoid basal cell 
carcinoma syndrome. Pediatr Int. 2021 Feb;63（2）: 
177-182. 

11．Nakamura Y, Takahashi H, Takaya A, Inoue 
Y, Katayama Y, Kusuya Y, Shoji T, Takada S, 
Nakagawa S, Oguma R, Saito N, Ozawa N, Nakano 
T, Yamaide F, Dissanayake E, Suzuki S, Villaruz A, 
Varadarajan S, Matsumoto M, Kobayashi T, Kono 
M, Sato Y, Akiyama M, Otto M, Matsue H, Nún～ez G, 
Shimojo N. Staphylococcus Agr virulence is critical 
for epidermal colonization and associates with 
atopic dermatitis development.Sci Transl Med. 
2020 Jul 8;12（551）:eaay4068.

12．Nakano T, Ochiai S, Suzuki S, Yamaide F, Morita 
Y, Inoue Y, Arima T, Kojima H, Suzuki H, Nagai 
K, Morishita N, Hata A, Shozu M, Suzuki Y, 
Taniguchi M, Takemori T, Kohno Y, Shimojo N. 
Breastfeeding promotes egg white sensitization in 
early infancy. Pediatr Allergy Immunol. 2020 Apr; 
31（3）:315-318.

13．Iinuma T, Yonekura S, Sakurai D, Inaba Y, 
Kawasaki Y, Okamoto Y. Investigating Japanese 
cedar pollen-induced allergic rhinitis and related 
terms using Google Trends. Allergol Int. 2020 Oct; 
69（4）:616-618. 

14．Ohki Y, Okamoto Y, Iinuma T, Yamamoto H, 
Toyotome T, Yahiro M, Yonekura S, Sakurai D, 
Kamei K. Local fungus-specific Immunoglobulin 
E production in chronic rhinosinusitis with nasal 
polyps. Rhinology. 2020 Apr 1;58（2）:136-144.

【雑誌論文・和文】
1 ．小児のアトピー性皮膚炎：臨床免疫・アレルギー

科，75（1）：42-49，2-21
2 ．2019-2020 年日本小児皮膚科学会学校保健委員会の

活動（会議録）　Author：日野治子（日本臨床皮膚
科医会），安部正敏，宇理須厚夫，衛藤隆，遠藤郁
夫，岡村理栄子，佐々木りか子，下条直樹，畑三恵
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子，馬場 直子，秀道広，細谷律子，森蘭子，佐藤
貴志，土岐冬子，日本小児皮膚科学会学校保健委員
会　Source：日本臨床皮膚科医会雑誌（1349-7758）
37 巻 2 号　Page373（2020.04）

3 ．佐藤法子，山出史也，原正美，下条直樹．牛乳アレ
ルギー児の嗜好の現状と乳製品摂取支援レシピへの
応用．日本小児臨床アレルギー学会誌　18 巻 2 号 
Page79-88（2020.12）

4 ．原正美，佐藤法子，小島博之，山出史也．牛乳アレ
ルギー児におけるカルシウム摂取向上を目指した大
豆乳活用レシピ開発の有益性．小児科臨床　73 巻 1
号　Page105-112（2020.01）

3 ．廣瀬晃一，伊藤崇，中島裕史（2020）　C 型レクチン
レセプターとアレルギー性気道炎症．臨床免疫・ア
レルギー科　73（2）：168-174．

4 ．中島裕史（2020）　気道免疫応答の抑制機構：アレ
ルギー性気道炎症の制御機構．アレルギー　69：
644-651．

5 ．米倉修二，飯沼智久．【鼻アレルギー診療ガイドライン改
訂のポイントと最新の話題】妊婦および授乳婦に対する
治療法選択のポイント．Progress in Medicine　2020；40

（11）：1183-1188
6 ．米倉修二，飯沼智久．【詳しく知りたい！舌下免疫

療法】舌下免疫療法とバイオマーカー．ENTONI 
2020；250：78-83

7 ．米倉修二．【日常診療に活かせるアレルギーの知識】
アレルギーにまつわる最近の話題　免疫療法とその
メカニズム．JOHNS　2020；36（3）：363-366

8 ．飯沼智久．【日常診療に活かせるアレルギーの知識】
アレルギーにまつわる最近の話題　重症アレルギー
疾患と組織線維化．JOHNS　2020；36（3）：375-378

9 ．外川八英，下条直樹（2020）　特集 アレルギーマー
チ Up-to-Date．Clinical Academic Topics　乳児期
に保湿剤の継続的な外用を行ってもアトピー性皮膚
炎発症に対する予防効果は乏しい　アレルギーの臨
床．40：45-49．

【単行書】
1 ．山出史也，下条直樹：小児気管支喘息治療・管理ガ

イドライン 2020　第 2 章　定義、病態生理、診断、
重症度分類．27-40，2020

2 ．加藤大吾，山出史也，下条 直樹「研修医のための
クリニカルクイズ」（クリオピリン関連周期熱症候
群）　小児内科　2020；52：1705-1706

3 ．中島裕史（2020）　第 8 章　炎症とアレルギー　標準
免疫学（第 4 版）監修：宮坂昌之，編集：小安重夫・
椛島健治　医学書院 東京　p282-307．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．山出史也（2020）　令和 2 年度千葉県アレルギー疾患

対策研修会（午前）　相談・保健指導従事者向け研
修．2020/11/14（Web 配信）

2 ． 山 出 史 也（2020）　 第 2 回 Chiba Allergy Meeting　
アトピー性皮膚炎に対する Dupilumab の有用性． 
2020/11/25（Web 配信）

3 ．山出史也（2020）　第 15 期アレルギー大学（中級）　
気管支喘息、花粉症、ダニアレルゲン．2020/9/5

（Web 配信）
4 ．Hiroshi Nakajima（2020）　Emerging roles of 

immune systems in asthma．第 48 回箱根呼吸討論
会，横浜

5 ．中島裕史（2020）　IgG4 関連疾患．第 57 回アレル
ギー学会専門医認定教育セミナー，Web 開催

6 ．中島裕史，策愛子，廣瀬晃一（2020）　アレルギー性
気道炎症における糖鎖修飾の役割．第 48 回臨床免
疫学会総会ワークショップ

7 ．米倉修二（2020）　舌下免疫療法の現状とこれから．
第 59 回日本鼻科学会総会・学術講演会 東京

【学会発表数】
　国内学会　11 回（うち大学院生 4 回）
　国際学会　 3 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．千葉県補助金「千葉県アレルギー疾患医療拠点病院
事業」代表者：中島裕史　2020

【特　許】
1 ．「アレルギー疾患の判定方法」P20-509（三菱瓦斯化

学株式会社との共同出願）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　初診 原則として紹介・予約制。
　「アレルギーセンター（内科）」、「アレルギーセンター（小児科）」、「アレルギーセンター（耳鼻咽喉科）」、「ア
レルギーセンター（皮膚科）」、「アレルギーセンター（眼科）」で診療を行った。
　治療内容に応じてアレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科など、最適の診療
科に入院して診療を行った。
　2020 年度、アレルギーセンターでは小児の食物アレルギー負荷試験は 131 件、成人の食物アレルギー検査は
35 名、薬物アレルギー検査 25 名を施行した。耳鼻科では吸入アレルゲンによる抗原誘発試験を 60 件施行した。
皮膚パッチテストは 44 名施行した。吸入アレルゲンに対する舌下免疫療法は 40 名に施行した。
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●地域貢献
　千葉県アレルギー疾患医療連絡協議会委員、日本アレルギー協会千葉県支部として、千葉県のアレルギー診療お
よび運営を支えている。
　例年、アレルギー・膠原病内科、皮膚科など関連部局と協力しアレルギークリニカルカンファレンスセミナー
及び千葉基礎・臨床免疫セミナーを開催していたが、今年度は新型コロナウィルス感染症流行拡大により中止とし
た。
　2019 年 1 月より開始した千葉アレルギーネットワークの方のピアサポートによるアレルギー電話相談を継続し
ている。2020 年度の相談件数は、年間 15 件であった。県内に広く認知していただくために、WEB による研修会
開催時に関係者への周知を行った。また 2020 年 6 月より地域の医師向けの食物アレルギー診療のメール相談を開
始した。
　千葉県医師会と協力し例年行っている市民公開講座は新型コロナウィルス感染症流行拡大により開催を中止し
た。それに代わる情報提供として、5 診療科の最新の話題を記事にして HP に掲載した。（小児気管支喘息の治療・
管理ガイドラインの改訂・アニサキスアレルギー・アトピー性皮膚炎の最新治療・鼻アレルギー診療ガイドライン
の改訂・アレルギー性結膜炎とドライアイ）
　県内の相談指導従事者向けの研修及び施設等職員向けの研修を 2020 年 11 月に WEB によるライブ配信で実施し
た。その後 12 月と 3 月に見逃し配信としてオンデマンド配信を実施した。（申し込み制）
　千葉県教育庁より養護教諭向け研修会を依頼されていたが、新型コロナウィルス感染症流行拡大により中止と
なった。
　第 2 回食物アレルギー診療連携ネットワーク会議を 2021 年 1 月に WEB 開催し、専門病院と地域医療機関の連
携等に関する意見交換を行い、県内の小児食物アレルギー診療の均てん化に向け尽力した。
　2021 年 3 月には千葉県医師会と共催し、県内のアレルギー診療の均てん化を目指して地域で活躍されているプ
ライマリー診療医のための研修会を WEB によるライブ配信で実施した。アレルギー・膠原病内科、小児科、耳鼻
咽喉・頭頸部外科、皮膚科、眼科の 5 診療科の医師による講義を実施した。

●その他
　アレルギー疾患情報サイト（https://www.ho.chiba-u.ac.jp/allergy/index.html）では、アレルギー疾患の最新情
報の提供、県内のアレルギー疾患地域基幹病院の紹介とアレルギー専門医及び小児アレルギーエデュケーターの在
籍する県内医療機関の検索システムを提供している。また県内で行われる一般向け・医師向けの公開講座や研修の
案内などの情報提供を行っている。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 包括的脳卒中センター

●はじめに
　急性期脳卒中診療の中でも、特に脳梗塞急性期の患者さんに対し、tPA 療法に加えて機械的血栓回収療法の効果
が高いことが証明されており、当院は、この治療を常時施行可能な施設（PSC コア施設：primary stroke center
コア）として認定された。救急部、脳神経内科と密接な連携を取ることによって、tPA 療法と血栓回収療法を適
切に施行し、脳梗塞の予後改善に努めている。今後も、このような集約化と機能分化が国全体で進められていく予
定であり、地域の中核病院として、更なる機能強化に向けた体制作りに努めていきたいと考えている。また、脳卒
中は起きてしまった後ではある程度の機能障害がまぬかれないため、予防医学に積極的に関与し、生活習慣病に対
する科学的な包括ケアに関して啓発活動を行っている。さらに、脳梗塞の超早期診断、発症前診断を目指した血清
自己抗体を用いた診断法は当センターの重要な研究課題となっており、データの蓄積を行っているところである。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 4 年生に対する臨床入門授業および精神・神経ユニット講義、実践形式に診断の基本を学ぶ臨床チュー
トリアル、医学部 5、6 年生に対するクリニカル・クラークシップ（CC）において、脳神経外科と連携して脳卒
中診療に関する講義・実習を行った。実際の医療の現場を体験する CC では、診療チームの一員として現場で診
療に参加していただき、個々の役割やチーム医療を学習してもらっている。ユニット講義では脳血管障害に関し、
最新の知見も加えて系統的な講義を行った。また、脳血管障害の広がりや症状出現に関して十分な理解を得るた
め、解剖学、神経解剖などとも連携した実習・講義にも参加させていただいた。
・卒後教育／生涯教育

　脳神経外科と連携して、脳卒中に関する卒後教育・生涯教育を定期的に行っている。研修医と専門医試験前の
医師には、系統的なレクチャーシリーズを行うとともに、学会発表や論文作成の指導を行っている。
・大学院教育

　脳梗塞の超早期診断、発症前診断を目指した血清マーカーの開発を目指し、SEREX 法を用いて血中自己抗体
を検出し、その臨床応用を目指している。2020 年度は、2 名の脳神経外科所属大学院生が専属で本研究を行った。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　脳卒中や脳血管内治療に関するスタッフ向けのセミナーを適宜開催し、特に新規治療や急性期脳卒中診療にお
いて的確なチーム医療が遂行できるような体制づくりを進めている。また、市立青葉看護学校や県立鶴舞看護専
門学校に向けた講座等、教育活動も行った。　脳卒中に関連した様々な学会、研究会、Web セミナーを通じて、
他領域や他大学、他施設との意見交換、交流を行い、地域や全国レベルでの脳卒中医療の向上に向けて貢献した。

●研　究
・研究内容

　主たる研究テーマは、生活習慣病と脳卒中の発症メカニズムの関連、動脈硬化の画像診断、脳血管内治療にお
ける安全性と有効性確立、脳卒中発症予測に関連した血清自己抗体マーカーの開発である。FDG-PET を用いた
動脈壁炎症の可視化を通じて、動脈硬化の進展メカニズムの解明、治療介入による炎症所見の変化と治療効果に
ついての臨床研究も行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Jitsuishi T, Hirono S, Yamamoto T, Kitajo K, 

Iwadate Y, Yamaguchi A: White matter dissection 
and structural connectivity of the human vertical 
occipital fasciculus to link vision-associated brain 
cortex. Sci Rep 21;10（1）:820, 2020

2 ．Katsumata Y, Terada J, Matsumura T, Koshikawa 
K, Sakao S, Tomiyoshi G, Shinmen N, Nakamura R, 
Kuroda H, Nagashima K, Kobayashi Y, Kobayashi 

E, Iwadate Y, Zhang XM, Hiwasa T, Tatsumi K: 
Circulating anti-sorting nexins 16 antibodies as an 
emerging biomarker of coronary artery disease in 
patients with obstructive sleep apnea. Diagnostics 

（Basel） 10（2）: 71, 2020
3 ．Li, SY, Yoshida Y, Kobayashi E, Adachi A, Hirono 

S, Matsutani T, Mine S, Machida T, Ohno M, Nishi 
E, Maezawa Y, Takemoto M, Yokote K, Kitamura 
K, Sumazaki M, Ito M, Shimada H, Takizawa H, 
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Kashiwado K, Tomiyoshi G, Shinmen N, Nakamura 
R, Kuroda H, Zhang XM, Wang H, Goto K, 
Iwadate Y, Hiwasa T. Association between serum 
anti‑ASXL2 antibody levels and acute ischemic 
stroke, acute myocardial infarction, diabetes 
mellitus, chronic kidney disease and digestive 
organ cancer, and their possible association with 
atherosclerosis and hypertension. Int J Mol Med 
46: 1274-1288, 2020

4 ．Sumazaki M, Shimada H, Ito M, Shiratori F, 
Kobayashi E, Yoshida Y, Adachi A, Matsutani 
T, Iwadate Y, Mine S, Machida T, Kamitsukasa 
I, Mori M, Sugimoto K, Uzawa A, Kuwabara 
S, Kobayashi Y, Ohno M, Nishi E, Maezawa Y, 
Takemoto M, Yokote K, Takizawa H, Kashiwado 
K, Shin H, Kishimoto T, Matsushita K, Kobayashi 
S, Nakamura R, Shinmen N, Kuroda H, Zhang XM, 
Wang H, Goto KI, Hiwasa T. Serum anti-LRPAP1 
is a common biomarker for digestive organ cancers 
and atherosclerotic diseases. Cancer Sci 111: 4453-
4464, 2020

5 ．Tajima Y, Hayasaka M, Ebihara K, Yokoyama 
D, Suda I: Predictors of very poor outcome after 
mechanical thrombectomy for acute basilar artery 
occlusion. Neurol Med Chir （Tokyo） 15: 507-513, 
2020

6 ．Yoshida Y, Zhang XM, Wang H, Machida T, 
Mine S, Kobayashi E, Adachi A, Matsutani T, 
Kamitsukasa I, Wada T, Aotsuka A, Iwase K, 
Tomiyoshi G, Nakamura R, Shinmen N, Kuroda 
H, Takizawa H, Kashiwado K, Shin H, Akaogi Y, 
Shimada J, Nishi E, Ohno M, Takemoto M, Yokote 
K, Kitamura K, Iwadate Y, Hiwasa T. Elevated 
levels of autoantibodies against DNAJC2 in sera of 
patients with atherosclerotic diseases. Heliyon 19;6

（8）: e04661, 2020

7 ．Otake S, Tajima Y, Hayasaka M, Sugiyama T: 
Acute ischemic stroke due to internal cartid artery 
dissection in a 10-year-old child. Asian J Neurosurg 
15: 716-718, 2020

【雑誌論文・和文】
1 ．菊地浩，堀口健太郎，岩立康男：術前造影 CT を用

いた後頭下筋付着部による横静脈洞位置同定の有用
性．千葉医学　96：57-61，2020

2 ．中村道夫，宮崎格，布瀬善彦，吉田陽一，須田
泉：内頸動脈瘤のクリッピング術における suction 
decompression 法の有用性と問題点．脳卒中の外科　
48：7-13，2020

3 ．原彩佳：意識障害慢性期のリハビリテーション治療．The 
Japanese Journal of Rehabilitation Medicine　57：
29-33，2020

4 ．小島以織，下里倫，林基高，飯島明：椎骨動脈急性
期閉塞に伴う脳底動脈先端部症候群に対して経皮
的血管形成術と機械的血栓術を行った 1 例．JNET 
14：215-221，2020

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．吉田陽一：第 17 回日本脳神経血管内治療学会関東

地方会　シンポジウム
【学会発表数】
　国内学会　12 学会　14 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　 0 学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．科学研究費　若手研究「脳梗塞に対応する血清抗体
マーカーによる発症予測と病型診断」代表者：吉田
陽一　令和 2 年度 - 令和 4 年度

2 ．産学連携「自己免疫性疾患のバイオマーカーの探索
およびその評価」代表者：日和佐隆樹　平成 29 年 -
令和 2 年

3 ．産学連携「強迫症血中タンパク質マーカーの探索」
代表者：日和佐隆樹　令和元年 -2 年

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　脳神経外科外来にて診察を行っているが、センター開設とともに、紹介患者やコンサルトの患者数が年間 500
例を超え、さらに増加傾向にある。これに伴い、カテーテル診断・治療の症例も増加しており、適応患者への迅
速な対応を心掛けている。先進医療としては、2017 年から行っている大型脳動脈瘤へのフローダイバーター留
置術が順調に症例数を伸ばしている。また、硬膜動静脈 l 瘻に対する液体塞栓物質（ONYX）の適応拡大も行わ
れ、患者数は増加している。

●地域貢献
　日本脳卒中協会や千葉県の推進する地域連携の会において、脳卒中における県内各施設や他分野との連携強化に
注力した。地域中核病院や日本脳卒中協会と連携して、市民公開講座や啓発活動を行っている。
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●その他
　当院は、2015 年に日本脳卒中学会に認定研修教育病院に指定され、2016 年には、日本脳卒中協会の副支部に指
定されている。2018 年の脳卒中循環器病対策基本法の成立によって、都道府県単位の脳卒中診療体制整備が進め
られており、当院は千葉県の脳卒中診療の基幹施設として、診療体制を強化して行く予定である。
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研究領域等名： 　
診療科等名： ブ レ ス ト セ ン タ ー

●はじめに
　現在の乳がん診療は非常に多岐にわたっており、多くの診療科や関連部門の協力を得なければ成り立たないの
が現状である。千葉大学医学部附属病院ではそれぞれの分野のエキスパートが多数在籍していることから、そのメ
リットを最大限活用して、乳がん診療に関連する診療科・部門と横断的に連携した医療体制を構築し、チーム医
療を推進するためのブレストセンターを開設した。乳がん患者さん一人ひとりに質の高い最適な医療を提供してい
る。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　クリニカルクラークシップの臨床教育を通年、およびユニット講義 2 コマ、臨床入門実習（乳房診察）3 コマ
を担当した。
・卒後教育／生涯教育

　前期・後期研修医および外科ローテート研修医に対し、診療や症例検討を通して専門的教育を行った。また外
科専門医・乳腺専門医・マンモグラフィ読影認定医・がん治療認定医取得のための指導を行った。
・大学院教育

　所属する大学院生に対して臨床研究や学会発表、論文作成の指導を行った。

●研　究
・研究内容

　乳癌に対するセンチネルリンパ節生検法の確立、画像ナビゲーション手術の開発、微小転移の診断法などにつ
いて臨床的研究を行った。また基礎的研究として、転移臓器のホスト細胞と腫瘍細胞との相互作用、癌の進行転
移に関する解析、乳癌幹細胞と薬剤耐性の機序、転移成立後の乳癌細胞分化や癌周囲微小環境、遺伝子導入によ
る抗腫瘍抗体産生細胞の作成などに関する研究を行った。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Nakagawa A, Fujimoto H, Nagashima T, Sangai 

T, Takada M, Masuda T, Teranaka R, Ota S, 
Matsushima J, Akita S, Ohtsuka M. （2020） 
Histological features of skin and subcutaneous 
tissue in patients with breast cancer who have 
received neoadjuvant chemotherapy and their 
relationship to post-treatment edema. Breast 
Cancer 27, 77-84.

2 ．Fujimoto H, Shiina N, Nagashima T, Sangai T, 
Sakakibara J, Takada M, Teranaka R, Takishim 
H, Kawasaki Y, Ohtsuka M. （2020） Oncoplastic 
breast-conserving surgery using chest wall 
perforator flaps: three dimensional quantitative 
analysis of the percentage of breast volume 
excised and changes over time in flap volume. J 
Surg Oncol 121, 216-223.

3 ．Masuda T, Fujimoto H, Teranaka R, Kuroda M, 
Aoyagi Y, Nagashima T, Sangai T, Takada M, 
Nakagawa A, Kubota Y, Yokote K, Ohtsuka M. 

（2020） Anti-HER2 antibody therapy using gene-
transduced adipocytes for HER2-positive breast 

cancer. Breast Cancer Res Treat 180, 625-634.
4 ．Akita S, Yamaji, Y, Takeuchi N, Wakai K, Azuma 

K, Nakagawa A, Fujimoto H, Sangai T, Nagashima 
T, Mitsukawa N, Ikehara Y. （2020） Detection of 
non-palpable tiny axillary lymph nodes surrounded 
by adipose tissue. Lymphatic Research and Biology 
18, 455-463.

5 ．Liao C, Zhang Y, Fan C, Herring LE, Liu J, 
Locasale JW, Takada M, Zhou J, Zurlo G, Hu L, 
Simon JM, Ptacek TS, Andrianov VG, Loza E, 
Peng Y, Yang H, Perou CM, Zhang Q. （2020） 
Identification of BBOX1 as a Therapeutic Target 
in Triple-Negative Breast Cancer. Cancer Discov. 
2020 Jul 20. doi: 10.1158/2159-8290. CD-20-0288.

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．榊原淳太、寺中亮太郎、高田護、藤本浩司、三階

貴史、長嶋健、大塚将之．RVS による治療前後の
CEUS 画像の fusion ～乳癌術前化学療法症例を中心
に～日本乳癌画像研究会プログラム抄録集 56．第
29 回日本乳癌画像研究会パネルディスカッション

2 ．藤本浩司．整容性と根治性を目指した局所治療（温
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存、全切除、再建）日本乳癌学会学術総会電子抄録 
PD-8．第 28 回日本乳癌学会学術総会パネルディス
カッション

3 ．榊原淳太、寺中亮太郎、髙田護、藤本浩司、長嶋
健、大塚将之．乳癌術前化学療法症例における
Anatomical Intelligence for Breast の臨床応用．日
本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会プログラム・予
稿集 112．第 45 回日本乳腺甲状腺超音波医学会シ
ンポジウム

【学会発表数】
　国内学会　15 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　 0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．日本学術振興会「遺伝子改変前脂肪細胞を用いた乳
癌抗体療法の開発」代表者：藤本浩司　2018-2020

2 ．日本学術振興会「抗酸化物質の微小管作用メカニズ
ムの解明と新たな臨床応用」代表者：高田護　2020

3 ．高橋産業経済財団「低酸素応答分子を標的とした新
規乳癌治療薬の開発」代表者：高田護　2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　高度先進医療施設として最新の技術を用いた診断とエビデンスに基づいた診療を実践した。乳房温存手術・セ
ンチネルリンパ節生検・乳房再建術など術後の整容性を考慮した手術を積極的に取り入れたほか、放射線・化学
療法・内分泌療法・分子標的療法などを効果的に組み合わせた集学的治療を行った。2020 年の初発乳癌手術件
数は 269 例、うち乳房温存手術を 170 例に実施した。

●地域貢献
　千葉県がん診療連携協議会乳がん部会委員、千葉検診精度管理専門委員会乳腺専門委員、千葉県乳腺診断フォー
ラム世話人を担当した。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 未 来 開 拓 セ ン タ ー

●はじめに
　未来開拓センターでは、厚生労働省の臨床研究中核病院の 1 つとして、より高いレベルで機能していくことを目
指し、千葉大学における基礎研究の成果を臨床応用にするためのトランスレーショナルリサーチを推進している。
耳鼻咽喉・頭頸部外科の「頭頸部癌に対する iPS 細胞由来 NKT 細胞免疫療法」が医師主導治験として実施されて
いるほか、千葉大学発の「遺伝子治療用脂肪細胞」シーズを用いた医師主導治験及び臨床研究を実施している。今
後も多くのトランスレーショナルリサーチを推進するとともに、リバーストランスレーショナルリサーチとして、
臨床研究の結果から生まれた新たな疑問点を基礎研究によって解明することに注力し、新たな臨床研究実施のため
のシーズを導出する。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　トランスレーショナル先端治療学にて未来開拓センターの施設を利用した先進治療や臨床研究について講義を
行った。
・卒後教育／生涯教育

　初期研修医・後期研修医などに未来開拓センター見学の機会を設け、先進医療開発における大学病院の使命に
ついて講義した。
・大学院教育

　免疫システム調節治療学推進リーダー養成プログラムにおける治療学演習にて、未来開拓センターの施設を利
用した医師主導治験や臨床研究について講義した。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　普遍教育授業において「免疫とアレルギー」についての講義を担当した。

●研　究
・研究内容

・悪性腫瘍に対する免疫療法においては、頭頸部癌に対する iPS 細胞由来 NKT 細胞を用いた医師主導治験や
NKT 細胞を用いた免疫療法の先進医療を実施している。NKT 細胞の発揮する抗腫瘍免疫作用の機序解明や、
担がん症例における抗腫瘍免疫の抑制機序解明とその解除法について検討を行っている。

・「遺伝子導入脂肪細胞による酵素補充療法の実用化研究」では、再生医療等安全性確保法の下、家族性 LCAT
欠損症を対象とした臨床研究を実施しており、薬事承認に向けて治験を開始した。並行して、他の難病治療へ
の応用研究を進めている。

・研究業績
【雑誌論文・英文】
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（5）:1239-1254（2020）
2 ．Suzuki, A.S., Yagi, R., Kimura, M.Y., Iwamura, C., 
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Shiina, Y., Kaiho, T., Toyoda, T., Inage, T., Ito, T., 
Sakairi, Y., Tamura, H., Wada, H., Yamada, Y., Chiyo, 
M., Matsusaka, K., Fukuyo, M., Shinohara, KI., 
Itoga, S., Motohashi, S., Matsushita, K., Kaneda, A., 
and Yoshino, I.: Differential gene analysis during 
the development of obliterative bronchiolitis in a 
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comprehensive transcriptome-based analysis.PLoS 
One.15（5）:e0232884（2020）
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M.Y., Nakayama, T., Shimojo, N., and Motohashi, S.: 
Activated invariant natural killer T cells directly 
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recognize leukemia cells in a CD1d-independent 
manner. Cancer Sci. 111（7）:2223-2233（2020）. 

5 ．Ishibashi, F., Sakairi, Y., Iwata, T., Moriya, Y., 
Mizobuchi, T., Hoshino, H., Yoshida, S., Hanaoka, 
H., Yoshino, I., and Motohashi, S.: A phase I study 
of loco-regional immunotherapy by trans-bronchial 
injection of α -galactosylceramide-pulsed antigen 
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Immunol. 215:108457（2020）.

6 ．Toyoda, T., Kamata, T., Tanaka, K., Ihara, F., 
Takami, M., Suzuki, H., Nakajima, T., Ikeuchi, 
T., Kawasaki, Y., Hanaoka, H., Nakayama, T., 
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　先進医療として実施中の頭頸部癌に対する NKT 細胞を用いた免疫療法には、これまで 23 件が登録され、プ
ロトコール治療が実施された。
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研究領域等名： 　
診療科等名： が ん ゲ ノ ム セ ン タ ー

●はじめに
　がんのゲノム情報に基づく precision medicine の推進することを目的に、医学部附属病院に 2018 年 4 月に設置
された。医学研究院と共同で、医学研究院 / 医学部附属病院のがんゲノム医療の確立と充実をはかる。がんゲノム
検査の保険承認にあたり、千葉県がんセンターとの協力体制を確立し、2020 年 4 月 1 日より、千葉県がんセンター

（がんゲノム拠点病院）の連携病院として診療を開始した。

●教　育
・卒後教育／生涯教育

　千葉県がんセンターが開催するエキスパートパネルに連携し、症例カンファレンス、各種セミナーを通じ、院
内、近隣施設の多職種医療従事者に実践的研究の機会を提供している。特に大学院生に在籍するスタッフに対し
ては、文部科学省 2017 年度大学改革推進等補助金「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロ
フェッショナル）」養成プラン」とも協同して実習を行っている。
・大学院教育

　文部科学省 2017 年度大学改革推進等補助金「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッ
ショナル）」養成プラン」と協同して実習を通じた教育を行っている。

●研　究
・研究内容

　がんゲノム情報の解析、解釈、およびそれに基づく precision medicine の方法論、臨床アウトカムの評価方法
について先進医療 B を含む臨床研究を行った。
　がんゲノム情報は腫瘍検体、血漿検体の両方を用い、複数のパネルを利用している。診療科・臓器横断的に腫
瘍検体の二次利用による研究を推進するための臨床プロトコールを全診療科で作成し、2021 年開始の準備を行っ
た。
・研究業績
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doi: 10.1038/s41588-020-0665-7. Epub 2020 Jul 27.
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【雑誌論文・和文】
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典」（朝倉書店）第 3 章「動物の遺伝と遺伝子」．2020 
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2 ．佐藤広明、金田篤志．がんのエピゲノム異常．医学
のあゆみ　2020； 272： 32-37．
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変異原である．日本環境変異原学会第 49 回大会．
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human ecosystem．第 43 回日本分子生物学会年会，
Dec 2-4, 2020，オンライン開催，口演（ワークショッ
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不能および HER2 陰性の stage IV 胃癌に対する R0
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ウム

12．小山隆文　がんゲノム医療の現場から．講演，
第 29 回肺がん医療向上委員会 WEB セミナー．
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oncology in Japan．特別企画，第 26 回日本癌学会
学術集会．2020/10/1，オンライン

15．小山隆文　ゲノム医療における迅速化・グローバル
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診療－ Expert Opinion 作成について内科の立場か
ら（緊急企画）．第 61 回日本肺癌学会学術集会．（肺
癌　60，442，2020）

17．滝口裕一．肺癌診療ガイドライン作成者からみた問
題点（シンポジウム）．第 58 回日本癌治療学会学術
集会．（プログラム　151，2020）

18．滝口裕一．進行肺がんに対する免疫および複合免疫
療法の進歩（シンポジウム）．第 58 回日本癌治療学
会学術集会．（プログラム　115，2020）

19．滝口裕一．急展開するがん薬物療法に求められる歯
科・医科連携（教育セミナー）．日本有病者歯科医療
学会第 10 回学術教育 Web セミナー．（プログラム・
抄録集　6-7，2020）

20．滝口裕一．原発不明がんの診断と治療（教育研修講
演）．第 53 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会．（日本整形外科学会雑誌　94，S1340，2020）

21．滝口裕一．国内外の低線量肺がんCT検診の現状（教
育講演）．第 23 回肺がん CT 検診認定医更新講習会
/ 認定医師新規認定講習会・第 24 回認定技師更新
講習会．

22．滝口裕一．急展開するがん薬物療法に求められる歯
科－医科連携（教育セミナー）．日本有病者歯科医療
学会　第 10 回学術教育セミナー．

23．滝口裕一．低線量 CT 検診（LDCT）導入のその後ー
アメリカの場合（シンポジウム）．第 27 回日本 CT
検診学会学術集会．（CT 検診　27，62，2020）

24．新谷康，木浦勝行，高橋和久，滝口裕一，永安武，
中西良一，山本信之，遠藤俊輔，千田雅之，淺村
尚生，宮岡悦良，奥村明之進，鈴木秀海，吉野一
郎 and 伊達洋至．肺癌登録合同委員会報告（特別報
告）．第 60 回日本呼吸器学会学術講演会．（日本呼
吸器学会誌　9（増刊号），78，2020）

【学会発表数】
　国内学会　13 学会　84 回（うち大学院生 5 回）
　国際学会　 9 学会　 9 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤研究（B）「胃癌症例層
別化に基づいた発癌本態解明と新規治療戦略の構

築」代表者：金田篤志　2019-2021
2 ．文部科学省科学研究費　挑戦的研究（萌芽）「消化

器癌に対してゲノム領域選択的に作用する新た
なエピゲノム阻害剤の開発」代表者：金田篤志　
2020-2021

3 ．公益財団法人　武田科学振興財団「炎症と老化によ
るエピゲノム異常と発癌機構の解明」代表者：金田
篤志　2018-

4 ．公益財団法人　上原記念生命科学財団「外来ウィル
ス DNA がもたらすエピゲノム発癌機構の解明」代
表者：金田篤志　2020-2022

5 ．株式会社エスアールエル「バイオリソース教育研究
センターによるバイオバンクの運営」代表者：金田
篤志　2018-2022

6 ．株式会社スクラム「バイオリソース教育研究セン
ターにおけるバンキング技術の研究」代表者：金田
篤志　2018-2022

7 ．株式会社椿本チェイン「革新的超低温保管庫及び運
用システム開発」代表者：金田篤志　2018-2022

8 ．君津市「PCR 解析業務委託」代表者：金田篤志　
2020-2021

9 ．文部科学省　大学改革推進等補助金「国立大学法人
千葉大学における大学保有検査機器活用促進事業」
代表者：金田篤志　2020-2021

10．国立研究開発法人日本医療研究開発機構・次世代が
ん医療創生研究事業「胃癌発生に重要なエピゲノム
異常を標的とする配列選択的小分子の開発」代表
者：金田篤志　2016-2021

11．国立研究開発法人科学技術振興機構・戦略的創造研
究推進事業「preclinical な多層オミクス計測・解析
スキームの開発」分担者：金田篤志　2020-2023

12．AMED「革新的がん医療実用化研究事業　早期胃
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14．企業共同研究「胃がんエクソソームマーカー候補群
の臨床的有用性評価と正常解析．」代表者：松原久
裕　2018-2021

15．科学研究費助成事業（基盤 C）「肝癌感受性遺伝子
MICA のシェダーゼ阻害を基盤とした新規治療薬
の探索」代表者：太和田暁之　2019-2021

16．科学研究費助成事業（若手）「肝癌におけるマルチキ
ナーゼ阻害剤のエピジェネティックな耐性機序の検
討」代表者：日下部裕子　2019-2021

17．科学研究費助成事業（基盤 C）「肺扁平上皮がんの多
面的アプローチによる分子標的治療の開発」代表
者：滝口裕一　2020-2023
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18．文部科学省平成29年度大学教育再生戦略推進費「多
様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がん

プロフェッショナル）」養成プラン「関東がん専門
医療人養成拠点」」連携大　2017-2021

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　がんゲノムセンター設置以前よりがんゲノム外来は行っていたが、2018 年 4 月のがんゲノムセンター設置後は、
正式の診療部として外来診療を開始した。先進医療Bを含む臨床試験を中心に、進行がん患者の診療に当たった。

●地域貢献
　地域貢献として、市民に対する啓発活動のため、がん診療連携拠点委員会に協力する形で附属病院主催の病院市
民公開講座（2021 年 1 月 17 日：WEB 開催）において、がんゲノム医療の基本的事項について講演を行った。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 地 域 医 療 連 携 部

●はじめに
　患者が適切な流れの中で円滑に安心して診療を受けられるよう、院内外の資源を活用したより早期からの支援を
こころがけ、在院期間の短縮や円滑な転院に貢献している。退院支援、入院前面談、外来相談を中心に、患者支援
センター運営業務、患者相談窓口業務などを担当し、患者支援の拠点を形成している。がん相談支援センター、千
葉県総合難病相談支援センター、千葉県移行期医療支援センターの事務局機能を果たし、難病医療コーディネー
ターおよび移行期医療支援コーディネーターが配置され活動している。千葉県や県内自治体、県内医療機関、関係
職能団体、地域団体からの委託業務や講師派遣に応えている。地域包括ケア、ICT を活用した医療についての生
涯学習プログラムを提供している。医療健康情報基盤の管理システムの開発を行い、パーソナルヘルスケアレコー
ドプラットフォームであるヘルスケアパスポートを稼働した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

・千葉大学医学部 4 年次「医療経済情報学」（1 回）
・千葉大学医学部・薬学部・看護学部　IPE Step2「フィールド見学実習」2020．5．23、5．30
・千葉大学医学部・薬学部・看護学部　IPE Step4「退院計画、退院支援の講義」2020．9．2（収録）
・千葉大学医学部・薬学部・看護学部　IPE Step4「コンサルテーション」2020．9．24
・社会福祉士養成　実習生の受け入れ　2020．9．28-10．30
・千葉大学看護学部 2 年次　訪問看護学概論　講義　2020．11．5（Web）
・卒後教育／生涯教育

　リカレント教育として、以下 3 つの教育訓練プログラムを開催している。
・履修証明プログラム「遠隔医療マネジメントプログラム」
・履修証明プログラム「地域療養設計管理者養成プログラム」
・「メディカルイノベーション戦略プログラム」（厚生労働省職業安定局　受託事業）
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

・千葉大学普遍教育教養コア科目「チームで取り組む地域活動入門」
・千葉大学薬学部「保健統計学」（2 回）
・大正大学「問いの探求 1（生命・健康・ケア）」春学期：4 - 8 月　1 コマ / 週
・東京情報大学　在宅看護学概論　講義　2020．5．26（Web）
・県立保健医療大学　看護管理学　講義　2020．9．30（Web）
・小樽商科大学小樽商科大学大学院商学研究科アントレプレナーシップ専攻科　ヘルスケア×マネジメントセミ

ナー　講義　2020．11．4
・千葉県総合難病相談支援センター「ピアサポーター養成講座 2020」開催　2020．9．23、12．1
・猪狩班：千葉県透析医会定例会「HIV 陽性者が利用できる社会資源」講義　2021．3．12

●研　究
・研究内容

1 ： 地域医療連携を前提にした患者支援マネジメントの開発
　地域医療連携パスや院内 Patient Flow Management を普及、高度化するための手法の開発と評価を行って
いる。

2 ：地域包括ケアシステムの開発
　市町村レベルの地域包括ケアシステムの開発の支援を行い、地域特性にあったシステムの構築と、フォーマ
ルな制度とインフォーマルな資源との調整を行なっている。地域包括システムを前提とした公立病院の経営再
建事業を手掛けている。また、生涯学習プログラムを提供し、様々な立場からの関わりの実現を目指している。

3 ：遠隔医療システムの開発
　遠隔医療システムの普及に関する人材養成、ルール作りを行い、遠隔医療が受け入れられ、継続的に活用さ
れる環境について検討している。企業に対するコンサルテーションを提供した。また、医療イノベーションに
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寄与する人材を養成するプログラム構築のための厚労省からの委託事業を受託し、プログラムを実施した。
4 ：医療健康情報基盤開発

　Personal Health Record のプラットフォームの開発を行ない、2020 年 9 月に稼働した。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．日野もえ子，横手幸太郎，竹内公一，市原章子，横

内宣敬，下条直樹：「千葉県における移行期医療
提供体制の実態調査」日本小児科学会雑誌（0001-
6543）124 巻 2 号　2020；2：276．

2 ．竹内公一，真原仁：「病院入退院支援の課題解決の
可能性」日本遠隔医療学会雑誌（1880-800X）15 巻補
刊号　2020；3：40．

3 ．齊藤達也，安藤貴洋，大浦和人，竹内公一，高舘恭
子，田中麻美，松本康太，西部浩，清水崇，一般社
団法人札幌薬剤師会在宅医療福祉委員会：「地域包
括支援センターと薬剤師との関りについてのアン
ケート調査」日本薬剤師会学術大会講演要旨集 53
回　2020；10：0127．

4 ．安岡美佳，阿久津靖子：「福祉機器評価プロセスと
当事者を巻き込んだコミュニケーションの実践分析 

（第 179 回 ヒューマンインタフェース学会研究会　
ニューノーマルを見据えたコミュニケーションデザ
インおよび一般）」ヒューマンインタフェース学会
研究報告集 22　2020；57-65．

5 ．真原仁，阿久津靖子，竹内公一：「医療イノベー
ションに望まれる人材についてのアンケート調査」
JTTA Spring Conference 抄録集 2020 巻　2020；1：
13．

6 ．真原仁，竹内公一：「遠隔医療革新の担い手教育」
日 本 遠 隔 医 療 学 会 雑 誌（1880-800X）15 巻 補 刊 号　
2020；3：6．

7 ．神谷直輝，吉沢拓実，石川翔吾，小林美亜，上野秀
樹，村上佑順，桐山伸也，竹林洋一：「医学的知識
を持つ介護従事者育成のための認知症見立て遠隔
講義システムの開発」デジタルプラクティス 11（1）　
2020；1：154-172．

8 ．神谷直輝，田中遥介，石川翔吾，上野秀樹，小林美
亜，村上佑順，桐山伸也：「認知症見立て塾におけ
る状態像理解モデルを用いた学習プロセスの分析」
人工知能学会全国大会論文集 JSAI2020（0）　2020；
3Rin489．

9 ．田中遥介，神谷直輝，石川翔吾，上野秀樹，小林美
亜，楠田理佳，村上佑順，桐山伸也：「認知症見立
て塾の地域展開に向けた Open Source Software 型
見立て知マネジメントシステムの開発」人工知能学
会全国大会論文集 JSAI2020（0）　2020；4Rin130．

10．上野秀樹，内田直樹：「『みんなの認知症見立て
塾』出張講義　認知症『見立て』の知『対応』の技

（第 9 回）　認知症の病型分類（1）」訪問看護と介護 
（1341-7045）25 巻 12 号　2020；12：986-990．

【学会発表数】
　国内学会　3 学会　3 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．株式会社ジュピターテレコム受託事業「遠隔診療事
業のアドバイザリー契約」代表者：竹内公一　2020

2 ．千葉県受託事業「令和 2 年度千葉県移行期医療支援
体制整備事業（移行期医療支援センター）」副代表
者：竹内公一　2020

3 ．千葉県受託事業「令和 2 年度千葉県難病相談支援セ
ンター事業」代表者：竹内公一　2020

4 ．千葉県受託事業「令和 2 年度千葉県難病医療提供体
制整備事業」代表者：竹内公一　2020

5 ．科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）若手
研究「災害時における医療施設への被災者の行動変
容のコンピュータシミュレーション」代表者：相羽
良寿　2019-2021

6 ．アイネット・システムズ社受託事業「鴨川市立国保
病院における医療情報システム地域連携支援事業」
代表者：相羽良寿　2020-2021

7 ．厚生労働省職業安定局受託事業「令和元年～2 年度
教育訓練プログラム　開発事業（2 年開発コース）」
代表者：真原仁　2019-2020

8 ．栄町受託事業「栄町在宅医療・介護連携推進事業ア
ドバイザリー業務」代表者：真原仁　2020

9 ．厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策
研究事業「拠点病院集中型から地域連携を重視した
HIV 診療体制の構築を目標にした研究」分担研究
者：葛田衣重　2018-2020

10．厚生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策
研究事業「HIV 感染症の医療体制の整備に関する
研究班」分担研究者：葛田衣重　2020-2022

【受賞歴】
1 ．第 179 回 ヒューマンインタフェース学会研究会　

研究会賞受賞（安岡美佳，阿久津靖子：「福祉機器
評価プロセスと当事者を巻き込んだコミュニケー
ションの実践分析（第 179 回 ヒューマンインタ
フェース学会研究会　ニューノーマルを見据えたコ
ミュニケーションデザインおよび一般）」）

【その他】
・横幕班：「血友病薬害被害者支援　社会資源活用状

況　クイックガイド 2021～薬害被害者に初めて出
会う支援者のために～」

・猪狩班：「制度のてびき　千葉県版」
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

【入院前支援】
　PFM に基づき、入院前からの入退院支援の強化として消化器内科に ESD・RFA・TACE 目的で入院する患
者に対して、患者支援センター指示書による各種予約や入院前看護師面談でクリニカルパスを用いた説明を開始
した。

【退院支援と療養支援】
　2020 年の総支援件数は 28,109 件（うち新規 3,346 件）であり、2019 年より 102 件減少した。新規依頼の支援
内容別では、転院支援が最も多く、次いで院外関係機関の連絡調整、福祉制度の相談の調整の順であった。平均
在院日数の短縮に伴い、在宅に直接戻ることが難しくなり、ワンクッションおくための転院支援が増加した。診
療科別新規支援患者数は、小児内科、食道・胃腸外科、整形外科、呼吸器内科、救急科の順であった。救急科へ
の支援の増加は高度救命救急センター開設に伴う救急科の患者の増加が反映された結果と考えられる。

【受診科案内】
　患者や家族、医療機関から、どの診療科を受診するべきかという問い合わせに対する案内や、当院を受診する
ために必要な手順など、適宜電話対応をしている（平均 3 件 / 日）。

【第 14 回千葉県地域連携の会】
　令和 3 年 3 月 4 日（木）、「with コロナ時代～望ましい地域医療連携とは～」をテーマにオンラインにより開
催し、全体会及び計 6 つの分科会に県内の医療・介護・福祉・行政の関係者を中心に約 270 名の方々に参加いた
だいた。

●地域貢献
・成田市「リモートでのコミュニケーション技術を学ぶ～第 1 回　新たな情報共有ツールを学ぼう～」研修会講師　

2020．9．24
・成田市「リモートでのコミュニケーション技術を学ぶ～第 2 回　Web 会議の主催者になるためには～」研修会

講師　2020．12．3
・成田市「リモートでのコミュニケーション技術を学ぶ～第 3 回　様々な情報共有ツールを学ぼう～」研修会講師　

2021．2．4
・千葉県総合難病相談支援センター「ピアサポーター養成講座」開催　2020．9．23、2020．12．1
・市原市　認知症多職種協働研修講師　2020．10．7、10．21、11．4、11．18、12．2、12．16
・難病患者就労支援研修会開催　2020．11．27
・千葉県移行期医療支援センター研修会　2021．2．12
・第 14 回千葉県地域連携の会分科会（移行期医療支援センター）開催　2021．3．4

●その他
・千葉県医師会　地域包括ケア対策委員会　委員
・守谷市　保健福祉審議会　会長
・埼玉県立大学　厚生労働省老健事業　委員
・千葉市　在宅医療推進連絡協議会　委員
・柏市　在宅医療・多職種連携協議会　委員（非常勤）
・鴨川市　保健医療参与（非常勤特別職）
・成田市　在宅医療・介護連携推進事業　アドバイザー
・千葉県医師会　入退院時支援推進委員会　委員
・厚生労働省　地域医療構想アドバイザー　2020．2．18-2020．8．31
・勇美記念財団助成金事業（放送大学・田城孝雄）による「在宅医療推進に寄与するモデル的な研修・セミナー」

にかかるブラッシュアップ委員会　委員
・NPO 法人　ちばがん基金　理事　2020
・千葉県 認知症対策作業部会 委員
・長南町 認知症サポート医
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研究領域等名： 　
診療科等名： 臨 床 栄 養 部

●はじめに
　臨床栄養部は安全で美味しく治療に適した食事の提供と過栄養・低栄養状態を改善し治療効果を増やし合併症を
減らすための栄養管理、栄養指導を行っている。フードサービス部門は食事サービス向上を目的に嗜好調査、献立
や食器のリニューアル、食材料の検討を行っている。クリニカルサービス部門は管理栄養士の全診療科担当制とし
ている。実習生・研修生の受け入れ、NST、褥瘡対策チーム、緩和ケア支援チーム、ICT、糖尿病コンプリケーショ
ンセンターへの参画、入退院支援センターでの栄養評価、通院治療室での栄養指導に取り組んでいる。肝臓病教室
への協力、糖尿病患者の会（「いのはな友の会」）の事務局を務め食事療法の普及にも努めている。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　大学病院として臨床で活躍できる管理栄養士育成のために、近隣の栄養士養成施設（大学等）と協力し、オン
ラインを活用した管理栄養士実習（栄養管理および給食管理）を行った。
　管理栄養士養成校の実習生：11 施設　42 名
・卒後教育／生涯教育

　NST 専門療法士臨床実地修練認定教育施設、臨床栄養師研修受託施設として卒後の管理栄養士を始めコメディ
カルスタッフに対する臨床栄養実践教育を行なっている。
　コロナ禍で受け入れなし
・大学院教育

　臨床栄養に関する知識、技術を修得して医療の領域で専門職種として活動できる管理栄養士を育成するための
インターンシップを行っている。
　コロナ禍で受け入れなし
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　亥鼻 IPE（専門連携教育）Step4「コンサルテーション」に対応・協力した。

●研　究
・研究内容

　食事療法や栄養管理の向上のために日常業務やチーム医療などで得られた知見および臨床研究を日本静脈経腸
栄養学会や日本病態栄養学会などの各種学会、研究会等へ発表を行っている。
・研究業績

【単行書】
1 ．五十嵐大輔．臨床栄養　Vol.136 No.5　医歯薬出版

㈱　東京　2020；594-600
【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．米山晶子：第 23 回日本病態栄養学会　シンポジウ

ム 11「ICU における栄養管理」にて招待講演

2 ．野本尚子：第 42 回日本臨床栄養学会総会・第 41 回
日本臨床栄養協会総会・第 18 回大連合大会　シン
ポジウム 2「肥満 2 型糖尿病に対する減量（代謝）手
術の進歩とそれを支える栄養療法」にて招待講演

【学会発表数】
　国内学会　3 学会　3 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　高度肥満症や糖尿病などの生活習慣病、食物アレルギー、および、がん治療の支持療法として入院前から退院
後までの継続した栄養指導、通院治療室での栄養指導を行っている。

（栄養指導対象疾患）
　糖尿病、肥満症、胃癌術前後、腎疾患、脂質異常症、食物アレルギー、食道癌術後、心疾患、高血圧症、膵疾
患、肝疾患、がん、摂食嚥下障害、低栄養、その他

（栄養指導件数）
・個人指導　外来　3,402 件、入院　1,249 件
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・糖尿病透析予防指導　137 件
・通院治療室での栄養指導　69 件
　全病棟に管理栄養士を配置し、入院患者の栄養管理を行っている。更にチーム医療として NST、褥瘡対策チー
ム、緩和ケア支援チームの栄養管理を担当している。
　NST 支援人数　8 件
給食提供数
　特別治療食　　　269,130 食
　一般食　　　　　265,975 食
　選択メニュー食　 10,170 食

●地域貢献
　市民公開セミナーなどでの講演活動を通して、地域や医療従事者への啓蒙、栄養療法の普及に努めている。
　2020 年 7 月　ICU の早期栄養介入管理加算取得に向けた取り組み（ネスレ日本 Web セミナー）
　2020 年 7 月　千葉大学病院における肝臓病の栄養管理（肝疾患診療ネットワーク）
　2020 年10月　腎臓の働きに応じた食事管理（2020 臓器移植についての市民公開講座）
　2020 年10月　クリニカルパスと栄養管理（国公私立大学病院医療技術関係職員研修（栄養士））
　2021 年 2 月　肝疾患の栄養管理（千葉県肝炎医療コーディネーター継続研修会）
　2021 年 2 月　メディカルスタッフカンファレンス（MSC）Web セミナー（日本動脈硬化学会若手育成部会）
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研究領域等名： 　
診療科等名： 千葉大学柏の葉診療所　漢方部門・柏の葉鍼灸院

●はじめに
　千葉大学柏の葉キャンパスでは「環境・健康・食」をキーワードに学際的な研究と教育が行われており、自由
診療体制にて東洋医学診療を行っている柏の葉診療所漢方部門および柏の葉鍼灸院は、日常的に他分野と連携しつ
つ、教育・研究活動を行っている。
　東洋医学では、「人体は自然の一部であり、心と身体は常に自然や環境から影響を受けている」ととらえ、「食と
漢方薬には連続性があり、どちらも健康の回復と維持に有効なもの」と考えている。柏の葉診療所漢方部門および
柏の葉鍼灸院の活動目標は、東洋医学の考え方を基本とし、漢方医学および鍼灸医学を用いた診療の実践・教育・
研究活動を通じて社会に貢献していくことである。

●教　育
・学部教育／卒前教育

1 ．医学部「薬理学」において「漢方薬とその薬理作用」をオンライン講義（勝野達郎）
・卒後教育／生涯教育

1 ．附属病院和漢診療科主催『白衣で学ぶ漢方入門セミナー』にてオンライン講演：「漢方薬の服薬指導」 （角野
めぐみ）「漢方薬の保険適用症を読み解く（診療と服薬指導を円滑に行うために）」（勝野達郎）

・その他（他学部での教育、普遍教育等）
1 ．看護学部 1 年次　健康自主管理演習講義（松本毅）
2 ．看護学部臨床実習における鍼灸院実習（松本毅）
3 ．薬学部授業『病態治療学』におけるオンライン講義：「陰陽・虚実・六病位の概念」（勝野達郎）
4 ．園芸学部授業『東洋医学と未病』におけるオンライン講義：「東洋医学における未病と環境～イントロダク

ション～」・「東洋医学の歴史と基本的な考え方」・「かぜに対する漢方治療」・「ストレス関連疾患に対する
漢方治療」・「東洋医学における未病と環境 ～まとめと質疑～」（勝野達郎）、 「東洋医学と鍼治療について」・

「ヨモギとお灸について」・「ヨモギからモグサができるまで（演習）」・「ツボと健康」・「マッサージでセルフ
ケア」（松本毅）、 「医食同源について」・「薬用植物の効用と利用」・「漢方調剤と服薬指導」（角野めぐみ）

5 ．国際鍼灸専門学校の医療機関実習施設として、今年度初めて実習生を 37 名受け入れた。（松本毅、勝野達郎）

●研　究
・研究内容

1 ．東洋医学の灸療法に使用されるモグサや原料のヨモギに関する研究（松本毅）
2 ．ISO（国際標準化）にむけて灸の安全性に関する研究で、令和 2 年度 AMED の研究予算「統合医療」に係

る医療の質向上・科学的根拠収集研究事業で「ISO/TC249 における国際規格策定に資する科学的研究と調
査および統合医療の一翼としての漢方・鍼灸の基礎研究」という課題名で研究協力者として鍼灸治療室内空
間の安全性調査を行い棒灸使用後の残存化学物質について解明した。（松本毅）

3 ．限りある生薬資源の有効利用を図り、治療効果を向上させる煎じ方を提案することを目的とした、煎じ薬の
抽出効率に関する研究（角野めぐみ）

4 ．東洋医学古典における基礎概念（勝野達郎）
・研究業績

【雑誌論文・和文】
1 ．安藤匡哉，松本毅，渡辺均．2020．日本のモグサ製

造に適したヨモギおよびオオヨモギの国内自生系統
の評価．全日本鍼灸学会雑誌 70（2）：112-119．

2 ．勝野達郎，宮田圭，石島秀紀．2020．不思議な漢方
用語「六病位」の出自を探る．漢方の臨床 67（7）：
681-688

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．勝野達郎．第 30 回漢方治療研究会「会頭指定ディ

ベート：六病位・六経の三陽病の基本的順番」9 月　 
千葉

【学会発表数】
　国内学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　柏の葉鍼灸院：外来新患者数：263 人・外来患者総数：3,058 名
　入院診療は行っていない。

●地域貢献
1 ．千葉市科学フェスタ 2020 記念講演「つらい痛みと漢方治療」（勝野達郎）

●その他
1 ．ISO（International Organization for Standardization）/TC249 における伝統医学（東洋医学）の国際標準化

の動きに対応するために、灸分野の国際、国内委員会に日本代表エキスパートとして参画している。（松本毅）
2 ．千葉大学看護学部の教員と他大学の看護学部の教員 8 名による千葉大学グローバルプロミネント研究基幹リー

ディング研究育成プログラムに応募した。（松本毅）
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研究領域等名： 　
診療科等名： 看 護 部

●はじめに
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大に関連し、感染対策の強化と、COVID-19 診療と通常診療を共存さ
せる弾力性のある持続可能な体制の確立に向け、対応にあたった。新型コロナウイルス受入れ病床確保のための病
床再編をはじめ、看護師応援体制の構築、他部門との調整や多職種との協働を支援した。
　また、急性期医療の拡充を目的とした中央診療棟の開設に向け移転計画などの準備を進め、2021 年 1 月にオー
プンとなった。さらに旧特定集中治療室（ICU）の跡地を活用したハイケアユニット（HCU）の新設計画に参画し、
2021 年 4 月の開設に向け準備を行った。
　教育・人材育成においては、新型コロナウィルス感染症の流行状況によっては、院内研修や実習・研究受入れ等
を一時中止せざるを得ないこともあったが、感染対策を講じながら、必要な教育・研究が継続できるよう取り組ん
だ。
　少子超高齢社会における労働人口の減少と高まる医療ニーズに応えるため、「看護師特定行為研修」の指定研修
機関の承認を受け、今年度より患者の生命維持のために活用される特定行為群「クリティカルケア・プログラム」
を開講、院内より 3 名が受講した。また、修了後の 2021 年度からの活動に向けて準備をすすめた。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　臨地実習は、新型コロナウィルス感染症の流行状況に応じ、本院の方針に従って一時受け入れを中止した。今
年度は看護学部 8 領域の実習のみ、延べ 191 名を受け入れた。実習にあたっては、看護学部から臨床講師の称号
を付与された 63 名の看護師が指導にあたった。また、中止となった臨地実習の代替えとして、看護学部看護基
盤実習Ⅰの事例作成などの協力を行った。さらに、看護学部の卒業研究 2 件を受け入れた。
　その他、看護学部へ講義・演習等で 4 名が兼担し、その他の看護系大学 6 校、看護学校 3 校に、延べ 15 名の
講師を派遣した。
・卒後教育／生涯教育

　院内教育では、新型コロナウィルスの感染予防対策として、集合研修はオンラインを活用した方法へ変更する
などの対応を行った。キャリアラダー段階に沿った必修研修 21 講座と、選択研修 30 講座の計 51 講座を実施し、
延べ 2965 名が受講した。
　院外研修においては、看護管理者対象の認定看護管理者教育課程は中止となったが、施設基準上求められる研
修や、各専門領域の看護実践能力向上のための研修等の受講を推進し、延べ 263 名が受講した。また、専門看護
師 1 名と認定看護師 3 名が新たに資格を取得し、専門看護師は 3 分野 9 名、認定看護師は 12 分野 21 名となった。
看護師特定行為研修は、患者の生命維持のために活用される特定行為を含む「クリティカルケア・プログラム」
を4月に開講、本院の看護職員3名が受講し、2021年3月に全員が修了した。2021年4月から約1ヶ月間のインター
ンシップ期間を経て、ICU、救命救急センターで活動を開始する予定である。また、患者の回復を促進する特定
行為を含む「リカバリーケア・プログラム」、患者の苦痛の緩和を目的とした特定行為を含む「コンフォートケ
ア・プログラム」の 2021 年度開講に向け、10 月に厚生労働省へ区分変更申請を行い、12 月に承認された。
・大学院教育

　がん看護専門看護師教育課程の実習で延べ 6 名、小児看護専門看護師教育課程の実習で延べ 6 名の計 12 名を
受入れ、指導にあたった。修士・博士課程の研究は 13 件受け入れた。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　教育学部養護教諭養成課程の臨床実習が新型コロナウィルスの影響で中止となったため、代替のオンライン講
義への協力を行った。

●研　究
【学会発表数】
　国内学会　6 学会　7 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

外来診療
・2019 年度より開始した日帰り手術は、2020 年度は 247 件（2019 年度 171 件）実施された。
・看護専門外来は、WOC 外来：200 件、リンパ浮腫外来：258 件、フットケア外来：974 件、がん看護専門外来：

314 件が実施された。
・助産師による保健指導は、集団での指導が困難であったため、医師診察後に助産師が面談を実施し、保健指導

1484 件を行なった。
・移植医療の推進として、造血幹細胞移植後の LTFU 外来（119 件）や VAD 外来などが、病棟コーディネーター

と外来看護師、さらに多職種と連携・協働し、患者がスムーズに受診できる手順書を改訂した。そのほか、各
領域（肺、肝、心）の移植看護面談等を継続して実施した。

・患者支援センターにおける入院前情報収集は 28 診療科に対応し、看護面談を実施した。
・周術期管理センターでは、周術期に関連する全診療科に対応し、4830 件（2019 年度 5020 件）に介入した。
入院診療
・新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じ、COVID-19 診療と通常診療を共存させる持続可能な体制を維持

するため、コロナ病床確保のための病床再編や、各部署からの長期的な看護師派遣、緊急的な人事異動による
看護力確保など、柔軟に対応した。

・2021 年 1 月に中央診療棟が開設され、手術室が増室、救命救急 ICU が開設した。高度急性期医療機能が拡充
されたことで、病棟の重症度、医療・看護必要度も全国国立大学病院と比較して高くなっており、2021 年 4
月のハイケアユニット（HCU）開設に向け準備を行った。

●地域貢献
　看護系学生の臨地実習は、千葉大学看護学部 8 領域延べ 191 名、大学院生の演習・実習を延べ 6 名受け入れた。
大学や看護学校等の講義およびファシリテーター、他施設のセミナー講師等に延べ 73 名の講師派遣を行った。

●その他
　看護師等充足対策事業（新人看護職員研修事業）千葉県補助金等を利用して、各部署の図書、看護物品等を購入
して教育環境を整えた。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 臨床研究開発推進センター（TRAD）

●はじめに
　臨床研究開発推進センター（TRAD）は、2020 年 4 月からは、呼吸器外科の吉野一郎教授をセンター長に、医
師 5 名、薬剤師 1 名、技術補佐員 1 名、事務補佐員 1 名で、活動を継続しております。臨床研究法下の特定臨床研
究を中心に、プロトコル骨子・書類作成・契約・規制要件・事務手続き等に係る相談を含む臨床試験の立ち上げ支
援を行っています。2020 年度になって新たに研究者と面談を行い支援開始の試験は 2021 年 3 月末までで 21 件で、
電話やメールにて相談を行った試験は12件で、そのうち3件が認定臨床研究審査委員会にて承認されました。一方、
2020 年度の後半からは臨床試験部「TEAMS」ウエブサイト内の相談部屋を窓口にハイブリッド対応を開始しまし
た。その他の業務内容は後半に記載します。（なお、TRAD の医師は他診療科から出向者であり、出向元の診療科
に関する業績は、出向元診療科の項に掲載している場合があることをご了承ください。）

●教　育
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　菅原岳史　非常勤講師として

●研　究
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ogasawara S, Ooka Y, Koroki K, Maruta S, 

Kanzaki H, Kanayama K, Kobayashi K, Kiyono 
S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, Chiba T, Arai 
M, Kato J, Kato N. Switching to systemic therapy 
after locoregional treatment failure: Definition and 
best timing. Clin Mol Hepatol. 2020 Apr;26（2）: 
155-162.

2 ．Maruta S, Ogasawara S, Ooka Y, Obu M, Inoue M, 
Itokawa N, Haga Y, Seki A, Okabe S, Azemoto R, 
Itobayashi E, Atsukawa M, Sugiura N, Mizumoto 
H, Koroki K, Kanayama K, Kanzaki H, Kobayashi 
K, Kiyono S, Nakamura M, Kanogawa N, Saito 
T, Kondo T, Suzuki E, Nakamoto S, Tawada A, 
Chiba T, Arai M, Kanda T, Maruyama H, Kato N. 
Potential of Lenvatinib for an Expanded Indication 
from the REFLECT Trial in Patients with 
Advanced Hepatocellular Carcinoma. Liver Cancer. 
2020 Aug;9（4）:382-396.

3 ．Kanogawa N, Ogasawara S, Ooka Y, Inoue M, 
Wakamatsu T, Yokoyama M, Maruta S, Unozawa 
H, Iwanaga T, Sakuma T, Fujita N, Koroki K, 
Kanzaki H, Maeda T, Kobayashi K, Kiyono S, 
Nakamura M, Kondo T, Saito1 T, Motoyama T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Tawada1,3, Tetsuhiro A, 
Chiba T, Arai1 M, Kanda T, Maruyama H, Kato J, 
Takemura R, Nozaki-Taguchi N, Isono S, Yokosuka 
O, Kato N Propofol versus midazolam for sedation 
during radiofrequency ablation in patients with 

hepatocelluar carcionoma. JGH Open. 2020 Dec 22; 
5（2）:273-279.

4 ．Koroki K, Ogasawara S, Ooka Y, Kanzaki H, 
Kanayama K, Maruta S, Maeda T, Yokoyama M, 
Wakamatsu T, Inoue M, Kobayashi K, Kiyono S, 
Nakamura M, Kanogawa N, Saito T, Kondo T, 
Suzuki E, Nakamoto S, Yasui S, Tawada A, Chiba 
T, Arai M, Kanda T, Maruyama H, Kato J, Kuboki 
S, Ohtsuka M, Miyazaki M, Yokosuka O, Kato 
N. Analyses of intermediate-stage hepatocellular 
carcinoma patients receiving TACE prior to 
designing clinical trials. Liver Cancer. 2020 Sep;9

（5）:596-612.
5 ．Shingyoji A, Mikata R, Ogasawara S, Asano K, 

Miura Y, Shima Y, Sensui M, Nagashima H, Koroki 
K, Iino Y, Takahashi K, Kumagai J, Yamato M, 
Ohyama H, Nakagawa R, Suzuki E, Kusakabe Y, 
Yasui S, Sugiyama H, Ohno I, Tawada A, Arai M, 
Tsuyuguchi T, Kato J, Takano S, Yoshitomi H, 
Ohtsuka M, Kato N. Diverse transitions in diabetes 
status during the clinical course of patients with 
resectable pancreatic cancer. Jpn J Clin Oncol. 
2020 Dec 16;50（12）:1403-1411.

6 ．Ueshima K, Ogasawara S, Ikeda M, Yasui Y, 
Terashima T, Yamashita T, Obi S, Sato S, Aikata 
H, Ohmura T, Hidekatsu K, Ohki T, Nagashima 
K, Ooka Y, Takita M, Kurosaki M, Chayama K, 
Kaneko S, Izumi N, Kato N, Kudo M, Omata M 
Hepatic Arterial Infusion Chemotherapy versus 
Sorafenib in Patients with Advanced Hepatocellular 
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Carcinoma. Liver Cancer. 2020 Sep;9（5）:583-595
7 ．Ryoo BY, Merle P, Kulkarni AS, Cheng AL, 

Bouattour M, Lim HY, Breder V, Edeline J, Chao 
Y, Ogasawara S, Yau T, Garrido M, Chan SL, 
Daniele B, Norquist JM, Chen E, Siegel AB, Zhu 
AX, Finn RS, Kudo M. Health-related quality-
of-life impact of pembrolizumab versus best 
supportive care in previously systemically treated 
patients with advanced hepatocellular carcinoma: 
KEYNOTE-240. Cancer. 2021 Mar 15;127（6）: 
865-874.

8 ．Tetsuya Hirashima, Yusuke Matsuura, Takane 
Suzuki, Tomoyo Akasaka,  Aya Kanazuka,  Seiji 
Ohtori. Long-term Evaluation Using Finite Element 
Analysis of Bone Atrophy Changes after Locking 
Plate Fixation of Forearm Diaphyseal Fracture. 
Journal of Hand Surgery Global Online. 2021 Sep 3

（5）: 240-244.
【雑誌論文・和文】

1 ．菅原岳史　ガイドライン作成時のプロセス管理．
Retina Medicine　2020；9：77-79．

2 ．菅原岳史　臨床研究と倫理審査会（眼科医の手引
き）．日本の眼科　2020；91：1043-5

3 ．菅原岳史，朴慶純　眼科領域における、臨床研究法
に該当する特定臨床研究の実施状況（jRCT の活用
法）．第 124 回日本眼科学会総会．2020

4 ．叶川直哉，小笠原定久，金山健剛，神崎洋彰，興梠
慧輔，丸田享，小林和史，近藤孝行，鈴木英一郎，
大岡美彦，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，加藤
順，加藤直也．Advanced stage HCC に対する肝動
注化学療法．腫瘍内科．2020；25（2）：117-122．

5 ．丸田享，小笠原定久，大岡美彦，金山健剛，神崎洋
彰，興梠慧輔，小林和史，叶川直哉，近藤孝行，鈴
木英一郎，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，加藤
順，加藤直也．進行肝細胞癌の二次治療の現状と将
来展望．消化器・肝臓内科．2020；7（1）：59-65．

6 ．宇野澤秀美，小笠原定久，神﨑洋彰，興梠慧輔，小
林和史，中村昌人，清野宗一郎，叶川直哉，近藤孝
行，鈴木英一郎，太和田暁之，千葉哲博，新井誠人，
加藤直也．分子標的薬の進歩．消化器・肝臓内科．
2020；8（5）：467-474．

7 ．小笠原定久，大岡美彦，小林和史，叶川直哉，近藤孝
行，鈴木英一郎，千葉哲博，新井誠人，加藤順，加藤
直也．ソラフェニブの real-world での使用経験－12 年
の振り返り－．肝胆膵．2020；81（5）：897-902．

8 ．多田稔，建石良介，小笠原定久，安井一朗．RCT
論文を読むコツ．肝胆膵．2020；80（1）：145-161．

9 ．小笠原定久，近藤孝行，加藤直也．現在進行中の免
疫チェックポイント阻害薬の臨床試験．医学のあゆ
み．2020；273（13）：1227-1231．

10．小笠原定久，丸田享，神崎洋彰，興梠慧輔，叶川直
哉，近藤孝行，鈴木英一郎，大岡美彦，千葉哲博，
加藤直也．レンバチニブにおける病勢憎悪をどう判
定し、次治療へ移行するか？．肝臓クリニカルアッ
プデート．2020；6（1）：45-48．

11．興梠慧輔，小笠原定久，近藤孝行，鈴木英一郎，千
葉哲博，加藤直也．肝細胞癌に対するレゴラフェ
ニブの現状と課題．臨牀消化器内科．2020；35（8）：
834-838．

12．岩崎巨征，鈴木英一郎，千葉哲博，大岡美彦，小笠
原定久，近藤孝行，中村昌人，叶川直哉，丸田享，
興梠慧輔，小林和史，清野宗一郎，金山健剛，神崎
洋彰，齊藤朋子，太和田暁之，新井誠人，丸山紀
史，神田達郎，加藤順，加藤直也．ルストロンボ
パグの反復投与を行い観血的治療が可能であった高
度血小板減少を伴う肝細胞癌の 2 例．Therapeutic 
Research．2020；41（1）：49-53．

13．松浦佑介，山崎貴弘，大原建，金塚彩，鈴木崇根，
大鳥精司．示指伸筋腱と短母指伸筋腱を用いた新
しい母指対立再建術の試み．日本手外科学会雑誌．
Wpwq；37（3）；262-267

14．脇田浩正，佐久間昭利，戸口泰成，渡辺丈，大原建，
山崎貴弘，谷口慎治，金塚彩，赤坂朋代，鈴木崇根，
松浦佑介　当科における四肢神経鞘腫の治療経験．
末梢神経．2020；31（2）351

15．大原建，松浦佑介，鈴木崇根，金塚彩，山崎貴弘，
谷口慎治，脇田浩正，渡辺丈，戸口泰成，佐久間昭
利，大鳥精司．肘部管症候群に対し尺骨神経筋層内
前方移行術を行った 28 例の検討．末梢神経．2020；
31（2）：331

16．小曽根英，松浦佑介，赤坂朋代，金塚彩，山崎厚郎，
松山善之，向井務晃，山崎貴弘，大原建，鈴木崇根，
大鳥精司．Interlacing suture を用いた伸筋腱縫合
における術後のゆるみの検討．日本整形外科学会雑
誌　2019；93（8）：S1775-S1775

【単行書】
1 ．菅原岳史，許斐健二，櫻井 淳，絶対に失敗しない！

臨床研究実践ナビ，メディカル・サイエンス・イン
ターナショナル（MEDSi），東京，2020．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．2020 Joint International Conference of Taiwan 

Liver Cancer Assosiation and Taiwan Academy of 
Tumor ablationにて招待講演， Sadahisa Ogasawara, 
Multipdisplinary management of intermediate stage 
HCC

2 ．2020 Joint International Conference of Taiwan 
Liver Cancer Assosiation and Taiwan Academy of 
Tumor ablation にて Sponsred symposium, Sadahisa 
Ogasawara, Timely use of systemic treatment 
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and optimization for sequential treatment in HCC 
（Japan）

3 ．The Liver Week 2020 Virtual Conference にて招待
講 演，Sadahisa Ogasawara， Therapeutic Efficacy 
of Transarterial-Based Treatment vs Targeted 
Therapy in Advanced HCC

4 ．JDDW 2020 にてブレックファーストセミナー，小
笠原定久，肝癌・膵癌における cancer board 最前線

5 ．JDDW 2020 にてサテライトシンポジウム，小笠原
定久，生存期間延長を目指した肝細胞癌治療戦略～
施設での取り組みを中心に～

6 ．第 56 回日本肝癌研究会にてサテライトシンポジウム，小
笠原定久，How to put molecular-targeting agents 
into your practice of hepatocellular carcinoma 

（HCC） systemic therapy?: Current state and 
future perspective 切除不能な肝細胞癌における薬物
治療の現状と今後の展望 

7 ．公益財団法人吉田育英会　異分野 Cross Talk，金
塚彩，英国 UCL 留学報告と我が国の Performing 

Arts Medicine の現状と課題
【学会発表数】
　国内学会　8 学会　14 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　6 学会　 7 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．研究助成金「ギリアード・サイエンス肝疾患領域助
成金」代表者：小笠原定久　2020 年度

2 ．受託研究費「脈管侵襲を伴う進行肝細胞癌患者を対
象としたヂュルバルマブ・トレメリムマブと重粒子
線治療との併用療法の安全性と有効性を評価する第
Ⅰ b 相臨床試験」代表者：小笠原定久　2020 年度

3 ．受託研究費「REACH-2 study を補う目的とした
日本の実臨床下における進行肝細胞癌に対する
ramucirumab の安全性と有効性を探索する臨床試
験」代表者：小笠原定久　2020 年度

【その他】
菅原岳史、山本修一「視機能障害認定のあり方に関す
る研究」厚生労働省事業班会議（4）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

① 研究支援実績
　〇　2021 年 3 月まで対応中である累積臨床試験数は、後半の「その他」に掲載したグラフを御参照ください。
② シーズ発掘・進展の支援

〇　VASIS （Voluntary Academia Seeds Incubation in Shirokanedai Meeting）の開催（アライアンスの活動
の一環として）2020 年 7 月 21 日　プレゼンター：千葉大　Dr. Shinichi Sakamoto が発表。今後の活動
を Web 形式も含めて継続し、さらに発展させる予定。特に、AMED、スタンフォード大学の活動である
SPARK（アカデミア発シーズ開発会議）とも連携予定してております。

③ 橋渡し
〇　研究の相乗効果が得られるよう、基礎研究室や診療科間の橋渡しや調整を実施するためパンフレットを作

成、研究者に配布し、新規研究を開始する際の相談窓口としての周知活動を行いました。　また、ホーム
ページを開設、TRAD の活動についての周知に加え、学内で実施中の特定臨床研究の一覧を掲載し、院
内の臨床研究活動状況の見える化を行いました。

④ スタートアップ支援制度の企画
〇　附属病院における研究活動の裾野を広げるべく、特定臨床研究を実施するための研究費等の獲得に難航し

ている試験を対象とした研究費支援制度を企画しました。新規が、前期 4 件、後期 2 件、計 6 件で、継続
が、2019 年度採択分 6 件、2018 年度採択分 3 件、合わせて現在までに 15 件です。

⑤ ワークショップ
〇　「ここから始める！臨床試験！」として 2020 年 12 月 18 日、2021 年 1 月 15 日、2021 年 2 月 19 日のいず

れも金曜日に、8 診療科 15 名の研究者が参加して、初心者向けに一歩を踏み出す個別指導スモールグルー
プワークショップを初めて開催しました。

●地域貢献
・2020 年度肝がん撲滅運動 市民公開講座， 小笠原定久， 「肝細胞癌治療の最近の話題」
・菅原岳史、前田敏郎　千葉中学課外授業　2020 年 2 月
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●その他
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研究領域等名： 　
診療科等名： 高齢社会医療政策研究センター

●はじめに
　高齢社会はさまざまな面からわが国の社会制度にひずみを生じている。その変化は社会学的観点や疫学的観点か
らはこれまでに人類が経験したことのない非常に急激なものであるが、日々の生活や診療の中では感じ取ることの
できない小さなものである。人口学の手法を用いて 10 年後、20 年後の疾病分布や医療需要予測を行うことで将来
の問題の大きさを感じ取ることができるようにし、その対策を考えることが重要である。

●教　育
・卒後教育／生涯教育

・公開講座「高齢社会医療政策推進セミナー」
・大学院教育

・千葉大学大学院医学薬学府　フィールド実習「医療機関情報実習」2020．7．3-5
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

・千葉大学普遍教育「超高齢社会論」
・千葉大学普遍教育「医療政策入門」「医療政策発展」

●研　究
・研究内容

　高齢社会における医療需要予測と EU での医療改善政策の検討をもとに高齢社会での医療体制改善対策につい
て研究している。
・研究業績

【学会発表数】
　国内学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　1 学会　1 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．公益財団法人セコム科学技術振興財団「2050 年
問 題　 解 決 す る の は 君 だ 」 代 表 者： 藤 田 伸 輔　
2019.3.1-2021.3.31

2 ．2020 年度日系研修員受入事業「個別研修コース（臨
床疫学）」代表者：藤田伸輔　2020 年度

3 ．一般財団法人厚生労働統計協会　受託事業「習志野
市向け高齢者の保険事業と介護予防の一体的実施事
業における健康課題等の分析に関する業務」代表
者：藤田伸輔　2020.4.1-2021.3.25

●その他
・千葉県在宅医療推進連絡協議会　委員
・浦安市在宅医療・介護連携推進検討委員会　座長
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研究領域等名： 　
診療科等名： 造血細胞移植センター

●はじめに
　造血器悪性腫瘍をはじめとする血液疾患患者は年々増加の一途をたどっており、その薬物療法、 移植治療法も目
覚ましい進歩を遂げています。
　しかしその反面、 移植患者に対する支援、血縁者・非血縁者移植ドナーコーディネート、非移植施設との連携、
若年患者に対 する妊孕性温存、移植後合併症、サバイバー支援に関する対策は立ち遅れており、より連携を密に
した診療体制の構築、院内の人的・物的リソースの有効活用、多方面からの患者支援が求められる背景があります。
　このような問題点の克服とともに、移植治療のさらなる拡充、地域均てん化、先端的治療への応用を目的とし、
本センターは 2018 年より活動を開始しました。
　現在は、関東・甲信越ブロック（南関東）の移植地域拠点病院として機能しています。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　学部学生に対し、移植治療に関する教育、実地見学、実習を行っている。血液内科・小児科・輸血細胞療法部
などの横断的教育を行っている。
・卒後教育／生涯教育

　移植認定医取得のための支援とともに、認定看護師、HCTC の教育施設としての支援を行っている。
・大学院教育

　大学院研究として、血液内科、輸血細胞療法部などの部署と連携し、横断的教育を行っている。
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

　看護部・薬学部学生に対する教育、実習に協力し、移植治療に関する教育活動を行っている。

●研　究
・研究内容

　移植治療、移植後合併症の克服に関する臨床試験の遂行、GVHD に関する多施設共同研究に参加し、HCTC に
よる移植コーディネート期間短縮、連携の効率化に関する研究移植幹細胞採取効率に関わる研究等を行っている。
　当院は、日本造血・免疫細胞療法学会、関東造血幹細胞移植共同研究グループ（KSGCT）の研究に参加して
います。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Ohwada C, Sakaida E, Igarashi A, Kobayashi T, 

Doki N, Mori T, Kato J, Koda Y, Kanamori H, 
Tanaka M, Tachibana T, Fujisawa S, Nakajima 
Y, Numata A, Toyosaki M, Aoyama Y, Onizuka 
M, Hagihara M, Koyama S, Kanda Y, Nakasone 
H, Shimizu H, Kato S, Watanabe R, Shono K, 
Sakai R, Saito T, Nakaseko C, Okamoto S. A 
Prospective, Longitudinal Observation of the 
Incidence, Treatment, and Survival of Late Acute 
and Chronic Graft-versus-Host Disease by National 
Institutes of Health Criteria in a Japanese Cohort. 
Biol Blood Marrow Transplant. 2020 Jan;26（1）:162-
170. doi: 10.1016/j.bbmt.2019.09.016. 

【雑誌論文・和文】
1 ．堺田惠美子　臨床血液　日本血液学会　教育講演特

別号　61（9）：1306-1316　未治療移植適応骨髄腫患
者の治療戦略．

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．堺田惠美子（Web 講演），移植適応未治療多発性

骨 髄 腫 の 治 療 戦 略，Hematological Malignancy 
Webinar．2020/3/19

2 ．堺田惠美子（特別講演），移植適応多発性骨髄腫の
治 療 戦 略 2020. 9th　Hematological Malignancy 
Webinar．2020/7/10

3 ．堺田惠美子（教育講演）　移植適応多発性骨髄腫の治
療戦略．第 82 回日本血液学会総会，2020/10/11， 
京都

4 ．三村尚也（シンポジウム），新規治療薬時代における
多発性骨髄腫の病態解明と治療戦略の進歩．第 82
回日本血液学会総会．2020/10/13，京都

【学会発表数】
　国内学会　4 学会　11 回（うち大学院生 3 回）
　国際学会　1 学会　1 回（うち大学院生 1 回）
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●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　外来、入院診療に際し、医師、看護師、移植コーディネーター（HCTC）、栄養士、理学療法士などの多職種
によるチームが連携して診療にあたっている。
　移植後の患者に対する LTFU（Long-Term Follow-Up）外来の運営、パンフレット、マニュアル作成を行っ
ている。

●地域貢献
　千葉県下の造血細胞移植を要する患者を受け入れ、県下移植可能施設との、よりスムーズな治療連携が可能と
なってきた。
　定期的な関連病院会議、メーリングリストの活用、研究会、講演会や勉強会等を通し、多職種連携の強化、地域
連携病院との交流、教育を行っている。
　近隣の施設の日本造血・免疫細胞学会の移植施設としての認定取得のための研修なども受け入れを行っている。
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研究領域等名： 　
診療科等名： スポーツメディクスセンター

●はじめに
　当センターはこどもから高齢者まで誰もが安全にスポーツを楽しむことのできる社会の構築を目指し、多科・多
職種が連携してスポーツ現場の包括的な医療支援、現場で働く医療者の育成、そしてスポーツと健康増進に関わる
医療の発展に向けた研究を行っている。本年度は日本サッカー協会（JFA）や千葉県アスレチックトレーナー協議
会などさらに多くのスポーツ団体と共同し活動の幅を広げた。またコロナ禍には、学校体育における運動強度の指
針が乏しかったことを受け、感染症科と共同で「体育・スポーツ」「部活動」再開のためのガイドラインを作成し配
布した。またこれらガイドラインの内容を掘り下げた「感染対策と体力低下予防のためのガイドブック」を作成し
た。

●研　究
・研究内容

　「スポーツ愛好家及び取り巻く関係者を対象とした痛みに関する実態把握と教育及び普及啓発手法の開発」と
題し、スポーツに関わる痛みの実態調査と、予防や受療行動に関する知識を普及啓発するための手法を開発し、
社会実装する研究を行っている。本年度は小児を対象とした身体活動量のスコアリングシステムである The 
Hospital for Special Surgery Pediatric Functional Activity Brief Scale（HSS Pedi-FABS）の日本語訳作成に取
り組み、またそれをもとに、千葉県内の中高生を対象としてスポーツ活動と痛みに関する 5000 人規模のアンケー
ト調査をオンラインで行った。現在結果を解析中である。
・研究業績

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 67 回全国国立大学法人病院検査部会議　招待講

演
2 ．健康スポーツ医によるスポーツ障害講座　招待講演

【学会発表数】
　国内学会　1 学会　1 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　JFA 夢フィールドとの協定締結後、本年度は代表カテゴリーを含む選手 13 名の外傷を当院で受け入れ、各科・
部門との連携のもと迅速かつ適切に対応した。

●地域貢献
　2020 年 7 月に JFA 夢フィールドと千葉大学医学部附属病院で協定を締結し、同施設における外傷者の受入れや
イベントへの医療支援を行った。また千葉市の駅伝大会やトライアスロン大会、小学校陸上大会といった各種ス
ポーツイベントへの医療体制整備支援を行った。コロナ禍においては全日本テニス選手権、柔道選手権の PCR 検
査に関する支援を行った。また感染症科、千葉県アスレチックトレーナー協議会、千葉県教育庁と共同で「体育・
スポーツ / 部活動 再開のためのガイドライン」と「感染対策と体力低下予防のためのガイドブック」を作成し、
県内の学校へ PDF 形式で配布すると共に、千葉大学医学部附属病院のホームページで公開した。
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研究領域等名： 　
診療科等名： デ ー タ セ ン タ ー

●はじめに
　臨床試験におけるデータの信頼性確保および改竄防止のために、本学主導で実施されている臨床試験のデータの
管理を、原則、データセンターで一元的に行っている。令和 2 年度は新たに 24 試験を受託し、平成 25 年度の開設
以来、データセンターの受託総試験数は 168 件となった。令和 3 年 3 月末までに、99 試験が終了し、うち 31 試験
で論文が公表された。また、データセンターでは平成 27 年の統合指針の施行によりモニタリングにも力を入れて
おり、試験開始前にリスクアセスメントを行い、中央モニタリングを実施している試験総数が 118 件となった。現
在、58 試験が稼働中であり、臨床研究法に基づく特定臨床研究については、稼働中 24 試験、終了 7 試験である。
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研究領域等名： 　
診療科等名： 浦安リハビリテーション教育センター

●はじめに
　教育：当センターに付設するタムス浦安病院職員を対象にシリーズ研修を実施した。日本リハビリテーション医
学会の認定する専門医研修の連携施設として、専攻医受け入れを開始し、2020 年度は 2 名の専攻医研修を実施した。
学生実習については、千葉大学医学部5～6年生のリハビリテーション科実習の一環として毎週木曜日に受入を行っ
た。
　研究：他施設共同研究が開始となった。文部科学省科研費に 2 つの研究課題が採択された。日本リハビリテー
ション医学会秋期総会等の学会にて座長・一般演題発表を行った。市民公開講座等にてリハビリテーション医学に
ついて COVID-19、パーキンソン病を中心に教育活動、啓蒙活動を実施した。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　千葉大学病院リハビリテーション科Clinical Clerkshipの木曜日実習を担当した。COVID-19感染の影響のため、
ZOOM での講義で代行した時期を経て、2021 年 2 月からは院内実習を感染対策を万全にした上で実施した。
・卒後教育／生涯教育

・当センターに付設するタムス浦安病院において、2 名のリハビリテーション科専攻医 2 名の受け入れを行った。
退院患者カンファレンス（毎週木曜日）による振り返りや入院患者カンファレンス（毎週金曜日）にて治療方
針の指導を実施した。

・コメディカル研修「コメディカルが知っておきたい整形外科疾患と検査・画像」を実施した。
　「整形外科一般」「サルコペニア・ロコモティブシンドローム、フレイル」「椎体骨折」「慢性腰痛」「腰部脊柱管狭

窄症」「脊髄症」「脊髄損傷の非運動症状」「脊髄損傷の評価」

●研　究
・研究内容

　2019 年度に続き、脳血管障害後遺症、末梢神経障害後遺症、神経変性疾患を主にターゲットとした神経リハ
ビリテーション法を確立することを目的として活動した。脳血管障害後遺症に対する機能的電気刺激、末梢神経
障害後遺症に対するリハビリテーションプログラムに加え、ロボットスーツ HAL による歩行訓練を中心とした
神経変性疾患患者へのリハビリテーションプログラムを軌道に載せた。高次脳機能障害者における自動車運転再
開評価プログラムを確立した。
　また、高次脳機能障害に関しては、「当該障害のリハビリテーションとケアの推進について」を開院以来の一
貫したテーマとして取組んでおり、2020 年はケアにその内容を取り入れた。
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Furukawa S, Hirano S, Yamamoto T, Asahina M, 

Uchiyama T, Yamanaka Y, Nakano Y, Ishikawa A, 
Kojima K, Abe M, Uji Y, Higuchi Y, Horikoshi T, 
Uno T, Kuwabara S. Decline in drawing ability and 
cerebral perfusion in Parkinson's disease patients 
after subthalamic nucleus deep brain stimulation 
surgery. Parkinsonism Relat Disord. 2020;70:60-66. 

2 ．Kakinuma S, Beppu M, Sawai S, Nakayama A, 
Hirano S, Yamanaka Y, Yamamoto T, Masafumi 
C, Aisihaer X, Aersilan A, Gao Y, Sato K, Sakae 
I, Ishige T, Nishimura M, Matsushita K, Satoh M, 
Nomura F, Kuwabara S, Tanaka T. Monoamine 
oxidase B rs1799836 G allele polymorphism is a risk 
factor for early development of levodopa-induced 

dyskinesia in Parkinson's disease. eNeurologicalSci. 
2020 Apr 6;19:100239. 

3 ．Sugiyama A, Yokota H, Yamanaka Y, Mukai H, 
Yamamoto T, Hirano S, Koide K, Ito S, Kuwabara 
S. Vertical pons hyperintensity and hot cross bun 
sign in cerebellar-type multiple system atrophy 
and spinocerebellar ataxia type 3. BMC Neurol. 
2020;20:157

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．山中義崇　注目すべき疾患における自律神経障害　

純粋自律神経不全症と多系統萎縮症　第 38 回日本
神経治療学会学術集会．2020（神経治療学．2020；
37：S169）

2 ．山中義崇：COVID-19 状況下におけるパーキンソン
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病診療で伝えたいこと　〜廃用症候群とリハビリ
テーション〜　地域医療の未来を見据えるパーキン
ソン病診療 Up to Date　2020/9/8

3 ．山中義崇：タムス浦安病院における新型コロナウイ
ルスクラスター報告会　医療社団法人健育会講演会　
2020/10/5

4 ．山中義崇：パーキンソン病患者が “ フレイル ” にな
らないために　第一回東葛南部パーキンソン病診療
セミナー　2020/10/7

5 ．山中義崇：今だからこそ知っておきたいパーキンソ
ン病患者における “ フレイル ” のリスクと対策　大
塚製薬　e 講演会　2020/11/5

6 ．山中義崇：タムス浦安病院における新型コロナウイ
ルスクラスター報告会　浦安市報告会　2020/11/6

7 ．山中義崇：タムス浦安病院における新型コロナウイ
ルスクラスター報告会　浦安市介護事業者協議会　
2020/11/20

8 ．山中義崇：COVID-19 状況下におけるパーキンソン
病診療で伝えたいこと　〜廃用症候群とリハビリ

テーション〜　Takeda Parkinson’s Disease Web 
Symposium 　2020/12/9

【学会発表数】
　国内学会　3 回（うち大学院生 0 回）
　国際学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「パーキンソン症
候群におけるすくみ足に対するニューロモジュレー
ションテクニクスによる革新的リハビリテーショ
ン」代表者：山中義崇　2020-2022

2 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「反復経頭蓋磁気
刺激と運転シミュレーターによる高次脳機能障害者の運
転再開支援法の開発」代表者：森芳久　2020-2022

3 ．文部科学省科学研究費　基盤（C）「反復経頭蓋磁気
刺激と運転シミュレーターによる高次脳機能障害者の運
転再開支援法の開発」分担者：山中義崇　2020-2022

4 ．厚生労働省科学研究費「スモンに関する調査研究
班」分担者：山中義崇　2020-2022

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

　当センターに付設するタムス浦安病院にて高次脳機能障害に対する外来を実施した。研究内容に記載した「高
次脳機能障害のリハビリテーションとケアの推進」においても、退院患者のフォローアップを行うことでその効
果を検証することとしている。
　当センターに付設するタムス浦安病院にてリハビリテーションを実施した。中でもギランバレー症候群や
CIDP などの末梢神経障害や免疫治療中の神経疾患を積極的に受け入れた。2021 年 7 月の COVID-19 クラスター
のため、体制立て直しを要したが、2021 年 8 月以降は COVID-19 肺炎後廃用症候群の患者を積極的に受け入れた。

●地域貢献
　当センターの特任教授が、地域の医療従事者、住民などを対象とした講演会、報告会を実施した。
・新型コロナウイルス感染症クラスター発生報告会（山中義崇特任教授・複数回開催）
・緩和ケアと地域連携について（下山直人特任教授）
・地域で支える緩和ケアのお話し（下山直人特任教授）
・千葉県脳卒中等連携の会（山中義崇特任教授）
・浦安の心不全の地域連携を考える会（竹内正人特任教授）
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研究領域等名： 　
診療科等名： 痛 み セ ン タ ー

●はじめに
　当センターでは既存の診療部門である整形外科，糖尿病・代謝・内分泌内科，麻酔・疼痛・緩和医療科（ペイン
クリニック），精神神経科，脳神経内科，リハビリテーション科，総合診療科，和漢診療科，緩和ケアセンター，
認知行動療法センターなど複数の部門で痛み診療を実施している．これらの診療科の医師，看護師，公認心理師（臨
床心理士），理学療法士，作業療法士，ソーシャルワーカー，薬剤師など，異なる専門スタッフが，相互に連携（院
内紹介や合同カンファレンスなど）し，個々の患者さんの痛みの原因究明とそれに対する適切な治療を行っている．

●教　育
・学部教育／卒前教育

　医学部 1～3 年生を対象としたスカラーシップにおいて，ラットを用いた痛みの伝達経路に関する基礎研究に
従事させ指導を行った．
・大学院教育

　大学院修士課程の学生を対象に，ラットを用いた痛みの伝達経路に関する基礎研究や，実臨床における新たな
痛み評価ツールの開発に関する研究などに従事させ指導を行った．

●研　究
・研究内容

　以下の研究活動を行っている．
①ラットを用いた痛みの伝達経路に関する基礎研究
②新たな痛み評価ツールの開発
③千葉県関連病院における統一された慢性疼痛に対する運動療法の確立
④千葉県における慢性疼痛に対する No more strong opioids
⑤低強度の認知行動療法
⑥画像診断（頭部ファンクショナル MRI など）　etc
・研究業績

【雑誌論文・英文】
1 ．Miyakoshi N, Kudo D, Matsuyama Y, Yamashita T, 

Kawakami M, Takahashi K, Yoshida M, Kaito T, 
Imagama S, Ohtori S, Taguchi T, Haro H, Taneichi 
H, Yamazaki M, Inoue G, Nishida K, Yamada H, 
Kabata D, Shintani A, Iwasaki M, Ito M, Murakami 
H, Yonenobu K, Takura T, Mochida J. Impact of 
Consultation Length on Satisfaction in Patients 
with Chronic Low Back Pain: A Nationwide 
Multicenter Study in Japan. Spine Surg Relat Res. 
2020;29;4（3）:208-215.

2 ．Inoue G, Uchida K, Miyagi M, Saito W, Nakazawa 
T, Imura T, Shirasawa E, Akazawa T, Orita 
S, Inage K, Takaso M, Ohtori S. Occupational 
Characteristics of Low Back Pain Among Standing 
Workers in a Japanese Manufacturing Company. 
Workplace Health Saf. 2020 Jan;68（1）:13-23. 

3 ．Kawarai Y, Orita S, Nakamura J, Miyamoto 
S, Suzuki M, Inage K, Hagiwara S, Suzuki T, 
Nakajima T, Akazawa T, Ohtori S. Analgesic Effect 
of Duloxetine on an Animal Model of Monosodium 

Iodoacetate-Induced Hip Osteoarthritis. J Orthop 
Res. 2020;38（2）:422-430. 

4 ．Inoue M, Orita S, Inage K, Suzuki M, Fujimoto 
K, Shiga Y, Kanamoto H, Abe K, Kinoshita H, 
Norimoto M, Umimura T, Sato T, Sato M, Suzuki 
M, Enomoto K, Eguchi Y, Akazawa T, Aoki Y, 
Kawasaki Y, Ohtori S. Objective evaluation of 
postoperative changes in real-life activity levels in 
the postoperative course of lumbar spinal surgery 
using wearable trackers. BMC Musculoskelet 
Disord. 2020;4;21（1）:72. 

5 ．Murata K, Matsuoka Y, Nishimura H, Endo K, 
Suzuki H, Takamatsu T, Sawaji Y, Aihara T, 
Kusakabe T, Maekawa A, Yamamoto K, Watanabe 
K, Kaito T, Terai H, Tamai K, Tagami A, Yoshii 
T, Harimaya K, Kawaguchi K, Kimura A, Inoue G, 
Nakano A, Sakai D, Hiyama A, Ikegami S, Ohtori 
S, Furuya T, Orita S, Imagama S, Kobayashi 
K, Kiyasu K, Murakami H, Yoshioka K, Seki S, 
Hongo M, Kakutani K, Yurube T, Aoki Y, Uei H, 
Ajiro Y, Takahata M, Endo H, Abe T, Nakanishi 
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K, Watanabe K, Okada E, Hosogane N, Funao H, 
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6 ．大鳥精司　高齢者における運動器関連疾患の臨床と
研究の最前線　第 72 回日本老年医学会関東甲信越
地方会　2020.9.26（オンライン）

7 ．大鳥精司　運動器疫学の最前線－疫学による骨折予
防、疼痛予防のエビデンス構築　高齢者の慢性腰痛　
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【学会発表数】
　国内学会　19 回（うち大学院生 14 回）
　国際学会　 4 回（うち大学院生 1 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省科学研究費基盤研究（C）（一般）「体幹筋
を基盤にしたサルコペニアの定義の提唱と腰痛等の
臨床症状との相関に関する研究」代表者：大鳥精司　
2019-2022

2 ．令和 2 年度三井住友海上福祉財団研究助成　高齢者
福祉部門「拡散テンソル ADC map を用いた腰部脊
柱管狭窄症の定量評価法の確立」代表者：乗本将輝　
2020

3 ．文部科学省科学研究費基盤研究（C）（一般）「加齢に
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す影響に関する臨床・基礎研究」代表者：折田純久　
2017-2020

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

【外来診療】
　週 2 回（月木）の難治性疼痛外来を実施しており，月平均新患 16 名，再診 60 名程度の診療を行っている．

【その他（先進医療等）】
　慢性腰痛に対する薬物療法など複数の企業治験を行っている．
　慢性腰痛に対する再生医療の治験を行っている．
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研究領域等名： 　
診療科等名： 次世代医療構想センター

●はじめに
　次世代医療構想センターは、2025 年以降の地域医療ニーズを踏まえて、医師確保と地域医療構想の達成に向け
た取組みを一体的に進めていくために設立された。当センターは、大学・地域の医療機関・千葉県の 3 者が、地域
医療の在り方を共通認識し、地域医療の維持に向けた医療提供体制に関する研究に取組んでいる。
　研究領域としては、医療政策学、医療情報学（特にレセプトデータ分析）、医療経済学、健康行動科学、医療コミュ
ニケーション学、公衆衛生学など領域横断的に実施している。

●教　育
・学部教育／卒前教育

吉村健佑．医学部医学科「地域医療学（2 コマ）」「行動科学（1 コマ）」「公衆衛生ユニット（2 コマ）」
　　　　　　　　　　　「公衆衛生学実習（半期）」「医療経済情報学（1 コマ）」
佐藤大介．「医療経済情報学（1 コマ）」
・卒後教育／生涯教育

吉村健佑，佐藤大介，塙真輔，岡田玲緒奈，高橋希． 「医療政策セミナー」全 6 回を実。
吉村健佑，佐藤大介，奥村泰之，梅澤耕学．「医療ビッグデータを活用した研究セミナー」全 2 回実施
・大学院教育

吉村健佑．大学院博士課程：精神医学ゼミ「NDB を用いた精神医学研究方法論」
・その他（他学部での教育、普遍教育等）

吉村健佑．看護学部看護学科・看護方法論講義「産業・災害精神保健学」

●研　究
・研究内容

　次世代医療構想センターは、地域における医療が将来にわたって持続可能な提供を実現するために、公衆衛生
学、医療情報学、医療政策学、精神保健学、行動科学、医療経済学、EBPH（evidence based public health）等
の研究に力を入れている。
　また、学術研究としての実績を創り出していくだけでなく、厚生労働科学研究等による政策研究にも積極的に
取り組んでおり、科学的研究成果に基づいた政策提言を行っている。
・研究業績
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【雑誌論文・和文】
1 ．黒崎宏貴，吉村健佑：レセプト情報・特定健診等情

報データベース（NDB）を活用した糖尿病治療薬等
からみた医療費の都道府県別地域差分析．日本公衆
衛生雑誌　2020；67（8）501-508．

2 ．宮地秀明，吉村健佑．NDB オープンデータを用い
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た common skin disease 研究の展望．皮膚病診療　
2020；42（4）：274-282． 

3 ．成瀨浩史，吉村健佑．オンラインや遠隔機器を活
用した医療・保健活動の政策動向．保健の科学； 
2020 年 1 月；62（1）；15-22 

4 ．成瀨浩史，佐藤大介，吉村健佑：オンライン診療を
取り巻く政策動向．IoMT 学会誌　2020；3（1）；4-9

5 ．奥村泰之：精神科におけるリアルワールド・データ
を活用したリアルワールド・エビデンスの創出：持
続可能性のある研究体制構築に向けて．臨床精神薬
理　24（1）：3-1，2021．

6 ．佐藤愛子，吉村健佑．NDB オープンデータを用いた向
精神薬の処方分析．臨床精神薬理　2020 年 11 月

【単行書】
1 ．コロナ禍の臨床を問う．編集）井原裕，斎藤環，松

本俊彦，吉村健佑　（担当：分担執筆，範囲：都道
府県新型コロナウイルス感染症対策本部から見えた
こと）．日本評論社　2021 年 2 月

2 ．病院マネジメントの教科書 病院経営 28 のソリュー
ション = 千葉大学医学部附属病院「ちば医経塾」
講義テキスト．編集）井上貴裕，分担執筆，吉村健
佑　（担当：分担執筆， 範囲：病院経営に役立つ医
療政策の動向－「三位一体改革」から考える）．ロ
ギカ書房　2021 年 2 月 6 日 

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．第 116 回日本精神神経学会学術総会　シンポジウム

にて講演．吉村健佑．
2 ．第 31 回日本末梢神経学会学術集会　産業医学講演

にて講演．吉村健佑． 
3 ．第 62 回日本老年医学会学術集会にて講演．吉村健

佑．
4 ．第 11 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会に

て講演．吉村健佑． 
5 ．第 84 回日本循環器学会学術集会にて講演．吉村健

佑． 
6 ．第 32 回日本総合精神病院医学会にて教育講演．吉

村健佑． 
7 ．第 29 回日本臨床精神神経薬理学会　シンポジウム

にて講演．吉村健佑． 
8 ．第 12 回日本公共政策学会関西支部研究大会　共通

論題セッションにて講演．吉村健佑． 
9 ．第26回日本産業精神保健学会にて講演．吉村健佑． 
10．日本産業衛生学会遠隔産業衛生研究会（2019.12.1　

於東京大学）にて講演及びパネルディスカッション． 
緒方健．

11．広島県医療情報技師会　第 20 回研修会にて基調講
演．小林大介．

12．東海診療情報管理研究会　第 98 回研究会にて基調
講演．小林大介．

13．第 35 回熊本県医療情報システム研究会にて講演．
緒方健．

14．第 33 回日本総合病院精神医学会総会　シンポジウ
ム 14 にて講演．吉村健佑．

15．第 30 回日本臨床精神神経薬理学会　シンポジウム
5 にて講演．吉村健佑．

16．第 38 回千葉県母性衛生学会セミナー学術集会にて
講演．吉村健佑．

【学会発表数】
　国内学会　8 学会　8 回（うち大学院生 1 回）
　国際学会　0 学会　0 回（うち大学院生 0 回）
【外部資金獲得状況】

1 ．文部科学省　基盤研究（C）「メラトニン / ラメルテ
オン投与による術後睡眠障害予防効果の検討」分担
者：窪田和巳　2020-2023

2 ．文部科学省　基盤研究（B）「低出生体重児の体動計
測の開発と児の体重および発達指標との関連探索研
究」 分担者：窪田和巳　2020-2022

3 ．国立研究開発法人日本医療研究開発機構「医薬品等
規制調和・評価研究事業　アカデミアによる医療情
報データベース研究における MID-NET 利活用に関
する研究」分担者：窪田和巳　2018-2020

4 ．厚生労働省　厚生労働科学研究費補助金「エイズ対
策政策研究事業 HIV 感染症及びその併存疾患や関
連医療費の実態把握のための研究」分担者：代表
者：野田龍也，分担者：佐藤大介　2020-2023 

5 ．厚生労働省　厚生労働省科学研究費　厚生労働科学
研究費　地域医療基盤開発推進研究事業「小児科医
師確保計画を踏まえた小児医療の確保についての政
策研究」代表者：佐藤大介　2020-2022 

6 ．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（B）「公的資金が投入されている医療の公共性と公
共財としての在り方に関する研究」代表者：小林大
介，分担者：佐藤大介　2020-2022 

7 ．厚生労働省　厚生労働省科学研究費　厚生労働行政
推進調査事業費「新型コロナウイルス感染症への対
応を踏まえた、地域における医療提供体制の強化の
ための研究」代表者：吉村健佑，分担者：佐藤大介　
2020-2021

8 ．厚生労働省　厚生労働科学研究費　難治性疾患政策
研究事業「指定難病患者データベース、小児慢性特
定疾病児童等データベースと他の行政データベース
との連携についての研究」代表者：野田龍也，分担
者：佐藤大介　2020-2021

9 ．厚生労働省　厚生労働科学研究費　地域医療基盤開
発推進研究事業「地域の実情に応じた医療提供体制
の構築を推進するための政策研究」代表者：今村知
明，分担者：小林大介，佐藤大介　2020-2021

10．厚生労働省　厚生労働行政推進調査事業補助金「医
薬品・医療機器等の費用対効果評価における公的分
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析と公的医師決定方法に関する研究」代表者：福田
敬，分担者：佐藤大介　2020-2021 

11．2020 年度　福祉諸科学事業　ジェロントロジー研
究助成「高齢期における就労は要支援・要介護認
定の発生を抑制するか－ JAGES 2010 － 2016 コ
ホートデータを用いた縦断研究」代表者：櫻庭唱子　
2020-2021

12．厚生労働省　厚生労働科学研究費補助金（地域医
療基盤開発推進研究事業）「【研究代表】小児科医
師確保計画を踏まえた小児医療の確保についての
政策研究」代表者：吉村健佑，分担者：佐藤大介　
2020-2022

13．厚生労働省　厚生労働科学研究費補助金（地域医療
基盤開発推進研究事業）「【研究代表】新型コロナウ
イルス感染症への対応を踏まえた、地域における医
療提供体制の強化のための研究」代表者：吉村健
佑，分担者：佐藤大介，窪田和巳　2020-2021

14．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（A）「レセプトデータベース（NDB）の利用を容易
にするための包括的支援システムの開発」代表者：
加藤源太，分担者：佐藤 大介　2018-2023

15．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（C）「循環器疾患の新規デバイスや医薬品の医療経
済分析および分析に必要な基盤データの整備」代表
者：小寺聡，分担者：佐藤大介　2019-2022

16．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（C）「脳梗塞再発予防のための治療薬および検査機
器の医療経済評価に関する研究」代表者：佐藤大介　
2018-2021

17．厚生労働省　厚生労働科学研究費補助金「NDB

データから患者調査各項目及び OECD 医療の質指
標を導くためのアルゴリズム開発にかかる研究」代
表者：加藤源太，分担者：佐藤大介　2019-2021

18．厚生労働省　厚生労働科学研究費「地域医療構想の
達成のための病院管理者向け組織マネジメント研修
プログラムの開発研究」代表者：福田敬，分担者：
佐藤大介　2019-2021

19．日本学術振興会　科学研究費助成事業　基盤研究
（C）「医薬品・医療機器の費用対効果評価における
NDB の活用可能性の検証」代表者：渡邊亮，分担
者：佐藤大介　2017-2020

20．厚生労働省　厚生労働科学研究補助金「HIV 感染症
における医療経済的分析と将来予測に資する研究」
代表者：谷口俊文，分担者：佐藤大介　2018-2020

21．厚生労働省　厚生労働科学研究補助金「難治性疾患
等を対象とする持続可能で効率的な医療の提供を実
現するための医療経済評価の手法に関する研究」代
表者：福田敬，分担者：佐藤大介　2017-2020

22．日本学術振興会　科学研究費助成事業　若手研究
「NDB オープンデータを用いた精神神経領域の疾患
に対する診療の適正化に関する研究」代表者：吉村
健佑　2019-2020

【その他】
・千葉大学医学部付属病院　周産期母子医療セン

ター、産婦人科のパンフレット、小児科のパンフ
レット、救急科のパンフレット制作支援．塙真輔，
岡田玲緒奈，岩瀬信哉，高橋希．

・介護サービスにおける新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の予防と管理　ポリシー・ブリーフ
（2020 年 7 月 24 日版）の翻訳に参画．櫻庭唱子．

●地域貢献
・千葉メディカルセンターで腹腔鏡の手術指導．塙真輔．

●その他
・医療従事者・行政官向けに、医療政策セミナーを 6 回にわたり開催（主催：次世代医療構想センター・千葉県医

師会、後援：千葉県）．吉村健佑，佐藤大介，塙真輔，岡田玲緒奈，高橋希．2019 年．
・ISO 認証審査機関において、審査員向け教育及び認証事業者向け講演に各 1 回ずつ出講．緒方健．
・地域医療構想アドバイザーとして、兵庫県や愛知県の県医師会主催の研修会、講演会、兵庫県内の地域医療構想

調整会議での講演 5 件、委員出席 10 回．小林大介．
・公立宍粟総合病院新病院整備検討委員会副委員長として委員会出席 2 回．小林大介．
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研究領域等名： 　
診療科等名： ハ ー ト セ ン タ ー

●はじめに
　ハートセンターは 2019 年 4 月に開設されました。当センターは、千葉県ならびに全国から紹介される重症心血
管疾患患者に対して、診療科の垣根を越えて包括的な見地から最適な治療を選択実施し、良好な転機をもたらすこ
とです。冠動脈疾患に対するこれまでの経皮的冠動脈インターベンションや CABG だけでなく、それらのハイブ
リッド治療を可能とし、大血管ステントなどを用いた血管内治療、TAVR を中心とした弁膜症・構造的心疾患に
対するカテーテル治療、さらには補助人工心臓を含めた機械的補助循環を用いた重症心不全治療などを行います。
MRI、320 列 CT などの先進画像診断に加え、ハイブリッド手術室でリアルタイムに得られた画像をもとに外科手
術と血管内治療を組み合わせた治療を行います。日々紹介されてくる患者に関し、循環器内科・心臓血管外科を含
め関連する診療科・部からなるハートチームで治療方針を決定します。月に 1 回程度、主要診療科医師のほかに、
看護師、理学療法士、薬剤部を含めたカンファレンスを行っています。新たなデバイスや手技に関し、治験および
医師主導臨床試験を推進し、国際的に発信していきます。

●教　育
・学部教育／卒前教育

　循環器内科、心臓血管外科にローテート中の学生にはできる限り、TAVI、mitraclip などの見学をしてもらう
ようにしている。
・卒後教育／生涯教育

　循環器内科、心臓血管外科の大学院生、修練医に技術的に指導するとともに、経カテーテル的弁膜症治療につ
いての症例報告や、臨床研究を促している。
・大学院教育

　循環器内科、心臓血管外科の大学院生、修練医に技術的に指導するとともに、経カテーテル的弁膜症治療につ
いての症例報告や、臨床研究を促している。

●研　究
・研究内容

　血流解析などを含めて今後研究を計画中である。
・研究業績

【シンポジウム・招聘講演等の特別な発表（一般の学会
発表は除く）】
1 ．松浦馨　第 50 回日本心臓血管外科学会学術総会

（2020 年 8 月 17 日～8 月 19 日　WEB 開催）ポスター
「当院で同時期に施行した SAVR と TAVR の比較
検討」

2 ．諫田朋佳　第 50 回日本心臓血管外科学会学術総会
（2020 年 8 月 17 日～8 月 19 日　WEB 開催）一般口
演「自己拡張型デバイスを用いた TAVI 術後の永
久ペースメーカー留置のリスク因子検討」

3 ．浮谷友悠、神山瑞恵、山田高之、坂口雄一、山田
ことの、村松隆宏　第 25 回日本心臓血管麻酔学会

（2020 年 9 月 20 日～11 月 14 日　Web 開催）「高度
気管狭窄合併 Hunter 症候群患者に対する覚醒下
TF-TAVI 手術の経験」

4 ．松浦馨　第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会
（2020 年 10月29日～11月1日　WEB 開催）「TAVR 
および生体弁 SAVR 後の中等度以上の生体弁不全の
発生率とその特徴」

5 ．松浦馨　第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会
（2020年10月29日～11月1日　WEB開催）ランチョ
ンセミナー「新弁膜症ガイドラインから紐解く新た
な AS 治療戦略」

6 ．西織浩信　第 73 回日本胸部外科学会定期学術集会
（2020 年 10 月 29 日～11 月 1 日　WEB 開催）Case 
Presentation Awards「TAVI 施行後に左室心尖部
仮性瘤形成をきたし心外膜下より右室穿破した一
例」

7 ．松浦馨　八千代市医師会学術講演会（2020 年 1 月 21
日　佐倉市）「高齢社会に伴って増加している弁膜
症に対しての最新のカテーテル治療～術後の抗血栓
療法の有用性も含めて～」

8 ．北原秀喜　千葉ろうさい病院院内勉強会（2020 年 3
月 5 日　千葉）「MitraClip を用いた経皮的僧帽弁形
成術の適応と実際」

9 ．西織浩信　第 182 回日本胸部外科学会関東甲信越地
方会（2020 年 3 月 17 日　WEB 開催）「TAVI 施行
後に左室心尖部仮性瘤形成をきたし心外膜下より右
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室穿破した一例」
10．松浦馨　心電図を読む会 WEB 講演会（2020 年 7 月

16 日　WEB）「ガイドライン改訂をふまえた今後
の弁膜症治療～抗凝固の使い方も含めて～」

11． 松 浦 馨　DS NET Seminar　 弁 膜 症 治 療 の New 
Strategy（2020 年 8 月 6 日　WEB）「弁膜症ガイド
ライン改訂から考える今後の経カテーテル的弁膜症
治療の術後抗凝固薬の使い方」

12．松浦馨　弁膜症カンファレンス in 千葉（2020 年 8
月 27 日　千葉）「ガイドライン改訂から弁膜症治療
と抗血栓療法を考える」

13．北原秀喜　弁膜症カンファレンス in 千葉（2020 年 8
月 27 日　千葉）「弁膜症治療の最適なタイミングと
患者像ーどのような患者に有効なのか？」

14．松浦馨　2020 年改訂版弁膜症治療 Web セミナー
（2020 年 9 月 1 日　WEB）「胸を開けない・心臓を

止めない弁膜症治療～ガイドライン改訂ポイントを
含めて～」

15．松浦馨　茂原市長生郡医師会学術講演会（2020 年 10
月 20 日　WEB）「弁膜症ガイドライン改訂のポイ
ントとカテーテル弁膜症治療の現在と未来～抗凝固
法の使い方を含めて～」

16．松浦馨　弁膜症カンファランス（2020 年 10 月 22 日　
千葉）「ガイドライン改訂から弁膜症治療と抗血栓
療法を考える」

17．北原秀喜　地域連携 Web Seminar（2020 年 10 月 23
日　千葉）「循環器ガイドライン 2020 改訂ポイント 
〜弁膜症治療と抗血栓療法を考える〜」

18．北原秀喜　バイエル社内講演会（2020 年 12 月 3
日　千葉）「当院におけるカテーテル治療の現状 〜
TAVI と MitraClip（PCI も含めて）〜」

●診　療
　・外来診療・入院診療・その他（先進医療等）

【その他（先進医療等）】
　2018 年から心臓移植実施施設に認定され、現在までに 5 例の移植を実施しました。お陰様で、移植を受けら
れた 5 名の患者様は全員とても元気に過ごされています。
　2020 年植込型補助人工心臓装着が 3 例あり、現在千葉大学では植込型補助人工心臓を装着し心臓移植待機を
している患者が 22 名おり、コーディネーターと連携を図り定期的に外来にて患者の体調管理をしています。
　2017 年 1 月より経カテーテル大動脈弁置換術（TAVR）を導入し、2019 年 11 月からは専門施設となり、有意
なトラブルなく順調に成果をあげており、2020 年では 81 例実施しました。
　また、2019 年 5 月には経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設に認定され、2020 年では 7 例実施しました。

●地域貢献
　県内各地域及び近隣都県で開催される勉強会・セミナーにおいてハートチームに関連する医師が講演を行い、最
新の診療・知見の普及とともに、病診連携および地域連携の推進に努めています。
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